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序

仙台市の文化財保護行政に対しましては、日頃から多大なるご協力をいただき、まことに感謝にたえません。仙

台市は平成元年に政令指定都市となり、昨年 5月 には人口100万人を超えるなど、東北地方の中枢都市として飛躍的

な発展を遂げております。

市南部の大野田地区は、地下鉄南北線の開業以降、かつての田園風景は急速に失われ都市化が進んでおります。

このような中、長町副都心整備の一環として、地下鉄南北線の南の起点である富沢駅周辺において総合的な街づく

りを目的とした区画整理事業が都市計画決定されております。この地域は、市内でも数多くの遺跡が分布し、本書

で報告する「大野田古墳群 。王ノ壇遺跡 。六反田遺跡」の他にも下ノ内遺跡・伊古田遺跡 。大野田遺跡・元袋遺跡

等の遺跡が登録されております。仙台市教育委員会では、文化財保護のため、開発にあたっては関係機関と事前に

充分な協議を行っておりますが、現状のまま遺跡を保存できない場合は、記録保存を目的とした発掘調査を実施し

ているところであります。事業概要によると、遺跡内には都市計画道路及び区画道路の建設が予定されており、関

係機関との協議の結果、道路部分を対象とした発掘調査を実施することとなりました。

今回の報告書は平成 7～ 9年度及び平成10年度の一部の調査成果をまとめたもので、大野田古墳群・王ノ壇遺跡

(2次調査)・六反田遺跡 (5次調査)の 3遺跡を収録しております。大野田古墳群と王ノ壇遺跡では古墳時代中期

の古墳を新たに17基発見し、円墳と想定されていた鳥居塚古墳は前方後円墳であることも判明しました。また、王

ノ壇遺跡では 1次調査で確認されている中世屋敷跡と同時期の道路跡が発見されました。道路跡はその規模や構造

から当時の幹線道路跡である「奥大道」の可能性も考えられるものです。六反田遺跡では奈良時代から平安時代の

集落跡等が確認されております。調査は現在も継続中であり、今後さらに当地区における先人の足跡が解き明かさ

れるものと考えられます。

現在、仙台市内には700か所を超える遺跡が多数残されております。これらを各方面の関係機関の方々のご理解と

ご協力をいただきながら保護あるいは活用し、後世へ継承していくことは、私たちに課せられた責務と考えており

ます。今回の調査では、調整成果の普及・啓発を目的として市民の方々を対象とした現地説明会をはじめ、近隣の

小中学校の児童・生徒による体験学習会・見学会等を数次にわたり実施しました。体験学習会は地域の歴史を自ら

の体験を通して学習する場であり、次代を担う子供たちの歴史認識の形成に少なからず寄与するものと考えられま

す。「埋もれた仙台の歴史」をより身近なものととらえる機会を、学校教育との連携によって今後とも推進してまい

りたいと考えます。

最期になりましたが、発掘調査並びに本報告書の作成にご指導・ ご協力いただきました多 くの皆様や関係機関各

位に心より感謝申し上げるとともに、本書が多くの方々に活用されることを願って、発干Jの ご挨拶といたします。

平成12年 3月

仙台市教育委員会

教育長 /Jヽ 松 弥 生
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1.本書は仙台市による「富沢駅周辺土地区画整理事業」に伴う宮城県仙台市大野田古墳群・王ノ壇遺跡 (第 2次

調査)・六反田遺跡 (第 5次調査)の発掘調査報告書である。区画整理事業に伴う本調査は平成 7年 4月から開始

し、現在も継続中である。本書では平成 7年度から9年度までの調査と10年度調査の一部の成果についてその概

要を報告する。

2.本書作成の整理は渡邊 誠・竹田幸司・渡部 紀が担当し、編集は渡邊・竹田が行った。

尚、本文の執筆分担は下記の通りである。

渡邊 誠…第 1章、第 2章 :第 1節 。第 2節 1～ 3(2)

竹田幸司…第 2章 :第 1節 3(2)[III b層・水田跡]・ 第 2節 3(1)・ 第 3節

3.調査及び整理作業、本書の作成にあたつて下記の方々からご指導・ ご助言を賜った。記して感謝の意を表した

い (敬称略)。

植田直見、太田昭夫、岡田清一、川名秀一、河野員知郎、神成浩志、熊谷裕行、桑原滋郎、後藤秀一、

白鳥良一、新開英樹、杉山真二、鈴木重信、早田 勉、高橋博志、辻 秀人、手塚 均、中山 晋、

藤沢 敦、村田晃一、柳澤和明、山口博之、山田哲也、吉井 宏

4.空中写真撮影は (株)シン技術コンサル、遺物写真撮影は (株)アー ト・プロフイール、火山灰分析とプラン

ト・オパール分析・珪藻分析・元素の定量分析は (株)古環境研究所、竪櫛の塗膜分析と保存処理は (財)元興

寺文化財研究所、赤色物質分析・骨分析は (株)パ リノ・サーブェイに委託した。人骨鑑定は東北大学医学部解

剖学第一講座教授百々幸雄氏に、骨片の組織分析は同助手奈良貴史氏
。同院生澤田純明氏に、炭化材樹種同定は

東北大学附属植物園園長鈴木三男氏に、一部の鉄製品の分析
。保存処理は東北芸術工科大学助手松井敏也氏に、

鉄製品の X線撮影は東北歴史博物館技術主査及川 規氏に依頼した。

5。 調査成果については既に「考古学ジャーナル NO.430(1998)」
。「中世みちの研究会・第 1回研究集会資料 :発掘

された中世古道 Part l(1998)」 。「中世の道と物流 (1999)」
。「宮城県遺跡調査成果発表会資料 (平成 7～ 9年

度)」 。現地説明会資料 。年報16～20等でその内容の一部が紹介されているが、本書の記載内容がそれらに優先す

るものである。

6.王ノ壇遺跡 2次調査 1区で検出した大野田19号墳と大野田古墳群 3A区東半部は王ノ壇遺跡の範囲に入るが、

「大野田古墳群」 3(4)で 報告する。

7。 大野田古墳群 3D。 3B区から王ノ壇遺跡にかけて検出した中世道路跡については、東側に隣接する王ノ壇遺

跡 1次調査の中世屋敷跡と密接な関連があり、さらに王ノ壇遺跡 1次調査・ 4次調査で道路跡の延長部及び枝道

を検出したことから、一括して「王ノ壇遺跡」 3(1)で 報告する。

8.平成10年度の調査は大野田古墳群 (4A～ 4C区 )、 伊古田B遺跡 (lA～ lC区 )、 袋前遺跡 (lA～ lC区 )

で実施しているが、整理の都合上、大野田古墳群 4A～ 4C区のみ報告する。

9.調査 。整理に関する諸記録及び出土遺物は仙台市教育委員会で一括保管している。

二一一白
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1。 本書の土色については「新版標準土色帖」 1/Jヽ山・竹原 :1975、 1997)を使用した。

2.建設省国土地理院発行の地形図・空中写真等を使用した場合は図中に示した。

3.図中及び本文中に記載の方位の北は真北を基準 としている。尚、図中でE・ Sを付した座標値は区画整理事業地

内に設定された測量基準点 (X:-198 400 km・ Y:3.800 km)か らの距離 (m)を示し、Eは Y座標値。Sは X座

標値に対応する。

4。 図版中のレベルは海抜標高を示す。

5.層位名は基本層位をローマ数字、遺構内堆積上については算用数字を使用している。さらに層毎に細分される

ものについてはそれぞれにアルファベットの河ヽ文字を併用している。

6。 本書の検出遺構については次の略号を使用し、遺跡毎に発見順に番号を付した。

SA=柱列などの塀跡 SB=掘 立柱建物跡  SD=清 跡  SE三 井戸跡 SF=道 路跡

SI=竪 穴住居跡   SK=土 坑 SR=河川跡 SX=性 格不明遺構 P=ピ ット・柱穴

尚、大野田古墳群の報告の中でⅢ a層検出の塀跡 (柱列)。掘立柱建物跡については、室内整理作業時に柱穴の

組み合わせをもとに復元したものである。また、V層検出の小溝状遺構群については、野外調査時に調査区毎に

規模・方向 。堆積土・重複関係等から「群」を設定したが、調査の進展に伴いその分布は広範囲に及ぶことが判

明した。このため、本書では最終的に明らかになったまとまりを「～号小溝状遺構群」と記述する。また、ピッ

ト列 (Ha層・Ⅳ層検出)。 小溝状遺構群 (Ⅲ a層・Ⅲ b層検出)については通しNOを付して記述している。

7.本書の出土遺物の分類と登録には次の略記号を使用し、分類毎に登録番号を付した。

A=縄文土器  B=弥 生土器   C=土 師器 (非ロクロ)  D=土 師器 (ロ クロ)  E=須 恵器

I=陶器    Ka=劉 片石器  Kb=磨 製石器      KC=礫 石器      Kd=石 製品

L=木製品   N=鉄 製品    P=土 製品        S=埴 輪        T=赤 焼土器

8。 土師器の実測図で内面の一部のスクリーントーンは黒色処理を表している。

9。 礫石器の実測図で磨面については、その範囲を実線で表している。

10。 埴輪の製作技法の表現は基本的に「円筒埴輪総論」 (ナ ll西 :1978.9)に 、円筒埴輪・朝顔形埴輪の各部位の呼

称は「大野田古墳群 春日社古墳・鳥居塚古墳」 (結城・藤沢 :1987. 8)に よっている。また、埴輪実測図にお

いてヨヨナデ、縦方向のナデはその範囲のみを示している。埴輪の法量で ( )は残存値を、 [ ]は復元値を示

している。尚、器高 。段幅の計測は原則として断面側とした。埴輪胎土中の白色針状物質 (海面動物骨針)は白

針と表示している。

11.古墳出上の遺物観察表で、出土層位にa～dの記号を用いているものは周溝内の出土地点を意味しており、円墳

(大野田10～26号墳)ではベルトを基準に周溝を 4分割し、北東側から時計回りに a→ b→ c→ dと したもので

ある。鳥居塚古墳ではベル トを基準に 5分割し、北側から反時計回りに a→ b→ c→ d→ eと している。

12.図版・表等の番号は大野田古墳群・王ノ壇遺跡・六反田遺跡の各報告毎に付している。
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第 1章 調査の概要

第 1章 調査の概要

第 1節 調査経過
1.調査に至る経過
仙台市は平成元年 4月 の政令指定都市への移行後も発展を続け、平成11年 5月 には人口100万人を突破した

東北地方の中枢都市である。近年、都市化の進展に伴つて市南部地域でも副都心構想をはじめとする都市環

坑の整備が進展しつつある。本書で報告する大野田古墳群・王ノ壇遺跡・六反田遺跡周辺の地域も、昭和63

年の地下鉄南北線開業以降、道路網の整備や宅地化が急速に進んでいる。

このような中、平成 5年 10月 13日付で都市整備局より地下鉄南北線の南の起点となっている富沢駅周辺の

区画整理事業 (事業名 :仙台市富沢駅周辺区画整理事業)に伴う埋蔵文化財調査の依頼が提出された。事業

概要によると施正面積は48.3ha、 計画人口は5,000人で、長町副都心近郊の主要幹線道路や公共施設の整備に

よる総合的な街づくりが目的とされている。事業予定地は沖積地の性格上、仙台市域でも数多くの遺跡が集

中して分布する地域で、大野田古墳群・エノ壇遺跡・六反田遺跡の他、下ノ内遺跡・伊古田遺跡・元袋遺跡
。

袋前遺跡 。大野田遺跡・皿屋敷遺跡が登録されていた。その後、同年12月 14日付で事業の都市計画決定がな

された。

このため、仙台市教育委員会では予定地内に建設される都市計画道路及び区画道路祭の部分について、記

録保存を目的とした発掘調査を行うこととし、平成 6年 2月 8日付で都市整備局に回答した。その後、同年

9月から試掘調査に着手した。試掘調査は都市計画道路及び区画道路部分における遺構の有無の確認と本調

査範囲の確定を主目的とし、平成 7年■月まで継続された。その結果、遺跡内とその隣接地で遺構が重層的

に存在することが確認され、六反田遺跡では北東部の範囲拡大登録も行われた。さらに伊古田遺跡南東部に

隣接した地点では新たに遺構が検出され、平成 8年 1月 に伊古田 B遺跡として遺跡の新規登録が行われた。

本調査は平成 7年 5月 に大野田古墳群から着手し、現在も継続中である。また、試掘調査は区画整理事業

と並行して平成10年度に下ノ内遺跡でも一部実施している。

2.調 査 要項

(1)遺跡名 :大野田古墳群 (宮城県遺跡番号01361、 仙台市文化財登録番号 C-054)

王ノ壇遺跡  (宮城県遺跡番号01428、 仙台市文化財登録番号 C-083)

六反田遺跡  (宮城県遺閉番号01189、 仙台市文化財登録番号 C-197)

(2)所在地 :大野田古墳群…仙台市太白区大野田字宮・宮脇・竹松・千刈田・塚田

王ノ壇遺跡……仙台市太白区大野田字宮脇・竹松

六反田遺跡……仙台市太白区大野田字六反田・元袋

(3)調査主体 :仙台市教育委員会

(4)調査担当 :仙台市教育委員会文化財課

担当職員 試掘調査 太田 昭夫・五十嵐康洋・渡部  紀・渡邊  誠

本 調 査 太田 昭夫・金森 安孝・吉岡 恭平・齋野 裕彦・渡邊  誠

平間 亮輔・竹田 幸司・五十嵐康洋 。我妻  仁・伊藤 孝行

伊東 真文・根本 光―・佐藤  淳・渡部  紀

(5)調査期間 :試掘調査 平成 6年 9月 8日～11月 22日 (五十嵐・渡部)

平成 7年 8月 22日 ～11月 30日 (太田 。渡部)
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(6)試掘調査面積

(7)調査対象面積
。大野田古墳群

。伊古田B遺跡

(8)調査面積
。大野田古墳群

平成10年二月16日～■月19日 (渡邊)

本 調 査 平成 7年 5月 1日～12月 19日 (太田・齋野・渡部 )

平成 8年 4月 9日～12月 20日 (渡邊・金森・渡部・吉岡・五十嵐・平間・伊藤・我妻)

平成 9年 4月 10日～12月 22日 (金森・渡邊・竹田・伊藤 。と藤・伊東・根本)

平成10年 4月 8日～■月19日 (渡邊・渡部 )

整  理 平成 7年12月 20日～平成 8年 3月 21日 (渡部)

平成 9年 1月 6日～ 3月 19日 (渡邊・渡部 )

平成10年 1月 7日～ 3月 26日 (渡邊・竹田)

平成10年11月 24日～平成11年 3月 26日 (渡邊・渡部 )

平成11年 4月 8日 ～平成12年 3月 24日 (渡邊・竹田)

約 1,927m2  平成 6年度 約930m2

平成 7年度 約887m2

平成10年度 約■Om2

約16,937m2(平成 7年度～平成10年度)

約13,187m2  .六 反田遺跡 :約945m2  .王 ノ壇遺跡 :約1,492m2

約719m2    .袋 前遺跡  :約594m2

約15,952m2

約13,000m2

平成 7年度=約 3,368m2(lA～ lF区 )

lA区 :約719m2 1B区

lF区 :約216m2

平成 8年度=約 2,980m2(2

2A区 :約213m2 2B区

2F区 :約269m2 2G区

平成 9年度=約 4,650m2(3

3A区 :約178m2 3B区

3F区 :約392m2 3G区

3K区 :約195m2 3L区

約829m2 1c区 :約605m2 1D区 :約610m2 1E区 :約 389m2

A～ 21区 )

約473m2 2C区 :約580m2 2D区 :約300m2 2E区 :約 295m2

約284m2 2H区 :約229m2 21区 :約337m2

A～ 30区十道路遺構確認調査 トレンチ)

約344m2 3C区 :約302m2 3D区 :約224m2 3E区 :約203m2

約248m2 3H区 :約157m2 31区 :約225m2 3J区 :約212m2

約205m2 3M区 :約338m2 3N区 :約163m2 30区 :約172m2

… 3L～ 30区 はⅢ層上面の調査のみ、V層上面は平成10年度調査

道路遺構確認調査 トレンチ :約1,092m2(3T～ 5T、 7T～ 10T、 13T)

平成10年度=約2,002m2(3L～ 30区 +4A～4C区十道路遺構確認調査 トレンチ)

3L区 :約205m2 3M区 :約338m2 3N区 :約163m2 30区 :約172m2 4A区 :約 353m2

4B区 :約520m2 4C区 :約211∬

道路遺構確認調査 トレンチ :約40m2(14T)

・六反田遺跡 :約803m2(lA～ lC区 )

平成 9年度=lA区 :約126m2 1B区 :約554m2 1c区 :約123m2
・王ノ壇遺跡 :約1,253m2(1区 +道路遺構確認調査 トレンチ)

平成 8年度=1区 :約1,125m2

平成 9年度=道路遺構確認調査 トレンチ :約128m2(lT、 2T、 1lT、 12T)
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・伊古田B遺跡 :約496m2… 本報告書には掲載せず

平成10年度 lA区 :約199m2 1B区 :約243m2 1c区 :約54m2

・袋前遺跡  :約400m2(平成10年度)― 。本報告書には掲載せず

(9)調査整理参加者

[野外調査]

相澤あい子 相沢かほる 相沢 守

戸野徳松  戸野ひで子 阿部あき子

阿部美代寿 阿部洋子  安藤美香

板橋潜子  伊藤幸子  伊藤清子

植野幸子  植野美登子 上野美子

小川良子  小山内倫子 大槻明美

小野辰夫  小野寺達重 小沼ちえ子

菊地恵子  菊地紘二  日下啓子

小林国子  小林幸子  小林齋美

斉藤慶子  桜井芳子  左近智子

佐藤ケイ子 佐藤静子  佐藤清治

佐藤通子  佐藤ゆう子 佐藤よしゑ

庄子かつえ 庄司潤一  庄子弘子

菅井民子  菅井美枝子 菅田みき子

鈴木いし  鈴木きぬ子 鈴木邦彦

鈴木よしゑ 鈴木ヨシノ 関口国生

田中さと子 田中スエ  株沢純子

手代木美穂 土井 清  鴇崎哲也

蓮沼英子  蓮沼秀子  畠中真知子

日野きみ子 福山幸子  船生明美

三浦つよの 三浦 貢  三浦陽子

村本恵一郎 目黒成一  森みほ子

山並明夫  鑓水芳子  吉田公治

渡辺節子  渡辺好恵  渡辺洋子

青木吉次  青山諒子

阿部敬子  阿部すえ子

壱岐豊子  板橋明子

伊藤征子  犬飼慶一郎

遠藤いな子 大泉テイ子

大槻京子  大堀奈津子

小畑和子  加嶋みえ子

工藤キク子 熊谷きぬ子

小松千代子 小向通幸

佐々木志津子佐々木瑞江

佐藤とき子 佐藤としゑ

佐藤リキ子 佐野たみえ

庄司善明  須賀栄子

菅田蓉子  菅田わくり

鈴木峰子  鈴木みよ子

高橋たづよ 高橋美央

千田タイ子 千葉恭子

富田 是  富永美輪子

蜂谷美穂  早川裕子

朴沢志津江 本郷 正

水野信子  宮城富子

森 ミヨノ  谷津ミツ子

吉野久美子 米倉節子

渡部麗子

赤川千広

阿部美枝子

板橋栄子

伊深みつ子

太田君子

大町 学

加藤けい子

貪RりRと も

昆野コ トジ

佐々木洋介

佐藤利子

志賀ひろみ

菅井きみ子

菅谷裕子

鈴木美代子

高橋美香

珍田芳子

中塚聡子

早坂みつえ

松野順子

宮嶋 都

山田千代子

渡辺明子

赤問 眸

阿部みのる

板橋静江

入間川きみ

大友広美

小田嶋祥子

カロ藤由不U

香坂美帆

斉藤喜恵子

佐竹優子

佐藤とみ子

島崎なつ子

菅井君子

菅原 弘

鈴木由美

竹森光子

封島悦子

永野泰治

原田由美子

三浦市子

村上千里

山田やす子

渡辺イチ子

浅見潜子

阿部みはる

板橋 実

岩井レイ子

大沼みさほ

小野紀美子

金沢沙知子

後藤靖子

斉藤由美子

佐藤郁美

佐藤直成

島津レチ子

菅井清子

鈴鹿久子

鈴木由美子

只野宗一

土屋直美

根水誠子

樋口より子

三浦たか子

村田健三

山寺文司

渡辺純子

[室内整理]

青山諒子

小泉幸子

菅谷裕子

原田由美子

赤間 眸

小林国子

高橋弘子

樋口より子

伊藤幸子

斉藤喜恵子

椋沢純子

朴沢志津江

植野幸子

佐竹優子

手代木美穂

三浦市子

上野美子

佐藤とき子

鴇崎哲也

森 剛男

太田君子

佐藤裕子

富永美輪子

森谷愛子

小形尚子

菅井君子

橋本 孝

吉野久美子

小沼ちえ子

盲井清子

橋本千晶

3.調 査成果の普及 。広報活動
区画整理事業に伴う事業地内の発掘調査期間中、調査成果の普及・広報のために現地説明会・体験学習会・

見学会を実施した。また、関係誌への情報提供、関係学会での報告を行った (第 1表 )。
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第 1表 普及・広報活動一覧

現 地 説 明 会 ・ 記 者 発 表

実 施 日 調 査 成 果 の 主 な 内 容

平成 7年 9月 2日

<現地説明会>
今年度から始まった大野田古墳群の調査で古墳時代中期後半の古墳 (円墳)を 2基検出した。古墳の周溝からは埴輪や土師器も

出上している。今後の調査で、検出される古墳の数はさらに増えるものと考えられる。

平成 8年12月 20日

<記者発表>
大野田古墳群にある鳥居塚古墳は昭和52年の調査から円墳と考えられてきたが、円墳の西側に隣接して方形の張り出し部分が検

出され、前方後円墳であることが半」明した。主軸長は前回の調査データと合わせ約345mと 想定される。また、古墳築造以前の古

墳時代前期 (4世紀頃)の竪穴住居跡を23号墳基底面で 1棟発見した。住居跡からは土器の他に漆塗りの堅櫛が 1点出上した。竪

穴住居跡からの堅櫛の出土は全国的にも類例が少ない。

平成 9年 7月 12日

<現地説明会>
王ノ壇遺跡から大野田古墳群にかけて長さ約150mにわたり中世の道路跡を検出。道路跡は新旧 2時期で両側に側溝を伴い、路面

部分からは硬化層と『波板状凹凸』と呼ばれる路面構築の痕跡も発見された。路面構築の過程が判明した中世道路跡の発見は東北

地方では初めてであった。尚、道路跡の技道は東側に隣接する王ノ壇遺跡の中世屋敷跡まで伸びていることも判明した。また、古

墳時代中期の円墳を3基、前年度に前方部が調査された鳥居塚古墳 (前方後円墳)の後円部周溝の一部を発見した。遺跡内と周辺

地区から発見された古墳の総数は32基 となった。

体 験 学 習

実 施 日 学  校  名 学年 児童。生徒数 活 動 地 区 主 な 活 動 内 容

平成 7年10月 27日 仙台市立八木山小学校 6年 大野田古墳群lD区 11～12号墳検出作業と遺物見学

平成 8年 10月 24日 仙台市立長町南小学校 6年 大野田古墳群2D～2E区 小溝状遺構群の検出作業と遺物見学

平成 9年 5月 29日 仙台市立茂庭台小学校 6年 大野田古墳群3F区 鳥居塚古墳後円部周清の検出作業と遺物見学

平成 9年10月 23日 仙台市立長町南小学校 6年 大野田古墳群31区→六反田遺跡 小溝状遺構群の検出作業と六反田遺跡作業見学

平成10年 5月 15日 仙台市立長町南小学校 6年 大野田古墳群4C区 小清状遺構群の検出作業と遺物見学

平成10年 5月 28日 仙台市立茂庭台小学校 6年 大野田古墳群3L・ 4C区 小溝状遺構群の検出作業と遺物見学

見 学

実  施  日 学  校  名 学年 参加者 活 動 地 区 主 な 活 動 内 容

平成 8年10月 3日 仙台市立中山中学校
両親学級

保護者 33 大野田古墳群2C～2D区 鳥居塚古墳他と遺物見学

平成 8年10月 15日 仙台市立南光台中学校 1年 生徒 25 大野田古墳群2C～2D区 鳥居塚古墳他と遺物見学

平成 9年 10月 9日 仙台市立長町中学校 2年 生徒 5 六反田遺跡 調査作業と遺物見学

平成 9日 10月 15日 仙台市立南光台中学校
両親学級

保護者 28 六反田遺跡 調査作業と遺跡見学

関係機関・関係誌への情報提供 関係学会での報告

番組名・書 名・会 名 放映 報告・発行年月日 内 容 [担当者]

平成 7年度
宮城県遺跡調査成果発表会

平成 7年12月 9日 大野田古墳群 110。 11号墳 (誌上) [太田・渡部]

奄蔦客李書桑亀送あ崇てピ_ジァム～:仙台放送 平成 8年■月24日 大野田古墳群 (2C・ 2D区):発掘調査作業風景 [渡邊]

平成 8年度
宮城県遺跡調査成果発表会

平成 8年12月 14日 大野田古墳群 :鳥居塚古墳 (誌上) [渡邊 。渡部]

蕃騒賞摺巖調査成果発表会
平成 9年 12月 13日 大野田古墳群 :中世道路跡 [渡邊 。竹田]

中世みちの研究会
第 1回研究集会

平成10年 4月 18日 王ノ壇遺跡 :中世道路跡 [田中。渡邊。竹田]

考古学ジャーナルNo430 平成10年 5月 30日 〈速報〉仙台市大野田古墳群中世道路 [竹田・渡邊]

「中世のみちと物流」藤原良章・村井
言含出版社

平成■年11月 13日
F仙台市王ノ壇遺跡 。大野田古墳群 。南小泉遺跡
の中世道路跡について』

[竹田幸司]
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(1)現地説明会・記者発表

調査成果を地域住民・市民・関係機関 。研究者等に公表するため、計 3回ほど実施した。また、説明

会前後に調査現場を訪問した市民の方々には随時、職員が対応して調査成果の普及・広報に努めた。

(2)体験学習会

体験学習会については学校などの関係機関の要望に極力応えることを念頭に積極的に実施した。現行

の学習指導要領で社会科の「歴史的分野」は小学校 6年生から指導が始まるが、指導上特に配慮する事

項として「地域の身近な歴史 (人物・事象)を積極的に取 り上げることJが重要であると明記され、さ

らに実際の指導にあたっては「体験的な活動を取り入れること」力ゞ求められている。このような観点か

らも、歴史学習の導入段階である小学校 6年生において発掘調査の体験学習を実施することは、地域の

歴史を身近なものと体感させる絶好の機会であり、児童の歴史認識の高揚に少なからず影響を与えるも

のであると考えられる。学習会は「体験学習の手引き」による各校での事前指導、作業に取り組むグルー

プと埴輪などの出土遺物を見学するグループに分かれての当日の活動、体験学習に関する感想文等をま

とめる事後指導という流れで進められた。

学校教育との連携を図りながら、体験学習を通じて“先人の証"に肌で触れる機会を設定することは、

次代を担う児童らの歴史遺産への興味・関心を高めるとともに、その保護や活用の重要性を認識する素

地を形成することにもなると考えられ、今後とも重点的に取り組みたい活動である。

(3)見学会

小・中学校の児童。生徒をはじめ、中学校の両親学級 (保護者が対象)、 さらには富沢遺跡保存館友の

会などの要請を受けて実施した。事前あるいは当日に説明会資料等を配布し職員が説明にあたった。中

学校の生徒の見学は少人数であったが、社会科クラブ・歴史クラブに所属する生徒が主体で、地域の歴

史への興味 。関心が非常に高く意欲的に活動した。

(4)関係誌への情幸艮提供と関係学会での報告

調査成果の公表のため、関係誌 。学会・研究会等での報告を行った。また、市政情報番組の取材等に

も応じた。

第 2節 遺跡周辺の環境
1.遺跡の位置と地理的環境
大野田古墳群・王ノ壇遺跡・六反田遺跡を含む大野田地区は仙台市の南部、太白区大野田字宮・宮脇 。竹

松・千刈田・塚田・六反田・元袋に所在する。この地点はJR長町駅の南西～南南西約1.5km～約1.7kmに あた

る。遺跡は地下鉄南北線富沢駅の東側、東西約500m。 南北約600mの範囲に分布する。

仙台市域の地形は西部の丘陵地帯と東部の海岸平野に三分される。海岸平野の中で大野田地区を含む地域

は郡山低地と呼称されている。郡山低地は南縁を奥羽山脈に源を発して仙台湾に注ぐ一級河川の名取川、北

縁を名取川の支流である広瀬川に囲まれた沖積地で、西縁は地質構造線 :長町―利府線で丘陵地帯と画され

ている。また、郡山低地の中を西北西約6.5kmの太白山に源を発する魚川などの小河川が曲流している。この

ため、これら河川の影響を強く受け、沖積地の中でも自然堤防 。旧河道・後背湿地が複雑に入り組んだ地形

となっている (註 1)。 大野田地区は名取川下流の北岸部にあたり、河口からは約8.8kmの位置にある。

大野田古墳群はこの地区のほぼ中央部に位置し、主に後背湿地に立地する。調査によって後背湿地の中に

は縄文時代中期以前に形成されたと考えられる自然堤防状の微高地や旧河道なども発見されている。遺跡の

構成上壌はシル ト・粘土質シル ト・砂質シルト・砂が主体を占める。標高は10～12m前後で、西から東へ緩
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第 2表 遺跡地名表 (1)
遺  跡  名 立 地 時 代 遺  跡  名 立 地 時 代

大 野 田 古 墳 群 自然堤防・後背湿地 縄文 (後期 )・ 古墳・奈良～平安・ 中世 金 洗 沢 古 墳 段  丘 古墳

王 ノ 壇 遺 跡 自然堤防・後背湿地 縄文 (後期 )・ 古墳・奈良～平安・ 中世 三 神 峯 遺 跡 段  丘 縄文 (前期 。中期)・ 平安

六 反 田 遺 跡 自然堤防 縄文 (中期・後期・晩期)・ 弥生・古墳・奈良・平安・江戸 宮 沢 窯 跡 段  丘 古猿・奈良～平安

五 反 田 古 墳 自然堤防 古墳 三 神 峯 古 墳 群 段  五 古墳

五 反 田 石 棺 墓 自然堤防 古 頂 金 山 窯 跡 段  丘 古 猿

五 反 田 木 福 墓 自然堤防 古墳 土 手 内 模 穴 群 丘陵斜面 古墳

春 自 社 古 墳 自然堤防 古墳 声 ノ ロ 遺 跡 丘  践 縄文 (早期末～前期初)。 弥生。平安

王 ノ 壇 古 療 自然堤防 古墳 土 手 内 遺 跡 丘  陵 縄文・奈良～平家

伊 古 田 B遺 跡 自然堤防 古墳・奈良・平安 土 手 内 窯 跡 丘陵斜面 奈良～平安

伊 古 田 遺 跡 自然堤防 縄文 (後期 )・ 古墳・奈良・平安 砂 押 古 類 段  丘 古墳

下 ノ 内 遺 跡 自然堤防 縄文・弥生・古墳・奈良・平安 砂 押 屋 敷 遺 跡 段  丘 奈良～平安

下 ノ 内 浦 週 跡 自然堤防 縄文 (早期・後期 )・ 弥生・奈良・平安 三 塚 古 墳 後背湿地 古墳

山  口 遺  跡 自然堤防・後背湿地 縄文 (早期・後期・晩期)・弥生・古墳・奈良・平安・中世 金 岡 八 幡 古 墳 後背湧地 古鎮

宮 沢 遺 跡 後背湿地 聟環守望稽甲霊響斉管響 r早♂
‐

一 塚 古 墳 後背湿地 古墳

泉 崎 浦 遺 跡 自然堤防 縄文 (後期 )・ 弥生・古墳・ 平安 鹿 野 一丁 目遺 跡 段  丘 縄文・弥生 ?・ 奈良～平安

袋 東 遺 跡 自然堤防 古墳・平安 鹿 野 屋 敷 遺 跡 段 丘 古墳 ?・ 奈良～平安

元 袋 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 茂 ケ 崎 城 跡 段  丘 南北朝～室町

袋 前 遺 跡 自然堤防 縄文・奈良・平安 根 岸 遺 跡 丘陵斜面 縄文

大 野 口 遺 跡 自然堤防 縄文 (後期)。 弥生 宗 禅 寺 横 穴 群 丘陵斜面 古墳・奈良

長 町 六丁 目遺 跡 自然堤防 奈良～平安 大 年 寺 横 穴 群 丘陵斜面 古壌

長 町 南 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 土 樋 遺 跡 段  丘 縄文 (晩期 ,

新 田 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 愛 宕 山 横 穴 群 丘陵斜面 古療・奈良

北 屋 敷 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 萩 ケ 丘 遺 跡 丘 陵 縄文・奈良～平安

長 町 清 水 遺 跡 自然堤防 占墳 ? ニ ツ 沢 遺 跡 丘 陵 縄文

皿 屋 敷 遺 跡 自然堤防 縄文・奈良～平安・ 中世 八 木 山 緑 町 遺 跡 丘 陵 縄文・ 奈良～平安

郡 山 遺 跡 自然堤防・後背湿地 弥■・古墳・奈良 向 山 高 裏 遺 跡 丘 陵 縄文 (中期 )

西 台 畑 遺 跡 自然堤防 縄文 (後期 )・ 弥生・古墳 松 ケ 丘 遺 跡 丘 陵 縄文

北 目 城 跡 遺 跡 自然堤防 室町 。江戸 青 葉 山 遺 跡 丘  陵 旧石器 (前期・後期)。 縄文 (前期・後期 )

矢 来 遺 跡 自然堤防・後背湿地 古墳・奈良～平安 仙 台 城 跡 丘 陵 江 戸

的 場 遺 跡 自然堤防 奈良・平安 川 内 古 碑 群 F4 丘 鎌倉

篭 ノ 瀬 遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安 弘安五 年供 養碑 段  丘 鎌倉

欠 の 上 I遺 跡 自然堤防・後背湿地 古墳・奈良～平安 。中世 文 永十 年供 養藤 段 丘 籍

欠 の 上 m遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安 坊 主 門 遺 跡 丘陵斜面 縄文 (早期・前期)・ 奈良

欠 の 上 ■ 遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安 青 葉 山 B遺 跡 丘  陵 後期旧石器

六 本 松 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 青 葉 山 E還 跡 丘陵 後期旧石器

鍛 冶屋 敷 B遺 跡 自然堤防 縄文・奈良～平安 青 葉 山 C遺 跡 丘陵 後期旧石器

宮 沢 館 跡 自然堤防・後背湿地 戦国時代 郷 六 遺 跡 丘陵麓 縄文・奈良～平安

富 沢 清 水 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 葛 岡 城 跡 段 丘 中世

富 沢 上 ノ台遺 跡 段  丘 縄文・平安 郷 六 御 殿 跡 段 丘 近世

堀 ノ 内 遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安 郷 六 城 跡 丘  陵 中世

鍛 冶 屋 敷 A遺 跡 自然堤防 縄文・奈良～平安 界 六 建 武 碑 段 丘 中世

南 ノ 東 遺 跡 自然堤防・後背湿地 弥生 。平安 沼 口 遺 跡 段 丘 平安

富 田 南 西 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 西   館   跡 丘  陵 中世・近世

船 渡 前 遺 跡 段  丘 縄文 (中期・後期 )・ 弥生・奈良～平安 栗 生 遺 跡 段  丘 奈良～平安

上 野 遺 跡 段 丘 縄文 (中期 )・ 奈良・平安 棟 林 A遺 跡 段 丘 縄文

山 田 条 理 遺 跡 段  丘 奈良 ? 五 輪 塔 遺 跡 段 丘 縄文・奈良～平安

竹 の 内 前 遺 跡 段  丘 奈良・平安 窪   遺   跡 丘陵麓 奈良～平安

清 日 原 東 遺 跡 段 丘 縄文・平安 館   遺   跡 丘陵端 奈良～平安

清 田 原 西 遺 跡 段  丘 縄文・平安 兜 塚 古 墳 自然堤防 古墳

余 方 遺 跡 段  丘 奈良～平安 綱 木 遺 跡 丘  陵 縄文 (中期)・ 弥生

下 中 東 遺 跡 段  丘 古墳・奈良～平家 梨 野 B遺 跡 丘陵斜面 奈良～平安

羽 黒 堂 A遺 跡 段  丘 縄文・古墳～平安 梨 野 C遺 跡 丘陵斜面 縄文・奈良～平安

羽 黒 堂 遺 跡 段  丘 縄文・奈良～平安 梨 野 A遺 跡 丘陵斜面 縄文 (早期～晩期)・ 弥生～中世

羽 黒 堂 B遺 跡 段  丘 縄文・古猿～平安 馬 越 石 塚 丘陵頂 近世

山 口 上 ノ 台 塚 段  丘 梨 野 横 穴 群 丘  陵 古蹟 (後期 )

汚 田 通 A遺 跡 段  丘 縄文・平安 沼 原 B遺 跡 丘陵斜面 縄文 (中期・晩期)・ 弥生

汚 田 通 B遺 跡 段  丘 稔 沼 原 C遺 跡 丘陵斜面 縄文 (中期・後期)

山 田上 ノ台遺 跡 段 丘 堡雷警寧撃見
・
剖
)‐ 嶺 山 B遺 跡 丘 陵 縄文 (早期・ 中期～晩期 ,

北 前 遺 跡 段 丘 嶺 山 A遺 跡 丘陵斜面 縄文 (後期・晩期 )・ 平安

上 野 山 遺 跡 段 丘 縄文 嶺 山 C遺 跡 丘陵斜面 縄文 (後期・晩期)・ 平安

鹿落土手 (杉 上手 ) 丘陵・段丘 江戸 向 根 遺 跡 段  五 縄文・奈良～平安

町   遺   跡 段  丘 縄文・古墳・平安 沼 原 A遺 跡 丘  陵 縄文 (前期～晩期 )

御 堂 平 遺 跡 丘陵斜面・段丘 縄文 (中期)。 平安・中世 茂 庭 峰 館 跡 丘  陵 中世

紙 漉 山 遺 跡 段 丘 縄 文 本 郷 遺 跡 丘陵斜面 縄文・奈良～平安

後 日 遺 跡 段 丘 奈良～平安 茂 庭 西 館 跡 丘  儀 中世

八 幡 遺 跡 段 丘 古墳・平安 嶺 岸 追 跡 段  丘 縄文 (中期～晩期 )

西 台 窯 跡 段 丘 奈良～平安 ? 問 野 山 遺 跡 丘陵斜面 縄文 (後期・晩期)。 弥生・奈良～平安

原   遺   跡 段 丘 弥生・古墳～平安 茂 庭 東 館 跡 丘 陵 中世

原 東 遺 跡 段  丘 古墳・奈良～平安 向 根 東 遺 跡 段  丘 平安

裏 町 古 墳 段  丘 古墳 向根横 穴 古墳 群 丘陵斜面 古墳 (後期)

裏 町 東 遺 跡 段 丘 平安 坂 ノ 下 遺 跡 段 丘 奈良～平安
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第 1図  大野田地区の遺跡と周辺の遺跡 (国土地理院1/50000仙台を複製)
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第 2表 遺跡地名表 12)
遺  跡  名 立 時 代 遺  跡  名 地 時 代

新 熊 野 移 籍 沖横平野 縄文 (中期 ) 北 宮 神 明 遺 跡 自然堤防 奈良～平安

町 田 遺 跡 段  丘 縄文・奈良～平野 選 跡 自然堤防 弥生 。古墳・奈良・平安

西 前 遺 跡 段 丘 縄文 (早期・ 中期・ 晩期 )・ 奈良～平安 西 日 遺 跡 自然堤防 奈良～平安

新 組 遺 跡 段  五 縄文・奈良～平安 清 水 遺 跡 自然堤防 弥生・古墳・奈良～平安

塩 ノ 瀬 道 跡 丘陵斜面 縄文・奈良～平安 清 水 古 墳 自然堤防 古墳

富 日 高 西 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 東 内 館 遺 跡 自然堤防 古墳 (後期 )。 奈良～平安

中 ノ 瀬 遺 跡 段 丘 奈良～平安 元 中 国 遺 跡 自然堤防 弥生・古墳・奈良～平安

人 来 田 A遺 跡 丘  陵 縄文 (中期 )・ 弥生 野 来 遺 跡 自然堤防 弥生・奈良～平安

人 来 田 遺 跡 段  丘 縄文 (中期 )。 弥生 原 遺 跡 自然堤防 縄文・弥生・古墳・奈良～平家

上 ノ 原 山 遺 跡 段  丘 縄文 (早期 , 八 幡 遺 跡 自然堤防 古墳 (後期)・ 奈良～平安

人 来 田 B遺 跡 段  丘 奈良～平安 前 日 館 跡 自然堤防 中世

人 来 日 C遺 跡 段  丘 縄文・奈良～平安 壇 腰 遺 跡 自然堤防 奈良～平安

人 来 日 束 遺 跡 段  丘 縄文・奈良～平安 遺 跡 自然堤防 奈良～平安

余 方 上 西 遺 跡 段 丘 縄文・古墳 中 田 南 遺 跡 自然堤防 奈良～平安

中 沢 前 遺 跡 段  丘 緻 天 神 塚 古‐墳 自然堤防 古墳

ノ マ ヤ マ 遺 跡 丘陵斜面 上 余 日 遺 跡 自然堤防 奈良～平安

北 原 還 跡 谷底平野 沢  目 遺  跡 浜堤 弥生・古墳・ 奈良～平安

上 前 十 三 塚 丘陵斜面 中世 下 日 高 南 遺 跡 自然堤防 奈良～平安

小 館 (古 館 )跡 丘 陵 中世 後 河 原 遺 跡 自然堤防 弥生 。平安 中ヽ世 。近世

熊 野 堂 大 館 跡 丘 陵 中世 前 沖 中 遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安

熊野堂横穴 墓 跡 丘陵斜面 占墳 (後期 )。 奈長 前 沖 】ヒ 遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安

杢 咀 中IF浮議 亜 丘陵斜面 中世 内 手 遺 跡 自然堤防 奈良～平安

熊野新宮社宿坊跡 沖積錐 中世 中 日 畑 中 遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安

岩 口 上 遺 跡 段  丘 占墳・ 奈良～平安 八 王 寺 屋 敷 跡 自然堤防 中世

岩 口 下 遺 跡 扇状地 古墳・奈良～平安 下 余 田 週 跡 自然堤防 古 頂

八 ツ ロ 遺 跡 自然堤防 奈良～平安・ 中世 飯 塚 古 墳 群 自然堤防 古墳 (後期 )

舞 台 上 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 皇 壇 ケ 原 遺 跡 自然堤防 奈良～平安

乗 馬 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 洞口屋敷跡(綱国家住宅) 近世

土 手 下 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 大 曲 環 嬢 遺 跡 自然堤防 近世

高 畑 遺 跡 自然堤防 弥生・古墳・奈良～平安 大 由 屋 敷 跡 自然堤防 近世

岩 口 中 遺 跡 扇状地 古墳・奈良～平安 大 曲 遺 跡 自然堤防 奈良～平安

舞 台 中 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 東 中 塚 遺 跡 自然堤防 不明

岩 口 南 遺 跡 扇状地 古墳・奈良～平安 龍 泉 寺 院 跡 自然堤防 中世

熊野那智神社経塚群 丘  陵 中世 寺 田 遺 跡 自然堤防 中世

高 館 城 跡 丘  陵 中世 明 神 堂 遼 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安

高 館 山 古 墳 丘 陵 古墳 (前期 ) 大 塚 遺 跡 自然堤防 古蹟・奈良～平安

川 上 大 館 跡 丘  陵 中世 辻 遺 跡 自然堤防 奈良～平安

桑 陥 館 跡 丘  陵 中世 中 北 田 遺 跡 自然堤防 奈良～平安

鹿 野 遺 跡 丘陵端 縄文 四 郎 丸 館 跡 自然堤防 中世

那 智神社宿 方 跡 丘  陵 中世 戸 ノ 内 遺 跡 自然堤防 弥生・古墳・奈良～平安

東 真 坂 遺 跡 丘  陵 縄文 (中期)・ 奈良～平安 城 丸 古 墳 自然IIR防 古墳

鹿 野 東 還 跡 沖積鑑 縄文・弥生・古墳・奈良～平安 昭 和 北 遺 跡 自然堤防 奈良～平安

内 館 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 大 塚 山 古 壌 自然堤防 古墳

川  上  遺  跡 沖積錐 縄文(後期)・ 弥生 (中期)・ 奈良～平安・中世 日 辺 遺 跡 自然堤防 古墳

真 坂 遺 跡 沖積錐 縄文 (中期・後期)。 弥生 (中期)・ 古墳・奈良～平安 日 辺 館 跡 自然堤防 室町

西 北 畑 古 跡 沖積錐 古墳 (後期 ) 高 田 B遺 跡 沖積地 弥生・奈良～平安・中世

来 光 囲 遺 跡 丘  陵 縄文 (前期)・ 奈良～平安 高 口 遺 跡 自然堤防・後背湿地 奈良～平安

金 岡よ 寺 員 塚 丘  陵 縄文 (前期・後期・晩期) 今 泉 城 跡 自然堤防 縄文 (後期・晩期)。 弥生・古墳・平安・中世・近世

西 滝 沢 遺 跡 丘  陵 緻 上 屋 敷 遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安

八 反 国 遺 跡 後背湿地 弥生 梅 塚 古 墳 自然堤防 古墳

今 熊 野 遺 跡 丘  陵 縄文 (早朋・ 前期・晩期 )・ 弥生・古猿・奈良～平安 築 道 遺 跡 浜 堤 奈良～平安

今 熊 野 貝 塚 丘 陵 縄文 (前期) 二 木 館 跡 浜  堤 安土・桃山

箕輪 A地区古墳群 丘 陵 古墳 (中期 ) 下 飯 田 遺 跡 浜 堤 古墳

南 台 西 遺 跡 丘  陵 奈良～平安 下飯 田薬 師堂古墳 浜 堤 古壌

北 野 横 穴 墓 跡 丘陵斜面 奈良～平安 屋 敷 末 遺 跡 浜 堤 古墳・ 平安

南 台 窯 跡 丘陵斜面 奈良～平安 藤 田 新 田 遺 跡 浜  堤 弥生～平安

箕輪 B地 区古墳群 丘 陵 古墳 (後期 ) 阿 崎 囲 遼 跡 浜 堤 中世・ 近世

北 野 窯 跡 丘陵斜面 平安～中世 河 原 越 遺 跡 自然堤防 古墳・ 奈良～平安

柳 生 台 畑 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 砂 押 II遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安

雷 遺 跡 自然堤防 平安 中 棚 西 遺 跡 自然堤防 弥生・ 古墳・奈良～平安

雷 東 遺 跡 自然堤防 平安 砂 押 I遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安

谷 地 日 遺 跡 自然堤防 古墳・ 奈良～平安 神 棚 遺 跡 自然堤防 縄文・弥生・古墳・奈良～平安

上 古 川 遺 跡 自然堤防 近世以降 沖 野 城 跡 自然堤防・ 後背湿地 中世

安 久 遺 跡 自然堤防 奈良・平安 南 小 泉 遺 跡 自然堤防・後背湿地 縄文・弥生・古墳・奈良・平安 。中世・近世

安 久 諏 訪 古 墳 自然兵防 古墳 遠 見 塚 古 墳 自然堤防 古墳

中 日神社 裏遺 跡 自然堤防 古墳・平安 若 林 城 跡 自然堤防 古墳・平安・戦目～江戸

伊豆野権 現 古墳 自然堤防 古墳 妻 種 園 移 籍 自然堤防 平安

安 久 東 遺 跡 自然堤防 弥生・古墳・奈良・平安・中世 。近世 法 領 塚 古 矮 自然堤防 古墳

安 久 東 古 墳 自然堤防 古墳 国 分 鞭 館 跡 段 丘 中世

関 場 遺 跡 自然堤防 古墳・奈良～平安 天 神 社 移 籍 段 丘 縄文 (晩期 )

松 木 遺 跡 自然堤防 平安～近世 幸 勝 寺 古 墳 段 丘 古墳 (後期 )
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第 2表 遺跡地名表 13)
遺  跡 名 時 代 No 遺  跡  名 地 時 代

正 雲 寺 遺 跡 沖積平野 平安 石 止 遺 跡 段  丘 平安

陸 奥 国 分 寺 跡 自然堤防 奈良 。平安 天 神 沢 遺 跡 段 丘 縄文

陸奥 国分尼 寺 跡 自然堤防 奈良・平安 鳥 居 原 遺 跡 段 丘 縄文

志 波 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 新 道 遺 跡 段  丘 縄文

南  目  城  跡 沖穣平野 中世 洞 雲 寺 遺 跡 丘 陵 縄文晩期

谷 地 館 跡 自然堤防 中世 山 の 寺 廃 寺 跡 丘陵斜面 中・だ泄

猫 塚 古 墳 自然堤防 古墳 境  B 遺  跡 段  丘 縄文中期

仙 台 東 郊 条 理 跡 後背湿地 奈良～中世 境  A 遺  跡 沖穣地 奈良～平安

中 在 家 遺 跡 自然堤防 平安 鹿 島 遺 跡 自然堤防 平安

中 在 家 南 遺 跡 自然堤防 。旧河道 弥生～近世 竹 之 内 遺 跡 自然堤防 奈良・平安

長 喜 城 館 跡 自然堤防 上 河 原 遺 跡 沖嶺地 奈良～平安

高 屋 敷 遺 跡 自然堤防 古墳 新 庄 遺 跡 沖積地 平安

押  口  遺  跡 自然堤防 奈良～平安 館 遺 跡 沖嶺地 中世・奈良～平技

荒 井 畑 中 遺 跡 自然堤防 平安 岡 本 前 遺 跡 沖標地 縄文・古代

荒 井 館 跡 自然堤防 中世 本 町 遺 跡 段 丘 縄文

地 蔵 浦 遺 跡 自然堤防 。後背湿地 中世 松 森 城 跡 丘 陵 中世

北 屋 敷 遺 跡 自然堤防 平安 。中世 。江戸 城 前 遺 跡 沖積地 奈良～平安

明 屋 敷 遺 跡 自然堤防・後背湿地 平安 長 随 遺 跡 丘 陵 旧石器・縄文・ 弥生・ 奈良～平安

小 原 遺 跡 自然堤防 平安 松 森 贈 硝 蔵 跡 丘 陵 縄文・奈良～平安・近世

鶴 巻 工 遺 跡 自然堤防 平安 住 吉 遺 跡 段 丘 旧石器・縄文早期 。近世

鶴 巻 I遺 助 自然堤防 鞍 住 吉 塚 群 段 丘 不明

福 田 町 遺 跡 自然堤防 鞍 菖 蒲 沢 遺 跡 丘 陵 縄文・奈良～平安

四野観音堂古藤群 自然堤防 中世 燕 沢 遺 跡 丘陵斜面 縄文～奈良～平安

田母 神屋 致 遺 跡 自然堤防 肥 糠 塚 古 墳 段 丘 古墳 (中～後)

和 国 織 部 館 跡 自然堤防 � 岩 切 畑 中 進 跡 自然堤防 縄文・平安

牛 小 舎 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 大 正 囲 遺 跡 自然堤防 鞍

竹 ノ 内 遺 跡 自然堤防 平安 入 生 沢 還 跡 沖積平野 縄文・平安

出 花 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 新 宿 囲 遺 跡 自然堤防 鞍

高 柳 遺 跡 自然堤防 中・近世 若 宮 前 遺 跡 丘 陵 奈良～平安 。中世

田 子 遼 跡 沖積平野 平安 今 市 遺 跡 自然堤防 平安・中世

下 荒 井 遺 跡 自然堤防 平安 洞 ノ ロ 遺 跡 自然堤防 再生更・ J■ llt

小 鶴 遺 跡 自然堤防 平安 鴻 ノ 巣 適 跡 自然堤防 弥生～奈良～平安

新 H北 町 遺 跡 自然堤防 平安 新 田 遺 跡 自然堤防 縄文・中世

蒸 沢 公 園 窯 跡 丘陵斜面 古墳 。奈良～平安 山 王 遺 跡 自然堤防 弥生～近世

案 内 古 墳 丘陵斜面 古墳・ 奈良～平安 山王遺跡千刈日地区 自然堤防 平安

大 蓮 寺 窯 跡 丘陵斜面 古墳・ 奈良～平安 六 貫 田 遺 跡 自然堤防 奈良～平技

土 手 前 瓦 窯 跡 丘陵斜面 奈良～平安 大 日 北 遺 跡 自然堤防 奈良～平安 。近世

安 養 寺下 瓦 窯 跡 丘陵斜面 奈良～平安 高 崎 遺 跡 丘  陵 奈良～中世

安 養寺下囲瓦窯跡 丘陵斜面 奈良～平安 東 日中窪前 遺 跡 丘  陵 古代・中世

安養寺 中囲瓦窯跡 丘陵斜面 奈良～平安 多 賀 城 廃 寺 跡 丘  陵 奈良・ 平安

安養 寺 囲瓦 窯 跡 丘陵斜面 平安 市 川 橋 遼 跡 自然堤防 古墳～平安

小 日原 前 日窯 跡 丘陵斜面 奈良～平安 館 前 遺 跡 分離丘陵 奈良～平安・ 中世

神明社東南麓瓦窯跡 段丘斜面 奈良～平安 多 賀 城 跡 丘  陵 奈良～平安

神 明 社 窯 跡 丘陵斜面 奈良～平安 西 沢 遺 跡 丘  陵 奈良～平安・ 中世

神 明 社 裏 窯 跡 丘  陵 奈良・平安 加 瀬 遺 跡 群 丘  陵 縄文・ 奈良～平安

安養寺配水場窯跡 丘陵斜面 平安 加 瀬 貝 塚 丘 陵 縄文・奈良～平安

三高西側斜面窯跡 丘陵斜面 平安 窪 遺 跡 丘  陵 奈良～平安

与 兵 衛 沼 窯 跡 丘陵斜面 奈良～平安・近世 天 形 遺 跡 丘  陵 奈良～平安

こ の 森 窯 跡 段丘斜面 奈良～平安 北 窪 遺 跡 丘  朕 奈良～平安

庚 申 前 窯 跡 段丘斜面 奈良～平安 西 天 神 遺 跡 丘  陵 奈良～平安

五城中学校北窯跡 段丘斜面 平安 産 野 原 遺 跡 丘  陵 古墳・平安

長 命 荘 窯 跡 段丘斜面 平安 伊豆佐 比 売 神 社 分離丘陵 平安

小日原長命坂窯跡 丘陵斜面 奈良～平安 笠 菅 沢 遺 跡 丘  陵 奈良～平安

南 光 沢 窯 跡 丘陵斜面 奈良～平安 北 熊 野 前 遺 跡 丘  陵 奈良～平安

五 本 松 窯 跡 丘陵斜面 鞍 東 天 神 遺 跡 丘  陵 奈良～平安

一 本 松 窯 跡 丘陵斜面 平安 山 苗 代 遺 跡 丘 践 奈良～平安

杉 添 東 窯 跡 段丘斜面 江戸 山 岸 遺 跡 谷底平野 奈良～平安

上 杉 六 丁 目 遺 跡 段  丘 鞍 大 沢 東 B遺 跡 谷底平野 奈良～平安

荒 巻 杉 添 窯 跡 段丘斜面 平安 。江戸 大 沢 A遺 跡 谷底平野 奈良～平安

台の原三丁 目遺跡 丘  陵 平安 前  田 遺  跡 谷底平野 奈良～平安

荒巻一本杉瓦窯跡 丘陵斜面 鞍 沢 乙 遺 跡 丘  践 奈良～平安・ 中世

堤 町 瓦 窯 跡 段丘斜面 稜 八 幡 崎 B遼 跡 分離丘陵 縄文～平安

山田団地東南遺跡 丘陵斜面 奈良～平安・近世 利 府 城 跡 丘 陵 奈良・中世

堤 町窯跡 B地 点 丘陵斜面 強 館ケ沢 A・ B遺跡 丘  陵 古墳・奈良～平安

穴 日 東 窯 跡 丘陵斜面 平安 石 田 遺 跡 自然堤防 奈良～平安

長 命 館 跡 丘  陵 中世 関 根 遺 跡 丘 陵 奈良～平安

沼 遺 跡 段  丘 縄文中期・近世 蓮 沼 遺 跡 丘  陵 古墳・平安

赤 生 津 遺 跡 段  丘 縄文晩期・弥生・平蒙 郷 楽 遺 跡 丘  陵 41B文・奈良～平安

柳 遺 跡 沖積地 奈良～平安 天 神 台 遺 跡 丘  腰 平安

高 柳 遺 跡 段  丘 縄文・近世 十 三 塚 遺 跡 丘  陵 奈良～平安

貴 宦 祢 遺 跡 丘  陵 縄文・平安
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やかな傾斜が認められる。調査以前の土地利用は水田もしくは畑地である。

六反田遺跡は大野田古墳群の北西部に隣接し、主に魚川によって形成された自然堤防上に立地する。遺跡

の構成上壌は粘土質シル ト・砂質シル トが主体を占める。標高は10～12m前後で南西から北東方向への傾斜

が認められる。調査地点は試掘調査成果から範囲拡大の登録が行われた遺跡の北東端に位置し、標高は10m

前後である。調査以前の土地利用は水田である。

王ノ壇遺跡は大野田古墳群の東部に隣接し、自然堤防から後背湿地にかけて立地する。遺跡の構成上壌は

シルト・粘土質シルト・砂質シル トが主体を占める。標高は10～■m前後であるが、調査地点では北から南

へ若千の傾斜が認められる。調査以前の土地利用は水田である。

2.遺 跡 周辺 の歴 史 的環境

大野田地区を中心とした名取川下流域は仙台市内でも多数の遺跡が分布し、都市化の進展に伴って発掘調

査例も増加している地域である。本書では大野田古墳群・王ノ壇遺跡・六反田遺囲の調査成果をもとに、縄

文時代後期・古墳時代・古代・ 中世を中心として大野田地区周辺の歴史的環境を概観してみたい。

縄文時代後期

後期の遺跡は大野田地区周辺の自然堤防上に多数分布する。六反田遺跡では後期初頭の集落跡が発見され、

竪穴住居跡 。屋外炉 。土坑・配石遺構などが検出されている (註 2)。 下ノ内遺跡では後期前棄の墓域が発見

され、配石墓・集石墓・埋設土器遺構・土坑墓などが検出されている (註 3)。 大野田遺跡では後期前半の環

状集石群・配石遺構・土坑墓 。埋設土器遺構などが検出された他、300点近い土偶片も出上している (註 4)。

後期中葉では大野田古墳群で土坑が検出され、伊古田遺跡では大規模な遺物包含層から多数の上器・石器と

共に19体分の上偶も出上している (註 5)。 また、王ノ壇遺跡では環状配石遺構・竪穴遺構
。土坑。埋設土器

遺構などが検出されている(註 6)。 以上、縄文時代後期の遺跡は名取川下流域北岸の沖積地に集中する傾向

にある。約10,000年前から始まる仙台平野の海水準の変化は約5,000年前まで続き、これに伴つて海岸線の変

動も繰り返された。しかし、名取川下流域は上流からの上砂供給量が非常に多 く、自然堤防などがかなり発

達している地域であつた。このため大野田地区周辺はこれらの変動の影響を受けにくかったとされている(註

7)。 遺跡の分布はこのような地形環境の特性が大きな要因となっていると考えられる。

古墳時代

前期末の大型古墳としては広瀬川北岸の自然堤防上に築かれた主軸長■Omの遠見塚古墳がある。また、名

取川南岸の名取市西部の丘陵には主軸長162mと 東北地方最大の規模を誇る雷神山古墳がある。これ以降、中

期前半までの古墳の実態は不明である。中期後半になると郡山低地に古墳が出現する。古墳の分布は北部と

南部に三分される。北部の古墳は北西縁の長町一利府構造線に沿った丘陵縁辺部に分布する。東から兜塚古

墳 (帆立貝形 ?全長50m以上)。 一塚古墳 (円墳・径20～ 30m・ 家形石棺)・ 二塚古墳 (前方後円墳・全長約

30m。 割抜石棺)・ 砂押古墳 (円墳か前方後円墳・周清内縁径42m・ 埴輪)。 金洗沢古墳 (円墳・径15m)・ 裏

町古墳 (前方後円墳。主軸長50～60m・ 竪穴式石室・埴輪)が並ぶ。また、原遺跡では埴輪を伴う小型の円墳

群 (径 13～20m)が 10基検出され、国内最北の埴輪棺墓も1基検出されている (註 8)。 これらの古墳の中で、

兜塚古墳 。一塚古墳・三塚古墳・裏町古墳は在地首長層の古墳と考えられている。古墳の分布域は東西約 3

上mに も及ぶ。南部の古墳は大野田地区に集中し、多くは埴輪を伴う。名取川下流域北岸の自然堤防から後背

湿地にかけて分布する。古墳は1976年の五反田古墳 (円墳 ?。 径20m・ 埴輪)・ 五反田木棺墓 (割竹形木棺・

周溝なし)。五反田石棺墓 (隅丸方形の周溝5.3× 4.3m)の発見 (註 9)か ら1998年の27号墳まで、33基が調

査・確認されており、東西約600m。 南北300mの範囲に古墳群が形成されていることが判明している。また、
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大野田地区東部の長町清水遺跡・北東部の元袋遺跡でも埴輪が採集されており (註 10)、 その範囲は今後さら

に拡大する可能性もある。古墳群は中型の前方後円墳である鳥居塚古墳、同規模で前方後円墳の可能性もあ

る春日社古墳 (註11)が ほぼ中央部に位置し、この北側・東側に中型～小型の円墳である大野田 1～27号墳・

エノ壇古墳、西側に五反田古墳・五反田木棺墓・五反田石棺墓、南側に大野田 1号木棺墓 (大野田古墳群3M

区)が分布する。尚、春日社古墳・鳥居塚古墳・王ノ壇古墳・大野田 1～27号墳は、東西方向に分布する自

然堤防状の微高地上に立地していることが今回の調査で判明している。

古墳の墳丘は大部分が削平されており、周溝のみが遺存している。主に周溝から出土する埴輪は五反田古

墳を除き、富沢窯跡系列のもので円筒埴輪 。朝顔形埴輪が主体を占める。形象埴輪は春日社古墳 。鳥居塚古

墳の他に大野田10号墳・■号墳から出上している。富沢窯跡系列の埴輪は富沢窯跡 (註12)を営んだ二人集

団によって製作されたことが明らかになっている (註13)。

大野田地区周辺の集落跡は、前期の住居跡 (塩釜式期)が大野田古墳群の他に伊古田遺跡 。六反田遺跡・

下ノ内遺跡で数軒検出されている。続く中期 (南小泉式期)の集落跡は前期同様に検出例が少なく、これま

でに下ノ内遺跡で 2軒 (註14)検出されているのみである。この他には、郡山低地縁辺部丘陵にあり大野田

地区の北西約2.0血の上手内遺跡で 9軒 (註15)、 同じく約0.9血の泉崎浦遺跡で 1軒 (註16)検出されている。

一方、生産域としては大野田地区の北約0.8～ 1血に、各時代の水田跡が重層的に検出される富沢遺跡がある。

平成10年度までに■0ケ所以上の地点で調査が行われ、近接する調査区では層位的対応も進んでいる。北東部

の地点では古墳時代中期の小区画水田跡が検出されており(註17)、 さらに北部でもその可能性が指摘されて

いる (註18・ 19)。

古墳時代末期 (飛鳥時代)に は郡山低地東部に大規模な官衝が 2時期にわたり造営される。大野田地区の

北東約1.8kmの 自然堤防上に立地する郡山遺跡である。官行の造営時期は I期官衝が 7世紀後半、H期官衛が

7世紀末から8世紀初頭と考えられており(註20)、 当時、名取川下流域の郡山低地が律令体制の拠点として

極めて重要な地域であったことが判明している。この時期、郡山低地では後期の古墳は認められず、広瀬川

北岸の法領塚古墳 (円墳・径32m・横穴式石室)で終焉を迎える。一方、長町―利府線に沿った郡山低地北部

の丘陵縁辺部斜面に横穴墓が盛んに造られる。愛宕山・大年寺山・宗禅寺・茂ヶ崎 。ニツ沢 。上手内横穴墓

群の総数は100基を超えると考えられている。

古 代

8世紀前半に国府多賀城が造営されることにより、仙台平野は陸奥国の中心地となる。 8世紀中頃には大

野田地区の北東約 5血の広瀬川北岸の自然堤防上に陸奥国分寺。国分尼寺も造営される。律令体制の進展は、

基盤となる班田制の施行をもたらす。仙台市内では航空写真・地籍図などから条里型地割の復元が行われ、

大野田地区周辺では、富沢遺跡の他に北西約3.2血の山田条里遺構でも条里型地割が確認されている。また、

開発に伴う発掘調査の際にこれを検証する作業が平安期を中心に行われている。

奈良時代中頃の律令体制の発展は人々の生活にも変化を与え、鉄製農耕具や須恵器も普及した。郡山低地

での集落の分布は平安時代初頭にかけてさらに増加し、掘立柱建物もしだいに造られるようになった。大野

田地区周辺でも、これまでに伊古田遺跡・下ノ内遺跡・六反田遺跡・山口遺跡・下ノ内浦遺跡・元袋遺跡・

王ノ壇遺跡で奈良時代から平安時代の住居跡や掘立柱建物跡が多数検出されている。この時期の竪穴住居跡

には一定の規格性が認められるという特徴がある。カマド位置を例にすると、奈良時代のものは住居の北壁

中央付近、平安時代では東壁中央付近というものである。また、住居跡の方向も真北を向くものが多 く認め

られる (註21)。 このような規格性については、条里型地割との関連が以前から指摘されている (註22)。

大野田地区の生産域 としては、平安時代の水田跡の他、地区のほぼ全域で検出され畑跡の可能性が考えら
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れる小溝状遺構群がある (註23・ 24・ 25)。 これまでに大野田古墳群・王ノ壇遺跡・六反田遺跡の他に、富沢

遺跡・山口遺跡 。下ノ内遺跡・下ノ内浦遺跡・伊古田遺跡
。伊古田B遺跡・袋前遺跡 。大野田遺跡・元袋遺

跡などで奈良時代から平安時代にかけてのものが多数検出されている。

平安時代の後半になると、律令体制を基盤とした中央集権的な支配体制が衰退の一途をたどり始め、地方

政治における武士の台頭が顕著となる。平安時代末期、陸奥国では前九年 (1051～1062年)。 後二年の役

(1083～1087年 )の後、奥州藤原氏が実権を握っていく。

中 世

栄華を極めた奥州藤原氏の支配は、文治五年 (1189年 )、 源頼朝による奥州合戦でその幕を閉じる。頼朝は

その後、鎌倉御家人に陸奥国の所領を与える。陸奥国統治の中心は多賀国府で、建久元年 (■90年)に伊沢

氏が陸奥国留守職に任命される。その後、伊沢氏の子孫は代々この職を継ぎ、後に留守氏を名乗る。名取郡

は和田氏が地頭職を得るが、建保元年 (1213年)の和田義盛の乱の後、三浦氏が実権を握る。その三浦氏は

宝治元年 (1247年)の合戦で没落する。一方、在地の豪族では、柴田郡の郡司であつた芝田次郎が頼朝の没

後、正治二年 (1200年)に謀反を起こすが鎮圧される (註26)。 このような中、名取郡は北条氏の所領となり、

鎌倉末期までこの状況は続く。鎌倉時代前半の陸奥国では戦乱が相次ぎ、御家人の興亡が繰り返された。飢

饉などの自然災害も多発した。当時、陸奥国の幹線道路である『奥大道』では夜討
。強盗が頻発するが、こ

れも当時の混乱した世相を物語るものであろう (註27)。

この時期、郡山低地の中で名取川北岸の大野田地区には武士の屋敷跡が営まれる。王ノ壇遺跡 (1次調査)

で検出された屋敷跡は12世紀後半に成立し、13世紀中頃には内部が大溝により方形に区画され、西側には長

さ約400mに及ぶ区画溝も整備される。屋敷跡は14世紀前半まで機能していたとされている (註28)。 多数の

掘立柱建物跡・井戸跡・池跡の他、塚墓・火葬墓・土葬墓などの宗教関連遺構も検出されている。建物跡は

大規模な主屋を中心として馬屋・倉庫 。作業場などがあったと想定されている。主な出土遺物には在地産及

び渥美 。常滑・瀬戸産の中世陶器 (註29・ 30)の他、中国産の緑釉陶器・青磁・青白磁
。白磁などがあり、

さらに板碑・宝医印塔なども出上している。今回の調査 (王ノ壇遺跡 2次調査)では屋敷跡の西側で同時期

の幹線道路跡 (推定 :奥大道)を長さ約360mにつたって検出し、屋敷跡への枝道も確認した。また、 1次調

査では屋敷跡の南側の地点の調査で名取川の旧河道が検出されており、当時、屋敷跡は水運と陸運の結節点

に位置していたと考えられる。屋敷跡は在地領主の居館的性格が考えられよう。尚、屋敷跡周辺には「北屋

敷」。「皿屋敷」や「宿在家」などの小字名が南北に連なって残っている。また、幹線道路跡を検出した屋敷

跡西側の地区には古道の伝承もある。同時期の大野田地区周辺の屋敷跡では、山口遺跡で掘立柱建物跡・井

戸跡・竪穴遺構 (註31)が、富沢遺跡では掘立柱建物跡・土坑・竪穴遺構 (註32・ 33)力 、ゞ下ノ内遺跡では

掘立柱建物跡・土坑・溝跡が検出されている (註34)。 また、城館跡では、西約 1.21d4の 自然堤防上に富沢館

跡、北約 2輸の丘陵上に茂ヶ崎城跡がある。

一方、大野田地区の対岸、約1.8～2.Okmの名取川下流域南岸の柳生地区には自然堤防上に柳生台畑遺跡
。

松木遺跡がある。柳生台畑遺跡では屋敷跡を構成する掘立柱建物跡
。区画溝・井戸跡の他、土坑墓が多数検

出されている (註35)。 松木遺跡でも掘立柱建物跡 。井戸跡・溝跡・火葬遺構の他に上坑が多数検出され、出

土遺物からは12世紀から14世紀頃の農民層ではない地位の人々の屋敷跡と考えられている(註36)。 この地区

には近年まで小字名として「関場」。「松木」。「乗馬」。「八日市場」、南西約0.8血の名取市高館吉田には「三

日町」が残っていた。「三日町」にある川上遺跡では鎌倉時代後半の掘立柱建物跡群が検出され、宿坊的な祈

願所としての性格が考えられている(註37)。 また、この地区は仙台市内でも宮城野区の岩切地区に次いで中

世の板碑が多く分布する地域で、地区の西部には日向古碑群を中心に45基が分布する(註38)。 西方の名取市
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第 2図 試掘調査 トレンチ位置 とその概要 (仙台市富沢駅周辺区画整理事業計画図をもとに作成)
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高館丘陵には中世熊野信仰の中心地である名取熊野三社があり、その西側斜面には大門山遺跡
がある(註39)。

大門山遺跡ではこれまでに250基ほどの板碑が確認され、さらに数百基の板碑が土中に埋もれ
ているとされて

いる。地区の東部は土地区画整理事業により往時の景観が失われたが、西部の「八日市場」の西端
には古道

の伝承が残つている。また、「三日町」付近には南西から北東方向の道が残って
いることが地形図から読みと

れ、この地に幹線道路跡の存在を想定することができる。さらに、板碑と小学名の分布域は、
その主軸方向

が想定される幹線道路跡とほぼ同一で帯状に並ぶことも興味深い(註40)。 当時、柳生地区
から北上した人々

は「相の瀬」と呼ばれる浅瀬で名取川を渡り、対岸の「宿在家」に出たと
いう伝承もある (註41)。 現在も、

王ノ壇遺跡南側の名取川は水深が40～ 50cmと 浅 く、近年まで名取川以南の住民がこの付近を往来し
ていたと

聞く。治水技術が未熟な当時は河道は常に不安定であり、酢目の瀬」が現在の浅瀬付近
とは限らないが、柳生

地区と大野田地区の間に幹線道路の渡河点があつたことは想像に難くない。中世にお
いて、名取川下流域南

岸の柳生地区一帯は、西方に霊場を抱え、幹線道路の周辺に屋敷・市
・宿・墓所などが点在する人物集散の

地であったと想定されよう。多賀国府を目指す人々はさらに北上して名取川を渡り、対岸の大野田地区
に至

る。そこには、長大な区画溝に囲まれた在地領主の屋敷が姿を表すことになる。

第 3節 試掘調査 とその成果
1.試掘調査の準備と方法
(1)試掘調査の準備

区画整理事業地内には既述のように9遺跡が登録されていた。そこで、これらの遺跡を含めた試掘調査予

定表を事前に作成した。調査の目的は遺構の有無の確認及び本調査の範囲確定である。予定道路部分
には、

個人住宅・アパート等が密集する地域もあり、調査 トレンチは原則として宅地部分を除
いた耕作地 (畑 。水

田)に設けることとした。尚、試掘調査予定地点は仮換地指定、もしくはそれ以前の状況
であつたことから、

事前の借地を必要とした。このため、文化財課との協議をもとに富沢駅周辺開発事務所
が地権者との交渉に

あたった。調査は地権者の了承を得た上で、原則として予定地点の作物 (稲・野菜)の収穫後に行つた。以

下にその概要を記述する。

(2)試掘調査の方法と調査経過 (第 2図 )

平成 6年度の試掘調査は9月 8日 から11月 22日 まで、事業地中央部の都市計画道路「長町荒巻青葉山線」

(幅員40m)の路線内を中心に、「大野田古墳群」 (血 6～ 9、 12～ 17)。「王ノ壇遺跡」 (血 18、 19)。「春日社

古墳」 (血10・ ■)。「伊古田遺跡」 (血 1、 20)と 大野田古墳群南西側の隣接地 (配 2～ 5)の計20地点で実

施した。平成 7年度は、大野田古墳群の本調査 (lA～lF区)と 並行して、 8月 22日 から12月 1日 まで北部の

「六反田遺跡」 (No26～ 28)。「袋前遺跡」 (血23)。「元袋遺跡」 (血21)と その隣接地 (No22、
24、 25)で調査

を実施した。南半部の調査は「大野田古墳群」 (血29、 30、 44～ 54、 56、 57)・「王ノ壇古墳」 (No58)と 隣接

地 (血31～43)の計37地点で実施した。平成10年度は「下ノ内遺跡」の 1地点 (血59)で調査を実施し
た。

試掘調査 トレンチの合計は59地点である。遺跡別の集計では大野田古墳群が25地点、
王ノ壇遺跡 。春日社古

墳 。六反田遺跡が各 3地点、伊古田遺跡が 2地点、袋前遺跡・元袋遺跡・下ノ内遺跡が各 1地点、遺跡範囲

外の隣接地が20地点となる。尚、当初予定した配55地点は借地が不可能なため、試掘調査
を中止した。また、

No29・ 30・ 33・ 51地点は試掘調査を実施したが、その後の衝路計画の変更により本調査対象外とな
った。

試掘 トレンチは街路のセンターラインに平行もしくは直交させ、10× 2mあるいは10× 4mの大きさを基本

としたが、重機の搬出入 。上捨て場の確保や周辺住民への配慮等から状況に応じて縮小した場合
もある。ま

た、遺構の検出状況によってはトレンチを一部拡大した。表上の排除には重機を使用した。遺構
の確認作業
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は手作業とし、安全性が確保される場合はより下層の遺構・遺物の確認にも努めた。記録は写真撮影の後、

実測図を作成した。実測図のスケールは調査区位置図を1/100平板実測とし、遺構検出状況平面図と断面図は

1/20と した。調査終了後は直ちに埋め戻しを行った。各調査区の調査概要は第 3表の通りである。尚、第 2

図の○ 。● 。◇は調査結果の概要を示すものである。

2.試 掘調査 の成果

試掘調査を実施した各 トレンチの中で、今回報告する大野田古墳群・エノ壇遺跡・六反田遺跡の主な地点

の調査成果について記述する。尚、試掘調査時の層序Noは本調査の基本層序hに変更している。また、伊古

田遺跡・下ノ内遺跡・伊古田 B遺跡・春日社古墳・元袋遺跡・袋前遺跡については試掘調査の概略のみを記

述することとする。

(1)大野田古墳群

[基本層序]

大野田古墳群の基本層序は25地点の試掘 トレンチで大別11層確認された。 I層は責褐色系のシルトまたは

粘土質シル トで現在の水田あるいは畑の耕作上である。H層 は褐色系のシルトまたは粘土質シルトである。

III層 はにぶい黄褐色系のシル ト・粘土質シル ト・砂質シル トで、層中位に10世紀前半に降下したとされる灰

白色火山灰 (註42)を班状に含む。Ⅳ層は褐色系の粘土質シル トである。V層はにぶい黄褐色系の粘土質シ

ルトである。Ⅵ層はにぶい黄褐色系の粘土質シル トで全域には分布しない。ⅥI層はにぶい黄褐色系の粘土質

シルトである。Ⅷ層はにぶい貴褐色系の粘土質シルトである。Ⅸ層はにぶい黄褐色系の砂または砂質シル ト、

X層 は褐色系の砂礫層である。�層は試掘調査において検出可能な最下層の礫層で、 2地点 (血 12・ 13)で

検出した。�層の現地表面からの深さは-1.6～ 1.7mである。これに対して、直上のX層は10地点 (血 2・

3・ 12・ 13・ 29・ 44・ 45。 47・ 48・ 57)で検出したが、深さが-0。 5～3.Omと 地点によってかなりの違いが

あり、直下の礫層である�層の起伏を反映していると想定された。また、Ⅸ層から上位の基本層の堆積もこ

の起伏に対応していると考えられた。一方、試掘 トレンチの中で基本層Ⅱ～Ⅳ層の一部が検出されない地点

(No 9・ 16・ 17・ 44・ 45。 48・ 54・ 56)がある。これらの地点はX層検出面が現地表面から-0.5～0.6mと

非常に浅いことから、後世の耕作等によって削平されていると考えられた。確認された遺跡の構成土壌はシ

ルト・粘土・砂 。砂礫・礫を主体とする河川堆積上であり、本遺跡は小規模な自然堤防状の微高地と半湿状

の後背湿地が入り組んだ地形の上に立地していると考えられた。

[検出した遺構と遺物]

配 7ト レンチを除いた地点の基本層Ⅲ層・Ⅳ層・V層上面で遺構を検出した。Ⅲ層上面では清跡・小清状

遺構群。土坑・ピット列・ピットなどを検出した。遺構の堆積土は基本層H層 を主体とする。この中で、ピッ

ト列は楕円形のピットが列状をなすもので、H層の耕作痕と想定された。主な出土遺物には土師器片・須恵

器片 。埴輪片がある。遺構の所属時期は、東側に隣接した王ノ壇遺跡 1次調査の成果から、中世の可能性が

高いと考えられた。Ⅳ層上面ではNo54ト レンチで河川跡を検出した。V層上面では溝跡・小溝状遺構群・ピッ

トを検出した。また、配 6ト レンチでは竪穴住居跡を、No 9。 13・ 15。 56ト レンチでは古墳の周溝と考えら

れる溝跡の一部も検出した。遺構の堆積土は基本層Ⅳ層を主体とする。主な出土遺物には土師器片。埴輪片・

縄文土器片がある。古墳の時期は過去の調査成果 (註43・ 44)か ら古墳時代中期と考えられた。一方、小溝

状遺構群は古墳の周溝を切っており、 1次調査の成果からは古代 (奈良時代前後 ?)が想定された。このよ

うに、大野田古墳群では調査地点のほぼ全域で重層的な遺構の存在が確認され、遺跡内の都市計画道路 。街

路区画道路・特殊道路は本調査対象となった。
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第3表 試掘トレンチ記録表 (1)
幅員 m 調査面積言 掘削深度cl 調査年月日 遺 跡 名 基 本 層 位 検 出 遺 構 出 土 遺 7/J 備 考

水日 48(4× 12) H61V14～■/22 伊古田遺跡
1:現耕作■(水日)   2:に ぶい黄橙色ンルト
3:灰黄掲色粘土質シルト 4:に ぶい黄橙色砂質ンルト

3層上面 :方形上坑・ ピット な  し

H610/24～■/1
大野日古墳群

苗西側隣終抑

ユ:褐色粘土質シルト(畑)2:灰黄褐也ンルト
3:砂層(シルト質粘土層が混じる)

な  し

60(4X15) H610/24～■/1
大野田古墳群

商西倒隣接地

1:褐色粘主質シルト(畑)21黒褐色粘土質シルト
3:にぶい黄褐色シルト 4:に ぶい黄掲色砂蝶層

な  し な  し

畑
7 6(4
94)

H69/19～ 0/21 伊古田 B遺膨
褐色粘土質シルト(畑)2:暗褐色粘土質シルト
暗褐色粘土質シルト 4:褐色シルト 5:砂

3層上面 :酒跡・ピット 3層 :土師器小片 綬跡新規登録

H69/19～ 9/21 伊古田 B遺膨
褐色粘土質シルト(畑)2:暗褐色粘土質シルト
暗ISL粘土質シルト 4:褐色シルト

3層上面 :ピ ット・溝跡・小滴
H81
遺跡新規登録

40(4× 10) H69/8～ 9/V 大野田古墳群
I:灰黄褐色粘土質シルト(畑)11:に おい黄色粘■(天地返し)
V:にぶい黄絶 粘土質シルト

V層中位 :住居跡 V層 :土師器(住居跡)

20(2X10) H69/8～ 9/17 大野国古墳群 境 乱 な  し

畑 40(4× 10) HG9/8～ 9/17 大野田古墳群
I:灰黄ISt粘土質シルト(畑 )II:に ぶい黄色粘土(天地返し)
皿a:に おい黄褐色 IV a:暗 褐色粘土質ンルト

Ⅲa層中位 !溝状遺構 な  し

水田 40(4X10) H69/21～ 10/4
春日社古墳隣

接地
t:黄灰色シルト質粘土 (水国)V:に おい黄褐色粘土質シルト

V層上面 :小溺状適儒寄
古墳周溝 (南西部)

I層 :埴輪片・縄文上器片

V層 :壇輪片(周溝堆積■)

水田
77(5× 14)

(1× 7)
H69/22～ 10/4

春日社古墳群

隣接地

責灰色シルト質粘土(水口)Ic:褐灰色シルト
iにぶい黄掲色シルト IV at暗 掲色粘土質シルト

によい黄褐色粘土質シルト Ⅵla:によい黄掲色粘上質シルト

Ш層上面 :土坑
V層上面 :古填月漕(南東部) V層 :埴輪片(周溝)

園

土

公

盛
75(5X15) H69/22～ 10/4 春日社古墳 1:盛土(自色砂)2:盛 土(白色砂)3!十日表土 3層上面 :残存する主体部・周濤 3層 :葺石 ?・ 埴輪片

40(4X10) H610/28～■/16 大野田古墳群

I:責灰色粘土質シルト(水日)Π a:灰黄褐色シルト
1l c t褐灰色ンルト Ш a:に よい黄褐色シルト
IV a:暗褐t粘土質シルト V:に ぶい黄褐色粘土更シルト
Ⅶ a:に おい黄褐色粘土質シルト Ⅷ :におい黄褐色粘土質
Ⅸ a:に よい黄褐色ンルト Xaiオ リーブ禍色砂礫層 狙

労
縮

V層上面 :小溝】鱒 な  し ■7:lA lB区

水田 40(4X10) H610/28～■/16 大野口古墳群

I:黄灰色粘上質シルト(水日)■ a:灰黄褐色シルト
狂b!黒褐色粘土質シルト ll c:褐 灰色シルト

ma:にぶい黄褐色ンルト IV a:暗 褐色粘土質ンルト
V:にぶい黄褐色粘土質シルト In aiに よい黄褐色粘上質シルト
Vm:にぶい黄掲色粘土質シルト Ⅸa:にぶい黄褐色砂質弦ルト
Xa:オ リーブ褐色4/」P礫層 �:際層

V層上面 :小溝状遺構群
・古墳月溝

な  し ■7:lA IB区

40(4× 10) H610/28～■/16 大野田古猿群
I!黄灰色粘■質シルト(本国)II a i褐灰色粘土質シルト

II b:黒禍色粘上質ンルト Ⅲa:に おい黄掲色雅土質シルト
IV a:暗褐色粘土質シルト

V層上面 :小溝状遵齢 な  し H8:2A区

H610/28～■/16 大野田古墳群

I!黄灰色粘土質シルト(水日)Ⅱ a:灰黄褐色シルト
■b:黒褐色粘土賃シルト II c:掲 灰色ンルト

Шa:に よい責褐色シルト Ⅳai暗褐也粘■質シルト
V:にぶい黄掲色粘土質シルト

IH層上面 :ビ ット列
V層上面 :古墳周溝×2

H7:lD区

40(4X10) ■610/28～■/16 大野日古墳群
Ｉ

Ⅳ

黄灰色粘土質シルト(水日)IΠ a:に よい責褐色シルト

:暗褐色粘土質シルト V:に ぶい黄褐色粘土質シルト
Ⅲ層上面 :ピ ット列

V層上面 :小消状遵儲群・ピット
H7:lE区

水団 40(4X10) H610/28～■/16 大野口古墳群
I:黄灰色粘■質ンルト(水日)ЫI a:に ぶい黄褐色ンルト
iV a:暗褐色粘土質シルト V:に ぶい黄褐色粘土買シルト

Ⅲ層上面 :ピ ット・溝跡
V層上面 :小濤状遺構群・ビット

H7:lF区

45(3X15) H611/16～■/22 王ノ壇遺跡
灰色シルト質粘土(水日)Ib!黒褐色粘土質シルト
にぶい黄褐色粘土質ンルト Ⅶ :灰黄褐色粘土質ンルト

VI層上面 :小滴状遺儲群・ ピッ H8:エ ノ壇 1区

水田 42(3× 14) H61V16～■/22 三ノ壇遺跡
灰色シルト質粘上(水口)■ b:黒脅色粘土質シルト
にぶい黄掲色粘上質シルト Ⅷ :灰責禍色粘土質シルト

VI層上面 :小滴状通構群・ピット
・古墳周溝

H8:エ ノ壇 1区

水田
70(4× 6)

(4× 9)
H61V14～ ■/22 伊古田遺跡

灰責掲色粘土質シルト(水田)2:によい黄橙色砂質
にぶい黄橙色・灰黄褐色砂 4:砂礫層

2層上面 :滴跡・土坑・河川跡? 2層 :土師器(河川跡?)

畑 20(2X10) H78/22～ 8/23 元簸 跡

Iiにぶい黄褐色ンルト(畑)2:黒褐色シルト
3:禍色シルト 4:に ぶい黄A●_シルト 5:黒褐色粘土質シルト
6:にぶい黄褐色粘土質ンルト

1・ 2・ 5層 :土師器

畑 16(4× 4) H7■ /23
六反日遺跡

北東IHl隣接地

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

Ⅳ

:にぶい黄褐色シルト(畑)Ib:庭土層
:灰黄掲色シルト質粘土(整と以前の水田耕作■)

褐色粘i m:にぶい黄褐色粘土質シルト
黒褐色粘土質ンルト V〔 灰黄褐色粘土貫シルト

V層上面 :小潜状選構群・ビツト 遺構新規登録

畑 9(15X2) H7■ /27 袋前遺跡 撹 乱(盛土層) な  じ 震土層 :土師器片

畑 7(2× 35) H78/25
六反田遺跡

北東側隣接地

la:灰黄褐色シルト(畑 )二b:灰黄褐色粘■(客■)
2:灰責褐色粘土 (十日本国耕作■)3:灰黄褐色粘上
4:灰黄掲色粘± 5:灰賣褐色砂質シルト 6:灰黄褐色粘土
7:灰黄掲色細砂 8:暗灰黄色砂

な し な  し

水国 ■71V28～ ■/29
六反田遺跡

北東側隣接地

Ｉ

Ш

Ｖ

Ⅷ

灰黄鴇色ンルト質粘■(水日)II a i黒褐色粘土質シルト

にぶい黄掲色粘■質ンルト Ⅳ :黒褐色粘土質シルト
灰黄掲色粘土質シルト VI:暗掲色粘土質シルト

褐色砂質シルト VI:褐色シルト質粘土

V層上面 :小溝状遺構群・ビット 口I・ Ⅳ層 :土師器片 遺跡新規登録
H9:IA区

16(2× 8) 六反日遺跡

I:灰黄褐色シルト質粘■(水日)II a:黒褐色粘土質シルト

Ⅲ :によい黄褐色粘土質シルト Ⅳ !累褐色粘土質シルト
V:灰黄褐色粘土質シルト

V層上画 :小清状遺構辞
m・ Ⅳ層 :土師器片

・須恵器片
H91 lC区

20(4X5) H73/24～ 8/25 六反日遺跡

Ia:灰黄褐色ンルト質粘土(畑)Ia′ :盛土
ШI:にぶい黄掲色シルト質粘土 Ⅳ :黒褐色粘土質シルト
V:灰黄褐色粘土質シルト

V層上面 !濤跡・ピッⅢ
IV層 :土師器片
縄文■BI片 ?

40(4X10) H78/24～ 8/25 六反日遺跡

I′ :客による盛上(II～ V層肖」平)

,V:オ リーブ褐色粘土質シルト Ⅶ :暗灰責色砂質シルト
Vm:オ リーブ褐色シルト質粘土 Ⅸ :におい黄褐色砂質シルト

Ⅸ層上面 :ピ ット
「′:土師器片

・縄文土器片 ?

水田 20(2XiO) H710/16～10/17 大野田古墳群

灰黄掲色ンルト質粘土(水日)II b:黒褐色粘■買ンルト
:によい費褐色シルト Ⅳa:暗掲色粘上質ンルト
にぶい黄褐色粘土質シルト Ⅵl a:に ぶい黄褐色粘土質シルト
にぶい黄褐色粘土質シルト Ⅸa:によい責褐色砂質シルト
:オ リーブ褐色砂礫層

ШI層上面 :ピ ット

V層上面 :ピ ット

Ш層 :上師器片

・須恵器片

HO:街 路の計画

変更により本調査

対象外となる

水日 H710/16～ 10/17 大野田古墳群

Ia:灰黄色粘土質シルト(水日)Ib〔 褐色粘と質ンルト
Hb:黒掲色粘土質シルト MI a:に おい黄褐色ンルト
lV a:暗掲色粘土質シルト V:に ぶい黄褐色粘土質シルト
Ⅷa:に ぶい黄掲色粘土質シルト

HI層 :ピ ット群

V層 :消跡・ ピット

Ib・ II b層 :陶器 ■師器

片
V層 :土師器片

H9:街 路の計画
変更により本調査

対象外となる

畑 ■78/30・ 9/4 大野日古墳群

南側隣接地

1:灰責掲色ンルト(畑)2:褐色シルト
4:にぶい黄掲色粘土質シルト 5:灰黄褐色砂礫層

な  し 1・ 2層 :陶器・磁器片

40(4X10) H78/30
大野田古墳群

商佃1隣接地

1:灰黄褐色シルト(畑)2:褐色粘土質シルト(客土)
5〔 女褐色粗砂 7:によい責褐色砂礫層

な  し な  し

6(2X3)
大野口古墳群

商側隣後地

1:灰黄褐色シルト(畑)2:盛 土層 (客■)
5:黄褐色粗砂 7:にぶい責褐色砂礫層

な  し な  し Nd30に 同じ

畑 5(25X2) H712/1
大野田古墳群

商側隣接地

1,灰黄褐色シルト(m)2!盛 上 (客■)
7:におい賣褐色砂礫層                  _

な  し
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第3表 試掘トレンチ記録表 似)
幅員m 調査面積lf 掘削深度cal 調査年月日 遺 跡 名 基 本 層 位 検 出 遺 構 出 土 遺 物 傭

畑 ■(2X55) ■78/28～ 3/2つ
大野口古猿群
蔦側隣接地

1:灰黄掲色シルト(畑)2:盛 土(客■)
5:責褐色粗砂 6:におい黄褐色ンルト質砂
7:に よい黄褐色砂礫層 8:褐 色粗砂

な  し な  し

畑 20(2X10) ■79/4
大野口古墳群

南側隣接地

li灰責掲色シルト(畑)2:露 土(客土)
3:に おい黄褐色粘± 4:に よい黄褐色粘土質シルト
5:黄褐色粗砂

な し 2層 :磁器片

H79/7
大野田古墳群 1:灰黄褐色シルト(畑)2,盛■(客土)

4:におい責褐色粘主質シルト 6:に よい黄褐色ンルト買砂
盛土 :陶器片
・縄文上器片

H79/7～ 9/8 伊古日B遺ワ

1:灰黄褐色シルト(組)2:にぶい責橙色シルト
3:灰黄褐色シルト 4:に よい責掲色ンルト
5:にぶい黄掲色シルト 6:灰 黄掲色ンルト
7:によい黄駒 質シルト

4層上面 :上坑・溝跡
1層 :陶器・磁器片
・土師器片 遺跡新規登録

畑 6(2X3) H79/5 伊古回 B遇鬱

東側隣接地

1:灰黄褐色ンルト(畑)2:砂礫層(客■)
3:責灰色粘土質シルト9日水H耕作■)4:暗褐色シルト質粘土
5:掲色砂・ンルト質粘■ 6:に よい責褐色砂礫層

3層 :陶器片

畑 10(2X5) H79/5 伊古日B遺ワ

1:灰黄掲色シルト(組)2:に よい黄橙色シルト(畑)
3:灰黄褐也シルト 4:黄褐色シルト
5:褐色粘■ 6:明黄掲色砂質シルト
7:によい黄掲色砂礫層  大野田古墳辞基本層と類似

な  し な  し
遺跡新規登録

畑
32(2X10)

(3X4)
H79/4～ 9/6 伊古口B遺期

1:灰黄掲色シルト(畑)2:に よい黄橙色シルト
3:黒褐色シルト 4:黄澄色粘■ 54こ どい黄橙色ンルト質粘土
6:によい黄橙色シルト質砂 7:によい黄橙色粘土質シルト
8:によい黄褐色砂(一部に粘土層) 大野田古墳群基本層と類似

層

層

層

土師器・須恵器片

土師器片?

剣片石器
遺跡新規登録

水田 20(2X10) H710/12～ 10/13 伊古口B遺ワ

1:灰色粘土質シルト(水口)2:に よい責橙色シルト
3:暗褐色シルト質粘■ 4:にぶい黄掲色シルト質粘土
5:褐色シルト質粘± 6:にどい黄褐色ンルト質細砂
7:黄褐色粘■ 8:褐色シルト質粘■ 91に ぶい黄褐色細砂
10:黄凋色シルト質粘■ 11:灰 黄掲色砂蝶層
大野口古墳辞基本層と類似 4・ 6層で遺構検出の可能性あり

な し 1～ 5層 :主師器片 遺跡新規登録
H10:lB区

水団 20(2× 10) H710/12～ 10/19 伊古口B運賜

●灰色粘土貫シルト(水田)2:灰黄褐色シルト 3`黒褐色粘上
4:にぶⅢ黄褐色シ,ハ質粘■ 5網色粘■ 6:褐色砂質シルト
7:暗褐色粘■ 8引こぶ立ゝ黄掲色シ,外質砂 9:褐色砂礫層
10:褐色粘土質シルト lr掲色細砂

…大野田古墳群基本層に期ワ

7層 :土師器片多数 遺跡新規登録
H10■ A区

水割 40(4X10) H710/6～ 10/1ユ 大野口古墳群「
黄灰色粘土質シルト(水日)V:にぶい責褐色粘土質ンルト
Ⅶa:に離 褐色粘土質シ′ハ Ⅷ:にぶい黄褐色粘土質シルト
Ⅸ a引こぶサ渡掲色砂質シルト Xa:オリーブ褐色砂礫層

な し 接 し H10:4A区

水田 20(2X10) H710/6 大野口古墳辞
■灰黄褐色粘上質シ,外 (水日)Viに よい黄褐色粘土質シルⅢ
Ⅶ a,こよい美褐色舶土質シルト Xa:によい黄褐色砂礫層

V層 /1ヽ湾状遺癬 ・ピット I層 :土師器片・鉄製品 H10:4B区

畑 40(4X10) H79/11^韓 /12 大野口古墳辞
I:にぶⅢ黄褐色 (畑 :客土)Ⅱ I a:に おい責偶色シルト
Ⅳ ai暗褐色粘■質シルト V:に ぶい黄褐色粘土質シルト

V層 /1ヽ潜状遺構群・ピッⅢ 1・ ΠI層 :土師器片 H8:2G区

H79/11 大野口古墳群

I灰責褐色粘■質シルト(水日)II ct褐灰色シルト
Ш a“こぶⅢ黄褐色ンルト lV a:暗褐色粘土質シルト
V:にぶヤ演褐色粘土質シルト Xa:オリーブ褐色砂礫層

H9:街 路の計画変

更により本調査対

象外となる

大野田古墳辞

I:にぶヤ演褐色(畑 :客■)V:にぶい黄褐色粘土質シルト
Ⅶ a引こ舶演褐色粘上質シルト Im:にぶい黄褐色粘土質ンルト
Xaオリーブ掲色砂礫層

V層 /1ヽ溝状遺構群・ビント な  し

水 団 大野田古墳群

r灰黄褐色粘土質シルト(水日)Ⅱ b:黒褐色粘上質シルト
Шa:におい責褐色シルト lV a:暗褐色粘土質シルト
V“こぶい黄褐色粘土買シ,外 Vrによい黄偶色粘土質ンルト

m層 :ビット列
V層 :小浦状遺構群

な し H9:3K区

水団 20(2X10) H710/18～ 10/19 大野田古墳群

■灰黄褐色粘土質シルト(水口)II b:黒褐色粘上質シルト
皿a:によい黄褐色ンルト Ⅳa:暗掲色粘■質シルト
V,こぶい黄褐色粘土質シルトV層 :」 清ヽ状遺構群

な  し H9～10:3M区

■710/18～ 10/19 大野田古墳群

I:灰黄褐色粘土質シルト(水団)Ib:黒褐色消土質/ルト
Шa:によい黄褐色シ,レト Шb:にぶい黄褐色砂質ンルト
皿0にぶい黄橙色 IV a:暗掲色粘上質シルト
V:にぶい責褐色粘土質シルト Ⅸa:によⅢ黄褐色砂質シ,4
Ⅷa:によい黄褐色粘と質シルト

V層 :土坑 こ。■層:土師器片

H9:街 路の計画変

更により本調査対

象外となる

水日 40(4× iO) ■710/17～ 10/18 大野口古墳群「
灰黄褐色粘土質シルト(水国)II a:灰黄褐色シルト
Ⅲa:によ峨 福絶シルト ロI biに ぶ輯 偶色砂質シルト
IV a:暗偶色粘土質シルト V:にぶヤ墳褐色粘土質ンルヽ

Шa層 :濤跡・ピット
V層 :」 溝ヽ状遺構群

H8:2D区

水日 20(2X10) H710/18～ 10/19 大野田古墳群

I:灰責褐色粘■質ンルト(水田)H bi黒褐色粘土質シルト
Шa:によ▼演褐色シルト IV a:暗褐色粘土質シルト
V:にぶⅢ黄褐色粘■質シルト

V団 薄ヽ舶 籍 I～ V層 :土師器片 H9:3C区

水口 20(2X10) H710/5～ 10/6 大野口古墳群
r灰貢褐色粘土質ンルト(水口)皿 b:によい黄褐色砂質シルト
Ⅳa:暗褐色粘土質シルト

皿b層 :溝跡 Ⅳ層:汗WI跡 ? Ⅲb層 :土師器片 H9:3E区

調査を予定するが、倍地の関係から中止する。 H10:4B区

水日 20(2× 10) H710/3～ 10/4 大野H古墳群
I灰黄鴇色粘土質シルト(水日)II b:黒褐色粘土質シルヽ
Ⅳa:暗褐色粘土質ンルト V:にぶい黄褐色粘土質シルト
Ⅸa!オリー/4B色砂質ンルト

V層 :古墳月漕・ピット I層 :土師器片・埴輪片 HBttI区

大野田古墳群

I:灰黄褐色粘土質シルト(水田)H ai灰責褐色シルト
■,黒褐色粘土質シルト Шがにぶヤ潰褐色ンルト
Ⅳa:暗掲色粘土質シルト V:によい責褐色粘土質ンルト
Ⅶa:にぶヤ墳掲色粘土質シルト Ⅷ:にぶい黄褐色粘土質シルト
Ⅸa:によヤ墳掲色砂質ンルト Xa:オリーブ褐色砂礫層

Ш a層 :ピット

V層 /1肺 ・ピツト

I層 :土師器片・増輪片
V層 :埴輪片・縄文土器片

H9:衝 路の計画変

更により、一部本調

査対象外となる

H9:3C区

34(5X15)

(3X3)
H7■ /6～■/17 エノ壇遺跡

I:灰黄褐色淮土質ンルト(水日)Ⅱ a:灰黄褐色シルト
Hb:黒褐色粘■質シルト II c:褐灰色シルト
Шa:にぶセ濃蔽絶シルト Wa:暗褐色粘■質弦ルト
Vrによい責褐色粘土質シルト(VI:大野口古墳群V層に対応)

II a,Wa層 :ビット群
V層初 湾ヽ鱚 構辞・ピット
エノ壇古墳周構 (高西部)

I～Ⅳ層:i師器片・埴輪片
II a・ 皿a層 ピッド火葬骨

古墳周満:増論片・釧片石署

■9:3A区

宅地
■0(4X14)

(4X135)
H1011/16～■/18 下ノ内遺跡

ユa:灰黄褐色ンルト(畑 )lb:灰色粘■(旧水日)
2:にぶい責掲色シルト 3:に ぶい黄橙色粘土質シルト
4a:灰責掲色粘土資シルト 4b i灰黄褐色粘土質シルト
5:黒謁色粘土質シルト 6:に よい黄掲色粘土質ンルト
7a:黒褐色粘土質シルト 7b:にぶい黄偶色粘土質ンルト
8:累褐色粘土質シルト 9:に よい黄褐色砂

5層 :河川跡
0層 :上坑・ピット

9層 :縄文土器(■坑) H■ :本調査予定
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(2)六反田遺跡

[基本層序]

六反田遺跡の基本層序は遺跡内の 3地点 (No26～28)と遺跡北東側の隣接地 2地点 (No22・ 25)の計 5地

点で大別 9層確認された。 I層 は灰黄褐色系のシル ト質粘上で現在の水田または畑の耕作上である。H層は

黒褐色系の粘土質シル トである。Ш層はにぶい責褐色系の粘土質シル ト、Ⅳ層は黒褐色系の粘土質シル ト、

V層は灰黄褐色系の粘土質シルトである。Ⅵ層は暗褐色系の粘土質シル ト、ⅥI層は褐色系の砂質シル ト、VⅢ

層は褐色系のシル ト質粘土、Ⅸ層はにぶい責褐色系の砂質シル トである。 5地点の中で血25・ 26ト レンチの

基本層位は大野田古墳群と土色 。土性などが類似していることも判明した。

[検出した遺構と遺物 ]

各地点で遺構を検出した。No22・ 25・ 26ト レンチではV層上面で小溝状遺構群・ ピットを検出した。主な

出土遺物にはIII o Ⅳ層からの上師器片 。須恵器片がある。遺構の堆積土は基本層Ⅳ層を主体とする。血27ト

レンチではV層上面で濤跡・ピットを検出し、Ⅳ層から土師器片・縄文土器片が出土した。 3地点の遺構の

所属時期は出土遺物から古代と想定された。また、No28ト レンチではⅨ層上面でピットを検出した。出土遺

物はなかったが、近隣の過去の調査成果から縄文時代の遺構の可能性が想定された。以上、六反田遺跡では

全ての調査地点で遺構の存在が確認されたことにより、本調査対象となった。尚、遺跡北東部は血22・ 25ト

レンチの調査成果をもとに、平成 8年 1月 に範囲拡大の登録が行われている。

(3)王ノ壇遺跡

[基本層序]

大野田古墳群東側に隣接するエノ壇遺跡の基本層序は北側のh18・ 19ト レンチと南側の血58ト レンチでは

その様相が異なる。配58ト レンチの基本層序は大別 5層確認された。 I層は灰責褐色系の粘土質シル トで現

在の水田耕作上、H層は褐色系のシルトまたは粘土質シル トである。Ш層はにぶい黄褐色系のシルト、Ⅳ層

は暗褐色系の粘土質シル ト、V層はにぶい黄褐色系の粘土質シル トである。これらの層序は西側に隣接する

大野田古墳群の基本層 I～ V層に対応するものと考えられた。一方、配18・ 19ト レンチの基本層序は大別 3

層確認された。 I層はNo58ト レンチと同じ現在の水田耕作上である。H層は褐色系の粘土質シル トで I層直

下に部分的に分布する。Ⅵ層はにぶい黄褐色系の粘土質シル トである。Ⅵ層は大野田古墳群の基本層V層に

対応するが、1次調査との関係から層Noを変更した。また、この地点には配58ト レンチのH層の大部分とⅢ・

Ⅳ層が分布しない。この状況は東側に隣接する 1次調査Ⅲ区でも同様で、下層に礫層あるいは河川跡に伴う

自然堤防状の微高地が存在し、その影響で基本層H～Ⅳ層は後世の削平を受けていることが指摘されている

(註45)。 その後、配18・ 19ト レンチⅥ層上面と配58ト レンチV層上面の標高を比較したところ、No18・ 19

トレンチが約20clnほ ど高くなっていることが判明し、血58地点から北側に向かつて基本層の高まりが存在す

ることが確認された。

[検出した遣構と遺物 ]

全ての調査地点で遺構を検出した。No18、 19ト レンチⅥ層上面で小溝状遺構群・ ピット・古墳周清を検出

した。出土遺物はない。遺構の年代は 1次調査の成果から、古墳時代中期～中世と想定された。No58ト レン

チではH層・III層上面でピット群を検出した。ピットには柱痕跡を持つものの他に火葬骨を伴うものがあり、

1次調査の中世宗教施設との関連が想定された。血58ト レンチⅥ層上面では小溝状遺構群・ピット・古墳周

溝を検出した。古墳の周溝は検出位置から王ノ壇古墳の南側周溝の一部と判明した。主な出土遺物には I～Ⅳ

層からの土師器片・埴輪片、古墳周溝からの埴輪片 。鋼片石器がある。このように、王ノ壇遺跡でも重層的

な遺構の存在が確認され、本調査対象となった。
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(4)伊古田遺跡

伊古田遺跡の試掘調査は配 1・ 20ト レンチで行われた。遺跡の南端部に位置する血 1ト レンチでは 3層上

面で方形の上坑・ ピットを検出した。出土遺物はない。配20ト レンチでは 2層上面で溝跡・土坑・河川跡を

検出し、河川跡からロクロ土師器が出上した。伊古田遺跡も重層的な遺構の検出と遺物の出上により本調査

対象となった。

(5)下ノ内遺跡

下ノ内遺跡の試掘調査は過去の調査例がない遺跡南西部の血59ト レンチで行われた。遺構は 5層上面で河

川跡、さらに下層の 9層上面で土坑・ピットを検出した。 9層は現地表面-2.6mほ どで、土坑からは縄文土

器も出上したことから、周辺に遺構の広がりが想定された。平成11年度に本調査が予定されている。

(6)伊古田 B遺跡

伊古田 B遺跡は試掘調査により新規登録された遺跡である。調査は大野田古墳群南側の隣接地、配 2～ 5、

No31～ 43ト レンチの計17地点で行われ、 3地点 (h4・ 5・ 38)で遺構を検出した。No 4・ 5ト レンチでは

3層上面で浦跡。小溝状遺構群・ピットを検出し、土師器片も出上した。No38ト レンチでは 4層上面で土坑・

濤跡を検出し、 1層中から陶磁器片 。上師器片が出上した。h40～ 43ト レンチでは遺構は検出されなかった

が、 1～ 5。 7層中から土師器片 。須恵器片・劉片石器が出土し、No 4・ 5・ 38ト レンチと対応可能な基本

層も確認された。以上、隣接地の調査では西部の 7地点において古墳時代～中世の遺構の存在が想定され、

平成 8年 1月 に伊古田 B遺跡として新規登録が行われた。尚、血42・ 43ト レンチは平成10年度に本調査が行

われ、古代の水田跡、小溝状遺構群・ ピット、古墳時代前期 ?の土坑 。溝跡などを検出している。

(7)春日社古墳

大野田古墳群のほぼ中央部に位置し、王ノ壇古墳とともに墳丘が残存する古墳である。古墳の規模は過去

の調査 (註46)か ら周溝を含む外縁径が約51mほ どの円墳と考えられているが、調査範囲の制約もあり前方

後円墳の可能性も指摘されている。古墳の現況を見ると、墳頂部は整地により平坦となっており「春日社」

が祭られ、さらに「大野田チビッコ広場」として利用されている。平坦部と南側の水田との比高差は約1.4m

ほどである。試掘調査は血 9～ 11の 3地点で行われた。血■ トレンチは平坦部のほば中央に設定され、整地

に伴う盛土層を除去した旧表土 (3層)上面で、主体部と墳丘葺石・周溝の一部を検出した。主体部は整地

に伴う削平と盗掘を受けていたが、長軸約2m× 短軸約lmほ どの規模で、安産岩と考えられる板石 と棺内部

の裏込め石が確認され「石棺」と考えられた。墳丘葺石は径 5～ 10cmの円礫が主体で、残存する墳丘斜面の

北東側で確認された。墳丘の残存高は約1.2mほ どであった。墳丘葺石検出面から埴輪片が出上した。No10ト

レンチはh■ トレンチの南東側隣接地の水田に設定した。V層上面 (大野田古墳群基本層V層に対応)で周

溝の南東部を検出し、周溝堆積土中から埴輪片が出上した。さらに、南西側の隣接地血 9ト レンチでは、配10

トレンチと同一層位から周溝の南西部と小溝状遺構群・ ピットを検出した。周溝堆積土中からは埴輪片が出

土した。春日社古墳は都市計画道路「長町荒巻青葉山線」内に位置しており、本調査対象となった。

(8)元袋遺跡

区画整理事業地の北東端に位置する。過去の調査 (註47～50)では、弥生時代の水田跡・土坑、奈良～平

安時代の住居跡 。溝跡 。小溝状遺構群、中世から近世にかけての掘立柱建物跡・堀跡・井戸跡
。土坑・火葬

墓などが検出されている。試掘調査は遺跡の西端部配21ト レンチで行った。遺構は検出されなかったが、基

本層から土師器片が出土した。

(9)袋前遺跡

区画整理事業地の北東部に位置する。過去に本調査は実施されていない。試掘調査はh23ト レンチで行っ
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たが、宅地化に伴う攪乱を受けており遺構は検出されなかった。平成10年度には遺跡南側に隣接する地点で

調査が行われた。基本層位は大野田古墳群とほぼ同一で、 3層上面からは掘立柱建物閉
。溝跡・土坑・ ピッ

ト、 5層上面からは小溝状遺構群・土坑・ ピットなどを検出した。出土遺物は 3層から中世陶器、 5層から

土師器・須恵器が出上している。調査地点は遺跡隣接地であったが、遺構を検出したことにより、今後、袋

前遺跡の一部として遺跡範囲拡大の登録が行われる予定である。

平成 6年度から行われた試掘調査の成果は上記の通りである。今後は本調査・区画整理事業の進展に伴い、

大野田古墳群の北部・西部における試掘調査も想定され、登録遺跡範囲の一部拡大がさらに行われる可能性

もある。

第 4節 調査の方法
1.調査区の設定とグリット配置
(1)調査区の設定 (第 3図 )

富沢駅周辺区画整理事業予定地は、既述のようにその大半が遺跡に登録されていた (第 2図 )。 このため、

事業計画に沿った仮換地指定等の手続きに先行して発掘調査を実施する必要があり、開発事務所が地権者と

の交渉を行い、大野田古墳群南東部の水田部分は土地借り上げが進んだ。このような状況を踏まえ、文化財

課は平成 7年度に大野田古墳群内の都市計画道路部分 (幅員40m)か ら本調査を開始した。調査区の設定は道

路部分全域を対象としたが、調査に伴う排上
。,F水等の関係から担当者の判断でトレンチは分割した。また、

調査が長期間にわたることが予想されたため、同一遺跡内の調査区には年度毎に算用数字とアルファ
ベット

を組み合わせた名称を用いることとした。年度毎の調査区名は下記の通りである。

大野田古墳群=lA～lF区…都市計画道路「長町荒巻青葉山線」 (幅員 :40m)

王ノ壇遺跡 (2次調査)=1区…都市計画道路「長町荒巻青葉山線」 (幅員 :40m)

大野田古墳群=2A～21区…区画道路 (幅員6m)・ 特殊道路 (幅員 6・ 12m)

大野田古墳群=3A～30区…区画道路 (幅員6・ 9m)・ 特殊道路 (幅員6m)

六反田遺跡 =lA～ lC区…区画道路 (幅員6m)・ 特殊道路 (幅員6m)

大野田古墳群=4A～4C区…区画道路 (幅員6m)・ 特殊道路 (幅員4・ 6m)

伊古田B遺跡=lA～lC区…区画道路 (幅員6m)・ 特殊道路 (幅員6m)

袋前遺跡  =lA～ lC区…区画道路 (幅員6m)

(2)グ リット配置 (第 3図 )

測量基準線の設定にあたっては、事業地内の測量基準点 (X=-198.400血・Y=3.800 km)を原点とし、東

西 。南北両方向に10× 10mの グリットを組んだ。各調査区の測量はこの基準線上に設定した杭をもとに行っ

た。測量杭には原点からの方向と距離を組み合わせた数値を「E-100。 S―■0」 のように表示した。E-100

は測量基準点から東に100m、 S-100は南に100mを意味し、国家座標上では X=-198.510 1dd・ Y=3.9001d4

となる。尚、実測図上に表示したグリットの数値も同様の値を示している。

2.調 査の方法
(1)遺構の検出作業

遺構の検出作業は効率的な調査を目指す観点から、既述の試掘調査データをもとに重機も併用した。遺跡

毎の検出作業の手順は次の通りである。

[大野田古墳群]

・平成 7年度

。平成 8年度

。平成 9年度

。平成10年度
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基本層Ⅲ・ V層上面、一部Ⅳ層上面で遺構が検出されたことから、原則として I・ H層は重機により排土

しⅢ層上面で検出作業を行った。V層上面についても、Ⅲ層上面の調査後にⅣ層を重機によって排土し、検

出作業を行った。また、排土と同時に排水と下層の遺構の有無の確認を兼ねた側溝を重機により設定した。

先行して設置した側溝壁面の観察から2D・ 3E・ 31・ 3K～3M区では、Ш b層・Ⅳ層上面での遺構検出も可能

となった。尚、平成 9年度の調査ではH層上面において中世道路跡を検出したことから、平成10年度は道路

遺構検出地点に隣接した4A。 4B区では基本層H層上面でも検出作業を行った。

[六反田遺跡]

基本層V層上面で遺構が検出されたことから、 I～Ⅳ層は層位毎に重機により排上し、V層上面で検出作

業を行った。また、大野田古墳群と同様に排土と平行して側溝の設置も行った。

[王ノ壇遺跡]

基本層 I層直下のⅥ層上面で遺構が検出されたことから、 I層は重機により排上し、Ⅵ層上面で検出作業

を行った。尚、大野田古墳群から王ノ壇遺跡にかけて検出した中世道路跡の層位は、地点により若干の違い

が認められるが、これについては道路跡の報告で記述する。

(2)出土遺物の取り上げ

基本層出土遺物の取り上げは、10× 10mグ リットを単位として行った。測量基準点 (EoW=0、 NoS=0)

以南の調査区はグリット北西杭の数値を、以北の調査区はグリット南西杭の数値を出土グリットとした。出

土遺物は調査区名・出土層位 。年月日を記入した遺物カードとともに収納した。

(例):E123・ S92出土遺物……E120・ S90グ リット

E172・ N237出土遺物……E170。 N230グ リット

(3)実測図の作成

[平面図]

平面図の作成にあたっては、検出作業と並行して基準杭も含めた調査区配置図を作成 (平板実測 :1/100)

し、これをもとに B3方眼紙に5× 5mの枠を設定し、調査区全体を分割して通しNoを付した実測用紙を準備し

た。現場での作図は基準杭をもとに全面に2～3mメ ッシュの水糸を設定し、これらを基準として作図を行っ

た。レベルは原則として平面図全体にlm間隔でllllll単位まで記入した。縮尺は1/20を原則とし、必要に応じて

1/10と した。尚、大野田古墳群における古墳出上の埴輪については、出土状況にある程度のまとまりが認め

られる場合のみ図化し、その他は写真記録とした。

[断面図]

断面図の縮尺は1/20を原則とし、平面図と同様に必要に応じて1/10と した。また、実測用紙には各層毎の

上色・土性 。しまり。混入物などの注記を行ったが、平成 8年度以降は整理作業の効率化の観点から注記表

を別に作成し、その後の整理に備えた。調査区壁面の実測では東西方向の調査区についてはグリット南北線

の数値 (例 :El10)、 南北方向の調査区についてはグリット東西線の数値 (例 :S90)を 記入した。

(4)記録写真の作成

記録として撮影した写真は351HIllモ ノクロ・カラーリバーサルを原貝Jと し、必要に応じて6× 7cmのモノクロ。

カラーリバーサルを使用した。また、撮影にあたっては随時ローリングタワーも利用した。さらに、より高

所からの撮影記録には高所作業車並びにRCヘ リを活用した。写真撮影時のデータについては、写真台帳を作

成し、 1枚毎に被写体名 。日付・撮影方向・ レンズの種類・ シャッタースピード・絞り数値等を記入した。

(5)そ の他の記録

日々の調査の進行状況や調査内容、関係機関 。業者との打ち合わせ事項等を調査日誌に記録した。
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3.整理の方法
(1)実測図の整理

平面図。断面図は点検・照合を行い、その後、調査区毎の遺構配置図 (1/40・ 1/100・ 1/200)を作成した。

竪穴住居跡・掘立柱建物跡・古墳 。土坑・溝跡・性格不明遺構等については、個別に平面図・断面図・注記

表を抽出して遺構カードを作成し、その後の報告書刊行に伴う整理に備えた。また、整理作業によって旧遺

構hを変更したもの等についてはこれを欠番とした。大野田古墳群V層上面検出の小溝状遺構群については、

調査の進展に伴つて調査区を超えた広がりが判明した。そこで、遺構配置図 (1/200)を もとに、現場で作成

した規模・方向・土色・土性等のデータから平面的なまとまりを「群」ととらえることとした。遺跡毎の主

な遺構数は次の通りである。

[大野田古墳群]

(H層 )

(III a層 )

(III b層 )

(IV層 )

(V層 )

(IX層 )

[六反田遺跡]

(V層 )

[王ノ壇遺跡]

(II・Ⅲ層)

土坑 (SK)2基

塀跡。柱列 (SA)3列、掘立柱建物跡 (SB)16棟、井戸跡 (SE)1基、土坑 (SK)39基、

清跡 (SD)54条、ピット列27、 小溝状遺構群 4、 性格不明遺構 (SX)7基

溝跡 (SD)12条、小溝状遺構群 2、 水田跡

河川跡 (SR)5条、ピット列 1、 性格不明遺構 (SX)1基

古墳18基、木棺墓 1基、竪穴住居跡 (SI)1棟、土坑 (SK)13基、溝跡 (SD)9条、小溝

状遺構群91、 性格不明遺構 (SX)■ 基

土坑 (SK)9基

竪穴住居跡 (SI)2棟、掘立柱建物跡 (SB)6棟、柱列 (SA)3列、土坑 (SK)49基、柱

穴20基、小溝状遺構群 11、 性格不明遺構 1基

道路跡 (SF)2時期、上坑 (SK)1基

(Ⅵ層) :古 墳 1基、溝跡 (SD)3条、土坑 (SK)6基、小清状遺構群 5、 性格不明遺構 (SX)4基

また、これらの遺構のトレース段階の縮尺と縮小率、仕上がり縮尺は原則として次の通りである。

・ 1/20X1/3=1/60… ……・…・……Ⅲ………・竪穴住居跡・木棺墓・土坑・溝跡 。道路跡 。河川跡・性格

不明遺構

・ 1/20× 1/5=1/100。 ………………………掘立柱建物跡 。道路跡

・ 1/40X1/5=1/200・ ………………………遺構配置図 (六反田遺跡)

。1/40× 1/5、 1/50X1/4=1/200'¨ 小溝状遺構群 (大野田古墳群・六反田遺跡・エノ壇遺跡)

。1/50× 1/2=1/100。 ………………………古墳 (10～ 26号墳)

・ 1/100× 1/3=1/300・ ………………………鳥居塚古墳・遺構配置図 (王ノ壇遺跡 1区 )

・ 1/200× 1/3=1/600・ ……………………・・遺構配置図 (大野田古墳群)

・ 1/500× 1/3=1/1500……………………・遺構配置図 (王ノ壇遺跡 。中世道路跡)

(2)遺物の整理

出上した遺物は平箱 (テ ンバコ32)で 180箱ほどである。主な遺物には土器
。埴輪・陶磁器 。土製品 。金

属製品・石器・石製品 。漆製品・炭化材
。人骨などがある。

上器。埴輪については、水洗いの後、必要に応じてバインダー17に よる補強を行った。その後ネーミング
・



耶r=loo

(Y=3700)
E・ 都「=0
(Y=3800)

NoS=0
(X=-198400)

S=300
(x=-198700)

S‐ 500

(x=-198900)

S=600
(X=-199 ooo)

第 3図 グリット及び調査区固こ置図 (仙台市富沢駅周辺区画整理事業計画図をもとに作成)
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接合を行い、層位・遺構別に全てを集計表に記録した。接合後は1/4以上の残存を原則に図示可能な資料は遺

物登録を行った。土製品・石器・石製品についても同様の作業を行った後、集計・登録作業を行い、図示可

能なものの抽出を行ったが、石製品については磨面や敲打痕が確実に認められるものに限定した。金属製品

については銹化が著しく錆の除去を行って登録した。一部については東北歴史資料館技術主査の及川規氏に

X線撮影の指導を、また保存処理については東北芸術工科大学助手の松井敏也氏の指導をいただいた。漆製

品 (竪櫛)については遺存状況が非常に悪く、登録作業後に保存処理と塗膜の成分分析・樹種鑑定を(財)元

興寺文化財研究所に依頼した。炭化材については、東北大学附属植物園園長鈴木三男氏に樹種同定を依頼し

た。人骨については湿度を保持して保管し、後に東北大学医学部解剖学講座教授百々幸雄氏に鑑定を依頼し

た。

遺物の実測図の仕上がり縮尺は原則として次の通りである。

・1/3・ 中縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器 。赤焼土器・灰釉陶器・陶器 。土製品 。金属製品 。礫石器・

石製品

。2/3・…剣片石器・漆製品

。1/4・…埴輪 (但し、拓影図は1/3)

(3)写真整理

調査記録として撮影した写真には351Dllモノクロ・カラーリバーサル、6× 7cmモノクロ・カラーリバーサル、

5.5cmモ ノクロ・カラーリバーサル (RCヘリ)の 6種類がある。この中で、モノクロについてはフィルム毎

にネガフィルムとベタ焼きをアルバムに貼り付けた後、フィルム番号を付し、写真台帳のデータを 1枚毎に

記入した。リバーサルについてはフィルムをファイルに入れ、モノクロと同様にデータを記入した。さらに、

写真台帳には遺構別の目次を新設し、その後の検索に備えた。

写真図版 4 現地説明会風景 (1)

写真図版 5 現地説明会風景 (2)
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第 2章 本調査報告

第 1節 大野田古墳群
1.調査要項
(1)遺 跡 名 :大野田古墳群 (宮城県遺跡登録番号01361)

(2)所 在 地 :仙台市太白区大野田字宮 。宮脇 。竹松 。千刈田・塚田

(3)調査面積 :約■,868m2(道路遺構確認調査 トレンチを除く)

・平成10年度 :

(4)調査主体 :仙

約3,368m2(lA～ lF区)…都市計画道路「長町荒巻青葉山線」 (幅員40m)

約2,980m2(2A～ 21区)…・区画道路 (幅員6m)・ 特殊道路 (幅員6m。 12m)

約3,558m2(3A～ 30区)中●区画道路 (幅員6・ 9m)。 特殊道路 (幅員6m)

約1,962m2(3L～30区・4A～4C区 )…・区画道路 (幅員6m)

台市教育委員会

(5)調査担当 :仙台市教育委員会文化財課

太田昭夫・齋野裕彦・渡部 紀

吉岡恭平 。金森安孝・渡邊 誠・五十嵐康洋・我妻 仁・平間亮輔・渡部 紀 。伊藤孝行

金森安孝・渡邊 誠・竹田幸司・伊東真文・佐藤 淳 。根本光一 。伊藤孝行

渡邊 誠・渡部 紀

(野外調査)渡部 紀・小川淳一、 (室内整理)渡邊 誠・竹田幸司

・平成 7年度

・平成 8年度

。平成 9年度

(6)担当職員

・平成 7年度

・平成 8年度

。平成 9年度

・平成10年度

。平成二年度

(7)調査期間

(野外調査)

(整理作業)

平成 7年度

平成 8年度

平成 9年度

平成10年度

平成 7年度

平成 8年度

平成 9年度

平成10年度

平成11年度

平成 7年 5月 1日～12月 19日

平成 8年 4月 9日 ～12月 20日

平成 9年 4月 10日～12月 22日

平成10年 4月 8日 ～■月19日

平成 7年12月 20日～平成 8年 3月 21日

平成 9年 1月 6日～ 3月 19日

平成10年 1月 7日 ～ 3月 26日

平成10年 11月 24日～平成11年 3月 26日

平成11年 4月 8日～平成12年 3月 24日

2.基 本層序 と下層調査

(1)基本層序 (第 4・ 5図 )

大野田古墳群の基本層序は東西約285m。 南北約245mの範囲に設定した33ヶ所の調査区でほぼ共通したあ

り方を示すことが判明した。層位は大別■層確認され、その一部は遺跡の東側で行われた王ノ壇遺跡 1次調

査の基本層序と対応する。以下、各層の特徴を記述する。尚、Ⅵ層以下は原則として下層調査によって確認

された層位である。

I層 :表上で、現在の水田耕作上である。ほぼ全域に分布する灰黄褐色 (10YR5/2)ま たは責灰色 (2.5Y5/

1)の シル トあるいは粘土質シルトで層厚は 3～40clnである。a・ bの 2層 に細分されるが、2B。 3A～3C区で

はa～dの 4層に細分される。また、2G・ 3N・ 30・ 4C区では客土により畑の耕作土 (10YR5/4にぶい責褐
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色シルト)と なっている。 Ib・ Id層 には酸化鉄の集積が認められる地点もある。縄文時代から中世の遺物

が出上しており、V層上面で古墳を検出した調査区では埴輪片の出上が多い。

‖層 :21区北端部、31・ 3N～30区、4A区を除く全域に分布する。 3層に細分される。Ha層 は褐灰色 (10

YR4/1)ま たは灰責褐色 (10YR4/2)粘土質シル トで、酸化鉄・マンガン粒を班状に多量に含む。層厚は 2

～23cmである。Hb層は黒褐色 (10YR3/1)粘土質シル トで、マンガン粒・III a層粒を班状に少量含む。層

厚は 2～17cmである。Hc層 は褐灰色 (10YR5/1)粘土質シルトで、マンガン粒を班状に多量に含み、下面

に若干凹凸がある。層厚は 2～30cmである。植物珪酸体 (プラント・オパール)分析では水田跡の可能性が

指摘されている。H層はⅢ層検出遺構堆積上の主体を成す。層中からは縄文時代から中世の遺物が出上して

いる。埴輪の出土は I層 と同様の傾向を示す。本層上面は本遺跡から王ノ壇遺隊 (2次調査)にかけて発見

した中世道路跡の検出面でもある。エノ壇遺跡 1次調査H層 に対応すると考えられる。

III層 :5層に細分される。III a層 は21区北端部、3D・ 3E(南端部以外)。 31区北半部、4B区北半部・4A区

南半部を除く全域に分布するにぶい黄褐色 (10YR5/4)シ ル トで、層中にはマンガン粒を含む。下面に若干

凹凸があり、層下部には灰白色火山灰を班状に少量含む。層厚は2～34cmである。本層上面は中世の遺構検

出面であり、王ノ壇遺跡 1次調査Ⅲ層に対応すると考えられる。尚、本層上面で下層のⅢ c～Ⅳ層が円形また

は楕円形状に検出される地点がある。この高まりはV層上面の古墳に対応するものであることが判明してい

る。mb層は2A・ 2H・ 21区を除く全域に分布するにぶい黄褐色 (10YR5/4)砂質シル トで、径 2 1HIll前後の細

砂・マンガン粒・酸化鉄を班状に多量に含む。下面に若千凹凸があり、上層～中層にかけて灰白色火山灰を

班状あるいはブロック状に少量含む。層厚は 2～45cmである。本層は平安時代の水田跡の検出面でもある。

植物差酸体 (プラント・オパール)分析では、Hc層 と同様に水田跡の可能性が指摘されている。Ⅲ c層は

lA区、2B～2F区、3B～3D・ 3F。 3G。 3J～3M区、4A・ 4B区に分布するにぶい黄橙色 (10YR6/4)シルト

である。地点によっては、色調が褐色 (10YR4/4)・ 褐灰色 (10YR4/1)・ 灰黄褐色 (10YR4/2)と 均―では

ない。層中にはマンガン粒を班状に多量に含む。層厚は 2～45cmである。Ш d層は2B。 2E・ 2F区、3F。 3G・

3」～3L区、4A～4B区に分布する暗褐色 (10YR3/4)砂質シルトで、径 3 1HIn前後の粗砂を多量に含む。層厚

は2～50cmである。me層は3F区、4A・ 4B区にのみ分布する灰黄褐色 (10YR5/2)粘土質シル トで、マン

ガン粒・酸化鉄を班状に多量に合む。層厚は 2～28cmである。Ⅲ層からは縄文時代から古代の遺物が出土し

ている。埴輪の出土は I・ II層 と同様の傾向を示す。Ⅲb～Ⅲ e層は王ノ壇遺跡 1次調査Ⅳ層に対応すると考

えられる。尚、Ⅲ c～Ⅲ e層の分布はV層検出の古墳周溝を含む基本層Ⅳ層以下の凹部を中心とする。

Ⅳ層 :2層に細分される。Ⅳ a層 は21区北端部。4A～4B区南半部を除き全域に分布する暗褐色 (10YR3/3)

または黒褐色 (10YR3/2)粘土質シル トで、上層に炭化鉄 。マンガン粒、中層から下層にV層を班状に少量

含む。層厚は 2～50cmである。下面には凹凸がある。Ⅳ b層は2B・ 3F ttV層検出の古墳周清にのみ分布する

褐灰色 (10YR4/1)粘土質シルトで、層中には径 l lnlll前後の炭化物粒を班状に多量に含む。層厚は 5～31cm

である。Ⅳ a層 はV層検出の遺構堆積上の主体を成し、V層上面検出の小溝状遺構群に関わる層でもある。

層中からは縄文時代から古代の遺物が出上している。埴輪の出土は I～Ⅲ層と同様の傾向を示す。王ノ壇遺

跡 1次調査Ⅵ層に対応すると考えられる。尚、本層はV層検出の古墳上ではその凹凸に対応し、周溝部分で

は厚く、墳丘部分ではやや薄く堆積する傾向が認められる。III a層上面ではこの高まりを墳丘積上の残存に

伴うものと想定したが、V層上面の調査によって墳丘積土は著しく削平されていることが確認された。一方、

下層調査では古墳周辺にはⅨへ�層が自然堤防状の微高地を形成していることが判明し、本層の高まりはこ

れを反映したものであること明らかとなった。

V層 :2H区南端部を除き、他の全域に分布する。層厚 5～55cmの にぶい黄褐色 (10YR5/4)粘 土質シルトで、
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マンガン粒を班状に少量含む。層中からは縄文時代から古墳時代の遺物が出上している。本層上面が古墳時

代前期の竪穴住居跡 。中期の古墳の他、小溝状遺構群などの検出面である。王ノ壇遺跡 1次 。2次調査Ⅵ層

に対応すると考えられる。また、古墳周辺ではⅣ層と同様に高まる傾向が確認され、墳丘部分と周溝外縁部

との比高差は最大で1.lm前後となる。

Ⅵ層 :VII層以下の凹部を中心に2B～2D・ 2H区、3B。 3E・ 3G。 3K・ 3L区に分布する。層厚 4～48cmの にぶ
い黄褐色 (10YR5/4)粘土質シルトである。層中からは縄文時代後期中葉の遺物が若千出上している。

Ⅶ層 :3層 に細分される。Ⅷ a層 はにぶい黄褐色 (10YR5/3)粘土質シル トで酸化鉄を班状に少量含む。層

厚は 3～ 107cmで、3M・ 3N・ 30区の一部を除き、全域に分布する。Ⅶ b層は褐色 (10YR4/4)粘 土質シル

トで径 2～ 6 11ullの 炭化物粒を班状に少量含む。層厚は 5～60cmで、2A・ 2E・ 2F区、3B・ 3K区にのみ分布す
る。Ⅷ c層 はにぶい責褐色 (10YR5/4)砂質シル トで径 2～ 4 11ullの 炭化物粒を班状に多量に含む。層厚は 4

～57硼で2A・ 2E・ 2F区にのみ分布する。Ⅷ層の層厚は地点によってかなり違いがある。下層調査によると、

�層の礫層の標高が低い地点もしくは検出不可能な地点では厚く堆積する傾向が認められる。層中からは縄

文時代後期中葉の遺物が若干出土している。

Ⅵ‖層 :全域に分布する。ⅧI層はにぶい責褐色 (10YR5/3)粘土質シル トで径 1～ 4 1nllの炭化物粒を班状に多

量に含む。層厚は 3～44cmである。下面には凹凸がある。2B・ 2F。 2H・ 21区、3C・ 3N区では縄文時代後期

中葉の遺物包含層である。

IX層 :2層に細分される。Ⅸ a層 は全域に分布するが、地点によって上色・土性がやや異なる。2H・ 21区で

はオリーブ褐色 (2.5Y4/3)砂 で、径 2～ 3 11ullの細砂を主体とし、X層起源の径 5 cm以下の礫を多量に含む。

また、Ⅷ層に類似する責褐色の粘上を班状に少量含む。本層上面では2H区において縄文時代後期中葉の遺構
を検出している。他の地点ではにぶい責褐色 (10YR5/3)砂で、径 3 1nlll前後の細砂を主体とする。� a層の

層厚は8～■4cmで、X層以下の凹部では厚く堆積する。�b層はにぶい責褐色 (10YR5/4)砂で、X層起源

の径 4～ 6 clnの礫を多量に含む。X層以下の凹部を中心に2F・ 21区、3A。 3B・ 3C・ 3」・3L～30区にのみ分

布する。層厚は16cm以上である。下層調査により、本層はX・ �層とともに自然堤防状の微高地を形成する

層であることが判明している。

X層 :2層に細分される。Xa層はオリーブ褐色 (2.5Y4/3)の砂礫層で、径 3～ 6 11ullの粗砂を主体 とし、径
5 cm前後の礫を少量含む。層厚は5～75cmである。Ⅸ層が厚く本層が確認できなかった3L。3M区を除き、ほ
ぼ全域に分布する。また、�層が凹む地点では厚く堆積し、2D・ 3H区のように逆に高まる地点では分布しな
い地点もある。Xb層は灰黄色 (2.5Y6/2)の砂礫層で、径 5～ 8 cmの礫を多量に含む。3D。 3N。 30区に
のみ分布し、層厚は 4～ 130cmで ある。�層の標高が低い3N・ 30区では厚く堆積する傾向にある。尚、2C・

2E・ 2F区では本層に伴う河川跡の一部も確認されている。

�層 :本遺跡で確認できる最下層である。�～X層が厚いlA～ lD。 lF区、2H区、3A・ 3B・ 3E・ 3J・ 3L・

3M区を除く地点で確認した。径10～30cmの礫が主体である。上面の標高は6.9～ 9.8mと 地点によってかなり
の起伏がある。本層は遺跡内に分布する自然堤防状の微高地の基盤層と考えられる。

(2)下層調査とその成果

各調査区には土層観察と排水を兼ねた狽U溝を設置した。これにより、Ⅵ層以下の層位については壁面の観

察により遺構の有無を確認することが可能となった。しかし、調査区によってはⅥ層以下の層位が確認でき

ない地点もあった。そこで、下層の遺構 。遺物の確認、さらには遺構 (主に古墳)の分布と下層の微地形と

の関連をとらえるため、各調査区で下層調査を実施した。 トレンチは各調査区に 1～ 2ヶ所とし、側溝付近
もしくはグリット基準線をもとに中央付近に設定した。調査は原則として礫層 (XI層 )の検出をめざしたが、
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XIo X層が厚 く堆積し確認が不可能な場合は、作業の安全を考え検出は断念した。調査地点数は60地点 (ト

レンチNo l～60)で、その位置を第 6図に示した。確認した層位の概略は基本層位における記述の通りであ

る。調査により、VⅢ層が縄文時代後期中葉の遺物包含層であることが判明した。また、60地点の下層調査か

ら柱状図を作成したところ、本遺跡における下層の微地形の概要が明らかになってきた。それによると、�

層 (礫層)段階では調査区全域にかなりの起伏があり、X～�層はその凹部に厚く堆積する傾向が認められ

る。また、ⅥⅡ～VII層 もこの起伏に応じて堆積し、Ⅵ層はⅦ層の凹部を中心として分布している。V層段階の

起伏も�層段階の微地形をほぼ反映したものとなっている。本遺跡下層にはXI層起源の自然堤防状の微高地

が存在することになる。

そこで、V層段階の微高地が遺跡内にどのように分布するのか、下層調査地点の柱状図をもとに検討して

みたい。柱状図 (第 7図)は、調査地点のトレンチを東西 。南北の大きく2方向に分けて抽出したものであ

る。尚、想定される微高地の分布域は、王ノ壇遺跡の調査成果から概ね東西方向を基本としたものである。

はじめに、南北方向の下層調査 トレンチを3列 (2A区→2G区、3C区→4B区、2H区→4A区)抽出する。

微高地の範囲については、V層上面の調査成果から標高10.00mを 目安とする。

2A～2G区 (第 7図 1):北からNoll・ 7・ 2・ 1・ 13・ 12・ 14・ 15・ 16・ 17～24の 17地点の トレンチを抽出

する。V層上面の標高は9.83～ 10.44mと かなり起伏がある。この中で、No15。 20・ 21ト レンチ付近は窪地と

なっている。標高は9.83～9.88mである。一方、血11か ら配 7・ 2・ 1。 13・ 12・ 14ト レンチ、No16～ 19ト

レンチ、さらに南側の配22～ 24ト レンチ付近は微高地となっている。標高は10.00～ 10.43mでぁる。そこで、

これらの微高地を北から順にA地点 (No■～14ト レンチ)・ B地点 (配16～ 19ト レンチ)・ C地点 (No22～ 24

トレンチ)とする。各微高地には傾斜があり、A地点は南側の配12付近が最も高く北側 。南側が低い。B地

点は配17ト レンチがやや窪むが北側が高く南側が低い。C地点はB地点とほぼ同じ傾斜である。

3C～4B区 (第 7図 2):北からNo35～ 41・ 53～55の 10地点の トレンチを抽出する。V層上面 の標高は

9.00～10.26mと 西側の2A～2G区よりさらに起伏がある。この中でNo35・ 36・ 54ト レンチ付近は窪地となっ

ており、特にNo54地点は大きく窪む。標高は9.00～9.85mである。一方、血37～40ト レンチと血55ト レンチ

付近は微高地となっている。標高は9.91～10.26mである。尚、血53ト レンチは標高が9.68mと 低いが、南側

の窪地 (血54)に対しては微高地となる。また、配41ト レンチは標高が9.90mだが、西側の胤 20・ 21ト レン

チの窪地と標高がほぼ等しい。そこで、これらの微高地を北から1贋にD地点 (No37～40ト レンチ)・ E地点

(血53付近)・ F地点 (配55付近)と する。微高地の傾斜は B・ C地点と同じく、北側が高く南側が低い。

2H～ 4A区 (第 7図 3):北からNo25～ 30、 56～60の■地点の トレンチを抽出する。V層上面の標高は

8.94～10.26mと 西側の3C～4B区 と同様に起伏がある。この中でNo25～ 27・ 57・ 58ト レンチは窪地となって

おり、特に血57・ 58地点は大きく窪む。標高は8.94～9.86mである。一方、配28～ 30ト レンチは微高地となっ

ている。標高は9。 90～ 10.26mである。尚、No59・ 60ト レンチは標高が9.58～9.76mと やや低いが、北側の窪

地 (配57・ 58ト レンチ)に対しては微高地となる。さらに、No56ト レンチも標高は9.73mと 低いが、南側の

窪地 (血57)に対しては微高地となる。そこで、これらの微高地を北から順にG地点 (血28～ 30)。 H地点

(配56)。 I地点 (No59・ 60)と する。微高地の傾斜は BoC・ DoE・ F地点と同じく、北側が高 く南側が低

ヤゝ 。

以上、南北方向の下層調査 トレンチからは、A～Iの 9地点で微高地の存在を確認することができた。そこ

で、北側の A地点を微高地 [A]とする。次に、東西に並ぶ B・ D・ Gの 3地点は、標高が10.00～ 10.34mで

ともに北から南への傾斜を持つことから、同一の微高地と考えられる。これを微高地[B]と する。微高地 [B]

は北側 (配14・ 35。 36・ 25)と南側 (血20・ 21・ 41・ 30)に 窪地を伴う。南側で東西に並ぶ E・ Hの 2地点
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は微高地 [A]・ [B]と比較すると標高は9.68～9.73mと低いが、南側に窪地 (血54・ 57・ 58)を伴うことか

ら同一の微高地と考えられる。これを微高地 [C]と する。尚、南側の窪地は西側のNo20・ 21ト レンチに続 く

ものと想定できる。さらに南側の C・ F・ Iの 3地点は標高が9.59～10.25mで、北側に微高地 [C]南側の窪

地を伴うことから、同一の微高地と考えられる。これを微高地 [D]と する。

尚、微高地 [A]・ [B]間の窪地は2H区 と3C区では東西方向に確認できるが、3C区 と2C北半部では対応

が不明瞭である。このため、微高地 [A]・ [B]は 2C区北側周辺で合流する可能性も想定される。

次に、微高地 [A]・ [B]・ [D]の広がりや方向を、東西方向に抽出したトレンチから検討する。尚、微高

地 [C]は北側 。西側 。南側に窪地を伴うことから、西側への広がりはないものと考えられる。

lA～ lF・ 2B・ 3B。 2H。 3A区 :微高地 [A]の広がりを確認するため、lA・ lC～lF区から血 8・ 3・ 4・

9。 10・ 5・ 6の 7地点のトレンチを抽出する (第 7図 4)。 V層上面の標高は10.00～ 10.22mで、起伏はあ

るが全体が微高地となっている。これは微高地 [A]が lA区からlF区に向かって、東側へ広がっていること

を示すものである。次に分布の方向を検討するため、グリット基準線 S140付近の2B・ 3B。 2H・ 3A区の血 12・

13・ 34・ 33・ 25・ 32・ 31の 7地点のトレンチを抽出する (第 7図 5)。 V層上面の標高は9.70～ 10.44mで、

西側が高く東側は低いことがわかる。同一グリット基準線付近の標高が東側ほど低 くなっていることから、

微高地 [A]の方向は西南西から東北東と想定される。

3」・4C・ 3卜 3H・ 3G区 :微高地 [B]の広がりを確認するため、西狽1の 3J・ 4C・ 31・ 3H・ 3G区からNo42～47

の 6地点のトレンチを抽出する(第 7図 6)。 V層上面の標高は10.02～ 10.76mで、南西側がしだいに高まり、

配46ト レンチ付近が最も高い。これは微高地 [B]が4C区に向かつて、西側へ広がっていることを示すもの

である。次に、分布の方向を検討する。微高地の [B]の東側で標高10.30m前後を示す地点 (配28・ 37・ 16

トレンチ)は、西側ではh43・ 44ト レンチ付近にあたる。同一の標高を示す地点が西側ほど南へ移動してい

ることから、微高地 [B]の方向は微高地 [A]と ほぼ同じで、西南西から東北東と想定される。

3N・ 30・ 2G・ 2F区、3K・ 3L・ 3M区 :微高地 [D]の広がりを確認するため、2F区の血22、 2G区のNo23、

3N～30区のNo51・ 52の 4地点のトレンチを抽出する (第 7図 7)。 V層上面の標高は10.12～ 10.30mで、起

伏はあるが微高地となっている。これは4A区南半部から2G区、2F区南端部に続く微高地 [D]が3N区に向

かって、西側へ広がっていることを示すものである。次にグリット基準線 S260付近の3K～3M区からNo48・

49。 50の 3地点のトレンチを抽出する (第 7図 8)。 V層上面の標高は血48ト レンチが9.88mと 低 く、血49・

50ト レンチは9.98～ 10.10mと 高い。よって、No49・ 50ト レンチは微高地 [D]の一部で、配48ト レンチはそ

の西側の窪地にあたると考えられる。微高地 [D]の方向は、西半部は微高地 [B]と 同じ西南西から東北東、

東半部は2F区南端部から南東方向となるものと想定される。

以上の検討から、V層段階の微高地の分布は調査区内に概ね 4列 と想定される(第 6図 )。 この微高地の方

向と分布域は、王ノ壇遺跡 1次調査の成果 (註51)と もほば対応するものである。尚、下層調査 トレンチは

調査区のみに設定したものであり、微高地は地点によってさらに分岐あるいは合流する可能性がある。

(3)微高地と遺構の分布

今回の調査では、鳥居塚古墳前方部 。王ノ壇古墳南西部周溝の他に、新たに17基の古墳 (大野田10～26号

墳)と 同時期の可能性がある木棺墓 (大野田 1号木棺墓)を 1基検出した。これらの位置を想定される微高

地の分布域 (註52)に示したものが第 8図である。これによると、古墳は微高地上に立地していることがわ

かる。各古墳の分布は、微高地 [A]に西から10～19号墳、南側の微高地 [B]に西から鳥居塚古墳・大野田

24～ 26号墳。22～ 23号墳、微高地 [D]に大野田 1号木棺墓が立地している。また、今回の調査以前に検出し

た大野田 1～ 4号墳。春日社古墳 (以上、本遺跡)、 エノ壇古墳。大野田 5～ 9号墳 (以上、王ノ壇遺囲 1次
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第 8図 微高地想定域と大野田古墳群及び周辺の古墳分布
(仙台市富沢駅周辺区画整理事業現況図をもとに作成)
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調査)では、大野田 1～ 3号墳。5号墳・春日社古墳が微高地 [A]上、大野田 4号墳が微高地 [A]ま たは

[B]上、大野田 6号墳が微高地 [B]上、大野田 7～ 9号墳が微高地 [C]上に立地している (註53)。 また、

王ノ壇古墳は、北半部が縄文時代の河川跡に伴う自然堤防状の微高地に、南半部の一部は微高地 [B]上に立

地している (註54)。 一方、本遺跡の北西部に隣接する六反田遺跡で検出された五反田古墳・石棺墓・木棺墓

の立地は魚川の自然堤防上である。以上、本遺跡及びその周辺における微高地の分布と古墳の立地には密接

な関係があることが明らかになってきた。現段階では、本遺跡における周溝を伴う古墳の南限は微高地 [C]

となる。尚、21区 。4A区Ⅲ a層上面で検出した掘立柱建物跡群も全て微高地上に立地しており、�層起源の

微高地はⅢ層段階の遺構の分布にも少なからず影響を与えているものと考えられる。

3.検出した遺構と遺物
大野田古墳群では既述の通り、基本層H層・Ⅲ層 (III a層・Ⅲ b層 )・ Ⅳ層。V層・Ⅸ層において遺構を検出

した。以下、各層位毎に遺構の事実記載を行う。尚、本遺跡と東側に隣接する王ノ壇遺跡で検出した中世道路

跡 (SFl・ 2)については、第 2節「王ノ壇遺跡」の報告 (3:Ⅱ層検出の遺構と遺物)で一括して記述する。

また、整理の都合上、一部の遺構の図版については遺構配置図にのみその位置を示している。

(1)Ⅱ層検出の遺構と遺物

土坑を 2基検出した。検出面はⅢ層上面であるが、調査区壁セクションの観察等からH層上面からの掘り

込みが判明したため、ここに記述する。

土 坑
SK17(第 9図) lE区南東部、E278・ S80付近で検出した。大野田18号墳墳丘部分を切る。南端部は調査

区側溝の設置に伴い、一部削平されている。平面形は楕円形である。規模は長軸1.65m・ 短軸1.30m、 深さ75

cmを計る。断面形はU字形で、壁はほぼ平坦な底面から急に立ち上がる。堆積土 (1層)は I層主体の灰責

褐色粘土質シル トで、基本層H・ Ⅲ層ブロックを多量に含む。遺物は出上していない。

SK198(第10図)4A区 北半部、E292・ S318～ 319付近で検出した。北側は調査区側溝の設置に伴い、削平

されている。北側 。西側が調査区外に伸びるが、平面形は楕円形と考えられる。確認した範囲の規模は長軸

132cm以上・短軸39cm、 深さ48cmを計る。断面形はU字形で、壁は平坦な底面から緩やかに立ち上がる。堆積

土 (1層 )は SK17と 同色の粘土質シルト層で、基本層H・ III層 ブロックを多量に含む。遺物は出土していな

(2)Ⅲ層検出の遺構と遺物

Ⅲ層の遺構検出面はⅢ a層上面 。Ⅲ b層上面の 2面である。以下、各層位毎に記述する。

[ma層上面検出の遺構と遺物]

本層上面では、塀跡 1・ 柱列 2・ 掘立柱建物跡16棟 。井戸跡 1基・土坑39基・溝跡54条・ ピット列27・ 小

清状遺構群 4・ 性格不明遺構 7基の他、多数のピットを検出している。

塀跡・桂列

SA154塀跡 (第 12図) 3D区南半部、E256～ 26Ⅲ S193～ 197付近で検出した。道路跡 (詳細は王ノ壇遺跡

で記述)SF l西側溝に切られる。平面形はややゆがんだコの字形で、南西側は調査区外に伸びる。南北柱列

の方向は西側柱列で N-15° 一E、 東側柱列で N―■
°
一Eを計る。東西柱列の総長は3.63mで、柱間寸法はで

西から1.97m・ 1.66mを計る。南北柱列の総長は西側で4.10m以上で、柱間寸法は北から2.05m。 1.92m・ 0.

13m以上を計る。東側では1.90m以上を計るが、西側柱列の寸法からすると南側に柱が 1本存在したものと

考えられる。柱穴は径28～ 30clnの円形、長軸35～ 40cm・短軸29～30cmの楕円形で、検出面からの深さは19～ 45
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第 1節 大野田古墳群

clnを計る。柱痕跡は径 9～ 10clnの 円形である。掘り方埋土はH層主体の黒褐色粘土質シルトで、Ⅲ・Ⅳ層ブ

ロックを多量に含む。柱痕跡は同色の粘土質シルトである。遺物は埴輪片が14点出上したが、図示できるも

のはない。SA154は柱列の方向や堆積上の様相から、SB153に 伴うものと考えられる。

SA204柱列 (第15図) 4A区南半部、E293～ 295。 S344～ 350付近で検出した。SB155。 175。 183と 重複す

る。柱列の方向はN-18° 一Eを計る。柱列の総長は3.85mで、柱間寸法は北から2.60m・ 1.25mを計る。柱

穴は長軸27～ 35cm・短軸23～ 27clnの精円形で、検出面からの深さは48～55cmを計る。P3011は根石を伴う。柱

痕跡は径10～ 13c14の 円形である。掘り方埋土はⅡ層主体の褐灰色粘土質シルトで、炭化物・焼土をブロック

状に多量に含む。柱痕跡は同色の粘土質シルトで、炭化物・焼土を多量に含む。遺物は出土していない。SA204

は掘り方埋土 。柱痕跡の様相から、火災後に建築され、さらに火災に遭ったものと考えられる。また、柱列

は方向や堆積上の様相から、SB184に 伴う可能性がある。

SA218柱列 (第12図)4B区 南半部、E248～ 251・ S320～ 331付近で検出した。4B区南半部南側は、■～Ⅳ

層が I層の耕作痕に伴う削平を受けている。このため検出面はV層上面であるが、堆積上の様相からma層

上面で検出される遺構であると判断し、ここに記述する。82号小溝状遺構群を切る。平面形はL字形である。

南北柱列の方向はN-14° 一Eを計る。南北柱列は総長10.43mで、柱間寸法は北から1.78m・ 2.Om・ 2.22m・

2.21m・ 2.22mを計る。東西柱列の総長・柱間寸法は1.95mを計る。柱穴は径17～24cmの 円形または長軸25～26

cm・ 短軸10～22cmの精円形である。検出面からの深さは10～35cmを計る。掘り方埋土はH層主体の黒褐色粘

土質シルトで、Ⅲ層ブロックを少量含む。柱痕跡は確認できなかった。遺物は出土していない。尚、東西柱

列西側で同色のピットを2基検出したが、調査範囲が狭いため全容は不明である。

掘立柱建物跡

SB2掘立柱建物跡 (第12図) lC区東側、E250～ 254。 S75～78付近で検出した。桁行 2間・梁行 2間の東

西建物跡である。梁行柱列の方向はN-3～ 5°一Wを計り、わずかに西偏するが、ほば真北を向く。桁行北側

柱列は総長4.04mで、柱間寸法は西から2.19m・ 1.85mを計る。南側柱列は総長4.14mで、柱間寸法は西か

ら1.97m・ 2.17mを計る。梁行西側柱列は総長2.77mで、柱間寸法は北から1.30m・ 1.47mを計る。東側柱列

は総長2.64mで、柱間寸法は北から1.44m・ 1.20mを計る。柱穴は径24～25cmの 円形または長軸27～ 30cm。短

軸21～ 22clnの楕円形あるいは 1辺24～28cmの隅丸方形で、検出面からの深さは16～35cmを計る。柱痕跡は径

7～ 1lcmの円形または精円形である。掘り方埋土は I層主体の褐灰色粘土質シルトで、Ⅱ層・Ⅲ層プロック

を多量に含む。柱痕跡は埋土と同色の粘土質シルトである。遺物は出上していない。

SB99掘立桂建物跡 (第13図) 21区中央部やや北側、E305。 S191付近で検出した。SB100・ SK72・ 73と

重複する。西側は調査区外に伸びるが、桁行 3間・梁行 2間の東西建物跡と考えられる。建物北側には桁行

1間・梁行 2間の張り出しを伴う。梁行柱列方向はN-0°一Eで真北を向く。張り出し部を除く桁行北側柱列

は総長5.15m以上で、柱間寸法は東から1.85m・ 2.43m・ 0.87m以上を計る。南側柱列は総長5.37m以上で、

柱間寸法は東から1.88m、 2.42m、 1.07m以上を計る。梁行東側柱列は総長3.62mで、柱間寸法は北から1.70

m。 1.92mを計る。また、張り出し部は桁行北側の柱間寸法が2.34mを 計る。梁行西側柱列は総長1.75mで、

柱間寸法は北から0.85m・ 0.90mを計る。東側柱列の総長は1,70mで、柱間寸法は北から0。 75m・ 0.95mを計

る。柱穴は径28～33cmの 円形または長軸34～ 56cm・ 短軸23～28cmの楕円形、あるいは 1辺27～31clnの隅丸方

形で、検出面からの深さは30～ 66clnを 計る。柱穴 P1580は底面に根石を伴う。柱痕跡は径10～ 14c14の 円形で

ある。掘り方埋土はⅢ層主体のにぶい責褐色粘土質シルトで、炭化物
。焼土 。灰を多量に含み、下部にはV

層プロックを少量含む。柱痕跡は埋土と同色の粘土質シルトで、炭化物・焼土
。灰を多量に含む。遺物は埋

土から縄文土器片 3点・埴輪片17点が出上したが、図示できるものはない。SB99は掘り方埋土・柱痕跡の様
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第1節 大野田古墳群

相か ら、火災後 に建築 し、さらに火災に遭った ものと考えられる。

SX85性格不明遺構 (第 13図)21区 中央部やや北側、E304。 S187付近で板状の石と礫、さらにその下部で

不整形の落ち込みを検出した。板状の石は 1辺が19～44cmの方形または台形で、厚さは 2～ 9 cmを計る。石

上面のレベルは南西側から北側が 3～ 4 cmほ ど低くなっている。石自体の重みによる沈下の他、重量物の存

在も想定される。落ち込みは長軸110硼・短軸82cmの不整精円形で、深さは 5～ 8 cmを計る。断面形は浅い U

字形である。堆積土 (1層 )は黄褐色の粘土質シルトで同色のブロックを含む人為堆積層である。以上のこ

とから、不整形の落ち込みは板状の石・礫の据え方と考えられる。SX85は SB99張り出し部の北側柱列に隣

接することから、これに伴う遺構と考えられる。また、本遺構の南側には幅79～ 117cm・ 長さ140cmの不整形

の範囲でma層がやや黒ずむ地点も認められた。遺物は出土していない。尚、この板石は古墳の埋葬施設に

伴っていたものを転用した可能性が考えられる (註55)。

SB100掘立柱建物跡 (第13図)21区 中央部やや北傾1、 E307・ S191付近で検出した。SB99と 重複する。桁

行 2間 。梁行 1間の総柱建物跡と考えられ、西側に 1間の廂が付 く。東側は調査区外に伸びるが、西側と同

じく廂が付 く可能性がある。桁行柱列方向は N-0°一Eで真北を向く。桁行西側柱列は総長3.74mで、柱間

寸法は北から1.97m・ 1.77mを計る。梁行北側柱列は柱間寸法2.18mを計る。廂の柱間寸法は0.90m～ 0。93m

を計る。柱穴は径21～30cmの 円形または長軸26～ 34cm・短軸23～26cmの楕日形で、検出面からの深さは15～ 61

cmを計る。柱痕跡は径 7～ 12側の円形または楕円形である。掘り方埋土はⅢ層主体のにぶい黄褐色粘土質シ

ルトで、炭化物・焼土 。灰を多量に含み、下部にはV層ブロックを少量含む。柱痕跡は埋土と同色の粘土質

シルトで、炭化物・焼土・灰を多量に含む。遺物は埋土から埴輪片10点
。上師器片 2点が出土したが、図示

できるものはない。SB100は 掘り方埋土・柱痕跡の様相から、SB99と 同じく火災後に建築し、さらに火災に

遭ったものと考えられる。

SB101掘立柱建物跡 (第12図)21区南半部、E301～306・ S207～ 211付近で検出した。SD83を切る。東西

3間以上 。梁行 2間の東西建物跡と考えられ、北側と南側に廂が付 く。東側と西側は調査区外に伸びる。梁

行柱列方向はN-28° 一Eで東に偏る。東西柱列北側の総長は6.37m以上で、柱間寸法は西から1.77m以上
。

1.97m・ 2.10m・ 0.53m以上を計る。南側は総長6.76m以上で、柱間寸法は西から0.33m以上。2.04m・ 2.02m・

2.07m・ 030m以上を計る。梁行柱列は総長3.72～ 3.74mで、廂の柱間寸法は北側 。南側とも0.95mを計る。

柱穴は径27cmの 円形または長軸22～ 34cm・ 短軸18～27cmの楕円形、あるいは 1辺が16～26cmの隅丸方形で、

検出面からの深さは17～70cmを計るが、廂部のものは17～24cmと浅い。柱痕跡は径 9～ 15cmの円形または楕

円形である。掘り方埋土はH層主体の灰黄褐色粘土質シルトで、Ⅲ層ブロックを少量、炭化物・焼土・灰を

多量に含む。柱痕跡は同色の粘土質シルトである。遺物は埋土から埴輪片 5点が出土したが、図示できるも

のはない。SB101は掘り方埋上の様相から、火災後に建築されたものと考えられる。

SB102掘立柱建物跡 (第 13図) 21区南端部、E300～306・ S220～ 226付近で検出した。SD80。 81を切り、

SB103・ 105、 SD82・ 83と 重複する。東側と西側は調査区外に伸びるが、桁行 3間
。梁行 2間の東西建物跡

と考えられる。梁行柱列の方向はN-28° 一Eで東に偏る。桁行北側柱列の総長は5.29m以上で、柱間寸法は

西から2.00m・ 1.93m・ 1.36m以上を計る。南側は総長5.45m以上で、柱間寸法は東から2.08m。 1.98m・ 1.39m

以上を計る。梁行西側柱列の総長は2.82m以上で、柱間寸法は北から1.95m・ 0.87m以上を計る。東側は総長

2.68m以上で、柱間寸法は南から2.28m・0.40m以上を計る。柱穴は径22～28cmの 円形または長軸31～ 35cln。

短軸24～29cmの楕円形あるいは 1辺が22～25cmの隅丸方形で、検出面からの深さは36～78cmを計る。柱痕跡

は径 9～ 17c14の 円形である。掘り方埋土はH層主体の灰黄褐色粘土質シルトで、Ⅲ層ブロックを少量、炭化

物・焼土・灰を多量に含む。柱痕跡は埋土と同色の粘土質シルトである。遺物は出土していない。SB102は
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掘り方埋上の様相から、火災後に建築されたものと考えられる。

SB103掘立柱建物跡 (第13図)21区南端部、E300～ 306・ S220～ 225付近で検出した。SD79を切り、SD80

に切られる。また、SB102・ 105、 SD81～83と 重複する。東側が調査区外に伸びるが、東西 3間以上・梁行

2間の東西建物跡と考えられる。南北柱列の方向はN-20° 一Eで東に偏る。東西柱列の北側は総長4.57m以

上で、柱間寸法は西から1.85m・ 1.90m・ 0.82m以上を計る。南側は総長5.85m以上で、柱間寸法は西から1.80

m・ 1.85m。 1.97m・ 0.23m以上を計る。梁行西側柱列の総長は4.15mで、柱間寸法は北から1.90m・ 2.25mを

計る。柱穴は径28cmの 円形または長軸31～ 44cm・短軸22～29cmの精円形あるいは 1辺24～35cmの隅丸方形で、

検出面からの深さは30～69cmを計る。柱痕跡は径 9～ 14cmで ある。掘り方埋土はH層主体の灰黄褐色粘土質

シルトで、Ⅲ a層ブロックを少量、炭化物・焼土・灰を多量に含む。柱痕跡は埋土と同色の粘土質シルトで、

炭化物・焼土・灰を多量に含む。遺物は埴輪片が 2点出上したが、図示できるものはない。SB103は 掘り方

埋土・柱痕跡の様相から、火災後に建築され、さらに火災に道ったものと考えられる。

SB104掘立柱建物跡 (第 14図)21区南西部、E301～ 302・ S216～ 220付近で検出した。SD81を切り、SB105、

SD79・ 80と 重複する。西側が調査区外に伸びるが、東西 1間以上・南北 1間以上で北側に廂が付く東西建物

跡と考えられる。南北柱列の方向はN-22° 一Eで東に偏る。東西柱列は総長1.28m以上で、柱間寸法は不明

である。南北柱列は総長3.72m以上で、柱間寸法は北から1.96m・ 1.76m以上を計る。廂の柱間寸法は0.90m

を計る。柱穴は長軸26cm・ 短軸21～22cmの精円形または 1辺26～28cmの 隅丸方形で、検出面からの深さは

13～ 47clnを 計るが、廂部のものは13～ 14cmと 浅い。柱痕跡は径10～16cmで ある。掘り方埋土はH層主体の灰

黄褐色粘土質シルトで、Ⅲ層ブロックを少量、炭化物・焼土・灰を多量に含む。柱痕跡は埋土と同色の粘土

質シルトで、炭化物・焼土を少量含む。遺物は出上していない。SB104は掘り方埋上の様相から、火災後に

建築され、さらに火災に遭ったものと考えられる。

SB105掘立柱建物跡 (第14図)21区南端部、E301～ 305。 S221～ 227付近で検出した。SB102～ 104、 SD80

～83と 重複する。東側と西側が調査区外に伸びるが、東西 2間以上。南北 2間の東西建物跡と考えられる。

南北柱列の方向はN-28° 一Eで東に偏る。東西柱列の北側は総長6.34m以上で、柱間寸法は西から2.66m以

上。2.80m・ 0.88m以上を計る。南側柱列は総長6.57m以上で、柱間寸法は西から0.90m以上・2.90m。 2.50m・

0.27m以上を計る。南北柱列の総長は4.38～ 4.40mを 計るが、柱間寸法は不明である。柱穴は径27cmの円形

または長軸25～ 34cln・ 短軸20～28cmの精円形で、検出面からの深さは29～63cmを計る。柱痕跡は確認できな

かった。掘り方埋土はH層主体の灰責褐色粘土質シルトで、Ⅲ層ブロックを少量、炭化物・焼土・灰を多量

に含む。遺物は出土していない。SB105は掘り方埋上の様相から、火災後に建築されたものと考えられる。

SB153掘立柱建物跡 (第 12図) 3D区南半部、E257～ 260・ S200～ 203付近で検出した。道路跡 (詳細は王

ノ壇遺跡で記述)SF 2西側溝に切られ、大野田25号墳周溝を切る。桁行 2間。梁行 1間の南北建物跡と考え

られる。SA154を伴う。桁行柱列の方向はN-11° 一Eでやや東に偏る。桁行東側柱列の総長は3.05mで、柱

間寸法は北から1.45m・ 1.60mを計る。西側柱列は総長3.06mで、柱間寸法は北から1.45m・ 1.61mを計る。

梁行の総長・柱間は北側柱列で1.96m。 南側柱列で1.99mを計る。柱穴は径24cmの 円形または長軸32～ 42cm・

短軸20～ 32clnの楕円形で、検出面からの深さは24～45cmを計る。柱痕跡は径 7～■cmの円形である。掘り方

埋土はH層主体の黒褐色粘土質シルトで、Ⅲ層ブロックを多量に含む。柱痕跡は埋土と同色の粘土質シルト

である。遺物は埴輪片が 6点出土したが、図示できるものはない。

SB155掘立柱建物跡 (第14図) 4A区南半部、E292～295。 S345～ 348付近で検出した。SB175(P3022)。

SK182に切られ、SA204・ 216、 SB183・ 184。 215と 重複する。東側は調査区外に伸びるが、東西 1間以上・

梁行 1間の東西建物跡と考えられる。梁行柱列の方向はN-4° 一Wでほぼ真北を向く。東西柱列北側の総長
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は3.95m以上で、柱間寸法は西から2.60m・ 1.35m以上を計る。南側は総長3.58m以上で、柱間寸法は西か

ら2.67m・ 0.91m以上を計る。梁行柱列西側の総長・柱間寸法は2.64mを計る。柱穴は長軸26～ 32cln・ 短軸

24～28cmの精円形で、検出面からの深さは32～60cmを計る。柱痕跡は径 6～ 10cmの円形である。掘り方埋土

はⅢ層主体のにぶい責褐色粘土質シル トで、下部に焼土 。V層プロックを少量含む。柱痕跡は埋土と同色の

粘土質シルトで、炭化物・焼上を少量含む。遺物は出上していない。SB155は柱痕跡の様相から、火災後に

建築し、さらに火災に道ったものと考えられる。

SB175掘立桂建物跡 (第 14図)4A区 南半部、E292～295。 S342～ 346付近で検出した。SB155(P3023)
を切り、SA204・ SB184。 206・ 207と 重複する。東側は調査区外に伸びるが、東西 1間以上・梁行 2間の東

西建物跡と考えられる。梁行柱列の方向はN-20° 一Eで東に偏る。東西柱列北側の総長は2.81m以上で、柱

間寸法は西から2.25m・ 0.56m以上を計る。南側は総長3.69m以上で、柱間寸法は西から2.07m・ 1,62m以上

を計る。梁行柱列西側の総長は3.40mで、柱間寸法は北から1.65m・ 1.75mを計る。柱穴は長軸36cm・短軸32

cmの楕円形または 1辺が25～50cmの隅丸方形で、検出面からの深さは22～79cmを計る。柱痕跡は径 9～1lcm

の円形である。柱穴 P3007は根石を伴う。掘り方埋土はⅡ層主体の灰黄褐色粘土質シル トで、Ⅲ層ブロック

を少量、炭化物・焼上を多量に含む。柱痕跡は埋土と同色の粘土質シルトで、炭化物・焼土を少量含む。遺

物は出上していない。SB175は 掘り方埋土・柱痕跡の様相から、火災後に建築され、さらに火災に遭ったも

のと考えられる。

SB183掘立柱建物跡 (第14図) 4A区南半部、E290～295。 S347～ 352付近で検出した。SK181を切 り、
SA204・ 216、 SB175。 184・ 215と 重複する。東側は調査区外に伸びるが、東西 2間以上 。梁行 2間の東西

建物跡と考えられる。梁行柱列の方向はN-22° 一Eで東に偏る。東西柱列北側の総長は3.66m以上で、柱間

寸法は西から1.85m・ 1.81m以上を計る。南側は総長5.05m以上で、柱間寸法は西から1.85m・ 1.50m・ 1.70m

以上を計る。梁行柱列西側の総長は4.52mで、柱間寸法は北から2.40m・ 2.12mを計る。柱穴は長軸33～ 39cm・

短軸32～37cmの楕円形または 1辺が26～35cmの隅丸方形で、検出面からの深さは25～49cmを計る。柱痕跡は

12～14cmの円形である。掘り方埋土はH層主体の灰黄褐色粘土質シルトで、Ⅲ層プロックを少量、炭化物・

焼土を多量に含む。柱痕跡は埋土と同色の粘土質シル トで、炭化物・焼土を少量含む。遺物は出土していな

い。SB183は掘り方埋土 。柱痕跡の様相から、火災後に建築され、さらに火災に道ったものと考えられる。

SB184掘立柱建物跡 (第15図) 4A区南半部、E290～294。 S342～ 350付近で検出した。SK180に切られ、
SK181を切る。また、SB155。 175・ 183・ 207・ 215と 重複する。西側は調査区外に伸びるが、東西 1間以上・

梁行 2間の東西建物跡と考えられる。北側と南側に 1間の廂が付く。梁行柱列 P3133・ 3134は、SK181の掘

り下げ中に検出した。梁行住列東側の方向はN-17° 一Eで東に偏る。東西柱列北側の総長は4.00m以上で、

柱間寸法は東から2.80m。 1.20m以上を計る。南側は総長3.10m以上で、柱間寸法は東から2.80m・ 0。30m以

上を計る。梁行柱列東側の総長は4.07mで、柱間寸法は北から1.98m・ 2.09mを計る。廂の柱間寸法は北側で

0。 97～ 1.00m・ 南側で1.05mを計る。柱穴は径32～35cmの円形または長軸35～ 50cm・ 短軸32～43cmの楕円形

で、検出面からの深さは27～47cmを計り、全てに根石を伴う。柱痕跡は径12～14cmの円形または楕円形で、

P3015の根石 (写真図版 7-6)には柱痕跡が認められる。掘り方埋土はH層主体の灰黄褐色粘土質シルトで、
Ⅲ層ブロックを少量、炭化物・焼土を多量に含む。柱痕跡は埋土と同色の粘土質シルトで、炭化物・焼土を

少量含む。遺物は出上していない。SB184は掘り方埋土・柱痕跡の様相から、火災後に建築され、さらに火

災に道ったものと考えられる。尚、SB184梁行柱列東側の SA204は、北端部の P3011に根石を伴い、南俣1の

P3047では柱痕跡が確認された。SB184梁行柱列との柱間寸法は0.98～1.00mで北側の廂部の寸法ともほぼ

一致する。SA204南側で根石及び柱痕跡を伴うピットは検出されなかったが、この位置は SK181と 重複して
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おり、本来検出すべき柱穴をSK181堆積上の掘り下げ中に見落とした可能性もある。以上のことから、SA204

はSB184東側の廂となる可能性がある。

SB206掘立柱建物跡 (第 15図)4A区 南半部、E292～296・ S340～ 344付近で検出した。SK174を切り、

SB175・ 207と 重複する。東側は調査区外に伸びるが、東西 2間以上・梁行 1間の東西建物跡と考えられる。

梁行柱列西側の方向はN-29° 一Eで東に偏る。東西柱列北側の総長は3.29m以上で、柱間寸法は西から1.90

m・ 1.39m以上を計る。南側は総長4.28m以上で、柱間寸法は西から2.05m。 1,95m・ 0.28m以上を計る。梁

行柱列西側の総長・柱間寸法は2.27mを 計る。柱穴は径32～35cmの 円形または 1辺25～27cmの隅丸方形で、

検出面からの深さは26～35cmを計る。柱痕跡は径10～14cmの円形である。掘り方埋土はH層主体の灰責褐色

粘土質シルトで、Ⅲ層ブロックを少量含み、炭化物・焼上を多量に含む。柱痕跡は埋土と同色の粘土質
シル

トである。遺物は出上していない。SB206は掘り方埋上の様相から、火災後に建築されたものと考えられる。

SB207掘立柱建物跡 (第 15図) 4A区南半部、E290～296・ S340～ 348付近で検出した。SA204(P3047)

に切られ、SA204・ SB155。 175。 184・ 206と 重複する。東側・西側は調査区外に伸びるが、東西 3間以上・

南北 2間の東西建物跡と考えられる。想定される南北柱列の方向はN-28° 一Eで東に偏る。東西柱列北側の

総長は6.60m以上で、柱間寸法は西から0.85m以上 。1.80m・ 1.63m・ 1.85m・ 0.47m以上を計る。南側は総

長6.45m以上で、柱間寸法は西から0。 91m以上。1.74m。 1.90m。 1.90m以上を計る。柱穴は径33cmの 円形ま

たは長軸37～ 44cm・ 短軸30～39cmの楕円形、 1辺28～33cmの隅丸方形で、検出面からの深さは25～66cmを計

る。柱痕跡は径 9～ 17cmの円形である。掘り方埋土はⅡ層主体の灰黄褐色粘土質シルトで、■層ブロックを

少量含み、炭化物・焼上を多量に含む。柱痕跡は埋土と同色の粘土質シルトである。遺物は出上して
いない。

SB207は 掘り方埋上の様相から、火災後に建築されたと考えられる。

SB215掘立柱建物跡 (第 15図)4A区 南半部、E290～ 295。 S347～ 352付近で検出した。ピットに切られる。

また、SB155。 183・ 184、 SK181・ 182・ 186と 重複する。東側は調査区外に伸びるが、桁行 2間以上
。梁行

2間の東西建物跡と考えられる。梁行柱列西側の方向はN-27° 一Eで東に偏る。桁行柱列北側の総長は4.49

m以上で、柱間寸法は西から2.15m・2.34m以上を計る。南側は総長6.19m以上で、柱間寸法は西から2.Om・

2.20m・ 1.99m以上を計る。柱穴は長軸37～ 40cm・短軸30～35cmの精円形で、検出面からの深さは32～ 40clnを

計る。柱痕跡は径 9～ 14cmの円形または精円形である。掘り方埋土はH層主体の灰黄褐色粘土質シルトで、

Ⅲ層プロックを少量含み、炭化物・焼土を多量に含む。柱痕跡は埋土と同色の粘土質シルトである。遺物は

出土していない。SB215は 掘り方埋土の様相から、火災後に建築されたものと考えられる。

井戸跡

SE68(第 16図) 21区北半部、E306～309。 S183～ 186付近で検出した。大野田22号墳南側の墳丘部分及び

周清部分を切る。また、東端部は調査区側溝の設置に伴い、一部削平されている。素掘りの井戸である。平

面形は精円形で、規模は長軸3.lm・ 短軸2.7m、 深さ1.7mを計る。断面形は舟底形である。壁の一部は崩落

している。底面はほぼ平坦で、基本層X層の砂礫層が露出している。堆積土は15層で自然堆積層である。層

中には炭化物・焼土・灰 。礫を多量に含む。礫の中には焼けたものも認められた。また、層中位以下は粘性

が特に強い。遺物は埴輪片78点・土師器片 2点・須恵器片 1点・礫石器 2点が出上したが、図示した遺物は

ない。

上 坑

SKl(第 9図) lA区西端、E188。 S91付近で検出した。平面形は不整楕円形である。規模は長軸62cm・ 短

軸52cm、 深さ25cluを計る。断面形はU字形で、底面はほぼ平坦である。堆積土 (1層 )は I層主体のにぶい

責褐色粘土質シルトで基本層HoⅢ層ブロックを多量に含む。遺物は出土していない。
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曙位 土 色 土  性 備 考

1 10YR4/1褐灰色 粘土質シルト
炭化物・焼土・礫(径 3～5cm)難伏に多量,■ c層
流入土

2 10YR4/3に ぶい費褐色 粘■賢シルト
炭化物 。焼土斑状に少量,砂礫 (径5cm以下)多
量,lIIa層 壁崩落土

3 10YR4/1褐灰色 シルト質粘土
炭化物。焼土。灰・礫 (径 5cln以下)薙伏に,量,
上半部ににぶい黄橙色シルト少量,■ b層流入
土

4 10YR4/3にぶい黄褐色 粘土質ンルト V層斑状に多量,ma層壁崩落土
5 10YR4/2灰黄褐色 粘土質シルト 炭化物微量,Ⅲ a層壁崩落土

6 10YR5/3にぶい黄褐色 粘土質シルト
褐灰色粘土質シルト斑状に多量,礫 (径5cm以
下)多重,炭化物少量,ma層崩落上

7 10YR3/3研雪梧色 粘 土
炭化物・灰・礫(径2cm以下)斑状に少量,Ic層
流入土

3 10YR3/3暗絶 粘 土
炭化物・灰・礫 (径2cm以下)難伏に少量,上面に
厚さlcmほ どの炭化物.Ic層流入土

9 10YR3/3嗜範 粘土質シル V層難伏に多量,IV層崩落土

10YR4/3に ぶい黄褐色 粘土質シル IV層理伏に少量,V層崩落土
10YR4/3に ぶい費褐色 Ⅳ層斑状に少量,V層崩落上
10YR3/3研筆梧色 V層斑状に少量,Ⅳ層崩落土
10YR3/1黒褐色 粘 土 V層・炭化物・灰難伏に少量,Ib層流入土
10YR8/3浅 黄橙色 細 砂 Ⅷ層の崩落土

10YR3/1黒 幅色 粘 土
炭化物・礫 (径3cm前後)斑状に多量,Ib層 流入
土

10YR4/1褐 灰色 粘土質シルト 皿層プロック・炭化物・焼土斑状に少量

2 ЮYR5/2灰黄髄 粘土質シルト V層プロック・炭化物斑状に多量

暦位 土 色 土   性 備 考

1 10YR5/1褐灰色 粘土質シルト 皿層ブロック・炭化物・焼土斑状に多量

2 10YR5/1褐灰色 粘土質シルト
Ⅲ層小ブロック・炭化物・焼土斑状に少量, 1
層より色調やや暗い

3 10YR5/1褐灰色 粘土質シルト
III・ Ⅳ ,V層 ブロック,炭化物・焼土雄伏に少
量

1 10YR4/1褐灰色 粘上質シルト HI層ブロック・炭化物少重

2 10YR5/2灰責褐色 粘土質シルト Ⅲ・Ⅳ・ V層ブロック,炭化物理伏に少重
1 10YR4/1褐灰色 粘土質シルト 炭化物理伏に少量

2 10YR4/1褐灰色 粘土質シルト Ⅲ層アロック,炭化物難伏に少量

3 10YR3/1黒 褐色 シルト質粘圭
Ⅲ層・ V層プロック多量,炭化物・灰難伏に少
量,下面から礫出土

4 10YR4/1褐 灰色 シルト質粘土 V層小ブロック・炭化物少量,礫出上
1 10YR3/1黒 絶 粘土質シルト III層 プロック・炭化物・焼土婢伏に少量

2 10YR4/1褐 灰色 粘上質シルト
moⅣ・ v層ブロック,炭化物・焼土理伏に少
量

la 10YR4/2に ぶい黄褐色 枯土質シルト Ⅲ層ブロック・炭化物難伏に少量
lb 10YR4/2に ぶい黄褐色 粘土質シルト III層プロック少量,炭化物理伏に多量
2 10YR4/2に ぶい黄褐色 粘土質シルト Ⅲ層ブロック少量,炭化物斑状に多量
3 10YR5/3に ぶい黄褐色 粘土質シルト ザ2小ブロック少量
1 10YR4/1褐 灰色 粘土質シルト Ⅲ層プロック少量・炭化物・灰微量

2 10Y郎 /1褐灰色 粘■質シルト
m層ブロック少量,炭化物・焼土・灰斑状に少
量

1 10Y節 /2灰黄褐色 粘土質シルト
Ⅲ層ブロック微量・マンガン粒・灰斑状に少量,
ややグライ化

2 10YR5/1褐 灰色 粘土質シルト Ⅲ層ブロック多量,炭化物微量

3 10YR5/3に ぶい黄褐色 粘土質シルト Ⅲ層ブロック主体・壁崩落土
4 10YR5/1褐 灰色 粘土質シルト Ⅲ層ブロック少量

1 10YR4/1褐灰色 III層 ブロック少量・炭化物斑状に多豊

1 10YR4/1褐灰色 粘上質シルト ⅡI層プロック少量,炭化物理伏に少量
2 10YR4/1褐灰色 粘土質シルト Ⅲ層ブロック多量

I 10YR4/1褐灰色 粘土質シルト Ш層ブロック多量,炭化物・灰少量

第16図  ‖la tt SE68。 SK71・ 72・ 73・ 76。 78。 174・ 176・ 177・ 178・ 179・ 180
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SK7(第 9図) lA区北東側、E218～ 221・ S76～78付近、Ⅳ層中で検出した。壁面の観察からはⅣ層以前

のものであり、さらに堆積上の様相からIII a層 に伴う遺構 と判断し、ここに記述する。大野田
■号墳墳丘部

分を切り、東側を調査区側濤に切られる。平面形は不整楕円形で、長軸方向は
N-85° 一Eを計る。残存部の

規模は長軸2.7m・短軸2.2m、 深さ35cmを計る。断面形はU字形で、底面はほぼ平坦である。堆積土 (4層 )

はにぶい黄橙色粘土質シル トで、 1・ 2層中には基本層H層ブロックを多量に含む。遺物は出上して
いない。

SK13(第 9図) lD区東側、E244・ S88付近で検出した。平面形は楕円形で、長軸方向は N-43°一Eを計

る。規模は長軸1.65m・短軸 1.2m、 深さ40cmを計る。断面形は逆台形で、底面は
ほぼ平坦であるが、南端部

がやや窪む。堆積土 (1層 )は I層主体の灰白色粘土質シル トで基本層H・ Ш層プロックを多量に含む。遺

物は出上していない。

SK35(第11図 ) 2C tt Aト レンチ南部、E224。 S181付近で検出した。SD36・ 鳥居塚古墳 くびれ部周濤内

縁を切る。平面形は精円形で、長軸方向は N-66°一Wを計る。規模は長軸2.45m。短軸1.92m、 深さ14cmを

計る。断面形は皿状で、底面には若千凹凸がある。堆積土 (1層 )は黒褐色粘土質シ
ルトで自然堆積層である。

遺物は出上していない。

SK38(第■図)2C tt Bト レンチ北部、E224・ S188付近で検出した。平面形は長方形で、長軸方向は
N―

25° 一Eを計る。規模は長軸88cm・ 短軸67硼、深さ19cmを計る。断面形は逆台形で、底面はほぼ平坦である。

堆積土 (1層 )は I層主体のオリーブ黄色粘土質シルトで基本層H層ブロックを多量に含む。遺物は出
土し

ていない。

SK39(第 11図)2C tt Bト レンチ中央部、E227・ S193付近で検出した。平面形は橋円形で、長軸方向は
N一

61°一Eを計る。規模は長軸1.35m。 短軸96m、 深さ24cmを計る。断面形は浅い逆台形で、底面はほぼ平坦
で

ある。堆積土 (1層)は I層主体の灰オリーブ色粘土質シル トで基本層H層ブロックを多量に含む。遺物
は

出土していない。

SK64(第10図)2H区 中央部、E308～ 310。 S150～ 153付近で検出した。平面形は長精円形で、長軸方向は

N-40°一Wを計る。規模は長軸2.65m。短軸78cm、 深さ12cmを計る。断面形はU字形で、底面には若干凹凸

がある。堆積土 (1層 )は黒褐色粘土質シルトで基本層III層ブロックを含む。遺物は出土して
いない。

SK65(第10図)2H区 南端部、E306～ 310・ S165～ 167付近で検出した。東端部は調査区側清で削平されて

いる。平面形は長楕円形で、長軸方向は N-88°一Eを計る。残存部の規模は長軸3.65m・ 短軸
1.05m、 深さ

6 clnを計る。断面形は浅い皿状で、底面はほぼ平坦であるが、南西部には小さな窪み
がある。堆積土 (1層 )

はにぶい黄橙色粘土質シルトで基本層Ⅲ層ブロックを多量に含む。遺物は出土し
ていない。

SK66(第10図) 21区北端部、E308・ S172付近で検出した。西側は重機による検出時に削平されている。

北端部は調査区外であるが、平面形は円形と考えられる。規模は径1.2m、 深
さ37cmを計る。断面形はU字形

で、底面はほば平坦である。堆積土 (1層 )は I層主体のにぶい黄橙色粘土質シルトで自然堆積層である。

遺物は出上していない。

SK67(第10図) 21区北端部、E309。 S172付近で検出した。SK66の東側に隣接する。北側
。東側は調査

区外だが、平面形は円形または精円形と考えられる。確認した範囲の規模
は長軸95cm・ 短軸50cmcm、 深さ43

cmを計る。断面形は浅いU字形で、底面はほぼ平坦である。堆積土 (1層 )は SK66と 同色の粘土質
シルト

で基本層H層ブロックを多量に含む。遺物は出上していない。

SK71(第16図) 21区北半部、E308・ S188付近で検出した。SB100北側に隣接する。平面形は不整楕円形

で、長軸方向はN-62° 一Eを計る。規模は長軸83cm。短軸62硼、深さ22cmを計る。断面形は
U字形で、底面

はほぼ平坦である。堆積土は 2層で基本層Ⅲ・V層ブロック、炭化物・焼上を含む。遺物は出土し
ていない。
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SK72(第 16図) 21区北半部、E302・ S190付近で検出した。SB99と重複する。西側は調査区外であるが、

平面形は隅丸方形と推定される。確認した範囲の規模は長軸96cm・ 短軸60cm、 深さ44cmを計る。断面形は逆

台形で、壁はほぼ平坦な底面から急に立ち上がる。堆積土は 3層で基本層Ⅲ oⅣ・ V層ブロック、炭化物・

焼上を少量含む。遺物は埴輪片が 7点出上したが、図示できるものはない。

SK73(第 16図)21区 北半部、E302・ S192付近で検出した。SB99と重複する。西側は SK72と 同じく調査
区外であるが、平面形は隅丸方形と推定される。確認した範囲の規模は長軸92cm・ 短軸65cm、 深さ21cmを計

る。断面形は逆台形で、壁はほば平坦な底面から急に立ち上がる。堆積土は 2層で基本層III～V層ブロック、

炭化物を少量含む。遺物は埴輪片が 2点出上したが、図示できるものはない。

SK74(第 10図) 21区中央部、E302～ 303・ S198付近で検出した。SK75。 大野田23号墳墳丘部分を切る。
平面形は楕円形で、長軸方向は N-53°一Eを計る。規模は長軸2.lm。 短軸1.49m、 深さ88cmを計る。断面形

は舟底形である。堆積土 (1層)は I層主体のにぶい黄橙色粘土質シル トで基本層Ⅲ層ブロックを含む。遺

物は埴輪片が 4点出上したが、図示できるものはない。

SK75(第 10図) 21区中央部、E304・ S198～199付近で検出した。大野田23号墳墳丘部分を切り、SK74に

切られる。全体の形状 。断面形は不明である。残存部の規模は長軸1.5m。 短軸70cm、 深さ33cmを計る。堆積

土 (1層)は SK74と 同色の粘土質シルトで基本層Ш層ブロックを多量に含む。遺物は出上していない。

SK76(第 16図) 21区南半部、E300～ 302・ S205～ 206付近で検出した。SD77・ 大野田23号墳墳丘部分及び

周清部分を切る。平面形は楕円形で、長軸方向はN-88° 一Eを計る。規模は長軸2.12m。 短軸1.92m、 深さ

60cmを計る。断面形は逆台形で、壁はほぼ平坦な底面から急に立ち上がる。堆積土は 4層で基本層Ⅲ・ V層

ブロック、炭化物・灰を含む。遺物は埴輪片44点・土師器片 1点が出土したが、図示できるものはない。ま

た、底面から長さ 5～40cmほ どの礫が多量に出上した。礫の中には表面が焼けたものもあり、投棄された可

能性が考えられる。

SK78(第 16図)21区 南端部、E304～ 305。 S217～ 218付近で検出した。平面形は不整円形で、規模は径
1.1～ 1.2m、 深さ20cmを計る。断面形は皿状で、底面はほぼ平坦である。堆積土は 2層で基本層Ⅲ・IV・ V層

ブロック、炭化物・焼土を少量含む。遺物は埴輪片 1点・土師器片 1点 。礫石器 1点が出土したが、図示で

きるものはない。

SK84(第 10図) 21区南端部、E301～ 302・ S218付近で検出した。SD79に切られる。平面形は隅丸の長方
形で、長軸方向は N-0°一Eを計る。残存部の規模は長軸1.08m。 短軸50clla、 深さ14cmを計る。断面形は逆台

形で、壁はほぼ平坦な底面からやや急に立ち上がる。堆積土 (2層 )は褐灰色粘土質シル トで基本層Ⅲ層ブ

ロック、炭化物・焼土・灰を少量含む。遺物は出土していない。

SKl19(第 10図)3E区 北部、E250。 S219付近で検出した。3E区はH層及びma層の大部分が I層に伴う
削平を受けている。このため検出面はⅢ b層上面であるが、堆積上の様相からⅢ a層上面で検出される遺構

と判断し、ここに記述する。平面形は楕円形で、長軸方向は N-20°一Eを計る。規模は長軸64cm・短軸57cm、

深さ17cl■を計る。断面形はU字形で、壁はほぼ平坦な底面から北壁は緩やかに、南壁はやや急に立ち上がる。

堆積土 (2層)は黒褐色粘土シル トで自然堆積層である。遺物は出上していない。

SK168(第 10図)4A区 中央部、E294・ S334付近で検出した。平面形は楕円形で、長軸方向はN-10°一W
を計る。規模は長軸62cm・ 短軸52cm、 深さ21cmを計る。断面形は舟底形で、底面はほぼ平坦である。堆積土

(2層 )は褐灰色粘土質シル トで基本層Ⅲ層ブロック、炭化物を含む。遺物は出上していない。

SK169(第 10図)4A区 中央部、E295・ S336付近で検出した。平面形は楕円形で、長軸方向はN-53° 一W
を計る。規模は長軸95cm。短軸62cm、 深さ25clnを計る。断面形はやや開いた U字形で、底面はほぼ平坦であ
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冒ti 土 色 土  性 備 考

1 10YR5/1褐 灰色 粘土質シル

2 10YR4/1褐 灰色 佑土質シル 炭化物・焼土・灰多量

3 10YR5/1褐 灰色 土質シル II層プロック多量

4 10YR5/3に ぶい黄裾泡 帖土質シル Ⅱ層 ,V層 プロック少量

1 10YR4/1褐 灰色 粘土質シル III層 ブロック少量,炭化物・焼土斑状に少握

10YR5/1褐 灰色 粘上質シルト
Ⅲ層プロック・炭化物・焼土微量,礫混入,や
やグライ化

10YR4/1褐 灰色 粘土質シル Ⅲ層ブロック・炭化物・焼土微量,礫混入

2a lllYR4/1褐灰色 粘土質シル Ⅲ層ブロック・炭化物・焼土少量

2b 10YR4/1褐灰色 粘土質シル 111層プロック少量,炭化物・焼土微量

2c 10Y郎/3にぶい黄褐色 粘土質シル 10YR4/1褐 灰色括土質シルト混入

10YR4/1褐灰色 粘土質シル 』I層プロック多量

10YR5/3にぶい黄褐色 粘上質シル 10YR4/1褐灰色粘土質ンルト微重

1 10YR6/2灰黄褐色 粘土質シル マンガン粒・炭化物理伏に少量,ややグライ化

10YR4/1褐灰色 粘土質シル 炭化物理伏に少量

10YR5/1褐灰色 粕鎮 シル Ⅲ層ブロック多量,炭化物理伏に少量

2c 10YR4/1褐灰色 粘土質シルト
Ⅲ層ブロック少量,炭化物・焼土・灰斑状に少
量

10YR4/1褐灰色 粘土質シル Ⅲ層ブロック多量・炭化物斑状に少量

2c 10YR4/1褐灰色 粘上質シル 灰層,炭化物 。焼上を斑状に少量含む。

3 10YR4/2灰黄掲色 粘土質シルト
Ⅲ層プロック・炭化物・焼土斑状に少量,上面
に焼上

4 10Y恥 /3にぶい黄褐色 粘土質シル 〕こI層プロック少量

習色 土 色 土  性 傭 考

1 10YR4/1褐 灰色 粘土質シルト Ⅲ層プロック多量。炭化物斑状に多量

1 10YR4/1縄灰色 粘土質シルト Ⅲ層ブロック・炭化物・焼土少量

2 10YR5/4に ぶい黄褐色 粘土質ンルト H層ブロック少垣

1 10YR4/1褐 灰色 粘土質ンルト
Ⅲ層ブロック・マンガン粒少量,炭化物・焼土
多量

2 10YR5/4に ぶい黄褐色 粘土質シルト マンガン粒・炭化物少量

1 10YR4/1褐 灰色 括土質シルト III層ブロック多量・マンガン粒・炭化物少重

2 10YR5/4にぶい歯髄 粘土質シルト I層アロック,炭化物少量

10YR5/3にぶい黄掲色 粘土質シルト マンガン粒・炭化物少量

lb 10YR5/3にぶい黄桐色 粘土質シルト 皿層プロック少量

2 10YR5/3にぶい黄禍色 粘上質シルト マンガン粒・炭化物少量

3 10YR5/2灰黄褐色 粘翌質シルト

4 10Y恥/2灰黄褐色 粘土質シルト Ⅲ層プロック少量

10YR4/1褐灰色 粘上質シルト マンガン粒少量 皿層アロック・炭化物多量

10YR4/1褐灰色 粘土質シルト Ⅲ層プロック多量,炭化物多量

10YR5/1褐灰色 粘土質シルト Ⅲ層プロック・炭化物多量

10YR5/1褐灰色 粘土質シルト 92aよ りⅢ層ブロック多量・炭化物多量

第17図  I‖ att SK181・ 182・ 185。 186・ 187・ 189・ 190・ 191・ 192・ 193
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る。堆積土 (3層 )は褐灰色粘土質シルトで基本層Ⅲ層ブロック、炭化物を含む。遺物は出上していない。

SK174(第 16図)4A区 中央部、E290～ 294。 S339～ 341付近で検出した。SD173・ SK197を切り、SB206

(P3122)・ SD171に 切られる。平面形は隅丸の長精円形で、長軸方向はN-58° 一Wを計る。規模は長軸4.■

m・短軸1.08m、 深さ20cmを計る。断面形は逆台形で、底面はほぼ平坦である。堆積土は 4層で基本層Ⅲ層ブ

ロック、炭化物を含む。遺物は出上していない。

SK176(第 16図)4A区 中央部、E293・ S339付近で検出した。SK174の北側に隣接する。平面形は不整楕

円形で、長軸方向はN-58° 一Wを計る。規模は長軸1.3m・ 短軸72cm、 深さ37cmを計る。断面形は逆台形に

近いが、南東側の壁はほぼ平坦な底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は 2層で基本層Ⅲ層ブロック、炭化

物・焼土 。灰を含む。遺物は出上していない。

SK177(第 16図) 4A区中央部、E294・ S340付近で検出した。SK174・ 176の東側に隣接する。平面形は

東側がやや張り出す不整円形で、規模は径0.94～1.17m、 深さ37cmを計る。断面形はやや開いた逆台形で、底

面はほぼ平坦である。堆積土は 4層で基本層III層 ブロック、炭化物・灰を含む。遺物は中世陶器片 (常滑産)

が 2点出土したが、図示できるものはない。

SK178(第 16図) 4A区中央部、E294・ S341付近で検出した。SK174の東側に隣接する。平面形はほぼ円

形である。規模は径59～ 63cln、 深さ19cmを計る。断面形はやや開いた U字形で、底面は平坦である。堆積土

は 1層で基本層Ⅲ層ブロック、炭化物を含む。遺物は出上していない。

SK179(第 16図) 4A区中央部、E290。 S343付近で検出した。西側が調査区外に伸びるが、平面形は楕円

形またはSK174と 同じく隅丸の長精円形と推定される。長軸方向はN-64° 一Wを計る。確認した範囲の規模

は長軸1.17m・ 短軸58cm、 深さ22cmを計る。断面形はU字形で、底面は平坦である。堆積土は 2層で基本層

Ⅲ層ブロック、炭化物を含む。遺物は出土していない。

SK180(第 16図)4A区 中央部、E291～ 292・ S344付近で検出した。SB184(P3021・ 3125)を切る。平面

形は精円形で、長軸方向はN-25° 一Eを計る。規模は長軸1.83m・ 短軸1.32m、 深さ16cmを計る。断面形は

皿状で、底面は平坦である。堆積土は 1層で基本層Ⅲ層ブロック、炭化物・灰を含む。遺物は中世陶器片 (常

滑産)が 2点出上した。図示したものは甕の体部片と考えられ、押印文が認められる (第23図 1)。

SK181(第17図)4A区 南半部、E291～ 294。 S348～ 351付近で検出した。SK182を切り、SB183(P3127)・

184(P3133・ 3134)、 ピットに切られる。平面形は不整精円形で、南側と南西側の一部が張り出す。長軸方向

はN-62° 一Wを計る。規模は長軸3.98m。 短軸2.67m、 深さ55硼を計る。断面形はU字形で、壁の立ち上が

りは西壁 。南壁は緩やかで、東壁・北壁は急である。底面には凹凸がある。堆積土は 4層で基本層Ⅲ oV層

ブロック、炭化物・焼土・灰を含む。遺物は縄文土器片 4点・中世陶器片 (常滑産)4点・鉄製品 1点が出

上した。図示した遺物は棒状の鉄製品 (第23図 4)のみである。

SK182(第 17図)4A区 南半部、E292・ S347～ 348付近で検出した。SB155(P3132)を 切り、SK181・ ピッ

トに切られる。また、SB215と 重複する。平面形は不整楕円形で、長軸方向はN-61° 一Wを計る。規模は長

軸1.17m・ 短軸90m以上、深さ23cmを計る。断面形は逆台形で、底面には若千凹凸がある。堆積土は 1層で

基本層Ⅲ層ブロック、炭化物・焼土を含む。遺物は出土していない。

SK185(第 17図) 4A区南半部、E291～ 292・ S352～ 353付近で検出した。平面形は楕円形で、長軸方向は

N-29° 一Wを計る。規模は長軸1.8m・短軸1.37m、 深さ62cmを計る。断面形は舟底形で、南側の壁の立ち上

がりは緩やかである。堆積土は大別 2層で 7層に細分され、基本層Ⅲ層ブロック、炭化物・焼土を含む。遺

物は中世陶器片 (常滑産)力 3ゞ点出上したが、図示できるものはない。

SK186(第17図)4A区 南半部、E294・ S353～ 355付近で検出した。東側は調査区側溝の設置で削平されて
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いる。SK187を切る。平面形は楕円形と考えられ、長軸方向は N-23°一Wを計る。確認した範囲の規模は長

軸1.95m。 短軸1.05m、 深さ67cmを計る。断面形はU字形と考えられ、底面には若千凹凸がある。堆積土は

大別 4層で 8層に細分され、基本層Ⅲ層ブロック、炭化物・焼土・灰を含む。遺物は中世陶器片 (常滑産)

3点・鉄製品 1点・礫石器 1点が出土した。図示した遺物は棒状の鉄製品 (第23図 3)のみである。

SK187(第17図) 4A区南半部、E293～ 294・ S353付近で検出した。SK186に切られる。平面形は精円形

と考えられ、長軸方向は N-19°一Eを計る。残存部の規模は長軸94cm・ 短軸63cm以上、深さ15cmを計る。断

面形は皿状で、底面は平坦である。堆積土は 1層で基本層Ⅲ層ブロック、炭化物を含む。遺物は出土してい

ない。

SK189(第17図) 4A区南端部、E297・ S359～360付近で検出した。平面形は楕円形で、長軸方向はN―

42° 一Wを計る。規模は長軸67cln・ 短軸38cm、 深さ16cmを計る。断面形はU字形で、底面はほぼ平坦である。

堆積土は 2層で基本層H・ Ⅲ層ブロック、炭化物・焼土を含む。遺物は出上していない。

SK190(第17図) 4A区南端部、E299～ 300。 S359～360付近で検出した。SK191を切る。平面形は不整形

の隅丸方形で、長軸方向は N-25°一Wを計る。規模は長軸1.07m・ 短軸92cm、 深さ17cmを計る。断面形は皿

状で、底面には若干凹凸がある。堆積土は 2層で基本層Ⅲ層ブロック、炭化物・焼上を含む。遺物は出土し

ていない。

SK191(第17図)4A区 南端部、E300。 S359付近で検出した。SK190に切られる。平面形は円形である。

規模は径56cm、 深さ15cmを計る。断面形はU宇形で、底面はほぼ平坦である。堆積土は 2層で基本層 H・ IH

層ブロック、炭化物を含む。遺物は出上していない。

SK192(第 17図)4A区 南端部、E306～ 307・ S359付近で検出した。北端部は調査区外だが、平面形は不整

円形である。確認した範囲の規模は径0。 98～1.03m、 深さ28cmを計る。断面形は逆台形で、底面は平坦
である。

堆積土は大別 4層で 5層に細分され、基本層Ⅲ層ブロック、炭化物を含む。遺物は出上していな
い。

SK193(第17図) 4A区南端部、E306・ S360付近で検出した。南側は調査区外に伸びるが、平面形は円形

と考えられる。確認した範囲の規模は径40cm、 深さ29clnを計る。断面形はU字形である。堆積土は大別 2層

で 4層 に細分され、基本層Ⅲ層ブロック、炭化物を含む。遺物は出土していない。

SK194(第 10図) 4A区南端部、E32Ⅲ S358付近で検出した。北側が調査区外に伸びるが、平面形は円形

と考えられる。確認した範囲の規模は径68～ 76cm、 深さ16cmを計る。断面形はU字形で、底面は平坦である。

堆積土 (2層 )は灰黄褐色粘土質シルトで基本層■・Ⅲ層ブロツクを含む。遺物は出土していない。

SK197(第10図) 4A区南半部、E291～ 292・ S338～339で検出した。SD173・ SK174に切られる。平面形

は精円形で、長軸方向はN-22° 一Eを計る。残存部の規模は長軸1.78m・ 短軸64cm以上、深さ43cmを計る。

断面形は舟底形で、底面には凹凸がある。堆積土(4層)は褐灰色粘土質シルトで基本層H・ Ⅲ層ブロック、

炭化物・焼土を含む。遺物は出土していない。

SX209 4A区中央部東壁、S386付近で検出した。ピットに切られる。平面形・規模は不明である。壁面の

観察からは、断面形は箱形で、深さは56cmを計る。堆積土 (1層 )は褐灰色粘土質シル トで基本層Ⅲ層ブ
ロッ

ク・炭化物・焼上を含む。遺物は層下部より中世陶器 (常滑産)の甕体部片が 1点出上した (第23図 2)。 SX209

は規模・堆積上の様相から土坑の可能性が考えられる。

SX210 4A区 中央部東壁、S341～ 342付近で検出した。平面形・規模は不明である。壁面の観察からは、

断面形はU字形で、南側の底面はさらに箱形に窪む。深さは67cmを計る。堆積土 (1層 )は褐灰色粘土質シ

ル トで基本層Ⅲ・ V層ブロック・炭化物・焼土を多量に含む。遺物は出上していない。SX210は 規模・堆積

上の様相から土坑の可能性が考えられる。
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SX2■  4A区南半部東壁、S347付近で検出した。ピットに切られる。平面形・規模は不明である。壁面の

観察からは、断面形はU字形で、深さは40cmを計る。堆積土 (1層)は褐灰色粘土質シルトで基本層Ⅲ層ブ

ロック・炭化物を含む。遺物は出上していない。SX211は規模・堆積上の様相から土坑の可能性が考えられ

る。

SX212 4A区南半部東壁、S349付近で検出した。平面形・規模は不明である。壁面の観察からは、断面形

はU字形で、深さは15cmを計る。堆積土 (1層 )は褐灰色粘土質シルトで基本層Ⅲ層ブロック・炭化物を含

む。遺物は出上していない。SX212は規模・堆積上の様相から土坑の可能性が考えられる。

SX213 4A区南半部東壁、S355～ 356付近で検出した。 I層 によリー部削平されている。平面形・規模は

不明である。壁面の観察からは、断面形はU字形で、深さは22cmを計る。堆積土 (1層)は褐灰色粘土質シ

ルトで基本層Ⅲ層ブロック、炭化物を含む。遺物は出土していない。SX213は規模 。堆積上の様相から土坑

の可能性が考えられる。

溝 跡
SD21(第 9図) 2B区西側、E199。 S126～ 131付近で検出した。方向はN-0～ 10°一Eを計る。検出した

長さは約5.3mで、上端幅18～ 40cm・下端幅 7～ 18cm、 深さ10～ 12cmを計る。断面形は浅いU字形で、壁は緩

やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸がある。堆積土 (1層 )は褐灰色粘土質シル トで基本層Ⅲ層ブロッ

クを含む。遺物は出上していない。

SD22(第 9図) 2B区西側、E200。 S134～ 139付近で検出した。東半部は I層に伴う攪乱に削平されてい

る。方向は北半部が N-0°一Eでほぼ真北を向くが、南端部は N-120°一Eで東に湾曲する。検出した長さは

約6.Omで、残存部は上端幅22～ 70cm・下端幅18～30硼、深さ10～ 13cmを計る。断面形は浅いU字形で、壁は

緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸がある。堆積土 (1層)は SD21と 同色の粘土質シルトで基本層Ⅲ

層ブロックを含む。遺物は出上していない。

SD25(第■図) 2C区北西側、E209。 S162～ 166付近で検出した。北側は調査区外に伸びる。方向は N―

0°一Eでほぼ真北である。検出した長さは約4.2mで、上端幅70～ 86cln・ 下端幅24～62cm、 深さ3～ 25cmを計

る。断面形は皿状である。底面はほぼ平坦で、緩やかに北側に下がる。堆積土 (1層 )は黒褐色粘土質シル

トで基本層Ⅲ層ブロックを含む。遺物は土師器片が 1点出土した。

SD28(第■図)2C区 南半部からBト レンチ北西側、E212～ 222・ S181～ 190付近で検出した。 9号ピット

列。SD29を切る。一部が途切れ、さらに調査区側溝で削平されているが、堆積上の様相・方向等から同一の

ものと判断した。北半部の方向はN-10～ 15°一E、 南半部の方向は N-120～ 155°一Eを計り、全体としてL

字形となる。検出した長さは約16.5mで、上端幅13～ 69cm・ 下端幅 4～ 54cm、 深さ 2～ 7 cmを計る。断面形

は調査区側溝西側では皿状または逆台形で壁は急に立ち上がり、東側ではU字形で壁の立上がりは緩やかで

ある。底面には若干の凹凸がある。堆積土 (1層 )は黒褐色粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。

東側には基本層Ⅳ層の高まり (鳥居塚古墳前方部 。くびれ部に対応)がある。本来、この部分ではIII層さら

にはⅡ層もIV層に対応して高まっていたと想定され、SD28は これらの高まりを避けているようである。遺物

は出土していない。

SD29(第 11図)2C区 西側から南東側、E209～ 219・ S173～199付近で検出した。一部途切れるが、堆積土

の様相・方向等から同一の遺構と判断した。10号ピット列を切り、SD28・ 36、 ピットに切られる。方向は N一

8～ 150°一Eを計り、全体が緩く弧を描く。検出した長さは約29mで、上端幅12～ 35cm・下端幅 4～ 14cm、 深

さ2～ 9 cmを計る。断面形はU字形である。壁は全体的に緩やかに立ち上がるが、北側。南側の一部は急で

ある。底面には若干の凹凸がある。堆積土 (2層 )は黒褐色粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。
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層位 土   色 土  性 傭 考

I 10YR3/2黒 褐色 粘土質シルト
マンガン粒・砂粒多量,上面
にⅢ層プロック少量

2 10YR3/3罐熊隆 粘土質ンルト 砂粒斑状に少量

3 10YR4/1褐灰色 粘土買シルト
Ⅲ層プロック・酸化鉄多量,
人為的埋め戻しの様相

1 10YR3/1黒随 粘土質シルト
I層・Ⅲ層斑状に,酸化鉄・
マンガン粒灘状に多量

2 10YR5/4に ぶい黄褐色 粘土質シルト 21斑状に少量
ユ 10Y瑚 1黒褐色 粘土質ンルト 下部にⅢ層理伏に多量

SD36。 145・ 152
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遺物は埴輪片が 1点出土した。

SD30(第■図)2C区 南半部、E215～ 217・ S187付近で検出した。ピットに切られ、SD28北側に隣接する。

方向はN-90～■0°一Eを計り、やや湾曲する。検出した長さは約2.7mで、上端幅28～ 42cm・下端幅19～34

cm、 深さ7～ 15cmを計る。断面形は皿状で、壁は急に立ち上がる。底面には若干の凹凸がある。堆積土 (1

層)は黒褐色粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。SD30は SD28と 同様に鳥居塚古墳前方部・く

びれ部に伴う高まりを避けているようである。遺物は出土してない。

SD31(第■図) 2C区中央部、E211～ 218・ S178.5～ 180付近で検出した。 8号・ 9号ピット列を切る。方

向はN-50～ 95°一Eを計り、緩 く弧を描く。検出した長さは約7.6mで、上端幅10～ 18cm・下端幅 2～■cm、

深さ 3 cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸がある。堆積土 (1層 )

は黒褐色粘土質シル トで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。SD31は SD28。 30と 同様に、鳥居塚古墳前方部・

くびれ部に伴う高まりを避けているようである。遺物は出上していない。

SD32(第11図) 2C区中央部、E209～ 213.5・ S179.5～ 186付近で検出した。 9号ピット列を切る。方向は

N-12～ 90°一Eを計り、弧を描く。検出した長さは約8.8mで、上端幅 8～ 20cm。下端幅 3～ 10cm、 深さ2～ 4

cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸がある。堆積土 (1層)は黒

褐色粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。SD32は SD28・ 30・ 31と 同様に鳥居塚古墳前方部
。く

びれ部に伴う高まりを避けているようである。遺物は土師器片が 1点出上した。

SD33(第11図) 2C区中央部西側、E210・ S178～ 181付近で検出した。 9号ピット列を切る。方向は N―

5°一Wを計り、ほぼ真北を向く。検出した長さは約2.6mで、上端幅18～ 55cm・下端幅 8～ 32cm、 深さ5～ 7

cmを計る。断面形は皿状で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若千の凹凸があり、北側がやや下がる。堆

積土 (1層 )は黒褐色粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。遺物は出上していない。

SD34(第11図) 2C区中央部、E211～216・ S167～ 168付近で検出した。 8号。9号ピット列を切る。方向

はN-77～ 90°一Eを計り、やや湾由する。検出した長さは約5.2mで、上端幅18～55cm・ 下端幅 8～ 32cm、

深さ5～ 7 cmを計る。断面形は皿状で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若千の凹凸がある。堆積土 (1

層)は灰黄褐色粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。遺物は出土していない。

SD36(第 18図)2C tt Aト レンチから2E区北半部、E210～ 226・ S179～ 234付近で検出した。SD29。 45～ 47、

Ⅲ b tt SD53～ 58、 Ⅳ層 SR60、 鳥居塚古墳くびれ部周溝内縁を切り、SK35、 SD61・ 11号ピット列に切られ

る。調査区側溝等で一部途切れるが、方向は北端部が N-10° 一Eでやや西を向く他は、N-10～ 25°一Eを計

り、ほぼ直線的に伸びる。検出した長さは約58.2mで、上端幅46～ 160cm・ 下端幅20～ 76cm、 深さ21～80cmを

計る。断面形は2D区では舟底形・2E区ではU字形で、壁は急に立ち上がり、その上方でやや開く。また、

地点によっては段を形成する。底面はほぼ平坦であるが2D区 。S220付近が最も低く、S190付近との比高差

は約24cm、 南端部との比高差は約19cmを計る。堆積土は3層で 1・ 2層 は自然堆積層、 3層は基本層HoⅢ

層のブロックを含む人為堆積層である。SD36は底面の傾きを埋め戻しによって調整している可能性がある。

また、 1・ 2層中には砂粒を含み、 3層中には酸化鉄を多量に含むことから、水の流れが想定される。流れ

の方向は底面の傾きから北から南と考えられる。遺物は縄文土器片 1点
。土師器片 8点が出土したが、いず

れも細片で図示できるものはない。

SD41(第11図)2C tt Bト レンチ南東側、E228～ 229・ S199～ 200付近で検出した。南東側は調査外に伸び

る。方向はN-50～ 60°一Wを計り、やや湾曲する。確認した範囲の長さは約1.6mで、上端幅25～ 28cm。 下

端幅■～14cm、 深さ5～ 6 cmを計る。断面形は皿状で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸があ

る。堆積土 (1層 )は灰責褐色粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。遺物は出土していない。
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SD42(第■図)2D区 北半部、E212～ 215。 S209～ 210付近で検出した。方向はN-105° 一Eを計る。検出

した長さは約2.5mで、上端幅24～ 37cm・下端幅 9～ 18cm、 深さ 4～ 1lcmを計る。断面形はU字形で、壁は緩

やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸がある。堆積土 (1層 )は黒褐色粘土質シルトで基本層Ⅲ層ブロッ

クを含む。遺物は出土していない。

SD43(第■図)2D区 西側から2E区北西側、E208～ 212・ S209～232付近で検出した。調査区側溝で南

半部は途切れる。SD44・ 47を切る。平面形はL字形で西側は調査区外に伸びる。方向は南半部ではN-15° 一

Eを計り、SD36と 平行する。一方、北半部はほぼ真北に向きを変え、さらにN-70～ 100°一Wでほぼ直角

に西へ屈曲する。確認した範囲の長さは約23.7mで、上端幅28～ 92cm・ 下端幅14～ 65cm、 深さ 3～ 8 cmを計

る。断面形は皿状で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸がある。堆積土 (1層 )は黒褐色粘

土質シルトで基本層Ⅲ層の小プロックを斑状に多量に含む。遺物は出上していない。SD43は堆積上の様相・

方向等から、SD36と 同時期に存在した可能性も考えられる。

SD44(第 11図)2D区 北半部、E209～ 213・ S210付近で検出した。SD43に切られる。方向はN-80～ 90°一

Eを計り、西側がやや湾曲する。検出した長さは約4.8mで、上端幅35～46cm・下端幅16～27硼、深さ2～ 7

cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若千の凹凸がある。堆積土 (1層)は褐

灰色粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。遺物は出上していない。

SD45(第■図) 2D区中央部東側、E215～ 217・ S210～ 210付近で検出した。SD36に切られる。東側は調

査区外に伸びる。方向はN-85～ 90°一Eを計り、やや湾曲する。確認した範囲の長さは約2.lmで、上端幅

67～ 80cm・ 下端幅38～ 43cm、 深さ5～ 7 cmを計る。断面形は皿状で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若

干の凹凸がある。堆積土 (1層)は灰黄褐色粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小プロックを含む。遺物は出上し

ていない。

SD46(第11図) 2D区南東部、E213～ 217・ S221～ 223で検出した。SD36に切られる。東側は調査区外に

伸びる。方向は N-55°一Wか らN-70° 一Eを計り、湾曲する。確認した範囲の長さは約3.6mで、上端幅

43～ 66cm・ 下端幅23～ 39cm、 深さ 5～ 6 cmを計る。断面形は皿状で、壁は緩やかに立ち上がる。底面に若干

の凹凸がある。堆積土 (1層)は灰責褐色粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小プロックを含む。遺物は出上して

いない。

SD47(第11図) 2D区北半部、E211～ 218・ S210～ 212付近で検出した。SD36・ 43に切られる。東側は調

査区外に伸びる。方向はN-70～ 90°一Eを計る。検出した長さは約7.lmで、上端幅66～■3cm。下端幅20～ 48

cm、 深さ18～22cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦で、東側がやや下

がる。堆積土 (2層 )は暗褐色の砂及びにぶい黄褐色砂質シル ト主体の自然堆積層である。層中には酸化

鉄を多量に含むことから、水の流れが想定される。遺物は縄文土器片 1点・土師器片 3点が出上したが、図

示できるものはない。

SD49(第■図) 2D区北東部、E217～218・ S208付近で検出した。SD50を切る。方向はN-70° 一Eを計

る。検出した長さは約 lmで、上端幅11～ 20cm・ 下端幅 4～ 12cm、 深さ 2～ 3 cmを計る。断面形は皿状で、

壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸がある。堆積土 (1層 )は褐灰色粘土質シル トで基本層Ⅲ層

の小ブロックを含む。遺物は出土していない。

SD50(第■図)2D区 北東部、E216～ 218・ S207～ 208付近で検出した。SD49に切られる。方向はN-55° 一

Eを計る。長さは約1.7mで、上端幅22～ 34cm・下端幅 9～ 20cm、 深さ 2～ 5 cmを計る。断面形は皿状で、壁

は緩やかに立ち上がる。底面には若千の凹凸がある。堆積土 (1層 )は灰黄褐色粘土質シルトで基本層Ⅲ層

の河ヽブロックを含む。遺物は出土していない。
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1 10YR4/1褐灰色 シ,レ ト 酸化鉄・細砂理伏に多量,炭化物斑状に少量
10YR5/2灰黄褐色 粘土質シルト 酸化鉄・細砂斑状に多量,下部にllb層・IIa層斑状に少量
10YR6/1褐灰色 砂質シルト 即 ヒ鉄慇伏に多量,細砂少量,ややグライ化
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SD51(第■図)2D区 北東部、E216～ 218・ S209～209付近で検出した。東側は調査区側溝の設置に伴い削

平されている。方向はN-55° 一Eを計る。確認した範囲の長さは約1.6mで、上端幅25～ 40cm。下端幅18～24

cm、 深さ3～ 4 cmを計る。断面形は皿状で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸がある。堆積土

(1層 )は灰黄褐色粘土質シル トで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。SD51は堆積上の様相・方向等からは

SD42の東側の延長部の可能性もある。遺物は出土していない。

SD61(第19図) 2E区北半部、E206～215。 S231～242付近で検出した。SD36を切る。方向は N-120° 一

Eを計る。東側 。西側は調査区外に伸びる。確認した範囲の長さは約13.7mで、上端幅4.5～ 5.3m・ 下端幅

14～ 50cm、 深さ51～81cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がり、段を形成しながら開く。底

面はほば平坦だが東側が下がる。北西側の壁面から底面にかけて SX40を伴う。堆積土は 4層で、自然堆積層

である。層中には砂粒・酸化鉄を多量に合み、下部には砂層及び粘土層が認められることから、水の流れが

想定される。流れの方向は底面の傾きから西から東と考えられる。遺物は土師器片 7点・中世陶器片 (常滑

産)1点が出土したが、図示できるものはない。尚、規模・方向・堆積上の様相等から、SD61と 同一と考え

られる溝跡を31区 (SD146)、 4A区拡張区。4B区北半部 (SD166)で検出している。

SX40(第 19図)2E区 北半部、E205～ 208・ S231～235付近で、SD61の底面及び壁面の検出時に確認した。

SD61西端の北側壁面から底面にかけて不整形の落ち込みがあり、さらに落ち込みの周囲にピットが列状に

並ぶものである。落ち込みは不整楕円形で、長軸約1.6m。短軸約1.lm、 SD61底面からの深さは65～73cmを

計り、北端部はSD61の壁面を快る。堆積土は 1層で、にぶい責橙色 (10YR7/3)粘土に暗灰責色 (2.5Y4/

2)砂が渦状に混入するもので、SD61堆積± 3・ 4層に対応する。この落ち込みは形状。堆積上の様相から、

水流によって形成された可能性も考えられる。ピットは径 8～17cmの円形または長軸12～ 29cln・ 短軸 8～ 22

clnの精円形で、柱穴と考えられる。検出面 (壁面もしくは底面)か らの深さは15～ 72clnを計る。ピットの間

隔は東列 (A―A)では北から45cm・ 35cm、 西列 (B― a)では北から25cm・ 20cm・ 22cm・ 14cmを計る。柱穴

の堆積土は落ち込みと同色の粘上が主体である。柱痕跡は確認できなかった。遺物は出上していない。SX40

は検出面の位置。堆積上の様相からSD61と 同時期のものと考えられ、SD61の北壁に取り付 く堰あるいは川

棚状の遺構と想定される。尚、西列柱穴の西側及び南側の底面付近にも、深さ11～23cmの ピットが列状に並

ぶ。これらも柱穴の可能性がある。

SD62(第■図)2E区南東部、E214～215。 S247～249付近で検出した。南東側は調査区側溝で削平されてい

る。SD63に隣接し平行する。方向はN-25°一Wを計る。確認した範囲の長さは約 2mで、上端幅27～ 37cm

・下端幅16～ 27cln、 深さ4～ 5 cmを計る。断面形は皿状で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若千の凹凸があ

る。堆積土 (1層)は灰黄褐色粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。遺物は出土していない。

SD63(第■図)2E区南東部、E214～ 215。 S248～250付近で検出した。南東側は調査区側溝で削平されている。

SD62に隣接し平行する。方向はN-25° 一Wを計る。確認した範囲の長さは約 2mで、上端幅26～32cm。 下

端幅18～ 22cm、 深さ 4～ 5 cmを計る。断面形は皿状で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸があ

る。堆積土 (1層 )は SD62と 同色の粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。遺物は出上していない。

SD69(第 19図) 21区北半部、E304～ 308・ S186～ 188付近で検出した。SD70を切る。方向は N-70°一W

を計る。長さは約 4mで、上端幅50～ 63cm・下端幅30～ 44cm、 深さ10cmを計る。断面形は中央部はU字形で

壁は緩やかに立ち上がるが、西側は逆台形で壁の立上がりも急である。底面には細かな凹凸がある。堆積土

は 1層で基本層HoⅢ層の小ブロックを含む。遺物は土師器片 2点が出上したが、図示できるものはない。

SD70(第19図) 21区北半部、E303～308・ S185～187付近で検出した。SD69に切られる。東側は調査区

外に伸びる。方向は N-65～ 80°一Wを計り、やや湾由する。また、E305～306付近で途切れるが、堆積上の
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様相・方向等から同一のものと判断した。確認した範囲の長さは約 6mで 、上端幅22～60cm・ 下端幅11～ 52

cm、 深さ 5 cmを計る。断面形は皿状または逆台形で、壁はやや急に立ち上がる部分もある。底面には細かな

凹凸がある。堆積土は 1層で基本層H層の小ブロックを多量に含む。遺物は埴輪片が 4点出上したが、図示

できるものはない。SD70は SD69と ともに、SB99及び SX85の耳ヒ側に位置することから、建物跡のゴヒ辺を

区画する溝跡の可能性も考えられる。

SDアフ (第 10図) 21区南半部、E300～ 303・ S203～ 208付近で検出した。SK76に切られる。西側は調査区

外に伸びる。方向は N-25～ 55°一Wを計り、やや湾曲する。確認した範囲の長さは約4.lmで、上端幅18～28

cm。 下端幅 6～ 1lcm、 深さ6～10cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若千の

凹凸があり、南側がやや下がる。堆積土 (1層 )は褐灰色粘土質シル トで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。

遺物は埴輪片が 2点出土したが、図示できるものはない。

SD79(第10図)21区 南端部西側、E300～ 305。 S218～ 221付近で検出した。SB103(P1673、 1676)に切ら

れ、SK84・ SD81～ 83を切る。また、SB104と 重複する。西側は調査区外に伸びる。方向は N-55～60°一W

を計り、ほぼ直線的である。確認した範囲の長さは約6.4mで、上端幅35～ 50cln。下端幅12～ 27cm、 深さ 8～ 12

cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸があり、北側がやや下がる。

堆積土 (2層 )は褐灰色及びにぶい黄褐色砂質シルトで基本層Ⅲ oⅣ層ブロックを含む。遺物は土師器片が

3点出土したが、図示できるものはない。

SD80(第 19図)21区南端部西側、E300～ 303・ S219～ 225付近で検出した。SB102(P1679)に 切られ、SB103

(P1680)・ SD81を切る。また、SB104・ 105と 重複する。西側は調査区外に伸びる。方向は N-20～45°一W

を計り、南端部がやや湾曲する。確認した範囲の長さは約6.8mで、上端幅80～110cm・ 下端幅30～ 60cln、 深

さ4～31mを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若子の凹凸があり、北側ほど下

がる。堆積土は 2層で砂を主体とする自然堆積層であることから、水の流れが想定される。遺物は出土して

いない。

SD81(第 10図)21区南端部西側、E300～ 302・ S216～ 223付近で検出した。SB102(P1668)。 SB104(P1667)、

SD79・ 80に切られ、SD83を切る。また、SB103・ 105と 重複する。西側は調査区外に伸びる。方向は N一

10～ 15° 一Wを計り、ほぼ直線的であるが、南半部の一部が分岐する。確認した範囲の長さは約8.Omで、上

端幅16～ 27cm・下端幅 4～16硼、深さ4～ 9 cmを計る。断面形はU字形で、壁は急に立ち上がる。底面には若

干の凹凸がある。堆積土 (1層 )は黒褐色粘土質シルトで基本層Ⅲ層のガヽブロックを含む。遺物は出上して

いない。

SD82(第10図) 21区南端部、E304～ 305。 S219～ 222付近で検出した。SD79・ ピットに切られ、SB102・

103・ 105と 重複する。方向は N-20°一Eを計り、SD83と 平行する。確認した範囲の長さは約3.6mで、上端

幅30～ 70cm。 下端幅15～ 54cm、 深さ 2～ 5 cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面に

は若干の凹凸がある。堆積土 (1層 )は黒褐色粘土質シルトで基本層Ⅲ層ブロックを含む。遺物は出土して

いない。

SD83(第10図) 21区南端部、E301～ 304。 S212～ 221付近で検出した。SB101(P1652、 1654)、 SD79・ 81

に切られ、SB102・ 103・ 105と 重複する。方向はN-20～ 25°一Eを計 り、SD82と 平行する。長さは約9.4m

で、上端幅30～ 75cm・下端幅10～62cm、 深さ 2～ 6 cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。

底面には若干の凹凸がある。堆積土 (1層 )は SD82と 同色の粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。

遺物は出上していない。

SDH5(第 10図)3D区 南端部、E258～ 260。 S210付近で検出した。調査区側溝で一部削平されている。
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SDl16を切る。西側 。東側とも調査区外に伸びる。方向は N-90°一Eを計る。確認した範囲の長さは約2.4

mで、上端幅24～ 74cm。下端幅13～29cm、 深さ14～18cmを計る。断面形はU字形で、壁は急に立ち上がる。

底面はほぼ平坦である。堆積土 (1層)はにぶい黄褐色細砂主体の自然堆積層で、酸化鉄を多量に含む
こと

から、水の流れが想定される。遺物は出上していない。

SDl16(第 10図)3D区 南端部、E260・ S210付近で検出した。調査区側溝で大部分を削平されている。

調査区東壁 。南壁の観察からは SD■ 5に切られる。西側
。東側とも調査区外に伸びる。確認した範囲の長さ

は約3.5m(推定値)で、東壁の観察からは上端幅49cm以上・下端幅10側、深さ19cmを計る。断面形はU字形

と想定される。堆積土 (1層 )はにぶい黄褐色粘土質シルトで基本層Ш層の小ブロックを含む。遺物は出土

していない。

SDl17(第 10図)3E区 、E253～255。 S217～237付近で検出した。3E区はH層及びⅢ a層の大部分が I層

に伴う削平を受けている。このため検出面はⅢ b層及びⅣ層上面であるが、堆積上の様相からⅢ
a層上面で

検出される遺構と判断し、ここに記述する。南端部は調査区西側
へ伸びる。SD■ 8・ 120、 Ⅲ b tt SD123を切

る。方向はN-5～ 50°一Eを計 り、蛇行する。確認した範囲の長さは約21.9mで、上端幅38～78cm・下端幅

五～42cm、 深さ15～37cmを計る。断面形はU字形で、壁は急に立ち上がる。底面はほぼ平坦で南側が下がる。

堆積土 (2層 )は黒褐色粘土質シル トで自然堆積層である。遺物は出上していない。

SDl18(第 10図)3E区 北端部、E254～ 260・ S217付近で検出した。検出面はⅢ b層及びⅣ層上面であるが、

SDl17と 同様の理由からここに記述する。東側
。西側は調査区外に伸びる。SDl17に切られる。方向は N―

90～95°一Eを計る。確認した長さは約5.6mで、上端幅35～ 50cm・下端幅 6～ 28cm、 深さ6～ 15cmを計る。断

面形はU字形で、壁は西側ほど緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦で西側がやや下がる。堆積土 (1層 )

は褐灰色粘土質シルトで自然堆積層である。遺物は出上していない。

SD120(第 10図)3E区 中央部、E254・ S227～ 231付近で検出した。検出面はⅢ b層上面であるが、SD■ 7

と同様の理由からここに記述する。SD■7に切られる。方向は N-30°一Eを計る。長さは約4.5mで、上端

幅16～ 31cm。 下端幅 3～ 14cm、 深さ 3～ 12cmを計る。断面形は皿状で、璧は緩やかに立ち上
がる。底面はほ

ぼ平坦で北側が下がる。堆積土 (1層)は灰責褐色粘土質シルトで基本層HoⅢ層ブロックを含む。遺物は

出上していない。

SD121(第10図) 3E区南端部、E251～ 243・ S244～ 247付近で検出した。調査区側溝の設置に伴い削平さ

れているが、西側・東側とも調査区外に伸びる。方向は N―■0～ 130°一Eを計 り、やや蛇行する。南側が調

査区外のため全容は不明である。Ⅲ b tt SD124を切る。確認した範囲の長さは約6.4mで、上端幅68cm以
上・

下端幅46cm以上、深さ 8～ 12cmを計る。断面形は西側は皿状、東側はU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。

底面はほぼ平坦である。堆積上 (2層)は黒褐色及び灰責褐色の粘土質シル トで自然堆積層である。遺物
は

出上していない。

SD145(第 18図) 3H区 中央部、E201・ S196～ 201付近で検出した。北側 。南側は調査区外に伸びる。方

向はN-90° 一Eを計り、真北を向く。確認した範囲の長さは約5.6mで、上端幅45～ 61cm。下端幅
17～ 35cm、

深さ10～14cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土 (2層 )

は黒褐色粘土質シルトで基本層Ⅱ・Ⅲ層を斑状に多量に含む。遺物
は出土していない。

SD146(第 11図) 31区南半部、E99～ 118・ S214～ 218付近で検出した。31区は部分的に基本層H層・III a

層が I層に伴う削平を受けている。このため検出面はⅢ b層及びIV層上面であるが、堆積上の様相
からⅢ a

層上面で検出される遺構と判断し、ここに記述する。西側
。東側は調査区外に伸びる。Ⅲ b tt SD149。 IV層

SR151を切る。方向はN-80～ 100° 一Eを計る。確認した範囲の長さは約19.lmで、上端幅1.9～ 2.4m・
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下端幅16～ 68cm、 深さ43～57cmを計る。断面形はU字形で、南壁は段を形成しながら緩やかに立ち上がる。

底面には若干の凹凸があり、東側が下がる。堆積土 (3層 )は褐灰色及び灰黄褐色粘土質シル トで自然堆積

層である。層中には砂粒・酸化鉄を含み、下部には砂層が認められることから、水の流れが想定される。流

れの方向は底面の傾きから西から東と考えられる。遺物は土師器片 5点・埴輪片12点が出土したが、図示で

きるものはない。SD146は規模・方向・堆積上の様相から、2E区検出の SD61と 同一の溝跡である可能性が

ある。

SD152(第 18図) 3L区東半部、E139。 S257～ 266付近で検出した。北側・南側は調査区外に伸びる。方向

は N-90°一Eを計り、真北を向く。確認した範囲の長さは約9.3mで、上端幅35～64cln・ 下端幅18～ 32cm、

深さ 3～ 12cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面はほば平坦である。堆積土 (1層 )

は黒褐色粘土質シル トで基本層m層を斑状に多量に含む。遺物は出上していない。SD152は規模 。方向・堆

積上の様相から、3H区検出の SD145と 同一の溝跡である可能性が考えられる。

SD166(第10図)4B区 北半部北端、E256～ 264・ S263～271付近及び4A区北側拡張区北端、E296～ 301・

S295～ 300付近で検出した。4B区北半部北端のものは南壁と底面の一部を検出したのみで、全容は不明であ

る。北狽I。北西側・南東側は調査区外に伸びる。方向は N-130°一Eを計る。確認した範囲の長さは約11.2m

で、上端幅約 2m以上・下端幅約 lm以上、深さ45～54cmを計る。断面形はU字形になると考えられる。

南壁は緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、南東側が下がる。堆積土 (3層 )は褐灰色粘土質

シル トで自然堆積層である。層中には酸化鉄・礫を含むことから、水の流れが想定される。流れの方向は

底面の傾きから西から東と考えられる。遺物は縄文土器片が 9点出土したが、図示できるものはない。さら

に、4A区北側拡張区北端で溝跡の一部を検出したが、規模・方向・堆積上の様相から4B区検出の溝跡と同

一のものと判断した。西側。東側は調査区外に伸びる。方向は N-120～ 130°一Eを計る。確認した範囲の長

さは約4.7mで、上端幅3.5～3.6m・下端幅174～ 195cm、 深さ57～65cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩や

かに立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土 (4層 )は褐灰色及び灰責褐色粘土質シルトで自然堆積層

である。層中には酸化鉄・砂・礫を含むことから水の流れが想定される。流れの方向は底面のレベルが4B区

北端部より約25c14ほ ど低いことから、北西から南東と考えられる。遺物は縄文土器片 1点・埴輪片 1点・中

世陶器片 5点 (常滑産 3点。在地産 2点)の他、砥石 (第23図 5)。硯片 (第23図 6)が出土した。SD166は

規模・方向・堆積上の様相から2E区検出の SD61に対応すると考えられる。

SD167(第10図)4A区 北半部、E291～ 296・ S331～ 333付近で検出した。東側。西側は調査区外に伸びる。

方向はN-108～■0°一Eを計る。確認した範囲の長さは約5.6mで、上端幅21～44cm。 下端幅■～25cm、 深

さ4～ 14clnを計る。断面形はU字形で、壁はやや急に立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土 (2層 )

は褐灰色及びにぶい黄褐色の粘土質シル トで基本層Ⅲ層ブロックを含む。遺物は出土していない。SD167

は4A区の建物群と耕作域 (27号 ピット列)を区画する溝跡と考えられる。

SD170(第 10図)4A区 中央部、E291～ 293・ S338付近で検出した。SD173を切る。方向はN-100～■5°一

Eを計り、やや湾曲する。長さは約2.6mで、上端幅14～38cm・下端幅 8～ 29cm、 深さ 1～ 3 cmを計る。断面

形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土 (1層 )は灰黄褐色砂質シル トであ

る。遺物は出土していない。

SD171(第10図)4A区 中央部、E293・ S338～ 341付近で検出した。SK174を切る。方向はN-20° 一Eを

計り、南端部はやや東側に湾曲する。長さは約2.7mで、上端幅17～44cm・下端幅11～ 31cm、 深さ2～ 10cmを

計る。断面形はU字形で、壁は急に立ち上がる。底面には若干の凹凸がある。堆積土 (1層)は灰黄褐色粘

土質シルトで基本層HI層ブロックを含む。遺物は出上していない。
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膏0 土 色 土  性 備 考

1 10YR4/1褐灰色 砂宵シルト 炭化物・焼土少量

2 10YR4/1褐灰色 砂質シルト 皿層プロック・炭化物少量

3 10YR4/1褐灰色 砂質シルト ′2・ Ⅲ層プロック多量

1 10YR5/1褐 灰色 Ⅲ層小ブロック・炭化物少量

2 loYR4/1褐鷹 粘土質シルト Ⅲ層小ブロック・炭化物少量

3 10YR4/1褐 灰色 粘土質シルト Ⅲ層ブロック多量

1 10YR7/2に ぶい黄橙色 砂質シルト 炭化物少量,グライ化

2 10YR5/1褐 灰色 砂電シルト Ⅲ層ガヽプロック少豊

3 10YR5/1褐灰色 砂質シルト ′2・ Ⅲ層ブロック・礫多量

暦位 土 色 土  性 僑 考

la 10YR4/2灰 黄絶 粘上質ンルト
マンガン粒 。即 ヒ鉄斑状,■層プロック多量,
小礫多量

10YR4/2灰 黄褐色 粘土管シルト マンガン粒・酸化欽薙氏 XI層ブロック多量

2 10YR4/2灰 黄褐色 粘土質シルト 炭化物婢伏に少量

5Y5/1黄灰色 粘翌質シルト
上部にマンガン粒斑状に少量,剛ヒ鉄斑状に多
量.底面に礫少量

1 10YR5/1掲 灰色 佑土質シルト 酸化鉄・マンガン粒・細砂斑状に少量

2 25Y4/1黄灰色 粘 土
酸化鉄難伏に多量,炭侶物理伏に少量,壁際に
串弦 +

la 10YR5/1褐灰色 粘 土
I層・Ⅲ層プロック状,マンガン粒・酸化鉄斑

状に多量,人為堆積

10YR5/1褐灰色 粘土質シルト
Ⅲ層ブロック・酸化鉄。マンガン粒薙伏に多量,

人為堆積

2 10YR5/1褐灰色 砂 酸化鉄・細砂難伏に多量

3 10YR4/1褐灰色 砂質粘土

4 25Y5/2暗灰黄色 砂 細砂・郵 ヒ鉄斑状に多量

SD173

第20図  I‖ a層  4AttSD172・ 173・ 188・ 195・ 199・ 200。 201
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SD172(第20図)4A区 中央部、E291～ 296・ S336～ 339付近で検出した。SD173を 切る。東側。西側とも
調査区外に伸びる。方向はN-116～ 120°一Eを計り、南壁の一部が張り出す。確認した範囲の長さは約 6m
で、上端幅45～ 105cm。 下端幅17～ 37cm、 深さ28～40cmを計る。断面形はU字形で、壁は急に立ち上がる。底

面はほぼ平坦で、東側が下がる。堆積土は3層で基本層Ⅲ層のブロック・炭化物・焼土を含む。遺物は中世

陶器片 (常滑産)が 2点出土したが、図示できるものはない。SD172は規模・方向・堆積上の様相等からSD188

に対応する可能性があり、4A区建物群の区画溝と考えられる。

SD173(第 20図)4A区 中央部、E290～ 296・ S336～ 340付近で検出した。SK197を切り、SK174、 SD170。
172に切られる。東半部・西半部は調査区外に伸びる。方向は東半部が N-115～ 120°一E、 西半部が N-25

～30°一Eを計り、L字形の清となる。確認した範囲の長さは約8.2mで、東半部は約3.9m・西半部は約4.3m

を計る。上端幅36～ 60cm・下端幅10～28cm、 深さ20～25cmを計る。断面形はU字形で、壁は急に立ち上がる。

底面はほぼ平坦である。堆積土は 3層で基本層Ш層ブロック・炭化物を含む。遺物は出上していない。SD173

は SD172と 同じく、4A区建物群の区画溝と考えられる。

SD188(第20図)4A区 南端部、E285～ 290・ S358～ 361付近で検出した。検出面はV層上面であるが、堆
積上の様相からⅢa層上面で検出される遺構 と判断し、ここに既述する。北西側・南東側 とも調査区外に

伸びる。方向はN-115～ 120°一Eを計る。確認した範囲の長さは約4.9mで、上端幅75～ 97cm・下端幅37～65

cm、 深さ10～19cmを計る。断面形はU字形で、壁はやや急に立ち上がる。底面には凹凸があり、南東側が下

がる。堆積土は 3層で基本層Ⅲ層のブロック・炭化物を含む。遺物は中世陶器片 (常滑産)が 1点出上した。

SD188は4A区建物群の区画濤と考えられ、方向 。規模 。堆積上の様相・建物跡の配置等からは SD172と 同

一の溝跡である可能性が高い。

SD195(第 20図)4A区 南東部、E323・ S258～ 259付近で検出した。検出面はV層上面であるが、SD188と
同様の理由からここに既述する。北側。南側は調査区外に伸びる。方向はN-20° 一Eを計る。確認した範囲

の長さは約1.3mで、上端幅97～ 142cm・ 下端幅15～ 32cm、 深さ41～45cmを計る。断面形は船底形で、壁は急

に立ち上がり、段を形成してやや開く。底面はほぼ平坦で、南側が下がる。堆積土は2層で下部は自然堆積

層であるが、 1層 は基本層H層ブロックと径10硼前後の礫が多量に混入していることから、人為堆積層と考

えられる。遺物は出土していない。

SD196(第10図)4A区 南東端、E327・ S358～ 359付近で検出した。検出面はV層上面であるが、同様の理
由からここに既述する。北側・南側は調査区外に伸びる。方向はN-140° 一Eを計る。確認した範囲の長さは

約1.6mで、上端幅40～ 55cm・下端幅29～ 36cm、 深さ6～ 12cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち

上がる。底面には若干の凹凸がある。堆積土 (2層 )は灰黄褐色粘土質シルトで基本層Ⅲ層ブロックを含む。

遺物は縄文土器片が 1点出上した。

SD199(第20図)4A区 南東部、E310・ S358～ 359付近で検出した。SD200を 切る。検出面はV層上面で
あるが、同様の理由からここに既述する。北側・南側は調査区外に伸びる。掘り下げは安全面の確保から北

半部のみとした。方向はN-20° 一Eを計る。確認した範囲の長さは約1.5mで、上端幅49～ 64cm・下端幅19～27

cm、 深さ13～18cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土は

1層である。遺物は出土していない。SD199は規模 。方向等から、王ノ壇遺跡 1次調査で検出されている屋

敷跡の全体区画溝の一部と考えられる。

SD200(第20図)4A区 南東部、E308～ 310・ S358～ 359付近で検出した。SD199に 切られる。検出面はV
層上面であるが、同様の理由からここに既述する。北側。南側は調査区外に伸びる。掘り下げはSD199と 同

じく北半部のみとした。方向は SD199と 同じで N-20° 一Eを計る。確認した範囲の長さは約1.5mで、上端
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幅123cm以上・下端幅50～ 57cm、 深さ48～50cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がり、段を形

成してやや開く。底面はほぼ平坦である。堆積土は 2層である。遺物は中世陶器 (常滑産)が 1点出上した。

SD200は SD199と 同様に屋敷跡全体の区画清の一部と考えられる。

SD201(第20図)4A区 南東部、E311～ 316・ S358～ 359付近で検出した。検出面はV層上面であるが、同

様の理由からここに既述する。北側
。南側は調査区外に伸びる。掘り下げは SD199。 200と 同様の理由から北

半部のみとした。方向は SD199。 200と 同じでほぼN-20° 一Eを計る。確認した範囲の長さは約1.5mで、上

端幅4.5m。 下端幅98～ 105cm、 深さ75～89cmを計る。断面形はU字形である。壁の立ち上がりは、西壁は緩

やかだが東壁は急で、ともに段を形成して開く。底面はほぼ平坦である。堆積土は 4層である。 1層は人為

堆積層、 2～ 4層は自然堆積層で、細砂を含むことから水の流れが想定される。流れの方向は調査区
が狭く

不明である。遺物は出土していない。SD201は SD199・ 200と 同様に屋敷跡全体の区画濤の一部と考えられ

る。

4A区北半部 SD167と ほば同一である。西側 。東側は調査区外に伸びる。確認した範囲の長さは約2.5mで、

上端幅40～ 60cm・下端幅15～24cm、 深さ 5～ 9 cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底

面はほば平坦である。堆積土 (1層 )は黒褐色粘土質シルトで基本層III層 ブロックを含む。遺物は出上して

いない。SD215は耕作域 (26号 ピット列)の区画溝と考えられる。

ビット列

lA区～lE区、2A～2D区・2H区、3C区・3H～31区 。3K～3L区、4A・ 4C区で検出した。平面形は円形

または楕円形あるいは浦状で、これらが一部途切れながら列状に並ぶものである。分布の方向は南北または

北東から南西方向が多く、東西方向は少ない。また、V層の古墳に伴うⅣ層及びⅢ層の高まりが分布する地

点では、これを避けるように検出される。堆積土は 1層で基本層H層を主体とし、層中あるいは層下部に基

本層ブロックを含む。以下、部分的な調査にとどめた地点を含め、調査区順に記述する。

1号ビット列 (第21図)lA地 区西側、E195。 S79～ 100付近で検出した。北側は2A区にも伸びる。方向は

N-7°一E前後を計り、ほぼ真北を向く。確認した範囲の長さは約30mに及ぶ。S88～ 91付近の一部を図化し

た。この範囲のピット列は概ね38～42cmの間隔 (上端間)で並ぶ。平面形は精円形で、長軸50～ 60cm・ 短軸

20～ 30cm、 深さ10～16cmを計る。断面形はU字形または逆台形で、底面には若干の凹凸があり、部分的に深

くなるものもある。堆積土は 1層で基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。遺物は埴輪片31点・土師器片 1点・須

恵器片 1点出上したが、図示できるものはない。

2号ピット列 (第21図)lA区 中央部、E200・ S85～ 89付近で検出した。方向はN-10° 一Eを計る。確認

した範囲の長さは約4.4mで ある。S85～ 88付近の一部を図化した。この範囲のピット列は概ね30～56cmの間

隔 (上端間)で並ぶ。平面形は精円形で、長軸31～ 73cm。 短軸21～ 44cm、 深さ5～ 15cmを計る。断面形はU

字形または逆台形で、底面には若干の凹凸があり、部分的に深くなる。堆積土は 1層で基本層Ⅲ層の小ブ
ロッ

クと細砂を含む。遺物は埴輪片 4点 。ロクロ土師器片 1点が出上したが、図示できるものはない。

3号ビット列 (第21図) lA区中央部、E196～209・ S72～ 100付近で検出した。方向はN-20～ 25°一Eを

計る。地点によっては途切れて 2～ 3列 となるが、規模・方向・堆積上の様相から同一の遺構で、底面の深

い部分が残ったものと判断した。確認した範囲の長さは約29mに及ぶ。S81～85付近の一部を図化した。こ

の範囲のピット列は概ね21～49cmの間隔 (上端間)で並ぶ。平面形は楕円形で、長軸73～ 105cm・ 短軸12～38

cm、 深さ9～ 19cmを計る。断面形はU字形または逆台形で、底面には若干の凹凸があり、部分的に深くなる。

堆積土は 1層で基本層Ⅲ層の小ブロックと細砂を含む。遺物は埴輪片26点・土師器片 1点・縄文土器片 1点

が出上したが、図示できるものはない。
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4号ビット列 (第21図)lA区 北東部、E212～ 221・ S70～88付近で検出した。方向はS70～ 78・ 84～88付

近は N-25°一Eを計るが、S79～83付近は N-0°一Eで、全体としてやや湾曲する。地点によっては途切れ

て 2列になる。確認した範囲の長さは約18mに及ぶ。S73～78付近の一部を図化した。この範囲のピット列

は部分的に 2列で、概ね25～68cmの間隔 (上端間)で並ぶ。平面形は精円形もしくは清状で、長軸127～ 227

cm・ 短軸12～ 41cm、 深さ9～ 20cmを計る。断面形はU字形または逆台形で、底面には若干の凹凸があり、部

分的に深 くなる。堆積土は 1層で基本層Ⅲ層の小ブロック・細砂を含む。遺物は埴輪片28点
。縄文土器片 1

点が出上したが、図示できるものはない。尚、湾山部の東側には大野田11号墳に伴うⅣ層の高まり (周囲と

の比高差約10c14)が分布する。 4号ピット列はこれを避けるように掘られている (第 9図 )。

5号ピット列 (第21図) lB区東部からlD区北西部、E208～ 223・ S86～112付近で検出した。方向は S86

～99 e S106～■2付近は N-30～ 35°一Eを計るが、S100～105付近は N-0°一Eで、全体としてやや湾曲す

る。南端部は2B区 にも連続すると想定したが明確ではない。地点によっては途切れて 2～ 4列ほどになる。

確認した範囲の長さは約28mに及ぶ。S91～ 93付近の一部を図化した。この範囲のピット列は部分的に 4列

で、概ね37～48cmの 間隔 (上端間)で並ぶ。平面形は精円形で、長軸38～ 60cm。 短軸20～34cm、 深さ 5～ 8

cmを計る。断面形はU字形または逆台形で、底面には若干の凹凸があり、部分的に深くなる。堆積土は 1層

で基本層Ⅲ層のだヽブロックを含む。遺物は埴輪片40点・ロクロ土師器片 4点・須恵器片 6点が出上したが、

図示できるものはない。尚、湾曲部の西側には大野田10号墳に伴うⅣ層の高まりが分布する。 5号ピット列

はこれを避けるように掘られている(第 9図 )。 また、lC区西部からlD区北西部にかけて同色のピットア」が

N-25° 一Eの方向で、長さ約19mに わたって分布する。本ピット列と連続するものか明瞭ではないが、S70付

近は東西の分布範囲が約 8mに対して S80付近は約 2mと 急に狭まる。この地点の西側ではⅢ a層が高

まって (周囲との比高差約10cm)お り、ピット列はこれを避けるように掘られている (第 9図 )。

6号ピット列 (第■図) 2C区北東部、E213～ 217・ S169～174付近で検出した。 7号ピット列を切る。方

向は N-30～ 35°一Eを計る。途切れて 2列になる。北東側は調査区外に伸びる。確認した範囲の長さは東側

で約6.5mを計る。ピット列は概ね14～37cmの間隔 (上端幅)で並ぶ。平面形は円形または精円形である。円

形のものは径30～38cm、 精円形のものは長軸29～ 80cln・ 短軸19～36cmで、深さ3～■cmを計る。断面形は皿

状またはU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸があり、部分的に深 くなる。堆積土 (1

層)は灰責褐色粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。遺物は埴輪片12点が出上したが、図示でき

るものはない。

7号ビット列 (第■図) 2C区北部、E214～ 219。 S170～176付近で検出した。 8。 9号ピット列を切 り、

6号ピット列に切られる。方向はN-30～ 35°一Eを計る。途切れて 4列ほどになる。北東側は調査区外に伸

びる。確認した範囲の長さは約7.2mを計る。ピット列は概ね16～52cmの間隔 (上端間)で並ぶ。平面形は円

形または精円形で、円形のものは径18～ 28cm、 精円形のものは長軸34～ 78cm。 短軸19～26cmで、深さ10～13

cmを計る。断面形は皿状またはU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸があり、部分的に

深くなる。堆積土 (1層 )は褐灰色粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。遺物は埴輪片 5点が出

上したが、図示できるものはない。

8号ビット列 (第11図)2C区北東部、E213～ 221・ S171～178付近で検出した。9号ピット列を切 り、SD31・

34・ 7号ピット列に切られる。方向はN-35～ 40°一Eを計る。途切れて 4列ほどになる。西側には一部湾曲

するものもある。北東側は調査区外に伸びる。確認した範囲の長さは約8.8mを計る。ピット列は概ね 8～22

cmの間隔 (上端間)で並ぶ。平面形は円形または楕円形あるいは溝状で、円形のものは径20～32cm、 楕円形

と溝状のものは長軸41～ 254cm。 短軸14～48cmで、深さは 4～1lcmを計る。断面形は皿状またはU字形で、
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壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸があり、部分的に深 くなる。堆積土 (1層 )はにぶい責褐色

砂質シルトで基本層Ⅲ層の小ブロック・細砂を含む。遺物は出土していない。

、9号ビット列 (第■図) 2C区北東部から南西部、E204～ 221・ S173～190付近で検出した。SD28・ 31～34、

7・ 8号ピット列に切られる。方向はN-30～ 55°一Eを計る。途切れて3列ほどになる。】ヒ端部西側には北

東方向に湾曲するものもある。北東側は調査区外に伸びる。確認した範囲の長さは約23mに及ぶ。ピット列

は概ね 2～35cmの 間隔 (上端間)で並ぶ。平面形は円形または楕円形あるいは清状で、円形のものは径16～28

cm、 楕円形と溝状のものは長軸41～ 312cm・ 短軸14～58cmで、深さは 2～ 21cmを計る。断面形は皿状または

U字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸があり、部分的に深くなる。堆積土 (1層 )は褐

灰色粘土質シル トで基本層Ⅲ層の小ブロック・細砂を含む。遺物は出上していない。

10号ビット列 (第11図)2C区 中央部西側、E205～ 209・ S176～190付近で検出した。SD29に切られる。方

向はN-20° 一Eを計る。途切れて 3列ほどになる。南西側は調査区外に伸びる。確認した範囲の長さは約14

mを計る。ピット列は概ね 6～ 40cmの 間隔 (上端間)で並ぶ。平面形は溝状のものが多く、円形または楕円

形のものもある。円形のものは径22～24cm、 精円形と清状のものは長軸34～ 266cm・ 短軸19～58cmで、深さは

2～12cmを計る。断面形は皿状またはU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸があり、部

分的に深くなる。堆積土 (1層)は にぶい黄橙色砂質シル トで基本層Ⅲ層の小ブロック・細砂を含む。遺物

は出土していない。

11号ビット列 (第11図) 2D区南半部西側、E207～214・ S212～222付近で検出した。SD36・ 12号 ピット列

を切る。方向はN-55～ 57°一Eを計る。途切れて 3列になる。北西部の一部は北に湾山する。西側は調査外

に伸びる。確認した範囲の長さは約 7mを計る。ピット列は概ね40～130cmの 間隔 (上端間)で並ぶ。平面形

は楕円形または溝状で、長軸88～350cm。 短軸14～ 48cm、 深さ 3～ 9 cmを計る。断面形は皿状またはU字形で、

壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸がある。堆積土 (1層)は黒褐色粘土質シル トで基本層Ⅲ層

の小ブロック・細砂を含む。遺物は縄文土器片 1点が出土した。

12号ビット列 (第 11図) 2D区南西部、E208～ 211・ S218～ 220付近で検出した。■号ピット列に切られる。

方向はN-95° 一Eを計る。途切れて 3列になる。底面の深い部分が残ったものと考えられる。確認した範囲

の長さは約1.5mを計る。ピット列は概ね27～32cmの間隔 (上端間)で並ぶ。平面形は楕円形または溝状で、

長軸94～ 186cm。 短軸14～28cm、 深さ 3～ 4 cmを計る。断面形は皿状で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には

若干の凹凸がある。堆積土 (1層 )は黒褐色粘土質シル トで基本層Ⅲ層の小ブロック、細砂を含む。遺物は

出上していない。

13号ピット列 (第21図) 2H区 中央部、E305～311・ S147～ 148付近で検出した。方向は N-100～ 105°一E

を計る。西側。東側は調査区外に伸びる。確認した範囲の長さは約5.lmを計る。ピット列は概ね18～48cmの

間隔 (上端間)で並ぶ。平面形は精円形であるが、中央部のものはこれらが連結したような形状である。楕

円形のものは長軸36～59cm・ 短軸20～27cm、 深さ 5～ 9 cmを計る。中央部のものは分布の方向に対して長軸

157cm・短軸28～ 61cm、 深さ3～ 7 cmを計る。断面形は皿状またはU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面

には若千の凹凸があり、部分的に深くなる。堆積土 (1層 )は黒褐色粘土質シル トで基本層Ⅲ層の小ブロック

を含む。遺物は出土していない。

14号ビット列 (第10図)3C区 北半部、E261～ 262・ S141～ 144付近で検出した。方向はN-22° 一Eを計る。

確認した範囲の長さは約3.2mを計る。ピット列は概ね44～60cmの 間隔 (上端間)で並ぶ。平面形は円形また

は楕円形で、円形のものは径19cm、 精円形のものは長軸25～ 34cm・ 短軸21～ 23cm、 深さ 4～ 6 cmを計る。断

面形は皿状またはU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸がある。堆積土 (1層)は褐灰
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色粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。遺物は出上していない。

15号ビット列 (第 10図) 3C区北半部、E265。 S147～ 150付近で検出した。方向は N-0°一Eを計り、真北

を向く。北側 。南側にも列状に並ぶピットが数基検出されたが、方向・堆積上が異なり同一の遺構とは認め

がたい。確認した範囲の長さは約3.8� を計る。ピット列は概ね52～93cmの 間隔 (上端間)で並ぶ。平面形は

円形または楕円形で、円形のものは径24cm、 精円形のものは長軸22～28c14・ 短軸21～ 23cm、 深さ 2～ 23cmを

計る。断面形は皿状またはU字形である。壁の立上がりは北半部は急で、南半部は緩やかである。底面には

若干の凹凸がある。堆積土 (1層 )は黒褐色粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。遺物は出上し

ていない。

16号ビット列 (第11図)3H区 西端、E135～ 139。 S199～ 201付近で検出した。方向はN-100～ 105°一Eを

計る。途切れて 5列ほどになる。確認した範囲の長さは約 4mを計る。ピット列は概ね 4～91cmの間隔 (上

端間)で並ぶ。平面形は円形または楕円形で、円形のものは径14～ 19cm、 精円形のものは長軸15～ 82cm。 短

軸 9～ 46cm、 深さ 3～ 8 cmを計る。断面形は皿状またはU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干

の凹凸があり、部分的に深くなる。堆積上 (1層 )は黒褐色粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。

遺物は出上していない。

17号ビット列 (第 11図) 31区東部、E126～ 131・ S207～ 210付近で検出した。III b ttSD147・ 148を切る。

方向はN-60° 一Eを計る。確認した範囲の長さは約 5mを計る。ピット列は概ね29～47cmの 間隔 (上端間)

で並ぶ。平面形は円形または楕円形である。円形のものは径36cm、 精円形のものは長軸32～39cln。短軸15～33

cm、 深さ 5～ 15cmを計る。断面形は皿状またはU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若千の四凸が

あり、部分的に深くなる。堆積土 (1層 )は褐灰色粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小プロックを含む。遺物は

出上していない。

18号ビット列 (第■図)4C区 東側、E95～ 97・ S220～ 222付近で不整形のピットを5基検出した。19号ピッ

ト列・ V層40号小清状遺構群を切る。ピット列の方向 。長さ等は検出範囲が狭いため不明である。掘り下げ

た 2基のピットは長軸62～85cm。短軸47～52cm、 深さ18～46cmを計る。断面形はU字形で、壁は急に立ち上

がる。底面には若干の凹凸があり、部分的に深くなる。堆積土 (1層)は黒褐色粘土質シル トで基本層Ⅲ
。

Ⅳ層の小ブロックを含む。遺物は出上していない。

19号ピット列 (第 11図) 4C区東側から中央部、E85～96・ S220～ 230付近で検出した。V層 40号小溝状遺

構群を切り、18号ピット列に切られる。方向はN-15～ 45°一Eを計 り、南西端部はやや湾曲する。途切れて

3～ 4列になる。南西側は調査区外に伸びる。確認した範囲の長さは約14mを計る。S223～227の一部を掘

り下げた。ピツト列は概ね 9～45cmの間隔 (上端間)で並ぶ。平面形は精円形または清状で、長軸30～ 374cm。

短軸10～ 65cm、 深さ 5～20cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸が

あり、部分的に深 くなる。堆積土 (1層 )は褐灰色粘土質シルトで基本層Ⅲ・Ⅳ層の小ブロックを含む。遺

物は出上していない。

20号ビット列 (第■図)3K区 西端、E90・ S254～ 255付近で検出した。方向はN-10° 一Eを計るも北側は

調査区外に伸びる。確認した範囲の長さは約1.8mを計る。ピット列は概ね52～55c14の間隔 (上端間)で並ぶ。

平面形は精円形で、長軸35～ 65cm。 短軸20～ 34cm、 深さ6～ 8 cmを計る。断面形はU字形で、壁の立ち上が

りはやや急である。底面には若子の凹凸があり、部分的に深くなる。堆積土 (1層 )は褐灰色粘土質シル ト

で基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。遺物は出上していない。

21号ビット列 (第■図) 3K区中央部西側、E101～ 103・ S255～ 260付近で検出した。 2号小清状遺構群を

切る。方向はN-10～ 15° 一Eを計る。北側・南側は調査区外に伸びる。南半部の一部が途切れ 2列になる。
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確認した範囲の長さは約5.2mを計る。ピット列は概ね44～53cmの間隔 (上端間)で並ぶ。平面形は円形また

は楕円形で、円形のものは径18cm、 精円形のものは長軸24～38cln・ 短軸15～ 26cm、 深さ 3～ 5 clnを計る。断

面形は皿状またはU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若千の凹凸があり、部分的に深くなる。堆

積土 (1層 )は褐灰色粘土質シル トで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。遺物は出土していない。

22号ビット列 (第11図)3K区 東半部、E109～■3・ S256～260付近で検出した。 2号小溝状遺構群を切る。

方向は N-15～ 25°一Eを計り、東側はやや湾曲する。北側・南側は調査区外に伸びる。北半部・南半部の一

部は途切れ 3列になる。確認した範囲の長さは約5。 4mを計る。ピット列は概ね33～48mの間隔 (上端間)で

並ぶ。平面形は円形または精円形あるいは溝状で、円形のものは径24m、 楕円形と溝状のものは長軸30～150

m・短軸18～38mで、深さ3～ 8mを計る。断面形は皿状またはU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面

には若干の凹凸があり、部分的に深くなる。堆積土 (1層 )は褐灰色粘土質シル トで基本層Ⅲ層の小ブロッ

クを含む。遺物は出上していない。

23号ビット列 (第■図) 3K区東端、El16～ 120・ S256～262付近で検出した。 1号・ 2号小溝状遺構群を

切る。方向はN-0～ 30°一Eを計る。北側。南側は調査区外に伸びる。北半部は途切れて 2～ 3列ほどになる。

確認した範囲の長さは約 6mを計る。ピット列は概ね17～ 53cmの間隔 (上端間)で並ぶ。平面形は楕円形ま

たは溝状で、円形のものは径24cm、 精円形と溝状のものは長軸30～150cm・ 短軸18～38cmで、深さ3～ 8 cmを

計る。断面形は皿状またはU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸があり、部分的に深 く

なる。堆積上 (1層 )は褐灰色粘土質シルトで基本層Ш層の小ブロックを含む。遺物は出上していない。23

号ピット列は規模・方向 。間隔・堆積上の様相等から22号ピット列と同一の可能性もある。

24号ビット列 (第■図)3L区 西端、E125・ S257～ 259付近で検出した。 3号小溝状遺構群を切る。方向は

N-0°一Eを計 り、真北を向く。北側は調査区外に伸びる。北端部は途切れて 2列になる。確認した範囲の長

さは約2.5mを計る。ピット列は概ね 6～ 39cmの間隔 (上端間)で並ぶ。平面形は楕円形で、長軸57～96cm・

短軸17～ 39cm、 深さ 6～ 19cmを計る。断面形はU字形で、壁はやや急に立ち上がる。底面には若千の凹凸が

あり、部分的に深くなる。堆積土 (1層 )は褐灰色粘土質シル トで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。遺物は

出上していない。

25号ビット列 (第■図) 3L区西側、E127～ 130・ S258～260付近で検出した。 3号小溝状遺構群を切る。

方向は N-55°一Eを計る。西側と南側でもピットを確認したが、堆積上の様相が異なり同一の遺構とは認め

がたい。確認した長さは約3.4mを計る。ピット列は概ね32～40cmの間隔 (上端間)で並ぶ。平面形は楕円形

で、長軸43～59cm・短軸20～ 35cm、 深さ5～■clnを計る。断面形はU字形で、壁はやや急に立ち上がる。底

面には若干の凹凸があり、部分的に深くなる。堆積土 (1層 )は褐灰色粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小ブロッ

クを含む。遺物は出上していない。

26号ピット列 (第10図)4A区 北側拡張区、E295～ 298・ S304～313付近で検出した。方向はN-29° 一Eを

計る。東側。西側は調査区外に伸びる。確認した範囲の長さは約 8mを計る。南端部は I層に伴う削平が著

しい。ピット列は概ね 8～ 100cmの間隔 (上端間)で並ぶ。平面形は楕円形または溝状で、長軸65～ 235cm・

短軸14～ 40cm、 深さ 6～ 10cmを計る。断面形はU字形で、璧は緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸が

ある。堆積土 (1層 )は黒褐色粘土質シルトで基本層Ⅲ層の小ブロックを含む。遺物は出上していない。26

号ピット列は区画溝と考えられるSD215以南にのみ分布する。

27号ビット列 (第 10図)4A区 北半部、E291～297・ S319～331付近で検出した。方向はN-29～ 45°一Eを

計り、南側ほどやや湾曲する。東側・西側は調査区外に伸びる。途切れて 2～ 4列 となる。確認した範囲の

長さは約7.2mを計る。ピット列は槻ね29～ 115cmの間隔 (上端間)で並ぶ。平面形は楕円形または滴状で、
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No 登録番号 観 」 器種 通膳 層位 時 徴 (調整 切 り離し等 ) 写真
ユ I-22 陶器 華 ? SK180 3層 31-1
2 I-33 陶器 甕 ? SX209 1層 常滑 31-2
3 N ll 鉄製品 不明 SK186 2層 棒状鉄製品 31-5
4 N10 鉄製品 不明 SK181 2層 棒状鉄製品 31-6
5 Kc-93 礫石器 砥石 SI1166 2b層 砥面 2面 31-3
6 Kd-4 石製品 硯 SD166底面 31-4

◎

第23図  IIlatt SK180・ 181・ 186 SD166 SX209出土遺物
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長軸22～ 361cm・ 短軸 8～ 110cm、 深さ 2～ 13cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面

には若子の凹凸があり、部分的に深くなる。堆積土 (1層)は黒褐色粘土質シル トで基本層Ⅲ層の小ブロッ

クを含む。遺物は出上していない。27号ピット列は区画溝と考えられるSD167以北にのみ分布する。

′J轄状遺構群

3K～3L区で検出した。小溝状遺構群は浅く幅の狭い溝跡が途切れながら列状に並ぶものである。分布の方

向は南北あるいはこれとほぼ直交する東西方向がある。堆積土は基本層H層主体の単層で、層中にはⅢ層中

からの巻き上げと考えられる灰白色火山灰を小ブロック状に含む。

1号小溝状遺構群 (第22図)3K区 東端～3L区西端、El17～ 125・ S256～ 262付近で南北方向の溝跡を9条検

出した。23号ピット列に切られ、2号小溝状遺構群を切る。方向はN-0～ 10°一Eを計り、ほぼ真北を向くが、

東端のものはN-25° 一Wを計り、西に偏る。部分的に途切れるが、規模・方向。堆積上の様相等から同一の

遺構と判断した。北側・南側は調査区外に伸びる。溝跡は長さ約1.1～6.3mで、概ね17～163cmの間隔 (心々

間)で並ぶ。上端幅 7～68cm・下端幅 3～50側、深さ0.5～ 10cmを計る。断面形は皿状で、壁は緩やかに立ち

上がる。底面には若子の凹凸があり、東端のものは部分的に深 くなる。堆積土は 1層である。遺物は土師器

片 3点が出土したが、図示できるものはない。

2号小清状遺構群 (第■図) 3K区中央から東側、E103～■6。 S255～ 261付近で東西方向の清跡を18条検

出した。21～ 23号ピット列。1号小溝状遺構群、試掘 トレンチ配49に切られる。方向はN-80～ 95°一Eを計

り、部分的に途切れる。北側。南側は調査区外にも分布すると考えられる。濤跡は長さ約0.5～ 10.lmで、概

ね 3～ 51cmの間隔 (心々間)で並ぶ。上端幅 5～32cm・ 下端幅 1～24cm、 深さ 1～ 4 cmを計る。断面形は皿

状で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若子の凹凸がある。堆積土 (1層 )は 1号小溝状遺構群と同色の

粘土質シルトである。遺物は出上していない。

3号小溝状遺構群 (第■図) 3L区西半部、E125～ 135。 S257～ 259付近で東西方向の溝跡を 6条検出した。

24・ 25号ピット列に切られる。方向はN-40～ 73° 一Eを計る。部分的に途切れる。北側は調査区外にも分布

するものと考えられる。溝跡は長さ約0.8～ 10。 5mで、概ね25～50cmの間隔 (心々間)で並ぶ。上端幅12～ 30

cm。 下端幅 4～ 22cm、 深さ2～ 6 cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干の

凹凸があり、部分的に深くなる。堆積土 (1層 )は褐灰色粘土質シルトである。遺物は出上していない。

4号小溝状遺構群 (第 11図) 3L区西半から東端、E127～ 149。 S260～ 262付近で東西方向の溝跡を2条検

出した。方向はN-80～ 94°一Eを計る。部分的に途切れる。東側は調査区外に伸びると考えられるが、3M区

では検出されなかった。 3号小溝状遺構群と規模 。方向・堆積上の様相が酷似するが、溝の間隔 (心々間)

が約3.5mと 離れることから、4号小溝状遺構群とした。溝跡は長さ約5。 1～22.7mで、概ね36～72cmの間隔

(心々間)で並ぶ。上端幅12～36cm。 下端幅 6～ 22cm、 深さ 1～ 8 cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩や

かに立ち上がる。底面には若干の凹凸があり、部分的に深くなる。堆積土 (1層 )は 3号小溝状遺構群と同

色の粘土質シルトである。遺物は出上していない。

[III b層上面検出の遺構と遺物]

本層上面では、溝跡12条 。小溝状遺構群 2・ 水田跡を検出している。尚、溝跡の一部と小溝状遺構群の検

出面はⅣ層上面であるが、調査区壁面の観察・堆積上の様相等からⅢ b層に伴う遺構と判断し、ここに記述

する。

溝 跡

SD53(第24図) 2D区北半部、E208～218・ S210～ 212付近で検出した。西側 。東側は調査区外に伸びる。
Ⅳ層 SR60、 V層 33・ 34号小溝状遺構群を切り、Ⅲ a tt SD36・ 43に切られる。方向はN-75～ 110°一Eを計



＋
Ｅ２．巳

日

自

出
　

　

　

　

　

　

０

鰤
　
　
闘＼

於

[oYR6/3によサ減橙七 粘i質ンルト
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10YR5/1におい贅禍色 Xh■質ンルト
砂粒 (径 1-2nr前 後)斑状に

多量

酸化鉄斑状に少量

iOYR5/3にとい貰網色 砂質ンル
駿イヒ鉄・灰賞褐色シルト 細

10YR6/2灰黄褐色 砂質ンル
醐ヒ鉄・和砂 に lmmElrl

10YR5/8にぶい黄編色 砂質シルト
瑚ヒ鉄・細砂・灰自色火山灰

10YROア 2灰黄褐t ν質シル
灰白色火山医嶽状に少島 酸

10YR5/3によい資偶色 砂質ンルト
醐ヒ鉄 マンガン粒斑状に少

10YR6/2灰寅掲色
酸化鉄・砂粒多量 ややグラ

10YR4/2灰黄褐色

10YR4″ 灰黄褐色

10YR4/2灰黄褐色

25Y5/3紬

瓢ヒ鉄多重

酵

“

瞼癖4決に多量

粗砂T4

IOYR4/2灰黄召色 粘土質シルト
瑯 ヒ鉄 マンガン粒・ IW,敷
状に少量

IOYR5/2灰責褐色 粘土質ンルト
酸化欽・禍灰eFI■質ンル

斑状に多雲

10YR5/2灰責召色 粘土質シルト
醐ヒ鉄 褐灰色粘■質ンルト
理快に多量,マ ンガン粒難伏

に少猛

酸化鉄斑状に少量

[OYR5/3によい黄褐色 粘土質シル
醐ヒ鉄・マンガン粒 細砂斑

10Y郎/2灰資偶色 粘上質シル
劇ヒ鉄・マンガン粒 lIIψ 斑

状に少量,や やグライ化

10YR3猾 暗禍色 粘■質シル
壁面Ⅳ層崩語土 マンガン、

10YR5た におい黄褐色 粘■質ンル
翻ヒ鉄 マンガン粒・糾υ斑

10YR5/3に よい黄褐色 粘i質ンル 筋落■敗伏に歩雲

10Y鸞/3暗褐色 粘■質シル
la・ lb層細砂斑状に少島 重

面Ⅳ層崩語■斑状に多量

10YR5/2灰舶 粘上資シル
1層 細砂聾伏に少重.壁面IW
層崩紐 斑伏に多重

第24図  I‖ bttSD53・ 54・ 55・ 56・ 57・ 58・ 123・ 124・ 147・ 148・ 149・ 150、 SD124出土遺物
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り、やや湾曲する。確認した範囲の長さは約10mで、上端幅74～ 116cm。 下端幅22～ 46cm、 深さ40～60cmを計

る。断面形は舟底形で、壁は急に立ち上がり、その後やや開く。底面はほぼ平坦で東側がやや下がる。堆積

土は 3層で自然堆積層である。中層には灰白色火山灰を班状に含む。また、酸化鉄・細砂を多量に含むこと

から、水の流れが想定される。流れの方向は底面の傾きから西から東と考えられる。遺物は出上していない。

SD54(第24図) 2D区中央部、E208～ 218・ S212～ 216付近で検出した。西側・東側は調査区外に伸びる。
Ⅳ層 SR60を切り、m a tt sD36に切られる。方向はN-85～ 105°一Eを計り、やや湾曲する。確認した範囲

の長さは約9.5mで、上端幅115～ 173cm・ 下端幅30～ 50cm、 深さ42～67cmを計る。断面形は舟底形で、壁は

急に立ち上がり、その後やや開く。底面はほぼ平坦で東側がやや下がる。堆積土は 3層で自然堆積層である。

層中には酸化鉄 。細砂を含むことから、水の流れが想定される。流れの方向は底面の傾きから西から東と考

えられる。遺物はロクロ土師器片 2点が出上したが、図示できるものはない。

SD55(第24図) 2D区南半部、E207～218・ S217～ 221付近で検出した。西側 。東側は調査区外に伸びる。
Ⅳ層 SR60を切り、m a tt sD36に切られる。方向はN-90～ 105°一Eを計り、やや湾曲する。確認した範囲

の長さは約10.6mで、上端幅196～ 344cm・下端幅36～ 88cm、 深さ46～65cmを計る。断面形はU字形である。

壁の立ち上がりは底面からは緩やかで、その後急になる。底面はほば平坦で東側がやや下がる。堆積土は 2

層で自然堆積層である。層中には酸化鉄・細砂を多量に含むことから、水の流れが想定される。流れの方向

は底面の傾きから西から東と考えられる。遺物は縄文土器片 1点・ ロクロ土師器片 1点が出土したが、図示

できるものはない。

SD56(第24図) 2D区南半部、E207～ 218・ S220～ 223付近で検出した。西側 。東側は調査区外に伸びる。
SD58・ Ⅳ層 SR60、 V層 32・ 33号小溝状遺構群を切り、Ⅲ a tt SD36に切られる。方向はN-90～ 115°一Eを

計り、やや湾曲する。確認した範囲の長さは約10.7mで、上端幅69～■lcm・下端幅20～ 38cm、 深さ31～60cm

を計る。断面形はU字形で、壁はやや急に立ち上がる。底面はほぼ平坦で東側が下がる。堆積土は 2層で自

然堆積層である。層中には酸化鉄・細砂を含むことから、水の流れが想定される。流れの方向は底面の傾き

から西から東と考えられる。遺物は出土していない。

SD57(第24図) 2D区南端部、E214・ S223～ 227付近で検出した。南端部は調査区側溝の設置で削平され
ている。SD58を切り、III a tt SD36に 切られる。方向は N-0°一Eを計りほぼ真北で、北端部がやや西を向

く。長さは約4.2mで、上端幅27～ 39cm・下端幅 8～ 17cm、 深さ12～19cmを計る。断面形はU字形で、壁はや

や急に立ち上がる。底面はほば平坦である。堆積土は 2層で自然堆積層である。層中には灰白色火山灰の他、

酸化鉄・細砂を含むことから、水の流れが想定される。遺物は出土していない。

SD58(第24図) 2D区南端部、E209～213・ S221～ 225付近で検出した。SD57・ III a tt SD36に 切られる。
方向はN-120～ 150°一Eを計り、やや湾曲する。長さは約6.4mで、上端幅56～ 85cm・ 下端幅18～ 36cm、 深

さ38～51cmを計る。断面形はU字形で、壁はやや急に立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土は 4層で

自然堆積層である。 1層中には灰白色火山灰を含む。また、酸化鉄・細砂を含むことから、水の流れが想定

される。遺物は出土していない。

SD123(第 24図)3E区南端部、E252～ 257・ S236～ 243付近で検出した。Ⅳ層 SR125を 切り、m a tt sDl17、

試掘 トレンチ配54に切られる。北西側・南東側は調査区外に伸びる。方向はN-130° 一Eを計る。確認した範

囲の長さは約7.5mで、上端幅2.2～ 2.7m・下端幅32～ 104cm、 深さ49～65cmを計る。断面形はU字形である。

壁は東半は緩やかに立ち上がるが、西半は途中に段を形成する。底面はほぼ平坦で、南東部がやや下がる。

堆積土は4層で自然堆積層である。層中には酸化鉄・砂を多量に含み、水の流れが想定される。流れの方向

は底面の傾きから北西から南東と考えられる。遺物は縄文土器片 5点・土師器片 2点が出土したが、図示で
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きるものはない。SD123は規模・方向等から、2D tt SD54と 同一溝跡の可能性がある。

SD124(第 24図)3E区 南端部、E251～ 257・ S240～ 247付近で底面と北壁の一部を検出した。Ⅲ a tt SD121

に切られる。北西側。南東側は調査区外に伸びる。方向はN-130° 一Eを計る。確認した範囲の長さは約7.5

mで、上端幅3.5m以上・下端幅 5～ 20cm、 深さ43～57cmを計る。断面形はU字形と考えられる。北壁は底

面から緩やかに立ち上がり、段を形成してさらに開く。底面はほぼ平坦で、南東部がやや下がる。堆積土は

5層で自然堆積層である。層中には酸化鉄・砂を多量に含むことから、水の流れが想定される。流れの方向

は底面の傾きから北西から南東と考えられる。遺物は縄文土器片10点・土師器片 4点。ロクロ土師器片 3点。

須恵器片12点が出上した。図示したのは須恵器・不 (第24図 1)1点のみである。SD124は 規模・方向等か

ら、2D tt SD55と 同一の溝跡の可能性がある。

SD147(第 24図)31区北半部、El14～ 132・ S208～ 210付近、Ⅳ層上面で検出した。SD148を切り、Ⅲ a層

17号ピット列に切られる。東側。西側は調査区外に伸びる。方向は N-80～ 90°一Eを計り、やや蛇行する。

確認した範囲の長さは約18.8mで、上端幅24～ 68cm・下端幅■～30cm、 深さ5～29cmを計る。断面形はU字

形で、壁はやや急に立ち上がる。底面はほぼ平坦で、中央部と東端がやや下がる。堆積土は 2層で自然堆積

層である。層中には酸化鉄・砂を多量に含むことから、水の流れが想定される。流れの方向は底面の傾きか

ら北西から南東と考えられる。遺物は出土していない。

SD148(第24図) 31区北半部、E122～ 128・ S209付近、Ⅳ層上面で検出した。SD147・ Ⅲ a層 17号ピット

列に切られる。東側は調査区外に伸びる。方向はN-70～ 95°一Eを計り、やや湾曲する。確認した範囲の長

さは約6.5mで、上端幅14～35cm。下端幅 2～ 28cm、 深さ4～ 10cmを計る。断面形はU字形と考えられ、壁は

緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦で、東端がやや下がる。堆積土は 2層で自然堆積層である。層中には

酸化鉄・砂を含むことから、水の流れが想定される。流れの方向は底面の傾きから西から東と考えられる。

遺物は出土していない。

5号小溝状遺構群

E130

S205+

S207+
E130

m

∩

Ｈ

ｒｌ

ｕ
∩
―Ｉ

Ц

Ⅶ

冒位 上   色 土  性 備 考

〕 10YR5/4に ぶい黄褐隆 マンガン粒少量,下部にⅣ層小プロック多量

第25図 lIIb層  5号・ 6号小溝状遺構群
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SD149(第24図) 31区南半部西側から4C区東端、E98～■0・ S218付近、Ⅳ層上面で検出した。31区Ⅲ a

層 SD146に 切られる。東側。西側は調査区外に伸びる。方向はN-85～ 90°一Eを計る。確認した範囲の長さ

は約13.9mで、上端幅39～ 68cm・下端幅10～ 35cm、 深さ13～20cmを計る。断面形はU字形で、壁はやや急に

立ち上がる。底面はほぼ平坦で、東端がやや下がる。堆積土は 2層で自然堆積層である。層中には酸化鉄・

砂を含むことから、水の流れが想定される。流れの方向は底面の傾きから西から東と考えられる。遺物は出

土していない。

SD150(第24図) 31区中央部北側、El13・ S210～ 212付近、Ⅳ層上面で検出した。北側は調査区外に伸び

る。Ⅳ層 SR151を 切る。方向はN-20° 一Eを計る。確認した範囲の長さは約1.8mで、上端幅26～ 31cm・ 下

端幅14～ 19cm、 深さ8～ 10cmを計る。断面形は皿状で、壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干凹凸がある。

堆積土は 1層で自然堆積層である。層中にはⅣ層を斑状に多量に含む。遺物は出上していない。

小溝状遺構群

31区東端IV層上面で検出した。検出面はⅣ層上面であるが、壁面の観察からⅢ b層に伴うものと判断した。

本遺構は検出のみにとどめたが、3K～3L ttH a層 検出の 1～ 4号小溝状遺構群と同様に幅の狭い溝跡が途

切れながら列状に並ぶものである。分布の方向は南北方向とこれにほぼ直交する東西方向がある。

5号小溝状遺構群 (第25図)31区 東端、E130～ 132・ S204～ 207付近で南北方向の溝跡を 7条検出した。方

向はN-20° 一W～ N-10° 一Eを計り、やや蛇行する。部分的に途切れるが、規模・方向。堆積上の様相等か

ら同一の遺構と判断した。北側は調査区外に伸びる。溝跡は長さ約0.7～ 3.5mで、概ね10～42cmの間隔 (心々

間)で並ぶ。上端幅は5～21cmで、調査区北壁の観察からは下端幅 2～ 5 cm・ 深さ2～ 4 cmを計る。断面形

は皿状で壁は緩やかに立ち上がる。底面には若子の凹凸がある。堆積土は 1層で基本層III b層主体のにぶい

黄褐色砂質シルトである。層下部にⅣ層の小プロックを含む。遺物は出上していない。

6号小溝状遺構群 (第25図)31区 東端、E131～ 136・ S206～ 208付近で東西方向の溝跡を5条検出した。東

端は調査区側溝の設置に伴い削平されている。方向はN-90～ 103°一Eを計り、やや蛇行する。東側は調査区

外に伸びる。清跡は長さ約1.7～2.3mで、概ね23～57cmの間隔 (心々間)で並ぶ。上端幅は 6～ 17cmで、調

査区南壁の観察からは下端幅 3～ 5 cm。 深さ 2～ 4 cmを計る。断面形は皿状で壁は緩やかに立ち上がる。底

面には若干の凹凸がある。堆積土は 1層で 5号小溝状遺構群 と同色の砂質シルトである。層下部にⅣ層の小

ブロックを含む。遺物は出上していない。

Ⅲ b層水田跡

3K・ 3L・ 3M・ 30区で検出した。 3K区では畦畔状の高まり及び段差を確認したが、他の区ではШ a層の

撹拌のためか検出できなかった。しかし、3K・ 3L・ 3M・ 30区にかけてのⅢ c層上面で、Ⅲ b層水田跡に伴

う疑似畦畔 B(註56)を検出した (第26図 )。

(水田の構成と概要)

① 水田の構成
3K区以外疑似畦畔 Bの検出のため、畦畔の高まりや幅の違いはあるが、明確に大畦畔と小畦畔と区別する

ことはできなかった。よって、小区画のみ確認できた。

② 検出・遺存状況
31区のⅢ層上面の調査中、Ⅲb層に伴う小溝状遺構群を検出し、断面観察でⅢb層下面に凹凸があり、下

層を巻き上げていることから、Ⅲb層が水田耕作上の可能性があることが想定された。そこで、3K区では、

III b層畦畔の確認作業を行いながらⅢ a層の除去を行った。その結果、Ⅲ a層除去中に畦畔状の高まりと段

差を確認した。さらに、Ⅲb層を掘り下げ中にⅢ c層上面で畦畔状の高まりを検出した。3L・ 3M・ 30区で
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はⅢ a層除去中に畦畔状の高まり段差は確認されなかったが、III b層掘り下げ中にIII c層上面で畦畔状の高

まりを検出した。

③ 耕作土

耕作土は基本層Ⅲ b層でにぶい黄褐色の砂質シル トである。厚さは 5～45cmで一定せず、残存状況の良好

な3K区で平均40cm前後である。下面の凹凸は著しいが下層への食い込みは深くなく、ほぼ直下のIII c層で

留まっている。3K区では、Ⅲ b層の上層～中層にかけて灰白色火山灰が斑状あるいは粒状に認められ、3L区

より東では上面に灰白色火山灰が認められた。層中のものは本来、層の上面に降下したものが、その後の耕

作によって、層中に入り込んだと考えられる。下層のIII c層 は下面に凹凸がなく、下層の巻き上げもないこ

とから自然堆積層と考えられる。このⅢ c層がⅢ b層の母材層になる。上層のⅢ a層は、下面に凹凸があり、

Ⅲ b層及び灰白色火山灰等の下層を巻き上げていることから、水田耕作上の可能性がある。

④ 水田域

今回、畦畔状の高まりが検出されたのは、3K・ 3L・ 3M。 30区であるが、他の調査区でもⅢ b層下面に凹

凸があり、下層を巻き上げているの状況なので、水田域は大野田古墳群全体に広がっていた可能性もある。

尚、本節 5の古環境研究所によるプラントオパールの分析では、3A～3C区のⅢ b層について水田作上の可能

性が指摘されている。

(III b層上面遺構の状況)

① 畦畔状の高まり及び段差

Ⅲ b層上面で検出された畦畔は、3K区のNo 2・ 4の 2条だけである。No lに ついては下層のⅢ c層が露出

した形で疑似畦畔 B(斎野 :1982)を 確認したことになる。No 3は段差のみ確認された。規模・方向は表 1

の通りである。畦畔状の高まりは最も残存している部分でも6 cmと 低い。これは、上層のIII a層による影響

と考えられる。Ha層 も水田作上の可能性があるので、III a層 の擬似畦畔 Bの可能性も考えられる。しかし、

Ⅲ c層上面で畦畔や段差と同じ位置にⅢ b層に伴う擬似畦畔 Bを検出していることから、Ⅲ b層に伴う畦畔

あるいは段差と考えられる。作土は盛り上げて作られている。上面及び堆積土中には灰白色火山灰は認めら

れなかった。

② 水田区画・水田面の標高と高低差

規模・高低差は表 2の通 りである。方形を基調にした 4区画が検出された。全体の区画がわかるものはな

いが、区画②・④は広く、③は狭いと推定される。区画① o②には北西から南西の傾斜、区画③
o④には北

東から南東の傾斜が認められ、全体として区画③の南部に向かう緩やかな傾斜がある。3L・ 3M・ 30区は上

面がⅢ a層に削平されているため水田面は検出されなかったが、残存部の標高では、3L区の北東部付近から

南東及び北東への傾斜が認められる。

③ 灰白色火山灰について

耕作上の上部及び上面に灰白色火山灰が認められるが、畦畔上には認められない。これは、本来畦畔上に

も灰白色火山灰がのっていたものが、上層のWa層に撹拌され、畦畔上部とともにⅢ a層下部に取り込まれ

たと考えられる。また、Ⅲb層中に灰白色火山灰が認めらる部分と上面に認められる部分があり、灰白色火

山灰降下後も耕作された部分と放棄された部分があることが推定される。

(Ⅲ c層上面検出の畦畔状の高まりについて)

Ⅲb層除去中、III c層上面で畦畔状の高まりを検出した。Ⅲ c層は堆積状況から自然堆積と考えられるの

で、この高まりはⅢ b層に伴う擬似畦畔Bと とらえられる。よって、Ⅲb層水田跡の畦畔や区画を反映して

いることになる。
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① 畦畔状の高まり及び段差

3K区ではⅢ b層上面で検出された畦畔状の高まり及び段差の直下から検出されている。3L。 3M・ 30区で

も確認され、その計測値を表したのが表 3である。方向は南北畦畔が西側のNo l～ 10はN-2～ 8°一Eを

示し、東側のNoll～ 17は N-10～ 18° 一Eを示す。東西畦畔はN-87～ 90°一Eを示す。東西畦畔は真北を基準

に真っ直ぐ伸び、西側の南北畦畔はそれに直交するように取り付 くが、東側は斜めに取り付く。また、南北

畦畔は北と南でずれる。

② 水田区画・水田面の標高と高低差

規模・高低差は表 4の通 りである。畦畔の方向でも示したが、西側は長方形を基調にしているが、畦畔No10

から東側は歪みがあり、台形や平行四辺形を基調にしている。全体の区画がわかるものはないが、大きさに

はばらつきがある。Hc層上面は本来の水田面ではないが、Ⅲ b層上面と同じような傾斜を示す。3K区の北

西端から3K区中央南側に向う北西から南東への傾斜、3L区の北東部から3K区中央南側に向う北東から南

西への傾斜、及び3M区南東端に向う北西から南東への傾斜が認められる。

(水田跡の年代について)

Ⅲ b層中から縄文土器片・須恵器片 。上師器片・埴輪片が出上しているが、図示できるものはなく年代を

決定することはできない。一方、2D区Ⅳ層に伴うSR60か らは須恵器不と回転糸切 り無調整の土師器不が出

土しており、SR60の年代は9世紀後半～10世紀前半ととらえられている。よって、水田跡の上限は9世紀後

半～10世紀前半頃と考えられる。灰白色火山灰の堆積状況から、III b層水田跡は灰白色火山灰降下前も後も

耕作されていたと考えられるが、畦畔中に含まれないことから火山灰降下後は畦畔の造り替えや改修が行わ

れない程度の比較的短期間で水田経営が終わった可能性がある。灰白色火山灰は本節 5の古環境研究所によ

る火山灰分析によると、十和田 aに比定される。十和田 aは 915年の初夏に降下したとされている(1996:町

田他)(註 57)。 古環境研究所のプラントオパールの分析で、プラントオパールの数値が低い理由を5点 (①

稲作期間②洪水③土層の堆積速度④稲藁の持ち出し⑤畦畔)上げている。その中で土層の観察から②
o③・

⑤のは可能性は低 く、④も同時代の富沢遺跡などの調査例から可能性が低い。よって、①の可能性が高く、

稲作期間が短かった可能性が考えられる。以上のことから、水田跡の年代も915年を中心にした 9世紀後葉

～10世紀前葉に絞っておきたい。                                .

(条里制との関連について)

明確な大畦畔を検出していないため条里型の土地割が行われていたか不明である。しかし、真北を基準に

した東西畦畔が真っ直ぐ伸びること、それに取り付 く南北畦畔があり直交するものもあることから、真北を

基準にした土地割の規制があつたことを窺わせる。

大野田地区の魚川を挟んで北側には富沢遺跡が広がっており、奈良時代から平安時代にかけての水田跡で

条里型土地割の復元が試みられている(平間 :1991、 工藤 :1998)。 それによると、水田跡の大畦畔は真北を

基準としており、間隔は107～110mの ものが多い。この間隔で区切られた区画を 1坪 として復元している。

坪内の区画は必ずしも真北方向とは限らず、小区画の面積もさまざまであることがわかっている。復元した

土地割を本調査区にあてはめると、およそ畦畔配 9・ 10の付近と、30区の中央 S290付近となる。今回は基

準となる明確な大畦畔が検出されなかったため、富沢遺跡の土地割がそのまま魚川を超えて大野田地区まで

及んでいたかどうかは不明である。しかし、旅川を挟んで一方が条里型土地割で、一方が条里型土地割を無

視したものとは考えにくい。今後周辺の調査により条里型土地割の復元がさらに進展する可能性に期待した

(3)Ⅳ層検出の遺構と遺物
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Ⅳ層上面の遺構としては、河川跡 5条・ ピット列 1・ 性格不明遺構 1基がある。

河川跡

SR26(第 27図) 2C区北端部、E209～210,S161～ 163付近で検出した。南西側・北東側は調査区外に伸び

る。方向は N-65°一Eを計る。確認した範囲の長さは約1.5mで、上端幅119～ 134cm・ 下端幅60～69cm、 深

さ63～ 79cmを計る。断面形は逆台形で、壁は急に立ち上がる。底面には凹凸があり、北東側がやや下がる。

流れの方向は南西から北東と考えられる。堆積土は 4層で砂を主体とする自然堆積層である。層中には酸化

鉄を多量に含む。遺物は出土していない。

SR60(第 27図) 2D区中央部、E206～ 220・ S210～221付近で検出した。東側 。西側は調査区外に伸びる。

V層 32～ 34号小溝状遺構群を切り、Ⅲ att SD36、 Ⅲ b tt SD53・ 54・ 55。 56に切られる。確認した範囲の長

さは約 7mを計るが、E209～215付近のみを掘り下げた。この範囲では上層の遺構との重複により河川跡の

南岸は削平されている。よって検出は出入りのある北岸と壁面の一部及び底面となった。方向はほば N一

90°一Eを計る。上端幅は残存部 (E214付近)では約5.8m以上であるが、調査区西壁セクションの観察から

は約7.7m以上を計る。下端幅は残存部で24～90cm、 深さは69～80cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やか

に立ち上がり、途中に段を形成する。底面は東側がやや下がり、基本層Ⅸ層の砂礫層が露出する。また、壁

面も含め、径30cm以下のピット状の小穴がかなり認められ、凹凸がある。堆積土は3層で砂・シル トを主体

とする自然堆積層である。上層から中層には灰白色火山灰を含む。また、層中には径 5 cm以下の礫を多量に

含み、酸化鉄の集積も認められる。遺物は縄文土器片 2点・土師器片12点 。ロクロ土師器片13点・須恵器片

5点が出上した。この中で、図示できたものは土師器邪 (第28図 1・ 2)、 須恵器邪 (第28図 3)の 3点のみ

である。

SR125(第 27図) 3E区南半部、E252～257・ S236～244付近で検出した。北西側・南東側は調査区外に伸
びる。V層29号小溝状遺構群を切り、Ⅲ b tt SD123、 試掘 トレンチ配54に切られる。北岸は直線的であるが、

南岸には出入りがある。方向はN-130° 一Eを計る。確認した範囲の長さは約7.5mで、上端幅2.8～3.7m。

下端幅 4～ 45cm、 深さ85～89cmを計る。断面形は舟底形で、壁はやや急に立ち上がり、段を形成する。壁面

には径30側以下のピット状の小穴も認められ、凹凸がある。底面はやや凹凸があり、南東側がやや下がる。

堆積土は 3層で砂 。シルトを主体とする自然堆積層である。層中には酸化鉄。径 5 cm以下の礫を多量に含み、

底面には酸化鉄の集積が認められる。遺物は出土していない。SR125は規模・堆積土の様相から、2D tt SR60

と同一の河川跡の可能性がある。

SR151(第 27図) 31区南半部、E101～ 124・ S210～ 215付近で検出した。東側。西側は調査区外に伸びる。

V層 39。 40号小溝状遺構群を切り、Ⅲ a tt SD146、 Ⅲ b tt SD150に 切られる。北岸。南岸とも出入 りがある。

方向はほぼ N-90°一Eを計る。確認した範囲の長さは約21.6mで、上端幅3.5m以上。下端幅70～ 181硼、深

さ92～ 97硼を計る。断面形はU底形である。壁の立上がりは北側がやや急で、南側は緩やかである。壁面に

は径30cm以下のピット状の小穴が、底面には基本層Ⅸ層の砂礫層が露出しともに凹凸がある。また、底面は

東側がやや下がる。堆積土は 9層で砂・粘上を主体とする自然堆積層である。層中には酸化鉄・径 3 cm以下

の礫を多量に合む。遺物は出上していない。SR151は規模・方向・堆積上の様相から、2D tt SR60・ 3E tt SR125

と同一の河川跡の可能性がある。

SR157(第 27図) 3L区西端、E123～ 126・ S258～ 262付近V層上面で検出したが、壁面の観察からⅣ層上
面の遺構と判明したため、ここに記述する。北側・南西側は調査区外に伸びる。V層62・ 67・ 75号小溝状遺

構群を切る。方向は N-20～ 50°一Eを計り、蛇行する。確認した範囲の長さは約 5mで、上端幅■5～ 142
cm。 下端幅33～65cm、 深さ13～29cmを計る。断面形はU底形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面は調査区西
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層位 土 色 土   性 備 考

10YR5/3に ぶい黄褐色 砂 マンガン粒多量,下部に酸化鉄少量

10YR5/3に ぶい黄髄 砂 下部に酸化鉄多量

k 10YR5/3に ぶい黄褐色 ンルト質砂 下部に酸化鉄多量

10YR6/2灰黄褐色 砂 砂粒・酸化欽難伏に多量,炭化物少Ⅲ量

10YR5/3に ぶい費褐色 粘土質砂 炭化物多量,マ ンガン粒斑状に少量

10YR6/4に ぶい黄褐色 シルト 灰黄褐色シルトブロック状に少量,壁崩落■

1 10YR4/3に ぶい黄褐色 砂
にぶい黄橙色シルト斑状に多量,下面に酸化
鉄・礫多量

2 25Y7/4浅 黄色
にぶい黄橙色シルト・Ⅳ層斑状に少量,底面に
酔イレ課・ 室繕

3 5Y7/4浅黄色 ン,レ ト Ⅳ層・酸化鉄斑状にり重

1 10YR4/4や 3色 砂
にぶい黄褐色シルト斑状に少量,下面にイ蝶 少

2 25Y7/3浅 黄色 ンルト 酸化鉄難伏に多量

3 25Y7/4浅 黄色 砂質シルト
V層崩落上を理伏に少量,礫多量,底面に酸化
鉄集積

ユ 10YR5/4に ぶい黄褐色 秒質シルト Ⅳ層斑状に多量,底面にマンガン粒斑状に多量

層位 土 色 上  性 備 考

10YR3/3醜 粗 砂 IV層・ガ端観状に多量

10YR5/3に ぶい黄褐色 粘土質シルト ′aを層状に少量

2 10YR4/3に 安部勁色 粗 砂 丁lbを層状に少量

25Y6/2灰黄色 粘 土 酸化鉄斑状に少量

25Y6/2灰黄色 粘 土 ′2を層状に,酸化鉄斑状に少量

10YR5/4に ぶい黄褐色 粘 上 丁3aに遍凱

10YR5/4に ぶい黄褐色 粘 土 J3aに週以,褐色砂層状に少遺

5 10YR4/44動邑 粗 砂 にぶい黄褐色綱砂を層状に多量

10YR5/4に ぶい黄褐色 粘 土 J3aに週以

6b 10YR4/4捐胞 砂 J5を層状に少量,酸化鉄層離面に多量

10YR4/3に ぶい黄褐色 粗 砂 にぶい黄橙色シルト層状に少量

8 10YR4/1褐 灰色 粘 土 灰白色シルト質粘土難伏に少量

9 10YR7/3に ぶい黄橙色 細 砂 駿化鉄・B韻多量

la 10YR4/2灰 黄褐色 ンルト質砂 Ⅳ層・酸化鉄・細砂斑状に多量

lb 25Y4/1黄灰色 粘 土
酸化鉄・細砂 ,マ ンガン粒理伏に少亀 壁崩落

土

10YR5/2灰 黄褐色 砂 ザlbを層状に,酸化鉄を斑状に多量

2 10YR3/2黒髄 粘土質シルト
V層・酸化鉄・細砂・ マンガン粒斑状に多量,
壁銃落土

3 10YR4/2灰 黄偶色 粘土質シルト
Ⅳ層・酸化鉄・細砂,マンガン粒斑状に少量,
辞 ヨ旨弦 キ

第27図  iVtt SR26 60。 125・ 151 SX126・ 157
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第28図 IVtt SR60出土土器

∞
５ｃｍ配 登録番号 種別 器種 遺構  層位 特     徴 (調整 切 り離 し等 )

1 D-13 土師器 不 SR60 1層
外面 :ロ クロ調整,内面 :ヘ ラミガキ,黒色
処理.底部 :回転糸切 り無調整

2 D-12 土師器 郷 SR60 2層上
面

理

外

処

ロクロ調整,内面 :ヘ ラミガキ・ 黒色
底部 :回転糸切 り→手持ちヘラケズリ

31-8

3 須恵器 不 SR60 1層
外面 :ロ クロ調整,内面 :ロ クロ調整,層部 :

回転糸切り無調整
31-7

雷位 土 色 土  牲 備 考

1 10YR4/2灰黄褐色 l■gシルト Brr鉄・マンガン粒斑状に多量

2 5Y4/1黄灰色 粘土質シルト

Jlよ り色調やや暗い,Ⅳ層小

ブロック状に多量,酸化鉄・
マンガン粒難伏に多量 やや

グライ化

第29図 Ⅳ層 3C区28号ピット列
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壁付近はやや凹むが、ほぼ平坦で北側が下がる。堆積土は 3層で、砂・シルト主体の自然堆積層である。層

中には酸化鉄・径 5 cm以下の礫を含み、底面には酸化鉄の集積も認められる。遺物は土師器片が 3点出上し

たが、図示できるものはない。

性格不明遺構

SX126(第 27図) 3E区北西端、E254～257・ S216～ 219付近で検出した。平面形は台形状の落ち込みで、

南壁。東壁は調査区外に伸びる。Ⅲ a tt SDl17・ ■8。 SKl19、 ピットに切られる。南壁の方向はN-85～ 95°一

E、 東壁の方向はN-15° 一Wを計る。確認した範囲の規模は、東壁上端で2.45m。 南壁上端で3.95mを計る。

掘り下げを行ったところ、若干の凹凸を伴う底面を検出した。検出面からの深さは 5～ 6 cmである。下端は

東壁・南壁に沿い、上端との幅は東側で10～ 15cm・ 南側で11～26cmを計る。さらに、底面では東壁 。南壁の

内側で幅49～215cmの溝状の落ち込みを検出した。落ち込みの深さは、検出面からは10～ 12cm、 底面からは 4

～ 5 cmを計る。堆積土は溝状の落ち込みも含め 1層で、基本層Ⅲ b層主体の粘土質シルトである。層下部に

は基本層Ⅳ層ブロックを少量含む。遺物は出上していない。SX126の東壁。南壁はその形状から、基本層Ⅲ

b層水田跡に伴う段差の可能性が考えられる。

ビット列

28号ピット列 (第29図) 3C区、E257～267・ S136～ 170付近で検出した。北側・南西側は調査区外に伸び

る。V層23号小溝状遺構群、24号墳周溝及び墳丘基底面を切る。方向はN-10～ 15° 一Eを計り直線的である

が、南端部はやや西に湾曲する。部分的に途切れて 2～ 3列 となるが、規模・方向・堆積上の様相から同一

の遺構と判断した。確認した範囲の長さは約36mに及ぶ。ピット列は概ね 2～40cmの間隔 (上端間)で並ぶ

が、南半部の一部は互いに連結した状況で検出された。平面形は楕円形もしくは溝状で、長軸50cm～ 3.5m・

短軸12～ 75cm、 深さ 4～39cmを計る。断面形はU字形または逆台形で、底面には凹凸があり、部分的に深く

なるものもある。堆積土は2層で、基本層Ⅲ b層主体の粘土質シルトである。遺物は南端部を中心に埴輪片

が34点出上したが、図示できるものはない。28号ピット列は、堆積上の様相から基本層Ⅲ b層に伴う遺構の

可能性が考えられる。

守
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(4)V層上面検出の遺構と遺物

V層上面検出の遺構には古墳19基 。木棺墓 1基・竪穴住居跡 1棟・土坑13基・溝跡 9条 。小溝状遺構群91・

性格不明遺構10基の他、ピットがある。これらの中で、多数検出されたピットについては、その分布に規則

性は認められなかった。

古 墳

本遺跡及び東側に隣接するエノ壇遺跡では、平成 6年度までに古墳時代中期後半の12基の古墳 (大野田 1

～ 9号墳 。王ノ壇古墳・春日社古墳・鳥居塚古墳)の調査が行われている。これらの古墳の中で墳丘の一部

が確認されているものは大野田 1号墳・王ノ壇古墳・春日社古墳 。鳥居塚古墳のみで、その他は墳丘が削平

され周溝のみが検出されている。今回の調査に伴う試掘調査では、 7地点 (第 2図 :血 9・ 10・ 13・ 15。 19・

56・ 58ト レンチ)で古墳の周溝と考えられる溝跡を検出した。この中で配13・ 15。 19・ 56の 4地点について

は未調査の古墳であり、周辺でもさらに古墳の数が増加することが予想された。調査の結果、新たに17基の

古墳 (全て円墳)を検出し、大野田10～ 26号墳とした。また、王ノ壇古墳の南西側周溝の一部と鳥居塚古墳

の調査も行い、円墳 と想定されていた鳥居塚古墳 (註58)は前方後円墳であることが判明した。王ノ壇遺跡

4次調査では27号墳が検出されており、これまでに本遺跡及び王ノ壇遺跡で確認された古墳の数は30基を数

える。検出された古墳の墳丘は全て削平されている。古墳の立地は既述のように基本層V層段階 (古墳築造

時)の自然堤防状の微高地上である。以下、鳥居塚古墳 。大野田10～26号墳・王ノ壇古墳の順に記述する。

鳥居塚古墳 (第33図 )

[位置。立地] 2C区中央部から3F区及び3D区西端、E208～ 255。 S172～204付近で検出した。調査以前は

水田で、標高は10.5m前後である。1987年の市道拡幅に伴う調査では、内縁径22mの円墳と想定されていた。

今回2C区で前方部、3F区で後円部の一部、さらに3D区で後円部周溝の一部を検出したことにより、本古墳

は前方後円墳と判明した。尚、前回の調査では墳丘積上が部分的に確認されているが、その後の水田耕作に

よる影響 もあってか今回は全 く確認できなかった。検出面の標高は周溝外縁が9.4～ 10.Om、 前方部が

9。 9～ 10.3m・ 後円部が10.3～ 10.5mと墳丘部分が高い。下層調査 (く びれ部 :h16ト レンチ)とこよると、古墳

直下では基本層X層が非常に厚く(層厚1.0～ 1.5m)堆積していることが確認された。本古墳は標高9.4～10.5

mの層上面の微高地 [B]上に立地する。西側に 4号墳、北東側に24号墳、南東側に25号墳が隣接する。

[重複等] 前方部周溝は31・ 33・ 36・ 46号小溝状遺構群、後円部南東側周溝は33号小溝状遺構群、後円部

東側周溝は3D tt SK134に 切られる。また、くびれ部北側内縁はⅢ a tt SK35。 SD36に切られる。前方部西

側及び周溝部分でピットを多数を検出したが、これらの中で周溝壁面と底面のものは周溝の掘削に伴う痕跡

の可能性が考えられる。後円部では前回の調査 トレンチ (3T)を確認した。

[規模等] 古墳の全容は不明である。また、墳丘も削平されていることから、規模等の数値は残存部をも

とにしたものである。前方部は長さ約13.Om、 最大幅約12.5mを計る。くびれ部の幅は約8.2mを計る。後円

部径は前回の調査区 (lT・ 3T)と の照合をもとに推定したい。北西側で検出した周溝内縁はlTの南東に隣

接し、推定線が一致する。一方、南西側で検出した周浦内縁は、3Tで検出された位置より約1.0～ 1.2mほ ど

南西側で検出した。3T内縁の位置は、墳丘部分のV層 と周浦上を覆う基本層Ⅳ層の境をもとにしている可台と

性が考えられる。今回検出した周溝内縁の位置から、後円部径は前回の調査よりやや大きく、約24mと 推定

される。したがって、主軸長は推定約37mと なる。主軸方向は N-98°一Eを計る。平面形は前方部南西側、

くびれ部南側から後円部南東側は周溝内縁の崩落のためか、やや歪んでいる。周溝は前方部及び後円部に沿っ

て巡っている。周溝の堆積状況は内縁と外縁を結ぶ高さまで達せず比較的浅く窪んだ段階で、基本層Ⅳ層に

覆われていた。上端幅は2.9～ 8.3mを計り、くびれ部から後円部が広く、前方部西側が狭い。但し、後円部
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周溝外縁の一部を検出した3D区では、後円部推定径 をもとにすると周溝の上端幅は推定 5。 1～5.4mと なる。

調査区の制約があり、周溝内縁を検出できなかったことから断定はできないが、後円部周溝は東側がやや狭

くなる可能性も考えられる。下端幅は1.8～5.Omを計 り、くびれ部周辺が広い。周濤の断面形は浅い U字形

もしくは逆台形である。壁は緩やかに立ち上がるが、外縁が急に立ち上がる地点や上方がさらに開く地点も

ある。検出面 (周溝内縁)か らの深さは043～1.6mを計り、前方部西側が浅 く、くびれ部北側周辺及び前方

部南側から後円部南東側が深い。底面は前方部西側はほぼ平坦で、北側は後円部に向かってしだいに下がり、

くびれ部周辺には周溝の掘削に伴うと考えられる土坑状の落ち込みも認められる。また、前方部南西隅から

南側にも傾斜があり、くびれ部を中心にやや窪む。掘削が深 く及んでいるこの地点には基本層X層の砂礫層

の一部が、3D区周溝底面には基本層�層の礫層が露出する。周清の堆積土は基本層Ⅳ層の除去後に確認した

4層に細分される自然堆積層である。堆積± 1層は前方部西側断面 (B― B′)か らも確認できるが、小溝状遺

構群に切られる。尚、前方部・後円部とも精査を繰り返したが、埋葬施設は検出されなかった。

[出上遺物] 出土遺物には埴輪片1,380点 (内、基本層 I～Ⅳ層 153点 )の他、縄文土器片244点・土師器
片34点・須恵器片 1点・剣片石器 3点・礫石器 1点がある。周溝出上の埴輪1,213点の内、約61%の 734点が

堆積± 1層中からのものである。地点別ではくびれ部周辺からの出上が多く、前方部西側周辺は少ない。図

示した遺物は円筒埴輪10点 (第34図 。35図 1～ 5)の他、円筒埴輪の口縁部・凸帯部・基部の破片資料 5点

(第35図 7～ 11)、 土師器 1点 (第35図 6)である。朝顔形埴輪は出上していない。

大野田10号墳 (第36図 )

[位置・立地]lA区 南部からlB区、E194～ 216・ S90～112付近で検出した。調査前は水田で、標高は10.7
m前後である。試掘調査 (No13)に おいて確認されていた古墳である。本古墳は標高9。 9～10.3mの V層上面
の微高地 [A]上に立地する。北東側に■号墳、東側に14号墳、南東側に20号墳が隣接する。

[重複等]周 溝部分はSXllを切 り、SD 6及び 2・ 4・ 5。 7・ 8。 9号小濤状遺構群に切られる。また、
墳丘北端部をⅢ層ピット列に切られる。南側には調査以前の電柱撤去に伴う攪乱が認められた。墳丘及び周

溝部分で多数のピットを検出したが、これらの中で、周溝壁面と底面のものは周溝の掘削に伴う痕跡の可能

性が考えられる。墳丘南東側の周溝内縁付近ではSK14。 15を検出した。

[規模等]周溝内縁径14～14.9m。外縁径22～24.5mの円墳である。墳丘部分 と周溝外縁の比高差は 7～24
cmを計り、墳丘部分の中央南側が高い。周溝の上端幅は3.6～ 7.Omで、南側が狭い。下端幅は0.32～ 1.25m

で、北東側と南東側が狭い。断面形はU字形または逆台形である。壁は内縁はやや緩やかに、外縁はやや急

に立ち上がり、ともに上方で開く。また、地点によっては段を形成する。検出面 (周溝内縁)か らの深さは

0.8～ 1.3mを計り、南側が浅い。堆積土は3層に細分される自然堆積層である。周溝北西側はグライ化して

おり、土色・土性が若千異なる。

[出土遺物]出 土遺物には埴輪片3,072点 (内、基本層Ⅳ層836点 )の他、縄文土器片27点・土師器片54点・
須恵器片 4点・剣片石器 2点・磨製石器 1点・礫石器 3点 。石製品 1点・板石片 8点がある。周溝出上の埴

輪片2,236点の内、約83%の 1,847点が堆積± 1・ 2層中からのものである。図示した遺物は円筒埴輪15点 (第

37～ 40図 1～ 2)、 朝顔形埴輪 5点 (第40図 3～ 7)、 形象埴輪 1点 (第40図 8)、 円筒埴輪の口縁部・凸帯部・

基部の破片資料 5点 (第41図 1～ 5)、 朝顔形埴輪の口縁部・屈曲部・肩部の破片資料 3点 (第41図 6～ 8)、

土師器 3点 (第42図 1～ 3)、 須恵器 2点 (第42図 4・ 5)、 鉄製品 3点 (第42図 6～ 8)、 石鏃 1点 (第42図

9)、 石製模造品 1点 (第42図 10)、 磨製石斧片 1点 (第42図 11)である。この中で、形象埴輪 (第40図 8)

は人物または動物埴輪の頭部片と考えられるものである。

SK14(第43図)10号 墳墳丘部分南西側、E199～200・ S103～ 105付近で、墳丘部分に残る基本層Ⅳ層の除
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1 10YR3/3醐 粘上質ンルト 下部にV層理伏に少量

10YR3/3睡 粘土質シルト V層・炭化物斑状に少量

10Y硝/3睡 粘翌質シルト
V層 1層よりやや多量 灰黄褐色粘土・炭化靱斑状

に少量                   _

2b 10YR3/4醐 粘土質ンルト
V層 2a層 よりやや多量,灰黄褐色粘土・炭化物斑状

に少量

3 10YR3/2黒褥色 粘 土 V層・炭化切斑状に多量,灰黄褐色粘土斑状に少塵

10YR4/3におい貢髄 砂壇シルト 2b層・ 3層プロツク状に少量

第33図 鳥居塚古墳
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No 登録No 種別 出土層位

法  量 (cm) 凸帯 (cm)

タテXヨ コ

(卸 )

色調 胎土 拘 文 調 整 硼 α

日径 底径 器高 段幅 上幅 下幅
一局

1 円筒埴輪 a,2b層 〔283) 〔320) 16
055

06

〔58〕 ×

〔55)
25Y6/6
明黄褐色

やや不艮

白針勧⊇
良好

外面 :タテハケ,日縁部・凸帯ヨコナデ

内面 :横ハケ,縦方向ナデ,日縁部・凸帯ヨコナデ
22-2

2 円筒埴輪 d。 lb層 〔272〕 2:(67) 20
05
〔50〕 X

(52〕

2 5YR6/6

橙色

やや不長

自夕陥災量
良好

外面 :タ テハケ,日縁部・凸帝ヨコナデ

内面 :横ハケ,縦方向ナデ,日縁部・凸帯ヨコナデ
22-4

3 円筒埴輪 a。 lb層 (289〕

一
佃
Ｗ

06 055
67

2 5YR5/6

明赤褐色
砂位多量

白鍵

良好

外面 :タブハケ,日縁部。山帝ヨコナア

内面 :横・斜め方向ハケ,縦方向ナデ,日縁部・凸帯
ヨヨナデ

22-3

4 円筒埴輪 a・ 3層 17 465
06
(58)X
59

7 5YR5/4

にぶい褐色

やや不良

白釘η挺豊
やや軟質

外面 :タテハケ,日縁部・基部ヨコナテ

内面 :底部オサエ,斜め方向ハケ,縦・斜め方向ナデ,
□綴認ヨコナデ

22-1

5 S34 円筒埴輪 a,lb層 (108)

一
仔

鬱

15 〔55〕 X
54

5YR6/6

橙色

やや不良

自糎
良好

外面 :タ テハケ,凸帯ヨコナデ

内面 :斜め方向ハケ,縦方向ナデ

第34図 鳥居塚古墳出土遺物 (1)
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第 1節 大野田古墳群

去中に検出した。ピットに切られる。南半部の一部は誤って底面付近まで堆積上を掘り下げている。堆積土

1・ 2層の除去中に北側の底面付近で板石片及び精円形の礫を、さらに周辺では小さな礫を多数確認した。

平面形は隅丸の長方形である。長軸方向はN-32° 一Wを計り、ほぼ周溝南西部内縁に沿う。規模は長軸約2.2

m・短軸約0.75m、 深さ約0.3cmを計る。断面形はU字形で、底面は平坦である。堆積土は 2層で人為堆積層

である。 2層中には径 1～ 3 cm前後の礫及び粗砂を多量に含む。板石片 (最大 :長軸26cm・ 短軸17cm・ 厚さ

2 cm)は北端部の底面及び 2層上面に敷かれ、接合するものもあることから、本来は大きなものを割ったも

のである。楕円形の礫は北側では板石を支えるように敷かれている。南側にもあったが、検出時に取り上げ

てしまった。確認した砂礫層 (2層)及び板石片 。楕円形の礫は礫床または棺床施設と考えられる。棺の痕

跡は確認できなかったが、木棺とすればその規模は約1.6mと 推定される。遺物は堆積± 2層中より鉄製刀子

片 (第43図 1)力 出ゞ上した。構築手順は以下のように想定される。①掘り方底面北側に板石片を敷設し、小

さな礫と砂主体の上で埋め戻す (厚さ2～10cm)→②北端には板石片・楕円形の礫、南端には楕円形の礫を

敷設して棺の支えとする→③埋葬を行い埋め戻す。SK14は形状・堆積上の様相、板石片・礫の敷設状況から、

10号墳の埋葬施設と考えられる。尚、検出位置からは追葬の可能性がある。

SK15(第43図) 10号墳墳丘部分南西側、E200～ 202・ S106～ 107付近で、墳丘部分の再精査中に赤色顔料

の分布を確認し、その後、面的に検出した。東半部は攪乱に切られる。平面形は隅丸の長方形と考えられる。

長軸方向はN-58° 一Wを計り、ほぼ周溝南西部内縁に沿う。SK14の南東約1.35mに位置する。残存部の規

模は長軸約1.55m。 短軸約0。 9m、 深さ約0.2mを計る。断面形はU字形で、底面はほぼ平坦である。堆積土

は 2層で人為堆積層である。 2層中には径 1～ 3 cm前後の礫及び粗砂を多量に含む。東半部の一部は攪乱と

誤認し、底面まで掘り下げてしまった。西端の堆積± 1層上面には赤色顔料 (分析によリベンガラと判明)

が、楕円形の範囲 (東西約19cm。 南北約17cm)に分布していた。西側の底面には小さな礫が敷きつめられて

いる。東側にも礫が分布していたが、検出時に取り上げてしまった。確認された砂礫層 (2層)は礫床また

は棺床施設と考えられる。棺の痕跡は確認できなかった。遺物は、東側の堆積土中より鉄製刀子片 (第43図

2:層位不明)、 西端の 1層中より完形の土師器不 (第43図 3)が出上した。土師器の出土地点は赤色顔料の

分布範囲の南側である。構築手順は以下のように想定される。①掘り方底面に小さな礫を敷設し、さらに礫

と砂主体の上で埋め戻す (厚さ 7～10c14)→②埋葬を行い、赤色顔料を散布し上師器を埋納して埋め戻す。

SK15は形状・堆積上の様相、赤色顔料の分布や礫の確認状況等から、SK14と 同じく10号墳の埋葬施設で、

検出位置からは追葬の可能性が考えられる。

大野田m号墳 (第44図 )

[位置・立地]lA区 東側からlD区西側及びlC区北西側、E210～ 236・ S69～ 93付近で検出した。調査前
は水田で、標高は10.7m前後である。本古墳は標高9.8～ 10.2mの V層上面の微高地 [A]上 に立地する。東

側に12号墳、南東側に15号墳、南側に14号墳、南西側に10号墳が隣接する。

[重複等] 周清部分はSD 3・ 6及び 6・ 9。 15号小清状遺構群、ピットに切られる。墳丘部分は北西部を
Ⅲ attSK 7、 東側を15号小溝状遺構群に切られる。墳丘及び周清部分で多数のピットを検出したが、これ

らの中で、周溝の壁面と底面のものは周溝の掘削に伴う痕跡の可能性が考えられる。

[規模等]周清内縁径15～ 16.lm・ 外縁径24～24.8mの 円墳である。墳丘部分と周溝外縁の比高差は2～20

cmを計り、墳丘部分の中央西側が高い。周溝の上端幅は3.1～5.4mで、南東側が狭い。下端幅は0.28～ 1。 18

mで、東側と西側が狭い。断面形はU字形である。壁は内縁は緩やかに、外縁はやや急に立ち上がり、とも

に上方で開く。また、地点によっては段を形成する。検出面 (周溝内縁)からの深さは0.55～1.3mを計り、

南側が浅い。堆積土は 3層 に細分される自然堆積層である。周溝西側から南側はグライ化しており、土色 。
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0        5 cm     10cm

血
畿
　
配

種別 出土層位

法  量 (cm) 凸 帯 (cm) スカシ

タテ×ヨコ

(cm)

色  調 胎  土 焼  成 調 整
肇
酌
配

口径 底径 器高 段 幅 上幅 下幅 高 さ

1 Sl 円筒埴輪 b■層 (330〕 (355, 2

3

06

03
76 76

10YR3/4

浅粛橙色

やや不良

砂粒多量
軟質
輛
　
繭

タテハケ,日縁部・日縁部下・白部ヨコナデ,第 1凸
帯に布目痕あり

縦方向ナデ・斜め方向ナデ,凸帯・口縁部ヨコナデ
I

2 円筒埴輪
lB区・IV層

中
(228) (152〕

1

2

165
14 5

14 33

07 26
05

07
57X56 2 5YR6/8

橙色 餅鰈
良好
輌
価
タテハケ,日縁部 。日縁部下・凸帯ヨコナデ
縦方向ナデ,日縁部・凸帯ヨコナデ,基部オサエ,
ヘラ記号 2本

3 円筒埴輪 b・ 2層 (350〕 (216)

1:―

2:(91)
3:(120

76× 77
10YR8/3

浅黄橙色

やや不良

砂粒多量
軟質 緬
繭
タテハケ?,日縁部ヨコナデ,磨滅
縦方向ナデ?,日縁部ヨコナデ,斜めヘラ記号2本

7

4 円筒埴輪 c・ 2層 〔246, (120)

1:―

2:―

3:(120)

7 5YR7/4

にぶい橙色

良好

白腔
良好 瓶
師
タテハケ,日縁部・口縁部下ヨコナデ
横ハケ,縦・ナナメ方向ナデ,日縁部ヨコナデ

2

5 円筒埴輪 a・ 2層 (293〕 (308)

一
ぉ
∇
２‐

09
07

08
〔74)× 78 聞
髄

やや不良

自催
やや軟質

外面 :タ テハケ,口縁部・凸帯ヨコナデ
内面 :斜め方向ハケ,縦方向ナデ,日縁部ヨヨナデ

13-6

第37図 大野田10号墳出土遺物 (1)
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種別 出土層位

法      量  (αn) 凸 帯 (cln) スカシ

タテXヨ コ

(cm)

色  調 胎  上 焼  成 調 整
芸
離
血口径 底径 器高 段幅 上幅 下幅 高 さ

1 S5 円筒埴輪 Ⅳ層下面 〔284, (326)

1:―

21(151)

3:175
07 19

06

07
71× 70

5YR7/6

髄
やや不良

白燿
やや報質

外面 :タテハケ,日縁部・凸帯ヨコナデ

内面 :横ハケ,斜め方向ハケ,縦方向ナデ,日縁部ヨコナ
デ

2 S6 円筒jELM c・ 2層 (273)

11135
2:145
3,14 5

19
05

07
60X59 7 5YR7/6

rtt

やや不良

砂粒多量

白纏

良好
輌
師
タテハケ,日縁部・凸帯・基部ヨコナデ
基部オサエ,斜め方向ハケ,縦方向ナえ 日縁部・
凸帯ヨコナデ

3 円筒埴輪 c・ 2層 〔264〕 175
1:158
2:149
3:15 5

07
06

08
65× 62

10YR7/4

にぶい黄橙色
やや不良 やや軟質

外面 :タテハケ,日縁郡・凸帯・基部ヨコナデ

内面 :基部オサエ,横ハケ,斜め方向ハケ,縦方向ナえ
口縁部 '凸帯ヨコナデ

12-12

4 円筒埴輪 c・ 2層 (280〕 (237) 2 07
03

09
〔77)× (65〕

5YR7/6

橙色

やや不良

白燿
良好

外面 :タテハケ,日縁部・凸帯ヨコナデ

内面 :横ハケ,斜め方向ハケ,縦方向ナデ,日縁部・凸帯
ヨコナデ.ヘラ記号1本

13-9

第38図 大野田10号墳出上遺物 確)
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口

性

一

■ 0伽

No
畿
　
配

種別 出土層位

法  量 (cm) 凸 帯 (cn) スカシ

タテ×ヨコ

(cm)

色  調 胎 土 焼 成 調 整 額
離
胤

口径 底 径 器 高 段幅 上幅 下幅 一局

1 円筒埴輪 c・ 2層 253 172
06

10

7 5YR8/4

浅黄橙色

良好

白釘覇先量
やや軟質

面

面

外

内
タテハケ,日縁部。日縁部下・凸部ヨコナデ
基部オサエ,横ハケ,斜め方向ハケ,縦方向ナデ,
日縁部・凸帯ヨコナデ

2 円筒埴輪 a・ 2層 (251〕 167
1:138
2:15 1

3 :15 9

08

1 05

64× 61
7 5YR8/6

浅黄橙色
良好

白割覇拠堅
良好

外面 :タ テハケ,日縁部・凸帝ヨコナデ
内面 :横・斜め方向ハケ,縦方向ナデ,口縁部横ハケ・ヨ
コナデ

3 円筒埴輪 b・ 1層 (243)

ユ:一

2:(66)
31(1761

07 21
06

07
〔65〕×70 5YR6/8

髄
良好

白縫
良好

外面 :タ テハケ,日縁部 。日縁部下 '凸帯ヨコナデ
内面 :斜め方向ハケ,縦方向ナデ,日縁部ヨコナデ

4 円筒埴輪 a。 2層 (219)

1:―

2:(66)
]:(150

07

10
(69〕 ×(69〕

10YR7/3

にぶい黄橙色
やや不良 やや軟買

画

面

外

内
タテハケ,日縁部・凸帯ヨコナデ
斜め方向ハケ,縦方向ナデ

第39図 大野田10号墳出土遺物 (3)
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イ
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瀑韻
ｏ

No
斡
　
配

種別 出土層位

法  量 (m) 凸 帯 (cm) スカシ

タテ×ヨコ

(cm)

色  調 胎  土 焼 成 調 整
雲
酌
配口径 底径 器 高 段幅 上幅 下幅 高 さ

l 円筒埴輪 d・ 2層 10 24

07

10
69

5YR6/6

橙色

良好

自嬢
良好

外面 :タ テハケ,日縁部・凸部ヨコナデ
内面
'基
部オサエ,斜め方向ハケ,縦方向ナデ,日縁部ヨ
コナデ,ヘ ラ記号1本

2 P3筒埴輪 d■層

065

08
55× 61

75Y暫/4
にぶい橙色

良好

自穂
良好

外面 :タ テハケ,日縁部・凸帯ヨコナデ

内面 :基部オサエ,斜め方向ハケ,縦・斜め方向ナデ,日
縁部ヨコナデ,ヘラ記号1本

3

朝翔 埴

輪

頸部

E210・ S90

Ⅳ層中

頸径

(183)

10YR6/4

にぶい橙色

やや不艮

白釧喘処巨
やや不良

外面 :凸帯ヨヨナデ

内面 :凸帯ヨコナえ 縦方向ナデ ?

4

朝顔型埴

輪

頸～肩部

a,1層
径

Ю

頸

‐５

7 5YR7/6

橙色
やや不長 良好 輌

師
タテハケ,凸帯ヨヨナデ
横・斜め方向ハケ,凸帝ヨコナデ

5

朝顔型埴

輪

頸部・凸

帯

a■層
頸径

(142〕

75Y暫 /4
にぶい橙色

良好 良好
外面 :凸帯ヨコナデ

内面 :斜め方向ハケ,縦方向ナデ,ヨ コナデ

6

朝顔型埴

輪

屈曲部・

凸帯

b・ 1層
7 5YR7/4

にぶい橙色

良好

白礎
良好

面

面

外

内
タテハケ,凸帯ヨヨナデ
斜め方向ハケ

7

朝顔型埴

輪

肩部直下

b■層
7 5YR7/6

橙色
良好 やや軟質

外面 :凸帯ヨコナデ

内面 :縦方向ナえ 凸帯ヨコナデ

8 形象埴輪 a・ユ層 は3)
10YR8/2
庁 白薇

やや良 やや軟質 外面 :ヨ コナデ 内面 :縦方向ナデ ２４．醐

第40図 大野田10号墳出土遺物 (4)
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No
畿
　
配

種別 出土層位

法  量 (cm) 凸 帯 (cm) スカシ

タテ×ヨコ

(cn)

色  調 胎  土 焼 成 調 整
雲
醜
配

口径 底径 器高 段幅 上帽 下幅 高 さ

円鵡

日縁部
a■層 7 5YR7/4

にぶい橙色

やや不良

自引船先量
やや軟質 獅
瓶
ヨコナデ
ヨコナデ,ヘラ記号 1本

2
輪髄
翻
円

日

E200・ S90

V層検出面
5YR5/4

にぶい赤褐色
やや不良

白鍵
良好 獅
繭
タテハケ,日縁部ヨコナデ
横ハケ,日縁部ヨコナデ

3
円噛

凸綿
a・ 2層 7 5YR7/6

橙色 好鵬
艮

白 良好 緬
繭
タテハケ,凸帯ヨコナデ
縦方向ナデ,凸帯ヨコナデ

円筒埴輪

凸欄
a・ 1層 10YR7/3

にぶい黄橙色
やや不長 やや軟質 輌

輌
タテハケ,凸帯ヨコナデ
縦方向ナデ,凸帯ヨコナデ

5
円筒埴輪

基部

E200,S100

Ⅳ層中
7 5YR6/6

橙角
良好

白搬
長好 胴
輌
タテハケ,基部ヨコナデ
基部オサエ,縦方向ナデ

6

朝顔型埴

輪

回縁部

a・ 2層 7 5YR7/6

橙色
良好

白鞭
良好 姉
胴
タテハケ,日縁部ヨコナデ
横ハケ,日縁部ヨコナデ

7

朝顔型埴

輪

屈曲部凸

帯

E190,S90

V層検出面
7 5YR7/6

橙色
やや不良 やや軟質 獅

輌
タテハケ,凸帯ヨコナデ
横・斜め方向ハケ,凸帯ヨヨナデ

8

朝顔型埴

輪

肩部

l層 10YR8/3

浅黄橙色

良好

白鍵
良好

外面 :斜め方向タテハケ・ヨコナデ

内面 :縦方向ナデ

第41図 大野田10号墳出土遺物 151



第 1節 大野田古墳群
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CEl「  Jロ

とここIIIIIII三二E三二三ノ11
0              5 cm

土性が若千異なる。

[出土遺物] 出土遺物には埴輪片1,750点 (内、基本層Ⅳ層940点)の他、縄文土器片25点・弥生土器片 6

点・土師器片 2点・須恵器片 1点・象J片石器 2点・礫石器 2点がある。周溝出上の埴輪810点の内、約72%の

586点が堆積± 1層中からのものである。図示した遺物は円筒埴輪 6点 (第45図 1～ 4、 第46図 1・ 2)、 朝

顔形埴輪 2点 (第45図 5・ 6)、 家形埴輪 1点 (第47図 )、 円筒埴輪の口縁部 。第 2段の破片資料 2点 (第46

図 5。 6)、 朝顔形埴輪の口縁部から屈曲部の破片資料 1点 (第46図 4)、 弥生土器 1点 (第 46図 3)である。

大野田12号墳 (第48図 )

[位置・立地] lC区東側からlD区北端、E241～ 257・ S69～84付近で検出した。調査前は水田で、標高は

10。 7m前後である。本古墳は標高9.9～ 10.4mの V層上面の微高地 [A]上 に立地する。東側に13号墳、南東

側に16号墳、南側に15号墳、西側に11号墳が隣接する。

[重複等] SX 5を切り、周濤部分はSD 3及び 6・ 13号小清状遺構群、墳丘部分はSD 3に切られる。墳

丘及び周溝部分で多数のピットを検出したが、これらの中で、周溝壁面と底面のものは周溝の掘削に伴う痕

鳥  C)

⑤

◇
↓

∪７

∩

帥

Ｈ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｍ

Ч

ｖ

６

鳳

釧

Ｑ

ｏ

No 登録番号 種  別 器  種 遺構 層位 特     徴 (調整 切 り離 し等 )
1 土師器 杯 c・ 2層 外面  口 :ヨ コナデ 体 :磨滅 内面  口 :磨滅 体 :磨減
2 土師器 不 c・ 2層 外面 磨滅 内面  (ミ ガキ)(放射伏) 24-7
3 C40 土師器 一臣 外面 口 ケヽメ・ ヨコナデ 体・ 底 :磨減・ ナデ ? 内面 回 :ヨ ヨナデ 体・底 :オサエ・ ヘラナデ 24-8

須恵器 勉 外面 体 :波状文 24-9
5 須恵器 豆 b。 1層 外面 体 :波状文  自然釉 ?
6 N3 鉄製品 釘 ? a。 1層 錆化、断面形は楕円形 24-11

N4 鉄製品 釘 ? b・ 2層 鋳化著 しい、断面形は三角形状 24-12

8 N5 鉄製品 釘 ? b・ 2層 鋳化著 しい、断面形は三角杉伏 24-13

9 Ka19 剣片 石鏃 b。 2層 有 茎

Kd2 石製模造品 有孔円板 b。 2層 24-10

11 Kb2 石製品 磨製石斧 b。 2層

第42図 大野田10号墳出土遺物 16)
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SK14

仁  m約蛸

Ю30N                 監

S107+
E201

S107+
E201

E202

+S106

土師器郷・ベンガラ出土状況

Юω叶 任m帥ぜ

]〔≡軍乳 9⊂)1   2

0         5 cm
崇

層色 土   色 土  性 傭 考

1 10YR5/2灰 昔協色 粘上質ンルト 混入物なく,一様な土
2 10YR4/1褐 灰色 粗砂・礫(1～3cm)多量

層位 土   色 土  性 備 考

I 10YR5/2灰 黄褐色 粘土質シルト 黄色砂多量

2 ЮYR4/1褐灰色 粘土買シルト 粗砂・礫 (1～3cm)多重

徴 (調整 切 り離 し箸 )

外面 回 :ヨ コナデ 体 :ミ ガキ・ ケズリ 底 :磨滅
内面 日 :ヨ ヨナデ 体 :ミ ガキ 底 :磨減

SK14。 15出土遺物

第43図 大野田10号墳SK14・ 15,出土遺物
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種別 出土層位

法  量 (cm) 凸 帯 (Cln) スカシ

タテ×ヨコ

(cm)

色  調 胎 上 焼 成 調 整
雲
剛
配口径 底径 器高 段幅 上幅 下幅 高さ

1 円筒埴輪 a・ 2層 (257〕 (240)

1:一

2:(85)
3: 15 5

08

0 95

〔52〕 X48
5YR6/8

橙色

やや不良

白針少量
やや軟質 獅
輌
タテハケ,口縁部・凸帯ヨコナデ

縦方向ナデ,日縁部・凸帯ヨコナデ

2
円筒埴輪 E210・ 580

1層
(108) 1:(10働

5YR7/6

橙色

良好

自引昭た量
やや軟質

外面 :タテハケ,墓部ヨコナデ

内面 :縦方向ナデ

3 的郵
lA区 。V層 (106) ■(1811

7 5YR7/4

にぶい橙色 好雛
良

白 良好 輌
繭
タテハケ,墓部ヨコナデ

基部オサエ,縦方向ナデ

4 S108 円筒埴輪 1・ 2層 (247)

1:―

21(133)

3: 11 4

07

08
(75〕×〔75〕

2 5YR6/6

髄

良好

白鞭
良好 獅
師
タテハク,日縁部・凸帯ヨコナデ

縦方向ナデ,日縁部ヨヨナデ

5 S105
朝顔型埴 d,2層 (136)

肩部

(136)

5YR7/6

髄
やや不良 良好

外面 :タテ・斜め方向ハケ,肩部債ハケ

内面 :頸ヨコナデ,斜め・縦方向ナデ
25-5

朝融

輪 基部
a・ 2層

第2段

(70)

肩部121

頸部30
屈曲部

(25)

07

08
〔10〕×〔55〕

5YR7/4

におい黄橙色

やや不良

白鞭
やや軟頂

外面 :タ テハケ・肩部僕ハケ,凸帯ヨコナデ,肩部朱塗り

内面 :縦方向ナデ,顕部ヨコナデ

第45図 大野田11号墳出土遺物 (1)
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帥

磐肇だ

嘲 7電鷲
0           5 cm         10Cm

配
鶴
　
醜
種房」 出上層位

I去      量  (cm) 凸 帯 (cm)
タテ×ヨョ

(cm)

色 調 胎  土 焼  成 調 整 芸
醜
配

口径 底 径 器 高 段幅 上 幅 下幅 高 さ

円筒埴輪 c・ I層 〔276〕 〔189〕
1:153
2:163
3: 10 95

0 55

07
75× 73 蜘
縫
１０
赤

やや不良
自針少量

良好
面
面
外
内
タテハケ,口繰部・凸帯ヨコナデ,孤伏ヘラ記号3本
斜め方向ハケ,縦方向ナデ,日縁部ヨヨナデ

円筒埴輪 d・ワ層 〔336〕 (370)

1:(105)

2:163
3:12 5

0 55

69× 67 7 5YR7/4
にぶい橙色

やや不良

白睡
やや軟質

画
面

外
内
タテハケ,回縁部・口縁部下ヨヨナデ
斜め方向ハケ・縦方向ナデ,口縁部ヨコナデ

朝顔型埴

輪
口縁～属
曲部

a■層 5YR7/3
にぶい橙色

良好 良好
外面 :タ テハケ,回縁部・凸帯ヨコナデ
内面 :横ハケ,日縁部・凸帯ヨヨナデ

円筒埴輪

口鰤

E220・ S70
V層検出面 ５ＹＲ

納
良好
白針少量

良好
画
面
外
内
タテハケ,口縁部ヨコナデ
ロ縁部ヨヨナデ (磨滅)

6
第 2段 ?

a・ 2層 7 5YR6/6
橙色

やや不良
やや軟質

外画 :タ テハケ,ヘラ記号 2本
内面 :縦方向ナデ

登録 番号 過雹月J 遺構  層位 特 徴 (調整 切 り離 し等 )
外面 撚糸文R 内面 マメツ 胎土中に糎殻混入

第46図 大野田11号墳出土遺物 (2)



第 1節 大野田古墳群

Ne
畿
　
血

種別 出土層位 形態の特徴

法  量 (un) 凸  帯 lcm)
スカシ

(cln)

色 調 胎 土 焼 成 詞 整 他
雲
聯
醜器高

壁体
部高

根
高
屋
部 部  位 上幅 下幅 高 さ

1

;

8
戻形埴蔚

b■層

c・ 1層

Ⅳ層中

寄棟の家

棟飾 り堅魚木

3

棟押 え 。柱 は

凸帯で表現

(232) (89) (143)

邑鰤

a17え

03

06

16

24

04

09
彫
諺

翻
判

瑚 :円形?1

妻側4:円形?1

2 5YR6/8
橙色

やや不良

白針微重
良好

屋根部 :壁体部とも粘と板を使用

外面 :昌倶部タテハケ→縦方向ナデ,壁体部はタテハケ,凸帯部側面
は強いナデ

内面 :昌恨部はタテハケ・横ハケ→横～斜め方向ナデ,屋根の接合部
は強いヨヨナデ,屋根部平側3に孔6(接合時の支え?),壁体部
は横ハケ→縦・斜め方向ヨコナデ

25-〔

軸
柱

13

15

24

26

11

12

9  う甲  10cm

第47図 大野田11号墳出土遺物 131
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第48図 大野田12号墳

10呵

雷位 土   色 土  性 備   考

la 10YR4/1褐灰色 シルト質粘土 副 ヒ鉄粧鯉伏に多量

10YR3/1暴髄 シルト質粘土

ЮYR6/2灰黄褐色 ンルト質粘上

2b 10瑚 2灰黄褐色 ンルト質粘土

2c 10YR7/4に ぶい黄橙色 2a層 アロック榎准

2d 10YR5月 におい黄褐色 シルト賓粘土

10YR6/4に ぶい貢脅色 粘上質シルト V層に類似



第 1節 大野田古墳群

跡の可能性が考えられる。

[規模等] 周溝内縁径10.6～■ .lm。 外縁径15.7～ 16.2mの 円墳である。墳丘部分と周清外縁の比高差は

0～ 13cmを計り、墳丘部分南側の周溝内縁付近が高い。周溝の上端幅は2.1～ 3.2mで、北東側と南側が狭い。

下端幅は0.45～1.38mで、北西側から東側が狭い。断面形は浅いU字形である。壁は内縁は緩やかに、外縁

はやや急に立ち上がり、ともに上方で開く。また、地点によっては段を形成する。検出面 (周清内縁)から

の深さは24～58cmを計り、南側が浅い。堆積土は 7層 に細分される自然堆積層である。周溝北東側はグライ

化しており、土色 。土性が若干異なる。

[出土遺物] 出土遺物には埴輪片14点 (内、基本層Ⅳ層 7点)の他、縄文土器片 5点 。土師器片10点・礫
石器 1点・板石片 1点がある。周溝出上の埴輪片 7点は全て堆積± 1層中からのものであるが、出土地点が

周溝の北東部と南西部に偏っていることから、隣接する13・ 15号墳に伴うものである可能性もある。よって、

大野田12号墳は埴輪を伴わない可能性が想定される。遺物はいずれも細片で、図示できるものはない。

大野田13号墳 (第49図 )

[位置・立地] lC区東端からlE区北側、E257～273・ S68～73付近で検出した。調査前は水田で、標高は
10.6m前後である。本古墳は標高9.8～ 10.lmの V層上面の微高地 [A]上 に立地する。南東側に18号墳、南

側に16・ 17号墳、西側に12号墳が隣接する。

[重複等] 周溝部分は6号小溝状遺構群・ピット、墳丘部分は14号小溝状遺構群に切られる。周溝壁面及
び底面で多数のピットを検出したが、これらは周溝の掘削に伴う痕跡の可能性が考えられる。

[規模等]南 半部中心の検出である。周溝内縁径10.5～ 10.8m。 外縁径15.8～ 16.Omの 円墳と推定される。
墳丘部分と周清外縁の比高差は2～21cmを計り、墳丘部分の中央北側が高い。周溝の上端幅は2.4～ 3.3mで、

南西側が狭い。下端幅は18～64cmで、北西から東側が狭い。断面形はU字形である。壁は内縁は緩やかに、

外縁はやや急に立ち上がり、ともに上方で開く。また、地点によっては段を形成する。検出面 (周清内縁)

からの深さは0.62～ 1.01mを計り、南西側が浅い。堆積土は 4層に細分される自然堆積層である。周溝西側

はグライ化しており、土色 。上性が若干異なる。

[出土遺物等] 出土遺物には埴輪片209点の他、縄文土器片 5点・土師器片 8点・礫石器 1点・板石片 7点
がある。周溝出上の埴輪は全て堆積± 1層中からのものである。図示した遺物は円筒埴輪 2点 (第51図 1・

2)のみである。

大野田14号墳 (第50図 )

[位置 。立地] lB区東端からlD区南西側、E220～234。 S96～108付近で検出した。調査前は水田で、標
高は10,7m前後である。本古墳は標高9.8～ 10.2mの V層上面の微高地 [A]上に立地する。北側に■号墳、

東側に15号墳、西側に10号墳が隣接する。

[重複等] 周清部分は 6・ 9・ 13号小溝状遺構群、ピットに切られる。周溝壁面及び底面で多数のピット
を検出したが、これらは周溝の掘削に伴う痕跡の可能性がある。

[規模等] 北半部中心の検出である。周溝内縁径9.8～ 10.5m。 外縁径14.2～ 14.5mの 円墳と推定される。
墳丘部分と周溝外縁の比高差は 8～42cmを計り、墳丘部分の中央南側が高い。周溝の上端幅は1.9～3.Omで、

東側が狭い。下端幅は0.22～ 1.43mで、東側と南西側が狭い。断面形は北東側 。南西側はU字形で、北西側

は逆台形である。壁は北東側・南西側の内縁は緩やかに、外縁はやや急に立ち上がる。北西側の立ち上がり

は内縁 。外縁ともやや急である。検出面 (周溝内縁)からの深さは35～74cmを計り、南西側が浅い。堆積土

は3層に細分される自然堆積層である。

[出上遺物] 出土遺物には埴輪片222点 (内、基本層Ⅳ層166点 )の他、縄文土器片22点・土師器片 6点が
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層位 土   色 土  性 備 考

1 5Y72暗灰黄色 粘土賃シルト 下部に薄く責色粘土層、酸化鉄斑状に少量

2 5Y3/1黒褐色 粘 土 酸化鉄斑状に少量

3 5Y7/4浅黄色 粘 土 暗灰黄色粘土と互層,酸化鉄斑状に少量

5Y7/3浅黄色 秒混粘土 酸化鉄斑状に少量

第49図 大野田13号墳

ある。周溝出上の埴輪56点の内、約86%の 48点が堆積± 1層中からのものである。また、周溝の北西側ベル

ト (C― C′ )堆積± 2層中より赤色顔料 (分析によリベンガラと判明)が出上している。図示した遺物は円筒

埴輪 3点 (第51図 3・ 4、 第52図 1)、 円筒埴輪の口縁部 。凸帯部の破片資料 2点 (第51図 5、 第52図 2)、

朝顔形埴輪の口縁部・屈曲部・頸部～肩部の破片資料 3点 (第51図 6・ 第52図 3・ 4)である。

大野田15号墳 (第53図 )

[位置。立地] lD区中央、E220～ 234・ S96～108付近で検出した。調査前は水田で、標高は10.7m前後で
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s14  +S106

円筒埴輪 (S14)出 土状況
E223

+鋭 07
0                                      1コ n

E220

C′
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層位 土   色 土  性 備 考

la 10YR3/4暗絶 粘土質シルト

loYR4/3に ぶい責褐色 粘土質シルト V・ Ⅵ層ブロック少量

2 10YR5/4に ぶい責褐色 粘土質シルト V・ WIBプロック多重

大野田14号墳
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ある。本古墳は標高9.9～ 10.lmの V層上面の微高地 [A]上に立地する。北西側に11号墳、北東側に12号墳、

東側に16号墳、西側に14号墳が隣接する。

[重複等] 周溝部分は 6・ 13号小清状遺構群、ピット、墳丘部分は13～15号小溝状遺構群に切られる。周

溝壁面及び底面で多数のピットを検出したが、これらは周溝の掘削に伴う痕跡の可能性が考えられる。

[規模等]北 半部中心の検出である。周溝内縁径13.4～ 14.2m。 外縁径21.4～21.7mの円墳と推定される。

墳丘部分と周溝外縁の比高差は0～ 19clnを計り、墳丘部分の中央東側が高い。周溝の上端幅は2.3～ 3.8mで、

北西側が狭い。下端幅は0.34～ 1.98mで、北東側から北西側が狭い。断面形は北東側・北西側はU字形で、

南西側は逆台形である。壁は内縁は緩やかに、外縁はやや急に立ち上がり、地点によっては段を形成して上

方に開く。検出面 (周清内縁)からの深さは0.59～ 1.01mを計り、南西側が浅い。堆積土は 4層に細分され

る自然堆積層である。周溝北東側はグライ化しており、土色・土性が若千異なる。

[出土遺物] 出土遺物には埴輪浄392点 (内、基本層Ⅳ層202点 )の他、縄文土器片 9点・弥生土器片19点・

土師器片21点・板石片 1点・劉片石器 2点・礫石器 2点がある。周溝出上の埴輪片190点の内、約92%の 175

点が堆積± 1層中からのものである。図示した遺物は円筒埴輪 1点 (第52図 5)、 円筒埴輪の回縁部の破片資

料 1点 (第52図 6)、 土師器 1点 (第52図 7)、 弥生土器 3点 (第52図 8～10)である。

大野田16号墳 (第53図 )

[位置・立地] lD区東端からlE区南西側、E253～ 262・ S84～92付近で検出した。調査前は水田で、標

高は10.6m前後である。本古墳は標高9.8～ 9。 9mの層上面の微高地 [A]上に立地する。北西側に12号墳、

北東側に13号墳、東側に17号墳、西側に15号墳が隣接する。

[重複等] 周溝部分は13号小溝状遺構群に切られる。墳丘部分は13～15号小溝状遺構群に切られる。周溝

壁面及び底面でピットを検出したが、これらは周溝の掘削に伴う痕跡の可能性が考えられる。

[規模等] 北半部中心の検出である。周溝内縁径6.5～ 6.9m。 外縁径8.4～ 8.8mの円墳と推定される。墳

丘部分と周溝外縁の比高差は3～ 1lcmを計り、墳丘部分の中央付近が高い。周溝の上端幅は0.8～ 1.3mで、

南西側が狭い。下端幅は0.2～0.6mで、北東側 。南西側が狭い。内外縁の一部は出入りがある。断面形はU

字形である。壁はやや急に立ち上がるが、北東側の内縁はやや緩やかである。検出面 (周清内縁)からの深

さは0.23～ 0.43mを 計り、北西側 。南西側が浅い。堆積土は 3層に細分される自然堆積層である。

[出土遺物] 埴輪を含め出土遺物はない。16号墳は12号墳と同じく埴輪を伴わない可能性がある。

大野田17号墳 (第53図 )

[位置・立地] lE区南端、E264～ 270。 S83～ 88付近で検出した。調査以前は水田で、標高は10.5m前後

である。本古墳は標高9.9～ 10.Omの 層上面の微高地 [A]上に立地する。北側に13号墳、北東側に18号墳、

西側に16号墳が隣接する。

[重複等]墳 丘部分は6号小溝状遺構群に切られる。

[規模等]北 半部中心の検出である。周溝内縁径5.2～ 6.4m・ 外縁径7.6～ 9.Omの円墳と推定される。墳

丘部分と周溝外縁の比高差は 0～ 3 cmを計り、ほぼ平坦である。周溝の上端幅は1.1～ 1.9mで、北東側・南

西側が狭い。下端幅は0.2～0.5mで、東側・西側が狭い。北東側の内外縁は外縁側にやや突出する。断面形

はU字形である。壁はやや急に立ち上がるが、南西側・北西側の内縁はやや緩やかである。部分的に段を形

成する。検出面 (周溝内縁)からの深さは0.45～0.51mを計り、北東側と南西側の一部が浅い。堆積土は 3

層に細分される自然堆積層である。周溝北西側はグライ化のため、土色・土性が若干異なる。

[出土遺物]板 石片が 1点出上しているのみで、埴輪の出土はない。17号墳は12・ 16号墳と同じく埴輪を

伴わない可能性がある。
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種別 出土層位

法  量 (cm) 凸 帯 (cla) スカシ

タテ×ヨコ

(cm)

色 調 胎  土 焼 成 調 整
雲
離
配回径 底径 器高 段幅 上幅 下幅 高 さ

1 円鵡
13号墳

c■層
(178〕 (402) 10 27

06

08
71 71

10YR8/3

浅黄橙色
やや不良 やや軟質

外面 :タテハケ,凸帯・基部ヨコナデ

内面 :墓部オサエ,縦方向ナデ
26-1

2
円筒埴輪
基部

13号墳

b■層
(175〕 ●(120

10YR7/4

にぶい黄橙色
やや不良 やや軟質

外面 :タ テハケ,基部ヨコナデ

内面 :縦方向ナデ

3 S125 円筒埴輪

14号墳
E230,S100

V層検出面
〔371〕 (74)

5YR6/4

にぶい橙色
良好

白針少量
良好 畑
師
タテハケ,口縁部 。日縁部下ヨコナデ
斜め方向ハケ,縦方向ナデ,日縁部ヨヨナデ

4 円筒垣輪

14号墳
W30・ S90 〔239〕 (166)

一
ｒｌ
】
１５

09
07

08

2 5YR6/6

髄

やや不艮

白纏
良好

外面 :タ テハケ,回縁部・凸帯ヨコナデ
内面 :縦・斜め方向ナえ 口縁部ヨコナデ

5 S126
円筒埴輪

日脚

14号墳

E230・ S90

Ⅳ層中

5YR6/6

橙色

良好

自盤
良好

面

面

外

内
タテハケ,日縁部ヨヨナデ
ロ縁部ヨコナデ

6

朝顔型埴

輪

14号墳

E230・ S100

V層検出面

7 5YR8/4

浅黄橙色
やや不良 良好

面

面

外

内
タテハケ,日縁部ヨコナデ
ロ縁部ヨコナデ

120

第51図 大野田13・ 14号墳出土遺物
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種 別 出上層位

法       量    (cm) 凸 帯 (cm) スカシ

タテ×ヨコ

(cm)

色 調 胎  上 焼 成 調 整 霰
阻
血口径 底径 器高 段幅 上 幅 下 幅 高 さ

円筒埴輪 聯Ｃ・・層
(305)

0 75

09
68× 〔61〕

7 5YR6/6
橙色

やや不良

白盤
やや軟質

外面 :タ テハケ,回縁部・口縁部下・凸帯ヨヨナデ
内面 :縦・斜め方向ナデ,日縁部・凸帯ヨコナデ

円筒埴輪
凸持部

14号墳
砂 20・ S90
V層検出面

7 5YR7/4
にぶい橙色

良好

白燿
良好

外面 :タ テハケ,凸帯ヨヨナブ
内面 :縦方向ナデ

3 抑輪曲
膨30・ S100

V層検出面

5YR6/6
絶 量好紗

良

白
良好

外面 :屈曲部タテハケ,凸帯ヨヨナデ
内面 :屈曲部斜め方向ハケ

朝顔型埴

輪
頸部～肩
部

14号墳
E220・ S90

V層検出面

2 5YR6/6
橙色

良好

白割昭廷監
良好

外面 :肩部横ハケ,凸帯ヨコナデ
内面 :肩部縦方向ナデ・ヨコナデ,頸部債ハケ

円筒埴輪
15号墳
d■層

(100) 2:一
8:(100)

10YR7/6
橙色

やや不良

白引昭死邑
やや軟質

外面 :タ テハケ,日縁部ヨコナデ
内面 :横・斜め方向ハケ,縦方向ナデ,口縁部ヨヨナえ
ヘラ記号 3本

円筒埴輪
口 縁 部

15号墳
E220・ S90
V層検出面

５ＹＲ
髄 量好妙

具

白 良好
外面 :タ テハケ,日縁部ヨコナデ
内面 :縦方向ナデ,口縁部ヨヨナデ

登録番号 蘊月」 器種 通躊 層位 特 徴 (調整 切 り離 し等 ) 写真図伽 ¶

C31 土師器 壷 b■層 外 面 口 :ヨ コナデ・ ヘラミガキ 内面  ヨコナデ
林生器 壷 ? d■ 層 外面 撚糸文R 内面 マメツ 胎土中に糎殻混入 26-7a

B5b 麻生土経 壷 ? d■ 層 外 面 糸支R 内面 ヘラナデ 胎土中に親殻混入
麻生土群 壷 ? d。 2層 外面  撚 糸支 R 内面  マ メツ 胎土 中 に親殻混入

第52図 大野田14・ 15号墳出土遺物



第 1節 大野田古墳群

大野田18号墳 (第54図 )

[位置・立地] lE区南東からlF区南西側、E275～ 284・ S73～ 83付近で検出した。調査以前は水田で、標

高は10。 4m前後である。本古墳は標高9.9～ 10。 lmの V層上面の微高地 [A]上に立地する。北西側に13号墳、

南西側に17号墳が隣接する。

[重複等] 周溝部分はピット・ 12号小溝状遺構群、墳丘部分はⅢ att SK17・ 12号小溝状遺憶群に切られ

る。周溝壁面及び底面でピットを検出したが、これらは周清の掘削に伴う痕跡の可能性が考えられる。

[規模等] 北半部中心の検出である。周溝内縁径6.6～ 7.7m・外縁径9.7～ 10.5mの 円墳と推定される。墳
丘部分と周清外縁の比高差は0～ 1lcmを計り、墳丘部分の北西付近が高い。周溝の上端幅は1.05～ 2.05mで、

北東側・北西側が狭い。下端幅は0.18～ 0.56mで、東側・西側が狭い。断面形はU字形である。壁は北西側。

北東側は内縁がやや緩やかに立ち上がるが、南西側は内外縁とも急で、内縁は段を形成して開く。検出面 (周

清内縁)からの深さは0。 30～ 0。 78mを計り、北西側・北東側の一部が浅い。堆積土は4層に細分される自然

堆積層である。周溝南西側はグライ化のためか、土色・土性が若干異なる。

[出土遺物]出 土遺物には土師器片 6点・板石片 4点があり、埴輪の出土はない。図示した遺物は土師器・

奏または壺の底部片 (第60図 1)1点のみである。また、板石片 4点の内、 2点は南西側周溝の堆積± 1層

中から重なって出上した。出土地点は内縁寄りで、周溝底面に向かって傾いている。埋葬施設に使用されて

いたものが墳丘の削平に伴って混入した可能性も考えられる。18号墳は12・ 16・ 17号墳と同じく埴輪を伴わ

ない可能性がある。

大野田19号墳 (第55図 )

[位置・立地] 王ノ壇遺跡 2次調査 1区西側、E340～351・ S10～25付近で検出した。調査以前は水田で、
標高は10.Om前後である。本古墳は標高9。 7～ 9。 8mの V層上面の微高地 [A]上に立地する。本古墳の北東

約50mに大野田 5号墳、南西約65mに大野田18号墳、南南東約100mに王ノ壇古墳がある。

[重複等] 周溝部分は王ノ壇遺跡 1区 SD 3・ 4号小溝状遺構群・ピットに切られる。墳丘部分はピットに

られるが、基本層 I層に伴う攪乱も多数認められた。

[規模等] 東半部中心の検出である。周溝内縁径8.5～9.2m・ 外縁径15.0～ 17.6mの 円墳と推定される。

墳丘部分と周溝外縁との比高差は 0～■cmを計り、墳丘部分の中央付近が高い。周溝の上端幅は2.6～ 4.2m

で、北西側・南側が狭い。下端幅は0.15～ 2.22mで、北側が狭い。断面形はU字形である。壁は北側 。東側

の内縁は緩やかに立ち上がり、部分的に段を形成する。南側は内外縁ともやや急である。検出面 (周溝内縁)

からの深さは0.55～ 0.83mを 計り、南側が浅い。堆積土は5層に細分される自然堆積層である。堆積± 2層

中の周溝内縁側からは長軸 9～ 35c14・短軸 5～ 15cmの礫が多量に出上した (写真図版16-5)。 礫は出土状況

から、墳丘葺石が崩落あるいは削平によって混入した可能性が考えられる。

[出土遺物] 出土遺物には縄文土器片 3点・土師器片15点・須恵器片 142点 。ロクロ土師器片 3点があり、
埴輪の出土はない。図示した遺物は須恵器甕 (第56図 1)のみである。19号墳は12・ 16・ 17・ 18号墳と同じ

く、埴輪を伴わない可能性が考えられる。

大野田20号墳 (第56図 )

[位置・立地]2B区 東側、E205～217・ Sl19～ 138付近で検出した。調査以前は水田で、標高は10.8m前

後である。本古墳は標高9.9～ 10.3mの V層上面の微高地 [A]上に立地する。北西側に10号墳・北東側に14

号墳 。南西側に21号墳が隣接する。

[重複等] 周溝部分は 4・ 5。 7～ 10号小溝状遺構群に切られる。墳丘及び周溝部分でピットを検出した

が、これらの中で周溝の壁面と底面のものは周溝の掘削に伴う痕跡の可能性が考えられる。
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督位 土   色 土  性 備 考

1 10YR3/3暗 褐色 シルト質粘土 酸化欽難伏に少量

2 10YR5/4に ぶい黄褐色 シルト質粘土 酸化鉄難伏に少量
3 10YR6/4に ぶい黄褐色 シルト質粘土“

○

大野田15号墳

A
ЮЮO略

ギ凱∞

大野田17号墳

曽位 土   色 上  性 備 考

1 10YR5/3に ぶい黄褐色 粘土質シルト マンガン粒少量

2 10YR4/2灰 黄褐色 粘土質シルト

3 10YR6/3に ぶい責橙色

5Y6/2灰黄色 枯土質シルト 北西側にのみ分布,醐ヒ鉄斑状にり重 ,グライ化
25Y4/1黄灰色 枯土質シルト 北西側にのみ分布,観ヒ鉄斑状に少量.グライ化
25Y7/4浅黄色 粘土質シルト グライ化

層位 土    色 土  性 備 考

1 25Y4/2暗灰黄色 粘上質シルト

2 25Y6/3に ぶい黄色 粘土質シルト 下部に薄く暗灰黄色粘土層,炭化物片微量
25Y7/4浅黄色 砂賢シルト

3b 25Y7/4浅黄色 顔 シルト Ⅵl・ Ⅷ層プロック混海

① 25Y5/1黄灰色 シルト質粘土 北東側にのみ分布・ グライ化

層位 土   色 上  性 備 考

② 25Y7/1灰黄色 ンルト質粘土 北東側にのみ分布,浅黄色・暗オリーブ灰色粘土層をはさむ,グライ化
③ 25Y7/3暗黄色 ンルト質粘土 北東側にのみ分札 砂微量,中央部が特にグライ化

第53図 大野田15。 16・ 17号墳
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第 1節 大野田古墳群

[規模等] 西半部中心の検出である。周溝内縁径12.9～ 13.2m・ 外縁径18.8～ 20.2mの円墳と推定される。

墳丘部分と周溝外縁の比高差は 3～38硼を計り、墳丘部分の中央付近が高い。周濤の上端幅は2.74～ 4.22m

で、南西側が狭い。下端幅は0.71～ 1.86mで、南西側が狭い。断面形は南側はU字形、西側から北側は逆台

形である。壁は内縁は緩やかに、外縁はやや急に立ち上がり、段を形成して開く。検出面 (周清内縁)から

の深さは0.74～ 1.02mを 計り、南側が浅い。堆積土は 8層に細分される自然堆積層である。

[出土遺物] 出土遺物には埴輪片26点 (内、基本層Ⅳ層 7点)の他、縄文土器片 5点・土師器片42点・須

恵器片 1点・象↓片石器 1点がある。周溝出上の埴輪片19点の内、約26%の 5点が堆積± 1層中からのもので

ある。図示した遺物は円筒埴輪の凸帯部破片資料 1点 (第59図 2)のみである。埴輪の出土量から、20号墳

は12・ 16・ 17・ 19号墳と同じく埴輪を伴わない可能性も考えられる (註59)。

大野田21号墳 (第56図 )

[位置。立地]2B区 南西側、E199～ 211。 S134～144付近で検出した。調査以前は水田で、標高は10.8m前

後である。本古墳は標高10.0～ 10.3mの V層上面の微高地 [A]上に立地する。北東側に20号墳
。南西側に 4

号墳が隣接する。

[重複等] 周溝部分は 7・ 8・ 11号小溝状遺構群、ピットに切られる。墳丘及び周溝部分でピットを検出

したが、これらの中で周溝壁面のものは周溝の掘削に伴う痕跡の可能性が考えられる。墳丘南西側には I層

にイ半う攪苦しも認められた。

[規模等] 北東部中心の検出である。周溝内縁径9.2～ 10.5m・ 外縁径15.8～ 21.2mの円墳と推定される。

墳丘部分と周清外縁の比高差は4～ 29cmを計 り、墳丘部分の南西狽」が高い。周溝の上端幅は4.05～5.70mで、

北東側が狭 く、20号墳周溝を避けるように歪む (註60)。 下端幅は2.12～ 3.08mで、北西側が狭い。断面形は

逆台形である。壁は北東側・北西側の内縁はやや緩やかに、東側はやや急に立ち上がり、ともに段を形成す

る。検出面 (周溝内縁)か らの深さは0,7～ 0.8mを計 り、北側が浅い。堆積土は 5層に細分される自然堆積

層である。

[出上遺物] 出土遺物には埴輸片790点 (全て周溝から出土)の他、縄文土器片 8点・弥生土器片 1点・土

師器片32点がある。周溝出上の埴輪片790点の内、約63%の 501点が堆積± 1層中からのものである。図示し

た遺物は円筒埴輪 3点 (第60図 1～ 3)、 円筒埴輪の口縁部・凸帯部。基部の破片資料 3点 (第59図 3～ 5)、

弥生土器 1点 (第59図 7)である。

大野田22号墳 (第57図 )

[位置・立地] 2H区南端から21区北半部、E303～ 310。 S166～ 187付近で検出した。調査以前は水田で、

標高は10,4m前後である。本古墳は標高9.7～10.lmの V層上面の微高地 [B]の北端部に位置する。南側に

23号墳が隣接する。

[重複等]墳 丘部分の南端から周溝部分はIII a tt SE68に 切られる。墳丘部分及び周溝部分でピットを検出

したが、これらの中で周溝壁面と底面のものは周溝の掘削に伴う痕跡の可含旨陛が考えられる。また、墳丘部

分の西側では試掘調査 トレンチ N056を確認した。

[規模等] 西半部中心の検出である。周溝内縁径14.0～16.6m・ 外縁径19,4～ 23mの円墳と推定される。

墳丘部分と周溝外縁の比高差は、北側 (2H区)では 3～10cm、 南側 (21区)では 1～12calを計 り、墳丘部分

の中央付近が高い。北側の周清部分は微高地が2H区中央部に向かつてしだいに下がる傾斜面に位置する。こ

のため、周溝外縁のレベルは南側より30～41cmほ ど低い。周溝の上端幅は1.3～3.8mで、北側が狭い。下端

幅は0.6～1.18mで、南東側が狭い。断面形はU字形である。壁は内縁は緩やかに、外縁はやや急に立ち上が

り、地点によっては段を形成する。検出面 (周溝内縁)か らの深さは0.24～ 0.57mを 計り、北狽Uが浅い。ま
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第 1節 大野田古墳群

た、底面には基本層Ⅸ層の砂礫層が露出する。堆積土は 3層に細分される自然堆積層である。

[出上遺物] 出土遺物には埴輪片155点 (内、基本層Ⅳ層64点)の他、縄文土器片25点・土師器片42点・礫
石器 1点がある。周溝出上の埴輪91点は、全て堆積± 1層中からのものである。図示した遺物は円筒埴輪の

凸帯部の破片資料 1点 (第59図 8)、 朝顔形埴輪の頸部の破片資料 1点 (第60図 4)の 2点のみである。

大野田23号墳 (第58図 )

[位置・立地] 21区中央部、E299～ 308・ S188～ 209付近で検出した。調査以前は水田で、標高は10.40m

前後である。本古墳は標高9.9～ 10.Omの V層上面の微高地 [B]上に立地する。北側に22号墳が隣接する。

[重複等] 周溝部分は26号小溝状遺構群、Ⅲ a tt SK76・ ピットに切られる。墳丘部分はⅢ a tt SK74・ 75
に切られる。墳丘及び周溝部分でピットを多数検出したが、これらの中で周溝の壁面のものは周清の掘削に

伴う痕跡の可能性が考えられる。

[規模等]墳丘及び周溝の西側・東側は調査区外のため、中央部中心の検出である。周溝内縁径13.2～ 13.7
m・ 外縁径19.9～ 20.3mの 円墳と推定される。墳丘部分と周清外縁との比高差は 1～19cmを計 り、墳丘部分

の南側が高い。周清の上端幅は2.85～3.72mで、北西側が狭い。下端幅は0.47～ 1.25mで、南東側が狭い。

断面形はU字形である。壁の北側は内外縁とも緩やかに立ち上がる。南側は外縁の立ち上がりが急で、内縁

は段を形成して緩やかに開く。検出面 (周溝内縁)からの深さは0。 48～0.88mを計り、北側が浅い。堆積土

は7層 に細分される自然堆積層である。

[出土遺物] 出土遺物には埴輪片587点 (内、基本層Ⅳ層205点)の他、縄文土器29点・須恵器片 1点 。劉
片石器 2点がある。周溝出上の埴輪382点 の内、約88%の 336点が堆積± 1層中からのものである。図示した

遺物は円筒埴輪 2点 (第60図 5。 6)の他、円筒埴輪の凸帯部の破片資料 1点 (第59図 10)・土師器 1点 (第

59図 9)である。

大野田24号墳 (第61図 )

[位置。立地] 3C区南端から3D区北端部、E256～ 263。 S165～180付近で検出した。調査以前水田で、標
高は10.4m前後である。本古墳は標高9,7～10.lmの V層上面の微高地 [B]北端部に立地する。南西側に鳥

居塚古墳、南側に25号墳が隣接する。

[重複等] 北側周溝部分は21・ 23号小清状遺構群・ピット、Ⅳ層28号ピット列に切られる。墳丘部分はⅣ

層28号 ピット列に切られる。また、北側 (3C区南端部)の墳丘から南側の周溝部分は、 1層の耕作に伴う削

平が著しく、攪乱も認められた。

[規模等]西 半部中心の検出である。周溝内縁径11.4～ 12.3m・外縁径14.4～ 15.5mの 円墳と推定される。
墳丘部分と周溝外縁の比高差は北側 (3C区 )では 2～ 13硼、南側 (3D区 )では 1～ 1lcmを計り、墳丘部分の

中央付近が高い。北側の周溝部分は微高地が3C区中央に向かってしだいに下がる傾斜面に位置する。このた

め、周溝外縁のレベルは南側より19～31帥ほど低い。周溝の上端幅は 1～1.95mで、北西側が狭い。下端幅

は0.24～ 1.25も で、北西側が狭い。断面形はU字形で、壁は内外縁とも緩やかに立ち上がり、北側では段を

形成して開く。検出面 (周溝内縁)からの深さは0.17～0.44mを計 り、南側が浅い。堆積土は3層に細分さ

れる自然堆積層である。

[出土遺物]出 土遺物は埴輪片1,328点で、他に遺物は出土していない。全て周溝から出上したもので、約
85%の 1,134点が堆積± 1層中からのものである。図示した遺物は円筒埴輪 3点 (第62図 1・ 2、 第63図 6)

と朝顔形埴輪 1点 (第63図 1)、 円筒lBL輪の口縁部・凸帯部の破片資料 4点 (第63図 2～ 5)である。

大野田25号墳 (第64図 )

[位置・立地] 3D区北半部から南半部、E255～262・ S186～ 207付近で検出した。調査以前は水田で、標
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第 1節 大野田古墳群

高は10.4m前後である。本古墳は標高9.9～ 10.lmの V層上面の微高地 [B]上に立地する。西側に鳥居塚古

墳、北側に24号墳、南側に26号墳が隣接する。

[重複等] 周溝部分は28号小溝状遺構群・ピット、Ⅱ層上面検出の道路跡 (王ノ壇遺跡で詳述)SF 2西側

溝。SF2東側溝に切られる。墳丘部分は同 SFl・ 2の西側溝に切られる。墳丘及び周溝部分で多数のピットを

検出したが、これらの中で周溝壁面と底面のものは周溝の掘削に伴う痕跡の可能性が考えられる。

[規模等]西 半部中心の検出である。周溝内縁径15.6～ 16.5m、 外縁径21.2～ 23.6rllの 円墳と推定される。

墳丘部分と周濤外縁の比高差は 3～20cmで、墳丘部分の中央付近が高い。周溝の上端幅は2.58～ 2.90mで、

北西側がやや狭い。下端幅は0.46～ 1.36mで、南西側が狭い。断面形はU字形で、壁は内外縁とも緩やかに

立ち上がる。検出面 (周溝内縁径)か らの深さは0.4～ 0.6mで、西側が浅い。堆積土は5層 に細分される自

然堆積層である。

[出土遺物] 出土遺物には埴輪片246点 (内、基本層 I CIV層 28点)の他、縄文土器片 4点・土師器片12点

がある。周溝出上の埴輪218点の内、約70%の 152点 は堆積± 1層中からのものである。図示した遺物は円筒

埴輪 1点 (第63図 7)、 円筒埴輪の口縁部・凸帯部・基部の破片資料 4点 (第65図 1～ 4)である。

大野田26号墳 (第64図 )

[位置・立地] 3E区北半部東側、E258～260。 S219～ 227付近で周溝の一部を検出した。調査以前は水田

で、標高は10.4m前後である。本古墳は標高9.8～ 10.Omの V層上面の微高地 [B]上に立地する。北側に25

号墳が隣接する。

[重複等]周 清西端部のみの検出である。このため、周溝の内縁径・幅・断面形、墳丘部分と周溝外縁の

10300判 A′

卜

m

目位 土   色 土   性 備 考

10YR6/4に ぶい黄橙色 シルト マンガン粒混在

2 10YR4/3に ぶい黄褐色 粘土質シルト

3 10YR7/4に ぶい黄橙色 V層混入

② 10YR5/1褐 灰色 粘土質シルト 商西側にのみ分布,グ ライ化

③ 10YR6/2灰 黄褐色 粘土質シルト 南西側にのみ分布,細砂混在,グライ化

① 10YR7/4に ぶい黄橙色 シルト 南西側にのみ分布,国ヒ鉄難伏に少量,V層 に類似,グ ライ化

第54図 大野田18号墳
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第55図 大野田19号墳
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n9吋
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層位 土   色 土  性 備 考

10Y恥 /3にぶい黄褐色 粘土質シルト /J醜
10YR4/2灰 舶 粘上質シルト la層 と比較して明るV

loYR5/4に ぶい黄ACI 粘土質シルト 砂礫多重

2b 10YR6/3に ぶい黄橙色 細 砂 lb層疑状に少長.砂穣 (径 10cln)多量

第57図 大野田22号墳
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7 猟
碑
岬

鞠 鯵 7日
口
‐―
出
購

麟 沙Ⅲ擬
Ocm

No
畿
　
配

種別 出上層位

法         量    (cm) 凸  帯 (cm)
タテ Xヨ コ
(cm)

色  調 胎  上 焼  成 調 襲 黎
離
配口径 底径 器 高 段 幅 上幅 下幅 高 さ

円筒埴輪
凸帯部

20号壌
d■層

2 5YR6/6
縫

やや不良 良好
外面 :タ テハケ,凸帝ヨコナデ
内面 :縦方向ナデ

S157
円筒埴輪 21号壌

a・ 2層
５ＹＲ
肺

やや不良
良好

面
面

外

内
タテハケ,口縁部ヨヨナデ
ロ縁部ヨコナデ

S156
円筒嘔輪

凸帯部

21号墳
a■層

５ＹＲ
髄

良好 良好 緬
師
タテハケ,凸帝ヨコナデ
縦方向ナデ

円筒埴輪

期

21号墳

a・ 2層

7 5YR7/6
髄

良好

白針少霞
良好 緬
繭
タテハケ,基部ヨコナデ
基部オサエ,縦・斜め方向ナデ

円筒埴輪
凸帯部

”
媚

区

5YR5/6
明赤褐色

やや不良

白割腑質量
やや軟賃

画
面
外
内
タテハケ,凸帯ヨコナデ
縦・斜め方向ナデ,凸帯ヨコナデ

円筒埴輪

凸榔

23号墳

■層

つI区北

5YR6/6
橙色

やや不良

自鍵
良好 知
繭
タテハケ,凸帝ヨコナデ
縦方向ナデ,凸帯ヨヨナデ

No 登録番号 種 別 器 種 遺構 層位 特 徴 (調整  切 り離 し等 ) 写 真

土師器 三・ 甕 18号墳・ b・ 1層 外面  体・ 威 :磨滅  内面  体・ 底 :ヘ ラナブ

C65 上師器 21号墳・ 2娠 外葡 口 :ヨ コナデ 内面 口 :磨滅
ボ生±8 不 明 21号墳 。3a 外面  口 :沈線 文  内面  口 :磨滅

外面 口 :ハケメ・ヨコナデ 内面 口 :ヨ ヨナデ

第59図 大野田18・ 20・ 21・ 22・ 23号墳出上遺物
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畿
　
吼

種別 出土層位

法  量 (cm) 凸 帯 (cnt) スカシ

タテ×ヨコ

(cm)

色 調 胎 土 焼 成 調 整
芸
離
血回径 底径 器高 段幅 上幅 下幅 高 さ

! 円筒埴輪
21号墳

d・ 2層上
(255〕 (268)

一
剛
‐５４

24
06

07
〔70〕 ×〔70)

2 5YR5/6

明赤髄

良好

白機
良好

外面 :タ テハケ,日縁部 。日縁部下・凸帯ヨコナデ
内面 :縦方向ナデ,日縁部ヨコナデ

2 円筒埴輪
21号墳

a,2層
(279〕 (176)

1:―

2:(48)
3:128

15
06

07
〔48〕 X〔54〕

7 5YR8/6

浅黄橙色

やや不良

白褪
やや軟質 姉
師
タテハケ,日縁部・凸帯ヨコナデ
斜め方向ナデ,日縁部ヨコナデ

3 S202 円筒埴輪
21号墳

a■・2層
(137)

1:―

2:(63)
3:(74)

065

07
〔58)× 〔60)

7 5YR6/6

橙色

やや不艮

自纏
やや軟質

外面 :タ テハケ,凸帯ヨコナデ
内面 :縦方向ナデ

И S25
朝卿 埴

輪

22号墳

21区・1層

頸部径

(166〕

20

21

7 5YR6/6

橙色

やや不良

自針少量
やや喫買

画

面

外

内
凸帯ヨコナデ

頸部・肩部ヨコナデ

5 S26 円筒埴輪
23号墳

21区北■層

1:―

2:(■ 0

3:132
〔69〕×〔68〕

5YRi/8

橙色
やや不艮

白機
やや軟質

外面 :タテハケ,日縁部・日縁部下・凸帯ヨコナデ
内面 :横・斜め方向ハケ,縦方向ナデ,日縁部・山帯ヨコ
ナデ

6 S27 円筒埴輪
23号墳
21区北■層

(350)

1:(30
2:16 5

3:14 9

07

08
72

5YR6/8

髄

良好

白搬
良好

外面 :タテハケ,日縁部・山帯ヨコナデ
内面 :斜め方向ハケ,縦方向ナデ,日縁部ヨコナえ 凸帯
ヨコナデ

第60図 大野田21・ 22・ 23号墳出土遺物
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円筒埴輪 (S29)出土状況

0                                            1rn

＞

―

上

―

―

‐

‐

成

o                                         5▼ n

B′

冒位 土   色 土  性 備 考

1 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト 酸化鉄・細文色粘土・礫斑状に少量

2 101rR3/2黒褐色 粘上宵シルト V層 。nfL鉄・褐灰色粘土・礫斑状に少量

粘土質シルト 2層・礫(径駐m)斑状に少量,壁崩落土

第61図 大野田24号墳
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隠
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開
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No
魏
　
馳

種別 出土層位

法  量 (cm) 凸 帯 (cm) スカシ

タテ×ヨコ

(cm)

色 調 胎  土 焼  成 調 整
雲
酌
血日径 底径 器高 段 幅 上幅 下幅 一局

1 円筒埴輪 3C区・1層

0 85

10
60

5YR5/4

にぶい赤褐色
良好 良好

外面 :タ テハケ,口縁部・凸帯・基部ヨコナデ

内面 :横・斜め方向ハケ,縦方向ナデ,日縁部・凸帯ヨコ

ナデ,基部オサエ
27-1

2 円箇埴輪 3C区 ,2層 322 2ユ

05

06
60 57

5YR7/8

橙色
やや不良
自針少量

良好
姉
輌
タテハケ,日縁部・回縁部下・凸帯ヨコナデ

斜め方向ハケ,縦方向ナデ,日縁部・凸帯ヨコナデ,
基部オサエ

第62図 大野田24号墳出土埴輪
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5 cm      10cm 路

肌
0す
_…す_す筈4_す _す■OCm

、ヤヽ、、ヽ 卜、ヤキキ

No
畿
　
聴

種別 出土層位

法  量 (cm) 凸 帯 (側 ) スカシ
タテ×ヨコ
(cm)

色  調 胎  土 焼 成 調 整
象
醜
血回径 底径 器高 段 幅 上幅 下幅 一局

1 S23
朝顔型建

輪

24号墳

3C区・2層
(355)

第2段

(81)

肩部150
顎部31
屈曲部

(93)

09

11

7 5YR7/8

黄橙色
やや不良 やや不良

外面 :タ テハケ,肩部横ハケ,凸帯ヨコナデ
内面 :縦・斜め方向ナデ,頸部ヨヨナデ,屈曲部僕ハケ・
ヘラ記号2本

27-5

2 S200

朝顔型埴

輪

日縁部

24議
3C区■層

7 5YR7/6

髄

良好

自雄
良好 輌
繭
日縁部斜め方向ハケ・ヨコナデ

日縁部横ハケ,ヨ コナデ

3

朝翔 埴

輪
口脚

24号墳
3C区■層

7 5YR7/6

橙色

良好

白針少量
良好

外面 :口縁部タテハケ・ ヨコナデ

内面 :日縁部斜めハケ,コ コナデ

P3筒埴輪

凸榔

24号墳
3C区・2層

7 5YR6/4

にぶい橙色
良好

良好 瓶
砺
タテハケ,凸帯ヨコナデ
縦方向ナデ,凸帯ヨヨナデ

5
円筒埴輪
凸榔

24号墳

3C区■層

7 5YR7/6

橙色

良好

白針少量
良好 獅
繭
タテハケ,凸帝ヨコナデ
縦方向ナデ,凸帯ヨヨナデ

6 円筒埴輪
24号墳

3C区・2層
(376〕 (233)

・
囲

１１

08 26
0 95

10
〔70〕 ×78

7 5YR7/6

髄

良好

白針少量
良好

外面 :タ テハケ,日縁部・凸帯ヨコナデ
内面 :斜めハケ,縦・斜め方向ナデ,日縁部・凸帯ヨコナ
デ

7 円筒埴輪 輩
媚

２５

ｂ
●

〔177) (210)

‐３

９

一

10
05

06

7 5YR6/6

橙色
やや不良 やや軟質 輌

師
タテハケ,凸帯・墓部ヨコナデ
基部オサエ,縦方向ナデ,凸帯ヨコナデ

274

第63図 大野田24。 25号墳出土遺物
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‖
酌

軋

７

・

ｇ

４

Ｖ
ＩＩ
＝
――
牡

鮎 ア4P

0 5 cm         10Cm

No 報　
配

種男」 出土層位
法       量   (∞ ) 凸   帯   (cm)

タテXヨ コ
(cm)

色  調 胎  土 焼  成 調 整 雲醜
配口径 底 径 器 高 段 幅 上帽 下幅 一日

円筒埴輪 25号墳
b・ 2層

5YR6/6
橙色

やや不員

白攀
やや軟質

外面 :口縁部ヨヨナデ

内面 :口縁部横ハケ・ヨヨナデ

S165
円筒垣輪

凸帯 a■層

5YR6/6
髄 豊好翻

良

白
良好

面

面

外
内
タテハケ・凸帯ヨヨナデ

縦方向ナデ

円筒埴輪

凸帯部

25号壊
b・ 2層 ５ＹＲ

静
やや不良

白機
良好

外面 :タ テハケ,凸帯ヨヨナデ
内面 :縦方向ナデ

S168
円筒埴輪 25号墳

b・ 2層

5YR6/6
橙色 好嬢

良

白
やや軟質

外面 :タ テハケ,基部ヨヨナデ
内面 :基部オサエ,縦方向ナア

S173
円筒埴輪
口 脚

墳

峙孵蜘
娼

5YR6/6

橙色 燿
好
針
良

自
良好 緬
輌
タテハケ,日縁部ヨヨナデ
ロ縁部横ハケ・ヨコナデ

輛
３岬韓

山
口
段

26号墳

E260,S220・

2層

7 5YR6/6
橙色

やや不良

白釧踏売霊
良好

外面 :タ テハケ,口縁部ヨヨナデ
内面 :縦方向ナデ,日縁部ヨヨナデ

S169
円筒埴輪
基部

26号壌

E255・ S220

V層

7 5YR7/6
橙色

やや不良 良好
外面 :タ テハケ

内面 :基部オサエ,縦方向ナデ

S171

埴

捌輪帥

墳

・Ｓ
孵
Ｅ２６０
媚

5YR6/6
橙色

良好 良好
外面 :タ テハケ,凸帯ヨコナデ
内面 :斜め方向ハケ,縦方向ナデ,凸帯ヨコナデ

第65図 大野田25。 26号墳出土遺物
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第66図 エノ壇古墳

S130+

試掘 トレンチNo 58

層位 土   色 土  性 備   考

10YR3/3噛 粘土質シルト V層紅状に少量

b 10YR3/4睡 粘土質シルト V層粒状に少重

10YR3/3罐舘勘色 粘土質シルト V層極伏に微重

2b 10YR3/2黒褐色 粘上質ンルト
炭化物多量,V層 プロッ
ク・粒子少量

2c 10YR4/4絶 粘土質シルト V層プロック・粒子多量

3 10YR3/3罐熊庖 粘土質シルト
炭化物少量,V層 プロッ
ク・粒子多量

10YR4/4絶 粘土質ンルト V層ブロック・粒子多量

4b 10YR4/3に ぶい黄掘色 粘土質シルト V層ブロック・粒子多量

■ 10YR4/4積抱 粘土賃ンルト
V層 ブロック・粒子多量,
壁誰落十



第 1節 大野田古墳群

比高差は不明である。検出した周溝外縁から推定すると、外縁径は約16m前後になると考えられる。検出し

た周溝西端部の深さは0。 35～0.45mを 計る。堆積土は3層に細分される自然堆積層である。

[出上遺物] 出土遺物には埴輪片99点の他、土師器片 1点 。須恵器片 1点がある。埴輪は全て周溝堆積土

1層中から出土した。図示した遺物には円筒埴輪の回縁部・基部の破片資料 3点 (第65図 5～ 7)、 朝顔形埴

輪の屈曲部の破片資料 1点 (第65図 8)がある。

王ノ壇古墳 (第66図 )

[位置・立地] 試掘調査血58ト レンチの調査で、南側の周溝の一部を検出した。位置はE342～350。 S131

～136付近で、3A区北東側と一部重複する。調査以前は水田で、標高は10.4m前後である。本古墳南半部は

標高9,7～ 9.8mの V層上面の微高地〔B〕 上に立地する。王ノ壇遺跡 1次調査で東半部が調査されており、周

溝内縁径約19m・ 外縁径約27mの 円墳と判明している (註61)。 それによると周清の上端幅は2～5.7mで南

半部が広く、深さは約10～90cmで南側が深いとされている。調査地点は南半部周溝の西側にあたり、平面図

は一次調査のものと合成した。

[重複等] 周溝部分は18号小溝状遺構群に切られる。墳丘部分はピットに切られる。周溝壁面でピットを

検出したが、これらは周溝の掘削に伴う痕跡の可能性が考えられる。

[規模等]墳 丘部分と周溝外縁の比高差は 6～ 14cmを計り、墳丘側が高い。周溝の上端幅は4.6～ 4.7m、

5 cm

No 登録番号 種別 器種 過路 層位 持徴 儒睦 切り離し等) 写真

1 須恵器 甕 C・ 2層下面

口
体

口
体

画

　

面

外

　

内

ロクロ調整

タタキメ
ロクロ調整

当て具痕

26-9

第67図 大野田19号墳出土遺物



第 1節 大野田古墳群

下端幅は1.05～ 1.6mを計る。断面形はU字形である。壁は内外縁とも緩やかに立ち上がり、段を形成して開
く。検出面 (周溝内縁径)か らの深さは0.83～ 0.87mを 計る。堆積土は9層に細分される自然堆積層である。

[出土遺物] 出土遺物には埴輪片338点 (内、基本層 I～Ⅳ層212点 )の他、縄文土器片 7点・土師器片21
点・剣片石器 1点がある。周溝出上の埴輪126点の内、約69%の 88点は堆積± 1～ 3層中からのものである。

遺物はいずれも細片で、図示できるものはない。

大野田 1号木棺墓 (第68図 )

[位置。立地]3M区 中央部やや西側、E171～ 175。 S260～ 265付近で検出した。標高10.0～ 10.lmの V層
上面の微高地 [D]の北端部上に立地する。本遺構はV層上面の精査中に小溝状遺構群に切られる楕円形の落

ち込みとして確認され、その後、周囲を掘り下げて墓墳の掘り方及び墓墳内に埋設された木棺の痕跡を検出

したものである。墳丘積土・周溝は検出されなかった。

[重複等] 63・ 65・ 68号小溝状遺構群と重複し、これらより古い。北半部と南半部の一部は調査区側溝の

設置及び検出作業に伴い削平されている。

[規模等]墓墳の平面形は隅丸の長方形で、南東側がやや歪む。長軸方向はN-22° 一Wを計る。規模は上
端の長さ4.72～4.85m・ 幅1,75～ 1.94m、 深さ1.3～1.5mを計る。断面形は箱形で、壁は80～ 85°の角度で急

に立ち上がる。壁面のコーナー付近で径 4～ 35cm、 深さ14～40cmの ピットを5基検出した。墓墳の掘削に伴

う足掛けのピットと考えられる。木棺は検出面から1.1～ 1.2mほ ど掘り下げた所で検出した。木質部は炭化

して土壌化 (厚さ約 5 1nlll)し ており、その痕跡を棺の規模と判断した。規模は長さ3.72m、 上端幅0.45～ 0.64

mで、中央部が広い。南端部が特に狭いが、上部の埋上の圧力により崩壊したものと想定される。断面形は
U字形である。蓋の痕跡は棺内で部分的に確認した。上部から崩れ落ちたものと考えられ、断面からは土壌
化した部分がハの字状に観察された (断面 B― B′・C― C′ )。 木棺は形状から割竹形木棺と推定される。棺の

周囲では厚さ 3～ 5 cmの白色の粘上が帯状に確認された。粘土は棺の下部でも確認されたことから、固定の

ためのものと考えられる。棺床は砂質シルトで墓墳底面を12～30硼の厚さに埋め戻した後に、棺の大きさに

合わせて U字状に掘り窪められている。規模は長さ約3.8m。幅69～ 75cm。 深さ21～27cmを計る。また、木棺
検出面の東側と西側の墓墳底面付近で上壌化した炭化物を確認した。東側のものは長さ約1.9m。 幅 7～20

m・ 厚さ 4 cm、 西側のものは3条で長さ1.25～ 1.94m。 幅 2～ 7 cm。 厚さ 3～ 8 cmを計る。これらの炭化物は

木製遺物と考えられ、埋葬に伴って祭祀が行われた痕跡を示す可能性も想定される。堆積土は17層に細分さ

れる。 1層は棺の崩落に伴う自然堆積層 (基本層Ⅳ層)である。 2・ 10。 12～ 13・ 15～16層は人為堆積層で

ある。 3～ 9層は棺内堆積上で、■層が土壌化した棺材、14・ 17層が炭化物を示す層である。本遺構の構築

手順は以下のように想定される。①墓墳の掘り方を掘る→②掘り方底面を埋め戻し、木棺をのせるU字形の

棺床をつくる→③棺床粘土・被覆粘土を敷設し、木棺を設置する→④墓墳を埋める。

[出土遺物] 出土遺物は棺底面から出上した人骨・歯・礫のみである。棺内及び墓墳から副葬品は出上し
ていない。人骨は棺中央から北半部にかけて出土した。遺存状況は悪かったが、北半部のものは鑑定により

成人の下肢骨 (性別不明)と判明した。歯は南半部の礫 (長軸30.8m・ 短軸16.9m、 下部に固定のための粘土 :

10層)の東側から15点ほど出上した。以上のことから、本木棺墓に葬られた人物は頭部を南半部の礫付近と

して埋葬されたものと考えられる。

住居跡

S189(第 69図 )

[位置] 21区 中央部やや南側、E300～ 305。 S200～ 204付近で検出した。

[重複等]ma層 ピットに切られる。検出面は23号墳基底面であり、本遺構は23号墳以前の遺構 と考えら
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れ る。

[平面形・規模]平 面形は隅丸方形で、南東部がやや張り出す。南北軸の方向はN-19° 一Wを計る。規模
は南北3.3～ 3.7m、 東西3.7～ 3.95mを 計る。

[堆積土] 堆積土は5層である。 1～ 3層は住居廃絶後の自然堆積層で炭化物を含む。 2層は中央部、 3

層は壁際を中心に分布する。 4～ 5層は人為堆積層で、貼床 (4層 )と掘り方埋土 (5層 )に分けられる。

[床面] 掘り方埋上を整地し床面としている。床面はほぼ平坦で、非常に硬くしまった貼床が北半部を中
心に敷設されている。

[壁] 基本層Ⅳ層を壁とし、約70～ 85°の角度で立ち上がる。残存壁高は10～1lcmを計る。

[柱穴] 床面でピットを 3個検出したが、規模・形状等から柱穴と判断できるものは確認されなかった。
[炉] 床面中央部北側で地床炉 (P3)を検出した。平面形は不整精円形で、長軸67cm。 短軸54cm・ 深さ約
10cmを計る。断面形は浅いU字形である。堆積土は 4層で焼土・炭化物を多量に含む。堆積±2a層は焼土で、

火を強く受けており層全体が硬 くしまっている。下層の 3層から土師器の細片が 1点出上した。

[貯蔵穴状ピット] 炉以外に床面でピットを 2個 (Pl・ 2)検出したが、南東隅の P2が位置・形状等から

貯蔵穴と考えられる。平面形は不整円形で、規模は径37～ 40cm・深さ23cmを計る。断面形はU字形でである。

堆積土は3層で炭化物・焼土を含む。上師器壷 (第70図 4)・ 甕 (第70図 5)が堆積± 1層及び底面から出土

した。中央部北側の Plは平面形が円形で、規模は径29～ 30cm。深さ 8 cmを計る。断面形は逆台形である。堆

積土は 2層で炭化物・焼土を含む。上師器重 (第70図 3)が堆積± 2層から出上した。

[出土遺物] 出土遺物には縄文土器片 9点 。上師器片 203点・不明土製品 1点・竪櫛 1点がある。Pl・ P2

出土遺物の他に図示したものは、土師器重 2点 (第70図 1・ 2)。 甕 5点 (第70図 6～ 10)・ 器台 (第70図

■～14)・不明土製品 1点 (第70図 15)・竪櫛 1点 (第70図16)である。これらの中で、P2北東側から出上し

た土師器重 (第70図 3)・甕 (第70図 6・ 7)・器台 (第70図 11～13)の他、甕 (第70図 10)・器台 (第70図 14)

は床面を覆う堆積± 3層中から出上しており、一括性があると考えられる。

土 坑
SK 4(第 30図) lC区東側、大野田12号墳の墳丘基底面東側、E253～ 254・ S76～ 77付近で検出した。平面
形は不整楕円形である。規模は長軸1.45m・ 短軸74cm、 深さ30cmを計る。断面形はU字形である。底面には

凹凸があり、中央部が窪む。堆積土 (1層 )は灰責色シルト質粘上で自然堆積層である。遺物は出上してい

ない。

SK16(第30図)lD区 南西側、大野田14号墳の墳丘基底面北西側、E224～ 226。 S99～101付近で検出した。
平面形は楕円形である。規模は長軸2.6m・短軸1.45m、 深さ50cmを計る。断面形はU字形で、底面には若干

凹凸がある。堆積土 (3層)は黄褐色及び暗灰責色の粘土質シル トで自然堆積層である。遺物は出上してい

ない。

SK87(第 71図)21区 中央部、大野田23号墳の墳丘基底面北側、E304・ S196～ 197付近で検出した。平面形
は不整円形である。規模は径1.2～ 1.3m、 深さ17cmを計る。断面形はU字形で、底面には若干凹凸がある。

壁の一部がピット状に窪む。堆積土は4層で自然堆積層である。 3層中には炭化物・焼上を多量に含む。遺

物は 1・ 2層中より上師器片34点が出上した。図示した遺物は土師器壷 (第71図 1)のみである。

SK88(第 71図)21区中央部、大野田23号墳の墳丘基底面西側、E302・ S197付近で検出した。Ⅲ att SK74
に切られる。SK87の西側に位置する。平面形は円形と考えられる。残存部の規模は径90cm、 深さ25cmを計る。

断面形はU字形と考えられる。底面には若干凹凸がある。堆積土は 4層で SK87と 同じ自然堆積層である。3

層中には炭化物・焼土を多量に含む。遺物は 1・ 2層中より上師器片 5点が出上したが、図示できるものは
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ない。

SK128(第 31図)3C区 南半部、E259～ 260・ S160付近で検出した。23号小溝状遺構群に切られる。平面形

は楕円形である。残存部の規模は長軸95cm・ 短軸43cm、 深さ17cmを計る。断面形はU字形と考えられ、底面

には若千凹凸がある。堆積土 (2層)は黒褐色及び灰黄褐色粘土質シルトで自然堆積層である。遺物は出土

していない。

SK129(第 31図) 3C区南半部、E260～262・ S163～ 164付近で検出した。Ⅳ層28号ピット列、21・ 23号小

溝状遺構群に切られる。平面形は精円形で、規模は長軸2.92m。短軸2.lm、 深さ31cmを計る。断面形はU字

形で、底面には若干凹凸がある。堆積土 (2層)は SK129と 同色の粘土質シルトで自然堆積層である。遺物

は出上していない。

SK130(第31図)3D区 北端部、大野田24号墳の墳丘基底面南側、E261～ 262・ S176～ 177付近で検出した。

SD131を 切る。北西側は調査区側溝の設置に伴い削平されている。平面形は楕円形と考えられる。確認した

範囲の規模は長軸1.3m・ 短軸50cm、 深さ17cmを計る。断面形は逆台形で、底面には若干凹凸があり、北端部

が窪む。堆積土 (2層 )は黒褐色の粘土質シルトで自然堆積層である。遺物は出上していない。

SK132(第 31図) 3D区北半部、E259・ S180付近で検出した。平面形は不整円形である。規模は径67～ 71

cm、 深さ21cmを計る。断面形はU字形で、底面には若干凹凸がある。堆積土 (2層)は にぶい責褐色粘土質

シルトで自然堆積層である。遺物は出土していない。

SK134(第 31図) 3D区北半部西側、E254～256・ S181～ 183付近で検出した。鳥居塚古墳後円部東側周溝

を切る。西側は調査区側溝の設置に伴い削平されている。平面形は不整楕円形と考えられる。確認した範囲

の規模は長軸2.93m・ 短軸1.05m、 深さ30cmを計る。断面形は浅いU字形と考えられる。堆積土 (2層)は

暗褐色及びにぶい黄IEJ色粘土質シルトで自然堆積層である。遺物は出上していない。

SK136(第 71図) 3E区南半部、E253～ 255。 S235～ 236付近で検出した。SD127・ 135・ 29号小清状遺構群

に切られる。平面形は不整方形である。残存部の規模は 1辺が1.47～ 1.52mで、深さ1.lmを計る。断面形は

舟底形と考えられ、底面は北端部がピット状に窪む。堆積土は6層に細分される自然堆積層である。層中に

は炭化物・焼上を含む。遺物は出上していない。

SK164(第32図)4C区 中央部、E83・ S227付近で検出した。40号小清状遺構群に切られる。平面形は精円

形である。規模は長軸1.3m・ 短軸1.03m、 深さ32cmを計る。断面形はU字形で、底面には若干凹凸がある。

堆積土 (2層)は黒褐色及びにぶい責褐色粘土質シルトで自然堆積層である。遺物は出土していない。

溝 跡

SD 3(第30図) lA区北半部からlE区中央部、E204～275。 S77～78付近で検出した。大野田12号墳墳丘

部分及び周溝、大野田11・ 18号墳周溝を切る。方向はN-90～ 92°一Eを計る。部分的に途切れるが、検出し

た長さは約70.5mに 及ぶ。上端幅18～ 32cm・ 下端幅 6～ 12cmを計る。深さは 6～ 19cmで、古墳周溝部分が深

い。断面形は概ね U字形である。堆積土 (1層)は明責褐色の細砂または褐灰色の粘土質シルトである。遺

物は出上していない。

SD 6(第 30図)lB区 北東部、E215～ 219・ S91～ 96付近で検出した。 9号小溝状遺構群に切られ、大野田

10号墳周溝を切る。方向はN-22° 一W～N-73° 一Eで弧を描く。検出した長さは約7.4mで、上端幅15～40

cm・ 下端幅 7～28cmを計る。深さは20～ 25cmで、南端部の古墳周溝部分が深い。断面形はU字形で、底面に

は若干凹凸がある。堆積土 (2層)は にぶい黄褐色及び褐灰色の粘土質シルトである。遺物は出土していな

SD127(第31図) 3E区南半部、E252～ 256・ S233～ 237付近で検出した。SD135。 SK136・ 29号小溝状遺
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構群を切る。北西側は調査区外に伸びる。方向はN-125° 一Eを計る。確認した範囲の長さは約4.9mで、上

端幅0,76～ 1.12m・ 下端幅67～ 75cm、 深さ3～ 8 cmを計る。断面形は皿状で底面には凹凸がある。堆積土 (1

層)は暗褐色粘土質シルトでV層ブロックを含む。遺物は縄文土器片が 2点出上したが、図示できるものは

ない。

SD131(第 31図)3D区 北端部、大野田24号墳の墳丘基底面南側、E262・ S177～ 178付近で検出した。SK130

に切られる。方向はN-22° 一W～ N-110° 一Eで、北西から南東方向に緩 く弧を描 く。東側は調査区外に伸

びる。確認した範囲の規模は長さ約1.5mで、上端幅52～ 61cm・下端幅20～ 27cm、 深さ20～26cmを計る。断面

形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土 (3層)は暗褐色及びにぶい責褐

色粘土質シルトで自然堆積層である。遺物は出上していない。

SD133(第31図) 3D区北端部、E257～262・ S257～ 260付近で検出した。SK132に切られる。西側。東側
とも調査区外に伸びる。E261付近が一部途切れるが、規模・形状等から同一の清跡と判断した。方向は N―

113°一Eを計る。確認した範囲の規模は長さ約6.4mで、上端幅0.78～ 1.28m。 下端幅17～ 52cm、 深さ30～ 35

S205+ m

9900�

m■ o。ゴ

+S205
E305

竪櫛出土Ⅲ点
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一
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一
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層位 土    色 土   性 備 考

1 10YR3/4畷学髄 粘土質シルト
黒褐色粘土プロック状に多量,炭化物少量,上
師器片多量に出土

2 10YR3/2黒 褐色 粘上質シルト 炭化物多重

3 10YR4/4裾た 炭化物少量.一部に焼土集中

10YR5/4に ぶい黄褐色 粘土質シルト マンガン粒斑状に少量,非常にしまり硬い

5 10YR4/4霜胞 粘土質シルト
Ⅵ層アロック状に多量,炭化物・焼土理状に少

冒位 上   色 土  性 備 考

1 10YR3/4班欝9B 粘土質シルト

2 10YR4/6縫 シアレト 炭化物少量

1 10YR3/4確解勁色 ンルト質粘土 炭化物少量

2 10YR4/4髄 シルト質粘土 炭化物・焼土・小型壷土師器片少量

3 ЮYR4/3にぶい黄褐色 下部に細砂・土師器片

1 10YR3/3晰釘q色 ンルト質粘土 炭化物・焼土多量

2 5YR4/6赤 褐色 焼 土 厚さ3cmほ どの上層で,硬くしまりがある
5YR3/4暗赤褐色 砂質シルト 暗褐色粘土質シルト含む

3 7 5YR4/4髄 シルト質粘土 暗褐色粘土プロック状に少量

第69図  S189
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通 密  層位 特 徴 (調整 切り離し等)

C44 上師器

土 師器

土 師器

外面  口 :ヨ ヨナデ 体 :ナ ナメハケ・ ヨコナデ・ ヘラミガキ・ ナデ 内面  口 !ヘ ラミガキ,体 :ヘ ラミガキ,ナデ
2 C48 外面 体 :ハ ケメ・ ケズリ・ ヘラミガキ 底 :ケズリ,ヘラミガキ 内面 体 :オサエ,ヘラナデ 底 :ナデ 20-2
3 C60 タト面  口 :ハ ケメ・ ヨヨナデ・ケズリ 内面 口 :ハケメ・ヘラミガキ

外面 口 :ハ ケメ・ヘラミガキ 体 :ヘラミガキ 内面 回 :ヘ ラミガキ 体 :オ サエ 。ヘラナデ 29-3
5 C53 土 師鶏 外面 口 :ナ デ 体 :ナデ FA:ナ デ 丙面 口 :ヘ ラナデ 体 :ヘ ラナデ 底 :ヘ ラナデ・ヘラミガキ 29-1
6 C46 土師鶏 襲 面 体 :ハケメ 。ナデ 底 :ケズリ・ハケメ・ ナデ・木葉痕  内面  体 :ハ ケメ 底 :ハケメ
7 土 師謡 甕 29-6
8 C57 上師器 甕 雉 つ 29-7
9 土師器 鍵 唯 1 面 29-8

“

9 土師器 羹 lE 3

土師器 器 台 堆 3層 外面  受 :ヨ コナデ・ 磨滅  脚 :磨滅・ ヘ ラ ミガキ 内面  受 :ヨ コナデ・ 磨滅  脚 :ナデ・ ケズ リ・ ハ ケメ円窓 3 29-9
C50 土師器 器台 堆 3層 外面  受 :ヨ コナデ・ ハ ケメ 脚 :ハケメ・ ヘ ラ ミガ キ 内面  受 :ヨ ヨナデ  脚 :磨滅・ オサエ・ ハ ケメ・ ナデ  円窓 3
C49 土師器 器台 堆 3層 外面  受 :ヨ コナデ・ 磨滅  脚 :磨滅・ ヘ ラ ミガキ 内面 受 :磨滅・ オサエ ケヽ メ 。ナデ・ 円窓 3

C58 土師器 器台 堆 3層 外面 受 :磨滅・ ハケメ 脚 :磨減 内面 受 :磨滅 脚 :磨滅・ ハケメ 円窓 2(3?)
P2 土製品 不 明 堆 3層 外面  ナデ・ 円孔 2

木製品 堅櫛 堆 3層 歯部欠損,棟部が残存,縦糸 も部分的に認められる

第70図 S189出土遺物
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cmを計る。断面形はU字形で、壁は緩やかに立ち上がり、東側は段を形成する。堆積土 (3層 )は SD132と

同色の粘土質シル トで自然堆積層である。遺物は埴輪片が 2点出土しているが、図示できるものはない。

SD135(第 31図)3E区 南半部、E252～ 258・ S237付近で検出した。SD127に 切られ、29号小溝状遺構群・
SK136を切る。東側・西側は調査区外に伸びる。方向はN-90°一Eを計る。確認した範囲の長さは約6.2

mで、上端幅1,0～ 1.55m。 下端幅15～ 39cm、 深さ50～55甑を計る。断面形はU字形で、壁はやや急に立ち上

がる。底面はほば平坦で、東側が下がる。堆積土 (3層 )は SD133と 同色の粘土質シルトで自然堆積層である。

遺物は縄文土器片 5点・弥生土器片 1点・土師器片 1点・埴輪片 1点が出土したが、図示できるものはない。

SD202(第31図)4A区 南東部、E316～ 319。 S359付近で検出した。H a tt SD201に切られる。北側・南
側は調査区外に伸びる。方向はN-15～ 20°一Eを計る。残存部の規模は上端幅3.72～ 3.85m・ 下端幅1.4m、

深さ72cmを計る。断面形は逆台形で、壁はやや急に立ち上がり、西側は段を形成する。底面には基本層�層

の礫層が露出し凹凸がある。調査範囲が狭いため、底面の傾きは不明である。堆積土 (6層 )は暗褐色及び

にぶい黄褐色粘土質シルトで自然堆積層である。遺物は出上していない。

SD203(第71図) 4B区北半部南側から南半部北側、E249～ 252・ S286～ 305付近で検出した。79。 80号小

溝状遺構群を切 り、78・ 81号小溝状遺構群に切られる。南端部は調査区側清の設置で削平されているが、

北端部とともに調査区外に伸びる。4B区北半部南側と南半部の北側では、基本層V層上面の微高地 [C]と

窪地が確認されるが、SD203は この微高地の南東側の傾斜面に沿っている。方向は4B区北半部はN-15° 一

W～ N-90° 一Eで直線的であるが、4B区南半部ではN-115° 一Eで東に湾曲する。確認した範囲の長さは約

20mである。上端幅は0.46～ 1.66mを計り、南端部が広い。下端幅は13～28cm、 深さは20～ 64甑を計る。底

面はほぼ平坦で、4B区北半部南側 S292～ 295付近が低い。断面形は4B区北半部ではU字形で、壁は急に立

ち上がる。4B区南半部は逆台形で、壁はやや急に立ち上がり段を形成して開く。堆積土は3層に細分される

自然堆積層である。遺物は出上していない。

SD205(第31図) 4A区南西部、E274～275。 S359～ 361付近で検出した。87・ 88号小溝状遺構群を切る。

北側 。南側は調査区外に伸びる。方向はN-5°一Eを計る。確認した範囲の規模は上端幅45～78cm。 下端幅

18～ 25cm、 深さ38cmを計る。断面形はU字形で、壁はやや急に立ち上がる。底面はほば平坦である。堆積土

(2層 )は黒褐色及びにぶい責褐色の粘土質シルトで自然堆積層である。遺物は出上していない。

′J靖状遺構群 (第30～32図・ 73～74図 )

小溝状遺構群は畑の耕作に関する痕跡と考えられている遺構で、六反田遺跡 (田中則和 :1981)の 報告に

おいて命名されたものである。本遺囲の調査では、lA～lF区・2A～ 21区・3A～30区・4A～4C区の全域で

検出され、遺構のまとまりは91群を数える。これは各調査区で検出した小溝状遺構群をその後の整理作業の

中で、調査年次順を基本に分布域・方向・重複等からまとめたものである。よって、 1～91号のNoは小溝状

遺構群全体の新旧関係を示すものではない。以下に本遺構の全体的な特徴を記述する。溝跡の方向は南北あ

るいは東西方向が主体で、部分的に途切れるものもある。深さは古墳周溝上など基本層Ⅳ層が厚く堆積する

地点では深く、基本層Ⅳ層の堆積が薄い地点では浅くなる傾向がある。分布の密度は、V層上面で微高地が

確認されている地点ではやや希薄か重複が少なく、窪地が確認されている地点では重複が多くなる傾向も認

められる。断面形はU字形を基本とする。底面には若干凹凸があり、掘削に伴う工具の痕跡が半月状に並ん

で確認されるものもある。堆積土は基本層Ⅳ層主体で、単層のものもあるが、V層の粘土質シル トの混入度

の違いによって 2層あるいは 3層に細分されるものが多い。この場合、上層の堆積土はⅣ層主体でV層上を

粒状に少量含み、下層はV層主体でⅣ層上をブロック状に含むことが断面から観察された。堆積土の様相か

らは、基本層Ⅳ層が本遺構に関わる耕作土と考えられる。
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古墳との関係では、小溝状遺構群の分布が古墳の周溝部分にとどまり墳丘部分には及ばないものと墳丘部

分に及ぶものがある。隣接するエノ壇遺跡で検出した古代の小溝状遺構群は古墳の墳丘部分では確認されず、

古墳墳丘を避けて掘削されていることから、lC～lE区の大野田11・ 13・ 15。 17・ 18号墳の墳丘部分で検出し

た小溝状遺構群 (6・ 12～15号)は当初、古墳以前のものと考えた。しかし、これらと古墳との重複を見る

と、周溝内縁を切るもの(lC区 :11号墳上の15号小溝状遺構群、lE区 :13号墳上の14号小溝状遺構群)や周

濤外縁から墳丘部分にまで連するもの (lF区 :18号墳上の12号小溝状遺構群)があり、これらは明らかに古

墳より新しい段階のものであった。また、墳丘部分で検出し周溝との重複がないもの (lE区 :17号墳上の 6

号小溝状遺構群、lD区 :15号墳上の13号小溝状遺構群)については、周辺で方向・規模等で対応するものが

あり、それらの中に古墳周溝を切るものがあることが判明した。さらに、上記以外の小溝状遺構群で古墳と

重複するもの (2・ 4・ 5。 7～■・ 21・ 23・ 25・ 28・ 29・ 31・ 33・ 36・ 46号小溝状遺構群)は全て古墳周

溝を切るものであることから、91群の小溝状遺構群は古墳より新しい段階のものと考えられる。第72・ 73図

は各小溝状遺構群の断面の一部を示している。出土遺物には縄文土器片■0点・埴輪片141点・土師器片39点
。

剣片石器 1点・礫石器 6点があり、ロクロ土師器片は出上していない。図示した遺物は縄文土器 3点 (第 74

図 1～ 3)。土師器 1点 (第74図 4)・象J片石器 1点 (第74図 5)・礫石器 1点 (第74図 6)のみである。また、

第 4表に 1～91号小溝状遺構群の主な計測値等の概略を示す。

性格不明遺構

SX5(第30図) lC区東側、大野田12号墳の墳丘基底面南端部、E250・ S80～82付近で検出した。12号墳周

溝に切られる。平面形は楕円形である。規模は長軸2.76m・ 短軸55m、 深さ13～ 43c14を 計る。断面形はU字

形で、底面には若干凹凸があり、北側が窪む。堆積土 (2層)は暗灰黄色及び浅責色シルト質粘上で自然堆

積層である。北半部の 2層中には炭化物を含む。遺物は出上していない。

SXll(第 30図)lB区 東側、大野田10号墳墳丘基底面北東側、E209～ 212・ S97～ 98付近で検出した。10号

墳周溝に切られる。平面形は溝状で、西側が幅広い。規模は長軸2.80m・短軸85cln、 深さ57硼を計る。断面形

はU字形で、底面は西端が窪む。堆積土 (1層)は褐色粘土質シルトで自然堆積層と考えられる。層中には

焼土ブロックを含む。遺物は出土していない。

SX12(第 30図)lB区 東側、大野田10号墳墳丘基底面東側、E208～ 210・ S99～ 101付近で検出した。SX■

の南側に隣接する。平面形は不整三角形状である。規模は長軸3.5m・短軸2.6m、 深さ13cmを計る。断面形は

皿状で、底面には細かな凹凸が多く、部分的にピット状に窪む。堆積土 (1層)は黒褐色シルト質粘上で自

然堆積層と考えられる。層中にはSXllと 同じく焼土ブロックを含む。遺物は出上していない。

SX18(第30図)lD区 中央部南側、大野田15号墳墳丘基底面南西側、E236～ 241・ S95～98付近で検出した。

検出面はV層下部である。平面形は不整T字形の溝状である。東西部分の規模は長さ5。 lm。幅40～ 110cln、 深

さ10～20cmで、南北部分の規模は長さ2.7m・幅30cm、 深さ 5 cmを計る。断面形はU字形で、底面には若千凹

凸がある。堆積土 (2層 )はにぶい黄褐色粘土質シルトで自然堆積層である。層中には炭化物片を含む。遺

物は出上していない。

SX86(第 31図) 21区南半部、E307～308・ S160～ 161付近で検出した。17号小清状遺構群を切る。平面形

は不整精円形で、規模は長軸1.38m・ 短軸1.05m、 深さ 8 cmを計る。断面形は皿状で、底面には若干凹凸があ

る。堆積土 (1層 )は褐色粘土質シルトで自然堆積層である。遺物は出土していない。

SX158(第 32図)3N区 南端部、E132～ 133・ S299～ 300付近で検出した。西側及び南側は調査区側濤の設

置で削平されている。67号小濤状遺構群を切る。平面形は精円形と考えられる。残存部の規模は長軸2.05m・

短軸1.83m、 深さ10cmを計る。断面形は皿状で、底面はほぼ平坦である。堆積土 (1層 )はにぶい責褐色粘
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Nb 登録番号 程朗」 器種 過騰 層位 特  徴 (調整 切 り離し等) 雲

l C56 土師器 壷 SK87・ 1層 外面 磨減 内面 肩 :オサエ・ 磨減

土 色 土  性 僑 考

10YR7/3に ぶい黄橙色 粘土質ンルト V層斑状に少量

b 10YR7/4に ぶい黄橙色 粘上賃シルト V層斑状に少量

2 10YR7/4に ぶい黄橙色 砂暫ンル ト

層位 上 色 土  性 備 考

1 10YR3/4睡 粘上質シルト 炭化物斑状に少量

2 10YR4/4ネ馴ζ 粘土質ンルト 炭化物斑状に少量

3 10YR2/1黒色 炭 炭化物・焼上多量

4 10YR4/3に ぶい黄褐色 粘土質シルト 炭化物瑚状に少量

1 lllYR3/4暗褐色 粘上管シルト 炭化物・ 2層斑状に少量

2 10YR4/4寝胞 粘土質シルト 炭化物斑状に少量

3 10YR2/1黒 色 炭

10YR4/3に ぶい責褐色 辻質ンルト 炭化物殿伏に少量

la 10YR4/3に ぶい貢褐色 粘土質シルト Ⅳ層斑状に少量

h lllYR4/3にぶい黄褐色 粘上質ンルト 炭化物斑状に多量

lc 10YR4/3に ぶい黄褐色 粘土質シルト

Id 10YR4/3に ぶい黄褥色 帖土質シルト 炭化物斑状に少重

2 10YR4/2灰 黄褐色 倍土質ンルト

3 10YR4/3に ぶい黄褐色 枯土質シルト 炭化物斑状にり重

第71図  SK87・ 88・ 136 SD203 SK87出土」L器
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第 4表 小溝状遺構群観察表 (1)
調査区 分布範囲 方 向 本数 長さ(n) 蠣 (副■跡爾 深さ(翻蜘 蔵の間隔lb々 m) 堆積土 色 そ  の  他 重 複 関 係

1号 2A区 S65～ 80
10YR3/2黒 褐色 lV層主体、V層粒状に少量 切る :2・ 9号小溶

2号
lA区
2A区

E186～ 205

S66-94
切る :10号墳周溝
切られる 11号小溝V層主体、ウ Iブ ロック多量

3号
S84～ 92

IV層主体、V層粒状に少量

10YR7/3褐 色 V層主体、 91プ ロック多量

4号
lB区
2B区

N-65° -90-E 176-330
10YR4/2灰 黄褐色 切る :5・ 7・ 9■ 0号小溝

10・ 20号墳局溝V層主体、 ワ1ブロック多量

5号
lB区
2B区 S103-123

10YR3/2黒 褐色 IV層主体、V層粒状に少量
岳:iと予裾ミ静とOYR4/3にない黄禍色

6号
lA■ C区
lD～lE区

ψ■～274
N-0°―ヤ20°―E

10YR5/2灰 黄褐色 剪る:提
轟嬰浮10YR4/3に ぶい黄褐色 V層主体、 91プロック多量

7号 S e6-142

-

10・ワ0・ 21号蹟月溝

8号
区

匡

Ｂ

一
ｎ SI04-141

9」る:島
:歩き長T義獨薄

9号
2A・ 2B区

E134-223
S69-120

10YR4/2灰 黄褐色 IV層主体、V層粒状に多理 切る :iO号小溝、 10。 11・ 14。 20号墳周消

切られる :1・ 4～ 8号小溝10YR4/3に ぶい黄褐色

10号 2B区 E205-213
Sl17´ヤ133 N-0°

-25° 一E
tV層 主体、 V層粒状に少望 切る :20号墳周溝

切られる :4・ 5,7・ 9号小溝10YR4/3に ぶい黄褐色 V層主体、 91ノロック多量

11号 2B区
10YR4/4褐 色 切る :21号墳周溝

切られる !7～ 8号小溝10YR4/2灰 黄褐色 V層 主体 、 91ア ロ ック多量

12号 S66-82 06-155 切る :13号小溝
切られる :18号墳周潜

13号

Ｃ

一
Ｅ

E23,-289
S69-100 N-60° -90-E 20～330

10YR3/3暗 褐色 切る :14号小溝,12・ 14～ 16号墳周溝

切られる :6■ 2号小溝V層主体、 91ノ ロック少量

14号
υ
｝
E239～ 269
S69-74

ユOYR5/2灰黄htl IV層主体、V層粒状に少量 切る :13■ 5。 16号小溝
切られる :6・ 13号小溝

15号
区

区

Ｃ

一
Ｄ

E226-244
S74～ i01

8 0-36 0 iOYR4/2灰 黄褐色 IV層主体、 V層粒状に少量
切る :■■5・ 16号墳月溝
切られる :6■ 4号小溝

16号 3A区 ”３

・１ N巧貿塩4 22 0-35 0 110-ヤ 196 10YR3/2コ ミ喬色 IV層主体、V層継伏に多量 切る :17～ 19号小溝

17号
3A・ 3B区 E296～ 342

S127-164 ミぜ佑∝発とづL
10YR3/2黒 褐色 切る :18■ 9号小溝

切 られる :16号小溝。SX86V層主体、ワ1プ ロック多量

18号 3A区
:!怠律鶴 N-40～ 55° W 10YR3/2黒 褐色 IV層主体、V層粒状に多量

切る :19号小溝
切られる :16■ 7号小溝

19号
2H区

S129-142 N-60・～80° W 切 られる :16～ 18号小滴
V層主体、 91プロック多量

20号 S127^■48 9
IOYR3/2黒 褐色 Ⅳ層主体、 V層粒状に多量

切る :22・ 23・ 24号小溝
IOYR4/3に ぶい黄褐色

21号
3B区

S133-168

IV層主体、V層粒状に多量
SK129

10YR4/3に ぶい黄褐色 V層主体、21ブロック少量

22号 E256～ 282
S132-146 N-0°-13-E 70～320

tOYR3/2黒帽色 Ⅳ層主体、V層粒状に多量 切る :23・ 27号小濤
切られる :20・ 21号浦10YR4/3に ぶい斎褐色

23号 E266～ 292
S126-169

130-480
V層主体、V層粒状に多量 拐骨i警;憂愛ち藷揉撒器γ

9

10YR4/3に おい黄褐色 V層主体、 91ノロック少量

24号 3B区 E291-2つ 7
S128～132

10YR3/2黒 褐色 IV層 主体、V層粒状に多量
切られる :つ峠翔 溝ヽ

10YR4/3に ぶい黄褐色

25弓 21区 S208～222

V層主体、 V層粒状に少量
剪る
「26号小溝

10YR4/3に ぶい黄褐色 V層主体、 21ノ ロック少盪

26号 21区 E300～ 306
S206´▼2,7

N-5-10° ―E 50´ V210
切る :23号墳周溝
切られる ,25号小溝V層主体、 21ノ ロック少量

27号 3C区 E263～267
S145-162 N-105°

一E 23 0-35 0
IV層主体、V層繊伏に多量

切られる :22号小溝
10YR4/3に おい黄偶色 V層主体、つ Iブ ロック少量

28号 3D区 S186～ 192
N―ワ0・～45tW 10YR4/ユ 褐灰色 IV層主体、V層粒状に少量 切る :25号墳月溝

29号 3E区 NO°～5°―W
IV層主体、V層 を粒状に多量

雛消号観粛設鴇薯尉9:2710YR4/3に ぶい黄褐色 V層主体、 疱ユプロック少璽

30号 2C区
10YR3/3用 学符色

切る :31号小溝
V層主体、 セ1ノロック多璽

31号 2C区 N-0-10° ―W 22 0^フ 41 5
Ⅳ層主体、V層粒状に少量 切る:長民

『
嘉勇房菱辞軍滞

iOYR5/4に おい黄褐色 V層主体、 珍1プロック少量

32号 2D区 N-10°⌒V18° E 3 20 0-37 0
iOYR3/3昭 繁母色 雛渡勲電嘲勇も8iOYR4/3に ぶい黄褐色 V層主体 を 1プ ロック多重

33号 S194-228 既銃辮 羅鎮系嘲鶴

34号 2D区 S202-214
23 0^ヤ 50 0 11 0-37 0

10YR3/3暗 褐色

V層主体、 91プ ロック多量 SD53

35号 S160-209
1 9-36 7

IV層主体、V層粒状に少量 切る :86・ 42・ 43・ 45～ 47号小浦
切 られる :31号小溝10YR4/3に ぶい黄褐色 V層主体、 91プ ロック多量

36号
2C区

3G区 S17つ-198 16 0´ヤ48 0
10YR3/3暗 偶色

弾層環玄 nl.ば早州、撻V層主体、 91ブ ロック多量

37号 S219-226 N-75°～90° W 5 2-35 5
IV層主体、V層粒状に多量

切る :39・ 40号小潜
10YR4/3に ぶい黄褐色 V層主体、を1プロック少量

38号 4C区 E79-98S222-232

10YR3/3暗 褐色
切る :39・ 40号小滴

V層主体、Ⅳ層プロック多量

39号
E62～ 136

N― r-9°―E 16 1-770 0
IV層主体、V層粒状に多量 雛売認耗進雛尋鈴翻10YR4/3に ぶい黄褐色 V層主体、 ゼ 1プ ロック少量

40号
31区

4C区 S223-237 NO°～6° W
10YR3/3暗 褐色 雛 れ

肇 :卓錦 私 留
静認 l得・醤

V層主体、 ゼ1プロック少量

41号 4C区 範ち葎鵡 N-3°-10° ―E 23 0-742 0 13 0-30 0
IV層主体、V層粒状少量 切 られる :ⅡI a層 19号 ビット列、 39・ 40号

小溝10YR4/3に ぶい黄褐色 V層主体、Ⅳ層ブロック多量

12号 S195-ワ12
N-72・～88°―E

10YR3/3囲 第q色 切る :43・ 44号小溝
切 られる :35・ 39号小溝V層主体、 21ブ ロック多量

48号
区

屈

Ｃ

一
Ｔ S185‐ 208

N-77-99° ―E 7 0-35 8
IV層主体、V層粒状に多量 切る :44～ 46号小溝

切れる :35・ 36・ 39。 42号小溝10YR4/3に ぶい黄褐色 V層主体、 21ブ ロック少量

44号 3H区 S194-200 N-0° ^フ 8°―E 8 6-23 3
10YR3/2黒 褐色

切られる :42・ 43号小溝
V層主体、珍 1プ ロック少畳

45号
区

屎

Ｃ

”
£ S183‐ 192

N-0°-10°―E 13
10YR3/3暗 褐色 IV層主体、V層粒状に少量

拐a元菅i全篤6・ 43号小溝10YR4/3に ぶい黄褐色 V層主体、 91ブ ロック少目

46号 ゼ途
E163-210
S161～192 N-75°

～102°一E
10YR3/3暗 hCI IV層主体、V層粒状に多量

切雹売唇F賓蔦李晶境3・ 45号小滞10YR4/3に ぶい黄4et
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第4表 小溝状遺構群観察表 修)
調査区 分布範囲 方 向 本数 長さ (m) 鶴 (all揃 深さ(翻蜘 溝の間隔(心 g々I) 堆積土 土 色 そ  の  他 重 複 関 係

17号 2C区 :彼定?!】 N-73° -80° 一E 10YR4/3に ぶい黄褐色 Ⅳ層主体、 V層粧 伏に少重 切 られる :31'35号小潜

ほ号 2C区 S166-174 切る :鳥居塚古墳周溝
10YR4/3に ぶい黄褐色

49号
2F区

鬱 34～ 242
S237-267 N-30°～120°―E

10YR3/2黒 褐色 Ⅳ層主体、V層粒状に多量
切る :51・ 54～56号小溝

V層主体、 91ノ ロック多量

ll号 2G区 砂 01～つ12
S286-315 N-95° -98°

―E 8 0-35 0 切る :53・ 54・ 57号小溝
10YR5/4に ぶい黄褐色 V層主体、 91プ ロック多ヨ

■号 2F区 S261-275 N-25° ―E
10YR4/4褐 色 Ⅳ層主体、V層粧伏に多量 切る :52・ 54号小溝

切 られる :49号小浦

2号 2F区 S263-278
10YR4/4褐 色 切る 154号小溝

切 られる i51号小漏10YR5/3に おい黄褐色 V層主体、 91ブ ロック多重

13号 3G区
10YR4/3に ぶい黄褐色 IV層主体、 V層粒状に多量

拐a元署::`三ォ、種
54号 S245-307

10YR4/4絶
切ζ元盟:ヱ

`κ

:発ぷ議
64・ 68～ 72号小澪

10YR5/4に ぶい黄褐色 V層主体、 セIアロック多量

55号 2E区 S239-ワ 49
IV層主体、V層粒状 に多量

切られる :49・ 54号小滴

56号 2E区 E207～ 209
S247-251 切られる :49号小溝

57号 2G区 E201～ 212
S286^ヤ 308 N-30°

-42° ―E 剪られる :50・ 53・ 54号小溝

58号 E177-184
S276^´ 300 N-3・

-15° ―E 9 0-28 (
10YR3/2黒褐色 IV層主体、V層粒状に多量

努雹れぱ
=`1言
ぶ選ЮYR4/3にぶい黄褐色 V層主体、IV層 プロック多量

59号 3M区 S265～ 269 N-22°-23°
―E 20 0^´ 40 0 切られる :54号小溝

ЮYR4/3にぶい黄髄

60号 3J区
10YR3/2黒褐色 Ⅳ層主体、 V層粒状に少量

切る :61・ 73号小濤
V層主体、 91ブ ロック少量

61手 ]
3J区

4 0-29 0 拐倉元露:`袴承甚
76号小滴

10YR4/3に ぶい黄褐色

62号
10YR3/3暗褐色 IV層主体、V層粒状に少量

切台元暫:舒虐G説辟;ぞ藻劫、溝V層主体、 91プ ロック少量

63号 3M区 8:祷ζ!: 切 る :65・ 67・ 68号小溝
切 られる !54号小濤10YR4/3に ぶい黄褐色 V層主体、Ⅵ層ノロック多量

64号 3M区 髯Ｅ．
鬱 10Yミ 4/3に おい黄褐色 V層主体、lV層 ブロック多握 切られる :54号小溝

65号 3M区 S259-269 切a元留:::三ぶ驚10YR4/3に ぶい黄褐色 V層主体、lV層 プロック多理

66号
Ｌ

一
Ｎ

E132～ 138
S266-293 N-13° -20°

―E
10YR3/2黒 褐色 IV層主体、 V層粧 伏に少量

切る :67号小濤

67号 S258-300
10YR3/2黒 掲色

10YR4/3に おい黄鵜色 V層主体、IV層 ノロック多量

68号
Ｌ

一
Ｍ

N-5°-10° 一E 20～100 切られる :54・ 62・ 63・ 65'67号小溝

69号 30区 S277-288
10YR5/2灰 黄褐色

研ζれぞ亨金F58号小溝10YR4/3に ぶい黄褐色 V層主体、Ⅳ層プロック多量

70号 30区 E177^ヤ 184
S291-300 N-42° -45°

一E 努a元琢烹統導58号小溝
71号 30区 寛

ＥＩ
Ｓ２ N-95° -98°―E 10YR4/3に ぶい黄鵜色 V層主体、IV層 ブロック多量 切られる :54・ 58・ 69号小溝

72号 30区 寛
ＥＩ
Ｓ２ 25 0´ヤ30 0 10YR4/3に ぶい黄褐色 V層主体、IV層 プロック多量 切られる :54・ 70号小滞

73号 3J区
10YR3/3暗 褐色 Ⅳ層主体、V層粧 伏に少量

既a元野i≪鷲62号小溝V層主体、珍 1ノロック少量

74号 艶路寛j協 拐雹完菅;金学62・ 73号小溝10YR4/3に ぶい黄褐色

75号 3L盛 §路えう:! 10YR4/3に ぶい黄鵜色 V層主体、Ⅳ層ノロック多黒 切られる :62・ 67号小溝、lVtt SR157

76号 3K区 S256‐ 259 50-110 切 られる :61・ 62・ 74号小浦
10YR4/3に ぶい黄褐色 V層主体、 ゼ1ブロック少量

77号 4B区 E250-256
S262-265 10YR5/4に ぶい黄褐色 V層主体、IV層 プロック多量 な し

78号 4B区 E246-253
S301-335 切る :SD203・ 81・ 82・ 83号小滴

10YR5/4に ぶい黄絹色 V層主体、Ⅳ層ノロック多量

79号 4B区 膨 49～254
S285-295

10YR3/3暗 褐色 IV層主体、V層粒状に少握
拐怠元盟;d琵13

80号 4B区 鬱 49～251
S234-287 10YR5/4に ぶい黄褐色 V層主体、IV層 プロック多重 切られる :SD203・ 79号′嘩

81青 4B区 E246～252
S301-386

10YR3/3噛 Ⅳ層主体、V層粒状に少量 切る :33号小溝・ SD203
切られる :78号小溝

32号 4B区 E246-251
S314-342 13～ 85 切られる :78号小溝

10YR5/4に ない黄褐色 V層主体、IV層 プロック多量

83号 4B区 E250～255
S308-312

10YR3/3暗 褐色 IV層主体、V層粧伏に少量
切られる :78・ 81号′酪

84号 4A区 E280～ 298
S305-348 20 0-45 0

iOYR5/3に ぶい黄褐色 V層主体、 21ブ ロック少量

85号 4A区 鴎 54～357
S289-294 10YR6/4に ぶい黄橙色 V層主体、ややグライ化 切る :86号小溝

86号 4A区 E289～ 303
S351-362 15 0-38 0 研雹元暫烹金彗小溝10YR6/3に ぶい黄橙色 V層主体、 91プ ロック少量

87号 4A区 S357-362
10YR4/4褐 色 Ⅳ層主体、ややグライ化

協台元誓;盆尊小溝。SD205
SS号 4A区 S358-362 N-15°～つ5°

―E 16 0-41 0
10YR4/4絶

切 られる :87号小溝・ SD205
ЮYR6/4にぶい黄橙色 V層主体、 91ブ ロック少量

89号 4A区 S356～ 361 N-20覧ワ8°
―E 10YR6/3に ぶい黄笹色 Ⅳ層主体、ややグライ化 切る :90・ 91号小澪・ SX217

90号 4A区 N-62° -70° ―E 0 7-24 5 10YR5/4におい黄褐色 V層主体、Ⅳ層ノロック少量 切られる
'89号
小溝

91号 4A区 S357～359 N-75°
―W 10YR5/4にぶい黄褐色 V層主体、Ⅳ層ノロック少重 切 られる :89号小溝
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土質シルトで自然堆積層である。遺物は出土していない。

SX159(第 32図) 3N区北端部、E135～ 137・ S280付近で検出した。62・ 66号小清状遺構群に切られる。平

面形は精円形で、残存部の規模は長軸1.65m・ 短軸89cm、 深さ 8 cmを計る。断面形は浅いU字形で、底面に

は若干凹凸がある。堆積土 (1層 )は SX158と 同色の粘土質シルトで自然堆積層である。遺物は出上してい

ない。

SX160(第 32図) 3N区南半部、E134～ 136・ S295～ 296付近で検出した。平面形は精円形である。規模は

長軸 2m・短軸1.24m、 深さ16cmを計る。断面形は浅いU字形で、底面には若千凹凸がある。堆積土 (1層 )

は SX159と 同色の粘土質シルトで自然堆積層である。遺物は出土していない。

SX162(第 32図) 30区南半部西側、E178～ 180。 S288～ 294付近で検出した。北半部西側は調査区側溝の

設置で削平されている。54・ 58・ 70号小溝状遺構群に切られる。平面形は長楕円形である。残存部の規模は

長軸 6m。 短軸 3m、 深さ30cmを計る。断面形は浅いU字形で、底面には若干凹凸があり、北西側が窪む。

妻

巖
'控
釘

―

艶

―

◆

ぬ

５

代
―キー
悧
Ｗ

5 cm

3

10cm ６
６

0              5 clll

No 登録番号 種別 器  種 遺構 層位 特   徴 (調整 切り離し等) 写真図鳳

1 A5 縄文土器 深鉢 lB区  5号 ガヽ溝 2層 外面 :ミ ガキ・沈線・貼コブ 内面 :ミ ガキ 30-12

2 A48 縄文土器 不明 lA区  9号 小溝 2層 外面 :沈線 。縄文LR 内面 :ミ ガキ 30-10

3 A90 縄文土器 台付鉢 4C区  40号ガヽ溝 1層 外面 :ミ ガキ・縄文LR・ 沈線 内面 :ミ ガキ 。ナデ 30-11

C63 土師器 甕 3J区   61号 小溝 1層
面
面
外
内

口 いア
いア

ナ

ナ
体 :ヘ ラケズリ
体 :磨滅

30-13

5 Ka33 剣片 アメリカ式石鏃 2F区  54号小濤 1層 茎部一部欠損
6 Kc94 礫石器 砥 石 lB区  5号 小溝 2層 祗面 4面

第74図 V層小溝状遺構群出土遺物
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堆積土 (2層)は黒褐色及びにぶい責褐色粘土質シルトで自然堆積層である。層中には炭化物・焼土粒を含

む。遺物は出土していない。

SX165(第 32図) 4C区西側、E71～ 75。 S230～ 233付近で検出した。北西側は調査区側溝の設置で削平さ

れている。39。 40号小溝状遺構群に切られる。平面形は不整楕円形である。残存部の規模は長軸3.5m・ 短軸

2.35m、 深さ25cmを計る。断面形はU字形である。底面には若干凹凸があり、北側・北西側が窪む。堆積土

(3層 )は黒褐色及びにぶい責褐色粘土質シルトで自然堆積層である。層中には炭化物を含む。遺物は出土

していない。

SX217(第 31図) 4A区南西側、E259。 S359付近で検出した。89号小溝状遺構群に切られる。平面形は楕
円形である。規模は長軸1.32m・ 短軸89cm、 深さ1lcmを計る。断面形は皿状で、底面は平坦である。堆積土(1

層)は黒褐色粘土質シルトで自然堆積層である。遺物は出上していない。

(5)Ⅸ層上面検出の遺構と遺物

Ⅸ層上面検出の遺構には、土坑 9基がある。上坑は2H区南端部で検出された。この地点はV層上面で確認

した微高地 [B]を形成する基本層Ⅸ層上面が2H区中央部の窪地に向かって下がる傾斜面にあたる。東側に

隣接するエノ壇遺跡 1次調査V区北側でも同一の微高地の傾斜面から土坑が検出されている。

土 坑
SK90(第 75図) 2H区南端部東側、E309～ 310。 S162付近で検出した。平面形は不整円形である。規模は

径 lm、 深さ30cmを計る。断面形はU字形で、底面はほば平坦である。堆積土は 3層で細砂主体の自然堆積

層である。層中には炭化物片を含む。底面より縄文土器の回縁部片 (第76図 1)力 出ゞ土した。

SK91(第75図)2H区 南端部、E309・ S164付近で検出した。西側は調査時のサブトレンチで一部削平され
ている。平面形は円形と考えられる。規模は径80cm、 深さ30cmを計る。断面形はU字形で、壁は急に立ち上

がる。底面はほぼ平坦である。堆積土は 5層で SK90と 同様に細砂主体の自然堆積層である。 1・ 3層中には

炭化物片を含む。最下層 5層中より縄文土器の口縁部片 (第76図 5)が出土した。

SK92(第 75図) 2H区南端部東側、E310。 S163～ 164付近で検出した。SK91の東側に隣接する。南東側
は調査区側溝の設置に伴い一部削平されている。東側の一部は調査区外に伸びる。平面形は不整円形である。

規模は径90cm、 深さ30cmを計る。断面形はU字形で、壁は急に立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土

は 7層で SK90と 同様に細砂主体の自然堆積層である。1・ 4層中には炭化物片を含む。下層より縄文土器の

口縁部片 (第76図 6)力 出ゞ上した。

SK93(第 75図) 2H区南端部、E309。 S164～ 165付近で検出した。SK91の南西側に隣接する。西側は調
査時のサブトレンチで一部削平されている。平面形は円形と考えられる。規模は径26cm、 深さ20cmを計る。

断面形はU字形で、壁は急に立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土は 3層で、SK90と 同様に細砂主

体の自然堆積層である。遺物は出上していない。

SK94(第 75図) 2H区南端部、E305～ 306・ S164～ 165付近で検出した。SK98の南側に隣接する。平面形
は精円形である。規模は長軸1.04m・ 短軸84cm、 深さ60cmを計る。断面形はU字形で、壁は急に立ち上がる。

底面はほぼ平坦である。堆積土は 7層で中砂主体の自然堆積層である。 1・ 3・ 5層中には炭化物片を含む。

堆積± 1層中より縄文土器の回縁部片・底部片 (第76図 2・ 3)が出上した。

SK95(第 75図) 2H区南端部西側、E305～306・ S162付近で検出した。平面形は楕円形である。規模は長
軸1.3m・短軸 lm、 深さ40cmを計る。断面形はU字形で、壁は急に立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆

積土は 4層で、SK90～ 93と 同様に細砂主体の自然堆積層である。堆積± 1層中には炭化物片を含む。堆積土
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V層大野田22号墳周濤

東壁断面

層位 土 色 土   性 備 考

1 25Y7/4浅 黄色 細 砂 炭化物片微渥

2 25Y7/6明黄褐色 細 砂 にぶい黄色のシルトプロック混在

3 25Y6/3に ない責色 ンルト混細砂 財 B物片少握

1 25Y5/2暗灰黄色 ンルト混ffB砂 庚化物片多重

2 25Y7/4浅黄色 細 砂 にぶい黄色細砂プロック状に混在,壁崩落上

3 25Y4/1黄灰色 ンルト混細砂 炭化物片少量

25Y7/4浅黄色 細 砂 にぶい黄色細砂プロック状に混在,壁崩落上

5 25Y7/4浅黄色 細 砂 炭化物片微量

1 25Y5/3黄褐色 ンルト混細砂 炭化物微量

2 25Y7/4浅黄色 細 砂 炭化物微重

3 25Y6/4にぶい黄色 細 砂 炭化物微量

4 25Y4/1黄灰色 シルト混細砂 炭化物少量

5 25Y7/4浅黄色 細 砂 灰黄色細砂混在,壁崩落上

6 25Y7/6明 黄褐色 中 砂 炭化物傲量

7 25Y7/4浅黄色 細 砂 炭化物微量

1 25Y5/3黄褐色 シルト混細砂 費色綱砂ノロック少量

2 25Y6/4に ぶい黄色 細 砂

3 25Y6/4に ぶい黄色 細 砂 IX層ブロック状に少量

層位 土 色 土  性 備 考

1 25Y5/2暗灰黄色 シルト混細砂 粗砂微量,炭化物片少量,上器片出土

2 25Y7/4浅黄色 細 砂 黄色細砂プロック・炭化物片少量

3 25Y5/2暗灰黄色 中 砂 炭伯物微豊

4 25Y7/4浅黄色 中 砂
5 25Y5/2暗灰黄色 中 砂 炭化物少量

6 25Y7/6明鞘 中 砂 4層 より明るヤ

7 25Y6/2灰黄色 中 砂 炭侶物微量

〕 25Y5/3費褐色 シル開 砂 炭化物多量,上器片・フレイク片出土
2 25Y7/4浅黄色 細 砂 にぶい黄色・炭化物徹長

3 25Y6/3にぶい黄色 細 砂 炭化物微量

4 25Y6/4にぶい黄色 細 砂 炭化物微量

I 25Y6/3にぶい黄色 シルト混細砂 Ⅸ層ブロック少量,炭化物微量,土器出土

2 25Y6/4にぶい黄色 細 砂 IX層 よりやや黒っばい,炭化物微量
1 25Y7/4浅責色 4tB Iyj IX層 より暗め

2 25Y6/3に ぶい黄色 シルト混細砂 Ⅸ層ブロック状に混在,炭化物勧迫

3 25Y5/3黄褐色 ンルト混細717 炭化物片少量

4 25Y6/3に ぶい黄色 細 砂 炭化物片微量

5 25Y7/4浅黄色 細 砂 一部中砂,炭化物微量

6 25Y7/6明範 細 砂 Ⅸ層よりやや暗め,炭化物微量

1 5Y5/3歯絶 VIそ主体,下部にⅨ層ブロック混在

SK93

第75図  2HttIXttSK90・ 91・ 92・ 93・ 94・ 95。 96・ 97・ 98
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1・ 3層中より縄文土器片が出土したが、図示できるものはない。

SK96(第 75図)2H区 南端部、E307・ S163付近で検出した。平面形は不整円形である。規模は径80cm、 深
さ38cmを計る。断面形はU字形である。底面は北側が窪む。堆積土は 2層で、SK90～ 93・ 95と 同様に細砂

主体の自然堆積層である。 1層中には炭化物片を含む。堆積± 1層中より縄文土器の底部片 (第76図 4)が

出土した。

SK97(第 75図) 2H区南端部、E308・ S162～ 163付近で検出した。平面形は不整円形である。規模は径90
cm、 深さ40cmを計る。断面形はU字形で、壁は急に立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土は6層で SK90

～93・ 95・ 96と 同様に細砂主体の自然堆積層である。 2～ 4層中には炭化物片を含む。堆積± 3層中より礫

石器が出上したが、図示できるものはない。

SK98(第75図)2H区 南端部、E305～ 306・ S163～ 164付近で検出した。平面形は楕円形である。規模は長
軸70cm。 短軸54cm、 深さ16cmを計る。断面形は浅いU字形で、底面はほぼ平坦である。堆積土は 1層で自然

堆積層である。遺物は出土していない。SK98は SK90～ 97と 比較して浅く、堆積土中に炭化物片を含まない

ことから、自然の落ち込みの可能性もある。

4.基 本層出土遺物
基本層Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・ V・ Ⅵ oⅧ・Ⅷ oⅨ層からは、縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器・赤焼土器 。中

世陶器・鉄製品・土製品・剣片石器・磨製石器・礫石器などの各種の遺物が出上している。この中で、図示

したものは2H区ⅥI層出上の縄文土器13点・土製品1点 (第 77・ 78図)のみである。本調査は今後も継続され、

資料の増加も予想されることから、他の遺物については次年度以降の調査報告書における提示に譲りたい。

現地説明会風景 (3)
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拗

性____すJ型些す―_す10Cm

No 登録番号 種別 器種 遇構 層位 特 徴 (調整 切 り離 し等 ) 写真図版h

1 A71 雲文土号 深鉢 SK90 底面 外面  口 櫛歯状文 体 :柏歯状文・ ケズリ・ ミガキ 内面 口・体 :ケ ズ リ

2 A74 鼠文上号 深鉢 SK94 1層 外面  口 縄文RL 内面 口 :ミ ガキ

3 A92 電文土君 深鉢 SK94 1層 外面 体 磨滅 底 :ミ ガキ・木葉痕 内面 体 。底 :ミ ガキ

A75 電文上君 深鉢 SK96 1層 外面 体 :縄文LR・ ミガキ 底 :ミ ガキ・ 網代痕 内面 体・ 底 :ミ ガキ 31-13

5 A72 電文土颯 深鉢 SK91 5層 外面  口 :ミ ガキ・沈線・縄文LR 内面 口 :ミ ガキ 31-9

6 A73 目支上宅 深鉢 SK92 4層 波状口縁 外面 口 :平行沈線 。S字状沈線・縄文LR・ ミガキ 内面  口 :ミ ガキ 31-11

第76図 Ⅸ層SK90。 91・ 92・ 94・ 96出土土器

第 5表 大野田古墳群基本層出土遺物集計表
層  位 縄文土器 弥生土器 土師器 垣輪 ロクロ土師器 須恵器 赤焼土器 陶器 石器 剣片 石製品 土製品 鉄製品

I層 0 13 3 3 1 6 3 0 0 0 0

肛 層 11 1 15 3 0 3 0 0 0

III 層 71 3 5 10 0 0 3

Ⅳ  層 0 13 0 0 12 0 0 0

V 層 0 8 0 0 19 12 0 0 0

VI 層 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

VⅢ 層 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0

Ⅵ‖ 層 0 0 0 0 0 0 6 9 0 1 0

Ⅸ  層 3 0 0 0 0 0 0 1 0 0

X 層 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 15 13 l 3
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性す_…__」甚4___す■OCln

No 登録番号 種  別 器種 遺構  層位 特   徴 (調整 切 り離 し筆 )
ユ A68 縄文土器 鉢 2Htt VIn層上 外面 口 :磨減 体 縄文RL 肉面 口・体 :磨減 31-2
2 A70 縄文土器 深鉢 2Htt lll層 中 波状口縁 外面 口 :縄文LR 内面 口 :ミ ガキ 30-15
3 A94 縄文土器 深鉢 2H区 ⅥⅡ層上 外面 縄文LR(P) 内面 回 :磨滅 30-14
A93 綴文土楽 深鉢 2Htt lll層上 外面 口 :ミ ガキ・沈線 内面 口 :磨涙 30-20

5 A99 縄文土器 深鉢 2H区 Ⅷ層中 外面 回 縄文LR 内面 口 :ミ ガキ 30-17

6 A80 縄文土器 深鉢 3C区 Ⅷ層中 外面 体 縄文RL 底 :ミ ガキ 内面 体・ 底 :ミ ガキ 31-3
A69 縄文土器 深鉢 2H区 Ⅷ層中 波状口縁 外面 口 。体 :縄文LR・ 補修孔2 内面 口・ 体 :ミ ガキ 31-6

第77図 2H区Ⅵ‖層出土遺物 (1)
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0              5 cm

ネ糧:こ析

／

咆

10cm

No 登録番号 種別 器種 遺構 層位 特 徴 (調整 切 り離 し等 ) 写真図版血

1 A66 縄文土器 鉢 2Htt VШ層上 外面 口 :平行沈線・縄文RL・ 縄文LR 内面 口 。体 :ミ ガキ 30-18

2 A64 縄文土器 深鉢 2Htt Vm層中 波状口縁 外面 口 :平行沈線 体 :ミ ガキ 内面 口・体 :ミ ガキ 30-16

3 A67 縄文土器 鉢 ? 2H区  Ⅷ層上 外面 体 :縄文RL・ 縄文LR 内面 体 :ケ ズリ。ミガキ 30-19

4 A62 縄文土器 鉢 2Htt VⅢ層中 外面 口 :縄文LR 体 :縄文LR・ ミガキ 底 :ミ ガキ 内面 口。体 :ミ ガキ 31-5
5 A65 縄文土器 鉢 2Htt Vn層上 外面 口 :ミ ガキ・ 沈線 体 :ミ ガキ 。沈線 底 :ミ ガキ 内面 口・体 。底 :ミ ガキ 31-4

6 土製品 土偶 2Htt llU層中 体部正面 :刺突文 腹部 :束ど突文大1 下半部正面・側面・背面に沈線・条線 31-7a-7c

7 A63 紹文土器 深ak 2Htt Vm層 中 外面 口・体 :縄文LR 内面 口・体 :ミ ガキ 131-

第78図 2H区Ⅵ‖層出土遺物 (2)
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5.自然科学・同定

(1)平成 6年度発掘調査の火山灰分析
株式会社 古環境研究所

① はじめに
仙台市の市街地南部の富沢駅周辺遺跡の発掘調査では、遺構覆土中から火山灰が検出された。そこで担当

者により記載採取された試料を対象に屈折率測定を行って、噴出年代の明かな示標テフラとの同定を行うこ

とになった。

② 屈折率測定試料と測定方法

屈折率測定の対象とされた試料は、血 5ト レンチ、h9ト レンチ、No14ト レンチ (基本層Ⅲ層)の 3地点

から採取された 3試料である。これらの試料について位相差法 (新井,1972)に より屈折率の測定を行った。

③ 屈折率測定結果

屈折率測定の結果を表 1に示す。No 5ト レンチの試料には、ごくわずかに斜方輝石、単斜輝石、角閃石、

磁鉄鉱が認められる。軽石型の火山ガラスが比較的多く含まれており、その屈折率 (n)は 1.505-1.510で あ

る。また配 9ト レンチの試料にも、ごくわずかに斜方輝石、単斜輝石、角閃石、磁鉄鉱、黒雲母が認められ

る。軽石型の火山ガラスが比較的多く含まれており、その屈折率 (n)は1.506-1.509で ある。そして14ト

レンチにはごくわずかに斜方輝石、単斜輝石、磁鉄鉱が認められる。軽石型の火山ガラスは比較的多く含ま

れており、その屈折率 (n)は 1.505-1.509で ある。

④ 考  察

屈折率測定の結果、 3試料に含まれるテフラ粒子とも非常によく似た傾向が伺え、同一テフラに由来する

ものと考えられる。また南小泉遺跡のピット35、 ピット26さ らにSD9溝跡から検出された火山ガラス (古環

境研究所報告)と特徴を同じくし、いずれも同一テフラ起源と考えられる。これらの火山ガラスは、火山ガ

ラスの形態と屈折率だけで見るならば、南小泉遺跡の 3試料に含まれるテフラと同様に、従来仙台市とその

周辺地域に分布するテフラの中では、約1.2-1.3万年前に十和田火山から噴出した十和田八戸テフラ(火山

ガラスの屈折率 :1.502-1.509,町田・新井,1992)の特徴にほぼ一致する。しかし、仮にこの試料がテフ

ラの降灰層準とすると、 9ト レンチの春日社古墳 (5世紀末～ 6世紀中葉)の周溝覆土から検出されている

事実と矛盾することになる。ただし、今回検出された火山ガラスが基盤の上層からの混入物であれば問題は

ない。今回検出された火山ガラスは、 6世紀初頭と6世紀中葉に相次いで榛名ニツ岳付近から噴出し、東北

地方南部にも降灰した榛名ニツ岳渋川テフラ (6世紀初頭,新井,1979,坂 口,1986,早田,1989,町田 。

新井,1992)と 榛名ニツ岳伊香保テフラ (6世紀中葉,新井,1962,坂 口,1986,早田,1989,町 田・新井,

1992)と も特徴を異にしている。前者と後者の火山ガラスの屈折率 (n)は、1.500-1.502(mode:1.501)

と1.501-1.504である。

南小泉遺跡第25次調査 (五十嵐・古環境研究所,1995)の報告の中でも述べたが、従来「灰白」と呼ばれ

てきた火山灰で、To aと 同一テフラと考えられているもの (町田ほか,1981)の 中に、最近火山ガラスの屈

折率が To aと一致しないものが数地点で認められている(古環境研究所,未公表資料)。 しかし同じような

特徴を持つものが同一地点において複数認められた例はまだない。もしも異なるテフラがほぼ同じ年代に降

灰したとすれば、泥炭層などテフラの保存条件のよい地点において、特徴を異にする一次堆積層が複数認め

られるはずなのである。

今回検出された火山ガラスも、南小泉遺跡ピット35、 ピット26、 SD9溝跡 (2層 )の 3遺構で検出された
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火山ガラスと同様に、最大径が0.2～ 0。 4mmと 南小泉遺跡 SD16溝跡 (1層)で検出された火山ガラスのそれ

(最大径0。 9mm)と 異なるように見え、To aと は異なる可能性も考えられる。さらにこれら古墳時代以降の

テフラに関する資料を収集して、この問題に取り組んでいく必要がある。

⑤ ま と め

仙台市富沢駅周辺遺跡において採取された 3試料について、屈折率測定を行った。その結果、仙台市域周

辺に分布することが知られているテフラの中では、十和田―八戸火山灰 (To―HP,約 1.2～ 1.3万年前)起源

の火山ガラスにしか認められない屈折率をもつ火山ガラスが比較的多 く検出された。今後泥炭層などさらに

保存のよい地層を観察し、To a層準付近にある土層の堆積状況を調べる必要がある。また火山ガラスの主成

分化学組成などを調べて、テフラ粒子の特徴に関するさらに詳しいデータを収集していかなければならな
い。
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表 1 平成 6年度発掘調査分の屈折率測定結果

遺 構     重 鉱 物 火 山 ガ ラ ス

量  形 態  屈 折 率 (n)

5ト レンチ  (Opx,Cpx,hO,mt) +十  pm l.505-1.510

9ト レンチ  (Opx,Cpx,hO,mt,bi)++ pm l.506-1.509

14ト レンチ  (Opx,Cpx,mt)    十 +  pm  l.5051.509

屈 折 率 測 定 は ,位 相 差 法 (新 井 ,1972)に よ る。 重 鉱 物 の ()は ,

量 の 少 な い こ とを 示 す。 Opx:斜 方輝 石 ,cpx:単 斜 輝 石 ,hO:角

閃石 ,bi:黒 雲 母 ,mt:磁 鉄 鉱 .+十 +十 :と くに 多 い ,十 十 +

:多 い ,十 十 :中 程 度 ,十 二少 な い ,一 :認 め られ な い。 pm i軽

石 型 。
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(2)平成 7年度発掘調査 大野田古墳群出土試料の火山灰分析
株式会社 古環境研究所

① はじめに
仙台市とその周辺地域には、蔵王火山や十和田火山をはじめとする東北地方の火山のみならず中部、北海

道、九州地方などの火山に由来するテフラ (火山砕居物,いわゆる火山灰)が多く分布している。テフラの

多くについては、すでに噴出年代が明らかにされており、これら示標テフラとの層位関係を明らかにするこ

とによって、遺物包含層の堆積年代や遺構の構築年代を知ることができるようになっている。

大野田古墳群の発掘調査でも、発掘調査担当者によリテフラの可能性のある地層が検出された。そこでこ

のテフラ試料について屈折率測定を行い、示標テフラとの同定を試みることになった。

② 屈折率測定
1)測定試料

屈折率測定の対象となった試料は、調査担当者により採取された試料 A(1区 基本土層Ⅲ層)お よび試
料 B(1区基本土層Ⅳ層上面)の 2点である。屈折率の測定は位相差法 (新井,1972)に よる。
2)測定結果

屈折率の測定結果を表 1に示す。試料Aに は、透明な軽石型ガラスが少量含まれている。火山ガラスの屈

折率 (n)は、1.500-1.507で ある。重鉱物としては、斜方輝石、単斜輝石、角閃石などがごく少量認められ

た。一方試料 Bに も、透明な軽石型ガラスが少量含まれている。火山ガラスの屈折率 (n)は、1.493-1.503

である。重鉱物としては、斜方輝石、単斜輝石、角閃石などがごく少量認められた。斜方輝石の屈折率は、

1.707-1.711である。

③ 考  察

試料番号 Aについては、火山ガラスの特徴や屈折率などから、いわゆる灰白火山灰の特徴 (古環境研究所,

未公表資料)と 一致する。この灰白火山灰は、従来915年に十和田火山から噴出したとされている十和田a

火山灰 (To a)に対比されている (町田ほか,1981)。 ただし町田。新井 (1992)で は、To aに含まれる火

山ガラスの屈折率 (n)は 1.496-1.504(斜 方輝石 :1.706-1.708)と されており、今回の試料と比較すると

若干低く記載されている。灰白火山灰とTo aに ついては、仙台平野から岩手県中部の多くの地点において、

その火山ガラスの屈折率に同じような違いが認められている(古環境研究所,未公表資料 )。 この原因につい

ては、火山ガラスの厚さの違いに由来する水和の程度の差があり、遠方に堆積した薄い火山ガラスほど屈折

率が高くなっていると説明される (新井房夫群馬大学名誉教授談)ら しい。ただし、To aを もたらした十和

田火山の噴火の詳細については、まだ不明な点が多く残されている。問題の解決のためには、野外での詳細

なテフラの観察が必要である。

試料 Bについては、角閃石がごくわずかに含まれていること、火山ガラスや斜方輝石の屈折率などから、

6世紀中葉に榛名火山から噴出した榛名ニツ岳伊香保テフラ(Hr FP,新井,1962,坂口,1986,早 田,1989,

町田 。新井,1992)の混入も若干考えられる。しかし火山ガラスや鉱物の量が少なく、明言することは難し

ヤh。

今回は、すでに発掘調査担当者により採取された試料について分析が行われたが、純度の良い試料の採取

や一次堆積のテフラとしての認定の必要があることから、今後は火山灰編年学の研究者による遺跡断面での

テフラの観察から始められるとより精度の良い分析が可能となる。

④ ま とめ
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大野田古墳群で採取されたテフラ試料について、屈折率測定が行われた。その結果、仙台市周辺の多 くの

遺跡で検出されている、いわゆる灰白火山灰を検出することができた。

文献

新井房夫 (1972)斜方輝石・角閃石の屈折率によるテフラの同定―テフロクロノロジーの基礎的研究。第四紀研究,11,p.254

-269.

町田 洋 。新井房夫・森脇 広 (1981)日 本海を渡ってきたテフラ.科学,51,p.562-569.

町田 洋・新井房夫 (1991)火山灰アトラス。東京大学出版会,276p.

表 1 大野田古墳群の屈折率測定結果

試料

量 形態 色調 屈折率

重鉱物

組成     屈折率 (opx)

火山ガラス

十

+

透二り]  n:1.500-1.507

透明 n:1.493-1.503

(opx,cpx,ho)    一

(opx,cpx,ho) γ :1.707-1.711

屈折率の測定は,位相差法 (新井 ,1972)に よる。pm:軽石型。opx:斜 方輝

石 ,Cpx:単斜輝石 ,hO:角 閃石 .

(3)平成 8年度発掘調査の火山灰分析
株式会社古環境研究所

① はじめに
仙台市域の完新世の地層や土層の中には、十和田火山や榛名火山などの噴火に由来するテフラ (火山砕居

物,いわゆる火山灰)が分布している。これらのテフラの中には、理化学的な年代測定をはじめとする多く

の手法により噴出年代が明らかにされた示標テフラがあり、これらを過去の時間と空間の軸 として編年を行

う火山灰編年学 (テ フロクロノロジー)を利用することによって、遺物包含層の堆積年代や遺構の構築年代

を知ることができるようになっている。

そこで、大野田古墳群の発掘調査の際に発掘調査担当者により検出採取されたテフラ試料についても、屈

折率測定により示標テフラとの同定を行い、土層の堆積年代に関する資料を収集することになった。

② 屈折率測定

1)測定試料と測定方法

調査分析の対象となった試料は、発掘調査担当者により大野田古墳群2D区Ⅳ層上面で検出された自然流路

跡 (SR60)の 1層中から採取されたものである。測定は、位相差法 (新井,1972)に よる。

2)測定結果

屈折率の測定結果を表 1に示す。2D tt SR60の 1層中の試料には、透明な軽石型の火山ガラス (最大径0.3

1ntll)が比較的多く含まれている。火山ガラスの屈折率 (n)は1.500-1.505で ある。重鉱物としては、斜方輝

石と単斜輝石がごく少量含まれている。

ｍ

　

ｍ

ｐ

　

ｐ

Ａ

　

Ｂ
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③ 考察―示標テフラとの同定

屈折率測定を行った試料に含まれるテフラ粒子は、火山ガラスの色調、形態、屈折率、さらに重鉱物とし

て斜方輝石や単斜輝石が含まれていることから、915年に十和田火山から噴出したと考えられている十和田a

火山灰 (To a,大池,1972,町田ほか,1981)に 由来すると考えられる。

なお、今回の測定分析では、分析者が現地の上層断面を観察記載する機会を得ることができなかった。そ

の結果、試料の産状などに関する資料を多く持ち合わせていない。したがって、試料中のテフラが一次堆積

層か否かについての確実な判断は難しい。

④ ま と め

大野田古墳群2D区Ⅳ層上面で検出された自然流路跡 (SR60)の 1層中から採取された試料について屈折率

測定を行った。その結果、915年に十和田火山から噴出した十和田 a火山灰 (To―a)に 由来すると考えられる

テフラ粒子が多く検出された。

文献

新井房夫 (1972)斜方輝石・角閃石の屈折率によるテフラの同定―テフロクロノロジーの基礎的研究。第四紀研究,11,p254
-269,

町田 洋・新井房夫・森脇 広 (1981)日 本海を渡ってきたテフラ。科学,51,p.562569.
大池昭二 (1972)十和田火山東麓における完新世テフラの編年。第四紀研究,11,p.232233.

表 1 大野田古墳群 2 DttS R60に おける屈折率測定結果

試料 火 山ガラス 重鉱物

量  形態 色調 最大径   屈折率

1層  +十  pn 透 明  0.3mm n:1.5001.505 (opx,cPx)

+++十 :と くに多い ,十 十+:多 い ,十 +:中 程度 ,十 :少 ない ,
一 :認められない。pm:軽石型 ,opx:斜 方輝石 ,cpx:単 斜輝石 .屈

折率の測定は ,位相差法 (新井 ,1972)に よる。
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(4)平成 9年度発掘調査 大野田古墳群の火山灰分析
株式会社 古環境研究所

1)はじめに

仙台市域の完新世の地層や土層の中には、十和田火山や榛名火山などの噴火に由来するテフラ (火山砕暦

物,いわゆる火山灰)が分布している。これらのテフラの中には、理化学的な年代測定をはじめとする多く

の手法により噴出年代が明らかにされた示標テフラがあり、これらを過去の時間と空間の軸として編年を行

う火山灰編年学 (テ フロクロノロジー)を利用することによって、遺物包含層の堆積年代や遺構の構築年代

を知ることができるようになっている。

そこで、大野田古墳群の発掘調査の際に作成された土層断面に
ついても、地質調査を行つて層序を記載する

とともに、テフラの可能性が考えられた試料について屈折率測定を行つて示標テフラとの同定を行い、土層

や遺構の年代に関する資料を収集することになった。調査分析の対象となった地点は、3A区南壁、3C区南

壁、SF l・ 2東側清、SF l(5ト レンチ南壁)の 4地点である。

2)土層の層序

① 3A区南壁

この地点では、本遺跡の基本的な土層断面を観察することができた (図 1)。 ここでは、下位より褐灰色砂

層 (層厚21cm,Ⅸ層)、 灰褐色粘質土 (層厚15cm,ⅥⅡ層)、 黄灰色砂質土 (層厚13硼,VI層 )、 灰褐色土 (層厚

23側,V層 )、 暗灰色土 (層厚12cm,Ⅳ層)、 灰色砂質土 (層厚 5 cm,Ⅲ b層 )、 黄灰色砂層 (層厚 6 cm,ma

層)、 灰色土 (層厚 4 cm,Hc層 )、 黒灰色土 (層厚 4 cm,Ⅱ b層 )、 暗灰色土 (層厚 3 cm,Ha層 )、 黄灰色

土 (層厚 4硼, Ic層 )、 灰色土 (層厚 8 cm, Ib層 )、 灰色作土 (層厚12cm, Ia層)が認められた。これ

らのうち、V層以下の土層を斬つて小溝がつくられている。

② 3C区南壁

ここでは、火山灰層を認めることができた (図 2)。 この地点では、下位より暗灰色土 (層厚 5側以上,Ⅳ

層)、 灰色土 (層厚 5側,mc層 )、 灰色土 (層厚1lcm,III b層 )、 白色細粒火山灰層 (層厚 2 cm)、 責灰色土

(層厚 9 cm以上,ma層 )、 黒褐色土 (層厚 6 cm,Hb層 )、 砂混じり灰色土 (層厚 3 cm,Ⅱ a層 )、 黄色土 (層

厚 2餌, Ic層 )、 灰色作土 (層厚1lcm, Ia層)が認められた。

これらのうち、白色細粒火山灰層については、すでに屈折率測定により915年に十和田火山から噴出したと

考えられている十和田 a火山灰 (To a,大 池,1972,町 田ほか,1981)に 同定されている (古環境研究所研

究所報告)。

③ SFl・ 2東側清

この地点では、SF l・ 2東側清の覆上を観察することができた (図 3)。 より古い SF 2東側溝の覆土は、

下位より灰色土 (層厚1lcm)、 棄理の発達した灰色シルト層 (層厚0.8cm)、 灰色土 (層厚 2硼)か ら構成され

ている。一方、SF l西側溝の覆土は、下位より暗灰色土 (層厚1lcm,2b層 )、 責灰色シルト層 (層厚0.5cm)、

黄白色シルト層 (層厚0.4cm)、 暗灰色土 (層厚0.lcm)、 責白色シルト層 (層厚0.3cm)、 暗灰色土 (層厚0.2cm)、

黄白色シルト層 (層厚0.3cm)、 暗灰色土 (層厚0.2cm)、 責白色シルト層 (層厚0.3cm,以上la層下部)、 色調

の暗い灰色土 (層厚17cm,la層上部)、 灰色土 (層厚 8 cm, Ic層 )の連続からなる。

④ SFl(5ト レンチ南壁)

ここでは、 1号道路跡の断面を観察することができた(図 4)。 ここでは、暗褐色土 (層厚10cm以上,Ⅳ層)

の上位に、下位より黄褐色砂層 (層厚14硼 )、 灰色砂質シルト層 (層厚15cm,硬化層 1層 )、 暗灰色砂層 (層
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厚 6伽,硬化層2a層 )、 灰色砂層 (層厚 5 cm,硬化層2b層 )、 灰色がかった黄色土 (層厚 3 cm, Ic層 )、 灰

色砂質土 (層厚22cm, Ib層 )、 灰色作土 (層厚21cm, Ia層)が認められた。これらの土層のうち、Ⅳ層の

直上の責褐色砂層は、いわゆる波板状凹凸に相当すると考えられている。

3)屈折率測定

① 測定試料と測定方法

SF l西側清覆上において発掘調査担当者によリテフラの可能性が考えられていた土層のうち、比較的粗

粒でもっともテフラの含まれている可能性が大きいと考えられたla層下部 (試料番号 4お よび 1)|こ ついて、

屈折率測定を行った。測定は位相差法 (新井,1972)に よる。

② 測定結果

屈折率の測定結果を表 1に示す。試料番号 4に は、透明な軽石型火山ガラスが比較的多く含まれている。

火山ガラスの最大径は、0.4111111で ある。火山ガラスの屈折率 (n)は、1.498-1.504で ある。一方、試料番号

4に は、透明な軽石型火山ガラスが比較的多く含まれている。火山ガラスの最大径は、0.311ullで ある。火山ガ

ラスの屈折率 (n)は、1.498-1.504で ある。いずれの試料からも、重鉱物は検出されなかった。

4)考察―示標テフラとの同定

屈折率測定を行った試料に含まれるテフラ粒子は、火山ガラスの色調、形態、屈折率などから、To aに 由

来すると考えられる。ただし、仙台市域で検出されているTo aと 比較して、粒径がよく揃っており、含まれ

る火山ガラスの量が少なく、また斜方輝石や単斜輝石などの重鉱物も認められない。これらのことから、い

ずれの試料もTo aの水成の再堆積層と考えられる。試料番号 4よ り下位の覆土中ではTo aの可能性のあ

る土層は認められないことから、SF l東側溝の構築はTo a降灰後 と推定される。

なお、3C区南壁では、Ⅲ a層最下部にTo aが検出されている。したがって、3A区南壁で検出されている

Ⅳ層に覆われた小溝状遺構群の構築年代は、To a降灰前と考えられる。

5)小  結

大野田古墳群において地質調査を行うとともに、SF l東側溝覆土中に検出された凝灰質のシル ト2層に

ついて屈折率測定を行った。その結果、いずれの凝灰質のシル ト層も、915年に十和田火山から噴出した十和

田 a火山灰 (To― a)の水成再堆積層と考えられた。そして、SF l東狽I溝の構築はTo a降灰後と推定された。

文献

新井房夫 (1972)斜方輝石・角閃石の屈折率によるテフラの同定―テフロクロノロジーの基礎的研究.第四紀研究,11,p254
-269.

町田 洋。新井房夫・森脇 広 (1981)日 本海を渡ってきたテフラ.科学,51,p.562569
大池昭二 (1972)十和田火山東麓における完新世テフラの編年.第四紀研究,11,p.232233.



第 1節 大野田古墳群

表 1 大野田古墳群 SFl東側溝における屈折率測定結果

試 料 火 山 ガ ラ ス 重 鉱 物

量 形 態  色 調  最 大 径 屈 折 率

1

4

十

++

pm

pm

透 明    0。 3mm  nil.498-1.504

透 明    0。 4mm  n:1.498-1.504

一
　

一

++十 +:と くに多 い ,キ +十 二
一 :認 め られ な い。 pm:軽 石 型 .

1972)に よ る。

図 1 3A区 南壁の上層柱状図
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図 2 3C区 南壁の土層柱状図

図 4 5ト レンチ南壁 SFl道路跡の上層柱状図
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(5)大野田古墳群 における植物珪酸体分析
株式会社 古環境研究所

① はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si02)が蓄積したものであり、植物が枯れた

あとも微化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微

化石を遺跡土壌などから検出する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生。古

環境の推定などに応用されている (杉山,1987)。

② 試  料

分析試料は、3A区南壁の4点および3C区南壁の3点の計 7点である。試料採取箇所を分析結果の柱状図

に示す。

③ 分 析 法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)を もとに、次の手順で行った。

1)試料を105° Cで24時間乾燥 (絶乾)

2)試料約 lgに対して直径約40μmのガラスビーズを約0.02g添加

(電子分析天秤により0.lmgの精度で袢量)

3)電気炉灰化法 (550℃・ 6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・ 42KHz・ 10分間)に よる分散

5)沈底法による20μm以下の微粒子除去

6)封入剤 (オイキット)中に分散してプレパラート作成

7)検鏡 。計数。

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。

計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプンパラート1枚分の精査に相当する。

試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数のとヒ率をかけて、試料 1

g中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの

植物体乾重、単位 :10-5g)を かけて、単位面積で層厚 l cmあ たりの植物体生産量を算出した。イネ(赤米)

の換算係数は2.94、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ススキ)は 1.24、 ネザサ節は0.48、 クマザサ属 (チ

シマザサ節・チマキザサ節)は 0。 75である。

④ 分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、

その結果を表 1お よび図 1、 2に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

機動細胞由来 :イ ネ、キビ族型、ヨシ属、ススキ属型 (ススキ属など)、 ウシクサ族型

〔イネ科―タケ亜科〕

機動細胞由来 :ネザサ節型 (お もにメダケ属ネザサ節)、 クマザサ属型 (チシマザサ節やチマキザサ節な

ど)、 未分類等

〔イネ科―その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 茎部起源、未分類等
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⑤ 考  察
・稲作跡の検討

水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体が試料lgあたりおよそ5,000個以上と

高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。ただし、仙台市内

では密度が3,000個 /g程度でも水田遺構が検出されていることから、ここでは判断の基準を3,000個 /gと し

て検討を行った。

1)3A区南壁 (図 1)

Hc層 (試料 4)か らⅣ層 (試料 7)までの層準について分析を行った。その結果、Hc層 (試料 4)と

Ⅲ b層 (試料 5)か らイネが検出された。このうち、Hc層 (試料 4)では密度が3,600個 /gと高い値である。

したがって、同層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。Ⅲ b層 (試料 5)では密度が700個 /

gと低い値である。イネの密度が低い原因としては、a)稲作が行われていた期間が短かったこと、b)洪水な

どによって耕作上が流出したこと、c)土層の堆積速度が速かったこと、d)稲藁が耕作地以外に持ち出され

ていたこと、e)採取地点が畦畔など耕作面以外であったことなどが考えられるが、ここでの原因は不明であ

る。

・ 3C区南壁 (図 2)

Ⅲ a層 (試料 1)からⅢ c層 (試料 3)までの層準について分析を行った。その結果、これらのすべてか

らイネが検出された。密度は、いずれも1,500個 /gと 比較的低い値である。このうち、Ш b層 (試料 2)とこつ

いては、直上をTo a層で覆われていることから上層から後代のものが混入した可能性は考えにくい。した

がって、同層の時期に調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能性が考えられる。

・イネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもオオムギ族 (ムギ

類が含まれる)、 ヒエ属型 (ヒ エが含まれる)、 エノコログサ属型 (ア ワが含まれる)、 ジュズダマ属 (ハ トム

ギが含まれる)、 オヒシバ属型 (シ ヨクビエが含まれる)、 モロコシ属型、 トウモロコシ属型などがあるが、

これらの分類群はいずれの試料からも検出されなかった。

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、その他の分類群の中にも栽培種に由来するものが含ま

れている可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題としたい。

・植物珪酸体分析から推定される植生と環境

上記以外の分類群の検出状況と、そこから推定される植生。環境について検討を行った。その結果、3A区

南壁のⅣ層からHc層 までの層準では、全体的にネザサ節型が多量に検出され、クマザサ属型や棒状珪酸体

なども検出された。また、Hc層ではヨシ属も検出された。おもな分類群の推定生産量によると、全体的に

ネザサ節型が優勢となっていることが分かる。3C区南壁でも、おおむね同様の結果である。

以上のことから、当時の遺跡周辺は、ネザサ節などが生育する比較的乾燥した環境であつたと考えられ、

部分的にヨシ属などが生育する湿地的なところも見られたものと推定される。

⑥ ま と め

植物瑳酸体分析の結果、3A区南壁のHc層からはイネが多量に検出され、稲作が行われていた可能性が高

いと判断された。また、3C区南壁のⅢ b層などでも稲作が行われていた可能性が認められた。当時の遺跡周

辺は、ネザサ節などが生育する比較的乾燥した環境であつたと考えられ、部分的にヨシ属などが生育する湿

地的なところも見られたものと推定される。
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表 1 仙台市、大野田古墳群における植物珪酸体分析結果
検出密度 (単位 :X100個 /g)

分 類 群  ＼  試 料
3A区 南 壁 3C区 こF覇壁

tI 7 2

イ ネ

キ ビ族 型
ヨ シ属
ス ス キ 属 型

ウ シ ク サ 族 型

7 ５

５

７

８

８

タ グ 車 科
ネ ザ サ 節 型
ク マ ザ サ 属 型

未 分 類 等

９

２
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５
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０
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３
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３

６
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４

７

０

７

　

３

そ の 他 の イ ネ 科

表 皮 毛 起 源

棒 状 珪 酸 体
茎 部 起 源

未 分 類 等

７

９

　

７
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２

１

　

３

8
37       53       51
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１

０
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６
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植物珪酸体の顕微鏡写真
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(倍率はすべて200倍 )

分 類 群 地  点 試料名

1  イ不
2  イネ
3  イネ
4  ヨシ属
5  ネザサ節型
6  ネザサ節型
7  クマザサ属型
8  棒状珪酸体
9  海綿骨針

3C区南壁

3A区南壁

3A区南壁

3C区南壁

3A区南壁

3A区南壁

3A区南壁

3C区南壁

3C区南壁

写真 植物珪酸体の顕微鏡写真
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(6)大野田古墳群から検出された赤色物資の成分分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

大野田古墳群は魚川右岸の段丘上に築造された古墳時代中期後半～後期 (5世紀後半～ 6世紀初頭)の円墳を中

心とした群集墳である(藤沢、1995)。 今回、発掘調査が実施された10号墳と14号墳から赤色物質が検出された。今

回の自然科学分析調査では、検出された赤色物質の素材を明らかにするためにX線回析分析を実施する。

1.試  料

分析資料は、10号墳に構築された土坑 (SK15)か ら検出された赤色物質と14号墳の周溝から検出された赤色物質

の合計 2点である。発掘調査所見から、SK15は主体部ではなく、追葬ないの施設ではないかと推測されており、赤

色物質は土坑覆土最上層 (1層 )から土師器 (邦)と ともに検出されたものである。一方、14号墳の周溝から検出

された赤色物質は、周溝堆積± 2層中にわずかに認められたものである。

2.分析方法

遺跡で検出される赤色物質の代表的なものには、水銀朱 (化合物名 ;辰砂 (cimabar)[HgS])と 、ベンガラ (化

合物名 ;hematite[Fe203])があげられる。こられの赤色物質は、外観での判別が難しく、材質を的確に判断するた

めには科学的な調査が必要とされている。これまでに赤色物質の材質を知る分析手法として発光分光分析、顕微鏡

下の観察、ペーパークロマトグラフィー分析、X線回析分析の例がいくつかある。その中で、X線回析分析は試料

の前処理が簡便で、しかも水銀朱やベンガラなど結晶性化合物の同定能力が高い。また、試料量が極少量の場合に

も充分対応できる能力を備えている。したがって、今回はアルミ板試料法によるX線回析分析を実施し、赤色物質

の材質同定を行った。

分析を実施する前に、赤色部分のみをできる限り抽出して微粉砕した。この微粉砕試料をX線回析測定用のアル

ミ板に装着し、次の条件でX線回析分析を行った(足立,1980,日 本粘土学会,1987)。 同定は測定回析線の主要ピー

ク回析角度から原子面間隔および相対強度を計算し、それに該当する化合物または鉱物をX線粉末回析線総合解析

プログラム (五十嵐,未公表)に より検索した。

装置 :島津制作所製 XD-3A

TargettCu(Kα )

Filte■ Ni

Voltage:30KVP

Current i 30mA

CountFun Scale:5,000C/S

Tilne Constant:2.Osec

Scanning Speed i 2° //1nin

Chat Speed:2α /min
I)ivergency: 1°

RecievingSht i O.3 11ull

Scanning Range: 5´V45°

3。 結果および考察

各試料のX線回析チャートと検出鉱物を図 1・ 2に示す。

10号墳 SK15か ら検出された赤色物質には、少量の石英および斜長石と微量のヘマタイト(hematite:[FeO]が

検出される。一方、14号墳から検出された赤色物質には、中量の石英、少量の斜長石と微量のヘマタイトが検出さ
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れ る。

両試料に検出されたヘマタイ トは、ベンガラの構成鉱物である。したがつて、今回の赤色物質は、
いずれ もベン

ガラと判定された。

(検出鉱物の説明〉

・石英 (quartZ)

化学式は Sio20最 も普遍的に産出する造岩鉱物の一つで花闘岩
。片麻岩などの酸性の火成岩・変成岩中の主

成分鉱物 として産する。また、鉱脈中の脈石 として、砂岩・礫岩などの堆積岩中など珪酸に飽和した岩石中に

広 く産する。比重は2.65。 通常無色、ときに責
。赤・緑・青・黒褐色・ガラス～脂肪光沢。

・斜長石 (脚 agiOCiase)

長石 (feldspars)の一種。主として Ab(NaAlSi303)~An(CaAlSi203)か らなる長石。斜長石はたいてい

の岩石中にほとんど普遍的に存在し、その量 と岩石構造上の役割から、造岩鉱物の内で最も重要なもの。比重

2.62～2.76。 斜長石には低温型と高温型があり、両型の漸移型 も存在する。いずれも二斜晶系である。

・ヘタマイ ト (hematite)

和名は赤鉄鉱。化学式は Fe2030三方晶系。比重は5。 26。 光沢は金属状、亜金属状、無光沢 と産状によって異

なる。結晶質なものは灰黒色、塊状などの場合は赤、ときに虹色を呈するものもある。

引用文献

足立吟也 (1980)「 6章 粉末X線回析法 機器分析のてびき 3」 .p6476,化学同人

藤沢 敦 (1995)4.古墳時代 408p大野田古墳群。仙台市史編さん委員会編「仙台市史 特別編 2 考古資料」.p2611264

仙台市.

岩生周一 。長沢敬之助・宇田川重和・加藤忠蔵・喜田大三
。青柳宏―・渡邊裕 (1992)「 粘上の事典」.504p,朝倉書店

久馬一剛・佐久間敏雄・庄子貞雄・鈴木皓・服部勉・三土正則
。和田光史 (1993)「土壌の事典」566p,朝倉書店

日本粘土学会編 (1987)「粘土ハンドブック 第二版」。1289p,技報堂出版

地学団体研究会・地学事典編集委員会 (1981)「増補改訂 地学事典」。1612p,平凡社
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(7)大野田 1号木棺墓 (3M ttV層 )出土人骨
東北大学大学院医学系研究科 人体構造学講座 百々 幸雄

人骨は浸水状態で筆者のもとに届けられたが、きわめて保存状況が悪く、さわると骨が粉々になる状態であった。

やむなく、上の付いたまま乾燥させ、セメダインCをアセトンに溶解した液をしみ込ませて固め、可能な限りの保

存を行った。

図版最上段に示すように、歯は十数点のエナメル質破片として残るのみである。黒く着色した破片も見られるが、

おそらく土中の鉱物質の汚染によるもので、人為的な着色ではないと思われる。他に特記すべきことはない。

A人骨 (図版のA)は、その大きさから考えて成人の下肢骨であろう。骨表面の特徴がはっきりしないので、大

腿骨か匹骨か判断しにくいが、かなり鋭い前縁と思われる稜がみられるので、睡骨である可能性が高い。

B人骨 (図版の B)は上肢骨とも下肢骨とも判断つきかねるが、出上位置から考えて、下肢骨と考えるのが無難

であろう。骨の太さからみてυ

'骨

ではなさそうである。睡骨であろうか。

C人骨 (図版 C)も 成人の成人の下肢骨であろう。骨の断面の彎曲が丸みを帯びており、粗線のような構造がみら

れるので、大腿骨の破片である可能性が高い。

以上のように、この人骨は成人骨と考えて大きな誤りはないと思われるが、何ぶん保存状況が劣悪なので、性別

や詳しい年齢については何とも言い難い。

…

脅
げ
　
奪

A
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(8)仙台市王ノ壇遺跡大野田19号古墳出土須恵器の胎上分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

仙台市に所在するエノ壇遺跡内で発掘調査された大野田19号墳では、周溝堆積± 2層中より須恵器が出土してい

る。隣接して検出されている古墳の周濤から出土する埴輪の出土層位と須恵器の出土層位はほぼ同一であり、さら

に仙台市周辺では同時期の須恵器の窯はこれまでに本格的に発掘調査されていないことから、出上した須恵器が遠

隔地よりの搬入品である可能性があるとも考えられている。

本報告では、須恵器の胎上の特徴からその地質学的背景を考え、さらに在地性の高い同時期の大野田19号墳周溝

堆積土出土埴輪の胎土との比較により、須恵器の製作地について検討する。

① 試  料
試料は大野田19号墳堆積± 2層中より出上した須恵器片 1点 と同時期の埴輪片 1点である。須恵器片は、遺物番

号 Elと され、E340S20L Ⅵを2下～ 23上 という注記がある。

② 分析方法

胎上分析には、現在様々な分析方法が用いられているが、大きく分けて鉱物組成や岩片組成を求める方法と化学

組成を求める方法とがある。前者は粉砕による重鉱物分析や薄片作製などが主に用いられており、後者では蛍光X

線分析が最もよく用いられている方法である。本分析では、薄片作製および蛍光X線分析の 2つの分析方法を用い

る。薄片作製は、砂粒を含む胎土の特徴が捉えやすいこと、地質との関連性を考えやすいことなどの利点があり、

蛍光X線分析は胎上のデータを客観的な数値で表せる。ここでは、須恵器については両分析方法を用いるが、埴輪

については薄片作製のみを用いる。理由は埴輪のような粗粒の砕層物を含むものでは、部位による化学組成のばら

つきが大きく出ると考えられるためである。以下に分析処理過程を述べる。

1)薄片作製観察

薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断、正確に0,03mmの 厚さに研磨して作製した。薄片は岩石

学的な手法を用いて観察し、胎土中に含まれる砂粒を構成する鉱物片及び岩石片の種類構成を明らかにし、ま

た素地の状態については、鏡下で観察される孔隙の程度とその方向性、焼成による粘上のガラス化の程度及び

含鉄量を記載することにより各試料の胎上の特徴を把握した。

2)蛍光X線分析

本分析では、蛍光X線分析によって求めた胎上の化学組成 (Si02、 A1203、 Fe203 Ti02,MnO、 MgO、 CaO、

Na20、 K20、 P205、 およびLOI)と X線回折分析による胎土鉱物組成から粘土ノルム計算を行い、修正物から

胎生成分を推定する。 Si02、 A1203、 Na20、 K20、 Fe203の 含有量を

'ヒ

較することで成される事が多いが、的

確な判定資料として利用されることを目的としてここでは粘土ノルム計算法による解析を行った。岩石学の分

野では火成岩の化学組成から構成鉱物の種類と量比を計算する目的で、1902年以降 CIPWノ ルム計算が用いら

れてきた。粘土ノルム計算は粘土・土壌など、堆積物・変質物で形成される含水鉱物・炭酸塩鉱物などを含む

天然物質中の鉱物組成を計算するために考案された計算方法である(五十嵐 :1983)。 本文で用いる計算法は焼

成物等から原上の鉱物組成を推定するシュミレーションプログラムで、陶磁器など含水鉱物を原料とするが、
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高温加熱により無水状態になっている製品の化学組成から、原料の化学組成と鉱物組成を推定する
ことを目的

としている。ただし、粘土鉱物を多く含む岩石や鉱石、陶土等は化学組成が同じであつても生成過程 (物理化

学条件)の相違により、鉱物組成が異なるため、岩石学におけるCIPWノルム法のように一義的に一定の規則

によって計算することはできない。このため粘土ノルム計算法ではいくつかの鉱物の有無はX線回折試験・顕

微鏡観察などにより予め知られていなければならない。そこで今回はX線回折試験により、前提となる鉱物を

確認することにした。以下に各分析条件を記す。

a)X線回折分析

105℃で 2時間乾燥させた試料を振動ミル (平工製作所製 T1100,10ml容 タングステンカーバイト容器)で

微粉砕し、X線回折用アルミニウムホルダーに充填し、X線回折分析試料 (無定方位試料)を作成した。作

成したX線回折分析試料 (無定方位試料)について以下の条件でX線回折分析を行った。 (足立,1980,日 本

粘土学会,1987)。

検出された物質の同定解析は、測定回折線の主要ピークと回折角度から原子面間隔および相対強度
を計算

し、それに該当する化合物または鉱物をX線粉末回折線総合解析プログラム (五十嵐,未発表)に より検索

した。

装置 :島津製作所製 XD-3A  Time Constan伎 1.Osec

TargetiCu (kα )             SCanning Speed:2° /nlin

Filte■ Ni              Chhart Speed:2cm/min

Voltage:30KVP             Divergency工
°

CurrentUi30mA             RecievingShtiO.3mm

COunt Fun Scale:5,000C/S     Scanning Range:5～ 45°

b)蛍光X線分析

(イ )装置

理学電機工業社製 RIX1000(FP法のグループ定量プログラム)

(口 )試料調整

試料を振動ミル (平工製作所製 T1100,10ml容 タングステンカーバイト容器)で微粉砕し、105℃で 4時

間乾燥させた。この微粉砕試料についてガラスビートを以下の条件で作成した。

溶融装置 ;自動all離機構付理学電機工業社製高周波ビー トサンプラー (3491Al)

溶剤及び希釈率 ;融剤 (ホ ウ酸リチウム)5,000g:試料0.500g

剣離剤 ;LiI(溶融中 2回投入)

溶融温度 ;1200℃ 約 7分

(ハ)測定条件

X線管 i Cr(50Kv-50mA)

スペクトル ;全元素 Kα

分光結晶 :LiF,PET,TAP,Ge

検出器 ;F―PC,SC

計数時間 ;Peak40sec, Back20sec

③ 結  果
1)薄片作製観察



第1節 大野田古墳群

I.須恵器 El

試料薄片を観察すると胎土中には少量の砕暦片がみられ、鉱物片として石英・斜長石・不透明鉱物が、岩石

として流紋岩と凝灰岩が含まれている。

a)鉱物片

石英 :微量存在し、粒径最大0.20mmの 破片状を呈する。石英粒には高温加熱によるクラックと融食組織

が観察される。この組織は流紋岩やデイサイトに含まれる石英斑晶にみられる特徴と共通し、石英が酸

性火山岩に起源することを示唆している。

斜長石 :微量存在し、粒径最大0.65mmの 破片状を呈する。力日熱変化はみられず、集片双晶を残存してい

る。量的には石英より多く存在している。

不透明鉱物 :き わめて微量で存在し、粒径最大0.20mmの他形粒状を呈する。黒色鉄鉱物と判定される。

b)岩片

流紋岩 :少量～微量存在し、粒径最大1.lllullの角礫状を呈する。石基には球顆組織が発達し、斜長石を斑晶

としている。

凝灰岩 :微量存在し、粒径最大0.604ullの亜角礫状を呈する。基質は軽度の珪化作用を受け、石英の細粒を

生成している。

C)素地の鉱物と性状

胎上の粘上部を構成する鉱物は微量の石英・斜長石細片と多量の灰責色の色調を有する粘土鉱物であるが、

粘土鉱物の大部分が非晶質化し、ごく一部にきわめて微量の針状セリサイ トが残留しているにすぎない。粘

上の淘汰度は量は少ないが、比較的大きな鉱物片・岩石を含むために中程度と判定される。

本試料では粘土鉱物の大部分が非晶質化していることから焼成温度は900° Cを上回るが斜長石に加熱変化

がみられないことから1,100℃以下であると推定される。石英の融食組織は焼成中に生じたものではなく、原

岩と推定される酸性火山岩のマグマ中で形成された組織と考えられる。

H.埴輪     ′

顕微鏡観察では砕屑片を多く含有し、鉱物片として石英・斜長石 。カリ長石・角閃石・不透明鉱物、岩石と

して砂岩・珪化岩・凝灰岩が観察される。粘土は含鉄セリサイト質である。

a)鉱物片

石英 :中量存在し、粒径最大2.OIllllの 他形粒状を呈している。酸性火山岩源と考えられる融食組織が認めら

れる。

斜長石 :少量～微量存在する。粒径最大1,31nlllの破片状を呈する。集片双晶が発達し、累帯組織が認められ

る。

カリ長石 :微量存在し、粒径最大0。 73411nの他形粒状を呈する正長石で、加熱変化は認められない。集片双

晶が発達し、累帯組織が認められる。

角閃石 :微量存在し、粒径最大0.421mllの半自形破片状を呈する。淡緑色で弱い多色性を有し、 2方向に努

開が発達し、一部双晶となっている。

不透明鉱物 :微量存在し、粒径最大0.20111111の 半自形～他形粒状を呈する黒色鉄鉱物である。

b)岩片

砂岩 :微量で存在し、粒径最大0,751mmの亜角礫状を呈する。石英・砂岩で構成される極細粒砂岩の岩片で

ある。
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泥岩 :微量で存在し、粒径最大0.301Hllの 亜円礫状を呈する。セリタイト質・スメクタイト質・非晶質粘土

質などの岩質を示す。

珪化岩 :微量で存在し、粒径最大0,801mllの亜円礫状を呈する。細粒玉髄質石英の集合体で構成され、凝灰

岩の変質岩である。

凝灰岩 :少量～微量存在し、粒径0,8011ullの亜円礫状を呈する。軽度のセリサイト化作用・珪化作用を受け

ているものが多くみられる。

C)素地の鉱物と性状

素地を構成する主要粘土鉱物はやや含鉄質のセリサイトで石英細片と酸化鉄を伴つている。

セリサイト:中量存在し、粒径0.024ullの鱗片状または繊維状を呈し、やや含鉄質で淡責褐色の色調を有す

る。加熱変化はみられない。

石英 :微量存在し、粒径0.021mll以下の破片状を呈し、素地中に点在している。

酸化鉄 :微量で存在し、主として粘土中に含まれ素地を着色している。

素地は全体的に淡責褐色で配向性はみられない。粘上の淘汰度は大型の鉱物片を含むために不良となって

いる。本試料では主要粘土鉱物となるセリサイトが加熱変化を受けずに残留していることから、焼成温度は

900° C以下と判定される。従つて石英の融食組織は、原岩と推定される酸性火山岩のマグマ中で形成されたと

考えられる。

以上の観察結果を表 1に示す

2)蛍光X線分析

図 1お よび表 2に X線回折分析による同定鉱物とその最強回折線における測定強度を示した。今回の試験にお

いて検出された鉱物は石英 (quartz)、 斜長石 (plagioclase)、 トリディマイト(tridymite)、 単斜輝石 (clinopyrOx―

ene)、 ムライト (mullite)、 赤鉄鉱 (hematite)の 6種の鉱物である。検出鉱物中には僅かではあるが、ムライト

の回折線が認められることから、その上限は1100° Cと推定される。したがつて、素地となった粘土鉱物は、ほと

んど非晶質化したものと推察され、X線回折では確認されない。したがって、X線回折試験の結果から前提とな

る鉱物を決定できないから、今回は胎土薄片によって確認されたセリサイトおよび岩片種から推定され得る粘土

鉱物として緑泥石 (chiorite)、 モンモリロナイト (montmOrillonite)を 伴う条件で計算を行うこととした。

蛍光X線分析結果 (化学組成)を表 3に、計算の途中で得られる原上の推定化学組成を表 4(補正化学組成)

に、粘土ノルム鉱物組成を表 5に示した。

本試料は表 3に示した化学組成ではSi02が 70%以上と富み、また Na20や K20な どのアルカリ成分にも富む

ことから酸性岩の特徴が認められる。粘土ノルム鉱物組成では石英が約44%、 曹長石が約14%と珪長質であり、

粘土鉱物としてはモンモリロナイト(montmOrillonite)も
'ヒ

較的含まれるもの、セリサイトの含有量が卓越した

蛍光にあることが指摘される。

④ 考  察

薄片観察により、須恵器 Elと 埴輪試料は、互いに焼成条件が違うだけではなく、砕屑片 (鉱物片・岩片)の組み

合わせ、素地鉱物、粘土の性状が異なり、異質の粘土を原料としている。ただし、鉱物片
・岩片の組み合わせおよ

び須恵器については粘土ノルム鉱物組成からも推定される粘土供給地の後背地の地質は、両者ともに1)酸性火山岩

が分布する、2)中―古生層や花闘岩類は分布しないという共通点が見出せる。したがつて、両者の胎土とし
ての性

質は異なるが、その材料となっている粘上あるいは砂の採取地は、両者ともに共通する地質分布地域内に存在す
る
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可能性がある。

一方、須恵器 Elと 東海地域 との関係については、現時点では次のように言える。東海地域 (具体的には愛知県か

ら二重県にかけての伊勢湾周辺地域あたり)産の須恵器では、鉱物片としての石英が長石類より多 く中量程度に含

有され、チャー ト・頁岩・砂岩など中―古生層起源の岩片を含み、焼成温度は比較的高 く1,150℃ないしそれ以上 と

推定される試料が多い。これらの性質は、前述した須恵器 Elの性質 とは異なっている。

以上のことから、須恵器 Elは、東海地域産の須恵器ではない可能性が高 く、また在地 とされる埴輪の製作地 とか

け離れて遠いということもない可能性もある。今後、同様の分析例の蓄積により、仙台市周辺域における須恵器の

胎上の特性を把握することができれば、今回についても再評価することが可能であると考える。

引用文献

足立吟也 (1980)「 6章 粉末X線回折法 機器分析のてびき 3」 .p.6476,化 学同人 .
日本粘土学会編 (1987)「粘土ハンドブック 第二版」。1289p技報堂出版
五十嵐俊雄 (1983)「マイクロコンピューターによる粘土ノルム計算について」.未開発陶磁器原料資源調査報告書 (昭和57年

度).p.119136,地質調査所

東村武信 (1990)「改訂考古学と物理化学」.p.171184,学生社.
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表 1 薄片観察結果

量  比  ○ :中量  △～+:少量～微量 +:微 量 士 :きわめて微量.
素地の性状
色調   ○ :濃色 △ :中間 +:淡 色 .
配向性  ○ :強い △ :中程度 +:弱 い
粘土量比 ○ :多い △ :中程度 +:少 ない。
淘汰度   ○ :良好 △ :中程度 +:不 良.

表 2 X線 回折分析による同定鉱物 と回折強度

試料名 鉱物片 井 片 素 加 素地の性状

推
定
焼
成
温
店

旬
英
刀
り
長
石

科
長
石

月
閃
石

小
透

明
鉱

物

υ
岩
泥
岩
綻
灰
岩

侃
紋
岩

珪
化
岩

て
リ
サ
イ
ト

ね
英
斜
長
石

骰
化
鉄

ｇ
調
配
向
性

柏
土
量
比

倒
汰
度

須恵器 El

埴輪

+

十

十 ＋
一
＋ + + +

+

十

±

○

十

十

+

+

△

＋

十

+
∪

△

△

＋

1150℃

9nn℃

試料名 石英 斜長石 トリテ'ィマイト 単斜輝石 赤鉄鉱

須恵器El ◎ + ＋
一

＋
一

+ 十
一

*回折強度の目安 (◎ :多量、○ :中量、△ :少量、十 :微量、± :極微量、一:検出されず)

3 蛍光 X線分析結果 (化学組成)

*単位は重量%

表5 胎土ノルム鉱物組成

*単位は重量%

試料名 石 英 紅柱石 曹長石 灰長石 緑 VFr石 Lシモリロナイ 赤鉄鉱 チタン鉄鉱 燐灰石 合計

須煮器 EI 43 69 0.47

*単位は重量%

検出鉱物略号

Qz:石英 (quartz)
Pl:斜長石 (plagioclase)
Tr:ト リディマイト (tridymite)
Cpx:単斜輝石 (chnOpyroxene)
Mu:ム ライト(mulite)
He:赤鉄鉱 (hematite)

‐２０
　
　
図

45

(20)

須恵器 Elの X線回折図
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図版 1 胎土薄片

須恵器 (El):斜長石と不透明鉱物。包有される砕屑片は少なく、基質の粘土鉱物の大部分は非晶質化し、斜長石と石英の
細片が点在している。

埴輪 :石英粗粒を含む、基質を構成する粘土鉱物のセツサイトは加熱変化を受けずに残留している。

埴輪 :半 自形角閃石結晶と泥岩片を含む。

直行ニコル

凡例

Qz:石英 PI:斜長石
Md:泥岩 Gm:基質

Kf:カ リ長石 Ho:角閃石 Se:セ リサイ ト
Op:不透明鉱物 P:空 隙 。割れ目

02mm

下方ニコル
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(9)大野田古墳群S189出上の竪櫛について①成分分析、および②塗膜構造の観察を行った

財団法人 元興寺文化財研究所

1.使用機器および分析条件

・フーリエ変換型赤外分光光度計 (FT― IR) (日本電子 (株)製 JIR 6000)

試料に赤外線を照射し、そこから得られる分子の構造に応じた固有の周波数の吸収を分析し、化合物の種類を

同定する。

測定条件 :KBr錠剤法 * 分解能 4 cm~1、 検出器 TGS

(*KBr(臭化カリウム)錠剤法  試料をKBrと混合・圧縮し錠剤を作製して行う分析法)
。金属顕微鏡いオリンパス BH2 UMA

・ ミクロトーム (い日本ミクロトーム研究所製 ST-201)

2.分析結果

① 成分分析

極微量の塗膜を採取しKBr粉末とよくすりつぶした後、錠剤にして FT一 IR分析を行った (図 1)。 その結

果、土壌成分の吸収が強く見られたが、3400、 2925、 2850、 1720、 1630、 1450、 1280cm l付近に漆の吸収が確認

された。

② 塗膜構造

極微量の塗膜を採取し、樹脂包埋後、ミクロトームを用いて塗膜断面の切片を作製した。スライドグラス上

に固定して永久プレパラートとし、金属顕微鏡 (暗視野)で塗膜構造の観察を行った (写真 1)。 その結果、厚

さ約500μ mの塗膜がみられたが、劣化が大きいため空隙も多く、本来の厚さは不明であつた。膜の中に土壌と

考えられる粒子が多くみられた。また。下地は確認できなかった。

樹種鑑定の概要

樹種の分類は、花、果実、葉など、種ごとに分化の進んだ器官の形態に基づいている。しかし、木材組織は、種

ごとの分化が進んでいないため、組織上大きな特徴を有する種を除き、同定できない場合がある。種の同定が困難

な場合は、科、亜科、族、亜族、属、亜属、節、亜節、(分類の大きい順)のいずれかで表す。

*科、亜科、族、亜族、属、亜属、節、亜節、種の分類は、主に原色日本植物図鑑 (保育社)に よる。

1.切片作製

カミソリの刃で遺物をできるだけ傷つけないように注意しながら、木材組織

の観察に必要な木口面 (横断面)、 柾目面 (放射断面)、 板目面 (接戦断面)の

3方向の切片を正確に作製する。

2.永久プレパラー ト作製

切片はサフラエンで染色後、水分をエチルアルコール.n― ブチアルコール、

キシレンに順次置換し、非水溶性の封入材(EUKITT)を用いて永久プレパラー

トを作製する。

3.同定方法

針葉樹については、早材から晩材への移行、樹脂道の有無、樹脂細胞の有無

および配列、ラセン肥厚の有無、分野壁孔の形態等、広葉樹については道管の

柾目面

―
　

　

　

　

　

　

　

」

大きさや配列状態および穿孔の形態、柔組織の分布や結晶細胞の有無、放射組織の形態等を生物顕微鏡で観察し固
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定する。

遺物名

竪 櫛

RESOL
SCANS
AMPCnIN
P.INT
BEハM
S,SPEED

樹 種 名

鑑定不能

16.

備  考

木胎部がほとんどなく切片作製が不可能であった。

536.12   15.77
509,12   16.13

図 1 堅櫛塗膜の FT― IRチ ャー ド

４

口
Ｏ
Ｚ
Ｃ
ト
ト
ロ
〓
∽
Ｚ
Ｃ
∝
ト

12.

S_NUMBERI
M.DATE  :

4cm-1
130
x8
2cn… 1
single
Tes
aaD
B/1B/97

3465.50
3419.21
2927,45
2854.17
1718.28
1623,79
1448.30
1270.88
1106.95
601.69

10.82
11.00
10.10
11.48
13.96
14.33
14.30
14.06
13.67
15.87

写真 1 堅櫛塗膜面 (50倍 )

WAVENUMBERS(CM一 生)
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6.考 察 とま とめ

今回の調査では、H層・Ⅲ層 (Ⅲ a・ III b層 )。 Ⅳ層・ V層・Ⅸ層で遺構を検出した。ここでは、各検出面の主な

遺構と遺物を整理し、遺構の所属時期等を概観してみたい。

(1)Ⅸ層上面検出の遺構と遺物

2H区で検出した土坑から縄文土器 6点 (第76図 1～ 6)が出上した。この中で地文以外の文様は 1・ 5・

6に認められる。 1は 口縁部～胴部に櫛歯状文、 5は回縁部に平行沈線、 6は波状口縁で平行沈線が施され

ている。 5・ 6の文様の特徴を有する土器は、宮城県河南町北村にある宝ケ峰遺跡出上の上器を標識とする

宝ケ峰式上器 (註62)に類例が認められる。また、本遺跡周辺の遺跡では伊古田遺跡 (註63)の遺物包含層

出土土器にも類例がある。よってⅨ層上面検出の上坑の時期は縄文時代後期中葉と考えられる。さらに、Ⅸ

層直上の遺物包含層である基本層ⅥⅡ層出上の縄文土器・土偶を第77・ 78図に示したが、これらの上器も文様

の特徴からはⅨ層の上坑出土土器と大きな時期差は認められない。

(2)V層上面検出の遺構と遺物

V層上面検出の遺構には既述のように、古墳・竪穴住居跡・木棺墓・土坑
。溝跡・小溝状遺構群・性格不

明遺構等がある。ここでは遺構の重複と出土遺物をもとに、主な遺構を抽出して整理してみたい。

① 墳丘基底面検出の遺構

墳丘基底面検出の遺構には竪穴住居跡 (S189)・ 土坑 7基 (SK4・ 16・ 87・ 88・ 128・ 129・ 130)・ 溝跡 1条

(SD131)・
JL格不明遺構 4基 (SX5・ ■・ 12・ 18)がある。これらの遺構は検出面の位置から古墳築造以前

の可能性が考えられる。そこで、遺物を伴うS189・ SK87を抽出し、遺構の年代を検討してみたい。

S189 21区大野田23号墳墳丘基底面で検出した。第70図 に図示した土師器壺 4点 (1～ 4)・ 甕 6点 (5

～10)・ 器台 4点 (■～14)・ 不明土製品 1点 (15)・ 竪櫛 1点 (16)の中で、土師器の器形
。調整の特徴は古

墳時代前期塩釜式にあたるものである (註64)。

SK87 S189と 同じ墳丘基底面で検出した。上師器壷の頸部片 (第71図 1)が出土した。調整は摩滅し不明で

あるが、体部が球形となることが想定され、古墳時代前期の可台蟄陛がある。また、隣接するSK88は SK87と

堆積上が同一であることから、これも同時期と考えられよう。

以上、古墳の墳丘基底面で検出した遺構の中で、S189は古墳時代前期の遺構であることが判明した。また、

SK87・ 88は S189と同時期の可能性がある。他の遺構については、出土遺物がなく同時期とは断定できない

が、今後の調査を含めて検討したい。

② 古 墳
これまで本遺跡も含め周辺の遺跡から出上した埴輪については藤沢 敦氏による編年案が提示されている

(註65)。 それによると、埴輪には五反田古墳系列・富沢窯跡系列の 2系列があり、富沢窯跡系列の埴輪はさ

らに 1段階。2a段階・2b段階の 3段階に細分されている。2a・ 2b段階の区分は朝顔形埴輪では肩部外面の調

整を基本としている。即ち、2a段階の朝顔形埴輪は、肩部外面の調整が 1次調整タテハケ後 2次調整横
ハケ

で、2b段階は 1次調整タテハケ後ナデもしくはタテハケのみである。円筒埴輪では2a。 2b段階の調整に大き

な変化はなく、外面調整は 1次調整タテハケのみであるが、凸帯下面が強く屈曲し下方に垂れ下がるもの、

第 3段が長くなる傾向のものが 2b段階である。古墳の築造年代は古墳時代中期 5世紀末～ 6世紀中葉頃と

され、以前に調査が行われた古墳では、春日社古墳が 2a段階、鳥居塚古墳が 2段階、大野田 1号墳が2b段

階、大野田 2号墳は2a段階に位置づけられている。

今回の調査では、鳥居塚古墳、大野田10・ 11・ 13～ 15。 21～26号墳から埴輪がまとまって出土して
いる。

出土した埴輪の特徴を概観すると、円筒埴輪は完形品では 2凸帯 3段である。日径 :底径・器高、全体の形
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状で分類も可能であるが、外面調整が 1次調整タテハケのみで、凸帯の断面形が 1段階の端正なM字形を呈
するものがないこと、スカシ孔の形状も不整なものが多いことなどの共通点が認められることから、概ね、

前回の調査成果と同じく2段階に位置づけられものである。また、凸帯が大きく下方に垂れ下がるものもな

く、2a段階の可能性が高いと考えられる。尚、朝顔形埴輪で全体の形状が判明するものはないが、肩部下半

を図化できたものは全て 2次調整横ハケが認められることから、2a段階のものである。以下、主な古墳の出

土埴輪を上記の視点から整理し、編年的位置を検討してみたい。

[大野田11号墳] 朝顔形埴輪 2点 (第46図 5。 6)は肩部の張りが異なるが、肩部下半の外面調整に2次

調整横ハケが認められる。円筒埴輪 4点 (第45図 1・ 4、 第46図 1・ 2)の凸帯の形状は台形または側面が

わずかに窪むもので、下方に大きくこれ下がるものは認められない。また、第46図 1・ 2は第 3段の長さが

第 2段よりも短いものである。よって本古墳は2a段階と考えられる。

[大野田14号墳] 朝顔形埴輪 (第52図 4)は肩部の外面調整に 2次調整横ハケが認められる。円筒埴輪 2

点 (第51図 4・ 第52図 1)の凸帯の下方への大きな垂れ下がりは認められない。また、第52図 1は第 3段が

短い。よって本古墳も2a段階のものと考えられる。

[大野田24号墳] 朝顔形埴輪 (第64図 1)の肩部の外面調整に2次調整横ハケが認められる。円筒埴輪 3

点 (第63図 1・ 2、 第64図 6)及び円筒埴輪の破片資料 (第64図 4・ 5)で凸帯の下方への大きな垂れ下が

りは認められない。また、第63図 1・ 2は第 3段が短く、本古墳も2a段階のものと考えられる。

[大野田10号墳] 朝顔形埴輪 (第41図 8)は肩部上半のもので 2次調整横ハケは不明である。円筒埴輪15

点 (第37図 1～ 5、 第38図 1～ 4、 第39図 1～ 4、 第40図 1・ 2)の中で、第 2段～口縁部まで図化できた

8点 (第37図 1・ 2、 第38図 2・ 3、 第39図 1・ 2、 第40図 1・ 2)を見ると、第37図 2・ 第38図 2・ 第39

図 1、 第40図 1の 4点は第 3段が短い。また、凸帯の断面形は破片資料を含め、下方に大きくこれ下がるも

のも認められない。よって本古墳も2a段階のものと考えることができよう。尚、円筒埴輪 (第40図 1・ 2)

は口径・底径・器高、凸帯・スカシの形状、ヘラ記号の位置などが近似し、同一二人が制作した可能性があ

るとの指摘を藤沢 敦氏からいただいている。

[鳥居塚古墳] 朝顔形埴輪は出上していない。円筒埴輪 9点 (第34図 1～ 5、 第35図 1～ 4)の中で、第
34図 4は第 3段が短い。また、凸帯の断面形は破片資料を含め、下方に大きく垂れ下がるものはない。本古

墳出上の埴輪も2a段階の可能性がある。尚、第35図 1は第 2段にスカシ孔が確認されず、凸帯が 3本になる

可能性もある。

[大野田13号墳] 朝顔形埴輪は出上していない。円筒埴輪 (第51図 1)の凸帯の断面形は下方に大きく垂
れ下がるものではない。よって、本古墳の埴輪も2a段階の可能性がある。

[大野田15号墳] 朝顔形埴輪は出上していない。円筒埴輪で図示できたものは第52図 5・ 6のみである。
2点のみでの位置づけは難しいが、第52図 5の回縁部の形状は鳥居塚古墳、10・ 21・ 24号墳に類例が認めら

れる。よって、2a段階の可能性を指摘しておきたい。

[大野田21号墳] 朝顔形埴輪は出土していない。円筒埴輪 (第60図 1～ 3)で第 2・ 3段の長さを比較で
きるものはないが、破片資料を含め、凸帯の断面形は下方に大きく垂れ下がるものではない。よって、本古

墳の埴輪も2a段階の可能性がある。

[大野田22号墳] 朝顔形埴輪 (第60図 4)は頸部の破片資料のため、肩部の 2次調整は不明である。円筒
埴輪は破片資料 (第60図 8)のみであるが、凸帯の断面形は下方に大きく垂れ下がるものではない。よって、

本古墳も2a段階の可能性がある。

[大野田23号墳] 朝顔形埴輪は出上してない。円筒埴輪 2点 (第61図 5・ 6)の中で、第61図 6は第 3段
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が短い。また、破片資料を含め、凸帯の断面形が下方に大きく垂れ下がるものは認められない。よって、本

古墳も2a段階の可能性がある。

[大野田25号墳] 朝顔形埴輪は出上していない。円筒埴輪 (第64図 7)及び破片資料の凸帯の断面形が下

方に大きく垂れ下がるものはない。よって、本古墳も2a段階の可能性がある。

[大野田26号墳]朝 顔形埴輪 (第66図 8)は屈曲部凸帯の破片資料のため、肩部の 2次調整は不明である。

円筒埴輪の破片資料 (第66図 6)の回縁部の形状は鳥居塚古墳、10・ 14・ 21・ 24号墳に類例が認められる。

よって、本古墳も2a段階の可能′陛があると考えられる。

以上、出上した埴輪の検討からは大野田10。 11・ 14・ 24号墳は富沢窯跡系列2a段階のものである。また、

鳥居塚古墳、大野田13・ 15・ 21・ 22・ 23・ 25・ 26号墳も同じく2a段階の可能性があることが判明した (註66)。

今回は個々の埴輪についての詳細な検討・分類はできなかったが、2a段階の円筒埴輪には口径 。底径・器高

に違いがあり、全体の形状も細長いもの 。太 く短いものなどさまざな形態があることが判明した。これを、

2a段階の中でのさらなる細分とするか、二人集団の違いを反映したものか等は、今後さらに検討すべき課題

である。

ここで、本遺跡の古墳から初の出土となる埴輪 (朝顔形埴輪 1点・形象埴輪 2点)を報告する。朝顔形埴

輪 (第40図 7)は大野田10号墳の南東部周溝の堆積± 1層中から出上した肩部の破片資料である。肩部に 2本

の凸帯が巡るものの類例としては築造年代が 5世紀中葉～後葉とされる山形県山形市の菅沢 2号墳 (註67)

がある。調整は10号墳のものは外面が凸帯間も含めヨコナデで内面が縦方向のナデ後、凸帯内面にヨコナデ

となっているのに対し、菅沢 2号墳のものは凸帯間に 1次調整タテハケが残 り、内面は横ハケである。築造

年代は菅沢 2号墳が古いことから、11号墳出上のものは復古的要素を持つものであろうか。形象埴輪 2点は

大野田10号墳 。11号墳から出上している。10号墳のもの (第40図 8)は、北東部周溝の堆積± 1層中から出

土した。外面調整が横ナデ、内面調整が縦方向のナデであるが、上半部を絞り込んでいるものである。人物

または動物埴輪の頭部片の可能性を指摘しておきたい。家形埴輪 (第47図)は 11号墳南側周溝の堆積± 1層

中から出土した。破片の一部は周辺の基本層Ⅳ層中からのものとも接合した。残存部は壁体部上半の一部と

屋根部下半の一部から棟部で、壁体部下半以下の大部分と屋根部及び棟上面の一部は欠損している。屋根部

は寄棟造りで平側・妻側とも内湾する。壁体部はやや内湾しながら、上面全体で屋根部を受けている。屋根

部の棟押えは凸帯で表現されている。棟飾りは堅魚木が棒状の凸帯で表現されている。堅魚木は第47図 1の

平側の左端のみ残っており、他の 2本は棟上面の剣落痕をもとに復元した。屋根部を受ける壁体部を見ると、

柱は凸帯で表現されている。また、下半部の平偵11・ 3に 2ヶ所、妻側 2に lヶ 所の計 3ヶ所に、窓あるい

は出入口を表現したと考えられるスカシ孔が穿たれており、推定部分も含めて図化した。孔形は平側 1と 妻

側 1は円形、平側 3は方形と考えられる。外面の調整は屋根部がタテハケ後縦方向のナデで、棟押えの凸帯

は屋根部との接合面である側面が強 くナデられている。壁体部はタテハケが主体で、屋根部との接合部付近

や両端の凸帯の側面付近が強くナデられている。内面の調整は屋根部の平側がタテハケまたは横ハケ後ナデ

で、妻側はナデである。壁体部は横ハケ後ナデである。家形埴輪の成形は屋根部 と壁体部を別々に制作し、

その後、両者を接合するのが一般的である(註68)。 本家形埴輪は、内面の観察から屋根部の制作工程をある

程度復元することができた。想定される工程は以下の通りである。尚、屋根部
。壁体部とも制作には粘土板

を用いている。①棟の部分と平側 1を接合し、接合部を強くナデる。→②①で接合した部分と妻側 2・ 4を接

合し、同じように接合部を強くナデる。一 ③最後に②で接合した部分に平側 3を接合し、接合部は妻側も含め

て強くナデる。平側 3の接合が最後になることを示すのが、内面に認められる径 3～ 4 11ullの 6個の孔である。

平側 3の接合後の垂れを防ぐために棒状のものを差し込んだ痕跡と考えられる。
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次に、古墳出上の上師器から10号墳のものを取り上げる。10号墳出上の上師器には埋葬施設と考えられる

SK15出上の上師器邦 (第43図 3)と周溝出上の上師器邪 (第42図 1・ 2)。 壺 (第42図 3)がある。これら

は、器形・調整の特徴から古墳時代中期南小泉式にあたるものである。類例としては、南小泉遺跡第26次調

査 SR l(註69)出上のものがある。よって、出上した土師器は古墳 と同時期のものである。

最後に、周溝出上の弥生土器片で胎土中に靱殻が混入するもの (第46図 3・ 第52図 8～10)に ついて若干

触れておきたい。土器片は童の体部片と考えられ、撚糸文が施されている。類例としては、宮城県岩出山町

一本松遺跡 (註70)。 同志波姫町宇南遺跡 (註71)・仙台市富沢遺跡104次調査 (註72)があり、弥生時代後期

天王山式のものと考えられる。

③ 木相墓 (大野田 1号木憎墓)

出土遺物がなく時期は不明であるが、遺構の重複からは既述の古墳 と同じく小溝状遺構群より古いもので

ある。本遺構の所属時期は、現段階では古墳と同時期の可能性を考えたい。尚、六反田遺跡で検出された五

反田木棺墓 (割竹形木棺)も 出土遺物はないが、 5世紀末に近い年代が想定されている (註73)。

④ 小溝状遺構群

本遺構群は全ての調査区から検出されている。出土遺物にロクロ土師器は認められない。また、遺構の重

複からは古墳及び木棺墓より新しい段階のものである。よって、遺構の年代は古墳時代中期以降、奈良時代

以前と考えられよう。本遺構群には数度の重複があり、全てが同時期のものではないが、隣接するエノ壇遺

跡 1次調査 。伊古田遺跡 。六反田遺跡などでもほぼ同時期の小溝状遺構群が検出されており、本遺跡を含め

た大野田地区一帯に大規模な畑作地帯が分布していたと考えられる。

(3)Ⅳ層上面検出の遺構と遺物

Ⅳ層上面検出の遺構には、河川跡 5条・ピット列 1がある。この中で、2D区検出の SR60か らは土師器邪

2点 (第28図 1・ 2)、 須恵器不 1点 (第28図 3)が出上している。土師器及び須恵器の器形・調整の特徴は

表杉ノ入式にあたる。類例 としては下ノ内遺跡第V群土器 (註74)。伊古田遺跡Ш群土器 (註75)な どがある。

よって、SR60の年代は平安時代前半 (9世紀後半から10世紀前半)頃 と考えられる。また、28号ピット列 (3

C区)はⅢ a層検出のピット列に規模・形状が類似する遺構であり、堆積上の様相からはⅢ b層に伴う耕作

痕跡の可能性が考えられる。

(4)Ⅲ層検出の遺構と遺物

Ш層の遺構検出面はⅢ a層・Ⅲ b層の 2面である。以下、Ⅲ b層・Ⅲ a層の順に出土遺物等から遺構の所

属年代を検討してみたい。

Ⅲ b層検出の遺構には水田跡・清跡 。小溝状遺構・′l■格不明遺構等がある。

[水田跡] 3K・ 3L・ 3M・ 30区で検出した水田跡の年代は、 9世紀後棄～10世紀前葉頃と考えられる。ま

た、3E区Ⅳ層上面で検出した SX126も 同時期の水田跡に伴う段差の可能性がある。

[溝 跡]溝 跡は12条検出した。この中で、SD53～58(2D区 )、 SD123・ 124(3E区)は、水が流れた痕

跡を示すものである。検出面の層位からは水田跡との関連も想定される。

[小溝状遺構群] 小溝状遺構群 (5・ 6号)は 31区Ⅳ層上面で検出したが、本層に関わる遺構である。規

模 。堆積上の様相等からは耕作痕跡の可能性が考えられる。

② IIIa層検出の遺構と遺物

Ⅲ a層検出の遺構には、掘立柱建物跡・塀跡・柱列・井戸跡・土坑・溝跡・ピット列・小溝状遺構群・性

格不明遺構がある。年代を明確にできる遺物は出上していないが、堆積上の様相からはH層段階の遺構であ

る。本遺跡 (H層上面)か ら王ノ壇遺跡で検出した道路跡 (SF l・ 2:第 2節 (3)1で報告)の年代は13



考察とまとめ

世紀後半～14世紀前半である。また、隣接するエノ壇遺跡 1次調査Ⅲ層上面で検出された遺構群 (屋敷跡等)

の年代は12世紀後半～14世紀前半とされている (註76)こ とから、本層上面検出の遺構も中世もしくはそれ

以降の時期が考えられる。

[掘立柱建物跡 。塀跡・柱列] 掘立柱建物跡は16棟、塀跡・柱列は 3列検出した。建物群には、その方向

から大きく4時期の変遷が認められる。 1期の建物跡は方向がほぼ真北 (N-4°一W～N-0-E)を 向くもの

で、21 tt SB99・ 100、 4A tt SB155が これにあたる。この中で、SB99は SX85を伴う。SX85は板状の石を

組み合わせたもので、重量物の存在も想定される遺構である。第 2節 (3)1の道路跡以前の道路跡 (伝 :

東街道)と の関連を想定したい。2期の建物跡及び塀跡は、方向が N―■～ 14°一Eの範囲で東に偏るもので、

3D tt SB153(SA154を 伴う)、 4B tt SA218が これにあたる。 3期の建物跡は、方向が N-17～ 22°一Eの範

囲でさらに東に偏るもので、21 tt SB103・ 104、 4A tt SB 175・ 183・ 184がこれにあたる。この中で、SB184

はSA204を伴い四面廂となる可能性もある。4期の建物跡は、方向が N-27～ 29°一Eの範囲でさらに東に偏

るもので、21 tt SB101・ 102・ 105、 4A tt SB206・ 207・ 215がこれにあたる。 1～ 4期の建物群で 1・ 3・

4期の建物群は火災に遭っている。王ノ壇遺跡 1次調査の成果からは遺構群に I～Ⅳ期の変遷があり、本遺

跡の 1・ 3・ 4期の建物群はそれらの変遷と対応する可能性がある (註77)。 道路跡と建物群との関係では、

道路跡の方向が 3期以降の建物群と対応しており、築造時期は 3期 と想定される。さらに、3D区で検出した

道路跡の側溝は 2期の SB153・ SA154を切っていることから、道路跡の築造時期は、 3期の可能性が高い。

よって、建物群は道路跡の年代をもとにすれば、 3・ 4期が13世紀後半～14世紀前半、 1・ 2期はそれ以前

と考えられよう。

[井戸跡]井 戸跡はSE68(21区 )1基のみの検出である。検出位置と堆積上の様相からは、 1期の建物群

に伴う互r能性力Sあ る。

[土 坑] 土元は39基検出した。形状・規模・堆積上の様相などはさまざまで、類別することはできなかっ

た。堆積土が人為堆積の様相を示し、炭化物・焼土 。灰等を含む土坑に、SK71・ 72・ 73・ 76・ 78・ 84(以上、

21区 )、 SK168・ 169・ 174・ 176・ 177・ 178・ 179・ 180。 181・ 182・ 185。 186・ 187・ 189・ 190・ 191・ 192・ 193・

194・ 197(以上、4A区)がある。この中で、21区のSK71・ 72・ 73は検出位置や形状から1期の建物群に伴

う可能性がある。その他の上坑は 3・ 4期の建物群に伴うものと考えられる。

[溝 跡]溝跡は54条検出した。この中で、区画溝あるいは水路と考えられるものを取り上げる。4A区検

出の SD199・ 200・ 201は規模・方向・重複等から、王ノ壇遺跡 1次調査の屋敷跡に伴う全体区画溝 (第 2節

(3)1第 1図 )の南側の延長部と考えられる。同じく4A区の SD172・ 173・ 188は、検出した建物群がこれ

らの清跡に囲まれた範囲にのみ分布することから、建物群に伴う区画溝である。溝跡の方向からは 3・ 4期

の建物群に対応すると考えられる。SD146(31区 )・ SD61(2E区 )・ SD166(4A区北拡張区・4B区北半部)

は東西に連なる溝跡である。 1～ 4期の建物群との対応は不明であるが、規模・堆積上の様相等からは、本

遺跡及び王ノ壇遺跡を含めた広範囲を区画する水路と考えられる。SD36・ 43(2D～2E区 )・ SDl17(3E区 )

は方向が道路跡とほぼ平行しており、 3期以降の建物群と対応する可能性がある。SD167・ 215(4A区・4A

区北拡張区)は耕作域との区画溝と考えられる。これらの清跡と比較して規模の小さい SD21・ 22・ 25・ 28～ 34・

42・ 44～ 47・ 49～51・ 62・ 63・ 77・ 79・ 81～83・ 120。 1711ま、断面形・底面の状況・堆積上の様相から、耕

作痕跡の可能性を考えたい。

[ピット列] ピット列 (1～27号)は既述のように、円形または精円形のピットが列状に並ぶもので、数

時期の重複がある。遺存状況の良いものは溝状に検出され、建物群と接するもの (4A区26・ 27号)は区画溝

を伴う。分布方向は北東から南西方向のものが多く、 3期以降の建物群との関連も想定される。柱痕跡は検
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出されず、断面形・底面の状況・堆積上の様相からは耕作痕跡の可能性が考えられ (註78)。

[小溝状遺構群]河 溝ヽ状遺構群は3K～3L区で検出した。堆積土中にma層及び灰白色火山灰のブロックを

含むが、これは下層からの巻き上げと考えられるものである。基本層Hc層 は水田跡の可能性も指摘されて

おり、本遺構も耕作痕跡の可能性を考えたい。

ま と め

1。 大野田古墳群は仙台市南部の太白区大野田にあり、後背湿地と自然堤防状の微高地に立地する縄文時代後期中

葉から中世にかけての遺跡である。

2.縄文時代後期中葉の遺構としては土坑を検出し、宝ケ峰式の縄文土器が出土した。また、同時期の遺物包含層

も検出され、縄文土器・土偶などが出上した。

3.古墳時代前期の遺構としては竪穴住居跡 1棟・土坑等を検出した。竪穴住居跡 (S189)か らは前期塩釜式の上

師器の他、竪櫛も出上した。

4.古墳時代中期の遺構としては、新たに5世紀末～ 6世紀中葉頃の古墳を17基 (大野田10～26号墳)検出した。

また、円墳と考えられていた鳥居塚古墳では前方部を検出し、同古墳が主軸長約37mの前方後円墳と判明した。

平成10年度までに本遺跡を中心とした地区で検出された古墳の総数は30基を数える。出土遺物には富沢窯跡系列

2a段階の円筒埴輪。朝顔形埴輪の他、形象埴輪 (人物または動物埴輪の頭部片。家形埴輪)、 中期南小泉式の上師

器等がある。尚、大野田 1号木棺墓も古墳と同時期の可能性がある。

5。 古墳時代中期以降、奈良時代以前の遺構 としては小溝状遺構群がある。全ての調査区から検出されており、本

遺跡内には大規模な畑作地帯が広がっていたと考えられる。

6。 平安時代の遺構としては水田跡・河川跡があり、河川跡 (SR60)か らは平安時代前半表杉ノ入式の土師器 。須

恵器が出上した。また、溝跡 。小溝状遺構群も同時期の可能性が考えられる。

7.中世の遺構としては、道路跡 (王ノ壇遺跡で詳述)・ 掘立柱建物跡・塀跡・柱列 。土坑・溝跡 。小溝状遺構群・

ピット列がある。建物群には4期の変遷があり、道路跡及び王ノ壇遺跡 1次調査との関連からは鎌倉時代前半か

ら後半 (13世紀前半～14世紀前半)の年代が考えられる。同時期と考えられる耕作域 (ピ ット列。小溝状遺構群。

及び清跡の一部)は、道路跡の西側を中心とした地域に展開している。
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五十嵐康洋 (1992)『富沢・泉崎浦・山口遺跡(4洒  仙台市文化財調査報告書第163集

註14に 同じ

佐藤 淳 (1998)『柳生台畑遺跡』 仙台市文化財調査報告書第230集

工藤哲司 (1995)『柳生』 仙台市文化財調査報告書第95集



考察とまとめ

(註37)

(註38)

(註39)

(註40)

(註41)

(註42)

(註43)

(註44)

(註45)

(註46)

(註47)

(註48)

(註49)

(註50)

(註51)

(註52)

(註53)

(註54)

(註55)

(註56)

(註57)

(註58)

(註59)

(註60)

恵美昌之 (1990)『川上遺跡』 名取市文化財調査報告書第25集

仙台市 (1998) 『仙台市史 特別編 5 板碑』HI― I中田地区

恵美昌之他 (1988)『大門山遺跡発掘調査報告書』 名取市文化財調査報告書第22集

菅野正道 (1998)「仙台市柳生付近の中世遺物」属市史せんだい Vo1 8』 仙台市博物館

中田の歴史編集委員会 (1991)『中田の歴史』

白鳥良― (1980)「 多賀城跡出土土器の変遷」F研究紀要Ⅶ』 宮城県多賀城跡調査研究所

註11に 同じ

長島榮― (1982)『年報 3』  仙台市文化財調査報告書第41集

註28に同じ

註11に 同じ

渡部弘美 (1987)『元袋Ⅲ遺跡発掘調査報告書』 仙台市文化財調査報告書第103集

川名秀― (1994)『元袋遺跡 第 2次発掘調査報告書』 仙台市文化財調査報告書第188集

齋野裕彦 (1995)『年報 15』  仙台市文化財調査報告書第189集

主浜光朗 (1996)『年報 16』  仙台市文化財調査報告書第204集

註28に同じ

王ノ壇遺跡の微高地の範囲については、 1次調査整理からの資料 (担当 :河 WII淳 -1999)を もとに作成し

た。

王ノ壇遺跡 1次調査では、 6号墳と7号墳が立地する微高地の間 (グ リット85～ 94)にⅥ層段階 (大野田

古墳群V層段階)の窪地が認められる。この窪地は、本遺跡の微高地 〔A〕・〔B〕間のものに対応するもの

と考えられる。

註28に同じ

五反田石棺墓 (1981)、 春日社古墳 (試掘調査 N011)で検出した埋葬施設の板石に類例が認められる。ま

た、遺跡内では同形状の板石が基本層 I～V層の他、大野田10号墳の埋葬施設 (SK14)及び周辺の古墳周

溝等から計94点出上している。板石は基本層V層以下では出土しないことから、その起源は古墳が検出さ

れる基本層 ‐層に求めることができる。本来は古墳の埋葬施設に敷設されていたものが墳丘の削平に伴っ

て周囲に散乱し、さらに後世の耕作等によって上位の基本層に混入した可能性が考えられる。

疑似畦畔 Bは水田畦畔の直下層 (自然堆積層)上面に認められる畦畔状の高まりを指している (齋野他 :

1987・ 註17に同じ)。

『扶桑略記』の延喜15(915)年 7月 13日 の記事に結びつけて915年 としている。考古学的に実証されてい

るのは、秋田県の払田柵跡の外郭線 C期角材列の年代から、907年より新しく(児玉 :1997)、 陸奥国分寺

跡の七重塔の焼土層から934年 (白鳥 :1980)よ り古いということである。よって、915年 とすることに矛

盾はない。

児玉 準「払田棚跡―第107～ 109次調査概要」1997

前回の調査 (註11)では調査区の制約もあり、周溝内縁径約22mの円墳と想定されていた。

王ノ壇遺跡 1次調査で検出した大野田 6。 7・ 9号墳も埴輪を伴わない可能性が指摘されている。

21号墳の南西側に大野田 4号墳が隣接する。 4号墳は前回の調査 (註11)で周濤の一部が検出され、周溝

外縁径44.5mの円墳と推定されている。ところが、本古墳の周溝外縁径の推定値をもとにすると、4号墳

と周溝の一部が重複する可能性が生じた。大野田古墳群でこれまでに検出した古墳では、周溝の重複は一

切確認されていない。隣接する地点が調査対象範囲外であり断定はできないが、現時点では4号墳。21号



(註61)

(註62)

(註63)

(註64)

(註65)

(註66)

(註67)

(註68)

(註69)

(註70)

(註71)

(註72)

(註73)

(註74)

(註75)

(註76)

(註77)

(註78)

考察とまとめ

墳の位置関係については、以下の可能性を指摘したおきたい。4号墳の周溝外縁径は、報告者も指摘する

ように検出した周溝のごく一部からの推定値であり、この数値はさらに狭まる可能性がある。また、21号

墳の周溝も北東部と同様に歪んで狭まる可能性も考えられる。尚、検出した範囲は21号墳が全体の約 4分

の 1と 広いことから、古墳位置図 (第 8図)の 4号墳周溝外縁径については推定線を破線とした。

註28に同じ

志摩泰治・桑月 鮮 (1991)『宝ケ峰』 財団法人齋藤報恩会

註 5に同じ

S189出上の上師器を辻 秀人氏に実見していただいたところ、器台については名取市野田山遺跡 4号住

居に類例が認められ、Ⅲ-3期に近い時期のものであるというご教授をいただいた。

註11に 同じ

出土埴輪を藤沢敦氏に実見していただいたところ、全体として大きな時期差はなく、概ね富沢窯跡系列

2aの段階のものであるというご教授をいただいた。

江川 隆・藤沢 敦 (1991)F菅沢 2号墳』 山形市教育委員会

三輪嘉六 。宮本長二郎 (1995)『家形はにわ』 「日本の美術 5N0348」  至文堂

五十嵐 。渡部弘美 (1998)F南小泉遺跡第26次調査報告書』 仙台市文化財調査報告書第225集

佐藤信行 (1984)「宮城県岩出山町一本松遺跡採集の遺物」『靱』第 5号 弥生時代研究会

斉藤吉弘 (1979)F宇南遺跡』 宮城県文化財調査報告書第59集

工藤哲司 (1999)『富沢遺跡・第 104次発掘調査報告書』 仙台市文化財調査報告書第235集

註 9に同じ

註14に同じ

註 5に同じ

王ノ壇遺跡 1次調査整理担当の州 II淳一から資料の提供を受けた。尚、調査報告書は平成13年度に刊行予

定である。

註74に 同じ。資料によると本遺跡 1期の建物群はH期段階 (13世紀前葉～中葉)、 3・ 4期の建物群はⅢ

期段階 (13世紀中葉～14世紀前半)に対応する可能性がある。

沖縄タイムズ (平成11年 10月 16日付)に よると、昨年10月 に沖縄県浦添市の当山東原 (アガリバル)遺跡

で14～15世紀頃の畑跡が発見されている。畑跡は円形のピットが列状に並ぶもので、植栽痕とされている。

本遺跡のピット列と酷似しており注目したい (『月刊文化財発掘出土情報 通巻211号』1999.12 い ジャ

パン通信情報センター)。
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図版17 V層上面の遺構
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図版18 ▼層上面の遺構
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Ⅸ層上面 SK90～ 98全景

1・ 92(1し より)
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9 2A区下層調査N011ト レンチ断面 (南東より)

(北東より)
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lE区下層調査N05ト レンチ断面 (南西より)

4 SK94・ 98(北東より)

フ 2E区下層調査N020ト レンチ断面 (東より)

11 2H区下層調査N025ト レンチ断面 (南西より) 12 3A区下層調査N032ト レンチ断面 (北 より)

10 2E区下層調査N020ト レンチ断面 (北より)

図版21 Ⅸ層上面の遺構他



図版22 鳥居塚古墳 (1～ 10)。 大野田10号墳出土遺物 (1):11～ 14



図版23 大野田10号墳出土遺物 (2):1～ 9a
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図版24 大野田10号 出土遺物(3)SK14。 SK15出 土遺物



図版25 大野田11号墳出土遺物



大野田13・ 14・ 15・ 13・ 19。 21・ 22・ 23号墳出土遺物
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図版27 大野田24号墳出土遺物 (1～ 5a)
大野田13～ 15。 21・ 23～ 25号 1黄出土埴輸



1 円筒埴輪 1次調整タテハケ・ヨコナデ (口縁部・口縁部下)
S8 (第 39図 1)

2 円筒埴輪 1次調整タテハケ基部ヨコナデ
S6(第38図 2)

3 朝顔形埴輪肩部 2次調整横ハケ S105(第 43図 6)

7 凸帯内面ヨコナデ S41(第41図 3)

4 朝顔形埴輪肩部 2次調整横ハケ S106(第 43図 5)

基部オサエ→縦 。斜め方向ナデ 10号墳S42

6 基部オサエ→縦方向ナデSl12(第 43図 2)
8 凸帯内面ヨコナデlo号墳 S51

図版28 出土埴輪の主な調整等



図版29 Si39出 土遺物
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図版30 Ⅲa層 (SK180'181・ 186、 SD166、 SX209:1～ 6)、 Ⅲb層 (SD124:9)、 Ⅳ層 (SR60:7・ 3)、
V層小溝状遺構群 (10～ 13)、 Ⅷ層出土遺物 (14～ 20)
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図版31 Ⅷ層出土遺物 (1～ 7c)、 Ⅸ層SK90・ 92・ 94・ 96出 土遺物 (8～ 13)
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第 2節 王ノ壇遺跡 2次調査
1.調査要項
(1)遺 跡 名

(2)所 在 地

(3)調査面積

・平成 8年度

。平成 9年度

・平成10年度

(4)調査主体

(5)調査担当

(6)担当職員

・平成 8年度

。平成 9年度

・平成10年度

(7)調査期間

・平成 8年度

・平成 9年度

・平成10年度

王ノ壇遺跡 (宮城県遺跡登録番号01428)

仙台市太白区大野田字宮脇・竹松

約 2,993m2(道路遺構確認調査 トレンチを含む)

約 1,125m2(1区 )¨・都市計画道路「長町荒巻青葉山線」 (幅員40m)

約 1,828m2(大 野田古墳群3B・ 3D区十道路遺構確認調査 トレンチ)

…道路遺構確認調査 トレンチ 1・ 2・ 11・ 12T(以上、王ノ壇遺跡)、 3～ 5T・ 7

～10T。 13T(以上、大野田古墳群)

約40m2…道路遺構確認調査 トレンチ14T(大野田古墳群4B区 )

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会文化財課

金森安孝・渡邊 誠・平間亮輔・伊藤孝行

金森安孝・渡邊 誠・竹田幸司・伊東真文・佐藤 淳・根本光―・伊藤孝行

渡邊 誠・渡部 紀

平成 8年 4月 9日～ 7月 17日

平成 9年 4月 10日～ 7月 31日

平成10年 6月 15日～ 6月 17日

2.基本層序
王ノ壇遺跡 2次調査 1区の基本層序は大別 7層確認された。この中で、 I・ H・ Ⅵ a層は東側で行われた

王ノ壇遺跡 1次調査Ⅲ区の基本層序とほば対応する。また、3(1)で記述する道路跡の検出面の層序は大野田

古墳群と対応することから、事実記載はこれによっている。以下、 1区各層の特徴を記述するが、Ⅵ b層以

下は原則として下層調査 (A・ Bト レンチ)に よって確認された層位である。尚、 1区では王ノ壇遺跡 1次調

査で確認されている基本層Ⅲ層 (2.5Y4/3オ リーブ褐色シル ト)。Ⅳ層 (10YR3/3暗褐色シル ト)。 V層 (10

YR2/2黒褐色シルト)は検出されなかった。

I層 :表上で、現在の水田耕作上である。全域に分布する灰色 (10YR5/1)の粘土質シル トで、層厚は20～30

cmである。層下部には酸化鉄・マンガン粒の集積が認められる。層中からは縄文時代からの現代までの遺物

が若干出上している。大野田古墳群 I層 に対応する。

H層 :東壁付近を中心に部分的に分布する。黒褐色 (10YR3/2)の粘土質シル トで、層厚は 2～ 10cmで ある。

層中にはマンガン粒・Ⅵ層を斑状に多量に含む。また、層下面には若干の凹凸が認められる。層中からの遺

物の出土はほとんどない。大野田古墳群Ⅱ層に対応すると考えられる。

Ⅵ層 :2層に細分され、全域に分布する。Ⅵ a層はにぶい責褐色 (10YR4/3)粘土質シル トで、層厚は18～ 33

cmである。マンガン粒 。酸化鉄を少量含む。大野田古墳群V層に対応すると考えられる。Ⅵ b層は同色の砂

質シルトで、層厚は29～62cmである。 1区においてはⅥ a層上面が遺構検出面である。Ⅵ層中からの遺物の

出土はほとんどない。

ⅥI層 :3層 に細分され、全域に分布する。Ⅷ a層 は暗褐色 (10YR3/4)の 粘土質シルト層で、層厚は 3～ 22

cmである。Ⅷ b層は灰黄褐色 (10YR4/2)の 砂で、炭化物を斑状 に少量含む。層厚は5～28cmである。VII c層



第 2節 王ノ壇遺跡 2次調査

はにぶい責褐色 (10YR4/3)の砂質シルトで、層厚は8～ 51cmである。本層は大野田古墳群ⅥI層に対応する

可能′陛がある。

Ⅷ層 :灰黄褐色 (10YR4/2)の粘土質シルトで、層厚は12～ 29硼である。炭化物片をわずかに含む。大野田

古墳群のⅧ層に対応する可能性がある。尚、Ⅷ層以下の傾斜はAト レンチがほぼ水平であるのに対して、B

トレンチでは南側の大野田古墳群3A区に向かって下がる傾向が認められた。この傾斜は微高地 [A]の傾斜

を示す可能性がある。

Ⅸ層 :にぶい責褐色 (10YR5/3)の 砂礫層である。径 l14111前後の細砂と径 5 cm前後の礫を多量に合む。層厚

は8～33cmである。大野田古墳群Ⅸ層に対応する可能性がある。

X層 :黄褐色 (2.5Y5/3)の 砂礫層である。層厚は31cm以上である。層中には径 5～30cmの礫を多量に含む。

大野田古墳群Xo�層に対応する可能性がある。

3.検出した遺構 と遺物
(1)H層検出の遺構と遺物

道路跡 (第 1・ 2図 )

南西から北東へ伸びる両側に側溝を持ち、盛土による硬化層を伴う主要道路とそこから派生する枝道 3条

と道路跡として明確に検出されなかったが通路として機能していたと考えられる部分が 1条確認された。

主要道路は側溝の西から東への掘り直しがみられ、大きく2時期の変遷が確認され、新しい方をSF lと し

旧い方を SF 2と した。SF lは調査中にさらに側溝の掘り直しと路面の改修跡がみられ改修後を新期、改修

前を旧期とした。枝道は北からSF 3・ 4・ 5と した。北から各 トレンチ (後の記述はTで表す)毎に記述

していく。 1～4Tと 7Tと 10～15Tは平面と断面の確認のみで掘り込みはしていない。

lT(第 3図 )

SF l新期 I層除去後 Ha・ Hc・ IH a層上面 (標高10.00m)で東西両側に側溝を検出した。側清と側溝の

間はⅢ a層が残存しており、その上面 (標高10.00m)に は路面として使用痕跡は検出されなかった。よって、

側溝堆積土及び側溝間は Icに切られており、盛土による硬化層の有無は不明であり、実際の路面は10.00m

以上と想定される。西側溝は検出幅約280cm・ 検出面からの深さ70cmで断面形逆台形を呈する。堆積土は大別

2層細別 3層で灰白色火山灰を粒状にぶくむ止水性堆積 (註 1)を示す。東側溝は検出幅約135cm。 検出面か

らの深さ30cmで断面形舟底形を呈する。堆積土は 1層で止水性堆積を示す。側溝間は2.70mである。

SF l旧期 SF l新期の西側溝底面から側溝の底面部分を検出しただけである。幅約70cm以上。検出面から

の深さ80cmで底面が舟底形を呈すると推定される。堆積土は 1層で灰白色火山灰を粒状にふくむ止水性堆積

を示す。

SF 2 SF l側濤下面で側溝を検出した。西側溝は検出幅約80cm・ 検出面からの深さ140cmで断面形 U字形

を呈するが上部が切られているため全体の形態は不明である。堆積土は色調により2層に分けられる。側溝

の壁の基本層のV・ VII～IX層の崩落土に混じり径 l llllllの細砂が斑状に混じる。この細砂は後述する5Tで検出

した盛土によるSF 2の硬化層 3層に類似する。東側清は検出幅約135cm・検出面からの深さ85cmで断面形漏

斗形を呈する。堆積土は 1層で側濤の壁の基本層Ⅳ～Ⅶ層の崩落上を含む止水性のものである。側溝間は3.10

m以内である。

2T(第 3図 )

SF l新期  I層除去後 Hao Ⅲa層上面 (標高10.05m)で東西両側に側溝を検出した。 lT同様、 Ic層
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第 1図 道路跡及び周辺の遺構配置図
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に切られているため、盛上による硬化層の有無は不明であり、実際の路面は標高10.05m

以上と想定される。西側溝は検出幅約125cm・検出面からの深さ30cmで断面形舟底形を呈

する。堆積土は 1層で灰白色火山灰を粒状に含む止水性堆積を示す。東側溝は検出幅約

85cm。検出面からの深さ15cmで断面形皿形を呈する。堆積土は 1層で止水性堆積を示す。

側溝間は3.70mである。

SF l旧期 検出されなかった。

SF 2 SF l側溝下面で側溝を検出した。西側溝は検出幅約55cm・ 検出面からの深さ40

cmで断面形 U字形を呈するが上部が切られているため全体の形態は不明である。堆積土

は 1層で灰白色火山灰を粒状に含む止水性堆積を示す。東側溝は検出幅約100cm。 検出面

からの深さ25cmで断面形皿形を呈する。堆積土は 1層で基本層のⅣ・ V層の崩落上を含

む止水性のものである。側溝間は4。 10m以内である。

3T(第 3図 )

SF l新期  I層除去後V層上面 (標高10.05m)で両側に側溝を検出した。lT同様、 I

c層 に切られているため、盛上による硬化層の有無は不明であり、実際の路面は標高

10.05m以 上と想定される。西側溝は検出幅約65cm・検出面からの深さ15側で断面形舟底

形を呈する。堆積土は 1層で灰白色火山灰を粒状に含む止水性堆積を示す。東側溝は検

出幅約80cm。 検出面からの深さ15cmで断面形皿形を呈する。堆積土は 1層で盛上による

硬化層が流出したと考えられる径 2 mllの粗砂と灰白色火山灰を含む止水性堆積を示す。

側溝間は3.55mである。0   5m 10m

―第 2図 道路跡全体図
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第 3図 1～4T SFl・ 2・ 3道路跡確認状況図及び断面図
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SF l旧期 SF l側溝下面で東側溝のみ検出した。東側溝は検出幅約55cm・検出面からの深さ20cmで断面形

皿形を呈する。堆積土は 1層で基本層のV層の崩落土を含む止水性のものである。側溝間は西側溝が検出さ

れていないため不明であるが約3.60～4.15mと 考えられる。

SF 2 検出されなかった。

4T(第 3図 )

SF l新期 I層除去後V層上面 (標高10.05m)で東側溝を検出した。lT同様、 Ic層に切られているため、

盛土による硬化層の有無は不明であり、実際の路面は標高10.05m以 上と想定される。東側溝は検出幅約70

cm・ 検出面からの深さ15cmで断面形漏斗形を呈する。堆積土は色調の違いで 2層に分けられる。両方とも盛

上による硬化層が流出したと考えられる径 2 1nlllの粗砂を含む止水性堆積を示す。1～4Tの進行方向は N―

52°一Eである。

SFと 旧期 SF l側溝下面で検出した。東側溝は検出幅約40cm・ 検出面からの深さ15cmで断面形皿形を呈す

る。堆積土は 1層で基本層のV層の崩落上を含む止水性のものである。

SF 2 検出されなかった。

SF 3 1層 除去後IV・ V層上面 (標高10.10m)で検出した。進行方向はN-75° 一Eで西から東へ向かう枝

道である。両側に側溝を持ち、その間に波板状凹凸 (註 2)を有する。側溝堆積土及び側溝間は I層に切ら

れており、盛上による硬化層の有無は不明であり、路面の標高は10.10m以上と想定される。北側溝は検出幅

約80cm。 検出面からの深さ20cmで断面形舟底形を呈する。堆積土は 1層で、基本層Ha・ IV・ V層がブロック

状に堆積した埋め戻しの土と考えられる。南側清は検出幅約40cm・ 検出面からの深さ15cmで断面形箱形を呈

する。堆積土は北側溝と同じである。波板状凹凸は側溝間の中央に位置し道路の進行方向に直交する長楕円

形のピットが並ぶ。堆積土は黄灰色砂とにぶい黄色砂が渦状に互層したものである。

1lT(第 3図 )

王ノ壇古墳の北側に調査区を設定し、4Tで検出した SF 3の延長部分を確認した。

SF 3 1c層除去後、Hc上面 (標高10。 10m)で検出した。4Tか らの進行方向は N-86°一Eで、両側に側

溝を持つ。側溝堆積土及び側溝間は I層に切られており、盛土による硬化層の有無は不明である。北側溝は、

検出幅約60～ 70cm・ 検出面からの深さ30cmで断面形は逆台形を呈する。南側清は検出幅約50～ 100cm・ 検出面

からの深さ25cmで断面形は逆台形を呈する。堆積土は両側溝とも、4Tと 同様に基本層H～Ⅳ層がブロック状

に堆積した埋め戻しの上である。硬化層は検出されなっかたが、断面に波板状凹凸が確認されている。側清

と側濤の間隔は50～ 70cmで、側溝の端から端までは約 2mで ある。

SF 3を さらに延長すると第 1次調査区の宗教施設の跡の塀跡に達する。

その他、SF 3の南側に長軸50cm以上。短軸20cmの長楕円形のピットが 2基確認されている。焼骨・焼土が

含まれており、墓の可能性がある。

5T

SF l新期 (第 4図) I層除去後Ha・Ⅳ層上面 (標高10.10～ 20m)で検出した。進行方向は N-35°一Eで

ある。硬化層上面のレベル (標高10.20～ 30m)は Ha・ IV層上面よりも高くI層除去中 (註 3)に検出した。

路面の一部・側清の上 。側溝の外側が Ic層により削られている。

西側清は検出幅130cm。検出面からの深さ30～90cmで断面形が皿形を呈する。堆積土は大きく2層に分けら

れる。下から、2層が硬化層および基本層Ⅳ層の崩落土で、1層が灰白色火山灰を含む止水性堆積土である。

1層の東側上に硬化層 1層の流入土がある。北側で進行方向をN-18° 一Eに変わり幅も50cmと 狭 くなる。3T

の西側清へは続かず、ここから西へ向かう枝道が派生すると想定される。
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東側溝は検出幅70～140cmで北側へいくほど幅広くなる。検出面からの深さ35cmで断面形が皿形を呈する。

方向は堆積土は大きく2層に分けられる。下から、 2層が硬化層および基本層Ⅳ層の崩落上で、 1層が灰白

色火山灰を含む止水性堆積土である。

側溝と側溝の間には厚さ3～ 10cmの砂を主体とし基本層V層混じりの盛土による硬化層 1層が堆積してい

る。上面は中央部がやや高くなる蒲鉾状を呈する。基本層 I層 (近世～現代の水田耕作土)の酸化鉄の集積

による影響で道路使用痕跡は確認されなかったため、この面が使用面なのか不明である。層全体が硬化して

おり移植ゴテが刺さらず、削り取るようなかたちで掘り下げた。層中には10～ 40cln大の礫が横位に敷かれて

いる。特に北側が顕著であった。

波板状凹凸 A列が硬化層 1層の底面。SF l旧期硬化層2a層上面の南側から検出された。波板状凹凸 A列

は道路進行方向に直交する長軸120～ 160cm短軸12～55cmの長楕円形の溝状のピットが10～60cmの間隔で並ん

でいる。凹部の深さは硬化層 1層底面から3～ 5 cmで、底面の両脇がやや窪んでいる。凹部の堆積土は硬化

層 1層 と同じ砂を主体にした上で硬化層 1層 よりもさらに硬 く締まっており、底面の形態に合わせて波状に

堆積している。底面側面は硬化層2a層なので硬い。北側では不整形のものが単品で検出されている。

SF l旧期 (第 4図) SF l新期側溝埋土・硬化層 1層除去後検出した。硬化層上面 (標高10。 10～ 10.20m)

はSF l新期波板状凹凸によって削平されている。

西側溝は南側が SF l新期側溝に切られており北側のみの検出となる。検出幅110～ 200cm。 検出面からの深

さ60～ 80cmで断面形が偏平な逆台形を呈する。堆積土は止水性の自然堆積で土色の違いで 2層に分けられる。

上層のla層の東側の上部には硬化層2a層の崩落した流入上が検出された。進行方向はN-23° 一Eである。南

側はSF l新期側溝より規模が/Jヽさいととらえられるため、北 al」ほど幅が広くなると考えられる。

東側溝は検出幅40～100clnで北側へいくほど幅広くなる。検出面からの深さ25～60cmで中央部が高く南へは

2つの段がつき、北へはゆるやかに下がる。断面形は逆台形を呈する。堆積土は西側清と同じ様相を呈する。

底面には径 5～ 10cmの楕円状あるいは三日月状の掘削痕が検出された。方向はN-35° 一Eである。

側溝と側溝の間には厚さ3～ 10cmの砂を主体とした盛上による硬化層2a層が堆積している。上面は中央部

がやや高くなる蒲鉾状を呈する。SF l新期の波板状凹凸A列及び側溝によって一部削平されている。明確な

道路使用痕跡は確認されなかったため、この面が使用面なのか不明である。層全体が硬化層 1層 より硬化し

ており移植ゴテが刺さらず、層全体引き剣がすようなかたちで掘り下げた。硬化層2a層を剣がすと道路部分

の西半部で砂と荒砂を主体とした版築状の盛土による硬化層2b層が検出された。この層の上面は平坦で使用

痕跡や間在する層がないので硬化層2a層 と一連のものととらえられる。層全体が硬化層2a層 よりさらに硬

化しており、層全体引き劉がすようなかたちで掘り下げた。掘 り下げるとその部分が窪み状になりさらに下

面から波板状凹凸 C列が検出された。層中・底面には拳大の礫が横位に敷かれている。

波板状凹凸 C列は道路進行方向に直交する長軸60～ 200cm短軸40～ 60c14の長楕円形の溝状のピットが 1

～40clnの間隔で並んでいる。凹部の深さは硬化層2b層底面から10～15cmで、底面の両脇がピット状に窪んで

いる。凹部の堆積土は硬化層2b層 と同じ上で底面の形態に合わせて波状に堆積し、硬化層2b層 よりも硬 く締

まっている。底面側面は基本層のⅣ・ V層だが硬く締まっている。層中 。底面には拳大の礫が横位に敷かれ

ている。

その他、波板状凹凸 C列から離れるが B群。E群がある。形態はC列と同じであるが、列を成さず 2～ 4

のピットが集まっているものである。

波板状凹凸 D列は硬化層2a層下面で硬化層2b層の施されていない道路面の東側に位置する。後述する SF

2東側溝の堆積土上面にある。SF l新期東側溝に切られているため全体の形態は不明だが、道路進行方向に
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第 6図 道路跡変遷図及び5T。 南壁断面図
直交する長軸30～ 90cm短軸20～30cmの 長楕円形のピットが30～ 40側の間隔で並んでいることが分かる。凹部

の深さは硬化層 2a層底面から20～30cmで、底面の両脇がピット状に窪んでいる。東側の方がより窪んでい

る。ピット内の堆積土は2層に分けられ下層が基本層Ⅲ a層 とV層がブロック状に混在する人為堆積土で上

層が硬化層2b層に類似したシル ト質の砂の層である。埋土は硬いが、前述の硬化層や波板状凹凸 C列の四部

の埋土ほど硬くない。底面側面は SF 2東側溝の堆積土・基本層のⅣ・ V層だが硬く締まっている。

SF 2(第 5図) SF l旧期側溝埋上、硬化層2a・ b層、波板状凹凸 B～Dの凹部埋土除去後検出した。硬
化層2b層の施されていない東側にのみ存在する。硬化層上面 (標高10.10～ 10.20m)は SF l旧期の硬化層

2a・ b層、波板状凹凸によって一部削平されている。

西側濤はSF l新期。十日期の側溝に切られており全容は不明である。検出幅110～200cm・検出面からの深さ

30～ 70cmで断面形がU字形を呈する。堆積土は土質の違いで大きく2層に分けられる。上層は白灰色火山灰

を含む止水性の自然堆積で下層は基本層Ⅳ oV層をブロック状に堆積する崩落土あるいは埋め戻しの上であ

る。進行方向はN-37° 一Eで、北端で角度を変えて N-5° 一Eになる。その部分は一端途切れて、N-37° 一

Eの方向にまた伸びている(西側溝東側)。 この途切れる部分から枝道が派生するととらえられる。またこの

5T南壁断面図 (6T北壁)
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部分 は一段深 く掘 り込 まれている。

東側清はSF l新期・旧期の側溝および SF l旧期波板状凹凸E列に切られており全容は不明である。途中

二股に別れ、後に合流する。二股に別れる部分からSF 3側溝が派生している。検出幅30～ 100cm・ 検出面か

らの深さ25～ 70cmで断面形がU字形を呈する。堆積土は大きく2層に分けられる。上層は白灰色火山灰を斑

状に合む止水性の自然堆積で、下層は基本層Ⅳ oV層がブロック状に堆積する壁が崩落した土あるいは埋め

戻しの上である。進行方向は N-37°一Eである。

側溝と側溝の間の東側には厚さ3～10cmの砂を主体とした盛上による硬化層 3層が堆積している。SF l

新期。旧期の硬化層・波板状凹凸及び側溝によって一部削平されている。明確な道路使用痕跡は確認されなかっ

たため、この面が使用面なのか不明である。層全体が硬化しており移植ゴテが刺さらず、層全体引き剣が

すようなかたちで掘 り下げた。掘 り下げるとその部分が土坑状の窪みになりさらに下面から波板状凹凸が検

出された。層中・底面から拳大から人頭大の礫が横位に敷かれている。

波板状凹凸F群は道路進行方向に直交する形で長軸40～100側短軸20～25硼の長楕円形の溝状のピット及

び径20～30cmの不整形の円形あるいは楕円形のピットが不規則に並んでいる。ピットの深さは硬化層 3層底

面から10～15cmで、底面の両脇がさらにピット状に窪んでいる。堆積土は硬化層 3層 と同じ上で底面の形態

に合わせて波状に堆積している。硬化層 3層 よりも硬 く締まっている。底面側面は基本層のⅣ・V層だが硬

く締まっている。

その他、硬化層 3層の下からではないが、SF l旧期西側溝及び波板状凹凸 C列に切られていることから

SF 2に伴うと考えられる波板状凹凸 G群がある。波板状凹凸 G群は長軸90～120cm短軸20～40cmの長精円

形の溝状の 3個のピットがコの字に並ぶ。硬化層 3層 と類似したシル ト質砂の層である。埋土は硬いが、前

述の硬化層や波板状凹凸 F群の凹部の埋土よりも硬くない。深さは硬化層2a層底面から20～ 30cmで、底面に

凹凸がある。

北側の側溝際に波板状凹凸 H群が検出されている。径20～30cmの ピット状の落ち込みが並ぶ。硬化層 3層

と類似したシルト質砂の層である。埋土は硬いが、前述の硬化層や波板状凹凸F群の凹部の埋土よりも硬 く

ない。深さは硬化層2a層底面から20～30cmである。

SF 3(第 5図)SF l新 旧東側溝に切られているため全容は不明である。進行方向はN-45° 一Eで4Tに繋が

ると推定される。両側に側溝を持ち、側溝堆積土及び側溝間は I層に切られており、盛上による硬化層の有

無は不明である。路面は南東側溝の立上がりの標高が10.15mで あるので、それ以上と想定される。北西側溝

は検出幅約80cm。 検出面からの深さ40cmで断面形皿形を呈する。堆積土は 1層で、基本層Ha層 と考えられ

る土とⅣ層およびV層がブロック状に堆積した埋め戻しの上と考えられる。南東側溝は検出幅約100cm・検出

面からの深さ30cmで断面形皿形を呈する。堆積土は北西側清と同じである。側清の底面は凹凸が著しく掘削

痕もみられる。

6T

遺構検出の際、重機によってⅢ層上面まで一気に掘り下げたため硬化層は取 り除かれている。そのため、硬

化層については断面観察によるものである。

SF l新期 (第 7図) ma層上面 (標高10.10～ 10.20m)で検出した。実際はHa層から掘り込まれており、

検出面の標高は断面観察によると10.30mである。進行方向は N-32°一Eである。硬化層上面のレベル (標

高10.30m)は Ha層上面と同じ高さである。路面の一部・側溝の上・側溝の外側が Ic層により削られてい

ることが断面観察で分かつた。
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西側溝は検出幅80～ 120m・ Ⅱa層からの深さ40～120側で断面形が浅い所で皿形、深い所で漏斗状の逆台

形を呈する。南側が一段低くなって深 くなる。堆積土は大きく2層に分けられる。下から、 2層が硬化層お

よび基本層Ⅳ層の崩落上で、 1層が灰白色火山灰を含む止水性堆積上である。 1層の東側上部に硬化層の流

入土がある。

東側溝は検出幅60～80硼で、Ha層からの深さ30～ 60cmで断面形が皿形を呈する。南側へいくほど幅広く

深 くなる。堆積土は灰白色火山灰を含む止水性堆積上である。西側上部に硬化層の流入土がある。

上面は中央部がやや高くなる蒲鉾状を呈する。波板状凹凸は確認されなかった。

SF l旧期 (第 7図)当 初 SF lと して新期 と旧期を一緒に掘り下げたが断面観察により2時期あることが

判明した。

西側清は大半が SF l新期側溝にきられており西側の立上がり部分の一部を検出した。検出幅40cm・断面観

察による検出面からの深さ40mで断面形が逆台形を呈すると推定される。堆積土は止水性の自然堆積である。

東側溝も大半が SF l新期側溝にきられており北側の底面を検出した。検出幅60帥で、断面観察による検出

面からの深さ40～ 50cmで南側で段がついたと考えられる。断面形は逆台形を呈すると推定される。堆積土は

西側溝と同じ様相を呈する。

断面観察により側溝と側溝の間には厚さ 3～ 10cmの砂を主体とした盛土による硬化層2a・ 2b層が堆積して

いたことを確認した。上面は中央部がやや高 くなる蒲鉾状を呈する。

調査当初波板状凹凸 C列・D列は新期に伴うのか旧期に伴うのか不明だったが、5Tの調査により旧期に伴

うことが判明した。

波板状凹凸 C列は5Tにつながるものである。SF 2波板状凹凸を切る。長軸40～45cm・短軸25～30cmの楕

円形のピットが道路進行方向に対して平行に並ぶ。ピットの深さは硬化層2b層底面から10～15cmで、底面の

両脇がピット状に窪んでいる。堆積土は硬化層2b層 と同じ上で底面の形態に合わせて波状に堆積している。

底面側面は基本層のⅣ・ V層だが硬く締まっている。層中 。底面には拳大の礫が横位に敷かれている。

その他、波板状凹凸 C列に付随する径40cmの不整形の円形のピットや長軸100cm。 短軸40cmの 長楕円形の

ピットカゞ検出されている。また、SF 2東側溝を切るD列 も検出されている。堆積土はC列 と同じである。

SF 2(第 7図) SF l側溝、波板状凹凸 C・ D列に切られている。

西側溝はSF l新期・十日期の側溝に切られており全容は不明である。検出幅50～ 150cmo H a層 からの深さ

30～■Ocmで断面形が浅い所は皿形で深い所は漏斗形を呈する。堆積土は大きく2層に分けられる。上層は灰

白色火山灰を含む止水性の自然堆積で下層は基本層Ⅳ・ V層がブロック状に堆積する崩落土あるいは、埋め

戻しの上である。進行方向はN-37° 一Eで、途中が途切れ、途切れている部分から南は深 く掘り込まれてい

る。

東側溝はSF l新期・旧期の側溝および SF l旧期波板状凹凸 D列に切られており全容は不明である。検出

幅50～90側・検出面からの深さ40～ 90cmで断面形が浅い所は皿形で深い所は漏斗状の逆台形を呈する。堆積

土は灰白色火山灰を斑状に含む止水性の自然堆積である。進行方向はN-37° 一Eである。南端が幅広く深 く

なる。

硬化層は検出されなっかたが、SF l旧期波板状凹凸及び側溝によって切られている波板状凹凸が検出さ

れている。径20～30cmの不整形の円形のピットや長軸40～ 50cm・ 短軸25～30cmの楕円形のピットが不規則に

並ぶ。その他長軸160cm・ 短軸60側の長楕円形のピットが進行方向に直交するように検出された。SF lの波

板状凹凸と同様に側溝と側溝の間の中央部付近にある。堆積土は5Tの硬化層 3層 と同じ上で底面の形態に

合わせて波状に堆積している。底面側面は基本層のⅣ・ V層だが硬く締まっている。
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通 餡 層位No 土 色 土  性 粘 性 しまり 備   考 (含 :出土遺物 )

SFl新 10YR5/1 褐灰色 シ ル ト ややあり あ り 機猛憲華畠馨■,翌鶏鰹務躍普蓑輯香機器薔談認審象雰

10YR4/1 褐灰色 砂質シル ト あ り あ り 酸化鉄・径lD Eの 砂・灰白色火山灰を斑状に少量含む。水成堆積。

25Y5/3 黄褐色 砂 質 粘 土 あ り あ り 酸化鉄を斑状に含む。 V層壁崩落土。

SFl十 日 10YR4/1 褐灰色 砂 質 粘 土 あ り あ り 酸化鉄を斑状に少量含む。水成堆積。

10YR5/1 褐灰色 砂 質 粘 土 あ り あ り 酸化鉄を斑状に多量に含む。底面に酸化鉄集積。水成堆積。

SF2 10YR5/2 灰責褐色 /ルト貿粘土 ややあり あ り X拝柔謬笹季F着否写管軽露窪缶咎昌里各甲牲〒掛rF多
25Y4/1 黄灰色 砂 質 粘 土 あ り あ り 冒好畜墨露r兵壽霊緑
25Y5/1 褐灰色 砂 質 粘 土 あ り あ り

10YR5/1 褐灰色 粘 土 あ り あ り

②

遵構名 層位No 土 色 土  性 粘 性 しまり

SFl新 1 25Y5/1 黄灰色 ンルト質粘土 ややあり あ り 酸化鉄を斑状 に少量含む。水成堆積。

SFl l日 1 10YUR5/1褐灰色 砂 質 粘 土 あ り あ り

SF2 10YR5/2 灰黄褐色 シルト質粘土 あ り 酸化鉄を斑状に少量含む。水成堆積。

25Y4/1 黄灰色 砂 質 粘 土 あ り あ り 径1～2duの 細砂・酸化鉄・灰白色火山灰を斑状に少量含む。崩落土

25Y4/1 黄反色 砂 質 粘 土 あ り あ り

`望
聖の翌望二

通構名 層位血 土 色 土  性 粘 性 しまり 備   考 (含 :出土遺物)

SFユ 十日期
波板
C列

1 25Y6/4 にぶい黄色 砂 なし 極めて強ヽ

層位NQ 土 色 土  性 粘 性 しまり

SF2波板 1 5Y6/4  オリーブ黄 ンル ト質砂 な し 強 ヽ 鞘 線 豪亀整発 ¥畿∝ 碑亮塊毒宅後 モ窺 爺 信■2

第 7図  6T SFl、 2道路跡平面図、断面図

239・ 240
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7T(第 8図 )

遺構の確認のみで掘り下げは行っていない。重機で I層を除去中硬化層の上面を検出した。硬化層の両脇

には Ic層が帯状に残り、後は手掘りで掘り下げた。方向はN-36° 一Eである。

SF l新期 幅60～ 130cmの西側溝と幅60～85cmの東側溝、北側の側溝 と側溝の間の中央部に幅100mの硬化

層 1層の残存部を検出した。また、SF l旧期の硬化層 2層上面で進行方向に直交する溝状の落ち込みが並ぶ

波板状凹凸が確認された。南側は、底面部分の確認のため、溝状ではなく、不整形のピットが 2～ 5個並ぶ

形で確認された。

E280
S135+

E285

十

S145+

S150+

E290
+

第 8図 7T SFl・ 2確認状況図

その他、南端の東側で

幅10～25側の進行方向に

平行する清状の波板状凹

凸が確認された。

SF l旧 期  新期側濤

の埋上のため側溝は確認

されなかった。硬化層 2

層のみ確認された。

SF2 SF lに切られてい

るため全容 は不明であ

る。検出幅80～160cmの西

側溝 と幅20～120cmの 東

側溝を確認した。

その他調査区の南端に

長軸30～ 60cm短軸10～ 30

cmの長楕円形のピットが

進行方向に平行に並ぶ。

8T(第 9図 )

9  1m  ?m SFl新期  I層除去後、

Ha層上面 (標高10.25m)

で検出した。進行方向は N-32°一Eである。側溝と側溝の間には硬化層は検出されなかった。東側溝の外側

が Ic層により削平を受けている。

西側溝は検出幅60～ 140側・検出面からの深さ25～40cmで断面形が舟底形で一部路面側にテラス状に張り出

す部分がある。底面は北から南へ傾斜しており、掘削痕とみられる半月形あるいは楕円形のピットが 5～20

cm間隔で 2列並ぶ。堆積土は大きく2層に分けられる。下の 2層は基本層Ⅳ oV層及び SF l旧期 。SF 2の

側溝の埋土がブロック状に堆積する崩落土あるいは埋め戻しの上で、上の 1層が止水性堆積上である。

東側溝は検出幅90～ 130cmで、検出面からの深さ30～60cmで断面形が舟底形を呈する。南側で途切れ、底面

は凹凸が著しい。堆積土は大きく2層に分けられる。下の 2層 は基本層Ⅳ・ V層がブロック状に堆積する崩

落土あるいは埋め戻しの上で、上の 1層が止水性堆積上である。
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側溝と側溝の間隔は2.70～3.20mであり、硬化層は検出されなかったが、東側溝が途切れる手前の地点で

径10～40cmの ピットが進行方向に直交するように 2～ 4個並ぶピット列を4列検出した。堆積土は5Tで検

出した SF l新期の波板状凹凸と同じような硬化した砂が底部の形態に合わせて版築状に詰まっていること

から、波板状凹凸 A群とした。さらにその北側にはピットA・ Bがある。波板状凹凸 A群 と堆積土が類似し
連続オ性も見られることから一連のものととらえられる。

SF l旧期 SF l新期東側溝底面で東側溝のみ検出した。西側溝は検出されなかったが、SF l新期側溝の埋
上にSF l旧期側溝の堆積土ととらえられる土が検出されたので、SF l新期より規模の小さい側清が存在し

ていたと想定される。

東側溝も大半が SF l新期側溝にきられており底面及び北側の路面側の立上がり部分を検出した。検出幅

60～140mで、断面観察による検出面からの深さ40～60mで底面の段が著しい。断面形は逆台形あるいは舟底

形を呈すると推定される。堆積土は 1層で基本層ma～ v層をブロック状に含む壁崩落土及び路面流出上で
ある。

SF 2  SF l側溝に切られている。

西側溝はSF l新期の側溝に切られており全容は不明である。検出幅70～ 200cm・ 検出面からの深さ5～ 70

cmである。北側の断面形は逆台形あるいはU字形を呈する。南側は幅が広くなリー段下がり深 くなる部分が
ある。断面形は西側がテラス状に張り出す逆台形である。南端は段になり検出面からの深さ5硼と浅 くなる。

断面観察から一度掘り直しの跡が見られ、堆積土は大きく2層に分けられる。掘り直し前の下層は 3層に分

けられる。下から3c層 は基本層Ⅳ oV層をブロック状に堆積する壁が崩落した流入上、あるいは埋め戻しの

上で、3b層は灰色火山灰を含む止水性の自然堆積で、3a層は基本層H～Ш層をブロック状に含む崩落上であ

る。3a層を除去するように掘り直された後は灰色火山灰を含む止水性の自然堆積である。進行方向 N-32° 一

Eである。

東側溝もSF l新期 。旧期の側溝に切られており全容は不明である。検出幅20～ 80cm・ 検出面からの深さ

20～ 80cmで断面形が浅い所は皿形で深い所はU字形を呈する。堆積土は底部にⅣ oV層をブロック状に含む
止水性の自然堆積である。進行方向は N-32°一Eである。北側はSF l新期・十日期の側清のため検出できな
かつたが、北壁にその痕跡を確認できた。南側は途切れ、その手前部分がテラス状東側に張り出す。

側溝と側溝の間隔は3.00～ 3.30mである。北端に5Tで検出した硬化層 3層に類似する硬化層を検出して
いる。

SF 4 SF l新旧東側溝に切られている。両側に側溝を持ち、進行方向はN-80～ 90° 一Eで湾曲する。側溝
堆積土及び側溝間は I層 に切られており、盛上による硬化層の有無は不明である。検出した路面の標高が

10.25mである。

北側溝は検出幅約15～ 115cm・ 検出面からの深さ5～15cmで断面形皿形を呈する。SF 2の東側溝のテラス

状になっている部分に取り付くように西側が幅広くなる。堆積土は 2層に分けられ、下層の 2層は基本層Ⅱ

a層 を主体にしたHb層およびⅢ層がブロック状に堆積した埋め戻しの上と考えられる。上層の 1層は止水
性の自然堆積である。

南側溝は南側が調査区の外になるため立上がり部分は検出されなかったため、幅120硼以上ということが分

かるだけである。検出面からの深さ20～ 30cmで断面形は南側がテラス状になる皿形を呈する。堆積土は大き

く2層に分けられる。下層の 2層 は北側溝と同じで基本層Ha層 を主体にしたⅡb層およびⅢ層がブロック
状に堆積した埋め戻しの上と考えられる。上層の 1層 は砂の層が縞状に入り流水性の自然堆積である。側溝

の底面は凹凸が著しく掘削痕跡の跡もみられる。また人為的に敷設された礫の集積層も検出された。
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硬化層は検出されなっかたが、側濤と側溝の間に径20～30cmの不整形の円形のピットや長軸40～ 50cln・ 短

軸25～30cmの楕円形のピットが進行方向に沿って不規則に並び、SF 2の路面に到達する波板状凹凸が検出

された。堆積土は5Tの硬化層 3層 と同じ上で底面の形態に合わせて波状に堆積している。底面側面は基本層

のH～Ⅲ層だが硬 く締まっている。SF 4の南側は現代の畦畔になっており、その畦畔に沿って延長すると2

C区に達し、断面に北側溝が検出されている。さらに延長させると、第 1次調査区の全体の区画溝のとぎれる

部分に達する。

SK137 SF 2と SF 4の合流地点に位置する。平面形は径120cmの 円形を呈し、断面形は深さ40cmの舟底形

である。堆積土は I～Ⅲ層のブロックが混じつておりI層段階の遺構と考えられる。出土遺物はない。

9T(第 10図) 路面の西側上面は現代の畦畔になる。

I層除去後、H～Ⅲ層は検出されなかったので、Ⅳ層上面 (標高10.25m)で検出した。よつて実際の掘り

込み面は高いと想定される。

SF l新期  I層除去後、Ⅳ層上面 (標高10.25m)で検出した。進行方向はN-32° 一Eである。側溝と側溝

の間には硬化層は検出されなかった。 IC層により削られている。

西側溝は検出幅40～ 60cm・ 検出面からの深さ40～60cmで断面形が逆台形を呈する。南側でとぎれる。底面

は北から南へ傾斜しており、掘削痕とみられる半月形あるいは楕円形のピットが5～20cm間隔で 2列並ぶ。堆

積土は大きく2層に分けられる。下の 2層は止水性堆積土で、上の 1層が基本層Ⅳ・V層及び SF l旧期・SF

2の側溝の埋土がプロック状に堆積する崩落土あるいは埋め戻しの上である。

東側溝は検出幅120～ 150cmで、検出面からの深さ25～ 45cmで断面形が逆台形を呈する。北側が一段低くな

り、その部分は掘削痕とみられる半月形あるいは精円形のピットが5～20cm間隔で 2列並ぶ。堆積土は大きく

2層 に分けられる。下の 2層は基本層Ⅳ・ V層がプロック状に堆積する崩落土あるいは埋め戻しの上で、上

の 1層が止水性堆積上である。

側溝と側溝の間は3.20～ 3.30mであり、硬化層は検出されなかったが、路面の東側に波板状凹凸A列を検

出した。波板状凹凸A列は進行方向に直交する長軸30～ 150cm・短軸10～ 40clnの長楕円形の溝状のピットが進

行方向に沿って並ぶものである。北から3個 目と4個 目のピットは繋がつている。堆積土は5Tで検出した

SF l新期の波板状凹凸と類似する土色の硬化した砂が底部の形態に合わせて版築状に詰まっている。礫を

底面に敷き詰めているものもある。

SF l旧期 SF l新期東側溝の西側に東側溝のみ検出した。西側溝は検出されなかったが、SF l新期側溝の

埋土にSF l旧期側溝の堆積土ととらえられる上が検出されたので、SF l新期より規模の小さい側溝が存在

していたと想定される。

東側溝も大半が SF l新期側溝にきられており底面から路面側の立上がり部分のみ検出した。検出幅

20～90cmで、検出面からの深さ10～60cmで北側に段が付き深くなっている。断面形は逆台形あるいはU字形

を呈すると推定される。堆積土は 1層で基本層Ⅳ・ V層をブロック状に含む壁及び路肩の崩落上である。

SF 2  SF l側溝とこ切られている。

西側溝は、検出幅90～ 130cm・ 検出面からの深さ50～ 120clnで ある。南側が深くなる。断面形は北側が逆台

形、南側が漏斗形を呈する。底面に径10～ 30clnの不整形の円形のピット状の落ち込みを有する。南壁の断面

観察から、一度の掘り直しの跡が見られ、堆積土は大きく2層に分けられる。掘り直し前の下層は大きく2

層に分けられる。下の2b層は基本層Ⅳ～VⅢ層及び砂を主体とした層で水流の影響を受けた自然堆積層で、2a

層はⅣ oV層を主体とした自然流入土である。掘り直し後は大きく4層 に分けられ下層からld層はⅣ層を主

体としたV層がブロック状に堆積する崩落土あるいは埋め戻しの上である。lc層は5Tの硬化層 3層 に類似

245
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した砂及び基本層H～Ⅳ層を斑状に含む路肩の崩落上で、lb層 はⅢ・IV層に砂を含む埋め戻しの上である。

la層 は灰白色火山灰を層状に含む止水性の自然堆積で SF l新期のlb層 に類似する。la層 はSF lの側溝

の途切れる南側で、lb層 は SF lの側溝が検出された北側で確認された。この
ことは、SF l段階で北側は埋

め戻したが、南側はまだ開口し側溝として機能していたことを示して
いる。進行方向は N-30°一Eである。

東側清はSF l新期 。旧期の側溝に切られており全容は不明である。検出幅20～ 90cm。 検出面
からの深さ

40～ 50clnで断面形が U字形を呈する。堆積土は下層のlc層 はⅣ層を主体としたV層がプロツク状に堆積す

る崩落土あるいは埋め戻しの上である。上層のla・ b層は5Tの硬化層 3層に類似した砂及び基本層
Ⅳ層を斑

状に含む路肩の崩落上である。進行方向はN-30° 一Eである。側溝と側溝の間隔は3.80～ 3.90mである。

10T(第 11図 )

遺構の確認のみで掘り下げは行っていない。重機で I

層を除去しⅣ層上面で検出した。

SF l新期 幅50～70cmの西側溝と幅90～ 160clnの東側溝

を検出した。方向はN-34° 一Eである。東側溝の南端で

太くなり途切れる。硬化層の検出はなかった。側溝と側

溝の間隔は3.00～ 3.80mである。

SF l旧期 新期側溝の埋上のため側溝は確認できな

かった。

+S200   SF 2 幅130～ 150cmの西側溝とSFlに切られているため

全容は不明であるが、検出幅50～100cmの東側溝を確認し

た。方向は N-35° Eで ある。側溝 と側溝の間隔は

十S210   3.50～4.00mである。

その他東側溝の途切れる部分の東側からPl～ 6の

柱穴が 6個検出されている。それぞれ径40～50cmの 円形

を呈し、柱の太さは径10～20cmである。Pl～ 4と P5・

6は N-89°一Wの方向に平行に並び、P3～ 6は長方

形を呈する。Pl～ 2・ P3～ 4・ P5～ 6の柱間は約150cmで P2～ 3の柱間は約240cm・P4～ 5。P3～ 6

の柱間は約300cmである。ここから東へ延長させると、2D区の建物跡群さらに第 1次調査の屋敷跡に達する。

道路と屋敷を結ぶ出入り回のような門などの施設が想定される。

3D区 (第 12図 )

I層除去後、H～III層 は検出されなかったので、Ⅳ・V層上面 (標高10.30m)で検出した。よつて実際の掘

り込み面の標高は高いと想定される。

SF l新期 SB153掘立柱建物跡を切る。進行方向はN-35° 一Eである。側溝と側溝の間には硬化層は検出

されなかった。

西側溝は検出幅60～ 70cm・ 検出面からの深さ15～45cmで断面形が逆台形を呈する。南側
で途切れる。側溝

の途切れる部分は3m以上ととらえられる。底面は北から南へ傾斜しており、南側の途切れる手前が深くな

る。堆積土は3層に分けられる。下の 3層は止水性堆積上で、 2層が基本層Ⅳ及び路面構築土と思われる砂

の崩落上で、 1層 は灰白色火山灰や砂を斑状に含む止水性堆積上である。

東側溝は10Tで一端途切れたが 1.80m離れた地点で再度検出された。検出幅50～
60cmで、検出面からの深

さ10～35cmで断面形が逆台形を呈する。中央部が深くなっている。堆積土は
2層に分けられる。下の 2層 は

止水性堆積上で、上の 1層 は基本層Ⅳ及び路面構築土と思われる砂の崩落
上である。

Ｅ２８
十

|            10     5m    10m

第■図 10T SF-1・ 2及び桂穴確認状況
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第 2節 王ノ壇遺跡 2次調査

SF l旧期 側溝。硬化層伴に検出されなかった。しかし、他のトレンチの調査結果からSF l新期より規模
の小さい側溝が存在していたと想定される。

SF 2 SF l側溝に切られ、25号墳周溝を切る。

西側溝は、10Tか ら続くもので南端で途切れる。検出幅35～ 110cm・ 検出面からの深さ15～55cmである。
E255
+S185 E255~      

十 S185 中央部が浅 く、北側・南端が深くなる。断面

形は深い部分は逆台形、浅い部分は皿形を呈

する。南端のとぎれる部分は西側がテラス状

に張り出す。堆積土は、止水性の自然堆積層

―で混合物の入り方で 2層に分けられる。lb層

は斑状にla層 は層状に混じる。進行方向は

N-27° 一Eである。

東側溝はSF l新期 。旧期の側溝に切られ

―ている。東側溝は10Tで一端途切れたが1.50

m離れた地点で再度検出された。側溝という

より上坑状の落ち込みが 2つ並んだものであ

る。北側のものは長軸4.50m・ 短軸2.60mの

一精円形を呈する。検出面からの深さ50～70硼

で断面形が偏平なU字形を呈する。堆積土は

壁の崩落した基本層を斑状に含む止水性の自

然堆積層で、色調によって大きく3層に分け

― られる。南側のものは南側が調査区外に伸び

るため全容は不明である。しかし、北側のも

のと同様に、長軸3.00m以上・短軸2.90m以

上の楕円形を呈すると考えられる。検出面か

― らの深さ50～ 70cmで断面形が偏平なU字形

を呈する。進行方向はN-27° 一Eである。

側溝の途切れる部分で波板状凹凸を検出し

た。清状のピットや不整形の円形のピットが

散らばっている。溝状のピットは道路進行方

向に対して直交する。円形のピットは溝状の

ピットの南約 lmの所に平行するように並ん

でいる。堆積土は5Tで検出したSFl新期・

旧期の波板状凹凸と類似する土色の硬化した

砂が底部の形態に合わせて版築状に詰まっている。底面に横位に置かれた礫もある。本来の掘込み面が I層

によって切られているため SF lに 伴うものかSF2に伴うものか不明であるが、堆積土からSF lに伴うも
のと想定される。10Tの柱穴と合わせて考えると、この側溝の途切れる部分が通路になり西側 。東側への交

差点になるととらえられる。

12T(第 13図 )

10T。 2D区の調査で想定した通路と第 1次調査の屋敷跡との関係を掴むために第 1次調査の西側に調査区
を設定した。

制

―‐

日

‐―

ぼ
E255
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SF l平面図

第12図 3D区、SF-1・ 2道路跡平面図・断面図
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第 2節 王ノ壇遺跡 2次調査

SD142 1c層 除去後、Hc層上面 (標高10.00m)で検出した。
SD143を切る。幅230cm以上で深さ85cmで断面形はU字形を呈する。

堆積土は 3層 に分けられ、下から3層が砂を層状に含む水流の影響

を受けた自然堆積層で 2層が止水性の自然堆積で、最上部の 1層は

基本層がブロック状に堆積した埋め戻しの上である。 ,

SD143 SD144を切りSD142に 切られる。幅130m以上である。

SD144 SD143に切られる。幅200cm以上である。

3条 とも第 1次調査で検出した全体の区画溝の延長部分である。

そこに取り付 く10T。 2D区の調査で想定した通路の延長部分は確認

できなかった。

13T(第 14図 )

SF l・ 2の南側の延長部分を確認するため、4B区の西側の現代の生活道路周辺に 3か所の調査区を設定

した。

A地点

SF l新期 盛土・ I層除去後、H層 (註 4)上面 (標高10.45m)で検出幅150～ 200cmで検出面からの深さ30

cmで断面形が皿形を呈する西側溝を検出した。堆積土はH～Ⅳ層を斑状に含む止水性の自然堆積層である。

側溝の東側には硬化層は検出されなかった。

B地点

SF l新期 盛土・ I層除去後、H層上面 (標高10.25m)で西側溝の西側を検出した。幅200∽以上で検出面

からの深さ60硼で断面形が逆台形を呈する。堆積土はA地点と同じである。

SF l旧期 断面観察により新期側溝の底面で西側溝を検出した。検出面からの深さ80cmで断面形が逆台形を

呈すると想定される。堆積土はA地点と同じである。

SF 2 断面観察によりSF l旧期側溝の底面で西側溝を検出した。検出面からの深さ95cmで断面形が U字

形を呈すると想定される。堆積土は基本層のH～V層がブロック状に堆積する埋め戻しの上あるいは崩落土

である。

C地点

SF l新期 盛土 。現代の生活道路の基礎・ I層除去後、H層上面 (標高10.30m)で両側側溝を検出した。

西側溝は検出幅20～50cmの長楕円形の上坑が 4つ並ぶように検出された。検出面からの深さ25cmで断面形

が皿形を呈する。堆積土はA地点と同じである。

東側溝は検出幅90～ 150cmで、検出面からの深さ25～35cmで断面形が V字形・逆台形を呈する。堆積土はA

地点の西側溝と同じである。側溝と側清の間隔は3.30～3.70mである。

SF l旧期・SF 2 側溝・硬化層共に検出されなかった。しかし、他のトレンチの調査結果からSF l側溝よ

り規模の小さい側溝が存在していたと想定される。

A～C地点の道路跡の進行方向は、C地点の南側で N-32° 一WoC地点からB地点にかけて N-17°一W・

B地点からA地点にかけて N-12° 一Wと 湾曲している。この湾曲は、現生活道路にほぼ沿っている。

14T(第 14図 )

第 1次調査検出の屋敷跡への枝道 (SF 5)を 確認するため、4B区の現代の水路部分 (BoC地点)と その

西側 (A地点)、 3か所に調査区を設定した。また、13Tで確認した道路跡の延長部分の確認のため4B区に

接するD地点にも調査区を設定した。

第13図 12T溝跡確認状況
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遺構名 層位No 土   色 土  性 粘 性 しまり 備   考 (含 :出土遺物 |

SFl新 ① 25Y6/3 にぶい音負 シルト質粘土 ややあり あ り 酸化鉄を斑状に少量含む。硬化層崩落土は確認されず。水成堆積。



第 2節 王ノ壇遺跡 2次調査

A～C地点

SF 5 盛土・ I層除去後、■～Ⅲ層上面 (標高10.10m)で検出した。現在の水路と水路の両脇にある畦畔の

下をN-68° 一Wの東西方向に延びる。

北側溝は検出幅50～ 90cmで検出面からの深さ15～ 20clnである。断面形は逆台形または皿形を呈する。南側

溝は検出幅40～80cmで検出面からの深さ15～20cmである。断面形は皿形を呈する。堆積土は両側濤ともH～Ⅳ

層をブロック状に含む埋め戻しの上である。側溝 と側溝の間隔は20～ 40cmで、側溝の端から端 までは

1.00～ 1.50mでぁる。側清と側溝の間には硬化層は検出されなかった。

東へ延長させると第 1次調査の屋敷跡に達する。

D地点

SF l新期 盛土・ I層除去後、Ⅲ a層上面 (標高10.00m)で 東側清を検出した。幅80cm以上で検出面からの

深さ 5 clnで断面形が皿形を呈する。堆積土は13T A地点と同じである。 I層
により削られており、本来の掘

込み面の標高はさらに上であると想定される。C地点へはN-46° 一Wの方向である。

出土遺物について (第 15図 )

。近世陶磁器 ■Tの基本層 I層下面から肥前産の磁器 (150)、 9Tの SF l側濤埋上の上面から大堀相馬産

の陶器 (I-51)力 出ゞ上している。

・中世陶器 在地産の信鉢 (110 第15図 2、 I■ 第15図 1)力 、ゞ5TSF l旧 期の硬化層2a層から出上し
て

いる。白石窯系の甕 (19 第15図 3)が4Tの SF 3の南側溝から産地は特定できないが在地産の甕 (113)

が6Tの SF l旧期の波板状凹凸 C列の埋め土から出上している。

常滑産の壷 (115 第15図 4)が 12Tの SD144の 1層から出上して
いる。その他、117が3Tの SF l新期西

側溝 1層から、112が6Tの SF l旧期波板状凹凸 C列の埋め土から、114が6Tの
SF 2西側溝 1層から出土

している。

・石製品 12Tの基本層 I層から温石 (Kd 5 第15図 5)と考えられるものが、6Tの
SF 2波板状凹凸の

埋め土から礫石器 (Kc92 第15図 6)が出土している。Kc92は縄文時代のもの
であり、波板状凹凸の埋め土

の一部として転用されている。

・鉄製品 5TSF l新期の硬化層 1層から農具の歯と思われるもの (N3 第15図 7)が出土して
いる。こ

の種の鉄製品については、富沢遺跡35次で検討されて
いる(平間 :1991)。 それによると馬鍬や人力で使用す

る地ならし用の農具の歯と考えられている。N3も 同様のものと考えられる。

。その他、埴輪片・土師器片・須恵器片が波板状凹凸の埋め土や硬化層
から出土している。道路の補強とし

て礫と同じように使用されたと考えられる。



第 2節 エノ壇遺跡 2次調査

〃
1

ノ 咆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

鰯ф沙

0 -―~十~ 5m      10m

図番号 登録番号 種 冴J 器種・種類 遺 構・ 層 位 特     徴 (調整 切 り離し等) 写真図版
1 中世陶器 無釉 信鉢 5T SFl旧 期硬化層2a層 在地産 13C後半～14C前半 外面―荒い 内面―櫛目5本単位 日縁部凹む 12-1
2 中世陶器 無釉 悟鉢 5T SFl旧 期硬化層2a層 在地産 13C後半～14C前半 タト面―荒い 内面―櫛目5本単位 I一 Hと同一か 12-2
3 9 中世陶器 無釉 甕 4T SF3南 側溝 1層 白石窯系 13C後半～ 14C前半 胎土―長石を含む 内面―滑らか 12- 3

中世陶器 無釉 重 12T SD144 1層 常滑産 中世 胎上―緻密 破片の縁の一部が摩減 12-4
5 Kd 5 石 製 品 温石 ? 12T 基本層 I層 方形を基調にしている 側面にノヾの工具痕あり 滑石 ? 12-5
6 Kc 92 石 製 品 礫石器 6T SF2洟 板状凹凸 凹 1面 重さ6000g凝灰岩 ?
7 Ni3 鉄 製 品 建具の資 ? 5T SFl新 期硬化層1層 一端が幅広で、一端が畑 くなる。断面形が四角形 12-6

第15図 道路跡出土遺物

表 1 図示できなかった陶磁器類観察表
図番号 種 別 器種・ 種類 遺 構・層 位 特     徴 (調整 切 り離 し等 )
I-50 近世磁器 染付け皿 HT I層 下面 肥前産 17C頃 見込みに銘
I-51 近世陶器 灰釉 椀 9T SFl直 上 大堀相馬産 18C頃 貫入あり
I-17 中世陶器 無釉 奪 3T SFl西 側溝ユ 常滑産 中世 胎上―lgl密

I-12 中世陶器 無釉 甕 6T SFl旧 期波板 C列 常滑産 中世 胎土―緻密
〔-13 中世陶器 無釉 甕 6T SFl十 日期波板 C列 在地産 13C後半～14C前半 外面―荒い 胎土―長石を含む 断面がサンドイッチ状になる
I-14 中世陶器 無釉 甕 6T SF2西 側溝 1 常滑産 中世 胎土―緻密
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(2)Ⅵ層検出の遺構と遺物

1区Ⅵ層上面では古墳 1基 (大野田19号墳)。 土坑 6基・溝跡 3条・小溝状遺構群 6・ 性格不明遺構 4基の

他、多数のピットを検出している(第 16図 )。 ピットは東側に隣接する王ノ壇遺跡 1次調査Ш区の遺構との関

連から建物跡等の組み合わせを検討したが、明確なものは確認されなかった。尚、大野田19号墳については、

第 1節 (4)で記述している。

土 坑 (第 16・ 17図 )
SK 4 1区北半部、E354。 S10～ 11付近で検出した。平面形は楕円形である。長軸方向はN-125° 一Eを計

る。規模は長軸90cm・ 短軸42側、深さ44cmを計る。断面形は舟底形で、底面には若干凹凸がある。堆積土は

2層である。遺物は土師器片が 1点出上した。

SK 5 1区北半部、E362～363・ S13付近で検出した。ピットに切られる。平面形は不整円形で、規模は径

58～ 68cm、 深さ23c14を 計る。断面形は逆台形で、底面はほぼ平坦である。堆積土は 2層で層中には炭化物・

焼土粒を多量に含む。遺物は出上していない。

SK 7 1区中央部、E352・ S25付近で検出した。平面形は不整精円形である。規模は長軸1.26m・ 短軸86cm、

深さ20cmを計る。断面形は逆台形で、底面には若千凹凸がある。堆積土は 1層である。遺物は出上していな

SK 9 1区中央部西側、E350。 S25～ 29付近で検出した。SX 6・ 8に切られる。平面形は不整精円形であ

る。長軸方向はN-154° 一Eを計る。規模は長軸 4m・ 短軸3.05m、 深さ30cmを計る。断面形は浅いU字形

で、底面はほぼ平坦である。堆積土は2層で層中には炭化物を多量に含む。遺物は出土していない。堆積土

上面より縄文土器片が出土した。

SK10 1区中央部西側、E347～ 350。 S30～ 32付近で検出した。平面形は不整楕円形で、規模は長軸2.6m・

短軸2.05m、 深さ29伽を計る。断面形は浅いU字形である。底面には凹凸があり、北側が窪む。堆積土は 1

層である。遺物は出上していない。

SK13 1区北側、E353・ S6付近で検出した。平面形は楕円形である。規模は長軸1.26m・ 短軸1.lm、 深

さ47cmを計る。断面形はU字形で、底面はほぼ平坦である。堆積土は 2層で層中には戊化物を含む。遺物は

出土していない。

清 跡 (第 16。 17図 )
SD l l区南端、E343～ 363・ S41～ 44付近で検出した。5号小溝状遺構群を切り、試掘調査 トレンチ N018・

ピット・攪乱に切られる。西側 。東側は調査区外に伸びる。方向はN-90° 一Eである。確認した範囲の長さ

は約19.6mで、上端幅1.5～ 2.85m。 下端幅 8 cm～ 1.lm、 深さ39～97側を計る。断面形はU字形である。壁

面及び底面は凹凸があり、東側が下がる。堆積土は 5層 に細分される自然堆積層である。層中には砂・酸化

鉄を含むことから、水の流れが想定される。流れの方向は底面の傾きから西から東と考えられる。遺物は層

中から骨片が若干出上した。

SD 2 1区北半部、E352～ 365。 S13～ 18付近で検出した。 4号小溝状遺構群・SD 3を切る。東側は調査区

外に伸びる。方向はN-54～ 65°一Eを計り、やや湾曲する。確認した範囲の長さは14.lmで、上端幅38～ 60

cm。 下端幅18～ 40cm、 深さ2～ 19cmを計る。断面形はU字形で、壁はやや急に立ち上がる。底面には若干凹

凸があり、中央部が下がる。堆積土は 3層で自然堆積層である。層中には砂・酸化鉄を含み、底面には酸化

鉄の集積も認められることから、水の流れが想定される。遺物は出上していない。

SD 3 1区北半部、E350～ 363・ S15～ 23付近で検出した。大野田19号墳周溝を切り、SD 2・ 4号小溝状遺

構群・ ピットに切られる。方向はN-120～ 125°一Eで、やや蛇行する。検出した長さは約15.7mで、上端
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幅33～ 69cm・ 下端幅18～58cm、 深さ8～ 19cmを計る。断面形はU字形で、壁はやや急に立ち上がる。底面は

ほば平坦で東側がやや下がる。堆積土は2層で、基本層Ⅵ層を小ブロック状に含むっ遺物は出上していない。

小溝状遺構群 (第 16・ 17図 )

王ノ壇遺跡 1区の小溝状遺構群は分布域・方向 。重複等から6群 とした。重複が認められるものは 1～ 3

号小溝状遺構群のみであり、 1～ 6号の NOは小溝状遺構群全体の新旧関係を示すものではない。古墳との

関係では、 4号小溝状遺構群が大野田19号墳周溝の一部を切る。尚、第 1表に 1～ 6号小溝状遺構群の主な

計測値と重複等の概略を示す。

性格不明遺構 (第16・ 17図 )

SX 6 1区中央部、E350～ 354・ S26付近で検出した。SK 9を切る。平面形は溝状である。方向はほぼ N一

90°一Eである。規模は上端幅40～ 77cm・下端幅27～ 65cm、 深さ10～17cmを計る。断面形はU字形である。底

面には若干凹凸があり、西側と東側がやや窪む。堆積土は 2層で基本層Ⅵ層をブロック状に含む。層中には

にぶい黄橙色 (10YR7/2)シルト (灰白色火山灰 ?)を含む。遺物は出上していない。

SX 8 1区中央部、E350～ 351・ S26～ 27付近で検出した。SK 9を切り、ピットに切られる。平面形はSX

6と 同じく溝状である。方向は N―■4°一Eである。規模は上端幅30～ 39cm。下端幅18～ 28cm、 深さ5～ 7 cm

を計る。断面形は逆台形である。底面には若干凹凸がある。堆積土は 1層で基本層Ⅵ層をプロック状に含む。

層中にはにぶい責橙色 (10YR7/2)シルト (灰白色火山灰 ?)を含む。遺物は出土していない。

SXll l区南半部東側、E358～ 363・ S32～34付近で検出した。ピットに切られる。平面形は長精円形であ

る。方向は N-80°一Eを計る。規模は長軸5。 7m・短軸1.8m、 深さ21～43cmを計る。断面形はU字形である。

底面は若干凹凸があり、西端部が窪む。堆積土は 2層で層中には基本層Ⅵ層を斑状に含む。遺物は出上して

いない。

SX12 1区南半部西端、E342～ 344。 S33付近で検出した。西側は調査区外に伸びる。平面形は溝状である。

方向はN-78° 一Eを計る。規模は上端幅31～ 70cm・ 下端幅 5～ 30cm、 深さ12～59cmを計る。断面形は東半部

が U字形に対し、西端部はV字形である。底面はほぼ平坦で西端が下がる。堆積土は2層で自然堆積層であ

る。層中には酸化鉄・細砂を多量に含むことから、水の流れが想定される。遺物は出土していない。

第 1表 可ヽ溝状遺構群観察表
Na 調査区 4/F範囲 方   向 本数 長さ(m) 酪 (翻鞠 � 漁 (翻蜘 堆積土 土     色 そ の 他 重 複 関 係

1号 1区 N08～S14 N-0°～2ば
―W iOYR4/4褐 色、粘土質シルト Vl層 ブロック少量

"る

:2
切られる 魯9↑滞

2号 1 区 出 59～ 367
N62～S03 N-90°―E 14-67 180-230

10YR3/2黒 褐色、粘上質シルト
切られる :1号小溝

1層 ノロック多量

3号 1 区 出 51‐ 360S19～49 E-20° S 60- 80 10YR4/4褐 色、粘土質シルト II層プロック少量 切られる :13/」 溝ヽ

4号 I 区 出 50-364
S13-'3 140-210 10YR3/3暗 褐色、粘土質シルト W層プロック少量 努a元浮ζぅザi響写〒

5号 1 区 S34-50 3 つ00^´ 250
10YR3/2黒 褐色、粘土質シルⅢ Ⅵ層斑状に少重

切られる:SD l、 ビット
10YR4/3に ぶい黄褐色、粘土質シルト

6号 1 区 E343～ 351S348-352 N-7・ -8°一E 0 2-1 8 8-23 190´ヤ270
10YR3/2暗 褐色、粘土質シルト

切られる :ビ ット
1層 ノロック多量
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4.自 然科学分析 。同定
株式会社  古環境研究所

(1)大野田古墳群における珪藻分析

① はじめに

珪藻は、珪酸質の被殻を有する単細胞植物であり、海水域から淡水域のほぼすべての水域および湿った土

壌、岩石、コケの表面にまで生息している。また、珪藻の各分類群は、塩分濃度、酸性度、流水性などの県

境要因に応じて、固有にまたは許容範囲をもって分布している。堆積物中に含まれる珪藻遺骸の構成や組成

は、当時の堆積環境を反映しており、水域を主とする古環境の復原に用いられている。

大野田古墳群の発掘調査では、13～14世紀とみられる道路遺構が検出され、これに伴う硬化層が認められ

た。また、硬化層の形成については、海水もしくは海水から生成された塩やにがり成分の利用が想定されて

いた。ここでは、硬化層における海水―汽水生種の珪藻の有無を検討する目的で珪藻分析を試みた。

② 試  料

分析試料は、 1号道路跡断面 (7ト レンチ北壁)から採取された Ib層 (灰色かかった責色土、試料 1)、

22層 (暗灰色砂層、試料 2)、 23層 (灰色砂質シルト層、試料 3)、 Ⅳ層 (暗褐色土、試料 4)の 4点であ

る。このうち、 22層 とを3層は道路遺構の路面と考えられる硬化層である。

(註)Ib層 は本文の基本層 Ib層に之2層は本文の SF l道路跡硬化層2a層 に、 23層は本文の SF l道

路跡硬化層2b層に、Ⅳ層は本文の基本層Ⅳ層に対応する。(2)・ (3)も 同じ。

③ 方  法

以下の物理化学処理を施して、プレパラートを作成した。

1)試料から乾燥重量 lgを秤量する。

2)10%過酸化水素水を加えて加温し、 1晩放置する。

3)上澄みを捨て、細粒のコロイドおよび薬品の水洗を行う。

4)残澄のマイクロピペットでカバーグラスに滴下し、乾燥させる。

5)マ ウントメディアによって封入し、プレパラートを作成する。

検鏡は、生物顕微鏡を用いて600～ 1000倍の倍率で行い、直線視野法により計数を行った。同定
。計数は珪

藻被殻が100個体以上になるまで行い、少ない試料についてはプレパラート全面について精査を行つた。

④ 結  果

分析の結果、海水―汽水生種 2、 淡水―汽水生種 3、 淡水生種67の計72分類群が検出された (表 1)。 図 1

に珪藻総数を基数とする百分率を算定したダイアグラフを示す。各試料とも完形殻の比率が極めて低 く、試

料 3が約15%、 他は10%未満である。

試料 1と 試料 3の珪藻群集は、ほぼ同じ組成を示し、汽水―淡水生で湖沼や海岸地などに広 く分布する

Rhopalodia gibberula、 好流水性で中～下流河ナキ1指標種の Cymbella minuta、 好流水性の Gomphonema

parvulum、 好止水性の Pinnularia microstattron、 好止水
′
l■で池沼湿地付着生指標種群のGomphonema

Gracilと Pinnularia viridis、  好止水′凹:で陸生珪覇この Pinnularia subcapitate、  陸とと珪蕩この Hantzschia anl―

phioxys、 Navicula contenta、 Navicula mutica力 高ゞ率に出現する。このうち、Pinnularia subcapitata、
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Pinnularia microstauron、 Nitzschia obtusaは 汚濁性珪藻でもある。試料 1は真・好流水性種がやや多く、

試料 3は真 。好止水性や陸生珪藻が多い傾向がある。また、試料 1で は海水―汽水生種で内湾指標種群の

Cyclotella stylorumが 少量検出された。

試料 2と 試料 4では、珪藻はあまり検出されなかった。試料 2では内湾指標種群の Cyclotella stylorum、

試料 4では海水泥質干潟指標種群の Diploneis smithiiが 検出されたが、いずれも少量である。

⑤ 考  察
Ib層 (灰色がかった黄色土)お よび珍3層 (灰色砂質シルト層)の珪藻種群は、淡水生種を中心に多様な

生息環境の分類群から構成されている。低戯水の含有する汽水域や富栄養水域に生息する種群や水質汚濁に

耐性のある種群が比較的多いことから、生活排水が流れ込むような環境であった可能性が考えられる。また、

陸生珪藻が比較的多いことから、湿潤な陸域を伴つていた可能性が考えられる。完形殻の比率が低いことか

ら、現地性ではなく移動してきた珪藻遺骸が多いと考えられる。このような珪藻種群の検出状況から、河川

や池沼から引水して居住域周辺の生活排水の影響を受ける水田の環境などが推定される。

道路遺構の硬化層とされる22層 (暗灰色砂層)と 23層 (灰色砂質シル ト層)では、路面硬化剤として海

水もしくは海水から生成された塩やにがり成分の利用が想定されていた。22層では海水―汽水生種で内湾指

標種群の珪藻が検出され、何らかの海水の影響が示唆された。ただし、珪藻の量が少ないこと、真塩性の海

水生種や海水藻場指標種群が検出されないこと、9)植物珪酸体分析で水田土壌の混在が認められること、海

綿骨針が検出されないことなどから、塩分を含む生活排水中に内湾指標種群の珪藻が含まれていた可能性も

考えられる。

今後、道路遺構とその周辺について平面的なサンプリングを行うなど、さらに詳細な分析調査が必要と考

えられる。
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第 2節 エノ壇遺跡 2次調査

大野田古墳群の珪藻
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第 2節 王ノ壇遺跡 2次調査

(2)大野田古墳群における植物珪酸分析

① はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si02)が蓄積したものであり、植物が枯れた

あとも微化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微

化石を遺跡土壌などから検出する分析であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生・古

環境の推定などに応用されている (杉山、1987)。

② 試  料

分析試料は、 1号道路跡断面 (7ト レンチ北壁)から採取された 4点である。これらは、珪藻分析に用い

られたものと同一試料である。試料採取箇所の分析結果の柱状図に示す。

③ 分 析 法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法 (藤原、1976)を もとに、次の手順で行った。

1)試料を105℃で24時間乾燥 (絶乾)

2)試料約 lgに直径約40μmのガラスビーズを約0.02g添加 (電子分析天袢により0.lmgの精度で袢量)

3)電気炉灰化法 (550° C・ 6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・ 42KHz・ 10分間)に よる分析

5)沈底法による20μm以下の微粒子除去

6)封入剤 (オイキット)中に分散してプレパラート作成

7)検鏡・計数。

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、400倍の偏向顕微鏡下で行った。

計数は、ガラスビーズ個数が400位上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。

試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 1

g中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの

植物体乾重、単位 :10-5g)をかけて、単位面積で層厚 l cmあ たりの植物体生産量を算出した。イネ (赤米)

の換算係数は2.94(種実重は1.03)、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 メダケ節は1.16、 ネザサ節は0.48、 クマザサ属

(チシマザサ節・チマキザサ節)は 0。 75、 ミヤヨザサ節は0.30である。タケ亜科については、植物体生産量

の推定値から各分類群の比率を求めた。

④ 分析結果
1)分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、

その結果を表 1お よび図 1に示した。

〔イネ科〕

イネ、キビ族型、ヨシ属、ウシクサ族 A(チ ガヤ属など)、 シバ属

〔イネ科―タケ亜科〕

メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ節型 (お もにメダケ属ネザサ節)、

クマザサ属型 (チ シマザサ節やチマキザサ節など)、 ミヤコザサ節型 (お もにクマザサ属ミヤコザサ節)、 未
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分類等

〔イネ科―その他〕

棒状瑳酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 未分類等

2)植物珪酸体の検出状況

Ib層 (試料 1)、 22層 (試料 2)、 23層 (試料 3)、 Ⅳ層 (試料 4)について分析を行った。その結果、

Ⅳ層 (試料 4)ではネザサ節型や棒状珪酸体、イネ科 (未分類等)が多量に検出され、ウシクサ族 Aやクマ

ザサ属型、海綿骨針なども検出された。道路遺構の硬化層とされるゼ2層 (試料 2)と を3層 (試料 3)で も、

おおむね同様の分類群が検出されたが、いずれも比較的少量であり、海綿骨針は検出されなかった。また、

これらの層ではイネが検出された、イネの密度は1,400～ 2,200個/gと比較的低い値であり、稲作跡の判断基

準としている3,000個/gを下回っている。 Ib層 (試料 1)ではイネが6,500個 /gと多量に検出され、ヨシ属

やシバ属も出現している。

⑤ 考  察
Ⅳ層 (暗褐色土)の堆積当時は、おもにネザサ節などの竹笹類が生育する比較的乾燥した環境であったと

推定される。道路遺構の硬化層とされる22層 (暗灰色砂層)と 23層 (灰色砂質シル ト層)か らはイネが検

出された。ここで稲作が行われていたとは考えにくいことから、道路の造成に際して客上の一部に周辺の水

田土壌が利用された可能性が考えられる。また、これらの層では海綿骨針が検出されないことから、海水の

直接的な影響は考えにくい。道路遺構の上位の Ib層 (灰色がかった責色土)の時期には、調査地点で水田

稲作が行われていたと推定される。

文献

杉山真二 (1987)遺跡調査におけるプラント・オパール分析の現状と問題点、植生史研究、第 2号、p.2737.

杉山真二 (1987)タ ケ亜科植物の機動細胞珪酸体、富士竹類植物園報告、第31号、p70-83.

藤原宏志 (1976)プラント・オパール分析法の基礎的研究(D―数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法―.考古学と自

然科学、 9、 p.1529.

藤原宏志・杉山真二 (1984)プラント・オパール分析法の基礎的研究(0-プラント・オパール分析による水田址の探査.考古

学と自然科学、17、 p.7385。
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表 1 仙台市、大野田古墳群における植物珪酸体分析結果
位 :× 100イ回

地点・ 試料

今堀群        学 名           _
1号道路 跡

1 432

イネハI            Gramineac(Grasses〉
イネ        ∽ Zα 磁励  (dOmesic �∝ )
キ ビ族 型       Pmiceae type
ヨ シ属       =肱 %解″公 (reed)
ウシクサ族 A    AndЮ pogoneac A type
:シ バ 属           Z)s,,

65      14      22
15       7
7

15                7       7
7

夕 を万亜郵斗         Bambusoideac(BatXlbOo)
メ 歩デうr害何西巳          PJ7カ 硯astt sect.′ Иttα歩々 ¢

ネ ザ サ 節 型     PJ● 力うJFsぢ熔 sect.ハ珍zゐ,

多″ヽ 子tガ tナ浮髯ヨ世        Strs, (except物 O々ZαSα )
ミヤ こユtガ→ナ節 型       Satt sect. νみ″ ο″磁

美 今 垣 等       Others

7     14
65      69      80     197
7      27      22      14

15       7

65     41      58     162

その他 のイ ネ科    Others
棒 状珪 酸体      Rod― shaped

美今垣 等       Others
204      21      88     407
393     213     314     534

ry,熟事FB・命キⅢ           Spontte 7

植 物 珪酸 体総数   TO協 1 844     392     614    1341

1.92    0。 40    0.64
0。 46

0.08    0.16
0,31    0。 33    0.39    0。 94

0,05    0。 21    0.16    0,11
0.04    0。 02

イネ
~        Opz,s,″

燿 (domesic �ce)
ヨシ属       烈物昭物雄 (reed)

ノ〔歩ガケ節 型           PJ●力bLαs汐クs sect.フИttβ力乃ι

ネリ
さ
→ナ節 型       PJ9カbLastts sect.^弦 αSα

う″本『 tデ tナ犀目Ett        Sasα  (exceptルηタ
カοZLrsF)

ミヤ コザサ節 型

12      13

85      62      57      77
15      38      24       9

6        2

メ ダ ケ 節 型      PJ● 力bJFstt sect.ν Z″ ワ

ネ ザ サ 節 型        PJ力 肱 対 熔 scct.N9ね磁
歩″ヽ 子t′ウオ厚寛コ巳        Sas, (except助 力οZαSα)
ヤ コ ザ サ 節 型    肋 M Sect.

判

推

攘
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事

図1 大野田古墳群、 1号道路跡における主要珪藻ダイアグラム

大野田古墳群、 1号道路跡における主要珪藻ダイアグラム
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(3)大野田古墳群における蛍光 X線分析

① 試  料

分析試料は、 1号道路跡断面 (7ト レンチ北壁)か ら採取された 4点である。これらは、珪藻分析に用い

られたものと同一試料である。ここでは、硬化層における特定の化学成分の推定を目的として分析を行った。

② 分析方法
エネルギー分散型蛍光X線分析システム (日本電子い製、JSX3201)を 用いて、元素の同定およびファンダ

メンタルパラメータ法 (PF法)に よる定量分析を行った。試料の処理法は次のとおりである。

1)試料を絶乾 (105℃・ 24時間)

2)メ ノウ製乳鉢を用いて試料を粉砕

3)試料を塩化ビニール製リング枠に入れ、圧力15t/∬でプレスして錠剤試料を作成

4)測定時間300秒、照射径2011ull、 電圧30keV、 試料室内真空の条件で測定

なお、X線発生部の管球はロジウム (Rh)タ ーゲット、ベリリウム (Be)窓、X線検出器はSi(Li)半導

体検出器である。

③ 分析結果

各元素の定量分析結果 (wt%)を、表 1お よび図 1に示す。

④ 考  察

道路遺構の硬化層 とされる 22層 (暗灰色砂層)と 23層 (灰色砂質シル ト層)で は、Na20の含量が

2.2～2.5%、 CaOの合量が2.3～ 2.7%であり、その上位の Ib層や下位のⅣ層よりも比較的高くなっている

(図 1)。 ただし、含量としては通常の自然堆積層の範囲内であることから、これらの成分を含むものが路面

硬化剤などとして使用されていたと断定することはできない。また、(2)植物珪酸体分析の結果から水田土壌

の混在が認められることから、当時の水田土壌等についても比較検討を行う必要がある。

表 1 大野田古墳群における蛍光 X線分析結果
単位 :wt(%)

地点・試料

原子No  化学式

1号道路跡

S4S3S2Sl

1l  Na20

12   WIgO

13  A1203

14   Si02

16   S03

19   K20

20   CaO

22  Ti02

23  V205

25   MnO

26  Fe203

38   SrO

40   Zr02

1 88      2.54

1 78      1 59

18 60     16 43

67.35     69 45

0.01

1.30      1.34

1.93      2.69

0 77      0.66

0.01      0.02

0.10      0.14

6.23      5。 12

0.02      0.03

0 01      0_01

2 22      1.13

1 62      1.96

17 20     20 66

69,08     62.79

0.05

1 44      1.30

2 33      1 49

0.66      0 81

0_03      0,01

0 12      0_45

5 26      9.30

0 03      0 02

0 02      0.02

図 1 仙台市、大野田古墳群 1号道路跡における
蛍光 X線分析結果
※A1203と Si02を除いて表示
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5.考察とまとめ
(1)道路跡について

① 王ノ壇遺跡 1次調査及び 4次調査検出道路跡について

王ノ壇遺跡 1次調査の道路跡はlTの北側延長部分に位置し、今回道路跡検出の切っ掛けになったもので

ある。両側に側溝をもち道路中央部には波板状凹凸を有する。側溝の切り合いも大きく2時期ある。この 2

時期の道路跡が SF l・ 2道路跡に対応するものと考えられる。1次調査の道路跡はこの 2時期のさらに上層

に砂敷の道路跡が数時期検出されている。詳しくは平成12年度刊行予定の報告書を参照されたい。(仙台市教

育委員会 :1992)

王ノ壇遺跡 4次調査検出道路跡は王ノ壇遺跡 1次調査の北側延長部分で、構造は王ノ壇遺跡 1次調査と類

似する。大きく5時期の変遷がとらえられている。その内古い 2時期はSF l・ 2道路跡に対応すると考えら

れる。その上層の 2時期の道路跡は側溝を掘るのではなく、両側が窪むように砂を敷いている。そして、一

番新しい時期の道路跡は西側のみに側溝を有する道路跡である。また、硬化層と波板状凹凸からなる枝道も

1条検出している。硬化層と波板状凹凸は一連のもので、波板状凹凸は基礎工事の跡とした。ただ、硬化層

下の波板状凹凸の面で道路中央部に現代でもみられる車や人の往来のない部分だけ残る高まりが確認されて

おり、硬化層敷設前段階に道路として機能していたことが示唆されている。 (竹田 :1999)

② 主要道路の SF l。 2道路跡について

13Tか らlTさ らに 4次調査区まで、主要道路の SF l・ 2は360m確認したことになる。

[側溝について]

側溝の途切れる通路部分や枝道が派生する部分は幅広く深くなる。特に2D区の SF 2東側溝は土坑状の落

ち込みが 2つ並んでいる(註 5)。 これは、特に枝道が派生する部分や通路部分の重要地点の路面の排水を考

慮してのことと考えられる。また、底面は凹凸が著しく、堆積土も水流の影響を受けた様相を示していない。

このことは、水路として機能しておらず、水を滞水させることにより水流による路肩の崩壊防止を考慮して

のことと考えられる。

底面に掘削痕が残る部分があり、掘削直後埋まってしまいパックされたことを示している。この掘削痕の

直上層はブロック状の堆積である。よって、掘削した上を全部浚わないでそのままにしてたか、壁がすぐに

崩落土してしまったか等の要因が考えられる。このことも、水の流れを想定しておらず路面の排水のための

水溜め、道路の区画の表示等の働きのためのものととらえられる。

そうすると、大雨などのときの排水が問題になってくるが、路面全体が北は気川方面に、南は名取川方面

に傾斜しており、路面全体が排水の働きをしていたと想定される。 (第 18図 )

[硬化層について]

今回検出した硬化層は、SF 2は 5Tの一部で SF lは 5～7Tにかけて検出されたもので、SF 2の硬化層 3

層とSF l旧期の硬化層2b層 は土坑状に掘り込まれた部分にだけ存在するが、SF l旧期硬化層2a層及び

SF l新期硬化層 1層 は路面のほぼ全体で確認された。どの層も砂を主体 とした基本層が斑状に入り込んだ

層で、道路跡のみで検出された層である。よって、洪水などの自然流入土と考えるより、人為的に運ばれた

と考えるのが妥当である。さらに、部分的に硬化しているのではなく、側溝と側溝の間の硬化層全体が硬化

している。その硬化の度合いも、移植ゴテの刃が起たないくらい硬 く、その要因は、道路使用の踏み固めだ

けでなく、作事の際路面全体に填圧を加えたためのものと考えられる(註 6)。 砂を用いることにより路面の

水を地下へ浸透させやすくし、さらに硬化させることにより路面の流出や損傷を防ぐことができたと想定さ

れる (註 7)。
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尚、砂を填圧しただけで移植ゴテの刃がたたないくらい硬化したとは考え難い。よつて、にがりや海水
な

どの硬化剤を使用した可能性も考えられる(註 8)。 古環境研究所による硬化層の珪藻分析や元素の定量分析

などでも海水などの使用の可能性が指摘されている (本節 4(1)。 (3)参照 )。 今回は、現場での資料採集に

限りがあり、可能性の域を越えられなかったが、今後、道路跡の構造解明のためにも、考古学と自然科学
の

連携した調査の必要性が感じられる。

[波板状凹凸について]

a 研究史

波板状凹凸については早川泉氏が最初に注目し、武蔵国分寺周辺の遺跡から発見された道路跡を中心
に、

それまで注目されていなかったこの円形・精円形の土元列を比較検討し、波板状凹凸面と呼称した。その性

格はころを敷き詰めた枕木の痕跡とした (早川 :1991)。 その後、古代の道路跡を中心に以下のような見解
が

なされている。

飯田充晴氏は埼玉県東の上遺跡 (飯田 :1993)で検出した古代の推定東山道跡の波板状凹凸面について、

上の性質を考察し道路の基礎事業の跡ととらえている。その概要は基礎地盤を荒掘 りし凹凸面を作り出
し、

その地盤の凹凸面に3種類の上を填圧を加えながらアトラングムに凸部を強調するように客土する。これが

硬化された波板状凹凸面になり、凹部の底面に填圧された跡 (報文ではタ
コ跡とよんでいる)があり、どん

付きのようなもので、底面を強化したものととらえている。最終工程として凹部に上を埋め、
さらに上層に

盛土をし路面を形成するとしている。さらに、基礎地盤である黒色土と関東ローム層を上壌学的に分析
して、

波板状凹凸面を作ることによる道路の強度の安定させる効果があることを指摘して
いる。また路床 (註 9)

の表面積を増やすことにより浸透性を強化し水の路面への滲出を押さえる働きもあると論じて
いる。

近江俊秀氏は全国の古代の官道を集成している。硬化面の上から検出され、大きさがほぼ均
―の精円形の

上坑列が一定間隔で並ぶものを枕木の痕跡とし、硬化面の下層から検出され場所により凹凸の形状
が異なっ

たり、不整形のものを基礎工事の跡ととらえている(近江 :1994)。 そして、官道だけでなく、波板状凹凸面

が検出されている道路跡を集成し4つの群に別けて、波板状凹凸面の性格について前稿に加えて階段状を呈

するか、浅い窪みであつても凹凸面の周辺が硬化していないものは足掛けの痕跡、凹凸の緩やかな不整形
の

ものか著しい凹凸でもV字状の小溝を伴うものは自然発生的なものととらえている (近江 :1995)。 そして、

筑後国分寺周辺の西海道で、上層路面構築にあたり下層の路面をそのまま路床とし、砂質上を盛 り
その上に

路面を作るといつたような現在の道路工事にも通じる工法がすでにあつたことや、築地などの重量物
の基礎

とされる部分から波板状凹凸面のようなものが検出されていることをす旨摘している。この
ことから、作道に

際し、路面の維持のため地下になんらかの処置を施していた可能性があることを言及して
いる。

この飯田氏・近江氏の論考に対して、先の早川氏は、東の上遺跡の道路跡を例示して次の点で否定している。

東の上遺跡では道路中央部に波板状凹凸面が位置するが、周辺の推定東山道では西側
～東側と波板状凹凸面

が蛇行し、道路築造時点での直線を意識した一連の工事で作出された造作物ではな
いこと。図面で路床とし

たところに轍があること。路面部分は当初よリー段低 く築かれていたことになり、雨水の流入などを考える

と道路維持管理上マイナスであり、地質的性質からみても考えにくいこと。道路築造時の地鎮祭的
な行為を

行つたとされる側溝内の上坑から7世紀第 3四半期の遺物が出上し、凹凸面の凹面の窪地から8世紀代の遺

物が出上しており矛盾が生じること。路床部材とした 3種類の上は雨で泥淳るみ、こねくりまわされ
た結果

であり、人為的なものではないこと。バラス敷の道路の基礎工事や修復工事には波板状凹凸面のような遺構

はないし、同時代の平城京の朱雀大路でさえ路床がないこと。まとめとして、路面は一面ではなく多面
であ

り、人馬の往来だけでも水溜まりができたり、凹凸ができたりするので、硬化面を剣
いでその下から波板状



考察とまとめ

凹凸面が検出されても硬化面に対する路床とする必然性はないことを指摘している (早川 :1997)。

この他、栃木県那須郡衡の道路跡からは波板状凹凸面から掘削痕跡が検出されており、波板状凹凸面が人

為的に作り出された可能性が高いことが指摘されている (板橋 :1998)。

以上のように波板状凹凸については、その凹凸面が何によってできたのかが問題になっている(註10)。 つ

まり、飯田氏 。近江氏は硬化層の下から検出されているものは基礎工事の跡と考えており、早川氏は道路は

多面的であり、硬化層の下から検出したからといってその面が路面でないといえないと考えている (註11)。

この 2つの論考を元に今回検出の波板状凹凸について以下に考察をする。

b 今回検出の波板状凹凸の凹部埋め上について

波板状凹凸の凹部の埋め土は硬化層と類似した砂を主体とし、底面の形態に合わせて波打つように版築状

の互層をなし、自然に堆積したとは考えられない。このことは、拳大の礫 。埴輪片・土器片が横位で混じる

ことでも裏付けられる。特に9Tの SF l波板状凹凸 (第 10図)に は堆積土内に礫が人為的に敷かれているも

のもある。版築状堆積の一枚一枚を路面として使用したため硬化している事も考慮しなくてはいけないが、

堆積状況から同時期に堆積したととらえられる。よって、凹部の埋上と硬化層は一連のものととらえられ、

硬化層と合わせて、道路構築の際人為的に施されたものと考えてさしつかえない。また、上層に硬化層を伴

わないものも、堆積状況が類似することから、人為的に施されたものと考えられる。凹部の埋め土も硬化層

同様、路面の浸透性と路盤の強化を目的としたものと考えられる。

C 今回検出の波板状凹凸の凹部底面について

今回検出の波板状凹凸はその形態から4つ のパターンに分けられる。 1つ は、道路進行方向に対して直交

する円形～長楕円形の上坑状の落ち込みが、道路進行方向に並ぶものである (Aグループ)。 これは5・ 6Tの

SF l新期の波板状凹凸A列、旧期の波板状凹凸 C・ D列、8Tの SF 4に伴う波板状凹凸、9Tの波板状凹凸

等がある。道路進行方向に直交するように円形のピットが数個並ぶ8Tの波板状凹凸なども上部が削平を受

け底面近 くのピット状の落ち込みが検出されたためと考え、基本的にはAグループと同じ形態と考えられ

る。2つ 目は、5・6Tの SF 2の波板状凹凸で道路進行方向に対して直交するものの他、平行するものや斜め

に位置するものなど規只U性がみられないものである (Bグループ)。 3つ 目はその他の単独で検出された5T

の B・ E群である (Cグループ)。 4つ 目は7Tの南端と3D区で確認した道路進行方向に平行する溝状のもの

とそれに平行するピット群である (Dグループ)。

<Aグループについて>

底面に並ぶピット部分の底面は他の所より硬く締まっている。また、底面に砂がめり込んでいることや、

下層の基本層の堆積状況も波板状凹凸の底面の形態に合わせるように波を打っていることも観察された。こ

のことは、底面に何らかの強い力が働いたと考えられる。このような力は前述の研究史をもとに考えると、

次のような場合が想定される。①人や車の往来の使用痕跡②重量物運搬のために使用した枕木やコロや梃子

の支点の跡③道路構築時の基礎工事のためのどん付きのようなものによる填圧の跡等が考えられる。

①と②の場合、規則的に跡が付き、③の場合は規則的であってもなくてもよいと考えられる。よって、Aグ

ループはどの場合でも成り立つことになる。

波板状凹凸C列は6Tで検出した部分が何かの車輪の跡にも見られるが、5Tで形態が変化するため、①の

車が通行した跡とは考え難い。また、深さが15～25cmあ りその部分を人や車が通行したとは考え難い。次に

②の挺子の支点とコロによる跡を考える。底面に円形のピット状の穴が 2つ並ぶ事になるが、これは2本の

丸太のような梃子棒で丸太を押したと考えてよい。よって、 2つのピット状の落ち込みの間隔が一定ではな

く6Tで狭く5Tで広がっても構わない。また、検出した平面形が円形に近い楕円形から溝状の長精円を呈し



考察とまとめ

たりと様々であるが、場所によって沈み込みやコロとして使用した丸太の大きさに違いがあれば問題はない。

ただ、梃子の跡とすると断面形を作用点側が浅く支点側が深くなるレ字形を呈するはずだが、U字形を呈し

ている。梃子の跡としても後世何らかの力を受け形が変化したことになる。この力が、通行によるものなの

か③のような人為的なものなのか判断に苦しむが、U字形が統一されており、人為的とみるのが妥当であろ

う。③の場合は、基礎工事の掘り方の底面と考えれば、道路の進行方向に対して造作していくことは問題な

い。側濤の底面でも、掘削痕が 2列に規則的に並んでおり、工法が類似する。よつて、③の場合は矛盾はな

い。ただ、②でも考えたように、前段階の重量物運搬などでついた凹凸を利用して波板状凹凸を作った可能

性は否定できない。しかし、検出された凹凸は道路使用時の痕跡ではなく、あくまでも上層の路面に対する

基礎工事の跡である。

波板状凹凸D列はSF 2の二又の東側溝を切っている。底面の 2つのピット状の落ち込みは深さが違い、

東側の外側が深い。このことは②の場合だと支点の高さがバラバラということで当然力点もバラ
バラになり

重量物を押せない事になる。また、わざわざ軟質な側溝の埋め上の上を走行するとは考え難いので、この場

合は、③が妥当と考えられる。

SF l新期波板状凹凸A列の底面はSF l旧期硬化層で硬く、③の場合わざわざ硬化層を掘つてまで波板

状凹凸を施したのか疑問が残る。しかし、深さが5cmと浅いので可能性がないわけではない。また、①
o②の

場合硬化層であるため、痕跡が浅くなったと解釈できる。よって、①～③どれにでも当てはまる。しかし、

波板状凹凸 C列 と形態が類似することから③の痕跡とするのが有力である。

8・ 9Tの波板状凹凸は上層に硬化層の検出はなかったが、側溝の埋め上に硬化層の崩落土が混在しており

硬化層が存在したと思われる。よって、5Tの波板状凹凸C列同様に道路使用時の凹凸を利用した基礎工事の

跡ととらえる。特に8Tの SF 4の波板状凹凸はSF 2から繋がるように並んでおり、主要道路から枝道へ進

行する軌跡のようでもある。

以上、Aグループの場合、基本的には基礎工事の跡と考えられるが、中には、道路使用時の凹凸 (①か②

場合の痕跡)を利用している可能性のあるものもある。

<Bグループについて>

5・ 6Tの SF 2の波板状凹凸は道路進行方向に直交するものもあれば、平行するものもあり規則性がなく③

の場合にあてはまり基礎工事の跡と考えることができる。

<Cグループについて>

一つ一つの形態はA・ Bグループに類似するが列を成さず、単独のものもあり、そこに意図的なものはな

い。よって、路面使用時の損傷部分に掘り直しや填圧を加えて波板状凹凸を施したととらえてよいと考えら

″ιる。

<Dグループについて>

3D区・10Tの波板状凹凸は溝状のピットと不整形の小ピットがそれに平行するように並ぶものである。底

面の填圧は見らない。これは、道路の路床の強化をねらったものとは考えられず、道路の使用時の損傷を埋

め戻したものととらえられる。その部分は通路と想定した所で、東西に往来する荷車などの轍の跡とも考え

られる (註12)。 同様に7Tの南端でも進行方向に平行の溝状の波板状凹凸が確認されている。これも、轍な

どの跡と考えられよう。
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<波板状凹凸の凹部底面の性格について>

A・ B・ Cグループのように波板状凹凸の凹部底面に填圧が加えられているものは基本的には③の道路構築

のための基礎工事の跡と考えられる。その中で、道路使用時に凹凸 (①か②場合の痕跡)ができ、それを利

用して③の痕跡になったという場合もある。このことは路面は常に露出しており凹凸ができやすく、その凹

凸を補修すると同時に、利用して次の段階の道路敷設の基礎工事をしたと考えるものである。その場合も検

出した面は③の痕跡である。以上の考えの裏付けとして、波板状凹凸とその上層の凹部埋め上の間に間層が

平面からも断面からも検出されなく波板状凹凸の面ができてすぐに人為的に砂で凹部を埋め、一連の作業で

硬化層を施し路面を作つたと考えられる。つまり、波板状凹凸の面も道路構築の一連の作業の跡と考えられ

る。

Dグループは凹部底面の填圧が弱く、道路使用時の轍等の損傷の跡とみらる。

d 今回検出の波板状凹凸のまとめ

今回検出の波板状凹凸の性格は、底面に填圧があるものは、凹部の埋め土も含めて道路地下部の基礎工事

の跡である。ただし、規則的に並ぶものは、人や車の往来による使用痕跡、重量物運搬のための梃子などの

跡を利用して (補修も兼ねていた)工事をしたと考えられる部分もある。これらの波板状凹凸が施される部

分は、地形的に水の影響を受けやすい5～7T・ 屋敷へ通じる枝道の派生する重要部分の8～9T・ 3D区である

(第 1図・第18図 )。 雨水の影響を受けやすい部分は、軟弱な地盤を上壌改良し路盤を強化したり、掘削面に

填圧を加えることにより路床の強化することで道路の維持を図る必要があったと想定される。また、屋敷へ

通じる枝道の派生する重要部分は交通量も多く損傷も大きかったと考えられる。よってこの部分も道路の維

持を図る必要があったことが想定される。よって、前述の飯田氏・近江氏の見解のような道路の地下構造の

強化による路面の流出防止 。雨水の路面への滲出防止などの働きがあったと推定できよう。基礎工事の跡と

した東の上遺跡の道路跡に比べると、今回検出のものは、埋め上で凹凸を強調するのではなく、掘り方自体

で四凸をつけるという、より簡略化したものである。東の上遺跡の道路跡は古代の官道であって、今回検出

のものは中世のものである。よって、古代の工法を受け継ぎながらも、簡略化していく流れは肯定できよう。

進行方向に溝状にのび填圧の跡がみられないものは、人や車の往来が激しく損傷も大きいと考えられる3D

区の東西の通路と想定される部分等で検出されている。人や車の往来による使用痕を補修したものと考えら

れる。
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e 波板状凹凸が発見されている中世道路跡の類例

横浜市中ノ宮北遺跡の推定鎌倉街道上道の調査 (鹿島
・鈴木 :1999)。 東京都町田市の野津田上の原遺跡の

推定鎌倉街道上道の調査 (後藤
。新開 :1999)。 東京都府中市の「武蔵国府関連遺跡調査」での鎌倉衝道

と呼

称されている道路下の調査 (荒井 :1999)。 東京都国分寺市の推定鎌倉街道
の調査 (坂詰他 :1996)・ 鎌倉街

道の枝道と推定されている埼玉県大井氏館跡 (宮瀧 :1999)・千葉県
の通称「鎌倉街道」にある天羽田遺跡 (柴

田 :1999)・岩手県繁Ⅲ遺跡 (田中他 :1998)。福島県荒井猫田遺跡 (高橋
:1999)・富山県梅原落戸遺跡 (久々

。

境 :1995)等の中世の道路跡で波板状凹凸が検出されている。

東京都国分寺市の推定鎌倉街道の調査の報文では、推定鎌倉街道に関わ
る発掘調査について概括している。

その中で東京都国分寺市の武蔵国分寺跡第 143次調査で「
ローム層を浅 く皿状に掘り窪め、道路方向に対し

て直行する細長い波板状凹凸状の凹凸面を作り、さらにその上を小砂利
を混ぜたロームと褐色土によつて厚

さ10cm程度に突き固めて路面を作ったと記されている」と報告して
いる。同じく府中市武蔵国分寺関連遺跡

の平成 2年度の調査の SX 3道路跡については、2面の硬化面があり、波板状凹凸面は下面
に伴うものとして

いる。波板状凹凸面の性格については限定せず、今後の課題 として
いる。

東京都町田市の野津田上の原遺跡の推定鎌倉街道上道の調査
では、硬化面の下層の基底部より波板状凹凸

の検出がある。ある所ない所の確認もできており、ある所は基盤
がローム層ではなく脆弱で支持力の弱い所

で、ない所は基盤がローム層で支持力のある所であるという特徴があ
ると調査担当者の新開英樹氏よりご教

示いただいた。道路跡は丘陵部の斜面に存在する。このことは波板状凹凸
が路床部分の強化を目的としてい

ることを裏付けている。この他、野津田上の原遺跡の調査を元に、宮田太郎氏
は梃子の使用痕跡の一歩進ん

で梃子の棒を入れるためにわざと作つた穴で、重量物を迅速に運
ぶための当時の工夫の跡と指摘している(宮

田 :1998)。

神奈川県横浜市の中ノ宮北遺跡では 3時期の道路跡が検出され鎌倉街道上道
に比定されている (古代の伝

路等の枝道まで遡る可能性も示唆している)。 路盤部分の掘り方に波板状凹凸
面をもち、ローム上を主体 とす

る上で硬 く整えられている。凹凸面は側濤にまで連しており、路面が泥津
るまないように雨水を横方向に流

す仕組みを有しているのではないかと指摘している。道路面は平坦な台地
上を直進する (註13)。 時期は13・

14世紀である。

以上推定鎌倉街道では波板状凹凸が施されている所があるが、鎌倉街道上道
の終着である鎌倉では、地下

部分の構築跡はみられず泥岩を敷き詰めただけの構造になって
いる (河野 :1999)(註 14)。 このことは、同

じ性格の道路でも、場所によって工法が違うという興味深
い現象である。

富山県梅原落戸遺跡については側溝を有する幅 2mの道路跡で南から北への傾斜がある。その北側に波板

状凹凸状凹凸面が存在し、水はけの悪いところに設けられて
いることから、泥澤るみを防ぐための工夫と考

えられている。

荒井猫田遺跡は町屋の中を南北通る奥大道に推定されて
いるもので、そこから西に派生する道路跡から波

板状凹凸が検出されている。つき固めた上の中に礫や鉄津を混
ぜて路面にしている。

この他、繋Ⅲ遺跡の屋敷跡に向かう上り坂や (高橋・高橋 :1998)、 平泉
の猫間が淵跡に向かう道からも波

板状凹凸が検出されている (八重樫 :1999)

東日本を中心に検出例をみてきたが、西日本の九州地方を中心
にして渡部徹也氏が縄文時代から中世の道

路の構造を集成している。その中の中世の道路跡を生活道路と幹線道路
に分けて、生活道路には波板状凹凸

のようなものは検出されていないが、幹線道路には検出されていると報告し
ている(渡部 :1994)。 その検出

面も硬化面上のもの硬化面 (層)の下から検出されているものの二つの例があると
いう。
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以上、他の中世の道路跡でも波板状凹凸が本調査同様に基礎工事の跡としているものが多いが、性格を確

実に結論づけているものはない。中世の道路跡の地下構造における研究は端を発したばかりである。今後の

調査の成果及び土壌学・地質学 。道路工学などの自然科学分野との連携した調査により、よりよい成果が生

まれることを期待したい。

[道路跡の構造について]

残りの良好の5Tについて道路跡の側溝・硬化層・波板状凹凸の構造を復元すると下記のようになる。

SF 2は最初の道路跡であり、波板状凹凸が基礎工事の跡とすれば道路進行方向に直交しようが平行しよ

うが問題ないわけである。よって、地盤の緩い部分を取り除き填圧を加えて路床を強化し、砂を充填するこ

とにより路盤を強化したのである。そして、さらに硬化層 3層を施し、路面として使用した。その時、両側

に側溝を掘る。車や人の往来や重量物の運搬などにより、波板状凹凸を施さない部分に凹凸ができたり、側

溝が埋没してくる。次の SF l旧期段階でこの凹凸を利用したり、側溝の埋め上で地盤が緩んでいる所に波板

状凹凸を施す。上部に硬化層2b層 を敷き、さらに路面全体に硬化層2a層 を敷いている。このため、この段階

での路面の損傷はSF 2段階ほどひどくないと考えられる。側溝は東側に掘り直す。SF l新期段階では、こ

の旧期の硬化層 2層が基盤となっているための波板状凹凸は浅 く簡単な作 りになる。側溝はほぼ同じ位置に

掘り直す。

③ 枝道 SF 3～ 5について

どの道路跡も両側に側溝を持つ。側溝の底面の確認できた SF 4は、不整形の円形や精円形の掘削の跡とと

らえられるピット状の落ち込みがある。側溝の堆積土は下層が人為堆積で上層が自然堆積層である。側溝の

埋め土はSF l新期側溝に切られる。このことは、SF 2段階で側溝が掘られ、高さ調節のために埋め戻しか、

底まで浚うことなくそのまま使用したと考えられる。側溝と側溝の間には波板状凹凸がある。SF l・ 2と の

切り合い関係は掴めなかったが、埋め土が SF 2の波板状凹凸と類似することから、SF 2の波板状凹凸と同

時期のものと考えられる。SF l・ 2で前述したように道路を掘りくばめた基礎工事の動か道路使用時の痕跡

を利用した基礎工事の跡 (補修も兼ねる)か判断に窮するところである。ただ、8Tの SF 4に伴う波板状凹

凸はSF lの路面から連続しているもので、あたかも主要道路から枝道へ進行したような軌跡をたどり後者

の可能性が高い。よって、SF 2段階で道路に凹凸ができ、それを補修したものと考えられる。

④ 道路跡の年代について

道路跡の年代を層序で考えると、Ha層より掘り込まれており、その下層のШ a層より灰白色火山灰が検

出されている。古環境研究所の分析結果 (第 1節 5(4)}か ら915年初夏に降下したといわれている十和田a

に同定された。また、■Tで道路跡の直上層の Ic層下面から17～ 18世糸己代の肥前産の染付けが出上してい

る。よって、915年初夏以降17～18世紀以前という長い年代幅が考えられる。また、側溝の埋め土からも灰白

色火山灰が出土している。しかし、古環境研究所の分析で 2次堆積であるということなので915年以降のもの

ということに変わりはない。

次に出土遺物について考える。中世陶器 8点出上しており、出土地点・遺物の年代は第15図の観察表に表

した通りである。時代が限定できるのは在地産の陶器で13世紀後半～14世紀前半のものであり、14世紀後半

以降の遺物は検出されなかった。よって、道路の構築年代使用年代も13世紀後半～14世紀前半を中心とした

年代と考えられる。この他、道路跡から波板状凹凸の埋め土 。硬化層・側清より埴輪片・須恵器片・土師器

片が礫と一緒に出上している。これは、道路構築及び使用時に流れ込んだもので年代を決定できない。

⑤ 4次調査との関係について

4次調査で検出した道路は側溝を有する道路跡廃絶後、砂や石で両脇に側溝状の落ち込みができるように蒲

272



考察とまとめ

鉾状の路面からなる道路跡になる。このことは、SF l・ 2廃絶後、 1次調査・ 4次調査のほうは作り直しが

みられたが、本調査区検出部分は側清は埋まっても、路面はそのまま使われたと考えられる。道路直上層の

Ic層は SF lの側浦上に底面が凹むように堆積しており、 4次調査のものと同じように両脇に側溝状の落

ち込みを有する形になる。4次調査では、この道路跡を14世紀後半以降のものととらえている。

⑥ 道路跡周辺の状況について

道路の東側には 1次調査で道路跡とほぼ同じ方向の全体の区画濤と区画溝に囲まれた屋敷跡群とが検出さ

れている。また、道路跡と全体の区画溝の間には、王ノ壇古墳の周辺の池跡などの宗教施設の跡が確認され

ている。第 1節 3(2)の建物群 Bな どの建物群も道路と全体の区画溝の間にある。屋敷跡と建物群は北向の

建物から道路の進行方向と同じような東に傾 く建物の変遷がたどれる。また、道路跡は北向の建物を切っ
て

いる。よつて、北向の建物が廃棄された後、道路跡及び東に傾 く建物が作られたと考えられる。屋敷跡の性

格は武士の屋敷と考えられている(小ナ||:1998)。 道路と宗教施設や屋敷の間は明確な遺構の検出はなく、耕

作域が広がつていたか空白地帯だつたと推定される。

西側はピット列や小溝状遺構群が検出されており(第 1節 3(2)参照 )、 耕作域が広がつていたことが推定

される。古環境研究所の植物珪酸体分析でイネの瑳酸体が硬化層で検出されており(本節 4(2)参照)、 周辺

での水田耕作を示唆している。

② 屋敷跡・宗教施設と道路の関係 (第 1図 )

SF l・ 2道路跡は屋敷跡の全体の区画溝を避けるように曲がっている。これは区画溝が存在しそれに規制

されるように道路が作られたということが分かる。区画溝つまり屋敷跡が存在し、その後道路が作られたと

考えられる。

SF l・ 2道路跡から派生する枝道が 3条検出されている。SF 3枝道は王ノ壇古墳の脇を通り池跡等の宗

教施設群の塀跡に達し、さらに屋敷跡 Aに向かう。

SF 4枝道は現在の水路と大畦畔に沿っていくと、全体の区画溝がとぎれる部分に達し屋敷跡 Bに向かう。

SF 5枝道は建物群 Bの北側を通り、屋敷跡 DoEに達する。

10T。 3D区の側溝のとぎれる部分は明確な道路跡は検出されなかったが、門あるいは入り日の施設と考え

られる柱穴列が検出されていることと、東西方向の往来が想定できる波板状凹凸が検出されており、この部

分を通り、建物群へ通じ、さらには屋敷跡 Cに達すると想定される。このように、SF l・ 2か ら枝道を通り

それぞれの屋敷跡に向かう枝道が派生していることがわかる。

この他、西側に派生する枝道は検出されなかったが、5Tの西側清は北端で西側に角度を替え、西へ向かう

枝道の存在が想定されている。また6T及び3D区でも西側溝がとぎれており西への通路が想定される。西側

は今回道路跡に伴う明確な遺構は検出されなったが、100m西 に春日社古墳があり、エノ壇古墳同様に現在ま

で高まりが残存し、現在も春日神社として信仰の対象となっている。王ノ壇古墳の周りは中世、宗教施設や

墓が存在し信仰の対象になっていた。春日社古墳も同様と想像するには難はないと考えられる (註15)。

以上のように、屋敷跡や宗教施設のすぐ脇を道路が通るのではなく、枝道によって結ばれるという景観が

想像できる。飯村均氏は中世の道路跡と集落の関係を集成し、「下古館型」と「荒井猫田型」に類型し、前者

を「市」後者を「宿」の遺跡である可能性を提唱している (飯村 :1999)。 どちらとも、道路を中心に集落が

両側に展開するという特徴がある。つまり、道路があり、町が発展するという型式である。しかし、今回の

王ノ壇のものは武士の屋敷跡と考えられており、市や宿と性格の違いがみられ、屋敷が中心でそれをもとに

道路が作られるという違いがみられる。
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③ SFl・ 2の性格について

前述した通り、この道路から枝道が派生しており大野田地域を貫 く主要道路である。路面幅は3～4mと 当

時の道路跡とすれば大規模の部類に入る(近江 :1997)。 また、道路の側溝の掘 り変えや路面の補修が行われ

ており、この道路を維持管理するために人的労力を要している。このことは、一地域の集落と集落を結ぶ生

活道路というより公的な力が働 く幹線道路ととらえられる。それに関わったのが具体的に誰かと特定するの

は難しい。しかし、エノ壇第 1次調査の結果から枝道が向かう先が武士の屋敷跡で、その間に墓や宗教施設

などの宗教エリアがあることが判明している。当時、労働力を集めたり実際に工事を指揮するのに宗教者が

関わったとされている(註16)。 よって、本道路も武士の公的な力と宗教者の私的な力が関わり合って事業が

進められたと想像することに無理はないだろう。

③ 文献との関わりについて

陸奥国の中世の幹線道路として「奥大道」がある。「吾妻鏡」の建長八年 (1256)六 月二日条の「御教書」

に「奥大道」の記述がある。内容は、当時の執権北条時頼と北条政村の命で沿線の地頭に「奥大道」に夜討。

強盗が近年出没しているので、警固の強化を求めているものである。渡辺信夫氏は沿線の地頭の名が関東の

地頭も含まれることから関東も含む幹道で鎌倉から奥州に至る幹道という意味が「奥大道」に込められてい

ると考えている (渡辺 :1997)。 この他、時代は下るが「吉良貞家書下」の観応 2年 (1356)十月廿六日の条

に「東海道 (あずまかいどう)」 の記述がある。渡辺信夫氏は「東海道」については、古代からの幹線道路で

「奥大道」 (イ山道通)とこ対する、海岸線を通る道で、岩沼市あたりで「奥大道」とこ合流すると考えている。よっ

て、当地域では両方の名前が使われていたと考えられる (註17)。

今回検出の SF l・ 2が「奥大道」「東海道 (あずまかいどう)」 に比定されるかどうかは、断言できないが、

規模・構築方法・方向性などから、その候補になりうる。

⑩ SFl・ 2の行方

I層の堆積状況から、SF lの側溝が埋没した跡も路面はしばらくは道路として機能していたが、東側の屋

敷跡の衰退と供に、生活道路・畦畔・水路に踏襲され現代に至っている。このことは、最近まで、中世の道

路跡の痕跡が残っている場合があることを示している。

第19図は旧字境と現況図と今回確認の道路跡を重ねたもので、3D区から南側は旧字境に沿っており、その

まま13Tか ら南に字境に沿って延長させると図のようになり名取ナ
「
|の相ノ瀬の渡し (註18)に至る。エノ壇

第四次調査区より北側はそのまま直線で延ばすと伸友橋あたりの魚川に至る。この橋は改修以前の魚川では、

袋橋といわれ明治の初頭頃まで遡れる (註 19)。

さらに、範囲を広げたのが、第20図である。第 1章第 2節 2の遺跡周辺の歴史的環境から中世のものをピッ

クアップし検出道路跡と推定線を記入したものである。松木遺跡の西側には東海道といわれている古道があ

り、第19図で想定した線の延長線に位置する。さらに延長させると名取の熊野大館跡、小館跡、那智大社跡

の麓に達しその縁片部を通ると推定されよう。そして、行 く末は関東・鎌倉へと繋がる。

想定線の北東側は郡山地区の板碑群が広がりさらに北東には北目城跡がある。郡山は古代の官衡であるが、

その上層から中世の建物跡が検出されている例 (長島 :1999)も あり、板碑が集中する事と合わせて考える

と、この辺りにも中世の生活の跡があったことが想定される。さらに、広瀬川を渡ると南小泉遺跡に至る。

南小泉遺跡では14・ 16。 25・ 26次調査 (五十嵐 :1998)で、南小泉遺跡付近の最有力者の屋敷跡にむかう道

路跡が検出されている。この他南小泉28次調査 (渡部。伊東 :1998)では真北より約50°東に振れる道路跡で

両側あるいは片側の側溝を有する道路跡が検出されている。SF l・ 2と 規模や構造など類似する部分があ

り、SF l・ 2の延長線上のものの可能性もある。今後の調査による進展を待ちたい。さらに、その北東には
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第19図 道路跡復元図及び周辺の模式図

この他、仙台市内では、沼遺跡 (工藤 :1992)。高田 B遺跡 (荒井・赤澤 :2000)で 中世の道路跡が検出さ

れている。沼遺跡では、中世も含む江戸時代初期以前の奥州街道が検出されている。奥州街道は元和九年 (1623

年)に付け替えられたという。高田 B遺跡では、今泉遺跡の城館と関連する道路跡が検出されている。

① SFl・ 2以前の道路跡について

今回は SF l・ 2以前の道路跡については、確認することはできなかつたが、袋東遺跡で北向きの生活道路

があり東海道であると伝承されている。また、SF l・ 2に切られる】ヒ向きの建物群があることから、真北方

向の道路跡が周辺を通っていたと推定される。今後周辺の調査で SF l・ 2以前の道路跡が検出される可能性

がある。

(2)1区について

1区Ⅵ層上面で検出した遺構には、古墳 1基 (大野田19号墳)。 上坑 6基・溝跡 3条・小溝状遺構群 6・ 性

格不明遺構 4基の他、多数のピットがある。年代を明確にできる遺物は出上していない。遺構検出面Ⅵ層は

隣接する大野田古墳群との対応では、基本層V層に対応する。また、遺構の堆積土は王ノ壇遺跡 1次調査の

基本層H層 (大野田古墳群H層 )。 V層 (大野田古墳群IV層 )に対応すると考えられる。以上のことから、遺

構の年代は古墳時代中期以降～中世と考えられる。
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[古墳]:大野田19号墳 (第 2章第 1節 3(4)で記述)は埴輪を伴わない可能性がある。また、周溝堆積土

内縁側を中心に礫が多数出上しており、葺石の存在が想定される。古墳の築造年代は大野田古墳群の調査

成果から、古墳時代中期 5世糸己末～ 6世紀中葉と考えられる。

[上坑]:6基検出したが、時期不明である。

[清跡]:3条検出した。SD 3は 19号墳周溝を切る。堆積上の様相からは基本層Ⅱ層 (中世 ?)に伴う可能

性があり、耕作痕跡あるいは区画溝の可能性が考えられる。SD l・ 2は ともに堆積上が水成堆積の様相を示

すものである。重複関係・堆積上の様相からは SD 3よ り新しい時期のものと考えられる。

[小清状遺構群]:分布域・方向・重複から6群とした。本遺構は畑の耕作に関する痕跡と考えられるもので

ある。隣接する王ノ壇遺跡 1次調査 。大野田古墳群の調査成果からは古代以降のものである。尚、 4号小溝

状遺構群はSD 3を切っており、中世段階の可能性もある。 5・ 6号小溝状遺構群は規模・方向・堆積土の様

相が酷似しており、同時期のものである可能性がある。

[性格不明遺構]:4基検出した。SX 6・ 8は堆積上の様相からは耕作痕跡の可能性がある。SX12は堆積土

が水成堆積の様相を示すことから、溝跡の可能性がある。

ま   と   め

[道路跡]

①主要道路の SF l・ 2と そこから東側の武士の屋敷跡や宗教施設に向かう枝道 SF 3～ 5の 3条 と通路 1か所、

西側の春日社古墳に向かうと推定される通路が 3か所検出された。

② SF l・ 2は大きく2時期、細別 3時期の変遷がある。どの時期も両側に側濤をもち、波板状凹凸と硬化層が施

されており、当時の道路構築方法の一端を知ることができた。また側溝と側溝の間も2.8～4.2mと 中世の道路

跡とすれば大規模の部類に入る。

③波板状凹凸は道路使用時の痕跡の補修も兼ねるものもあるが、基本的には道路構築時の上壌改良を目的とした

掘り窪められた基礎工事の跡と考えられる。凹部の埋め土と硬化層を含めて一連のものととらえられ、底面が

硬化したのは、今回の場合、填圧によるものと判断される。また、底面に填圧の加えられて
いない進行方向に

沿って並んだり溝状のものは、道路使用の痕跡を補修したものと考えられる。

④枝道も両側に側溝を持っている。側溝が埋没したら、側溝も含めて路面として利用もしている。

⑤ SF l・ 2道路跡は、規模や構造から遺跡周辺の地域の幹線道路と考えられ「奥大道」の候補になりうる。「奥

大道」とした場合その行く末は、南はつΠ生の松木遺跡や柳生台畑遺跡の西側を通り、名取の熊野堂関連の遺跡

群の麓を通り関東・鎌倉へと向かい、北は郡山地区の板碑群の辺りを通り北目城跡さらに、南小泉遺跡に至り、

最終的には陸奥国府域に擬定されている、洞ノロ遺跡
。新田遺跡付近に達すると想定される。

③遺物や周辺の屋敷跡の関係から、道路の使用年代は13世紀後半～14世紀前半を中心にした年代が考えられる。

しかし、側溝が埋没した後も路面は使用されていたと考えられる。そして、江戸時代には生活道路や畦畔道に

踏襲されていつたと考えられる。

⑦道路跡は屋敷跡の全体の区画清の部分を避けるように屈曲する。これは道路が屋敷跡に規制されることを示し

ている。

[1区 ]

1.古墳時代中期の遺構 としては古墳を 1基 (大野田19号墳)検出した。大野田19号墳は葺石を伴う古墳である

可能性が考えられる。

277
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2.土坑・溝跡 。小溝状遺構群・性格不明の年代 は不明であるが、遺構の切 り合い及び隣接する地点の調査成果

か らは古代～中世 までの時期の ものであると考 えられる。

(註 1)止水性堆積とは水成堆積のうち、水流の影響がなく滞水状態で堆積したものをいう。その特徴 として砂の層状の堆積

がなく、粘土主体の堆積で、グライ化しており底面に酸化鉄の集積がある。

(註 2)波板状凹凸は古代から近世の道路跡にみられる波板状凹凸面・波板状圧痕等と呼ばれているものと類似するものであ
る。今回検出したものは、その形態がピット状のものも含めて扱っている。凹部の堆積土 と硬化層がセットになって

おリー連の事業の跡と考えられるため、凹部の堆積上を含めて一つの遺構ととらえた。また、凹凸面が路面とは考え

難いのであえて面をとり波板状凹凸とした。 (渡邊 :1997、 竹田・渡邊 :1998、 田中・渡邊・竹田 :1998)

(註 3)今回の調査では、 1次調査担当の小川淳一から調査前、6T付近に道路跡の存在の可能性を指摘された。よって、そ
の検出に注意が払われたが、最初の6T・ 3D区での調査段階で側溝検出を想定したため、路面を削平してしまつた。

その後、5Tの調査では水田の畦畔を確認する方法で、道路の最終段階を確認することができた。
(註 4)他の調査区のⅡ a～c層 と色調・堆積状況が異なり、道路構築以前の水田土壌と考えられる。特に底面の標高が側溝
の西と東で20cmの高低差があり、側溝付近に畦畔が存在していた可能性がある。図面O③層と表現している。

(註 5)多賀城外の方格地割の道路跡でも道路と道路の交差点に枡跡といわれる土坑状の落ち込みが検出されており、水が路

面に浴れることを防ぐ機能を果たしたとみられている。 (菅原 :1995)

(註 6)鹿児島県の橋牟礼川遺跡の古道の調査で渡部徹也氏は硬化面の粒度分析を行い、硬化面の脇・直上層・直下層と比較
し、硬化面が舗装のために小礫をまいて形成されていることを裏付けている (渡部 :1994)。

(註 7)こ の時代の道路普請の様子を伝える「遊行上人縁起絵」第八巻四段『砂持ち』でモッコを担ぎ砂を路面にひいてる様
子が描かれている (宮 :1970)。

(註 8)現在でもテエスのクレーコートを固めるためににがり (塩化カルシウム・塩化マグネシウム)を使用するという。
(註 9)路床 とは道路の基底部で路盤は路面層下の基盤層で路層は道路表層の部分を表す。
(註10)筆者が論文を読み取ったもので論者の意図に反したらご了承願いたい。

(註11)い わゆる竪穴住居跡でいえば掘 り方底面と掘 り方埋め土と床面の関係、水田跡でぃえば水田耕作土底面の凹凸と水田

耕作土と水田面の関係と同じものと考えられる。よって、連続耕作上のように畦畔状の高まりを検出したからといっ

てその面での畦畔と断定できないように、道路 も連続性があり波板状の硬化面を検出したからといってそれが道路

使用面と断定できないし、硬化面の下から波板状凹凸を検出したからといって硬化面構築時の基礎工事の跡と断定

することもできないといえよう。

(註12)千葉県山谷遺跡で通称「鎌倉街道」の下から検出された中世の道路跡から轍の跡が検出されている。溝と濤の幅は1.1

mと 3D区の平行する溝状のものとピット群の間の幅とほぼ一致する (柴田 :1999)

(註13)報告者の鈴木重信氏にご教示いただいた。

(註14)報告者の河野真知郎氏よりご教示いただいた。

(註15)で き過ぎのきらいはあるが、3D区の側溝のとぎれる部分と春日社古墳を結んだ線の延長は太白山に至る。
(註16)註 7の「遊行上人縁起絵」第八巻四段『砂持ち』で時衆の他阿真教が指示しながら、時衆をはじめ道俗貴賤遊女に至

るまで道作 りをしている様子が描かれいる。 (宮 :1970)(三浦 :1984)

(註17)「奥大道Jの伝承は知られていないが、「東海道」については、第 19・ 20図に示したように柳生地区や、大野田地区に

その伝承地がある。

(註18)明治末期まで名取川の渡河点と利用されていたと伝えられている。また、源頼朝が奥州藤原氏を攻撃する際に、この

「相の瀬Jで名取川を渡ろうとしたが馬が進まず、里人から上流に熊野があることを聞き、七日間の祈願の後無事に

渡河したという伝承も残されている (菅野 :1998)

(註19)明治初頭に作成された「陸奥國名取郡大野田邑給固」 (宮城県蔵)に よる。
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第 3節 六反田遺跡

第 3節 六反田遺跡第 5次調査
1.調査要項
(1)遺跡名 :六反田遺跡 (宮城県遺跡登録番号01189)

(2)所在地 :仙台市太白区大野田字六反田・元袋

(3)調査面積 :約803m2(lA区 :約 126ぜ  lB区 :約554m2 1c区 :約 123∬ )

(4)調査主体 :仙台市教育委員会

(5)調査担当 :仙台市教育委員会文化財課

(6)担当職員 :渡邊 誠・竹田 幸司 。伊藤 孝行

(7)調査期間 :平成 9年 6月 25日～10月 30日

2.い ままでの調査 につ いて

六反田遺跡はこれまでに大きく4次にわたる調査が行われている。報告書の刊行順に第 1～ 4次調査とする。

よって、本調査を第 5次調査とする。

第 1次調査 :昭和51年から53年にかけて民間社宅建設に伴ない調査された。奈良
。平安時代の住居跡・小濤状

遺構群・溝跡、古墳時代の周溝
。木棺墓・石棺墓、縄文時代後期初頭の遺物包含層

。土坑、縄文時代中期中葉

の住居跡などが発見された。

第 2次調査 :昭和58年に大野田小学校給食棟建設に伴い調査された。平安時代の水田跡、奈良時代前半の住居

跡、縄文時代後期前葉の遺物、縄文時代後期以前の落ち込みなどが発見された。

第 3次調査 :昭和59年に民間社宅建設にともない調査された。奈良・平安時代の住居跡
。小溝状遺構群・掘立

柱建物跡、縄文時代後期初頭の遺物包含層・土坑・柱穴列、縄文時代中期中葉の住居跡などが発見された。

第 4次調査 :昭和56年から61年にかけて高速鉄道南北線及びそれに関係する諸工事にともない調査された。奈

良・平安時代の住居跡・小溝状遺構群・掘立柱建物跡、弥生時代及び縄文時代晩期の遺物、縄文時代後期初頭

～前葉の遺物包含層などが発見された。

第 1・ 3・ 4次調査は当調査区の南西約350m、 第 2次調査は南西約50mの所にある。当調査区は大きく北西

から南東の傾斜がある。第 2次調査区は当調査区よりも標高が高く、当調査区との間には微高地状の高まり間

にある低地部が存在すると考えられる。

3.基 本層序 (第 1・ 2図 )

層序は大別■層確認された。基本的には第 1節 2の大野田古墳群の基本層序と、第 2次調査の基本層序と対

応がみられる。

1層 表土で、現代の水田耕作土である。全域に分布しaobの 2層に分けられる。 Ia層 は灰色 (5Y5/1)の

粘土質シルトで層厚10～ 30cmである。 Ib層は褐色 (10YR4/4)の 粘土質シルトで層厚 5～ 10cmの水田の床土

である。

H層  2層に分けられる。Ha層は黒褐色 (10YR2/2)の粘土質シルトでC区の一部で確認された。層厚 5 cm

である。大野田古墳群のHb層に対応すると考えられる。Ⅱb層は褐灰色 (10YR4/1)の粘土質シルトで B区

の北側 。C区・A区の中央部で確認された。層厚 3～ 9 cmである。下面の凹凸があり、下層のⅢ層を巻き上げ

ており水田耕作土と考えられる。大野田古墳群のHc層に対応すると考えられる。

Ⅲ層 にぶい黄褐色 (10YR5/3)の粘土質シルトで B区の南側・C区の西側・A区の東側で確認された。層厚

5～ 15釦である。下面の凹凸があり、下層のⅣ層を巻き上げており水田耕作土と考えられる。大野田古墳群の

Ⅲ a層に対応すると考えられ平安時代のものと考えられる。

第 2次調査では、平安時代の10世紀以降の水田層が大きく2時期細別 5層 (3～ 7層)検出されており、い
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ずれかの層が対応すると考 えられる。

Ⅳ層 黒褐色 (10YR3/2)の 粘土質シル トで全域で確認された。一部グライ化しており褐灰色を呈する。層厚

15～40cmである。上面は大きく北西から南東への傾斜が見られる。その傾斜の中で、N260～ 270付近が一段下

がっている。下面は凹凸が著しく下層のV層を巻き上げている。大野田古墳群のⅣ a層 に対応すると考えられ

る。

V層 灰黄褐色 (10YR5/2)の 粘土質シル トで全域で確認される。一部グライ化ておりにぶい責色を呈する。

層厚10～ 30cmである。上面は大きく北西から南東への傾斜が見られる。その傾斜の中で、E170～180付近が一段

下がっている。下面は上面の凹凸に合わせて凹凸が著しい。大野田古墳群のV層に対応すると考えられる。今

回、遺構確認はV層上面で行ったが実際掘 り込み面はⅣ層と考えられる。しかし、Ⅳ層は小溝状遺構群に関係

する畑の作土と考えられ頻繁に撹拌が行われているため、掘り込み面は失われている。第 2次調査ではⅣ層に

類似する8層 (暗褐色シル ト)か ら奈良時代の住居跡を検出している。

Ⅵ層 暗褐色 (10YR3/3)の 粘土質シル トで全域で確認された。層厚20～ 50cmである。上面は大きく北西から

南西への傾斜が見られる。下面は凹凸が著しい。縄文土器 (後期後葉～晩期中頃)が出土している。

Ⅶ層 褐色 (10YR4/4)の 砂質シル トで全域で確認できた。層厚15～ 45cmである。上面は大きく北西から南東
への傾斜が見られる。E175～185付近が一段上がる。下面は凹凸がある。縄文土器 (後期後葉)が出土している。

大野田古墳群のⅦ層に対応すると考えられるが、大野田古墳群の方は縄文時代後期中葉の遺物が出土している。

第 2次調査では、14～16層で縄文土器 (後期前葉)が出上している。

Ⅵ‖層 暗褐色 (10YR3/3)の シル ト質粘土で全域で確認できた。層厚 5～20cmである。上面は大きく北から南
への傾斜が見られ、その傾斜の中で、E180～ 190付近が一段上がる。炭化物を少量含む。大野田古墳群の縄文時

代後期中葉の遺物包含層Ⅷ層に対応すると考えられる。今回はこの層以下では遺物の出土はなかった。

Ⅸ層 にぶい責褐色 (10YR4/3)の砂質シルトで全域で確認された。層厚20～40cmである。上面は大きく北か

ら南への傾斜が見られる。

X層 黒褐色 (10YR3/2)の 粘土で下層調査で確認された。層厚30～50cmである。上面は大きく北から南への

傾斜が見られ、E180～190付近が一段上がる。炭化物を少量含む。

�層 にぶい責褐色 (10YR4/3)の砂質粘上で下層調査で確認できた。砂の混じり具合で 2層に分けた。下層
へいくほど砂質が強くなる。
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第 1図 基本層位柱状図 (北壁)
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層位 土 色 土   性 備 考

I 5Y5/1  灰色 粘土質シル ト 酸化鉄斑状に多量、旧水田耕作土

Ib 10YR4/4 褐色 粘土質シル ト I層床上、酸化鉄集積、マンガン粒斑状に少量

Ia 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンル ト

■ b 10YR4/1 褐灰色 粘土質シル ト

10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シル ト |ェ蜜生警 lこイ4ξ鋲警係に

IV 10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト V層主体。酸化鉄 。マンガン粒斑状に多量、ややグライ化

V 10YR5/2 灰責褐色 粘土質シル ト 夢 様 笞 中 万
に 酸 化 鉄 斑 状 に 少 量 、 lL‐ ■C区 の V贈 よ

10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 灰黄褐色粘土・酸化鉄斑状に少量、縄文土器若干出土

10YR4/4 褐色 砂 質 シル ト

Ⅷ 10YR3/3 暗褐色 シルト質粘土 炭化物 (径 1～3面 )斑状に少量、大野田古墳群Ⅷ層に対応か?

10YR4/3 にぶい黄褐色 砂 質 シ ル ト にぶい責褐色砂質シル ト・ 酸化鉄ブロック状に少量

X 10YR3/2 黒褐色 粘 土 Ⅸ層斑状に少量

10YR4/3 にぶい黄褐色 砂 質 粘 土 炭化物斑状に少量 bは砂質が強 くなる

9______望型■____当m

第 2図 遺構全体図及び東壁断面図
297・ 298
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4.発 見遺構 と出土遺物

今回の調査で検出された遺構は、住居跡 2棟 。掘立柱建物跡 6棟・柱列 3条・柱穴19基
。小溝状遺構群■組・

土坑48基・ ピット多数等がある。

(1)住居跡

S1110住居跡 (第 3～ 7図 )

[遺構の確認] C区 西端、E155。 N265区付近に位置する。

[遺構の重複] 6・ 7・ 11号小溝状遺構群を切って、 1・ 2号小溝状遺構群に切られる。

[形態・規模] 西部が隣地敷地にのびるため、全容は判明しなかったが、隅丸方形を呈していると考えら

れる。規模は、南北軸で5.65m。 東西軸で3.6m以上を計る。床面積は20.4だ以上を有する。深さは遺構検出

面より25cmで ある。南北軸は真北に対して N-2°一Eである。

[堆積土] 大別 2層である。 1層は焼土・炭化物を含む基本層Ⅳ層主体の上で、焼土 。炭化物の合有量の

違いで aob 2層 に細分される。lb層の上面が 1・ 2号小溝状遺構群の検出面になる。 1層 は住居廃絶後の自

然流入土あるいは、東西小溝状遺構群時期の耕作土と考えられる。 2層は炭化材や焼土塊を多量に含む土で

あり、床面の遺物を覆うように堆積している。後述の床面の状況から住居は火災に道っていると考えられ、

2層 は火災に伴う堆積土ととらえられる。須恵器 E19(第 7図12)は この層の上面で出上している。

[床面] 住居全体を掘り窪め基本層Ⅵ層主体の上 (4層 )で整地して床面とし、南側の中央部には非常に

しまっているにぶい黄褐色シルトの貼床 (3層)が施されている。床面は、若干の凹凸があるがほぼ平坦で

ある。炭化物の集積及び焼面が確認される。

[壁]壁 は約70～80度の角度をもって立上がる。残存壁高は25cmである。基本層を壁にしている。

[周溝] 北辺 。東辺のカマドの北側 。南辺の P6よ り西側で確認された。上幅15～40cm・ 下幅 8～ 18cm。 深

さ10～20cmで、住居壁際は急角度に立ち上がり反対側はやや角度をもって立ち上がるU字形を呈する。南・

北辺の一部で周溝内の壁に沿って幅10cm。 深さ10～20cmの壁材の痕跡と思われる溝状の落ち込みを確認して

いる。堆積土は 3層に分けられ①層は住居埋上の 2層類似の炭化物・焼土を多量に含む上で壁材が倒壊した

上である。②層はⅥ層を主体に災化物を含む人為堆積で壁材の掘り方埋土ととらえられる。③は炭化物の層

で壁材の痕跡ととらえられる。堆積土上面は窪んでおり排水も考慮されている。

[柱穴] 床面で 2個 (Pl・ 2)検出された。P2は長軸60cm。 短軸50cmの不整形の方形を呈し、深さは50cln

である。直径10cm前後の柱痕跡が認められ、主柱穴と考えられる。Plは直径35cmの不整形の円形を呈し、深

さは50cmである。柱痕跡は認められなかったが、規模・P2と の位置関係 (P2・ 3間の軸線は住居全体の南北

軸に一致する)から主柱穴と考えられる。柱間は2.3mである。

[支桂穴]床 面で 1個 (P3)検出された。周溝の内側の床面で 2個 (P7・ 8)検出された。P3は直径25cm

の円形を呈し、深さは15cmである。直径 7 cm前後の柱痕跡が認められた。P7は長軸30cm。短軸25cmの精円形

を呈し、深さは40cmである。P8は長軸20cm・短軸15cmの楕円形を呈し、床面からの深さは40cmで ある。P7・

8の間は2.lmを計る。柱痕跡が認められなかったが、規模・形態から支柱穴と考えられる。用途は入り回の

間仕切りなど考えられるが不明である。

[壁柱穴]周 溝の外側の壁際で 9個 (P10～18)検出された。直径20cmほ どの不整形の円形を呈し、遺構検

出面からの深さは30～40cmで ある。柱の痕跡として堆積土上面に炭化材が検出されたものもある。ピットの

間隔はまちまちで規則性はない。

[貯蔵穴状ビット]カ マドの北側で 1個 (P4)。南東隅で 1個 (P5)。その西側で 1個 (P6)検出している。

規模は長軸70～ 90cm・ 短軸60～70cmの不整形の方形を呈しており、床面からの深さは20～30cmで ある。断面
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層  位 土 色 土 性 備

カ

マ

ド

内

堆

積

土

5Y3/3  暗赤褐色 粘土質シル Ⅲ カマド煙道天丼部崩落土、焼土 (1～ 2 cm)多重

5Y3/1  黒褐色 粘土質シル ト カマド煙道天丼部崩落上、焼上 (3～ 4 cm)多量

10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンル ト カマド煙道天丼部扇落上

③ 7 5YR4/3褐 色 粘土質シル ト カマド煙道天丼部崩落上、焼土粒 (5血前後)多重

④ 7 5YR4/3褐 色 粘土質シルト ム【お讐毛否蕗譜雪▼

⑤ 5YR2/1 黒褐色 粘  土 煙道部床面の灰・焼土粒 (4m)難伏に多量
5YR2/2 黒褐色 粘  土 煙道部床面の灰・非常に細かい焼土粒斑状に多量

7 5YR2/3極暗黒 ンル ト カマド底面の焼土層、上面の焼強い

カ
マ
ド
ン
デ
北

10YR4/4褐 色 粘土質シルト V層主体。炭化物・焼土粒理伏に多量

③ 10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 炭化物・焼土粒 (l cm前後)ブロック状に多量

⑨
′ 10YR2/1 黒 色 粘土質シル ト ◎層に炭化材が混入

カ
マ
ド
ン
デ
南

③ 10YR4/4 褐 色 粘土質シルト V層主体。炭化物・焼土粒理伏に多量

10YR3/2 黒ltS色 粘土質シル ト 炭化物・焼土粒 (l cm前 後)プロック状に多量

10YR4/4褐 色 粘土質シル ト ③に比べて色調が明るセ
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ざ
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第 6図 9D19
第 4図 S1110住居跡床面遺物出土状況
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第5図 S1110住居跡 2層上面遺物及び炭化材出土状況

は逆台形である。堆積土は上部が炭化物・焼土を含む黒褐色土で P4は住居堆積± 2層 と同一で、P5。 6はカ

マド内の堆積物の廃棄物である。P5は、写真図版 3-7の ように、焼土塊が盛り上がっている。下部は炭

化物・焼土を含むⅥ層主体の上である。

[カマ ド] 東壁の南よりに設置されている。燃焼部は住居の東壁よりも東側にはみだすように掘り込んで

作られソデは黒褐色及び酸化され褐色の基本層V層を主体にした上を用いて構築されている。底面は焼面の

部分が窪んでおりその部分は熱のため赤変しており堅 くなっている。煙道部は検出面より上に構築されたた

め検出されなかった。ただ、底面と煙道の間には20cm以上の段がつくことが分かる。その段の150cm先に直径

30cm。 深さ30cmの煙出ピットの痕跡が検出されている。

[出土遺物] 床面から砥石 (Kbl第 7図 14)・ 馬具 (N2第 7図 13)・ 須恵器 (E16第 6図 3)。 ロクロ土師

器 (D12第 6図 8)、 P6の堆積土上よリロクロ土師器 (D9第 6図 1)・ 須恵器 (E17第 6図 2)力 出ゞ上してお

り、住居廃絶時の遺物である。P4の堆積土より須恵器片、P5の堆積土よリロクロ土師器 (D9第 7図 11)、

P6の堆積土よリロクロ土師器 (D19第 6図 9)が出土しており、住居機能時期に使用された土器群ととらえ

られる。また、火災時の堆積± 2層及び 2層上面から灰釉陶器 (12第 6図 6)。 須恵器 (E19第 7図 12)。 ロ

クロ土師器 (D13第 7図10)が出土しており、住居焼失直後廃棄されたものである。以上の上器群は若千の

時期差はあるが住居に伴う一括性のある土器群でほぼ同時期ととらえられる。その他図示できなかったロク

２４
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図番号 登録番号 種 月」 器種 分類 造 構・ 層 位 特 徴 (調整 切 り離 し等 ) 写  真

1 土 師 器 不 P6   1a 外面―ロクロ 内面―ミガキ・ 黒色処理 底部体部下端―切 り離 し不明
→手持ちヘラケズ リ 17-10

2 E17 須 恵 器 邪 P6   1a 外面―ロクロ 内面―ロクロ 底部体部下端一回転糸きり→ナデ 再酸化 19-15

3 須 恵 器 イ 床面 外面―ロクロ 内面―ロクロ 底部体部下端―切り離し不明→手持ちヘラケズリ

須 恵 器 邪 堆積±lb 外面―ロクロ 内面―ロクロ 底部―回転糸きり再調整なし
19-10

5 11 灰 TIL陶器 不 堆積±la 外面―ロクロ 灰釉 内面―ロクロ 灰釉 20-1〕

6 【 2 灰粕陶器 郭 堆積± 2上面 外面―ロクロ 灰釉 内面 ―ロクロ 灰釉 20-12

7 土 師 器 鉢 カマ ド右ソデ 外面―ロクロ 内面―ミガキ・ 黒色処理 17-13

8 D12 土 師 器 甕 Dl 床面 上面―ロクロ 内面―ロクロ
19-2

9 D19 土 師 器 甕 Dl P6   1b 外面―ロクロ→ハケメ 内面 ―ハケメ→回転ハケメ・ ナデ
19-1

D13 土 師 器 甕 Dl 堆積± 2上面 外面―ロクロ 内面―ロクロ
19-3

第 6図 S1110住居跡出土遺物 (1)
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o      10clm     20Cm

口土師器片 。須恵器片が多数出上している。

ロクロ土師器(D■ 第 6図 7)はカマドのソデの構築材として使用されたものであり、その他図示できなか

ったロクロ土師器片が 4点出上している。住居機能以前の土器群ととらえられるが上記のものと時期差はほ

とんどないと考えられる。

住居焼失以後の堆積上lb層から須恵器 (E14第 6図 4)、 la層から灰釉陶器 (11第 6図 5)が出上してい

る。その他図示できなかったロクロ土師器片・須恵器片が多数出上している。これらの上器群も住居堆積土

の巻き上げも考えられるので、住居に伴う可能性がある。

また、床面・ピット上面・ 2層から、炭化材・焼土塊が出土している。

S1lH住居跡 (第 8～ 15図 )

[遺構の確認] B区 中央の E175。 N255区付近に位置する。

[遺構の重複] 11号小溝状遺構群・SK61を切って、 1・ 2・ 5・ 6号小溝状遺構群に切られている。

[形態 。規模] 西部が調査区外にのびるため、西側を拡張して全容は判明させた。隅丸方形を呈し、規模

は、南北軸で5。 7m。東西軸も5.7mを計る。床面積は約32.5m2を 有する。深さは遺構検出面より20cmである。

南北軸は真北方向である。

[堆積土] 大別 5層である。 1層 は焼土。炭化物を含む基本層Ⅳ層主体の上で、焼土・炭化物の含有量の違

いで a・ b2層に細分される。住居廃絶後の自然流入土あるいは、 1・ 2・ 5・ 6号小清状遺構群の耕作土と

考えられる。 2層は炭化材や焼土塊を多量に含む上であり、床面の遺物を覆うように堆積している。住居廃

河
鰹

図番号 登録番号 種  別 器種 鑢 遺 構・ 層 位 特     徴 (調整 切 り離 し等 ) 写  真
土 師 器 甕 DⅡ P5   2a 外面―ロクロ 内面―ヨコナデ・ ハケメ

2 須 恵 器 甕 堆積± 2 外面―ロクロ・ 平行タタキ 内面―オサエ 20-6
3 N2 鉄 製 品 馬具 床面 轡の一部 鏡板とそれに連結する衛と引き手からなる。 21-3
4 Kd l 石 製 品 祗 石 床面 方形を基調にしている 四面に磨 き度 三面に擦痕 軟質 石英安山岩 ? 21-5

第 7図 SI-110住居跡出土遺物 12)
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E179

+N翔

第14図 29E34

と剛

祇頂@學

P9細い 却〇卜
ゴ 引◎卜

N247+
E173

B′

3  卜

98004拍   P12 卜_
2a

多夕多フラフタラフラタヽ3

980町 P2   卜

a8岬  P3  卜  980蜘
2a

3劾
9800名   P8  ト

鮎
989町   P9  ト

劾

9800名  Pll  P10 ト
2a   1   2a

2b劾 2b

9 800Ч   P5  卜

“
多易易彦彦易ケ

3a

98砲
当 P6 卜

3b甥
3b

層  位 土 色 土
′
性 備 者

堆

積

土

la 10YR3/3 暗褐色 IV層主体。V層斑状に混在

lb 10YR3/3 暗褐色 シルト質粘土

2 10YR5/4 にぶい費褐色 粘土質シルト V層主体。Ⅳ層難伏に混在、一部ⅥI層を層状に混在

3 10YR3/4 暗褐色 シルト質粘土 VI層主体。V層 まばらに混在、壁崩落土

5a 10YR3/3 暗褐色 シルト質粘土 灰化物・焼土少量、生活時の堆積物

10YR3/2 黒褐色 シルト質粘土 炭化物多量、生活時の堆積物

9 10YR3/3 暗褐色 シルト質粘土 Ⅵ層主体。Ⅷ層斑抹に混在、周濤埋め土

10 10YR3/2 黒褐色 シル館 粘土 Ⅵ層主体。Ⅷ層理伏に混在、掘り方埋め土

層  位 土 色 土 牲 備 考

Ｐｌ
～
Ｐ４
Ｐ６

共
通

la 10YR3/3 略穐色 ンルト質粘土 VI層主体。ⅥI層 まだらに混在、炭化物・焼土少量

10YR3/3 暗褐色 シルト質粘土 VI層主体。Ⅷ層ブロック混在

10YR3/2 黒褐色 粘  土 柱痕

10YR3/3 暗褐色 粘  土 棘

10YR3/3 暗褐色 シル驚 粘土 Ⅵ層主体。Ⅷ層斑状に少量

10YR3/3 暗褐色 ンルト質粘土 Ⅵ層主体。ⅥI層斑状に多重

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 ンルト質粘土 VI層主体。Ⅷ層斑状に混在

10YR4/3 にぶい黄褐色 ンルト質粘土 Ⅵ層主体。Ⅵ層難伏に少量、炭化物・焼上混在

10YR5/6 費褐色 粘土質シルト Ⅶ層主体。Ⅵ層理伏に多量

Ｐ８
～
地
共
通

ЮYR3/3 暗褐色 シルト質粘士 VI層主体。Ⅵl層 ブロック状に混在、炭化物・焼土あり

10YR3/3 暗褐色 ンルト質粘土 炭化物・焼土多量

10YR3/3 暗褐色 VI層主体。ⅥI層難伏に少量

3 10YR4/3 にぶい黄帽色 粘土質ンルト Ⅷ層主体。

第 8図  Sll l l住 居跡、床面検出遺構、平面図・断面図
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絶直後の人為堆積土ととらえられる。 2層の上面が 1・ 2号小清状遺構群の検出面になる。 3層は壁の崩落

上、 4層は白色粘上を含んだカマドの崩落上で両方とも住居廃絶直後の堆積上である。 5層は炭化物主体の

上で住居使用時の汚れととらえられる。

[床面] 住居全体を掘り窪め基本層Ⅵ層主体の上 (10層)で整地して床面としている。貼床は検出されな
かった。床面は、若干の凹凸があるがほぼ平坦である。

[壁] 壁は約80～90度の急角度をもって立上がる。残存壁高は20cmである。基本層を壁にしている。

[周溝] カマドの部分を除き全周する。上幅15～40cm・ 下幅 5～ 15cm・ 床面からの深さ5～ 15cmで、住居
壁際は急角度に立ち上がり反対側はやや角度をもって立ち上がるU字形を呈する。堆積土は単層で堆積± 2

層と類似した炭化物・焼上を多量に含む上で壁材が倒壊した土と考えられる。

[柱穴] 床面で 4個 (Pl～ 4)検出された。住居の南北軸。東西軸にほぼ平行で、平面形の対角線上に位
置している。直径50～80cmの不整形の円形を呈し、深さは床面から65～70cmで ある。直径10～20cm前後の柱

痕跡が認められ、主柱穴と考えられる。柱間は2.8～ 3.lmで ある。

[支柱穴] 床面で 2個 (P5・ 6)検出された。P5は南辺の周溝近くに位置し長軸50cm・ 短軸40clnの楕円形
を呈し、床面からの深さ15cmを計る。直径20cmの柱痕跡が認められた。P6は長軸50cm・短軸45cmの楕円形を

呈し、床面からの深さ40cmを計る。両方とも、規模・形態から支柱穴と考えられる。用途はP5が梯子の軸受

けP6が入り回の間仕切りなどと考えられるが不明である。

[壁柱穴]東 辺で 4個 (P16～19)検出された。P17・ 18は周溝の堆積土に跨がるように確認された。長軸
40cm・短軸20cmの長楕円形を呈し、遺構検出面からの深さ40cm、 周溝底面からの深さ10cmを計る。P16・ 19は

本来は P17・ 18同様周溝の堆積土上からの掘り込みと考えられるが、ピットの堆積土と周溝の堆積上が類似

しているため周溝底面で確認された。直径15cmの不整形の円形を呈し周溝底面からの深さ10cmを計る。ピッ

トの間隔はまちまちで規則性はない。柱痕跡 (周濤底面に残る部分が柱の痕跡か)は検出されなかったが、

規模・形態・検出地点などから壁柱穴と考えられる。また、周溝底面まで達しなかったピットは P16・ 19の

ようにピットの堆積土と周溝の堆積土の区別ができなかったため見落とした可能性もある。よって、壁柱穴

が東辺部分の 4個だけでない可能性があることを指摘しておきたい。

[貯蔵穴状ピットその他]カ マド周辺の床面で 6個 (P7～12)・掘り方埋上を下げる段階で 3個 (P13～15)

検出している。P7～ 9は大型のもので規模は長軸70～ 95cm・ 短軸60～85cmの不整形の円形を呈しており、床

面からの深さは15～30cmを計る。断面は逆台形である。P10～15は小型のもので規模は直径40～50cmの不整形

の円形を呈しており、床面からの深さは10～15cmを計る。断面は逆台形である。堆積土は上部が炭化物・焼

土を多量に含む上でカマド内の堆積物の廃棄物である。下部は災化物・焼土を含むⅥ層主体の上である。P13

～15は後述する旧期カマド時のものと考えられる。

[カマド] 北壁のやや東よりに設置されている。 2時期の焼面が検出され、新しい方を新期・古い方を旧

期とした。

新期カマド 旧期カマドの構築土及び堆積土上に焼土・炭化物混じりの灰責褐色の基本層V層を主体にした
土を用いて床面よリー段高くなるように燃焼部を構築している。構築上の中に土器片及び礫を混入させてソ

デを補強している。燃焼部の底面は平坦で、直径45cmの不整形の円形をした焼面がある熱のため赤変し堅 く

なっている。東ソデ側にはさらに堅 く焼けている。焼面の上には白色粘上の塊を含む4b層が堆積しておリカ

マドの構築上の崩落したものととらえられる。底面と煙道の間には10cmの段がつく。煙道部は長さ175cm幅

25～35cmで先端に長軸50cm短軸35cma出面からの深さ50cmの煙出しピットがある。煙道の底面は18度の角度

で先端に向かって下降している。



第 3節 六反田遺跡

くヽ

980ぱ 監)80雪 監鋭800雪
D′

第 13図20 C34

甥

Ｆ
引凱800ゴ

くT遼

轟議働焼上

新期 カマド

と上

0                             1m

E178

+N254

第13図 26E28・ 30

P7

+N2515
E178

煙出しビット
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旧期カマド 
く
T
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カマドソデ

カマドソデ

層   位 土 色 土
イ
陛 備 考

① 10YR3/3 暗褐色 ンル ト質粘土 Ⅵ層主体。炭化物・焼土多量

② 10YR3/3 暗禍色 ンル ト質粘土 Ⅵ層主体。Ⅷ層斑状に混在

③ loYR3/3 暗栂色 ンル ト質粘土 炭化物・焼土混在

④ 10YR3/3 暗褐色 シルト質粘土 VI層主体。Ⅵl層難伏に多量

新
期
カ
マ
ド

絡

築

上

5YR4/4  によい赤褐色 焼面。6b層が赤変 したもの

6b 10YR3/2 黒掲色 シル ト質粘土 炭化物・ 焼土少量

10YR3/2 黒褐色 シル ト質粘土 VI層・Ⅷ層斑状に混在く炭化物・焼土少量

10YR4/2 灰黄偶色 シル ト質粘土 炭化物・焼土混在 旧カマ ド期の堆積物

旧
期
カ

マ
ド
構
築
土

8a 7 5YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト

8b 10YR5/6 黄褐色 シ ル ト 焼上多量

10YR3/3 暗褐色 砂 細砂の層

10YR5/6 黄褐色 シ ル ト 焼土多量

10YR3/2黒 褐色 ンル ト質粘上 Ⅳ層主体。Ⅷ層斑状に混在

層   位 上 色 土 性 備 考

煙

　

　

道

10YR4/2 灰黄褐色 シノント質粘土 戊化物多量 新期カマ ド堆序

5c2 10YR1 7/1黒色 炭 化 物 V層の粒少量 新期カマ ド堆積物

10YR4/2 灰黄褐色 ンル ト質粘土 炭化物多量 新期カマド堆積物

loYR17/1黒 色 炭 化 物 V層の粒多量 新期カマド堆積物

7b 10YR4/2 灰黄褐色 炭化物少量 旧期カマドの堆積物

第 9図 S1111住居跡、カマド部、平面図・断面図
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第10図 SIH l住居跡・床面遺物出土状況

旧期カマド 住居掘り方段階でカマド部分を深めに掘り、掘り方埋土である程度埋め戻し、基本層Ⅵ層を主
体にした土を用いてソデを構築している。構築上の中に砂の層 。土器片及び礫を混入させている。燃焼部の

底面は直径 lmの不整形の円形に窪んでおり、直径55cmの不整形の円形をした焼面がある。熱のため赤変し
堅 くなっている。焼面の上にはカマド内の堆積物の7b層が堆積している。底面と煙道の間には20cm以上の段

がついたと思われる。煙道部は新期カマドの際に掘り直されており規模は不明であるが、新期カマドとほぼ

同じ程度のものと考えられる。また煙出しピットは新期カマドよりも深く、遺構検出面から深さ60cmあ る。

その堆積±7a層上面から底部が打ち欠かれている土師器甕 (C31第 13図 20)が出上している。最大径が煙

出しピットの径内に収まり、旧期カマド時の煙出しピットの補強材あるいは、地上部の煙突に使用されてい

た可能性もある。

[出土遺物] 床面からおよび床面直上層 2・ 3・ 4・ 5層から、鉄鏃 (N3第15図 33)・ 須恵器 (E22第■
図 8 E23第 11図 9 E24第14図27 E25第 11図 1l E26第 13図25 E27第 14図28 E32第 11図 5 E40第

11図 6 E41第 11図 7)。 非 ロクロ土師器 (C22第12図15C23第 11図 4 C27第 12図 14C28第 11図 3
C37第■図13 C38第 12図16 C25第 13図22 C44第 13図21 C45第 11図 2)ロ クロ土師器 (D21第11図 10

D24第13図 24)、 削痕のある焼き面のある礫石器 (Kc20第 14図31)の他図示できなっかた須恵器・非ロクロ

第13図 25E26

第11図 10D21

Ｐ５

⑥

鬱

第12図 15C22

308
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図番号 登aR番号 種  男」 器種 分類 遺 構・層 位 特 徴 (調整 切 り離し等 ) 写 真

1 C21 土 師 器 妬 CHaロ 堆積± lb 外面―ミガキ 内面―ミガキ・黒色処理 底部体部下端―ミガキ 17-3

2 土 師 器 邪 CIIaロ 床面及びlb 外面― ミガキ 内面―ミガキ・ 黒色処理 底部体部下端―ミガキ

3 C28 土 師 器 郷 CIaロ 床面 外面―ヨヨナデ・ ミガキ 内面―ミガキ・黒色処理 底部体部下端―ミガキ 線刻文字 17-4

4 C23 土 師 器 床面及びlb 外面―ヨコナデ・ ミガキ 内面―ミガキ・黒色処理 17-14

5 須 恵 器 雰 Ib 床面 外面―ロクロ 内面 ―ロクロ 底部体部下端―切 り離 し不明
→回転ヘラケズリ 19-7

須 恵 器 蓋 床面 宝珠つまみ 焼 き力ゞ甘 く黄灰色を呈する

7 須 恵 器 蓋 床面 外面―ロクロ。回転ヘラケズリ 内面―ロクロ 焼きが甘く黄灰色を星する

E22 須 恵 器 瓶類 床面 周溝上 外面―ロクロ・軽いナデ・ 自然釉 内面―ロクロ
。自然釉 水瓶 19-13

須 恵 器 瓶類 床面 外面―ロクロ 内面―ロクロ 底部―切 り離し不明 高台部接合のちロクロナデ 19-14

D21 土 師 器 鉄 床面 外面―ロクロ→ ミガキ 内面―ミガキ・黒色処理 17-12

11 須 恵 器 短頸霊 床面及び lb 外面―ロクロ 内面―ロクロ 再酸化 20-3

土 師 器 甕 P15 1 外面―ヨコナデ・ ハケメ 内面―ヨヨナデ・ ヘラナデ

C37 土 師 器 甕 煙出し P 5c4 外面―ヨコナデ・ ヘラナデ 内面―ヨコナデ・ ヘラナデ 18-6

第■図 S1111住居跡出上遺物 (1)
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図番号 登録番号 種  別 器種 分類 遺 構・ 層 位 特     徴 (調整 切 り離 し等 ) 写 真

14 C27 土 師 器 甕 床面 外面―ヨヨナデ・ ハケメ 内面―ヨコナデ・ ナデ 18-2
15 C22 土 師 器 甕 C 床面 外面―ヨヨナデ・ ヘラナデ 内面―ヨコナデ・ヘラナデ 底部―木葉痕 18-3

土 師 器 甕 C 床面 外面―ヨコナデ・ ヘラナデ 内面―ヨコナデ・ ナデ 18-5
17 土 師 器 甕 C P15 1 外面―ヨコナデ・ ヘラナデ 内面―ヨコナデ

土 師 器 甕 新期カマ ド ソデ 外面―ヨコナデ・ ハケメ 内面―ヨコナデ・ ヘラナデ 18-7
19 土 師 器 甕 P7 1 外面―ヨコナデ・ ハケメ 内面―ヨコナデ・ ヘラナデ

第12図 SIH l住居跡出土遺物 鬱)
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図番号 登録番号 種 月」 器種 顕 遺 構・層 位 特 徴 (調整 切 り離 し等 ) 写 真

土 師 器 甕 ? CI? 煙出しP 7b 外面―ヘラナデ 内面―ヘラナデ→ナデ 底部―木葉痕 意図的に底部が打ち欠かれている 18-4

21 土 師 器 甕 CⅥ 床面 外面―ヘラナデ 内面―ヘラナデ 底部―ナデ

22 C25 土 師 器 甕 C VI 床面及び 2 外面―ヘラケズリ 内面―ナデ 底部―ナデ

D23 土 師 器 養 Pll 1 外面―ロクロ 内面―ロクロ 18-10

D24 土 師 器 甕 ? 床面 外面―平行タタキ 内面―同心円の当て具痕 黒色に焼けている。須恵器か 18-9

E26 須 恵 器 甕 床面 外面―平行タタキ 内面―ロクロ 再酸化のため色調が黄色ぽい 20-5

須 恵 器 葵 旧期カマ ド ソデ
掘 り方埋め±10

外面 ―ロクロ 内面―ロクロ 胎上が黒っぱい 20-4

第13図 S1111住居跡出土遺物 (3)
311



第 3節 六反田遺跡

性す___す」と墜____聟Cln

30

きなっかた須恵器・非ロクロ土師器片が出上しており、新期カマド機能時期に使用された土器群である。ま

た、住居堆積± 1層から非ロクロ土師器 (C21第 11図 1)。砥石 (Kd2第 14図 30)が出上しており、出土状況

からこれらも新期カマド機能時期に使用された土器群ととらえられる。以上のものは新期カマド機能時から

住居廃絶までの土器群で一括性がある。

非ロクロ土師器 (C30第12図 18)、 須恵器 (E34第 14図29)礫石器 (Kc4第 15図32)は新期カマドのソデか

ら、非ロクロ土師器 (C34第11図 12 C35第 12図17)は P15か ら出上しており旧期カマド機能時のものとと

らえられる。その他、図示できなっかたが、P13・ 14か ら土師器片が出上している。

ロクロ土師器 (C31第13図20)は煙出しピット内から、須恵器 (E28・ E30第 13図26)は B期カマドのソデ

鰹

Ｍ

0-中 Cm

図番号 登録番号 種  別 器 種 分類 遺 構・ 層 位 特     徴 (調整 切 り離 し等 ) 写  真
須 恵 器 甕 Ia 床 面 外面―沈線 波状紋 内面―ロクロ 色調が白色ぽい 20-1

E27 須 恵 器 甕 Ib 床面 外面―沈線 波状紋 内面―ロクロ 胎上が黒っぽい 20-2
須 恵 器 甕 新期カマ ド ソデ 外面―平行タタキ 内面―オサエ 20-7

Kd 2 石 製 品 砥石 堆積土 lb 方形を基調にしている 四面に磨 き痕 三面に擦痕 軟質 石英安山岩 ? 21-4
31 Kc 20 石 製 品 緬 のある百 カマ ド周辺 床面 四面に焼面があ り、支柱 ?砂岩

第14図 S1111住居跡遺物 14)



第 3節 六反田遺跡

千

３４

ヽ

- 33

畏 / 『
３５性_____」と墜___す聟Clll

第15図 S1111住居跡遺物 15)

および掘り方埋土から、非ロクロ土師器 (C20第15図35 C32第 15図 34)は掘り方埋土から出上しており旧期

カマドの構築以前あるいは機能時に使用されたものととらえられる。

その他、住居に伴わない流入ととらえられる石鏃 (Ka2第 47図 1)が出土している。

(2)掘立柱列・掘立建物跡・柱穴・ビット

SB106掘立柱建物跡 (第 16図 )

B区の E180N275区付近で検出した。 1・

2・ 3号小溝状遺構群に切られ、 5・ 6・ 7

号小清状遺構群 。SAl15掘立柱列を切る。桁

行 2間以上 (西列南から1.68m+1.68m十 ④

m、 総長3.36m以上 。東列南から1.68m+1.

54m十④ m、 総長3.22m以上)梁行 2間 (南

列東から1.66m+1.68m、 総長3.34m)の 南北

棟の建物である。桁行柱列方向はN-3° 一E

でほば真北を向く。柱穴は長軸38～ 74cm。 短

軸36～60cmの 隅丸方形あるいは楕円形を呈す

る。遺構検出面からの深さは Pl・ 3・ 5。 7

が55～60cmと深 くP2・ 4・ 6が30～ 40cmと 浅

い。どの柱穴からも直径10～20cm円形の柱痕

跡が検出された。P3か ら土師器片・須恵器

片・縄文土器片が出土している。

SA107掘立桂列 (第 17図 )

B区の E170N275区で検出した。 6・ 9。

11号小清状遺構群を切る。東西に延びる柱列

2間 (東から1.72m+1.84m総 長3.56m)を

確認した。北に延びる建物の可能性もある。

図番号 登録番号 種 別 器 種 分類 遺 構・層 位 特     徴 (調製 切 り離 し等 ) 写真

Kc 4 石 製 品 鰺 新期カマ ド ソデ 一面に擦痕あり 軟質 凝灰岩 ? 21-6
N3 鉄 製 品 鉄鏃 床面 無茎。五角形を呈する。 21-2
C32 土 師 器 甕 C IV 掘 り方埋 め上10 外面―ヨコナデ・ヘラナデ 内面―ヨヨナデ・ ヘラナデ 18-ユ

土 師 器 不 C ⅡIb 掘 り方埋め±10 外面―ヨヨナデ→ ミガキ・ ケズ リ 内面―ヨヨナデ・ ミガキ・ 黒負処理 17-ユ

‐卜‐‐________________―
―|

%

層位 土 色 土  性 傭 考

10YR4/2 灰黄褐色 粘  土 V層主体。炭化物 。焼土をまだらに混在 廃絶直後の埋め上
10YR3/3 態髄 粘  土 Ⅳ層主体。 V層粒状に混在、炭化物少量 廃絶直後の埋め土

2 10YR3/3 暗褐色 粘 土 IV層主体。 V層 プロック混在、柱痕
10YR3/2 黒褐色 粘 土 Ⅳ層主体。 V層粒状に混在 掘 り方埋め土

10YR3/3 暗褐色 粘 土 Ⅳ層主体。 V層粒状に混在 掘 り方埋め土
10YR4/1 褐灰色 粘 土 Ⅵ層主体。 V層粒状 に混在 掘 り方埋め土

第16図 SB106掘立柱建物列
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柱列方向は N-87°一Wで ほば真北を基準にしている。柱穴

は北側が調査区側溝の設置に伴い、一部削平を受け、全体の

規模は不明だが、長軸60～ 80cm・ 短軸30～60cm以上の不整形

の方形あるいは楕円形を呈すると考えられる。遺構検出面か

らの深さは55～60cmである。どの柱穴からも直径10～20cm柱

痕跡が検出された。抜き取 りの跡が見られる。Plか ら土師器

片が出上している。

SB108掘立柱建物跡 (第 18図 )

B区のE175N270区付近で検出した。 1・ 2号小溝状遺構

任群
。SK44に切られ、 6・ 7・ 11号小溝状遺構群を切る。桁行

3間 (北列東から1.70m+2.20m+1.90m、 総長5.80m。 南ア」

東から2.00m+1.82m+1.92m、 総長5.74m以

上)梁行 2間 (西列南から1.80m+2.00m、 総

長3.80m。 東列南か ら2.00m+1.92m、 総長

3.92m)の東西棟の建物である。Pl・ 2・ 4・

9の底面あるいは掘り方埋土から旧い時期の

柱の痕跡が検出され、建替えが行われたと考

えられる。新しい方は梁行柱列方向は N一

0°一Eで真北を向く。旧い方は一部の検出の

ため方向は推定であるが、N-6° 一Eである。

抜き取り部分を除いた柱穴掘り方部分の規模

は長軸70～ 90cm。 短軸62～80cmの不整形の方

形あるいは楕円形を呈する。遺構検出面から

の深さは65～75cmと 深い。P3以外から直径

10～20cm柱痕跡が検出された。P5の柱痕跡の

下から根石 (Kc14第24図 9)が出上してい

る。

P6の 1層 (抜き取り)か ら須恵器 (El第24

図 6)、 P7の柱痕跡からロクロ土師器 (D25第

24図 5)、 P9の 1層 (抜き取り)から須恵器

(Ell第24図 7)、 Plの 1層 (抜き取り)か

ら非ロクロ土師器 (C9第 24図 2 C43第 24

図 4)柱痕跡から非ロクロ土師器 (C10第 24図

8)掘 り方埋土から非ロクロ土師器 (Cll第24

図 3)が出土している。その他、P2の掘り方

埋土から非ロクロ土師器・P8か ら土師器片・

須恵器片・縄文土器片が出土している。
第18図 SB108掘立柱建物跡

SB109掘立桂建物跡 (第19図 )

B区の E185N255付近で検出した。

P3       〓

←螢  mT

層位 上 色 土 性 備 考

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘  土 V層主体。Ⅷ層ブロック混在
10YR3/2 黒褐色 粘 土 IV層主体。 V層 ブロック混在、柱痕
10YR3/2黒 褐色 粘 土 Ⅳ層主体。 V層プロック混在。掘 り方埋土
10YR3/2 黒褐色 粘 土 Ⅳ層主体。 V・ Ⅷ層ブロック多量。掘 り方埋土

層   位 土 色 土    性 鷹 考

新期 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 V層主体。炭化物・焼上をまだらに混在抜き取 り

10YR3/3 暗褐色 粘   土 Ⅳ層主体。炭化物・焼土・ 砂混在 抜き取 り

[c 10YR3/3 暗褐色 粘   上 Ⅳ層主体。炭化物・焼上少量 抜き取 り

2 10YR3/2 黒褐色 粘   土 柱痕 炭化物・焼土少量

10YR3/2 黒褐色 粘  上 IV層 主体。 V層斑状に混在 炭化物少量 掘 り方埋め土

10YR2/3 黒褐色 粘   土 IV層 主体。 V層斑状に混在、掘 り方埋め土

10YR4/3 にぶい黄褐色 粘  土 V層 主体。 V層プロック混在 掘り方埋め上 しまりあり
旧期 4 10YR4/2 灰黄褐色 粘  土 V層主体。炭化物まだらに混在 抜き取り
5 10YR3/3 暗褐色 粘  土 IV層 主体。 V層 ブロック混在、柱痕
10YR2/3 黒褐色 粘  土 Ⅳ層主体。V層斑状に混在、掘り方埋め土

10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シル ト V層 主体.Ⅳ層斑状に少量 掘 り方埋め土

7・ 11号小溝状遺構群を切る。桁行 2間以上 (北列1.82m十 @m・南列
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1.lm十 @m)梁行 2間 (西列南から1.26m+1.26m、 総長2.52

m)の東西棟の総柱建物である。梁行柱列方向はN-3° 一Eでほ

＼隠 ぼ真北を向く。柱穴は長軸45～ 64cm。 短軸
40～51cmの不整形の

方ヽ形あるいは円形を呈する。遺構検出面からの深さは30～ 45cm

【ヽf象 :ピ酢黙鑓黙系酬 をμ
された。門・

激 SB H2掘立柱建物跡 (第20図 )

B区のE175N270付近で検出した。 1・ 2・ 4号小溝状遺構

群 。SK59に切られ、11号小溝状遺構群 。SBl13 P9を 切る。桁

韻ミ行 3間 (西列南から2.20m+2.70m+1.20m、 総長6.10m・ 東列

べ 南から2.10m+2.60m+1,20m総長5.90m以上)梁行 2間 (北列

日
目
澳

東から1.90m+1.60m、 総長3.50m。南列東から1.90m+1.50m、

総長3.40m)の南北棟の建物である。桁行柱列方向はN-2°一W

でほぼ真北を向く。抜き取 り部分を除いた柱穴掘り方部分の規

模は長軸50～70cm・ 短軸40～50cmの不整形の円形あるいは楕円

形を呈する。遺構検出面からの深さは35～ 40

cmである。P2・ 8・ 9か ら直径10～20帥柱痕

Pl

重  跡が検出された。Pl・ 4・ 6。 7の底面から

4号小溝状遺構群・ SB■2P5。 SK76に切ら

れ、 7・ 11号小溝状遺構群を切る。桁行 3間

(西列南 か ら2.20m+1.90m+1.90m、 総長

10000名  P5 ト

lb‰

10000当 警ト

嫁

2 「
 L三二己上_Ⅲ罫ほ撼秋a夏亀美藁1手善雲罠亀致詈忌畳亀

層位 土 色 土  性 備 考

la 10YR3/2 黒褐色 粘 土 Ⅳ層主体。 V層 プロック状に混在 抜き取 り
をb 10YR3/2 黒褐色 粘  土 IV層 主体。 V層 プロック多量 抜き取 り

2 10YR4/3 にぶい責褐色 粘  上 柱痕
3 10YR3/3 暗褐色 粘  土 Ⅳ層主代 V層 ブロック状に混在 掘 り方埋め土

40～70cm・ 短軸30～55cmの不整形の円形ある

いは精円形を呈する。遺構検出面からの深さ

は30cm前後である。抜き取りのため掘り方部第20図 SBl12掘立柱建物跡

分で明確な柱痕跡は検出されなかったが、底面から柱の痕跡が検出された。出土遺物はない。

SAl16掘立柱列 (第 22図 )

B区のE180N265区で検出した。 1・ 6。 7号小溝状遺構群・SK35を切る。西から東に延びる柱列 5間 (西

から1.80m+1.80m+1.80m+2.20m+1.80m総 長9.40m)。 南から北に延びる柱列 3間以上 (南から1.60m十
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P2 A
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|
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層位 土 色 土   性 備 考

la 10YR3/2 黒褐色 粘  土 Ⅳ層主体。炭化物・焼土混在 抜き取り

10YR3/3 暗褐色 粘  土 IV層主体。V層ブロック・炭化物・焼土混在 抜き取り

Ic 10YR2/3 黒褐色 粘  土 IV層主体。炭化物少量 抜き取り

2 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト Ⅳ層主体。炭化物斑状に少量、柱痕跡

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘  土 lV層主体。V層ブロック状に混在 掘り方埋め土

名
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10000ぜ

十 N240
E185

E185
+N265

1.60m+1.60m十 @m総 長4.80m以上 )

を確認した。東西列方向は N-75°一W

で、南北列方向はN-15° 一Eである。柱

穴は、長軸35～ 80cm。 短軸30～ 70cmの不

整形の円形あるいは楕円形を呈する。遺

構検出面からの深さは35～ 40cmである。

P5か ら直径10餌の柱痕跡が検出された。

他の柱穴からは底面から柱の痕跡が検出

された。東西列方向はN-75°一W、 南北

列方向はN-15° 一Eである。P2・ 5・ 6・

8で抜き取りの跡が見られる。P4か らロ

クロ土師器 (D4第24図 1)が、P2か ら縄

文土器片・P5か ら須恵器片・P7か らロク

ロ土師器片・須恵器片が出土している。

土坑として登録したがその形態から柱

穴と考えられるものがある。略号は調査

中同様にSKで表した。建物跡や柱列の

一部と考えられるが、調査中でも図面上

でも組めなかった。 (第 25・ 26図 )

SAl14掘立柱列 (第23図 )

B区の E185N270区で検出した。 2・

6・ 7号小溝状遺構群 。SAl15掘立柱列

に切られ、■号小溝状遺構群を切る。南

西から北東に延びる柱列 3間以上 (南西

ｙ
庁

呻嬰

E180
N265+

縫元猟へ から1.50m+1.50

劇

;ざ

Ю000督

∞
判
副
珂

鮮
”

亀T

ら南東列方向はN―

28°一Wである。柱穴
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層位 土 色 土   性 捕 考

10YR3/3 暗褐色 粘  土 Ⅳ層主体。V層粒状に混在、炭化物少量
lb 10YR4/2 灰黄褐色 粘上質シル ト V層主体。Ⅳ層斑状に少量、抜き取 り穴
2 10YR3/3 暗褐色 粘   土 柱痕

10YR3/3 暗褐色 粘  土 IV層主体。 V層 プロック多量 掘方埋め土

10YR5/4 にぶい責褐色 粘   土 V層主体。Ⅳ層粒状に混在 掘方埋め上

第21図 SBl13掘 立柱建物跡

臼
″

層位 土 色 土    性 備 考

10YR3/2 暗褐色 粘   土 IV層主体。V層粒状に混在、炭化物・焼土混在
10YR4/2 灰責褐負 粘土質シル ト V層主体。Ⅳ層斑状に少量、抜き取 り穴

2 10YR3/3 暗褐色 粘  土 V層混在 柱痕
10YR3/3 暗褐色 粘  土 Ⅳ層主体。 V層 ブロック多量 掘方埋め上
10YR4/3 1こぶい黄褐色 粘  土 V層主体。Ⅳ層プロック少量 掘方埋め上

第22図 SAl16掘立柱列
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円形を呈する。遺備検出面からの深

さは60～70cmで ある。P2・ 7か ら直

径10～ 20cm柱痕跡が検出された。他

の柱穴からは底面から柱の痕跡が検

出された。P2・ 4・ 6・ 7で抜き取

りの跡が見られる。Plか ら須恵器

片。P2か ら土師器片。P7か ら縄文土

器片が出土している。

SAH5掘立柱列 (第23図 )

B区の E185N275区で検出した。

2・ 3・ 6・ 7号小清状遺構群。SB106

掘立柱建物跡に切られ、11号小溝状

遺構群。SAl14掘立柱列・SK19を切

る。南から北に延びる柱列 4間 (南

か ら1.50m十 ■60m十 ■50m十 ■60m

総長6.20m)。 西から東に延びる柱

列 2間 以 上 (西 か ら1.90m+1.

85m十 @m総 長3.75m以上)を確

認した。南北列方向は N-9°一W、東

西列方向はN-85° 一Eである。柱穴

は、長軸50～ 160cm・ 短軸40～90cmの

不整形の方形あるいは楕円形を呈す

る。遺構検出面からの深さは35～45

cmである。P5・ 7か ら直径10～ 20cm

柱痕跡が検出された。他の柱穴から

は底面から柱の痕跡が検出された。

Pl・ 2・ 4・ 5。 7で抜き取りの跡

が見られる。P3の抜き取り穴から須

恵器 (E9第24図11)が出土している。

P4か らはSAl15以前の柱痕跡も確

認された。

SK03柱穴 (第25図 )

C区の東端 N268・ E214付近で検

出した。1号小溝状遺構群に切られ、

6号小溝状遺構群を切る。長軸106

岡

E190
+N270

側・短軸80硼・深さ38cmを計る。平面形は楕円形と推定される。断面形は偏平な逆台形で底面に 2個の
ピッ

ト状の落ち込みを有する。堆積土は、底面近くはV層主体のⅣ層が斑状に上部はⅣ層主体のV層がブ
ロツク

状に混じる人為堆積である。柱穴の抜き取りの跡と考えられる。出土遺物なし。
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冨璧萎雷妻フ

SK04柱穴 (第25図 )

C区の東端 N267・ E213付近で検出した。 2号小溝状遺構群に切られる。長軸98cm・ 短軸58cm。 深さ46cm

を計る。平面形は楕円形と推定される。断面形は偏平な逆台形で底面に3個のピット状の落ち込みを有し、

特に中央部は深い。堆積土は、 1層 はV層を主体のⅥ層がブロック状に混じる柱の抜き取りの後の埋土で、

2層は柱痕跡と考えられる。出土遺物なし。SK03と組み北東に展開する建物跡の可能性がある。その方向は

N-23°一Wで、 5号小溝状遺構群 。SBm3と同じような傾きである。

SK05柱穴 (第25図 )

C区の東側 N267・ E205付近で検出した。 2・ 10号小溝状遺構群に切られる。長軸98cm。 短軸58cm。 深さ

器＜

図番七 登録番号 種  別 器 種 鱒 遺 構・ 層 位 特     徴 (調整 切 り離 し等 ) 写 真

1 D4 土 師 器 jTN SAl16 P4 1 外面―ロクロ 内面―ミガキ・黒色処理

2 土 師 器 不 SB108 Pl l 外面―ヨコナデ・ ミガキ 内面―ミガキ・ 黒色処理 17-8
3 C ll 土 師 器 邪 CI SB108 P1 3 外面―ヨコナデ・ ミガキ 内面―ミガキ 。黒色処理 底部―ナデ 17-9
4 C43 土 師 器 邦 CI SB108 Pl l 外面―ヨコナデ 内面―ミガキ・ 黒色処理

5 D25 土 師 器 甕 DH? SB108 P7 3 外面―ロクロ 内面―ロクロ

6 El 須 恵 器 不 SB108 P6 1 外面―ロクロ 内面―ロクロ 底部一ヘラ切 り再調整なし 19-9
7 須 恵 器 不 SB108 P9 3 外面―ロクロ 内面―ロクロ 底部―ヘラ切 り再調整なし 19-8
8 C10 土 師 器 甕 CI SB108 P10 1 外面―ヨコナデ・ ハケメ 内面―ヨヨナデ・ハケメ

9 Kc14 石 製 品 敵 嚇 SB108 P5 2下 面 径20cPの 柱の痕跡が付いている 根石 安山岩 ? 21-7
Cl 土 師 器 杯 SBl12 P6 1 外面―ヨコナデ→ ミガキ 内面―ミガキ・黒色処理 底部―ナデ

11 須 恵 器 高台付郷 SAl15 P2 1 外面―ロクロ 内面―ロクロ 底部―切 り離し不明 高台部接合のちロクロナデ 19-11

第24図 掘立柱建物跡出土遺物
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46硼を計る。平面形は楕円形と推定される。断面形は偏平な逆台形である。堆積土は、la・ b層が柱の抜き取

りの後の埋上で、3a・ b層掘り方の埋土と考えられる。出土遺物なし。

SK08柱穴 (第25図 )

C区の東側 N265。 E204付近で検出した。 1・ 7号小溝状遺構群に切られ、10号小溝状遺構群を切る。長

朝68cm。 短軸52cm・ 深さ30cmを計る。平面形は楕円形である。断面形は偏平な逆台形で底面にピット状の落

ち込みを有する。堆積土は、上部がⅣ層主体でⅥ層がブロック状に混じり、柱の抜き取りの後の埋め戻しの

上である。下部は柱痕跡と考えられる。出土遺物なし。

SK12柱穴 (第25図 )

C区の東側 N266・ E195付近で検出した。SK13を切り、 7号小溝状遺構群に切られる。長軸60cm・ 短軸38

cm・深さ35cmを計る。平面形は楕円状の長方形で、断面形は北側がテラス状になる逆台形である。堆積土は、

2b層が柱痕跡で、3a層がV層主体のⅣ層がブロック状に混じる掘り方埋上である。柱痕跡の太さは20側であ

る。出土遺物なし。SK08柱穴とその間にあるピットと組み南へ展開する建物跡の可能性がある。その方向は

N-90° 一Eで、S1111と 同じような方向性を示す。

SK21柱穴 (第25図 )

B tt N275。 E180付近で検出した。 1・ 2号小清状遺構群に切られる。長軸96cm・ 短軸80cm・ 深さ44側を

計る。平面形は楕円形で、断面形は逆台形である。堆積土は、lb層が抜き取りの後の埋め戻しの上で、2a層

が柱痕跡で、3a層が掘り方埋上である。柱痕跡の太さは16mである。出土遺物なし。

SK22柱穴 (第25図 )

B区の N269・ E186付近で検出した。 6号小清状遺構群に切られる。長軸88cm・ 短軸64cm・ 深さSD70の上

端から80cmを計る。平面形は精円形で、断面形は逆台形を呈する。底面に径40cmの ピット状の落ち込みを有

する。堆積土は、Ⅳ層を主体にしたV層が混在する人為堆積上である。出土遺物はなし。

７
　
　
　
　
　
　
庁
　
　
　
　
脂

考

SK04

第25図 その他柱穴。平面図・断面図 (1)

SK31柱穴 (第26図 )

B tt N271・ E177付近で検出した。 3・ 7・ 11号小溝状遺構群を切る。長軸92cm・ 短軸60cm・ 深さ76cmを

計る。平面形は長精円形で、断面形は逆台形を呈する。底面に径40側のピット状
の落ち込みを有する。堆積

土は、Ⅳ層主体のV層が混在する抜き取りの後の埋め戻しの上で、3b層の底面が柱痕跡と考えられる。
ロク

ロ土師器片 4点・非ロクロ土師器片 7点・縄文土器片 2点出上している。
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SK32柱穴 (第26図 )

B tt N270。 E177付近で検出した。11号小溝状遺構群を切る。長軸46cm・ 短軸38cm・ 深さ35帥を計る。平

面形は精円形で、断面形は箱形である。底面に径45釦の柱穴を有する。堆積土は、la・ b層が抜き取りの後の

埋め戻しの土で、2a層が柱痕跡である。柱痕跡の太さは30cmである。出土遺物なし。SK31柱穴と組む建物

跡の可能性がある。その方向は N-13°一Wで、SAl16と 同様に方向性を示す。

SK52柱穴 (第26図 )

B区の N261・ E179付近で検出した。 6号小溝状遺構群に切られる。長軸74側・短軸64硼・深さ35側を計

る。平面形は精円状の長方形で、断面形は逆台形を呈する。底面に径30∽のピット状の落ち込みを有する。

堆積土は、Ⅳ・ V層が混在する抜き取りの後の埋め戻しの上と考えられる。出土遺物なし。

SK53柱穴 (第26図 )

B区の N261・ E173付近で検出した。長軸78cm・ 短軸58硼以上 。深さ33cmを計る。平面形は楕円状の長方

形で、断面形は逆台形を呈する。堆積土は、la層が抜き取りの後の埋め戻しの上で、2b層が柱痕跡で、3b層

が掘り方埋上である。柱痕跡の太さは径18cmで ある。非ロクロ土師器片 1点出上している。SK52柱穴と組み

西方向に展開する建物跡や柱列の可能性がある。その方向は N-88°一Eで、SAl15と 同じような方向性を示

す。

SK62柱穴 (第 26図 )

B区の N254・ E173付近で検出した。 6・ 11号小清状遺構群を切る。長軸53cm。 短軸24cm以上・深さ44cm

を計る。平面形は隅丸方形で、断面形は逆台形を呈すると考えられる。形態と後述の SK63と の関係から柱穴

の可能性が考えられる。堆積土は、Ⅳ・ V層が混在する人為堆積である。出土遺物なし。

SK63柱穴 (第26図 )

B区の N254・ E173付近で検出した。 6号小清状遺構群を切る。長軸80cm。 短軸73cm以上・深さ38cmを計

る。平面形は隅丸方形で、断面形は箱形である。底面に径40cmの ピット状の落ち込みを有する。堆積土は、

Ⅳ層主体のV層が混在する柱抜き取りの後の埋土と考えられる。ブFロ クロ土師器片 3点・須恵器片 1点出土
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I ЮYR3/2 黒褐色 粘  土 IV層主体。 V・ ⅥI層 ブロック・ 炭化物多量

10YR3/3 暗褐色 粘 土 Ⅳ層主体。Ⅶ層ブロック混在

2 10YR3/3 暗褐色 粘 土 柱痕

3 10YR2/2 暗褐色 粘  土 Ⅳ層主体。Ⅳ層プロック混在

その他柱穴、平面図・断面図 (2)
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している。SK62柱穴と組み西方向に展開する建物跡の可能性がある。その方向はN-73° 一Eで、SBl12と

同じような方向性を示す。

SK64柱穴 (第26図 )

B区のN249・ E186付近で検出した。11号小溝状遺構群を切る。長軸115cm・ 短軸60cm・ 深さ51cmを計る。

平面形は精円状の長方形で、断面形は皿形である。底面に径40cmの ピット状の落ち込みを有する。堆積土は、

la・ b層が柱抜き取りの後の埋土で、2b層が柱痕跡で3a層が掘り方埋上である。非ロクロ土師器片 3点・須

恵器片 1点出上している。

SK66柱穴 (第26図 )

B区の N253・ E180付近で検出した。■号小溝状遺構群を切る。長軸59cm。 短軸41cm。 深さ55側を計る。

平面形は楕円形で、断面形は逆台形を呈する。西側に径35cmピ ット状の落ち込みを有する。堆積土は、la・

b層が抜き取りの後の埋め戻しの上で、2a層が柱痕跡で、3a層が掘り方埋土である。柱痕跡の太さは径16cm

である。出土遺物なし。周辺に組む柱穴が検出されなかったので東側に展開する建物跡や柱列の一部の可能

′
陛がある。

SK82柱穴 (第26図)    ′

B区の N240・ E180付近で検出した。11号小溝状遺構群を切る。長軸58cm・ 短軸54cm・ 深さ46硼を計る。

平面形は楕円状の方形で、断面形は底面の丸いU字形を呈する。堆積土は、lb層が抜き取りの後の埋め戻し

の上で、2b層が柱痕跡で、3a層が掘り方埋上である。柱痕跡の太さは径18cmである。出土遺物なし。周辺に

組む柱穴が検出されなかったので南側に展開する建物跡や柱列の一部の可能性がある。

SK99柱穴 (第26図 )

C区の N268・ E165付近で検出した。 9号小溝状遺構群を切る。平面形は楕円形と推定される。規模は長

軸90cm・ 短軸70cm以上 。深さ43cmで ある。断面形は偏平なU字形で底面に径50cmの ピット状の落ち込みを有

する。その形態から柱穴の抜き取りの跡と考えられる。堆積土は、Ⅳ層主体でV層・炭化物の混在具合で 3

層に分けられ、柱抜き取り後の人為堆積と考えらる。出土遺物はない。

SK104柱穴 (第26図 )

C区の N274・ E161付近で検出した。 6号小溝状遺構群 SD83・ 11号小溝状遺構群 SD148を切る。平面形

は楕円形と推定される。規模は長軸50硼・短軸44cm以上
。深さ60硼である。断面形は逆台形で底面に径25cm

のピット状の落ち込みを有する。その形態から柱穴の抜き取りの跡と考えられる。堆積土は、Ⅳ・ V・ Ⅵ層

が混在する柱抜き取り後の人為堆積と考えられる。出土遺物はない。

SK105柱穴 (第26図 )

C区の N270。 E161付近で検出した。 6号小溝状遺構群 SD83・ 11号小清状遺構群 SD148を 切る。平面形

は長楕円形である。規模は長軸67帥 。短軸40cm・ 深さ38cmである。断面形は皿形で底面に径22側のピット状

の落ち込みを有する。その形態から柱穴と考えられる。堆積土は、laob層が柱抜き取り後の人為堆積と考え

られ、 2層が柱痕跡と考えられる。出土遺物はない。SK99柱穴とSK104柱穴と組み合い建物跡や柱列にな

る可能性がある。その方向性はN-2° 一Wで SB108等の建物群と同じような方向性を示す。

(3)土坑

断面形態を基本にして、A～ E類に分類した。

A類 浅い土坑で断面形が皿形や浅い逆台形のもので平面形態で 2つ に分けた。

Al類 平面形が円形あるいは楕円形を呈するもの。 (第27図 )
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SK06

A区の N265。 E205付近で検出した。 1号小溝状遺構群・ P26に切 られる。長軸62伽・短軸53cm。 深さ14

cmを計る。平面形は精円形である。断面形は偏平な逆台形である。堆積土は、V層を主体のⅥ層がブロック

状に混じる人為堆積で炭化物・焼土を少量含む。出土遺物はない。

SK27

B tt N267・ E183付近で検出した。長軸66cm・ 短軸52cm・ 深さ16cmを計る。平面形は楕円形で、断面形は

偏平な逆台形を呈する。堆積土は、Ⅳ層とV層が混じる人為堆積上で炭化物・焼土を含む。出土遺物はない。

SK30

B tt N269。 E181付近で検出した。 1号小溝状遺構群 。SK29に切られる。長軸■6cm・ 短軸82cm・ 深さ16

cmを計る。平面形は長精円形で、断面形は皿形を呈する。堆積土は、上部がⅣ層主体で炭化物・焼上を多量

に含み、下部がV層主体で炭化物・焼土を少量含む人為堆積土と考えられる。非ロクロ土師器片15点・須恵

器片 1点・縄文土器片 4点出土している。

SK54

B区の N260。 E181付近で検出した。 3号小溝状遺構群に切 られる。長軸47cm・ 短軸35cm・ 深さ13cmを計

る。平面形は楕円形で、断面形は皿形である。堆積土は、Ⅳ層主体で炭化物・焼上が混在する人為堆積であ

る。出土遺物はない。

SK56

B区の N252・ E186付近で検出した。■号小濤状遺構群を切る。長軸60cm・ 短軸42cm・ 深さ1lcmを計る。

平面形は楕円形で、断面形は皿形である。堆積土は、Ⅳ層主体でV層が混在する人為堆積で炭化物・焼土を

少量含む。出土遺物はない。

SK58

B区の N252・ E184付近で検出した。長軸57cm・ 短軸36cm・ 深さ13cmを計る。平面形は精円形で、断面形

は皿形である。堆積土は、Ⅳ層とV層が混在する人為堆積で炭化物・焼上を少量含む。出土遺物はない。

SK71

B区の N249。 E180付近で検出した。 5号小溝状遺構群に切られる。長軸56cm。 短軸50cm・ 深さ10帥を計

る。平面形は楕円形で、断面形は皿形である。堆積土は、Ⅳ層主体でV層が混在する人為堆積で炭化物・焼

上を少量含む。出土遺物はない。

SK88

C区の N272・ E171付近で検出した。 2・ 6号小溝状遺構群に切られ 9号小溝状遺構群を切る。規模は、

長軸80cm。 短軸73cm・ 深さ 5 cmである。平面形は楕円形である。断面形は皿形で壁はほぼ平坦な底面からゆ
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Al類
盾位 土   色 土 性 備 考

10YR4/2 灰黄褐色 粘 土 V層主体。Ⅵ層ブロック混在 炭化物・焼土多量

10YR3/2 黒褐色 粘  土 IV層主体。 V層 ブロック混在 炭化物・焼土多量

2 10YR4/4 褐色 粘  上 IV層主体.V層 プロック混在 炭化物・靡上少量

第27図 土坑 Al類平面図・断面図
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るやかに立ち上がる。堆積土は、Ⅳ層主体のV層が粒状に混じる人為堆積で炭化物・焼土を少量含む。須恵

器片 1点出上している。

SK97

C区の N272・ E167付近で検出した。 1号小溝状遺構群 SD03・ 6号小溝状遺構群 SD79に切られ、 9号小

溝状遺構群 SD127を切る。平面形は隅丸の長方形と推定される。規模は長軸160cm。 短軸85cm以上・深さ37cm

である。断面形は箱形で壁は平坦な底面から急に立ち上がる。堆積土は、Ⅳ層主体でV層の混在具合で 3層

に分けられる。堆積状況から人為堆積と考えられる。出土遺物はない。

以上 Al類は、堆積土・規模が類似し、切り合い関係からも一連のものととらえられる。

A2類 平面形が長い楕円形のもの。 (第28図 )

SK29

B tt N270・ E181付近で検出した。SK30を切る。長軸58cm・ 短軸32cm・ 深さ14cmを計る。平面形は長精円

形で、断面形は皿形を呈する。堆積土は、上部がⅣ層主体で炭化物・焼土を多量に含み、下部がV層主体で

炭化物・焼上を少量含む人為堆積土と考えられる。ロクロ土師器片 1点・縄文土器片 1点出上している。

SK51

B区の N260・ E180付近で検出した。 1号小溝状遺構群を切る。長軸66cm・ 短軸38cm・ 深さ10伽を計る。

平面形は長楕円形で、断面形は皿形である。堆積土は、Ⅳ・ V・ Ⅷ層が混在する人為堆積で炭化物・焼土を

少量含む。出土遺物はない。

SK78

B区の N239・ E186付近で検出した。■号小溝状遺構群を切る。長軸73cm・ 短軸37cm。 深さ 8 cmを計る。

平面形は長楕円形で、断面形は皿形を呈する。堆積土は、Ⅳ層主体でV層が混在する人為堆積である。出土

遺物ないが、炭化物・焼上を含む。

SK84

C区の N269・ E174付近で検出した。 1号小溝状遺構群を切る。長軸84cm・ 短軸34側・深さ17cmを計る。

平面形は長楕円形で、断面形は逆台形である。堆積土は、laob層が自然流入上で2a・ b層がⅣ層主体のV層

がブロック状に混じる人為堆積で、2b層は壁の崩落上である。出土遺物はない。

SK89

C区の N270・ E170付近で検出した。 6号小濤状遺構群 SD77を切る。長軸85cm・ 短軸38側・深さ18cmを計

る。平面形は長精円形で、断面形は皿形である。堆積土は、Ⅳ層主体のV層がブロック状に混じる人為堆積

で上部に炭化物 。焼土を多量に含む。出土遺物はない。

SK91

C区の N272・ E169付近で検出した。 1号小溝状遺構群に切られる。長軸100cm・ 短軸46cm・ 深さ 7 cmを計

る。平面形は長楕円形で、断面形は皿形である。堆積土は、Ⅳ層主体のV層がブロック状に混じる人為堆積

A2類

0    1m   2m

唇位 土   色 土 性 備 考

la 10YR4/2 灰黄褐色 粘 土 V層主体。Ⅵ層ブロック混在 炭化物・焼土多量

10YR3/3 暗箱色 粘 士 IV層 主体。V層 プロック混在 炭化物・焼上多握

10YR2/2 黒掲色 粘 土 IV層 主体。V層 ブロック混在 炭化物・焼土少豊

10YR5/4 にぶい貢褐色 粘 土 V層主体。Ⅳ層の粒混在

第28図 土坑 A2類、平面図・断面図
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と考えられる。出土遺物はないが、炭化物・焼土を含む。

以上 A2類は、堆積土。規模が類似し、切 り合い関係からも一連のものととらえられる。ただ、SK91は他

のものに比べて大きめで、切 り合い関係も違いがある。

B類 断面形が舟底形のもの (第29図 )
SK01

A区の東端 E214・ N268付近で検出した。 6号小濤状遺構群に切られる。長軸92cm・ 短軸67cm以上、深さ

22cmを計る。平面形は精円形と推定される。断面形は舟底形から皿形である。堆積土は、下部はⅣ・ V層が

ブロック状に混じる人為堆積土で、上部はⅣ層主体の自然流入上である。出土遺物はない。

SK35

B区の N265。 E189付近で検出した。 6号小清状遺構群 。SK34柱穴に切られ、 7号小濤状遺構群を切る。

長軸88cm・ 短軸72硼 。深さ23cmを計る。平面形は精円形で、断面形は舟底形から偏平なU字形である。堆積

土は、Ⅳ層主体でV層が混在する人為堆積である。出土遺物はない。

SK42

B tt N267・ E180付近で検出した。 1・ 7号小溝状遺構群を切る。長軸118cm・ 短軸100cm・ 深さ46cmを計

る。平面形は楕円状の長方形で、断面形は舟底形から逆台形を呈する。底面に径20cm深さ 5 cmの ピット状の

落ち込みを有する。堆積土は、Ⅳ層主体でV層が混在する人為堆積土と考えられる。炭化物・焼土を含む。

出土遺物はない。

SK44

B tt N267・ E176付近で検出した。11号小清状遺構群 。SB106 P8を切る。長軸122cm・ 短軸88側・深さ23

cmを計る。平面形は楕円状の長方形で、断面形は舟底形から偏平な逆台形を呈する。底面に径60cm深 さ15cm

のピット状の落ち込みを有する。堆積土は、Ⅳ層主体で炭化物・焼土を多く含む人為堆積土と考えられる。

赤焼土器 (T4第 35図 8 T5第 35図 9)非ロクロ土師器 (C39第35図 10)・須恵器 (E10第35図11)の他、ロ

クロ土師器片 2点・非ロクロ土師器片35点 。須恵器片 3点出土している。

SK47

B区のN260・ E187付近で検出した。 3号小溝状遺構群に切られる。長軸93cm・ 短軸84cm。 深さ24cmを計

る。平面形は南東隅が張る方形で、断面形は舟底形から偏平なU字形である。堆積土は、Ⅳ層とV層が混在

する人為堆積である。出土遺物はない。

Bカヨ01、 35、 42

層位 土    色 土  性 備 考

1 10YR2/2 黒ネ訴働 粘土 Ⅳ層主体。 V層 の粒混在
2 10YR5/4 にぶい責褐色 粘土 V層主体。Ⅳ層の粒混在
3 10YR2/2 黒褐色 粘 土 Ⅳ層主体。 V層 ブロック混在

SK44、 47

層位 土   色 土  性 備 考

I 10YR3/2 黒褐色 粘上質シル ト Ⅳ層主体。炭化物・焼土粒多量

2 10YR4/2 灰着褐れ 粘   土 Ⅳ層主体。酸化鉄斑状に多量、ややグライ化

第29図 土坑 B類平面図・断面図

Cl類 断面形が壁の立つ箱形を基調 としているもの。 (第30図 )

SKll

A区の N267・ E195付近で検出した。 2・ 7号小溝状遺構群に切 られ、 9号小溝状遺構群を切る。長軸84

E188

o     lm    2m
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cm・ 短軸52cm・ 深さ16cmを計る。平面形は方形を基調とした不整の円形で、断面形は偏平な箱形を呈する。

堆積土は、Ⅳ～V層が混在する人為堆積土と考えられる。非ロクロ土師器片が 2点出上している。

SK13

A区の西側 N266・ E195付近で検出した。 7号小溝状遺構群 。SK12柱穴に切られる。長軸100cm・ 短軸70

cm。 深さ27cmを計る。平面形は不整の円形で、断面形は箱形を呈する。堆積土は、 1層がⅣ層主体の自然流

入上で、 2層がV層主体のⅣ層が混じる人為堆積土と考えられる。出土遺物はない。

SK14

B区の N273・ E189付近で検出した。東側は調査区側濤の設置に伴い、一部削平されている。長軸85cm・

短軸50cm以上 。深さ22硼を計る。平面形は隅丸方形と考えられる。断面形は箱形を呈する。堆積土は、Ⅳ層

主体のV層が混じる人為堆積土と考えられる。出土遺物はない。

SK28

B tt N270。 E180付近で検出した。 2号小溝状遺構群を切る。長軸80硼・短軸62cm・ 深さ44cmを計る。平

面形は楕円形で、断面形は箱形を呈する。堆積土は、Ⅳ層とV層が混じる人為堆積土で上部に炭化物・焼土

を含む。ロクロ土師器片 1点・非ロクロ土師器片 2点・縄文土器片 1点出上している。

SK61

B区の N253・ E174付近で検出した。1号小溝状遺構群に切られ、11号小溝状遺構群・S1111住居跡を切る。

長軸78cm。 短軸64側・深さ37cmを計る。平面形は楕円形で、断面形は箱形である。底面は小ピット状の落ち

込みが 5個あり凸凹している。堆積土は、Ⅳ層主体でV・ Ⅵ・Ⅶ層が混在する人為堆積である。出土遺物は

ない。

SK100

C区の N273・ E163付近で検出した。 7号小溝状遺構群 。SK101を切る。平面形は楕円形である。規模は

長軸79cm・ 短軸70cm・ 深さ34cmである。断面形は偏平なU字形で壁は丸みをもった底面から急に立ち上がる。

堆積土は、Ⅳ層とV層が混在する人為堆積と考えられる。その混在具合で 4層に分けられる。出土遺物はな

い 。
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13・ 14は規模・形態が類似し、切 り合い関係からも一連のものととらえられる。

第30図 土坑 Cl類平面図 。断面図

C2類 断面形が逆台形 もの。 (第31図 )

SK09

A区の N270・ E200付近で検出した。 2号小溝状遺構群に切られる。長軸50cm・ 短軸36cm・ 深さ27cmを計

る。平面形は楕円形である。断面形は U字形である。堆積土は、上部がⅣ層を主体の自然流入上で、下部は

―

m

10YR4/2

325
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V層主体のⅣ層が斑状に混じる人為堆積土と考えられる。出土遺物はない。

SK25

B区の東側 N266・ E185付近で検出した。 1号小溝状遺構群に切 られる。長軸61cm・ 短軸55cm以上・深 さ

38cmを計る。平面形は隅丸方形で、断面形は底面がやや丸みをもった逆台形を呈する。堆積土は、Ⅳ層主体

のV層が混じる人為堆積土と考えられる。出土遺物はない。

SK70

B区の N251・ E179付近で検出した。 7号小溝状遺構群に切 られる。長軸54cm・ 短軸38cm・ 深さ34硼を計

る。平面形は楕円形で、断面形は底面がやや丸みをもった逆台形である。堆積土は、Ⅳ層主体でV層が混在

する人為堆積である。出土遺物はない。

SK94

C区の N270。 E169付近で検出した。 6号小溝状遺構群 SD78に 切 られる。平面形は精円形 と推定される。

規模は長軸73cm・ 短軸50cm以 上 。深さ33帥である。断面形は底面がやや丸みをもった逆台形である。堆積土

は、Ⅳ層主体でV・ Ⅵ層の混在具合で 3層に分けられる。堆積状況から人為堆積 と考えられる。出土遺物は

ない。

SK101

C区の N271・ E163付近で検出した。 7・ 9号小溝状遺構群を切る。平面形は長精円形である。規模は長

軸156cm・ 短軸55cm・ 深さ42側である。断面形は皿形で底面中央に径60cmの ピット状の落ち込みを有する。堆

積土は、Ⅳ層とV層が混在する人為堆積 と考えられる。その混在具合で 4層に分けられる。出土遺物はない。

C2類は規模・形態が類似し、切 り合い関係からも一連のものととらえられる。
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C2類
層位 土    色 土  性 備 考

1 10YR3/2 黒褐色 粘 土 Ⅳ層主体。 V層粒状に混在
2 10YR4/4 褐色 粘 土 Ⅳ層主体。 V層粒状多量
3 10YR4/4 褐色 粘  土 IV層 主体。VI層粒状に混在
4 10YR3/3 暗褐色 粘  土 IV層主体。 V層 プロック状 に混在

第31図 土坑 C2類平面図・断面図

C3類 断面形がU字形のもの。 (第32図 )

SK07

A区の N267・ E204付近で検出した。長軸50cm・ 短軸36cm・ 深さ27cmを計る。平面形は楕円形である。断

面形は U字形である。堆積土は、下部はⅣ層を主体のV層がブロック状に混じる人為堆積である。出土遺物

はない。

SK45

B区の N264・ E180付近で検出した。 1号小溝状遺構群に切 られる。長軸56cm・ 短軸38cm・ 深さ37cmを計

る。平面形は楕円形で、断面形は丸みをもった U字形である。堆積土は、Ⅳ層とV層が混在する人為堆積で

ある。出土遺物ないが、炭化物が少量出土している。

SK76

B区の N244・ E178付近で検出した。SB■ 3P7を切る。長軸50cm・ 短軸46cm・ 深さ22cmを計る。平面形は

楕円形で、断面形は U字形を呈する。堆積土は、Ⅳ oV層が混在する人為堆積である。非ロクロ土師器 (C12

第35図 6)が出上している。
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SK83

C区の N271・ E174付近で検出した。径48伽・深さ33cmを計る。平面形は円形で、断面形はU字形である。

堆積土は、Ⅳ・ V o VII層 が混在する人為堆積土である。須恵器 E12の他非ロクロ土師器片 1点・須恵器片 1

点出上している。

SK85

C区の N269・ E174付近で検出した。SK86を切る。長軸45側・短軸40cm。 深さ16cmを計る。平面形は隅丸

の長方形で、断面形はU字形である。堆積土は、Ⅳ層主体のV層がブロック状に混じる人為堆積と考えられ

る。出土遺物はない。

SK86

C区の N269・ E174付近で検出した。SK85に切られる。長軸60cm・ 短軸46cm以上・深さ30cmを計る。平面

形は楕円状の長方形で、断面形はU字形である。堆積土は、Ⅳ層主体のV層がブロック状に混じる人為堆積
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と考えられる。出土遺物はない。

第32図 土坑 C3類平面図・断面図

Dl類 規模が大きく方形を基調にしているもの。 (第33図 )

SK10

A区の N270・ E200付近で検出した。 2・ 6・ 7号小溝状遺構群を切る。長軸232cm。 短軸115cm以上・深

さ56cmを計る。平面形は長楕円形で、断面形は逆台形を呈すると考えられる。立上がりに段がつく。堆積土

は、 1・ 2・ 4層がⅣ層主体の自然流入上で、 3層が壁崩落上で 5層がⅣ層主体のV層が混じる人為堆積土

と考えられる。出土遺物はない。

SK75

B区の N250。 E172付近で検出した。長軸126側 。短軸■4cm・ 深さ60cmを計る。 4号小溝状遺構群に切ら

れ、11号小溝状遺構群を切る。平面形は楕円形で、断面形は逆台形を呈する。西側に径30～70cmの楕円形の

ピット状の落ち込みを有する。堆積土は、IV層主体でV層が混在する人為堆積である。非ロクロ土師器片 2

点・縄文土器片 1点の他、炭化物を多量に出土している。

SK95

C区の N272・ E167付近で検出した。 1・ 6号小溝状遺構群に切 られ、 9号小溝状遺構群を切る。平面形

は隅丸の長方形と推定される。規模は長軸160cm・ 短軸85側以上・深さ37cmである。断面形は箱形で壁は平坦

な底面から急に立ち上がる。堆積土は、Ⅳ層主体でV層の混在具合で 3層に分けられる。堆積状況から人為

堆積と考えられる。堆積± 1層 より非ロクロ土師器 (C4第 35図 5)が出上している。

SK96

C区の観27Ⅲ E167付近で検出した。 6号小濤状遺構群・SK96に切られ、11号小溝状遺構群を切る。平面

形は楕円形と推定される。規模は長軸76cm・ 短軸60cm。 深さ20∽である。断面形は偏平な逆台形で壁は丸み

をもった底面から角度をもって立ち上がる。堆積土は、Ⅳ層主体でV層が混在する人為堆積と考えられる。

層位 土   色 土 性 傭 考

la 10YR3/2 黒褐色 粘  土 Ⅳ層主体。 V層 ブロック混在

lb 10YR3/3 暗褐色 粘  土 Ⅳ層主体。 V層プロック状 に混在

2 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘  土 V層主体。Ⅳ層粒状に混在

E180
+N244

鬱評
Og然

昂%8冒 駿
SK85・ 86



第 3節 六反田遺跡

層の色合いで 2層に分けられる。非ロクロ土師器 (C2第 35図 7)の他非ロクロ土師器片11点・須恵器片 2点・

縄文土器 1点出土している。

SK75。 95。 96は規模・形態が類似し、切 り合い関係からも一連のものととらえられる。

M即7上   上

D2類 規模が大きく不整形のもの。 (第34図 )
SK19

B tt N270。 E185付近で検出した。 2・ 4・ 6・ 7号小溝状遺構群に切られる。長軸172cm・ 短軸126飢・

深さ50cmを計る。平面形は楕円状の長方形で、北側が張り出す。断面形は偏平な逆台形である。底面にピッ

ト状の落ち込みを3個有する。非ロクロ土師器・縄文土器が出土している。

SK26

B tt N270。 E183付近で検出した。 2・ 4号小溝状遺構群に切られる。長軸164cm・ 短軸108cm・ 深さ35cm

を計る。平面形は楕円状の長方形で、北側が張り出す。断面形は偏平な逆台形である。堆積土は、Ⅳ層とV
層が混じる人為堆積土と考えられる。出土遺物はない。

SK41

B区の N262・ E184付近で検出した。 2・ 3・ 7号小溝状遺構群に切られる。長軸274cm。 短軸122cm・ 深

さ40cmを計る。平面形は長精円形で、断面形は偏平な逆台形を呈する。西側は一段下がっている。堆積土は、

Ⅳ層主体がグライ化したものが主体でV層 。炭化物 。焼土が混在する。非ロクロ土師器片11点・須恵器片 1

点出上している。出土遺物はない。

D2類は規模・形態が類似し、切り合い関係からも一連のものととらえられる。

SK75

Dl葵買 SK10
層位 土   色 土   性 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 粘  土 Ⅳ層主体。 V層粒状に混在

2 10YR3/2 黒褐色 ンル ト質粘上 Ⅳ層主体。 V層粒状に混在
3 10YR3/3 暗褐色 粘  土 IV層主体。V層ブロック状に混在
4 10YR3/3 暗褐色 粘  土 Ⅳ層主体。

5 10YR3/2 黒褐色 Ⅳ層主体.V・ Ⅵ膚ブロック状 にみ量

Dl養買SK75、 95、 96

層位 土   色 土 性 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 粘 土 Ⅳ層主体。 V層 プロック混在
2 10YR3/3 暗褐色 粘 土 Ⅳ層主体。 V層 ブロックまだらに混在
10YR3/3 暗褐色 粘 土 Ⅳ層主体。 V層粒状に混在

第33図 土坑 Dl類平面図・断面図

D2類 SK19
層位 土   色 土   牲 備 考

1 10YR2/3 黒絶 粘上質シル ト V層主体。 V層斑状に混在
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト Ⅳ層主体。 V層斑状に多量
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト Ⅳ層主体。V層斑状に多量
4 10YR5/3 イこぶい黄褐色 粘土質シル ト V層主体。IV層斑状 に多量
5 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト V層主体。 IV層斑状 に混在

6 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト Ⅳ層主体

D2炎買SK41、 26

層位 土   色 土   性 備 考

1 10YR4/2 灰黄褐色 ンル ト質粘土 IV層がグライ化。炭化物・焼土多量

2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト Ⅳ層主体。 V層・ マンガン粒斑状に少量
3 10YR5/3 1こ ぶい黄褐色 粘上賓シル ト V層主体。Ⅵ層斑状 に混在
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第34図 土坑 D2類平面図・断面図
E類 底面がピット状の落ち込みや段を有するもの。 (第36図 )

SK02

A区の東端 E214・ N267付近で検出した。 1・ 6号小溝状遺構群に切 られる。長軸70cm以上・短軸 48cm・

n∞0鴫 諷
9 10000乳  SK26  ト

ラタラ,ララララフラ多i3

Ю000乳  SK411 に
蒻
`ろ



飛評縞葡ｏ霞
ｓＫｏ２

第 3節 六反田遺跡

深さ26cmを計る。平面形は楕円形と推定される。断面形は皿形で底面に 2個のピット状の落ち込みを有する。

堆積土は、 1層でⅣ層主体のV層がブロック状に混じる人為堆積である。出土遺物はない。

SK33

B tt N269・ E178付近で検出した。 1号小溝状遺構群に切られ、 3・ 11号小溝状遺構群を切る。長軸118側・

短軸66側・深さ28cmを計る。平面形は長楕円形で、断面形は皿形である。底面に径30～40側のピット状の落

ち込みを有する。堆積土は、Ⅳ層主体でV層が混在する人為堆積である。出土遺物はない。

SK50

B区の N260。 E183付近で検出した。 8号小清状遺構群に切られる。長軸87cm・ 短軸41側 。深さ18cmを計

る。平面形は精円状の長方形で、断面形は皿形を呈する。底面に径30～40側のピット状の落ち込みを有する。

堆積土は、Ⅳ層主体のV層が混在する人為堆積土と考えられる。出土遺物はない。

SK102

C区の N273・ E163付近で検出した。 7号小溝状遺構群 。SK101を切る。平面形は楕円形である。規模は

長軸79c14・ 短軸70cm。 深さ34cmである。断面形は偏平なU字形で壁は丸みをもった底面から急に立ち上がる。

堆積土は、Ⅳ層主体でV層が混在する人為堆積 と考えられる。その混在具合で 3層 に分けられる。非ロクロ

土師器片 1点出上している。

ゼY亀 269

E tt SK102

E tt SK50
層位 土   色 土   性 備 考

1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト Ⅳ層主体。V層・炭化物斑状に多量

第36図 土坑 E類平面図・断面図

SX49竪穴遺構 (第37図 )

B区の N260。 E185付近で検出した。 1・ 2・ 3・

4・ 11号小清状遺構群に切られる。長軸244cm・ 短軸84

cm・ 深さ24cmを計る。平面形は不整の方形で、断面形

は偏平なU字形である。北側の底面に径70cm・ 深さ 7

cmの上坑状の落ち込みを有する。堆積土は、Ⅳ・ V。

Ⅵ層が混在するが自然流入土と考えられる。非ロクロ

土師器 (C7第35図 1)須恵器 (E2第 35図 2 E38第35

図 3)。鉄製品 (Nl第35図 4)の他、非ロクロ土師器

片12点 。須恵器片 1点 。縄文土器片 1点出上している。

(4)小溝状遺構群

方向及び切り合い関係から11の群に分けられる。

1号小溝状遺構群 (第38図 )

調査区全域で検出した東西方向の小濤状遺構群であ

軋
E185

N25計

N26半

E185

A
1000町

暫
目μ

ト

十 N268
E179

層位 土 色 土 ′陛 繕 考

1 10YR3/2 黒褐色 粘 上 V層主体。 V相ブロツク混在

2 10YR3/2 黒褐色 粘 土 Ⅳ層主体。 V層の粒少量

3 10YR4/3 にぶい貢猾色 粘  土 V層 主体.Ⅳ層ブロック混在E tt SK02、 33

層位 土   色 土   性 備 考

10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト Ⅳ層主体。 V層・マンガン粒・炭化物・焼土少量

2 10YR3/2 黒褐色 粘  土 Ⅳ層主体。

ヽ ド

「̂
違

層位 土  色 土   牲 備 考

10YR3/2 黒絶 粘土質シル ト Ⅳ層主体。 V層斑状に多量

2 10YR3/3 黒褐色 粘土 IV層 主体。 V層斑状に少量

第37図 SX49竪穴遺構平面図・断面図
329



第 3節 六反田遺跡

Θ 4

Cm

第35図 土坑及び竪穴遺構

る。SAl16、 SK42・ 51・ 84に切られ、S1110・ 111、 SB106・ 108・ 112、 SK03・ 08・ 21柱穴、 2へ41号 /Jゞ毒

状遺構群、SK02・ 06・ 25・ 30・ 33・ 45・ 55。 61・ 91・ 95・ 97、 SX49を切る。上幅30～80cm・ 深さ2～35cm

である。方向はA区で N-65～ 72°一Eで BoC区で N-90～ 120°一Eと湾由している。溝同志の心々間は南

側の間隔が大きく開く部分を除外すると190～240cmで大半が約200cmである。 2号小溝状遺構群との溝間は

110～220cmである。断面形はU字形で、底面は東に向かってやや傾斜している。堆積土は、IV層主体で、V

◎

Λ
憔
脚
――――
悧
畦

／
．

図番号 登録番号 種  男」 器 種 籟 特 徴 (調整 切 り離し等 ) 写  真
1 C-7 土 師 器 不 CIIbイ SX49 1 外面―ミガキ 内面―ミガキ・黒色処理

2 E-2 須 恵 器 邪 I SX49 1 外面―ロクロ 内面―ロクロ 底部体部下端―ケズリ→回転ヘラクズリ ヘラミガキ 19-5
3 E-38 須 恵 器 邦 I SX49 1 外面―ロクロ 内面―ロクロ 底部―ヘラケズリ→回転ヘラケズリ 体部下端に再調整痕跡 19-6
4 N-1 3k製 品 棒状鉄製品 SX49 1 断面形四角形を呈する。釘か鉄鏃の茎と思われる。 21-1
5 C-4 土 師 器 杯 CHaイ SK95 1 外面―ミガキ 内面―ミガキ・黒色処理 底部体部下端―ミガキ 17-6
6 C-12 土 師 器 不 CHcロ SK76 1 外面―ヨコナデ・ ミガキ 内面―ミガキ・黒色処理

7 C-2 土 師 器 甕 CⅥ SK96 1 外面―ミガキ・ ケズリ 内面―ミガキ・黒色処理 底部―ナデ

8 T-4 赤焼上器 雰 SK44 2 外面―ロクロ 内面―ロクロ中段以下に工具痕跡あり底部一回転糸切 り再調整なし 20-9
9 T-5 示焼土器 豚 SK44 2 外面―ロクロ 内面―ロクロ中段以下に工具痕跡あり底部―回転糸切 り再調整なし 20-10
C-39 土 師 器 甕 SK44 2 外面―ヘラナデ 内面―ヘラナデ 底部―ナデ

E-10 須 恵 器 不 SX44 2



第 3節 六反田遺跡

層の混じり具合で 2層に分けられ、下部はブロック状に、上部は粒状に少量含む。1層からロクロ土師器(D6

第43図 9、 D7第43図 7、 D8第 43図 8)が出土している。その他、非ロクロ土師器片・須恵器片・縄文土器

片が出上している。

2号小溝状遺構群 (第38図 )

調査区全域で検出した東西方向の小溝状遺構群である。 1号小溝状遺構群 。SK10・ 28に切られ、SI■ 0・

1■、SB106・ 108・ 112・ 113、 SAl14・ 115、 SK04・ 05。 21柱穴、 3～■号小溝状遺構群、SK09・ ■・ 19。

26・ 41・ 55・ 88、 SX49を切る。上幅17～ 52cm・ 深さ 4～31cmである。方向はA区で N-65～ 72°一Eで B。

C区で N-88～ 102°一Eと湾曲している。清同志の心々間は190～ 220cmで大半が約200cm である。断面形は

U字形で 底面は東に向かってやや傾斜している。堆積土は、Ⅳ層主体で、V層の混じり具合で 2層 に分け

られ、下部はプロック状に、上部は粒状に少量含む。 1層から非ロクロ土師器 (C18第 43図 6)。 ロクロ土師

器 (D20第43図 5)が出上している。その他、非ロクロ土師器片・ロクロ土師器片・須恵器片・縄文土器片

が出上している。

3号小溝状遺構群 (第38図 )

BoC区の N255以北全域で検出した。東西方向の小溝状遺構群である。 1・ 2号小溝状遺構群・SK31柱

穴、SK33に切られ、S1110、 SB106、 SAl15、 4～11号小溝状遺構群、SK41・ 47・ 54・ 55、 SX49を切る。

上幅10～ 60cm・深さ2～36cmである。方向はN-85～ 90°一Eである。断面形はU字形で 底面は東に向かっ

てやや傾斜している。溝同志の心々間は100～ 300cmでまちまちであるが、約200cm 間隔のものが多い。堆積

土は、Ⅳ層主体で、V層の混じり具合で 2層に分けられ、下部はプロック状に、上部は粒状に少量含む。非

ロクロ土師器片 。ロクロ土師器片・須恵器片・縄文土器片が出土している。

4号小清状遺構群 (第39図 )

B区の N255以南で検出した南北方向の小溝状遺構群である。 1～ 3号小溝状遺構群に切られ、S1111、

SBl12・ 113、 6～ 8・ 11号小溝状遺憶群、SK71を切る。上幅10～ 50cm・ 深さ 3～20cmである。方向は N―

20°一W～ N-8°一Eで西側が張り出すように湾曲する。溝同志の心々間は100～200cmで開きがあるが、大半は

130～ 140cmあ る。断面形はU字形で底面は南に向かってやや傾斜している。堆積土は、Ⅳ層主体で、V・ Ⅵ

層の混じり具合で 2層 に分けられ、下部はブロック状に、上部は粒状に少量含む。非ロクロ土師器片 。ロク

ロ土師器片・須恵器片・縄文土器片が出土している。

5号小溝状遺構群 (第39図 )

B区の N250以北で検出した北西から南東方向の小溝状遺構群である。 1～ 3号小溝状遺構群、SB106、

SK31柱穴に切られ、SI■ 1、 5～ 9・ 11号小溝状遺構群、SK19・ 26・ 55、 SX49を切る。上幅10～ 30cm・ 深

さ3～45clnである。方向はN-46～ 50°一Wで N171・ E181付近で N-70°一Wに屈曲する。溝同志の心々間

は南側の間隔が大きく開く部分を除外すると90～ 150clnである。断面形はU字形で底面は南東に向かってやや

傾斜している。堆積土は、Ⅳ層主体で、V・ Ⅵ層の混じり具合で 2層に分けられ、下部はプロック状に、上

部は粒状に少量含む。非ロクロ土師器片・縄文土器片が出上している。

6号小溝状遺構群 (第40図 )

N260以北の調査区全体で検出した南北方向の小溝状遺構群である。S1110、 SB106・ 107・ 108、 SAl16、

SK03・ 62・ 63・ 104・ 105、 柱穴 1～ 5号小濤状遺構群、SK10・ 89に切られ、S1111、 SBl13、 SAl14・ 115、

SK22・ 52・ 柱穴 7～■号小溝状遺構群、SK01・ 02・ 19。 35・ 88。 94・ 95・ 96・ 97を切る。上幅20～ 70cm・

深さ 3～40cmである。方向はN-1～ 5°一Eである。溝同志の心々間は160～ 320cmで開きがあるが、大半は

210～ 230cmである。断面形はU字形で底面は北に向かつてやや傾斜している。堆積土は、Ⅳ層主体で、V。
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第1～ 3
層位 土     色 土    牲 備 考
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Ⅵ層の混じり具合で 2層 に分けられ、下部はブロック状に、上部は粒状に少量含む。縄文土器 (A7第 46図 4)

の他、非ロクロ土師器片・須恵器片・縄文土器片が出上している。

7号小溝状遺構群 (第40図 )

調査区全体で検出した南北方向の小溝状遺構群である。SI■ 0、 SB106・ 108・ 109・ 112、 SA■ 6、 SK31柱

穴、 1～ 6号小溝状遺構群、SK10。 35。 42・ 100・ 101・ 102に切られ、SBl13、 SAl14・ 115、 SK08・ 12柱

穴 8～ 11号小溝状遺構群、SK■・ 13・ 19・ 41・ 55・ 70を切る。上幅15～ 40cm・ 深さ3～28cmである。方向は

N-5°一E～N-1°一Wである。溝同志の心々間は間隔の開くE170～180地点を除くと100～ 240cmで あり、大

半は210～ 220cmである。断面形はU字形で底面は北に向かってやや傾斜している。堆積土は、Ⅳ層主体で、

VoⅥ層の混じり具合で 2層 に分けられ、下部はブロック状に、上部は粒状に少量含む。非ロクロ土師器片・

須恵器片・縄文土器片が出土している。

8号小溝状遺構群 (第40図 )

N255以北の調査区全体で検出した南北方向の小溝状遺構群である。1～ 7号小溝状遺構群に切られ、10・

11号小溝状遺構群、SK50を切る。上幅10～ 60cln・ 深さ7～22cmである。方向はN-3～ 8°一Eである。溝同

志の心々間は■0～300cmで開きがある。断面形はU字形で底面は北に向かつてやや傾斜している。堆積土は、

Ⅳ層主体で、V・ Ⅵ層の混じり具合で 2層 に分けられ、下部はブロック状に、上部は粒状に少量含む。非ロ

クロ土師器片・須恵器片・縄文土器片が出上している。

9号小溝状遺構群 (第41図 )

C区の E160～175地点で検出した北東から南西方向の小溝状遺構群である。SA107、 SK99柱穴、1～ 3・

6・ 7号小溝状遺構群、SK88。 95。 97・ 101に切られ、SK05、 11号小溝状遺構群を切る。上幅15～30cm。 深

さ5～20cmである。方向はN-54～ 59°一Eである。清同志の心々間は130～ 140clnで ある。断面形はU字形で

底面は北東に向かってやや傾斜している。堆積土は、Ⅳ層主体で、V・Ⅵ層の混じり具合で 2層 に分けられ、

下部はプロック状に、上部は粒状に少量含む。出土遺物はない。

10号小清状遺構群 (第42図 )

A区全域で検出した東西方向の小溝状遺構群である。SK08柱穴、 1～ 3・ 6～ 8号小溝状遺構群 。SKll

に切られ、SK05柱穴を切る。■号小溝状遺構群との切り合いは不明だが、他の遺構との切り合い関係を考慮

すると同時期の可能性が大きい。上幅15～ 30cm・深さ 5～ 15cmである。方向はN-83～ 85°一Wである。溝同
志の心々間は70～90cmで ある。断面形はU字形で底面は東に向かってやや傾斜している。堆積土は、Ⅳ層主

体で、V・ Ⅵ層の混じり具合で 2層に分けられ、下部はブロック状に、上部は粒状に少量含む。出土遺物は

ない。

m号小溝状遺構群 (第42図 )

BoC区全体で検出した南北方向の小溝状遺構群である。S1110・ 111、 SB107・ 108・ 109・ ■2・ 113、 SAl14・

■5 SK31・ 32・ 62・ 64・ 66・ 82・ 104・ 105 柱穴、 1～ 9号小清状遺構群、SK33・ 44・ 56・ 61・ 78。 96に

切られ、SX49を切る。上幅50～■Ocm・深さ10～75cmで ある。方向はN-0～ 9°一Eである。溝同志の心々間

は150～ 190cmで ある。断面形はU字形で底面は凹凸が著しい。北に向かってやや傾斜している。堆積土は、

Ⅳ層主体で、V・ Ⅵ層の混じり具合で 2～ 5層に分けられ、下部はブロック状に、上部は粒状に少量含む。

焼土・炭化物を少量含む。縄文土器 (A6第46図 5)・ 非ロクロ土師器 (C13第 43図 1、 C6第43図 3、 C16第

43図 2、 C14第43図 4)の他、非ロクロ土師器片・須恵器片。縄文土器片が出上している。規模や形態など他

の小溝状遺構群と違いがあり大溝状遺構群とした方がその特徴を現しているが、ここでは規則性など小溝状

遺構群 と同じような様相を呈するので小溝状遺構群として扱った。
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十

N270+

(5)基本層出土遺物

基本層Ⅳ層及び遺構検出面のV層上面から遺物が出上している。V層上面の遺物で図示できたものは非ロ

クロ土師器 (C40第 45図 1)須恵器 (E37第45図 2、 E3第45図 3、 E36第45図 5)である。このほか非ロク
ロ土師器片・須恵器片が出土している。Ⅳ層中の遺物で図示できたものはロクロ土師器 (Dl第45図 8)須恵

器 (E33第45図 4)赤焼土器 (Tl第 42図、T2第45図 7)である。このほか土師器片・須恵器片・縄文土器

片が出上している。

(6)縄文時代の遺物について

Ⅵ層が調査区側溝の断面観察で縄文時代の遺物包含層と認められたので、 3か所に深掘区 (第44図 )を設

けてⅥ層上面及びⅥI層上面で精査した。遺構の発見はなかったが、遺物はⅥ層をはじめ上層及び上層の遺構

から縄文土器や石器が出上した。図示できたものは、縄文土器 (Al第 46図 1、 A4第46図 2、 A7第46図 3、

A6第46図 4、 A9第46趾 5)、 石鏃 (Ka2第41図 2、 Kal第 47図 2、 Ka4第 47図 3)剣片石器 (Ka3第47図

4、 Ka 5第47図 5、 Ka6第 47図 6)礫石器 (Kc15第 47図 7)がある。

縄文土器の特徴

Alは くびれ部より上は平行沈線で区画しており区画の中に羽状縄文が施され、沈線と沈線の間に瘤状の

小突起が配されている。胴部はくびれ部の直下に弧状の沈線文が組み合わせて施され、それより下は異原体

を交互に施した羽状縄文である。以上のような特徴をもつ土器は縄文時代後期後葉に盛行したいわゆる瘤付

土器の範疇にとらえられる。同様の形態をもつ土器を多量に出上した田柄只塚の上器群 (手塚他 :1986)が

ある。その中で第V群土器にその類例がみられる。

A4は土器全体に異原体を交互に施した羽状縄文の上器であり、時期を限定できない。

A9は 国唇部が波状文で回縁部と胴部の境に沈線を施し胴部には斜行縄文が施されている。以上の特徴を

有する土器は縄文晩期に類例が多く見られ、とくに晩期中頃の大洞 Clに位置づけられる。

その他底部資料として A6・ 7があるが、時期を決定するような特徴はない。以上の縄文土器はⅥ層中から

出土しており、Ⅵ層は縄文時代後期後葉から晩期にかけての遺物包含層ととらえることができる。

ば荻 ＋�

第41図  9号小溝状遺構群
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第43図 小溝状遺構群出土遺物

m

図番号 登録番号 種  別 器 種 分類 遺 構・ 層 位 特 徴 (調整 切 り離 し等 ) 写 真
1 土 師 器 イ cma 11号小溝 外面―ミガキ・ケズリ 内面―ミガキ・黒色処理 底部―ミガキ→ケズリ 17-2
2 土 師 器 邪 C II bロ 11号小溝 外面―ヨコナデ・ ミガキ 内面―ミガキ・黒色処理 底部―ナデ 17-5
3 土 師 器 不 CⅣ 11号小溝 外面―ヨコナデ 。オサエ 内面―ヨコナデ・ ミガキ・黒色処理 ? 17-7
4 上 師 器 甕 C ⅥI 11号小溝 外面―オサエ 内面―オサエ 底部―オサエ 18-8
5 D20 土 師 器 不 D■ 1 2者ふ溝 外面―ロクロ 内面―ミガキ・黒色処理 底部―回転糸切 り再調整なし 17-11
6 土 師 器 邦 CIcロ 2号小溝 外面―ヨコナデ 内面―ミガキ・黒色処理

D7 土 師 器 郵 DⅣ 1号オヽ湾 外面―ロクロ 内面―ミガキ・黒色処理
8 D8 土 師 器 不 DⅣ 1号小溝 外面―ロクロ 内面―ミガキ・黒色処理
9 D6 土 師 器 甕 1号小溝 外面―ロクロ 内面―ロクロ 19-4

第44図 深掘り区位置図
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7

図番号 登録番号 種  別 器  種 分類 遺 構・ 層 位 特     徴 (調整 切 り灘 し等 ) 写  真
1 C-40 土 師 器 野 CIcロ 基本層 V層 上面 上面外面―ヨヨナデ・ ケズリ 内面―ミガキ・黒色処理

2 E-37 須 恵 器 甕 基本層 V層 上面 上面外面―ロクロ 内面―ロクロ 胎土が黒っぽい

3 E-3 須 恵 器 長頸瓶 基本層 V層 上面 上面外面―ロクロ自然釉 内面―ロクロ自然粕 19-12

E-33 須 恵 器 甕 基本層 Ⅳ層中 中 外面―平行タタキ 内面―オサエ 20-8
5 E-36 須 恵 路 甕 基本層 Ⅳ層中 中 外面―平行タタキ 内面―同心円の当て具跡
6 T-1 赤焼土器 高台付邪 基本層 Ⅳ層中 中 外面―ロクロ 内面―ロクロ 底部一回転糸切 り再調整なし
7 T-2 赤焼土器 高台付不 基本層 Ⅳ層中 中 外面―ロクロ 内面―ロクロ 底部一回転糸切 り再調整なし
D-1 土 師 器 甕 DI 基本層 Ⅳ層中 中 外面―ロクロ 内面―ロクロ

第45図 基本層出土遺物
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10cm

図番号 登録番号 種  別 器 種 遺 構・層 位 特     徴 (調整 切 り離 し等 ) 写 真

1 A-1 紐文土器 深鉢 基本層 Ⅵ層 外面―貼瘤・ 沈線・ LRと RLの横位縄文 内面―ミガキ 22-1

2 A-4 縄文土器 深鉢 基本層 Ⅵ層 外面―LRと Rと の横位縄文 内面―ミガキ 22-2

3 A-6 縄文土器 深鉢 11号小溝 1 外面―LR横位縄文 LR縦位縄文 内面 ―ミガキ 底部―ミガキ

A-7 縄文土器 深鉢 6号小溝 1 外面―LR横位組文 内面―ミガキ 底部―ミガキ

5 A-9 縄文土器 鉢 基本層 Ⅵ層 外面―口縁部キザミ 沈線 LR横位縄文 22-3

第46図 縄文時代の出上遺物 (1)
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縄文時代の出土遺物 (2)
図番号 登録番号 種  別 種 類 遺 構・ 層 位 特 徴 (調整 切 り離 し等 ) 写 真

1 Ka l 石 製 品 石鏃 S1110 周溝 有茎、重さ1政 珪質頁岩 ? 22-5
2 Ka 2 石 製 品 石鏃 S11■ 10層 有茎、重さ11富 珪質頁岩 ? 22-6
3 Ka 4 石 製 品 石鏃 2号小溝 1 有茎、重さ16g 瑳質買岩 ? 茎周辺にアスフアル ト付着 22-7
4 Ka 3 石 製 品 不定形石器 11号小溝 1 二次加工があるも 重さ130g 珪質頁岩 ? 22-9
5 Ka 5 石 製 品 不定形石器 11号小溝 1 二次加工があるも 重さ182g 瑳質頁岩 ? 22-10

6 Ka 6 石 製 品 不定形石器 基本層 VI層 微細剣離痕のあるもの 重さ60質 珪質頁岩 ? 22-8
Kc 15 石 製 品 礫石器 基本層 Ⅵ層 敲 1面・ 凹 2面・磨 2面 重さ1850陵 凝灰岩 ? 22-4

第47図 細文時代の出土遺物 12)
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5。 自然科学分析・同定

(1)仙台市六反田遺跡出上炭化材の樹種

東北大学大学院理学研究科付属植物園 鈴 木 三 男
仙台市大野田の六反田遺跡の平安時代の消失家屋 (S1110)か ら出上した炭化材25点の樹種を調べた。S1110

は一辺約5.7mの隅丸方形の住居で、壁柱穴から4点 (P10、 ■、12、 16)の炭化材が、床面からは多数の炭

化材が得られ、その中から21点を選んで調べた。

その結果、表 1に示すように、ヨナラ節 (ナラ類)が 12点 ともっとも多く、ついでクリが 8点、あとは、

二葉松類、エゴノキ属、散孔材一種、ススキ、竹笹類が各 1点であった。 4つの壁柱穴のうち、 3つがコナ

ラ節、1つがクリであった。これら同定された炭化材はいずれも家屋の焼失に伴って出来たものとみなされ、

家屋の建築部材に由来すると考えられる。ナラ材はもっとも多く出土して遺構内にまんべんなく存在し、し

かも壁柱穴の炭化材の 4つの内 3つ を占めることから、この焼失家屋の主要な建築材と見なすことが出来る。

クリ材も同様に多様されているが、いずれの炭化材も良く燃えて小破片になっているものが多く、柱等の形

態をとどめていないものが多い。二葉松類、エゴノキ属、散孔材一種も部材として使われたものに由来する

と考えられるがいずれも小径木であり、垂木などに多様な樹種が使われたことを示していると考えられる。

一方、ススキと竹笹類は炭化物の集積した状態で出土しており、長軸方向がほぼそろっていて一部に節の

部分の残存しているものもある。このことから、屋根葺き材の炭化したものと見なすことが出来る。

縄文時代の竪穴住居は多くがクリ材で構成されているのに対し、弥生時代以降は西日本ではカシ材、東日

本ではクリ、ナラ、クヌギ材などが多様されるようになる。本遺跡は時代が下って平安時代であるが、ここ

でもナラ材が住居用材の中心であったことが分かった。

同定された樹種

1.マツ属三葉松類 (複雑管束亜属) Pinus subgen.Di脚 oxyIOn マツ科

写真1-3

質の柔らかい炭化材で、早材部は大変もろく、晩材部は多少堅い。晩材部に垂直樹脂道があり、単列と紡

錘形の放射組織があり、後者の中央には水平樹脂道がある。放射組織は柔細胞と放射仮道管からなり、分野

壁孔は大型で窓型、放射仮道管の内壁は不規則に肥厚しているが炭化材では肥厚の程度が明瞭に観察できず、

マツ属の二葉松類 (複維管束亜属)の うちのアカマツかクロマツかの区別は出来なかった。

2.ク リ Castanea crenata Sieb.Et Zu∝ .プナ科

写真4-6

年輪のはじめに精円形の大道管が 1～ 3層に並ぶ環孔材で、炭化材ではしばしば年輪のはじめの部分で板

目状の薄片に割れるため、大道管の配列形態をよく観察できないことが多い。晩材部では薄壁多角形の小道

管が火炎状に並ぶ。放射組織は単列同姓である。これらのことからクリの材と同定した。

3.コナラ属コナラ節 QuercuS Sect,Pttnus プナ科

写真7-9

年輪のはじめに大道管が 1(～ 3)層に並び、晩材部では薄壁多角形の小道管が火炎状～放射状に配列す

る環孔材で、大きな複合放射組織を持つことから炭化材ではしばしば柾目方向に割れる。道管の穿孔は単一、

放射組織は単列同性と複合放射組織があることからヨナラ属のコナラ亜属のうち、ヨナラ、ミズナラ、カシ

フなどのコナラ節の材であると同定した。

4.エノキ属 Ceitis ニレ科

写真10-12
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直径が小さい枝材で、年輪はじめに中型の道管が 1～ 2層並び、晩材部に向かって順次直径が小さくなく

り、晩材部では薄壁多角形の小道具が横方向に集まって接線状の同心円状の文様をなして配列する環孔材。

道管の穿孔は単一。放射組織は2-4細胞列の異性、上下辺の直立細胞には膨らんだ結晶細胞がある、等から、

エノキ属の材と同定した。エノキ属には山野に普通に見られるエノキと山間にまれにあるエゾエノキがある

が材で区別は出来ない。

5.エゴノキ属 Styrax エゴノキ科

写真13-15

薄壁多角形の小道管が年輪はじめではやや量が多く、晩材部では密度少なく、単独あるいはしばしば放射

方向に複合して散在する散孔材。道管の穿孔は横棒が10本以下の階段状。木部柔組織は 1細胞幅で短接線状

に並び、特に晩材部で同心円状となる。放射組織は2-4細胞幅の異性で上下の単列部は幅広い。これらの形

質からエゴノキ属の材と同定した。この属には山野に普通に見られるエゴノキが含まれる。

6。  青文子しホオー…廂重  diffuse porous wood

写真16-20

小径の枝材で、薄壁多角形の小道管が単独あるいは数個放射方向に複合して均―に分布する散孔材で、年

輪界は不明瞭である。道管の側壁の壁孔は小孔紋で交互状に密にあり、穿孔は単一、内壁にらせん肥厚があ

る。木部柔組織は周囲状、放射組織は単列で異性である。一見 トウダイグサ科のシラキに似るが、シラキで

は道管はやや厚壁でらせん肥厚がないことで区別される。ヤナギ属は単列の異性放射組織を持つが、周囲状

柔組織はない。このように材形質はよく観察できるが、これに該当する樹種が見つからない。

7.ススキ Miscanthus sinensis Anderss.イ ネ科

写真21-22

単子葉類の茎 (拝)で横断面で見ると表皮は波打ち、表皮とその内側の皮層の細胞は直径が小さく厚壁で

ある。表皮近くには小さな、内側には大きな維管束が散在している。内側の維管束は中心側に原生本部腟、

外側に舗部があり、中間の左右に一対の後生木部道管があり、これら全体を厚壁で直径の小さい繊維組織が

薄く取り巻いている。表皮近くの維管束では木部、節部とも小さくなり、逆に維管束を取り巻く繊維細胞層

が厚くなる。また、節部の表面観は節部の下部がやや膨れ、葉輪の脱落部分は明瞭線状とならない。これら

の形質からススキの拝と同定した。

8.竹笹類 BambOosoideae イネ科

写真23-24

ススキによく似た単子葉類の拝で、直径が太く、肉厚で明瞭な髄腟があり、横断面では表皮はなめらかで

きれいな同心円状であり、個々の維管束の構成はススキと同じだが、道管、舗管などは全体的に太く、維管

束を取り巻 く繊維細胞層は厚い。これらのことから、イネ科のタケ亜科の拝と同定した。拝の直径が余り大

きくない (直径 1～ 2 cmTf度 )、 メダケ、ヤダケ、クマザサ等の笹類であると考えられる。
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1 二葉松類 (Nα 4)木口 ×50
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板目 ×100
出土炭化材顕微鏡写真(1)

同 柾目 ×200

7 コナラ節 (No40)木 口 ×50
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10 エノキ属 (No47)木 口 ×50

13 エゴノキ属 (Nd24)木 口 ×50.

板目 ×100.

板目 X100

同 本口 X100

出土炭化材顕微鏡写真(2)

16 散孔材一種 (Na36)木 口 ×50.

3も
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19 散孔材一種 (N636)柾 目 ×100 21 ススキ (Nd48-1)木口 ×50

22 ススキ (No48-1)木口 ×100 竹笹類 (No48-2)木 口 ×50 木 口  × 100

出土炭化材顕微鏡写真(3)
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表1 仙台市六反田遺跡の消失家屋の炭化材の樹種

遺 構 名 炭化材番号 遺 構 名 炭化材番号 種

S1110

S1110

S1110

S1110

S1110

S1110

S1110

S1110

S1110

S1110

S1110

S1110

S1110

P ll

P10

P12
P16

1

4

5

6

7

8

13

15

19

21

22

24

28

コナラ節
二葉松類
コナラ節
ヨナラ節
コナラ節
ヨナラ節

クリ

クリ
コナラ節

クリ

クリ
エゴノキ属
クリ

S1110

S1110

S1110

S1110

S1110

S1110

S1110

S1110

S1110

S1110

S1110

S1110

コナラ節
コナラ節

散孔材一種
コナラ節

クリ
コナラ節

クリ
コナラ節
エノキ属
ススキ

竹笹類

クリ

(2)六反田遺跡 SI HO出上骨の鑑定
パリノ・サーヴェイ株式会社

1)試 料

今回同定試料としたのは、平安時代の焼失住居 (S1110)の覆土中から出土した動物骨 (大型タッパー 1箱)であ

る。骨は焼けているが、保存はきわめて悪かった。

2)方 法

内眼及びルーペで観察し、種類や部位を同定した。なお、同定は、早稲田大学金子浩昌先生にお願いした。

3)結 果

今回の動物骨は、焼けてはいるが、土圧などにより圧しつぶされたのか変形しており、保存もきわめて悪かった。

したがって、人骨か他の動物骨かの判別はつきにくい。ただし、通常人骨の有する骨の厚みがみとめられないもの

の、組織の特徴から人骨である可能性はある。なお、その部位については、特定できない。
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(3)六 反田遺跡出土骨片の組織学的検討

緒言

東北大学大学院医学系研究科 澤田純明・奈良貴史・百々幸雄

遺跡から出土する骨は、腐食が進み肉眼による形態観察では種の同定が困難な小片も少なくない。同定によ

り得られる情報が考古学的ないし人類学的に貴重である場合でも、これらの微小骨片の同定は従来ほとんどあ

きらめられてきたが、筆者らは骨の古組織学 (Paleohistology)的 分析がその有効な方法になり得ると考えてい

る。

化石の骨組織構造については古生物学および人類学的関心から、骨成長、年齢推定、古病理、タフォノミー

などの分野で研究の蓄積がなされてきた (Cook et al.1962、 Kerley 1964、 Garland 1989、 Grupe and Garland

1990な ど)。 また、多くの動物種がそれぞれ特徴的な骨組織構造を有することはEnlowや RicqlOsら により報

告されており (Enlow and Brown 1957 1959、 Ricqlёs 1975)、 その後、家畜を中心とした現生動物について、

Currey(1960)や、Jowsey(1966)、 森 (Mori et al.1999)ら による進展をみる。しかしながら、骨片の同定

を射程においた骨組織構造の体系だてた比較解剖学的研究は進んでおらず、日本では広島県帝釈峡遺跡から出

上した化石骨について組織学的報告が見受けられる程度である(小泉1981)。 このような現状のもとで筆者らは、

遺跡から出土する骨片の同定を目的として、現生哺乳類を中心に動物の骨組織像の比較解剖学的研究を進めて

きた。また実際に遺跡出土骨片について組織学的分析を行い、肉眼形態観察では判別の難しいこうした小片の

同定において一定の成果をあげている (奈良ほか1999a、 1999b)。

今回、仙台市教育委員会から六反田遺跡出土骨片の分析を依頼されたので、これらについて骨組織構造を観

察し、種類の同定を試みた。以下にその内容を報告する。

① 肉眼観察による所見と試料の拍出

骨片は、1997年の六反田遺跡発掘調査において、平安時代焼失住居跡 (S1110)床面および奈良時代住居跡

(S1111)のかまどから検出された焼骨である。いずれも小片で保存状態が悪く、緻密骨と海綿骨の形状より

哺乳類の四肢骨骨幹部破片であると推定されるものの、肉眼観察では動物種の特定が不可能であった。また、

出土骨中には、エナメル質など歯に由来する形質は認められなかった。

・SIHO住居跡出上骨 (写真1-1)

平安時代の焼失住居跡から炭化材とともに検出された。焼成により青灰色から白色の色調を呈する。出上

骨は原形を維持しておらず細片化ないし粉末化した骨体が遺存する程度であったが、出土時の骨片の分布状

態が長軸約30cmの柱状をなすことよりもとの形状は中型から大型の哺乳類の四肢長骨と推定される。また、

骨質から陸獣であると思われる。緻密質が保存される骨片を抽出し試料とした。試料の最大長は20.91nlll、 重

量は2.Ogである。

・ SIH l住居跡 かまど内出上骨 (写真1-3)

奈良時代住居跡のかまど遺構から出土した中型程度の哺乳類の四肢骨破片と思われる数点の焼骨のうち、

緻密質を含む骨片を試料とした。焼成により白色の色調を呈する。最大長は■ .51ull、 重量は0.2gである。

② 分析方法

試料を70%エタノールに浸漬し濃度を徐々に100%まで上昇させ脱水処理した後、有機溶剤 (styren mOno‐

mer)で脱エタノール処理した。その後樹脂 (Rigolac2004と Rigolac70Fを 7対 3で混合)に包埋し、恒温

器内で30°Cか ら10°C間隔で60°Cま で温度を上げて重合させた。樹脂が十分に固化 した後、硬組織切断機

(Leica SP1600)を 用いて、肉眼観察により骨体の長軸方向に対して垂直な面を設定して厚さ50μmに薄切

し、研摩紙で表面を研摩してプレパラートに封入した。切片標本を通常透過光による光学顕微鏡と偏光顕微
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鏡で観察し、現代人、近世人骨 (福島県福生寺遺跡出土焼骨、宮城県大日北遺跡出土埋葬人骨)、 ウシ、ウマ、

シカ、イノシシ、ブタ、イヌ、タヌキ、ウサギ、サル、クマほかの各種動物の四肢骨横断面の組織像と比較

検討した。

③ 骨組織像の所見

・ SIHO住居跡出土骨 (写真1-2)

長径50～ 90μ mのハバース管と、それを同心円状にとりまく数層の層板構造と骨小腔からなるオステオン

が観察される。オステオンの配置は不規則で一定していないが全体に分布する。オステオンの層板およびそ

の外周をなす接合線 (セ メントライン)は光学顕微鏡像では明瞭に認められない。偏光顕微鏡で検鏡したと

ころ、オステオンの層板構造を示す何重ものコラーゲンの走向がみられた。ハバース管の内壁およびオステ

オンの層板構造の間に、埋存時に土壌から浸透したと思われる鉱物の沈着が観察される。また顕微鏡組織像

には多くの裂溝がみられるが、これらは焼成時あるいは土中での埋存過程で受けた作用によるものと思われ

る。

・ S1111出 土骨 (写真1-4)

骨質の主体をなすのは髄腔の周囲をまわるように観察される層板構造であり、その間に層板と平行する数

条の管と多くの骨小腔がみられオステオンが点在する。髄腔側の一部にはオステオンが集中的に分布し、ハ

バース管の径は約50μ m、 オステオンの径は約100μ mで比較的均―な大きさである。土壌成分の浸透が強く光

の透過率は一様ではない。S1110出土骨と同様に裂溝が多く認められる。

④ 考 察

小動物を除く哺乳類において長骨緻密骨の組織構造の特徴の一つは、骨基質内を縦走する血管を中心に同

心円状の層板を形成するオステオン (ハバース系、骨単位)がみられることである。オステオンの大きさと

形態、その中心のハバース管の内径、緻密骨内でのオステオンの分布状態は動物種によって異なることが明

らかにされており (Enlow and Brown前掲など)、 その特徴が組織構造観察により動物を同定する指標とな

り得る。ヒト成人の長骨組織像 (写真1-5)では他の動物と比較してハバース管径が大きくオステオンの分

布密度は疎であり骨横断面に均―に分布するが、これに対しヒト以外の哺乳類は一般にハバース管径が小さ

く分布に片寄りがあるとされる (猪井 1994)。 また、ウシ (写真2-1)、 シカ (写真2-3)、 イノシシ (写真

2-4)な どウシロ (偶蹄目)に属する動物は、葉状骨 (laminar bOne)と 呼ばれる髄腔を中心に層板状に円

周する骨組織が発達することが指摘されているが (Currey前掲)、 全ての部分が葉状骨で構成されるのでは

なくオステオンの発達もみられる(写真2-2)。 また、ウマにおいても同様の葉状骨が観察され、その間に葉

状骨に沿うようにオステオンが偏在する様相が観察される (写真2-5)。 森らはウシロの葉状骨とオステオ

ンの形成は力日齢により変化すると幸叉告している (森ほか 1998)。

今回平安時代焼失住居跡 (S1110)床 面出上の焼骨片について骨組織構造を比較検討した結果、ハバース管

の径は大きく、オステオンの分布が全体にわたりかつ配列に規則性を持たない、などの所見はヒトの骨組織

像と類似する。出土状況から比較的大型の哺乳類であることが推定されたが、ハバース管の径が一定でオス

テオンの配列に規貝J性のあるウシロやウマなどとは異なるように思える。しかしながら、骨体が脆弱である

ことから裂溝や空隙が多く、さらに土壌中の鉱物の浸透・沈着によリオステオンの層板構造や輪郭が充分に

鮮明ではない。同様の状態は比較標本として用いた福生寺遺跡出土近世人骨の組織像 (写真1-6)でも観察

されたが、なお本骨片が確実にヒトであると断定するには至らないと判断し、ここではヒトの可能性が高い

と述べるに留める。

次に奈良時代住居跡 (S1111)か まど跡出土の焼骨片であるが、ウシロに特徴的な棄状骨とよく類似する組
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織像が観察された。これは明らかにヒトと異なっており、また成書の記載や筆者らがこれまでに作製 した標

本においてもウシロとウマ以外ではみられない。出土骨片の形態 と皮質厚からウシやウマのような大型の動

物ではなく、シカ、イノシシ、ブタなどのいずれかであると思われるが、現時点では種の特定は困難である。
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考察とまとめ

6.考察とまとめ
(1) 古代の出土遺物の分類と年代について

① 土器の分類
。上師器

器種は不・功 。甕 。鉢がある。これらを大別するとロクロを使用しないもの (非ロクロ土師器・遺物登録

略号 C)ロ クロを使用したもの (ロ クロ土師器・遺物登録略号 D)の 2種類に分けられる。それぞれ略号を用

い C tt D類とする。

[邦 C類]

外面の形態の違いにより分類される。

体部から口縁部にかけて沈線・段・稜がなく底部から角度をもって立ち上がる平底のもの (I)。 同様に沈

線。段・稜がなく底部から丸みをもってゆるやかに立ち上がる丸底風の平底のもの (H)・ 沈線があるもの (Ⅲ

a)・ 段があるもの (Ⅲ b)・ 稜がつくもの (Ⅳ)に大別される。Ⅲ・IV類とも底部の分かるものは丸底風の平

底である。Ⅱ類は、法量によって、日径に対して器高が低く皿状のもの (a)・ 口径に対して器高が高く椀状

のもの (c)・ a類 とc類の中間のもの (b)とこ分けられる。その他、口縁部の形態で、体部からそのまま外傾

するもの (イ )・摘み出しにより外反あるいは直立気味に立ち上がるもの (口 )に分類される。外面調整は大

半が回縁部ヨコナデ・体部及び底部ケズリのちミガキである。Ha類は底部から回縁部まで土器全体にミガ

キがかけられている。内面調整は大半がミガキのち黒色処理がなされている。Ⅱ b・ c類の内面に稜の付くも

のがあり金属器の銃を模したものの名残ととらえられる (巽 :1985)。

['宛 C類]

不 CHc類 の大型のものである。内外面ミガキで内面黒色処理が施されている。

[甕 C類]

体部から口縁部にかけての形態の違いで、長胴で体部上半に張りをもち「く」の字状に外反するもの (I)

長胴で体部に張りがなく口縁部が短く外傾するもの (H)・ 精円形で口縁部が外傾気味に直立するもの (m)

に分類される。 I類は大形で■・Ⅲ類は中形である。H類と同じ形態で頸部に段のつくもの (Ⅳ)がある。

I～Ⅳ類の調整は外面が口縁部ヨヨナデで体部ハケメ・ヘラナデで一部ケズリであり、内面は口縁部ヨコナ

デで体部ナデ・ヘラナデである。その他底部資料として木葉痕をのこすもの (V)・ ナデで仕上げているもの

(Ⅵ )・手ずくねの台付きのもの (VII)がある。C31(第 13図20)は中央が打ち欠かれており観として転用さ

れている可能性もある。

[邦 D類]

底部の形態がわかるものは 2点あり回転糸切り無調整のもの(I)、 手持ちヘラケズリの再調整のもの (II)

がある。H類は底部から内湾気味に立ち上がる。その他、口縁部資料として、内湾しながら立ち上がり口縁

部が外反あるいは外傾するもので、器壁が厚ばったいもの (Ⅲ )、 薄いもの (Ⅳ)に分類される。

[甕 D類 ]

体部から口縁部にかけての形態の違いで、長胴で体部上半に張りをもち「く」の字状に外反あるいは短く

外傾するもので、日縁端部が上方へ摘み出されるものが多い(I)。 調整は内外面ロクロナデで外面下半部を

ハケメのものや内面をナデ・ヘラナデを施すものもある。長胴で体部に張りがなく口縁部が短く外傾するも

の (H)がある。そのほか、体部資料で酸化烙で焼かれ内面が黒色を呈しているが、須恵器の製作技法 (外

面タタキ・内面当て具痕)を取り入れているもの (Ⅲ)がある。Ⅲ類は全体の器形が分からないので壺の可

能性もある。
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分 類 実 測 図 %
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表 2 須恵器杯分類表

表 1 土師器杯分類表



考察とまとめ

[鉢 D類]

半球形の体部に外反する短い口縁がつくもので、内面ミガキで外面ロクロナデのちケズリのものとミガキ

を施すものがある。

・須恵器

[郵 ]

底部の切り離し技法 。切り離し後の調整により分類した。ヘラ切りのち体部下端及び底部周縁部が回転ヘ

ラ削りで再調整され体部と底部の境が明瞭なもの (Ia)。切 り離し技法が不明で体部下端及び底部縁部が回

転ヘラ削りで再調整され体部と底部の境が不明瞭なもの (Ib)。ヘラ切りのち体部下端及び底部縁部が手持

ちヘラ削りかナデの再調整が施され体部と底部の境が不明瞭なもの (Ic)・ ヘラ切りのち再調整のないもの

(II)。回転糸切り後底部下端がナデあるいは手持ちケズリで再調製されるもの (IH a)。 回転糸切り後再調整

のないもの (Ⅲ b)。底部が大半が欠損しており底部の切 り離し技法は不明だが体部下端が手持ちケズリされ

るもの (Ⅲ c)がある。全体の器形の分かるものは少ないが、 I・ II類は体部が直線的に外傾し底径が大きく、

Ⅲ類は内湾気味に外傾し、底径が小さい傾向がある。この他、底部及び体部下端が欠損している資料で、内

湾気味に外傾し灰白色を呈し、軟質で黒斑を有するもの (Ⅳ)がある (註 1)。

[高台付邦]

底部資料で全体の器形は不明である。底部の切 り離しは高台を付けたのちロクロ調整を施しているため不

明である。高台下端が肥厚する。

[蓋 ]

宝珠つまみのものと天丼部が回転ヘラケズリされて平坦で折り返しが直角に曲がるものがある。

[短顕壺]

肩部に張りがあり口縁部が短 く直立する。

[長頸瓶]

頸部が外反し縁の縁帯が上下に突き出しており、再酸化のため器面がとんでいる。

[瓶類]

頸部が直立し口縁の縁帯が外に突き出している水瓶と考えられるもので、内面に自然釉がかかつている。

その他、底部資料がある。底部の切り離しは高台を付けたのちロクロ調整を施しているため不明である。高

台と体部の間に沈線が巡る。

[甕 ]

全体の分かるものは少なく口縁部の形態 。装飾によって分類した。波状文と沈線が施されており、ロクロ

回転を使用し櫛描きのバランスのよいもの (Ia)。途中でとぎれるなど稚拙なもの (Ib)とこ分けられ、口

縁の縁帯は上下に突き出している。口縁部が無文で、外傾し口縁の縁帯が単純におさまるもの (II a)、 上下

に突き出しているもの (Hb)・ 外反し上方に三角形に突き出し下方はやや肥大しているもの (Hc)とこ分類

される。その他、体部資料として外面が木目に直交する平行タタキ・内面が同心円の当て具が施されている

もの (Ⅲ a)。 内面にオサエの痕出が残るもの (Ⅲ b)力 あゞる。

・赤焼土器

[邪 ]

回転糸切 り無調整のもの。厚みがあり、外面のロクロロは明瞭である。内面はコテ状の工具痕 1/」 ナヽll:1987)

があり平滑で底部と体部の境が不明瞭である。

[高台付lTh]
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底部が回転糸切 りで三日月形の高台が付 く。薄手である。

・灰釉陶器

[碗 ]

体部から口縁部にかけての資料が 2点ある。丸みをもって立上がり口縁部はやや外反する。内面は灰責白

色の釉が施されている。外面は 1点が体部全体に緑色の灰釉が施されており、 1点が透明の釉が施されてい

る。胎土は灰白色である。

② 出土上器の組合せと年代について

[S1lH住居跡出土遺物について](註 2)

床面出上の他、住居機能時から廃絶直後の上器は、前記の分類によると土師器は不 CHa口 類、坑 C類、

甕 CI～Ⅲ類、甕 DH・ Ⅲ類、鉢 D類、須恵器は不 Ib類、甕 Ia・ Ib・ II a・ Hb・ IH類、短頸壺、長頸

瓶、瓶類、蓋類がある。以上の上器群はロクロ土師器も共伴するが、陸奥国分寺跡僧坊西建物基壇南側の清

跡より出上した土器を標式として氏家和典氏によって設定された国分寺下層式あるいは次の型式の対馬式に

比定される(氏家 :1967)。 国分寺下層式は、その後再検討が行われ、後続する対馬式も包括されるという見

解がなされた (桑原 :1976、 小井川・高橋 :1977)。 御駒堂遺跡において関東系土器も含めて検討され、 8世

紀代の上器群が四群に分けられている (小井川。小川 :1982)。 加藤道男氏は観音沢遺跡の住居跡 (加藤・阿

部 :1980)と糠塚遺跡第12号住居跡 (小井川 。手塚 :1978)と 清水遺跡第58号住居跡 (丹羽他 :1981)出土

の上師器邦の形態の違いを検討 (段・沈線の有るものから無いものへ・底部の形状が丸底のものから平底の

ものへ)し、 8世紀代の上器群を前半・後半・終末 3段階に分けている (加藤 :1989)。 さらに、大境山遺跡

では 8世紀代の土器群が第 3～ 5土器群の 3段階に分けられている。土師器不の形態や調整を比較し、第 2

土器群～観音沢遺跡土器群～第 3土器群～糠塚遺跡第12号住居跡～第 4土器群～清水遺跡第58号住居跡～第

5土器群の変遷がとらえられている (阿部・赤沢 :1983)。 以上の上器群は清水遺跡以外宮城県北部の遺跡の

ものを使用しているが、これらの見解をもとに本遺跡の第 3次調査では、隣接する下ノ内浦遺跡の上器群を

加えて国分寺下層式及びその前後の上器群を 6段階に分けている (佐藤 :1987)。 よって、SI■ 1出土遺物に

ついては第 3次調査の見解を元に周辺の遺跡の比較し、検討を加えていきたい。

上師器不 CHa口 類は本遺跡第 3次調査 7号住居跡出上の邦 F2F4類に類似性が見られる。7号住居跡は

体部に沈線が施される本調査 Cma類 類似の Fl類が共伴しており、段や沈線の付かないものからだけから

なる S11■ の上器群より前出するとみられる。不 F2F4類は8世紀末とされていた清水遺跡第58号住居跡出

土土器と類似するが、同時期の 2号住居跡から出上している「上総型不」 (佐久間 :1983)類似の不Gの年代

から8世紀前葉の年代が与えられている(佐藤 :1987)。 第 3次調査では 7号住居跡の上器群の次に、 8世紀

中葉頃の上器群は設定していないが、8世紀後半の土器群を下ノ内浦遺跡第 1次調査第 1号建物跡 (佐藤他 :

1983)出土土器を当てている。この上器群は底部が平底で体部に沈線や段の付かない本調査の S1111よ り後

出の SB108出上の CI類に類似の上器群で、本調査のCHa口 類より後出すると考えられる。よって、S1111

の上器群は第 3次調査 7号住居跡と下ノ内浦遺跡第 1次調査第 1号建物跡の中間の土器群と考えられ、 8世

紀中葉頃に設定される。

その他、不 CHa口 類について、周辺の遺跡でみると、沈線のつく邪が共伴している下ノ内浦遺跡第 3次

調査 1号住居跡 (渡部・河Wil:1988)、 沈線・段の付かないものだけからなる下ノ内浦遺跡第 1次調査第 1号

住居跡 (佐藤他 :1983)・ 下ノ内浦遺跡第 2次調査第 1・ 2号住居跡 (吉岡他 :1996)下ノ内遺跡第Ⅳ土器群

(篠原他 :1990)に類似資料がある。下ノ内浦遺跡第 1・ 3次調査のものは共伴する須恵器から8世紀中葉

の年代が、下ノ内浦遺跡第 2次調査第 2号住居跡・下ノ内遺跡第Ⅳ土器群のものは清水遺跡などの土器群と
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の比較から国分寺下層の末期頃 (8世紀後葉)の年代が、下ノ内浦遺跡第 2次調査第 1号住居跡は回転ヘラ

切り無調整の須恵器不とロクロ土師器の甕が共伴していることから8世紀末から9世紀初頭の年代が与えら

れている。この中で、下ノ内浦遺跡第 2次調査第 2号住居跡から回転ヘラケズリ再調整及び手持ちヘラケズ

リ再調整の須恵器不が出上しており8世紀中葉に年代が上る可能性がある。その他、時代・場所 。遺跡の性

格は違うが郡山H期官衛 (7世紀末 8世紀初頭)の SK407(木村他 :1984)出上の上器が類似する。以上の

ように不 CHa類 は 7世紀末から9世紀初頭まで存在することになる。その中で、8世紀中葉から後葉にか

けて隆盛するとみられる(註 3)。 そのうち、 8世紀後葉から9世紀初頭の年代のものは外面のミガキが雑で

ケズリが残ったり口縁部までミガキがかけられずヨコナデが観察されるものが多い。また、下ノ内浦遺跡第

1次調査第 1号建物跡同様にCI類が共伴する。それに対して 8世紀中葉の年代を与えられたものは外面の

ミガキが丁寧で底部から体部全体に及ぶものが多い。S11■ 出上のものもミガキが丁寧であり8世紀中葉と

みて問題はない (註 3)。 また、郷 CHa口 類と類似する資料で実年代の分かるものとして天平宝字 7(763)

年の具注暦 (第 2号漆紙文書)が共伴している多賀城市山王遺跡八幡地区 SD180B溝跡 1層出土土器群があ

る。このことは、 8世紀中葉でも第 3四半期を中心とした年代に絞れる可能性を示唆する。

S11■ のCHa口 類は 3点出土しており、その 3点は法量は違うが器形が類似しており、法量による器種

の分化がみられる (註 4)。

次に共伴する須恵器邪 Ib類について検討する。 Ib類は底径が大きく底部から体部下端が回転ケズリで

調整され、体部と底部の境が不明瞭という特徴がある。このような特徴のある窯跡出上の上器群は、硯沢窯

跡の B8・ 9。 10号窯を中心とする2群土器 (真山他 :1987)や次橋窯跡 (東北学院大学考古学研究部 :1983)

などがある。硯沢窯跡の 2群土器は、多賀城創建瓦との関係から8世紀前半に比定されている日の出山窯跡

(岡田他 :1970)よ り後出することから、 8世紀中葉の年代が与えられている。また、前記の 8世紀後葉の

年代が与えられている下ノ内浦遺跡第 2次調査第 1号住居跡からはヘラ切り無調整の須恵器Ⅱ類が出土して

いる。H類は Ib類より後出であることから8世紀中葉とした年代に矛盾がない。

ここで問題になるのが、甕 DH・ III類、鉢 D類のロクロ土師器が共伴することである。非ロクロ土師器と

ロクロ土師器が共伴する例としては前記の下ノ内浦遺跡第 2次調査第 1号住居跡の他下ノ内遺跡第VA土

器群 S11住居跡・本遺跡第 3次調査 5号住居跡・南小泉第20次調査 SI-1・ 4竪穴住居跡 (工藤 :1991)な ど

がある。本遺跡第 3次調査 5号住居跡では椀状の非ロクロ土師器邪・タタキロが見られる非ロクロ土師器甕・

ロクロ整形の奏 。底部が丸底風平底で手持ちヘラケズリ調整のロクロ土師器邪 。回転ヘラ切 り未調整の須恵

器不などが出土している。年代は 8世紀末である。下ノ内浦遺跡第 2次調査第 1号住居跡では邦 CHaイ 類

と類似する非ロクロ土師器不・鉢・甕、ロクロ整形の甕、回転ヘラ切り無調整の須恵器郷などが出上してい

る。年代は8世紀末から9世紀初頭である。南小泉第20次調査 SI-1竪穴住居跡は土師器郷 CHc口類似の

邦と非ロクロの上師器双耳邪と鉢とI類の甕、ロクロ整形の甕、ヘラ切 り無調整を主にした須恵器不が出土

している。SI-4竪穴住居跡は非ロクロの上師器双耳郷とロクロ整形の娩・鉢・甕があり、鉢は今回出土のも

のと類似する。年代は 8世紀末から9世紀初頭の年代が与えられている。以上の住居跡の上器群のロクロ土

師器と非ロクロ土師器の主従関係はロクロ土師器のほうが主であり、ロクロ整形の甕が非ロクロ土師器の甕

の模倣ではなく口縁部が摘み出されており、ロクロの技術が確立されつつある土器群とみられる。それに対

して S1111出上の土器群はロクロ土師器 3点だけで客体的様相を呈している。甕 DH類は非ロクロ土師器甕

CH類に形態が類似しており、それまでの形態をロクロで整形したものである。甕 DⅢ類は須恵器の技法を

もちいて、酸化烙焼成されたものである(註 5)。 鉢は、 8世紀代の須恵器製品で類例がみられるものであり

(村田 :1992)、 ロクロ整形のちミガキで上師器の整形技法も力日わつている。南小泉第20次調査 SI-1竪穴住
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居跡出上のものはロクロ整形のみで S1110出上のものと類似し、S1111の方が前出とみてもよいと考えられ

る。以上のことから、S1111の ロクロ土師器は須恵器の技法を主にしながら土師器の技法も加味して整形し、

焼成を上師器の方法でおこなったもので、ロクロ土師器の導入段階のもので須恵器の影響を強く受けている

と考えられる。この他、 8世紀前葉に位置付けられている中田南遺跡第17号住居跡 (太田 :1994)か らも須

恵器不の影響を強く受けた底部が静止糸切りのち回転ヘラケズリ・手持ちヘラケズリの再調整がなされたロ

クロ土師器が出上している。このことは、 8世紀の前葉から集落でもロクロ土師器が使用されていたことが

窺える。以上のことより、 8世紀中葉の集落から出土する土器群にロクロ土師器が共伴してもなんら問題は

ないと考えられる。

集落以外ではあるが、律令行政の末端をになう郷等におかれた官衡の出先機関の跡と考えられている神概

遺跡でロクロ土師器の導入を8世紀第 3四半期に遡る可能性も踏まえた 8世紀後葉の年代としている (木

村。チll名 :1992)。 8世紀中葉の利府町硯沢窯跡・ 8世紀前半の色麻町日の出山窯跡群からもロクロ土師器郷

が出上している。これらの遺跡は、須恵器製作に携わった二人などに関わるものである。以上のように、仙

台平野でのロクロ土師器の導入は、須恵器製作に携わった二人によってもたらされ、その須恵器工人あるい

は須恵器の技法を学んだ土師器二人らによって集落にもたらされたと想定されよう。

この他、伊治城跡 S112住居跡に代表される「伊治城跡型組成の上器群」 (宮城県多賀城跡調査研究所 :

1978)や多賀城跡出土土器の「B群土器」 (白鳥 :1980)が上げられる。この上器群は国分寺下層と表杉ノ入

式の中間に位置付けられ、長岡京出土土器群壷 G(森 :1992)が共伴することや伊治城の創建期の年代から

8世紀末の年代が与えられており、S1111の ものより後出である。また、組成も非ロクロ土師器が段を有する

ものが加わっておりS1111と 違いがある。よって、「伊治城跡型組成の上器群」・多賀城跡出土土器の「B群

土器」には当てはまらない。

ロクロ土師器の導入を陸奥国全体でみると、陸奥国の南部の福島県では 8世紀中葉から、北部の岩手県で

は8世紀の後葉からとされている (東国土器研究会 :1980)。

その他、仏具の水瓶と考えられる須恵器 。瓶類 E8,武具としての鉄鏃 N3、 字識者の存在を想定させる線

刻土器 C28な ど一般住居跡から出土するものとは違った様相を呈している。

須恵器 E8は精選された上を使用しており、自然釉が内外面に掛っている。口縁部は横に突き出たものであ

る。水瓶は県内で E8と類似するものはなく、愛知県猿投窯鳴海32号窯式の黒笹67号窯に類例を求められる。

鳴海32号窯式のものは「原始灰釉陶器」といわれ、窯詰めする時、意図的に自然釉の降下を期待し配置され

たものといわれているものである(斉藤 :1994)。 この猿投窯の製品は平城京跡からも出上しており、その年

代は平城京出上の上師器型式編年の平城Ⅲ・Ⅳの上器と共伴することから8世紀中葉の年代が与えられてい

る (小森 :1994)(木村・池田 :1994)。 ただ、E8は胎上が黒っぱいこと、頸部にロクロ調整の後に形を整え

るための軽いナデがしてある相違点もある。県内で、水瓶が出上している遺跡は多賀城廃寺跡・陸奥国分尼

寺跡・利府町硯沢窯跡である。多賀城廃寺跡のものは、口縁部の形態は強く外反し端部に小さな縁帯が作り

出されている。上述の愛知県猿投窯の鳴海32号窯式のものととらえられている(伊東・桑原他 :1970)。 E8に

比べて胎上が茶色っぽく釉の掛りも頸部外面から体部全体に掛つている違いがある(註 6)。 陸奥国分尼寺跡

のものは回縁部が単純におさまり、胎土は多賀城廃寺跡のものに類似する (ェ藤・豊村 :2000)。  硯沢窯跡

のものは短 く外反し端部に小さな縁帯が作り出されている。 8世紀中葉に比定されているB9号窯から出土

している。水瓶等の仏具がこの時代、在地の窯で焼かれていたことが分かる。また、山形県の 8世紀後半代

の泉谷地山楯地区 SQl号窯跡 (安部他 :1994)、 8世紀第 2四半期の栃木県北山 5号窯跡 (大川 。加藤 :

1972)・千葉県不入 2号窯跡 (大川他 :1976)で も水瓶が出上しており、猿投窯の技術が地方の窯に伝播して
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いることが分かる。以上のことから須恵器瓶類 E8が猿投産のものなのか在地産のものなのか不明 (註 7)で

あるが、 8世紀中葉のものと考えても差し支えない。水瓶は百済観音像等にみられ、極めて限られた仏具の

形態である。集落内での出土例は県内では皆無であり、仏教の普及を考える上で貴重な出土例でもある (註

8)。

線刻土器 C8は、拓本では、「I」 の上部が付きでているように観察されるが、凹みが浅 く他の線刻と違い

明確でないため、あえて図示しなかった。「I」 であれば、元袋Ⅲ遺跡河川跡出土 (渡部 :1987)の  「山」
と判読した線刻上器のものと類似する。また、「工」の上部が線刻の一部 とし、旺E」 とすると五本松窯跡第

15号窯跡 (小川 :1987)か ら出上した刻印による記号瓦と方向が違っているが同様のものである。五本松窯

跡のものは近藤喬一氏の『瓦からみた平安京』 (近藤 :1985)の 中の「土」銘瓦の集成と比較検討し「土師」

の「土」と読む見解もあることを示している (ガWII:1987)。 本土器群が非ロクロ土師器と須恵器の技法を使

用したロクロ土師器が共伴するロクロ土師器導入段階のものであることに、「土師」の「土」と読む見解は示

唆に富む。

以上、SI■ 1の出土遺物は 8世紀第 3四半期を中心とした 8世紀中葉のものととらえられ、居住者の集落内

での優位性を物語っている。

[SIHO住居跡出土遺物について](註 2)

S11■ 住居跡同様に住居機能時及び廃絶時のものを検討する。前記の分類によると土師器は不 DH・ III類、

甕 DI・ H類、鉢 D類、須恵器は邦Ⅲ aoboc類、甕Hc類がある。以上の上器群は平安時代に位置付けら

れる表杉ノ入式に比定される (氏家 :1967)。 表杉ノ入式の変遷は、宮前遺跡出土土器群 (丹羽 :1983)、 山

口遺跡出土土器群 (田中 :1984a)、 宮城県全体の土師器 (加藤 :1989)で検討され、時期が新しくなるにつ

れて土師器不の特徴が口径に対する底径の割合が減少すること、底部内面のミガキ井桁状から放射状になる

こと、底部切り離し後再調整があるものから無いものへの変遷が指摘されている。また、元袋Ⅲ遺跡では、

底部の再調整の有無はフォームとしての技術的問題などの中で理解すべきであることが指摘されている (渡

部 :1987)。 以上の見解を総合的にとらえると、宮城県南部では、宮前遺跡20号住居跡～青木遺閉21号住居跡

(ガWII:1980)～東山遺跡土器溜 (真山 :1981a)～家老内遺跡 2号住居跡 (真山 :1981b)～安久東遺跡 2

号住居跡 (上岐山 :1980)の 変遷がとらえられている。SI■0の ものは邦 DH類で全体の判明するものは、

D9(第 6図)1点だけである。D9は 口径に対する底径の割合 (口底比)が0.51で底径が大きくヘラケズ

リの再調整が施されている。この土器と類似する土器は、宮前遺跡20号住居跡 。青木遺跡21号住居跡 。東山

遺跡土器溜にみられる。宮前遺跡20号住居跡の回底比 (口径に対する底径の割合)は0.55～0.64で0.60前後

に集中し、青木遺跡21号住居跡は口底比は0.45～ 0.60で0.53前後に集中し、東山遺跡土器溜の口底比は

0.36～0.56で0.46前後に集中する傾向がある。その中で、宮前遺跡20号住居跡のものは口底比0.55～ 0.69であ

り底部内面のミガキ井桁状で、S1110の ものは当てはまらない。青木遺跡のものと近似するが 1点だけなの

で、青木遺跡21号住居跡から東山遺跡土器溜にかけてのものととらえられる。宮前遺跡20号住居跡は9世紀

初頭、青木遺跡21号住居跡は 9世紀前葉、東山遺跡土器溜は 9世紀中葉の年代が与えられている (村田 :

1992)。 よって S1110の ものも9世紀前葉から中葉の年代幅が考えられる。

須恵器の不は回転糸切りの無調整のものと、軽い調整されるものがあり、底部から体部の形態が丸みをもっ

ており椀形を呈し、口底比が0.46～0.49である。以上の特徴を示す窯跡の出土土器群に五本松窯跡 AⅢ類を

中心とするC群土器 (だWII:1987)。 安養寺中囲窯跡 (古窯跡研究会 :1973)の上器群がある。これらの土器群

は共伴する瓦から多賀城跡Ⅳ-1期の 9世紀第 3四半期の後半頃の年代が与えられている。よって、S1110の

ものもその頃のものと考えられる。



考察とまとめ

灰釉陶器は体部から口縁部の資料である。日縁部の軽 く外反するもので猿投窯の黒笹14・ 90号窯式 (斎藤 :

1991)が類似する (註 9)。 その年代観は、それぞれさらに細かく分けられている。黒笹14窯式は2型式に分

けられており、 2型式の時期に灰釉陶器の椀・皿が主体をなすことが知られており (斉藤 :1994)、  820年か

ら 840年にかけての年代が与えられている。黒笹90窯式は 840年から 900年の年代が与えられている(註 10)。

また、東山遺跡土器溜出上の灰釉陶器に形態及び釉の掛 り具合が類似している。東山遺跡土器溜出上の灰釉

陶器は9世紀中葉の平城宮出上の灰釉陶器に類似することから9世紀中葉の年代が与えられている。S1110

のものも以上のことから9世紀中葉を中心とした年代が考えられる。

以上、土師器好・須恵器不・灰釉陶器椀の年代観を総合的に考え、S1110出土遺物は 9世紀第 3四半期を中

心とした 9世紀中葉の年代が考えられる。

[他の遺構の上器について]

SX49竪穴遺構から土師器不 CHbイ 類・須恵器不 I aoc類が出土している。須恵器邪 I aoc類はその

特徴から8世紀前葉の年代が与えられている日の出窯跡群 C地点第 3群土器 (古川。太田 :1993)に 類似す

る。よって、これらの土器群も8世紀前棄の年代が想定される。

SX49竪穴遺構を切る11号小溝状遺構群から土師器邦 Cma類 。CHb口 類・IV類・土師器甕 CⅦ類が出

土している。土師器邪 Cma類 は SI■ 1出上のCHa口 類よりも沈線がつくことで前出の様相を呈し、8世

紀前葉に比定されている本遺跡の第 2次調査 1号住居跡 。第 3次調査 7号住居跡に類似のものがある。よっ

て、 8世紀前葉に比定される。CⅣ類の C6は器形や外面の調整が関東の真間式あるいは相模式の上器 (東国

土器研究会 :1990)に影響をうけたもので 8世紀前葉に位置付けられている前述の中田南遺跡第17号住居跡

に類似のものがある(太田 :1994)。 CHb類 は椀状を呈し奈良時代全般にみられるもので、金属器の鉤を模

したものが形を変えたものととらえられる。これらの上器は遺構の性質状、下層からの巻き上げと考えられ、

SX49竪穴遺構の土器群と同時期と考えられる。

S11■ を切る 6～ 8号小清状遺構群を切りに 1～ 3号小溝状遺構群に切 られるSB108建物跡から土師器

邦 CI・ IV類、甕 CI類、ロクロ土師器甕 DH類、須恵器不 H類、SBl12建物跡から土師器不 CHc類 が出

上している。掘り方埋土・柱痕跡・抜き取り穴から出土しているが、時期差は小さいと考えられ、一括して

扱う。土師器邪 CI類は平底で須恵器に形態が似ており、SI■1出上のCHa口 類よりも後出の様相を呈し、

8世紀後葉に比定されている下ノ内浦遺跡第 1次調査第 1号建物跡出土土器に類似のものがある。須恵器不

H類はヘラ切りの無調整のもので多賀城跡政庁第Ⅲ期 (780年以降)の瓦を生産している安養寺下窯跡 (結城 :

1981)出土の須恵器不に類似している。また、SI■ 1出上の Ib類より後出で SI■0出土のⅢ類よりも前出で

8世紀後葉から9世紀前葉の年代が与えらる。ロクロ土師器甕 DI類はS1111の ものより口縁部がシャープ

に作 り出されておリロクロの技術がさらに進歩した形になっている。ロクロ土師器が客体的であることと

S1110の年代を加味して 8世紀末から9世紀初頭の年代が考えられる。土師器不 CHc類 は前述のCHb類

よりも深く、CHb類 と同様のものとみられる。上師器不Ⅳ類のC9は いわゆる関東系土器 (東国土器研究

会 :1989)が在地のものと融合したものと考えられる。

S1110を切る遺構から出上した土器群は、1～ 3号小溝状遺構群出上の土師器不 CⅡ c口類、DⅣ類・甕 D

I類 1～ 3号小溝状遺構群を切るSK44土免出土の赤焼土器郭・須恵器郷Ⅳ類がある。CHc口類は下層から

の巻き上げと考えられる。赤焼土器は口径に対する底径の割合が0。 47で、コテ状の工具で内面を調整し、厚

手で、黄褐色を呈する特徴がある(註H)。 多賀城跡第68次調査 SX2449土器廃棄土坑出土土器群の検討で多

賀城跡及びその周辺における須恵系土器 (多賀城跡出土土器群中、内外面ロクロ調整され酸化烙焼成を受け

ているものをいい、本文中の赤焼土器もこの範疇に含まれる)を大きく4群に分けている。SK44土坑出上の
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ものはそのなかで、第 2群土器に類似のものが多 くみられる。第 2群土器は山王遺跡第 9次千刈田地区

SX543土器廃棄土坑出土土器群 (石川・本目沢 :1991)に 代表される土器群で灰白色火山灰降下期の10世紀前

葉頃の年代が与えられている。また、第 4群土器群をab2つ に分けており、その第4b期土器群には SK44
土坑出上のものと類似するものが少数になる。第4b期土器群は10世紀中葉頃と考えられている。赤焼土器が

須恵器に変わって隆盛するのは9世紀後葉からである。以上のことから、赤焼土器 2点だけなので年代は絞

れないが、10世紀前葉を中心とした 9世紀後葉以降10世紀中葉以前と考えたい。

③ その他の遣物について

[鉄製品]

不明鉄製品 Nl 断面が四角形を呈し、先が細 くなる。釘あるいは鉄鏃の茎と考えられる。SX49よ り出土

しており、 8世紀前葉のものと考えられる。

馬具 N2 鏡板に 2連の街が連結し、衛に引き手が取り付 く鉄製の轡である。鏡板は欠損しているため全

体の形は不明だが、方形を基調とした環体である。街は鏡板に連結する楕円形の環が軸に対して70°捩る。反

対側でもう一つの衛と円形の環同士で連結する。衡の長さに違いがあるので、もう一連以上連結し、もう一

方の鏡板に連結すると考えられる。引き手は鏡板側の衛の中央に70°で取 り付いているが実際は90°で取 り付

いていたと考えられる。引き手の一方の環が衡先の環やそれに絡む遊金に連結し、その連結部を通して手綱

の動きを衛に伝えるのが一般である (日本中央競馬会 :1991)。 しかし、N2は特異な造りで直接引き手から

手綱の動きを衛に伝えるようになっている。

N2は SI■ 0よ り出上しており住居跡の年代から9世紀中葉ころのものと考えられる。同時代の集落跡か

ら出土している馬具は仙台市内では中田南遺跡第54号土坑から出上している重鐙の鐙軽 (みずお)の部分の

例がある。轡が出上している例として大年寺山横穴群第 4・ 10号横穴 (菊池他 :1990)、 安久東 5号墳 (田中・

岩淵 :1976)な どの 6世紀末から7世紀前葉の年代のものがある。鏡板が円形を基調としているところや、

引き手の取り付きなどN2の ものと大きく違っている。このことが、時代差によるものなのか遺跡の違いによ

るものなのか、馬具の出土例が少ないので不明である。

鉄鏃 N3 無茎で五角形を呈する。SI■ 1よ り出上しており住居跡の年代から8世紀中葉頃のものと考え

られる。

[石製品]

線刻のある石器 Kc 4 鉄製の刃物でつけたと考えられる線刻のあるものが 1点ある。S1111か ら出土して

いる。

砥石 2点出上している。 2点 ともシルト質状のもので、欠損しているため全体の形状は不明だが方形を

基調としていると推定される。S1110か らKd l、 S1111か らKd 2が出上している。

根石 Kc14 日「 き石を転用したもので径15cmの柱痕跡が残っている。SB108よ り出土している。

焼面のある礫 Kc20 材質は砂岩で角張っている。4面に焼面がある。S1111カ マド底面から出上している

ことからカマド内の支柱と考えられる。

(2)古代の遺構について

① SIHl住居跡について

周辺の遺跡の奈良時代の住居跡を表 3に まとめた。SI■ 1と 同時代のものは北壁にカマドを造る場合が多

く、住居跡全体の方向が南北軸を基準にしている。これは、以前から指摘されている律令制導入による条里

制の規制 (ネ申成 :1996・ ナII名 :1995)に基づくものととられる。SI■1の規模は大型に属し周溝掘り方柱穴を

有し、前述しているように出土遺物からも一般の住居跡から出土するものとは様相が違っていることから、
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調査名    遵備番号 規 模 カマ ド 周溝 時 期 方  向 備  考 (出土土師器イ・須恵器イ)

六反田 3次調査 第 1号住居跡 4m18× 3m88 北壁中央 あ り 7末 8初 N-29-E 無段で丸底の非ロクロ土師器断

六反田 3次調査 第 3号住居跡 (3m30× lm30) 北壁中央 あ り 〃 N-28-E 土師器イ CⅢ b 須恵器邪 Ic

六反田 3次調査 第 6号住居跡 3m85× 3m43 北壁中央 あ り 〃 N-24-E 土師器不 CⅢ b、 CHb 須恵器イ Ic

六反田 4次調査 Ш区 1号住居跡 (2m00× 2m80) 東壁中央 あ り 〃 N-2-E 土師器不 CⅢ b、 C IV

下ノ内地下鉄  第 8号住居跡 3m70× 3m50 北壁中央 な し N-44-E 土師器不 CⅢ b

下ノ内地下鉄  第11号住居跡 4m80× 4m80 北壁中央 あ り 〃 N-33-E 上師器イ C III b、 CHc 須恵器不 Ic 鉄

下ノ内地下鉄  第20号住居跡 4m20× (3m50) 北壁中央 あ り 〃 N-5-E 土師器甕底部に木葉痕V

下ノ内地下鉄  第21号住居跡 3m70× 3m30 北壁中央 あ り ″ N-20-E 上師器邪 C IIb、 CHc

下ノ内浦 2次  第 5号住居跡 5m20× 5m20 北壁西部 あ り 〃 N-17-W 土師器不 C IIb

六反田 4次調査 III区 1号住居跡 5m80× 5m90 北壁中央 あ り 8c前葉 N-18-E 土師器不 Cma、 cHa・ b、 須恵器邪 Ia 鉄

六反田 1次調査 第 3号住居跡 3m50× 3m40 北壁西端 な し 〃 N-13-W 土師器イ Cma

六反田 3次調査 第 2号住居跡 3m48× 2m84 東壁中央 な し N-14-E 上総型の上師器

六反田 3次調査 第 7号住居跡 (3m74× 3m63) 耳醒堂? な し 〃 N-9-E 土師器イ CⅢ b、 CHa・ b 須恵器イ Ia 鉄

六反田 2次調査 第 2号住居跡 6m10× 6m10 北壁中央 あ り 8c前半 N-0-E 土 師 器 イ C III a・ b、 C II a・ b 須 恵 器 不 Ia 上
総 型 の 上 師 器  鉄

下ノ内浦 1次  第 1号住居跡 (4m27× 4m23) 北壁 東壁中央 な し 8c中葉 N-2-ヽ Ar 土師器イ CⅢ a、 CHaイ 、CI、 須恵器イII a

下ノ内浦 3次  第 1号住居跡 7m30× 7m30 西壁南部 な し 〃 N-2-W 土師器イ CHa、 須恵器不ma底部大、砥石

下ノ内浦 2次  第 3号住居跡 4m20× 4m00 東壁南部 な し 〃 N-7-ヽ V 土師器邦 CWa、 CHa

六反田 5次調査 S1111住居跡 5m70× 5m70 北壁中央 あ り 〃 N-0-ヽ V 上師器郷 CHa、 須恵器イ Ib 鉄

下ノ内地下鉄  第 3号住居跡 5m10× 4m90 南西隅 。東中央 な し 8c末 N-14-E 土師器不 CI類、須恵器不Ⅲ a 鉄

下ノ内地下鉄  第 9号住居跡 5m75× 5m80 東 2北壁中央 あ り N-5-E 土師器イ C II a・ b、 須恵器郷 III a・ H 鉄

下ノ内地下鉄  第19号住居跡 3m50× 3m50 北壁中央 あ り 〃 N-31-E 土師器イ CHc 鉄

下ノ内浦 2次  第13号住居跡 5m60× (3m90) 北壁中央 あ り 9c前半 N-6-E 土師器邪 DH 須恵器不H・ Ic

下ノ内浦 2次  第 7号住居跡 4m30× 4m00 東壁 な し N-18-E 土師器不 DI、 須恵器郷Ⅲ b

下ノ内浦 2次  第10号住居跡 2m50× 2m80 東壁南端 な し 〃 N-6-E 土師器不 DH

六反田 5次調査 SI HO住居跡 5m65× (3m60) 東壁中央 あ り 9c中葉 N-2-E 土師器不 DH 須恵器邦III a・ b・ c

下ノ内地下鉄  第 1号住居跡 4m40× 4m30 東壁中央 あ り 〃 N-13-E 上師器不 CHc、 須恵器イ H・ Ib 赤焼土器 鉄

下ノ内地下鉄  第 2号住居跡 5m50× 2m70 東壁中央 な し N-12-E 須恵器イH 鉄

下ノ内地下鉄  第10号住居跡 3m60× 3m80 東壁中央 な し N-16-E 赤焼土器鉄

下ノ内地下鉄  第12号住居跡 5m30× 5m30 北壁中央 あ り 〃 N-35-E 土師器イ DH、 須恵器郵Ⅲ b・ H・ Ic 鉄

六反田 1次調査 第 2号住居跡 3m60× 3m60 東壁東部 あ り 9c後半 N-45-E

六反田 4次調査 I区 1号住居跡 3m40× 3m70 南東隅中央 な し N-2-E

下ノ内地下鉄  第14号住居跡 3m60× 3m60 東壁中央 な し 10c前 N-38-E 土師器イ DI・ H、 赤焼土器

下ノ内地下鉄  第15号住居跡 3m90× 4m70 東壁南部 な し N-12-E 土師器不 DIoH、 須恵器不Ⅲ b、 赤焼土器 鉄

下ノ内地下鉄  第17号住居跡 (2m10× 2m40) 〃 N-2-E 土師器邦 DI・ H 鉄

下ノ内浦 2次  第 8号住居跡 3m80× 5m30 東壁中央 あ り N-13-ヽV 土師器郷 DI・ H、 赤焼土器

表3 周辺の遺跡の住居跡の変遷
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住居の居住者の集落内での優位性を物語っている。

また、沢田氏・奈良氏・百々氏の鑑定からシカかイノシシの骨がカマドから出土していることがわかり、

当時の食性の一端を知ることができた。

甕や壷類がカマド周辺から、不や坑が南側から出土する傾向がある。場の使われ方が窺いしることができる。

② SIHO住居跡について

炭化材の下から焼けた骨が出上している。この骨を株式会社パリノサーベイに鑑定を依頼したところ人骨

の可能性が指摘された。このため、沢田氏・奈良氏・百々氏にさらに詳しく鑑定していただき人骨であるこ

とが濃厚となった。出土状況から住居の火災によって骨になったと推定できる。床面遺物で完形のものは P3

上面の須恵器邪だけであり、 2層上面では須恵器甕壷が意図的に廃棄されていることから、住居を意図的に

燃やした可能性が高い。その場合、火葬によるものととらえることもできる。しかし、失火あるいは付け火

などによる火災により逃げ遅れた可能性も否定できない。今回は住居跡の部分的な検出であるため、全体の

状況がつかめなかった。今後住居跡の残り未調査部分の発掘調査の成果を待ち結論付けたい。

また、鈴木三男氏の炭化材の同定から住居の建築材はヨナラ節とクリが多いことがわかった。残存状況が

悪く、部材を特定できるのは壁柱材でコナラ節とクリであることが分かった。また屋根材にササ・タケ類が

仕様されていることが分かった。カマドは東壁に作られており、同時代の周辺の他の住居跡も同様のものが

多い。

③ 掘立柱建物跡

真北を基準にしたものと約30度東に傾 くものがある。真北を基準のものは条里制に基づくものと考えられ

る。遺跡の北側を約30度東に傾きながら旧魚川がながれている。東に傾 くものはこの自然地形を考慮して建

てられたようである。

④ 小溝状遺構群

大野田古墳群と同じ性質のものであり、奈良時代には大野田地区一体に畑が広がっていたことが分かる。

南北溝はN260付近でとぎれる傾向にある。Ⅳ層上面は北西から南東への傾斜がみられるが、この N260付近

は窪んでいる。この窪地がひとつの区画になっていたことが考えられる。また東西の小濤状遺構群もこの地

点のものは、他の地点のものより深く幅がある。

11号河ヽ清状遺構群については、今回はその性格について判明しなかったため河ヽ溝状遺構群として扱った。

類例が増えその性格についても小溝状遺構群と違う場合新たな遺構名を考える必要があろう。

⑤ 土 坑
A類は炭化物・焼上を多く含んでいるが、明確な焼面はみられなかった。また、下層はブロック状の埋め

戻しの上であることから、ゴミ穴などの何かを焼いたあと穴を掘って埋めたものと考えられる。

その他、事実記載で分類したが、その性質については不明である。

⑥ 竪穴遺構

柱穴・周溝など住居と断定できるものがなく、その性質については不明である。

② 場の使われ方について (第48図 )

小清状遺構群を基準にし切り合い関係や出土土器から場の使われ方の変遷をみる。

I期は11号小溝状遺構群に切られるSX49竪穴遺構がある。その他、土坑D2類の不整形の大型土坑もこ

の時期かHa期と考えられる。土師器及び須恵器の年代から8世紀前棄と考えられ。

H期はBoC区全体に広がる南北の大溝の11号小溝状遺構群とC区に広がる東西の10号小溝状遺構群があ

り、畑が広がつていたと考えられる。ただ、11号小溝状遺構群は他の小溝状遺構群と違い幅が広くて深くて
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底面の凹凸が著しい。畑の耕作痕跡の他に概列などの跡とも考えられる。年代は I期 とⅢ期の間で 8世紀前

葉から中葉にかけてと想定される。

Ⅲ期は11号小溝状遺構群を切り6～ 8号小溝状遺構群に切られる S1111・ SA■ 4。 ■5。 9号小溝状遺構群

などの遺構群からなる。SAl14と SAl15は切 り合い関係があり。SAl14が旧くSAl15が新しい。方向性は

SAl15が真北に近 くS1111に 関係すると思われる。 9号小溝状遺構群とⅢ期の切り合い関係はつかめない

が、SAl14と方向性が類似することからSAl14と 同時期で(S1111と SAl15よ り旧いと考えられる。よって

9号小溝状遺構群とSAl14をⅢ a期 とし、S1111と SAl15を III b期 とした。

ma期は西側が畑で東側が居住域が広がっていたと考えられる。この他、土坑 Cl類の SKll・ 12・ 14も こ

の時期のものと考えられる。

mb期は全域が居住域になっていたと考えられる。その他、土坑 Al類・SK10を 除いた Dl類なども切り

合い関係からこの時期と考えられる。S1111の年代観から第 3四半期を中心とした 8世紀中棄と考えられる。

Ⅲ b期の年代から、Ⅲ a期は第 2四半期を中心とした 8世紀中葉と考えられる。

Ⅳ期は調査区全体に広がる南北の 6～ 8号小溝状遺構群で、畑の跡である。B区の N260よ り南側で遺構の

密度が希薄になる。年代はⅢ期とV期の間で 8世紀中葉から後棄にかけてと想定される。

V期は 6～ 8小溝状遺構群を切り、 4号小溝状遺構群に切られるsB106～109。■2・■3の掘立柱建物跡群

からなる時期である。

SBl13 1ま SBl12とこ切られ、 5号 /Jゞ毒状遺構群は SB106に 切られている。SBl13と 5号/Jヽ清状遺構群は東

に約30°傾いており、同時存在した可能性があるので、Va期 とした。北側は畑で南側が居住域ということに

なる。それらを切るSB106～109・ 112を Vb期 とした。北から約2°左右に振れるものもあるが、ほぼ真北を

基準にしている。SB106～108は柱筋を揃えており、有機的な繋りが想定される。SB108の出土遺物から8世

紀末から9世紀初頭と考えられる。

よって、Va期 はⅢ・Ⅳ期とVb期の年代から8世紀後棄頃と考えられる。

Ⅵ期は調査区の南に広がる4号小溝状遺構群で、畑の跡である。北側には、この小溝状遺構群は広がらな

い。しかし、S1110の遺物がV期のものより後出するので、S1110は この時期ととらえられる。S1110の遺物

の年代から9世紀中棄頃と考えられる。

Ⅷ期は東西の 1～ 3号小溝状遺構群で、調査区全域に畑域が広がる。Ⅵ期とⅥⅡ期の年代から9世紀中葉か

ら10世紀前葉の年代が想定される。

Ⅷ期はSA■ 6・ SK44土坑。SK10土坑に代表される遺構群である。その他土坑 A2類の長い精円の上坑群

もこの時期と考えられる。SAl16よ り北側が遺構の密度が大きく居住域になっていたと考えられる。南側の

様相は不明である。SK44土坑の出土遺物の年代から10世紀前葉を中心とした 9世紀後葉以降と考えられる。

そして、III層段階 (平安時代後半)では、明確な遺構の発見はなかったが、m層の堆積状況が水田作土と

考えられるので水田域になると考えられる。このことは、第 2次調査との対応関係から裏付けられる。

以上のように本調査地点は居住域になったり生産域になったりしている。また、同時期のなかでも場の使

われ方の違いがみられた。この土地利用の変遷は、これまでの黛川周辺の自然堤防上の調査結果と一致する

(註12)。 また、10世紀中棄以降それまで後背湿地に広がっていた水田が自然堤防にも広がることも一致する。

(2)ま とめ

① Ⅵ層から縄文時代後期後棄から晩期にかけての遺物が出上しており、同時代の遺物包含層と考えられる。
また、同時代のものと考えられる石器類が出上している。

② 奈良時代の住居跡1棟と平安時代の住居跡1棟が発見された。
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③ 奈良時代の住居跡は8世紀中葉の年代が与えられ、非ロクロ土師器とロクロ土師器が共伴しておリロク

ロ土師器の導入段階のものである。その他線刻土器 。灰釉のかかった水瓶・鉄鏃など一般の住居跡と毛色

の違った遺物が出上している。

④ 平安時代の住居跡は9世紀中葉の年代が与えられ、焼失住居である。人骨と考えられる焼けた骨が炭化

材の下から出上している。

⑤ 奈良時代から平安時代にかけての掘立柱建物跡が 6棟、柱列が 3列発見された。 8世紀末から9世紀初

頭のものは柱筋がそろっている。

③ 大別 6時期細別11時期の小溝状遺構群を検出した。そのうち一番古い時期のものは小溝というより大溝

が南北に規則的に並ぶものである。

⑦ 奈良時代から平安時代にかけて、魚川周辺は居住域になったり畑域になったりしながら最終的には水田

域になるという変遷をとることが分かった。

7.註 。引用・ 参考 文献
(註 1)灰白色を呈する土器については,仙台市立大沢小学校教諭熊谷裕行氏よりご教示いただいた。熊谷氏は燕

沢第 8次調査の報文で灰白色を呈する土器について詳細に分析を行っており、今後このような土器に注目

する必要性を述べている (熊谷 。長島 :1995)。 今回は 1点だけなので、特徴のみを記載した。

(註 2)S11■・ 110の上器については宮城県多賀城跡調査研究所の桑原滋郎氏・白鳥良一氏・柳澤和明氏・後藤秀

一氏、宮城県文化財保護課の村田晃一氏に実見していただき、示唆に富むご教示いただいた。記して感謝

の意を表したい。

(註 3)山口遺跡第10次調査 S13竪穴住居跡 (中富 :1991)。元袋Ⅲ遺跡 S113住居跡 (渡部 :1987)か らも同様の

遺物が出土している。

(註 4)第 3次調査で指摘されている「律令的土器様式」 (巽 :1984)の 波及を示すものの可能性がある。

(註 5)技法が須恵器なので、土師器としたが須恵器とした方がよいのかもしれない。

(註 6)桑原滋郎氏のご厚意により実見させて頂いた。

(註 7)村田晃一氏より胎上の色合いや含有物などから在地の可能性が高いと指摘された。

(註 8)天平13(741)年に国分寺・国分尼寺建立の詔勅が出されており、この頃陸奥国でも国分寺。国分尼寺が造

営されたと考えられている。その関連性も示唆される遺物である。

(註 9)柳澤和明氏のご厚意により多賀城跡出上の灰釉陶器を実見させて頂き黒笹14号窯式のものと黒笹90号窯式

の違いをご教示頂いた。高台の形態とか見込みの目跡が決め手となるので体部片だけのものは決定できな

いが、釉が厚く掛かつたり、口縁部が外反するものは黒笹14号窯式に多いことを指摘された。

(註10)村田晃一氏より、時期は黒笹14号窯式の 2型式～黒笹90号窯式に入るが、釉の掛り方が雑なことや、器壁

が厚く少し粉つぼく黒色の粒子を含むことなどから、猿投窯産ではなく、三河から静岡県西部にかけての

窯跡産のものの可能性があると指摘をうけた。埼玉県中堀遺跡で多量の灰釉陶器が出上しており、産地推

定をした結果、猿投窯の製品と考えられていたものの大半が三河から静岡県西部にかけての製品であるこ

とが分かったということである (田中他 :1997)。

(註11)SK44の 出土土器については白鳥良一氏・柳澤和明氏実見していただき、ご教示いただいた。

(註12)魚川左岸の下ノ内浦遺跡と山口遺跡の様相については仙台市立仙台高等学校教諭神成浩志氏から、魚川右

岸の元袋遺跡については、岩出山町立上野目小学校教諭川名秀一氏よりご教示頂いた。
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